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参
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料
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記

・
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豆
田
地
図

廣
瀬
淡
窓
時
代
の
日
田
祇
園
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田
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評
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委
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廣瀬淡窓時代の日田祇園

平成 26 年  豆田山鉾 4 基・中城お旅所集結



二

一
、
は
じ
め
に

　

長
嶋
家
文
書
（
寛
文
年
間
一
六
六
〇
～
七
二
年
に
祇
園
会
が
あ
っ
た
）
や
、
森
春
樹
の
豊
西

説
話
（
正
徳
四
年
一
七
一
四
年
に
豆
田
・
隈
同
時
に
祇
園
山
鉾
が
始
ま
っ
た
）
に
日
田
祇
園
に

つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
祇
園
に
関
係
す
る
本
で
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
時

代
に
生
き
た
廣
瀬
淡
窓
は
淡
窓
日
記
を
は
じ
め
多
く
の
文
を
残
し
て
い
る
が
、
日
田
祇
園
の
資

料
に
あ
ま
り
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
祇
園
に
関
す
る
も
の
が
多
く
あ
る
は
ず
だ
。
淡

窓
日
記
と
懐
舊
樓
筆
記
に
目
を
通
し
た
。
は
た
し
て
予
想
通
り
多
く
の
文
が
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
内
容
は
日
田
祇
園
の
歴
史
の
一
部
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
原
文
と
訳
、
お
よ
び
考

察
を
報
告
す
る
。

二
、
淡
窓
日
記
お
よ
び
懐
舊
樓
筆
記
よ
り

　

天
明
六
年
丙
午
（
一
七
八
六
年
）
淡
窓
五
歳

（
懐
舊
樓
筆
記
よ
り
）

・
・
・
又
、
祇
園
會
ニ
、
市
中
ニ
至
リ
。
山
車
ノ
高
峻
ニ
シ
テ
。
鼓
吹
ノ
喧
シ
キ
ヲ
見
テ
。
心

オ
ビ
エ
テ
速
ニ
歸
レ
リ
。

寛
政
一
一
年
己
未
（
一
七
九
九
年
）
淡
窓
一
八
歳

六
月
一
五
日
（
懐
舊
樓
筆
記
よ
り
）

姪
ノ
濱
ヲ
發
シ
テ
日
田
ニ
歸
ル
日
。
六
月
一
五
日
カ
ト
覺
ユ
。
兼
テ
博
多
ノ
祇
園
曾
ヲ
觀

ン
ト
テ
。
同
塾
ノ
諸
子
ニ
約
ス
。
夜
五
更
ノ
初
頃
。
姪
濱
ヲ
發
シ
。
博
多
ニ
至
リ
シ
ニ
。
既
ヌ

卯
牌
ナ
リ
。
櫛
田
宮
ニ
詣
テ
ン
ト
セ
シ
ニ
。
市
人
告
ケ
テ
曰
ハ
ク
。
祭
式
ハ
巳
ニ
終
レ
リ
。
此

ニ
憩
ヒ
テ
。
山
車
ノ
過
ク
ル
ヲ
觀
玉
ヘ
ト
。
乃
チ
一
店
ニ
待
テ
リ
。
山
車
凡
ソ
六
ツ
。
之
ヲ
舁

キ
テ
來
ル
。
行
キ
過
ク
ル
コ
ト
疾
風
ニ
如
シ
。
頗
ル
壮
觀
ナ
リ
。
我
郷
ニ
モ
山
車
ア
リ
。
之
ヲ

挽
テ
行
ク
コ
ト
遅
々
タ
リ
。
是
ハ
人
ノ
多
少
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
。
祭
式
早
朝
ニ
終
ル
コ
ト
。
禮
ニ
協

ヘ
リ
。
我
郷
ハ
大
抵
日
暮
ナ
リ
。
怠
慢
ノ
至
リ
。
神
ソ
レ
之
ヲ
歆
ケ
ン
ヤ
。

文
化
一
一
年
甲
戊
（
一
八
一
四
年
）
三
三
歳

六
月
一
五
日

　

休
諸
講
。
昨
及
今
日
。
郷
俗
行
祇
園
祭
如
例
。
唯
風
雨
廔
作
。
顚
倒
卒
事
。・
・
・
晩
至
長

福
寺
前
。
觀
山
車
。・
・
・

（
訳
）
諸
講
を
休
ん
だ
。
昨
日
と
今
日
は
祇
園
祭
が
例
年
通
り
あ
っ
た
。
た
だ
し
ば
し
ば
風
や

雨
が
来
る
の
で
、
順
序
を
逆
に
し
て
事
を
卒
る
こ
と
が
あ
る
。・
・
・
夜
に
な
っ
て
長
福
寺
前

で
山
車
を
み
た
。・
・
・

　

文
化
一
二
年
乙
亥
（
一
八
一
五
年
）
三
四
歳

六
月
九
日

　

前
月
二
二
日
來
。
霖
雨
不
止
。
是
日
快
晴
。・
・
・
此
日
里
中
始
試
山
車
。（
郷
俗
六
月
造
山

車
祭
神
。
正
蔵
家
正
任
其
役
。
今
年
故
前
月
日
來
。
里
人
衆
會
。
相
扶
執
事
。
併
予
所
居
亦
頗

喧
閙
。
此
日
始
成
而
試
之
。）

（
訳
）
前
月
の
二
二
日
以
来
、
霖
雨
（
な
が
雨
）
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
は
快
晴
。・・・

本
日
は
わ
が
町
で
始
め
て
山
車
を
出
し
た
。（
郷
土
の
風
習
で
六
月
に
山
車
を
造
っ
て
神
様
の

祭
り
を
す
る
。
正
蔵
の
家
が
本
年
は
当
番
で
あ
る
。
今
年
の
祭
礼
と
前
月
来
、
町
の
人
が
集
ま

っ
て
、
助
け
合
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
所
も
こ
の
町
に
加
わ
っ
て
山
車
を
造
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
人
々
が
集
ま
っ
て
大
声
で
や
か
ま
し
か
っ
た
が
、
本
日
始
め
て
山
車
が
出

来
、
た
め
し
に
山
車
を
曳
い
て
み
る
の
で
あ
る
）

六
月
一
四
日

　

郷
祭
如
例
。・
・
・

（
訳
）
祭
り
は
例
年
の
通
り
。・
・
・

図１　幕末頃豆田上町の室町山鉾の絵　
　　　木下逸雲画　高 15 ～ 16 ｍ
　　　



三

六
月
一
五
日

　

昨
今
二
日
。
天
氣
清
明
。
祭
儀
得
序
。
市
中
無
数
。
唯
以
北
家
任
山
車
之
役
。
喧
煩
至
夜
半
。

（
訳
）
昨
日
も
今
日
も
、
天
気
清
明
、
祭
儀
も
順
調
。
市
中
も
無
事
故
、
た
だ
正
蔵
の
北
家
だ

け
は
山
車
の
当
番
で
相
当
に
う
る
さ
く
夜
半
ま
で
や
か
ま
し
い
。

＊＊

北
家
：
魚
町
の
久
兵
衛
の
居
宅

文
化
一
三
年
丙
子
（
一
八
一
六
年
）
三
五
歳

六
月
一
四
日

　

・
・
・
此
日
雨
。
山
車
不
出
。

（
訳
）・
・
・
本
日
は
雨
。
山
車
が
出
な
か
っ
た
。

六
月
一
五
日

　

雨
。
市
中
罷
祭
。

（
訳
）
雨
。
市
中
は
祭
り
を
や
め
た
。

六
月
一
六
日

　
（
甲
子
）
雨
止
。
山
車
出
。・
・
・

（
訳
）
甲
子
（
一
二
時
）。
雨
が
止
ん
だ
の
で
山
車
が
で
た
。・
・
・

六
月
一
七
日

　

午
前
無
雨
。
市
中
行
祭
。
既
而
數
雨
。
入
夜
盆
甚
。
山
車
之
歸
。
既
二
更
矣
。

（
訳
）
午
前
中
は
雨
は
降
ら
な
か
っ
た
。
市
中
は
祭
り
が
行
は
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
、
時
々

ふ
る
雨
と
な
り
、
夜
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
た
。
山
車
が
帰
っ
た
の
は
、
既
に
二
更

（
夜
一
〇
時
）
に
な
っ
て
い
た
。

六
月
二
〇
日

　

初
中
城
人
。
為
山
車
所
轢
。（
一
七
日
夜
過
橋
得
傷
。）
此
日
遂
死
。・
・
・

（
訳
）
初
め
中
城
の
人
、
山
車
に
轢
か
れ
た
。（
一
七
日
の
夜
、
橋
を
通
っ
て
ひ
か
れ
た
）
本
日
、

遂
に
死
ん
だ
。・
・
・

（
※
橋
は
上
町
と
中
城
の
境
の
城
内
川
に
架
か
っ
て
い
た
石
橋
と
思
わ
れ
る
）

　

文
化
一
四
年
丁
丑
（
一
八
一
七
年
）
三
六
歳

六
月
一
四
日

　

魚
町
招
觀
祭
事
。
與
妻
往
。
供
午
飯
。・
・
・

（
訳
）
魚
町
に
祭
事
を
観
に
招
か
れ
る
。
妻
行
く
。
午
飯
だ
さ
れ
る
。・
・
・

六
月
一
五
日

　

・
・
・
神
輿
行
幸
拜
焉
。
晩
飯
而
歸
。・
・
・

（
訳
）・
・
・
神
輿
の
行
幸
を
拝
む
ま
で
い
た
。
晩
飯
を
と
っ
て
帰
る
。・
・
・

文
政
元
年
戊
寅
（
一
八
一
八
年
）
三
七
歳

六
月
八
日

　

豆
田
三
丁
目
人
。
始
試
山
車
。
中
城
邑
人
忠
兵
衛
爲
山
車
所
轢
而
死
。（
去
々
年
轢
死
者
。

亦
名
忠
兵
衛
。）
毀
山
車
。・
・
・

（
訳
）
豆
田
三
丁
目
の
人
が
始
め
て
山
車
を
出
し
て
試
運
転
し
た
と
こ
ろ
、
中
城
村
の
忠
兵
衛

と
い
う
人
が
轢
か
れ
て
死
ん
だ
。（
一
昨
年
の
轢
死
し
た
人
も
忠
兵
衛
と
い
う
）
そ
こ
で
山
車

を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。・
・
・

　

文
政
二
年
甲
午
（
一
八
一
九
年
）
三
八
歳

六
月
一
五
日

　

放
學
。
午
後
同
伯
父
。
益
多
。
之
魚
街
拜
神
輿
。
是
歳
祭
事
如
舊
。
而
以
不
見
山
車
。
寂
寞

如
常
日
耳
。
晩
飯
而
歸
。（
先
是
人
々
有
為
山
車
所
轢
而
死
者
。
是
歳
官
命
小
其
製
。
高
不
得

過
三
丈
。
隈
行
之
於
街
中
。
豆
田
則
置
於
牛
頭
天
王
祠
前
耳
。）・
・
・

（
訳
）
放
学
。
午
後
、
伯
父
、
益
多
と
と
も
に
魚
町
に
い
っ
て
神
輿
を
拝
し
た
。
本
年
も
祭
事

は
元
通
り
で
あ
っ
た
が
、
山
車
を
見
な
か
っ
た
。
ひ
っ
そ
り
と
し
て
さ
び
し
く
て
平
日
と
同
じ

で
あ
っ
た
。
魚
町
で
晩
飯
を
食
べ
て
帰
っ
た
。（
こ
れ
よ
り
さ
き
、
山
車
の
た
め
に
轢
か
れ
て

死
ん
だ
人
が
出
た
の
で
、
本
年
か
ら
は
代
官
所
か
ら
の
命
令
で
、
山
車
を
小
さ
く
造
り
、
高
さ

が
三
丈
（
九･

九
ｍ
）
以
上
は
だ
め
と
な
っ
た
。
隈
町
で
は
、
こ
の
山
車
を
引
い
て
町
中
を
ね

り
歩
い
た
が
、
豆
田
の
方
で
は
牛
頭
大
王
（
八
坂
神
社
）
の
社
の
前
に
据
え
置
い
た
）・
・
・

廣瀬淡窓時代の日田祇園
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同
日　

懐
舊
樓
筆
記
よ
り

　

魚
町
ニ
行
キ
。
祇
園
曾
ノ
祭
リ
ヲ
見
タ
リ
。
此
年
明
府
ヨ
リ
命
ア
リ
。
山
車
ヲ
低
小
ニ
ス
ベ

シ
ト
ナ
リ
。
是
ハ
近
年
山
車
ノ
為
ニ
轢
セ
ラ
レ
テ
。
傷
ツ
キ
。
或
ハ
死
ニ
至
ル
者
ア
リ
。
故
ニ

此
命
ア
リ
ト
ゾ
。
予
時
ニ
詩
ア
リ
。
ソ
ノ
事
ヲ
記
ス
。
曰
ク
。

（
訳
）
魚
町
に
入
っ
て
祇
園
会
の
祭
り
を
見
た
。
こ
の
年
代
官
よ
り
山
車
は
低
小
に
せ
よ
と
の

命
令
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近
年
、
山
車
の
た
め
に
轢
か
れ
て
、
傷
つ
い
た
り
、
死
ん
だ
人
が
出

た
の
で
、
こ
の
命
令
が
出
た
と
い
う
。
私
は
そ
の
時
、
詩
を
賦
し
た
。

　
　

欝
々
紅
塵
暗
天
起　
　

前
車
方
馳
後
車
止

　
　

怪
底
強
力
能
移
山　
　

穿
街
過
巷
如
流
水

　
　

一
夜
幻
出
化
人
宮　
　

岩
巒
草
木
盡
錦
綺

　
　

魯
般
雲
梯
墨
翟
鳶　
　

衆
家
各
自
誇
長
枝

　
　

百
年
風
俗
觀
昇
平　
　

無
奈
淫
功
遂
日
生

　
　

府
中
令
尹
降
新
政　
　

頓
以
邱
垤
代
嵩
衡

　
　

二
簋
可
享
經
有
語　
　

看
他
損
益
與
時
行

　
　

時
和
歳
豊
神
自
樂　
　

滿
街
人
聲
若
雷
聲

　
　
（
読
）
欝
々
た
る
紅
塵
天
を
暗
く
し
て
起
る

　
　

前
車
ま
さ
に
馳
せ　

後
車
止
ま
る

　
　

怪
し
き
強
き
力　

よ
く
山
を
移
す

　
　

街
を
穿
り
巷
を
過
ぎ
流
水
の
如
し

　
　

一
夜
に
し
て
化
人
の
宮
を
幻
出
す

　
　

岩
巒
草
木　

尽
く
錦
綺

　
　

魯
般
の
雲
梯　

墨
翟
の
鳶

　
　

衆
家
各
自　

長
枝
を
誇
る

　
　

百
年
の
風
俗　

昇
平
を
観
す

　
　

い
か
ん
と
も
す
る
な
し　

淫
功
日
を
遂
う
て
生
ず
る
を

　
　

府
中
の
令
尹　

新
政
を
降
す

　
　

と
み
に
邱
垤
を
以
て
嵩
衡
に
代
ふ

　
　

二
簋
享
く
べ
し　

經
に
語
あ
り　
　

　
　

看
よ
損
益
は
時
と
と
も
に
行
る
を

　
　

時
和
し
歳
豊
か
な
れ
ば
神
お
の
づ
か
ら
楽
し
ま
ん　
　

　
　

万
街
の
人
声
雷
声
の
如
し

（
訳
）
山
車
が
引
か
れ
て
く
る
と
、
日
に
映
じ
て
赤
く
見
え
る
土
ほ
こ
り
が
盛
ん
に
た
っ
て
、

空
が
暗
く
な
っ
て
く
る
。

前
の
山
車
は
走
っ
て
ゆ
き
、
あ
と
の
山
車
は
止
っ
て
い
る
。

山
車
を
曳
く
人
達
の
怪
し
い
ま
で
の
強
い
力
は
、
山
を
も
移
す
ほ
ど
で
あ
る
。

大
通
り
を
す
す
み
横
丁
を
過
ぎ
、
山
車
は
水
の
流
れ
の
よ
う
に
進
む
。

町
は
一
晩
で
仙
人
の
す
ま
い
を
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
現
わ
し
た
。

け
わ
し
く
高
い
岩
山
や
草
木
ま
で
、
す
べ
て
美
し
い
あ
や
ぎ
ぬ
で
作
り
変
え
、
魯
般
の
作
っ
た

よ
う
な
雲
ま
で
と
ど
く
長
い
梯
子
、
あ
る
い
は
墨
子
の
作
っ
た
よ
う
な
空
を
と
ぶ
紙
鳶
、
多
く

の
家
が
そ
れ
ぞ
れ
す
ぐ
れ
た
技
を
自
慢
し
見
せ
か
す
。

こ
れ
は
百
年
も
つ
づ
い
た
風
習
で
、
世
の
中
が
太
平
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
は
、
非
常
に
ぜ
い
た
く
で
、
巧
み
な
細
工
が
日
ま
し
に
盛
ん

に
な
る
事
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
た
ま
つ
り
ご
と
の
長
官
で
あ
る
代
官
は
新
し
い
命
令
を
下
し
た
。

そ
れ
は
、大
山
や
高
山
を
、小
さ
な
丘
や
蟻
づ
か
に
代
え
る
よ
う
な
倹
（
節
）
約
の
令
で
あ
っ
た
。

市
民
は
驚
い
た
が
、
し
か
し
昔
の
経
書
の
中
に
も
、
誠
の
心
さ
え
あ
れ
ば
、
二
つ
の
簋
に
盛
っ

た
ほ
ど
の
粗
末
な
も
の
で
も
神
に
供
え
る
に
十
分
で
あ
る
と
い
う
。

よ
く
考
え
て
み
る
が
よ
い
、
神
に
供
え
る
も
の
を
へ
ら
し
た
り
、
ふ
や
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

時
代
と
と
も
に
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。

天
候
も
お
だ
や
か
に
、
豊
年
で
あ
れ
ば
、
人
々
喜
ぶ
の
で
神
も
自
ら
楽
し
ま
れ
よ
う
。

か
く
て
町
中
の
人
々
の
喜
び
の
声
は
雷
の
な
り
ひ
び
く
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　

文
政
三
年
庚
辰
（
一
八
二
〇
年
）
三
九
歳

六
月
一
五
日

　

・
・
・
歸
路
謁
祇
園
祠
。
觀
山
車
。・
・
・

（
訳
）・
・
・
拝
謁
し
た
帰
り
に
祇
園
祠
に
ま
い
り
山
車
を
み
た
。・
・
・



五

　

文
政
四
年
癸
丑
（
一
八
二
一
年
）
四
〇
歳

六
月
一
一
日

　

放
學
。
同
久
兵
衛
赴
魚
町
長
八
招
。
觀
山
車
。
日
夕
歸
家
。・
・
・

（
訳
）
放
学
。
久
兵
衛
と
と
も
に
魚
屋
長
八
に
招
か
れ
て
い
っ
た
。
山
車
を
な
が
め
た
。
夕
方

家
に
帰
っ
た
。・
・
・

＊
隈
町
の
祇
園
会
に
行
っ
た
。
隈
町
の
祇
園
会
は
六
月
一
〇
、一
一
日
。

六
月
一
五
日

　

與
妻
之
魚
町
。
拜
神
觀
山
車
。
供
畢
面
歸
。
是
日
之
官
府
賀
。
放
學
。

（
訳
）
妻
と
魚
町
に
い
っ
て
神
位
を
拝
し
て
山
車
を
見
た
。
神
に
奉
納
す
る
山
車
の
舞
が
終
っ

て
帰
っ
た
。
本
日
、
官
府
へ
い
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。
休
校
。

　

文
政
五
年
壬
午
（
一
八
二
二
年
）
四
一
歳

六
月
一
五
日

　

病
勢
益
退
。

（
訳
）
病
気
は
ま
す
ま
す
よ
く
な
っ
た
。（
六
月
七
日
よ
り
下
痢
を
し
て
い
る
）

＊
「
こ
の
年
は
祇
園
の
記
載
な
し
」

　

文
政
六
年
癸
未
（
一
八
二
三
年
）
四
二
歳

六
月
一
五
日

　

・
・
・
午
後
同
妻
赴
魚
町
招
。
觀
山
車
。

（
訳
）・
・
・
午
後
、
妻
と
と
も
に
魚
町
か
ら
招
待
さ
れ
て
い
っ
た
。
山
車
を
見
た
。

　

文
政
七
年
甲
申
（
一
八
二
四
年
）
四
三
歳

六
月
一
五
日

　

・
・
・
是
日
。
市
中
當
行
祇
園
祭
。
以
雷
雨
不
果
。・
・
・

（
訳
）
本
日
は
、
市
中
で
は
祇
園
祭
が
行
は
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
雷
雨
で
祭
り
が
で
き
な

か
っ
た
。・
・
・

六
月
一
六
日

　

詣
中
城
拜
祇
園
神
輿
。
且
觀
山
車
。

（
訳
）
中
城
に
詣
で
て
祇
園
の
神
輿
を
拝
し
、
ま
た
山
車
を
見
た
。

　

文
政
八
年
乙
酉
（
一
八
二
五
年
）
四
四
歳

六
月
一
五
日

　

・
・
・
是
日
。
祇
園
神
輿
行
臨
如
例
。
拜
終
而
歸
。・
・

（
訳
）・
・
・
本
日
は
祇
園
の
神
輿
が
お
出
ま
し
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
も
の
通
り
。
神
輿
を
拝

ん
で
か
ら
帰
っ
た
。・
・
・

　

文
政
九
年
丙
戊
（
一
八
二
六
年
）
日
記
の
作
成
な
し
。
四
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

文
政
一
〇
年
丁
亥
（
一
八
二
七
年
）
日
記
の
作
成
な
し
。
四
六
歳

文
政
一
一
年
戊
子
（
一
八
二
八
年
）
四
七
歳

六
月
一
五
日

　

放
學
。
擧
家
赴
魚
町
招
。
是
日
雨
。
觀
山
車
二
。
而
日
已
暮
。
乃
歸
。
是
以
不
能
拜
神
輿
行

幸
。・
・
・

（
訳
）
休
校
。
家
を
あ
げ
て
魚
町
の
招
待
で
い
っ
た
。
本
日
は
雨
。
山
車
を
二
台
み
た
。
そ
れ

だ
け
で
日
が
暮
れ
た
。
そ
こ
で
帰
っ
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
神
輿
の
行
事
は
拝
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。・
・
・

　

文
政
一
二
年
己
丑
（
一
八
二
九
年)

祇
園
の
記
載
な
し
四
八
歳
。

　

＊
こ
の
年
は
、
田
代
（
鳥
栖
）
の
東
明
館
へ
講
義
に
い
っ
て
い
て
、
日
田
に
い
な
か
っ
た
。

　

文
政
一
三
年
庚
寅
（
一
八
三
〇
年
）
四
九
歳

六
月
一
六
日

　

祇
園
祭
禮
（
昨
以
雨
不
果
）
應
魚
町
招
。
陪
家
君
住
。・
・
・

藤
兵
衛
爲
山
車
所
轢
。（
佐
官
與
兵
衛
子
）

廣瀬淡窓時代の日田祇園
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（
訳
）
祇
園
の
祭
礼
（
昨
日
は
雨
で
祭
礼
は
休
み
）。
魚
町
か
ら
招
か
れ
、
父
の
と
も
を
し
て
往

っ
た
。・
・
・
藤
兵
衛
が
山
車
に
轢
か
れ
た
（
左
官
与
兵
衛
の
子
で
あ
る
。）

六
月
二
五
日

　

・
・
・
聞
藤
兵
衛
死
。（
予
之
構
今
居
。
隨
父
来
塗
壁
。
故
諳
其
面
。
憐
其
以
災
死
。
故
録
）

（
訳
）・
・
・
山
車
に
轢
か
れ
た
藤
兵
衛
が
死
ん
だ
と
聞
い
た
。（
私
の
工
事
に
父
に
つ
い
て
来

て
壁
を
塗
っ
た
の
で
、
そ
の
面
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
災
に
あ
っ
て
死
ん
で
可
哀
そ
う
な
の
で

録
し
て
お
く
）

六
月
一
六
日　

懐
舊
樓
筆
記
よ
り

　

村
民
與
兵
衛
カ
子
藤
兵
衛
。
祇
園
曾
ニ
コ
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
。
山
車
ノ
爲
ニ
轢
セ
ラ
レ
タ
リ
。

後
十
日
程
ニ
シ
テ
死
セ
リ
。
與
兵
衛
ハ
予
カ
幼
時
ヨ
リ
熟
ス
ル
所
ナ
リ
。
藤
兵
衛
父
予
カ
西
家

ヲ
作
ル
時
。
往
來
シ
テ
壁
ヲ
ヌ
ル
ノ
事
ニ
任
セ
リ
。
其
非
命
ニ
死
ス
ル
ヲ
悲
ム
。
故
ニ
之
ヲ
詳

ニ
セ
リ
。
與
兵
衛
三
男
二
女
。
皆
父
ニ
先
ツ
テ
死
ス
。
其
身
ハ
饑
饉
ニ
年
ニ
死
セ
リ
。

　

天
保
二
年
辛
卯
（
一
八
三
一
年
）
五
〇
歳

六
月
一
五
日　

　

魚
町
以
祇
園
祭
招
。
全
家
皆
往
。
予
以
疾
留
守
暴
雨
。・
・
・

（
訳
）
魚
的
か
ら
祇
園
の
祭
り
で
招
か
れ
て
、
全
家
が
そ
ろ
っ
て
往
っ
た
。
私
は
病
で
留
守
を

し
た
。・
・
・

　

天
保
三
年
壬
辰
（
一
八
三
二
年
）
五
一
歳　
　
　
　
　
　
　

六
月
一
五
日

　

祇
園
祭
同
家
君
妻
。
謙
吉
。
赴
魚
町
招
。
日
暮
歸
家
。
是
日
雨
。
然
亦
畢
祭
。（
祇
園
祭
近

年
必
雨
。
不
知
神
意
如
何
。）

（
訳
）祇
園
の
祭
、父
と
妻
、謙
吉
と
と
も
に
魚
町
に
招
か
れ
て
往
っ
た
。日
暮
れ
て
家
に
帰
っ
た
。

本
日
は
雨
。
し
か
し
、
祭
り
は
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
祇
園
の
祭
に
は
近
年
必
ず
雨
が
ふ

る
が
、
神
様
の
心
は
ど
う
い
う
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。）

　

天
保
四
年
癸
巳
（
一
八
三
三
年
）
五
二
歳

六
月
一
四
日　

　

陪
家
君
之
魚
町
。
觀
山
車
。
两
飯
而
歸
。（
一
於
宗
家
。
於
伸
平
家
。）

（
訳
）
父
の
お
と
も
を
し
て
魚
町
へ
往
っ
て
、
山
車
を
見
た
。
二
度
ご
は
ん
を
ご
ち
そ
う
に
な

っ
た
。（
一
つ
は
本
家
で
、
次
は
伸
平
の
家
で
）

六
月
一
五
日

　

・
・
・
之
中
城
觀
山
車
。
遥
拜
神
輿
。
雷
雨
。・
・
・

（
訳
）・
・
・
中
城
へ
往
き
山
車
を
み
た
。
遥
か
に
神
輿
を
拝
し
た
。
雷
雨
が
あ
っ
た
。・
・
・

　

天
保
五
年
甲
午
（
一
八
三
四
年
）
五
三
歳

六
月
一
四
日

　

應
伸
平
招
觀
山
車
。
同
座
家
君
。
久
兵
衛
。
謙
吉
。
勲
平
。
午
飯
而
歸
。

（
訳
）
伸
平
に
招
か
れ
て
山
車
を
み
た
。
同
座
、
父
、
久
兵
衛
、
謙
吉
、
勲
平
。
午
飯
し
て
帰
る
。

　

天
保
六
年
乙
未
（
一
八
三
五
年
）
五
四
歳

六
月
一
四
日

　

・
・
・
伸
平
以
祭
相
招
。
以
疾
不
往
。
饋
膳
。

（
訳
）
伸
平
が
祭
り
で
招
待
し
た
が
、
病
気
で
往
か
な
か
っ
た
。
膳
を
贈
ら
れ
た
。

六
月
一
五
日

　

魚
町
以
祭
招
。
以
疾
不
往
。
使
妻
往
。
饋
膳
。・・・
田
町
人
爲
山
車
所
轢
。（
瘡
輕
而
不
死
去
。）

（
訳
）
魚
町
か
ら
、
祭
り
に
招
待
さ
れ
た
。
病
気
で
往
か
な
か
っ
た
。
妻
を
往
か
せ
た
。
膳
を

贈
っ
た
。・
・
・
田
町
の
人
が
山
車
に
轢
か
れ
た
。（
怪
我
は
軽
く
し
て
死
に
は
し
な
か
っ
た
と

い
う
。）

　

天
保
七
年
丙
申
（
一
八
三
六
年
）
五
五
歳

六
月
一
五
日

　

詣
府
而
賀
。
放
學
。
祇
園
會
如
例
。
全
家
赴
魚
町
招
。
供
午
飯
。
同
座
叔
父
。
久
平
衛
。
拜
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神
輿
行
幸
。
晩
飯
於
伸
平
家
。

祇（
訳
）
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。
放
学
。
祇
園
会
は
い
つ
も
の
通
り
。
全
家
魚
町
か
ら

招
か
れ
て
往
っ
た
。
午
飯
を
一
緒
に
食
べ
た
。
同
座
は
叔
父
、
久
兵
衛
。
神
輿
の
お
出
ま
し
を

拝
し
た
。
伸
平
の
家
で
晩
飯
し
た
。

　

天
保
八
年
丁
酉
（
一
八
三
七
年
）
五
六
歳

六
月
一
五
日

　

晴
。詣
齋
藤
氏
及
官
府
賀
。遂
過
魚
町
。拜
神
輿
及
觀
山
車
。家
人
皆
往
。供
午
飯
及
酒
。同
座
。

叔
父
。
長
野
要
人
。
伸
平
。
久
兵
衛
。
諸
家
眷
。
晩
之
伸
平
家
。
供
酒
飯
。
同
座
如
前
。（
叔
父
。

要
人
不
與
）
今
年
以
歳
儉
省
祭
禮
。
山
車
低
小
。
街
市
寂
寥
。
是
日
放
學
。

（
訳
）
晴
。
斉
藤
氏
と
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
魚
町
を
通
り
、
神
輿
を
拝

し
山
車
を
み
た
。
家
人
は
皆
往
っ
た
。
午
飯
と
酒
を
出
し
た
。
同
座
は
叔
父
、
長
野
要
人
、
伸

平
、
久
兵
衛
と
諸
家
族
。
晩
に
は
伸
平
の
家
へ
往
っ
た
。
同
座
は
前
と
同
じ
。（
叔
父
と
要
人

は
加
わ
ら
な
い
。）今
年
は
不
作
で
祭
礼
の
飾
り
物
を
省
き
、山
車
も
低
小
で
街
も
寂
し
か
っ
た
。

本
日
は
放
学
。

　

天
保
九
年
戊
戌
（
一
八
三
八
年
）
五
七
歳

六
月
一
五
日

　

詣
府
而
賀
。・・・
歸
路
過
魚
町
。
供
午
飯
。
是
日
。
祇
園
祭
。
家
人
亦
往
焉
。
予
飯
畢
先
歸
。

不
得
拜
神
輿
且
觀
山
車
。
暮
使
種
男
代
往
拜
神
輿
。（
神
輿
近
暮
而
出
。
至
中
城
。
則
全
夜
矣
。

怠
慢
不
敬
。
神
果
享
乎
。）

（
訳
）
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。・
・
・
帰
路
、
魚
町
を
通
っ
て
寄
っ
た
と
こ
ろ
午
飯
を

出
し
た
。
本
日
は
祇
園
祭
で
家
人
も
ま
た
往
っ
た
。
私
は
飯
が
終
わ
っ
て
先
に
帰
り
、
神
輿
を

拝
み
、
山
車
を
見
に
い
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
出
来
な
く
て
、
暮
れ
に
種
男
を
代
わ
り
に
や
っ

て
神
輿
を
拝
ま
せ
た
。（
神
輿
は
暮
れ
近
く
に
な
っ
て
出
た
。
中
城
に
着
い
た
時
は
全
く
夜
に

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
怠
慢
不
敬
で
あ
る
。
果
た
し
て
神
様
は
享
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。）

（
※
こ
の
年
の
豆
田
・
平
野
町
・
山
鉾
の
絵
が
あ
る
。
淡
窓
は
見
に
い
か
ず
、
種
男
を
代
わ
り

に
代
参
さ
せ
た
が
、
種
男
が
観
た
山
鉾
の
一
つ
が
こ
の
絵
の
山
鉾
で
あ
ろ
う
）

　

天
保
十
年
己
亥
（
一
八
三
九
年
）
五
八
歳

六
月
一
五
日

　

放
學
。
詣
府
而
賀
。・・・
歸
路
過
魚
町
。
有
酒
食
之
供
。
觀
山
車
拜
神
輿
。
近
暮
而
歸
。・・・

（
訳
）
放
学
。
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。・
・
・
魚
町
を
通
っ
て
、
立
寄
る
と
酒
食
の
も

て
な
し
を
受
け
た
。
山
車
を
見
、
神
輿
を
拝
し
た
。
夕
暮
れ
近
く
な
っ
て
帰
っ
た
。

天
保
一
一
年
庚
子
（
一
八
四
〇
年
）
五
九
歳

六
月
一
五
日

　

詣
府
而
賀
。・
・
・
予
以
故
不
往
。
故
无
拜
神
輿
觀
山
車
之
事
。（
神
輿
以
申
牌
發
。
至
中
城

則
日
已
暮
。
山
車
之
歸
。
及
夜
二
更
。
紛
閙
到
爭
。
事
至
翌
日
而
平
。
嗚
乎
怠
慢
至
此
。
神
其

歆
乎
。）
是
日
地
震
。

（
訳
）
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。・
・
・
私
は
事
故
で
往
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
神
輿
を

拝
ま
ず
。
山
車
を
み
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。（
神
輿
は
午
後
四
時
に
出
発
し
て
中
城
に
着
い
た

と
き
は
、
す
て
に
日
暮
れ
で
、
山
車
が
来
た
の
は
す
で
に
夜
の
一
〇
時
。
ご
た
ご
た
と
さ
わ
い

で
争
い
に
な
り
、
争
い
は
翌
日
に
な
っ
て
治
ま
っ
た
。
あ
ヽ
何
と
い
う
怠
慢
だ
。
神
様
は
喜
ん

で
う
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
（
う
け
は
し
ま
い
））。
本
日
、
地
震
が
あ
っ
た
。

　

天
保
一
二
年
辛
丑
（
一
八
四
一
年
）
六
〇
歳

六
月
一
五
日

図 2　豆田上町の平野町山鉾の絵
        　天保 9 年（1838）

廣瀬淡窓時代の日田祇園
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昨
今
兩
日
。
當
祇
園
祭
。
以
遏
密
不
行
。
亦
不
出
賀
。

（
訳
）
昨
日
と
今
日
の
両
日
は
祇
園
の
祭
り
で
あ
っ
た
が
、
遏
密
で
あ
っ
た
の
で
祭
り
に
行
か

な
か
っ
た
。
ま
た
、
官
府
へ
も
出
賀
も
し
な
か
っ
た
。

＊
遏
密
（
あ
つ
み
つ
）：
諒
闇
（
り
ょ
う
あ
ん
）
の
時
に
音
楽
を
禁
止
す
る
こ
と
。

＊
諒
闇
：
天
皇
家
、
将
軍
な
ど
の
貴
人
が
亡
く
な
る
こ
と
。

　

＊
こ
の
年
の
六
月
二
日
に
郡
代
・
寺
西
蔵
太
の
死
を
公
に
し
た
。

　
　

実
は
、
前
年
の
一
一
月
二
日
に
没
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
伏
せ
て
お
い
た
。

六
月
二
七
日

　

豆
田
隈
町
皆
有
祇
園
之
祭
（
以
遏
密
故
延
其
期
也
。）
應
魚
町
招
。
家
人
皆
往
。・
・
・
未
牌

神
輿
及
山
車
過
門
。暮
而
歸
。是
日
風
雨
驟
作
。隈
川
原
町
山
車
仆
地
。有
傷
者
。（
或
云
死
。）・・・

（
訳
）
豆
田
、
隈
町
皆
祇
園
の
祭
り
が
あ
っ
た
。（
遏
密
で
あ
っ
た
の
で
祭
り
の
期
日
を
延
期
し

て
い
た
。）
魚
町
か
ら
招
待
さ
れ
た
。
家
人
は
全
部
往
っ
た
。・
・
・
午
後
二
時
神
輿
と
山
車
が

門
を
通
っ
て
往
っ
た
。
本
日
は
風
が
あ
り
に
わ
か
雨
が
降
っ
た
。
隈
の
川
原
町
で
山
車
が
地
に

倒
れ
て
怪
我
し
た
人
が
あ
っ
た
。（
あ
る
い
は
死
ん
だ
と
も
い
う
。）

＊＊

隈
の
祇
園
会
は
六
月
一
〇
、一
一
日
。
豆
田
は
六
月
一
四
、一
五
日
で
あ
る
。
こ
の
年

は
祭
日
が
延
期
さ
れ
同
時
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

　

天
保
一
三
年
壬
寅
（
一
八
四
二
年
）
六
一
歳

六
月
一
五
日

　

放
學
。
詣
府
而
賀
。
見
近
臣
。
魚
町
以
祭
招
。・
・
・
予
觀
山
車
二

而
歸
。（
神
輿
行
幸
在
暮
。
街
居
太
熱
。
故
不
能
待
。）

（
訳
）
放
学
。
官
府
へ
往
っ
て
賀
し
た
。
近
臣
に
面
接
し
た
。
魚
町
が
祭
礼
で
招
い
た
。・
・
・

私
は
山
車
二
を
み
て
帰
っ
た
。（
神
輿
の
行
幸
は
夕
暮
れ
に
な
る
。
町
は
非
常
に
暑
い
の
で
待

ち
き
れ
な
い
で
帰
っ
た
。）

　

天
保
十
四
年
癸
卯
（
一
八
四
三
年
）
六
二
歳

六
月
一
五
日

　

・
・
・
是
日
祇
園
會
如
例
。
與
家
人
赴
魚
町
招
。・
・
・
觀
山
車
。　

拜
神
輿
。
乃
歸
。

（
訳
）・
・
・
本
日
は
祇
園
会
い
つ
も
の
通
り
。
妻
と
と
も
に
魚
町
の
招
き
で
往
っ
た
。・
・
・

山
車
を
み
、
神
輿
を
拝
ん
だ
。
そ
し
て
帰
っ
た
。

　

天
保
十
五
年
甲
辰
（
一
八
四
四
年
）
六
三
歳

六
月
一
五
日

　

放
學
。・
・
・
詣
府
而
賀
。・
・
・
昨
今
兩
日
。
豆
田
町
祭
禮
如
例
。
但
神
輿
及
暮
始
出
。（
銕

之
助
第
三
兒
病
痘
。
故
不
招
客
。
予
不
觀
山
車
拜
神
輿
。）

（
訳
）
放
学
。・
・
・
官
府
へ
往
っ
て
賀
し
た
。・
・
・
昨
日
と
今
日
の
両
日
、
豆
田
町
の
祭
礼

は
い
つ
も
と
同
じ
。た
だ
神
輿
は
夕
暮
れ
に
な
っ
て
初
め
て
出
た
。（
銕
之
助
の
第
三
児
が
痘「
天

然
痘
」
に
か
か
っ
た
の
で
客
を
招
か
な
か
っ
た
。
私
も
山
車
も
み
ず
神
輿
も
拝
ま
な
か
っ
た
。）

　

弘
化
二
年
乙
巳
（
一
八
四
五
年
）
六
四
歳

六
月
一
五
日

　

詣
府
而
賀
。・
・
・
是
日
祇
園
會
如
例
。（
祭
事
寂
寥
。
加
以
魚
町
有
事
。
予
不
往
焉
。
使
孝

之
助
至
耳
。
○
之
府
時
。
謁
祇
園
社
。）

（
訳
）
官
府
へ
往
っ
て
賀
し
た
。・
・
・
本
日
の
祇
園
会
は
い
つ
い
も
の
通
り
。（
祭
の
行
事
が

な
い
の
で
ひ
っ
そ
り
と
し
て
さ
び
し
い
。
そ
の
上
、
魚
町
に
病
人
が
あ
っ
て
、
私
は
往
か
な
か

っ
た
。
孝
之
助
を
見
物
に
や
っ
た
。
官
府
に
往
く
時
、
祇
園
社
に
ま
い
っ
た
。）

弘
化
三
年
丙
午
（
一
八
四
六
年
）
六
五
歳

六
月
十
五
日

放
學
如
例
。・
・
・
巳
牌
擧
家
之
魚
町
。
祇
園
會
祭
也
。・
・
・
觀
山
車
一
。（
今
年
正
祭
在

一
六
日
。
故
此
日
无
神
輿
出
行
之
事
。）
供
畢
。
乃
歸
。

（
訳
）
放
学
、
い
つ
も
の
通
り
。・
・
・
一
〇
時
、
家
を
あ
げ
て
魚
町
に
往
っ
た
。
祇
園
祭
の
祭

り
で
あ
る
。・
・
・
山
車
一
を
見
た
。（
今
年
の
正
祭
は
一
六
日
で
あ
る
の
で
、
本
日
は
神
輿
が

お
出
ま
し
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。）
神
様
に
お
供
え
も
の
が
終
っ
て
帰
っ
た
。

弘
化
四
年
丙
午
（
一
八
四
七
年
）
六
六
歳
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六
月
一
五
日

　

放
學
。
詣
府
而
賀
。
歸
路
過
魚
町
。
妻
。
孝
之
助
亦
至
。
遍
觀
山
車
。
供
午
飯
及
酒
。・
・
・

申
牌
之
中
城
。
拜
神
輿
。
焉
。

（
訳
）
放
学
。
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。
妻
と
孝
之
助
と
と
も
に
。
帰
路
、
魚
町
を
通

っ
て
寄
り
、
山
車
を
み
た
。
御
飯
と
酒
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。・
・
・
午
後
四
時
中
城
で
神

輿
を
拝
し
た
。

嘉
永
元
年
戊
申
（
一
八
四
八
年
）
六
七
歳

六
月
一
五
日

　

・
・
・
祇
園
會
如
例
。
家
人
皆
應
魚
町
招
。
予
獨
以
疾
守
家
。
饋
膳
。

（
訳
）・
・
・
祇
園
会
は
い
つ
も
の
通
り
。
家
人
は
魚
町
の
招
待
に
応
じ
て
皆
往
っ
た
。
予
は
独

り
病
気
の
た
め
家
に
い
た
の
で
、
膳
を
贈
ら
れ
た
。

嘉
永
二
年
戊
申
（
一
八
四
九
年
）
六
八
歳

六
月
一
五
日

夜
雨
。
詣
府
而
賀
。
歸
路
留
魚
町
。
受
祭
供
焉
。・
・
・
予
先
歸
。
未
牌
之
中
城
。
拜
神
輿
。

且
觀
山
車
。
是
日
放
學
。

（
訳
）
夜
は
雨
。
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。
帰
路
魚
町
に
留
ま
る
。
祭
り
の
も
て
な
し

を
受
け
た
。・
・
・
予
は
先
に
帰
る
。
午
後
二
時
中
城
で
神
輿
を
拝
し
、
山
車
を
み
た
。
本
日

は
休
学
。

嘉
永
三
年
庚
戊
（
一
八
五
〇
年
）
六
九
歳

六
月
一
五
日

放
學
。
詣
府
而
賀
。・
・
・
歸
路
過
魚
町
。
有
饗
。・
・
・
觀
山
車
二
。
予
先
歸
。（
神
輿
行

幸
在
日
暮
。
故
不
能
待
。
先
詣
祇
園
祠
拜
之
。
山
車
未
觀
者
二.

）
是
日
天
氣
清
明
炎
熱
。（
入

本
月
絶
无
雨
者
。
盖
此
一
日
。・
・
・

（
訳
）
放
学
。
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。・
・
・
帰
路
、
魚
町
を
通
っ
て
寄
っ
た
と
こ
ろ
、

食
事
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。・
・
・
山
車
を
二
台
見
た
。
予
は
先
に
帰
っ
た
。（
神
輿
の
行
幸

が
日
暮
れ
に
な
っ
た
の
で
、
待
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
先
に
祇
園
社
に
詣
で
拝
し
て
き
た
。
山
車

を
見
る
こ
と
で
き
ず
。）
こ
の
日
は
晴
天
で
大
変
暑
い
。（
今
月
に
入
り
雨
が
絶
え
て
な
い
。
本

日
も
雨
が
な
い
）

嘉
永
四
年
辛
亥
（
一
八
五
一
年
）
七
〇
歳

六
月
一
五
日

放
學
如
例
。
魚
町
招
以
祭
。・
・
・

（
訳
）
い
つ
も
の
よ
う
に
休
校
。
祭
り
の
た
め
魚
町
に
招
か
れ
る
。・
・
・

嘉
永
五
年
壬
子
（
一
八
五
二
年
）
七
一
歳

六
月
一
五
日

・
・
・
放
學
如
例
。
魚
町
因
祇
園
會
相
招
。
家
人
皆
往
。
予
以
疾
不
往
。
饋
膳
。
未
牌
暴
雨

募
雷
移
時
。（
暴
雷
数
十
年
來
所
无
也
。）
神
輿
行
幸
。
入
夜
而
畢
。（
暴
雷
。
□
々
卒
）
事
。

山
車
皆
車
壊
。
无
通
街
者
云
。）

（
訳
）・
・
・
い
つ
も
の
よ
う
に
休
校
。
祇
園
会
に
よ
り
魚
町
に
招
か
れ
る
。
家
人
は
皆
往
く
。

余
は
病
気
で
往
か
な
か
っ
た
。
膳
を
贈
ら
れ
た
。
午
後
四
時
暴
雨
が
つ
の
り
暴
雷
に
移
る
。（
暴

雷
は
数
十
年
来
の
こ
と
な
り
）
神
輿
の
行
幸
が
あ
っ
た
。
夜
に
な
り
終
わ
っ
た
。（
暴
雷
の
た

め
早
々
に
終
っ
た
）
山
車
は
皆
解
体
し
た
。
街
の
通
る
者
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

嘉
永
六
年
癸
丑
（
一
八
五
三
年
）
七
二
歳

六
月
一
五
日

　

赴
魚
町
祇
園
會
祭
。
家
人
皆
往
。
觀
山
車
三.

。
午
飯
畢
。
予
先
歸
。・
・
・

（
訳
）
祇
園
祭
で
魚
町
に
赴
く
。
家
人
も
皆
往
く
。
山
車
を
三
台
み
た
。
午
飯
を
食
べ
た
。
予

は
先
に
帰
る
。・
・
・

嘉
永
七
年
甲
寅
（
一
八
五
四
年
）
七
三
歳

六
月
一
五
日

　

範
治
詣
府
而
賀
。
之
魚
町
觀
所
造
山
車
。
供
酒
飯
。
南
陔
判
客
。（
山
車
以
輪
次
造
之
。
今

歳
源
兵
衛
家
番
。
以
予
生
夾
敷
之
。
予
一
三
歳
。
三
四
歳
。
五
二
歳
。
至
此
凡
四
回
。）
放
學

如
例
。

廣瀬淡窓時代の日田祇園



一
〇

（
訳
）
範
治
が
官
府
へ
往
っ
て
賀
詞
を
述
べ
た
。
魚
町
で
山
車
を
造
る
の
を
見
た
。
酒
と
御
飯
の

も
て
な
し
を
受
け
た
。
南
陔
が
客
を
伴
っ
て
き
た
。（
山
車
を
造
る
の
は
輪
番
で
あ
る
。
今
年
は

源
兵
衛
の
家
の
順
番
で
あ
る
。
予
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
三
歳
と
三
四
歳
と
、
五
二
歳
と
今
回
の

四
回
で
あ
る
。）
い
つ
も
と
同
じ
く
休
校
。

＊＊

南
陔
：
廣
瀬
久
兵
衛　

＊＊

源
兵
衛
：
廣
瀬
久
兵
衛
の
長
男
。
淡
窓
の
甥
。

六
月
一
六
日

　

豆
田
祇
園
祭
。
至
此
日
止
。（
不
行
之
於
朝
氣
清
淑
之
時
。
而
以
午
後
。
必
至
逢
雨
點
燈
而
止
。

我
不
欲
觀
之
。
不
拜
幸
。）

（
訳
）豆
田
は
祇
園
祭
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
に
止
っ
た
。（
朝
の
気
が
清
々
し
い
時
よ
り
行
な
わ
ず
。

午
後
は
必
ず
雨
に
あ
う
、
そ
れ
で
提
灯
の
点
燈
を
止
め
る
。
私
は
こ
れ
を
観
な
か
っ
た
。
行
幸

も
拝
せ
ず
。）

嘉
永
八
年
乙
卯
（
一
八
五
五
年
）
七
四
歳

六
月
一
五
日

　

赴
魚
町
祇
園
會
祭
。範
治
。孝
之
助
従
行
。・・・
午
牌
饗
畢
而
歸
。送
以
肩
與
。（
神
輿
行
幸
在
暮
。

暑
熱
方
甚
。
故
不
能
待
。）・
・
・

（
訳
）
祇
園
祭
を
行
な
っ
て
い
る
魚
町
に
往
い
く
。
範
治
と
孝
之
助
を
連
れ
て
行
っ
た
。・
・
・

正
午
饗
宴
が
終
り
カ
ゴ
で
送
っ
て
も
ら
い
帰
っ
た
。（
神
輿
の
行
幸
が
暮
に
あ
っ
た
。
甚
だ
し

く
暑
か
っ
た
の
で
待
た
な
か
っ
た
。）・
・
・

三
、
淡
窓
日
記
か
ら
分
か
る
こ
と

　

三
―
一
、
淡
窓
は
祇
園
会
が
好
き
だ
っ
た

淡
窓
が
日
記
を
書
き
始
め
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
四
二
年
間
で
、
日
記
を
書
い
て
い
な

い
二
年
間
を
除
き
、
祇
園
会
に
つ
い
て
書
い
て
い
な
い
年
は
二
回
し
か
な
い
。
一
回
は
四
一
歳

の
病
気
時
（
下
痢
）
で
、
も
う
一
回
は
四
八
歳
の
時
、
田
代
（
鳥
栖
）
東
明
館
に
講
義
に
行
っ

図 3　豆田上町の八幡町
　　   山鉾の絵
　　   文久 3 年（1863）

表 1　淡窓日記と作成年と祇園会記載の有無



一
一

て
い
た
時
で
あ
る
。
毎
年
欠
か
さ
ず
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
淡
窓
は
祇
園
会
が
大
好
き
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
輿
や
山
車
の
巡
行
に
関
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
祇
園
祭
に
関
心
が
あ
り
好
き
だ
っ
た
た
め
、
自
分
な
り
の
改
善
点
を
指
摘
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
神
輿
を
拝
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

　

三
―
二
、
日
田
祇
園
の
事
故

淡
窓
の
時
代
は
事
故
が
多
い
。
日
記
で
分
か
る
事
故
者
数
は
、
死
者
三
名
（
四
名
）、
怪
我

人
二
名
（
一
名
）
で
あ
る
。
原
因
は
轢
か
れ
た
が
五
例
、
死
者
三
、
怪
我
一
。
山
鉾
の
転
倒
が

一
例
、
死
者
（
一
）、
怪
我
一
で
あ
る
。

轢
死
が
多
い
の
は
、
現
在
の
山
鉾
に
は
着
け
ら
れ
て
い
る
、
巻
き
込
み
防
止
の
安
全
カ
バ

ー
の
役
割
を
し
て
い
る
助
け
板
が
な
か
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
山
鉾
巡
行
中
に
転
び
、
車
輪

に
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

山
鉾
転
倒
の
原
因
は
、
山
鉾
の
高
さ
が
現
在
よ
り
高
く
、
一
五
～
一
六
㍍
あ
り
、
そ
の
た

め
山
車
の
重
心
が
高
く
な
り
不
安
定
に
な
っ
て
い
た
め
で
あ
る
。
重
心
を
下
げ
る
た
め
に
館
を

紙
で
作
る
な
ど
の
軽
量
化
を
図
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
は
重
心
を
下
げ
る
た
め
に
両
側
に
土

俵
を
取
り
付
け
て
い
る
が
、
当
時
の
山
鉾
に
は
土
俵
は
着
い
て
な
く
、
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
末
の
絵
（
図
１
）
を
見
る
と
、
土
俵
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
明
治
元
年
の
平
野

五
岳
の
絵
（
図
２
）
で
は
助
け
板
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
土
俵
も
着
い
て
な
い
。

江
戸
時
代
の
山
鉾
は
構
造
上
、
不
安
定
な
の
で
急
発
進
、
急
停
止
、
走
り
込
み
な
ど
の

俊
敏
で
勇
壮
な
巡
行
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
轢
死
者
が
出
て
い
る
の
は

お
酒
が
入
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。
酒
の
購
入
は
山
鉾
一
基
で
五
斗
一
升
と
明
治
三
年

（
一
九
一
四
）
の
松
尾
家
文
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

三
―
三
、
官
府
の
祇
園
会
関
与

　

現
在
で
も
祇
園
会
で
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
当
局
か
ら
運
行
責
任
者
へ
の
事
情
聴
取
が
行
な
わ

れ
、
山
鉾
や
巡
行
体
制
な
ど
へ
の
改
善
指
示
・
命
令
が
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
期
の
祇

園
祭
で
は
死
者
が
出
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
安
全
に
巡
行
す
る
た
め
の
適
切
な
指
示
・
命

令
が
官
府
（
郡
代
役
所
）
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
。

文
政
三
年
（
一
八
一
九
）
に
山
鉾
の
高
さ
制
限
が
出
さ
れ
た
。
従
来
は
高
さ
が
一
五
～

一
六
㍍
ほ
ど
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
前
年
の
文
政
二
年
か
ら
三
丈
（
九
・
九
㍍
）
以
内

に
な
っ
て
い
る
。
時
の
郡
代
・
塩
谷
大
四
郎
か
ら
官
府
命
令
が
出
て
い
る
。

こ
れ
は
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
と
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
と
続
け
て
轢
死
者
が

出
た
た
め
、
安
全
な
山
鉾
巡
行
を
担
保
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、
華
美
に
な
っ
て

い
た
山
鉾
を
質
素
に
す
る
よ
う
に
と
の
お
達
し
で
あ
る
。

こ
の
時
に
日
田
御
役
所
か
ら
出
さ
れ
た
御
廻
文
の
書
取
が
隈
町
年
寄
の
記
録
で
残
っ
て
い

る
。

御
廻
文
并
差
上
書
附
留
（
隈
町
年
寄
り
の
記
録
）

塩
屋
郡
代
か
ら
の
指
示

　

書
取　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
町

図 4　明治元年　平野五岳画
　　　（日田祇園囃子より）

図 5　山鉾各部の名称

廣瀬淡窓時代の日田祇園



一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
城
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
町

　
　

両
町
并
右
村
祇
園
山
鉾
近
年
迠
は
至
て
質
素
に
相
聞
候
処
、
貮
三
拾
年

　
　

来
重
も
大
違
に
相
成
候
旨
、
右
は
両
町
は
商
筋
先
年
よ
り
利
分
多
く
候

　
　

故
神
事
等
之
入
用
銀
相
増
候
て
も
差
支
無
之
と
申
意
味
も
可
有
之
候

　
　

得
供
、
百
姓
方
に
て
は
先
年
よ
り
作
方
取
実
多
き
と
申
す
に
も
有
之
間

　
　

敷
、
一
村
之
地
面
広
く
相
成
候
に
も
無
之
、
年
部
分
取
入
程
合
大
躰
相

　
　

極
居
可
申
処
、
近
年
に
至
神
事
入
用
銀
等
相
増
、
左
候
て
は
取
入
は
極

　
　

り
有
之
町
内
の
諸
入
用
は
相
増
候
故
、
困
窮
い
た
し
候
外
無
之
既
御
年

　
　

貢
筋
之
儀
取
実
程
有
之
候
に
付
、
本
免
よ
り
少
々
相
増
候
て
も
相
歎
き

　
　

候
は
永
年
且
年
々
故
之
儀
に
可
有
之
。
然
候
上
は
神
事
祭
礼
も
永
年

　
　

年
々
之
儀
猶
更
古
風
相
守
り
、
古
来
之
仕
来
よ
り
入
用
不
相
増
様
可
心

　
　

懸
処
其
儀
無
之
万
事
月
日
に
花
実
に
相
成
候
儀
は
不
心
附
困
窮
に
相

　
　

成
候
得
は
、
時
節
悪
敷
抔
申
之
時
節
を
恨
み
候
様
に
相
成
、
又
は
花
実

　
　

を
好
候
儀
は
若
き
も
の
仕
業
に
て
、
い
た
し
方
無
之
抔
申
之
親
之
身
分

　
　

に
て
子
之
取
締
り
も
不
相
成
様
に
相
見
候
。
乍
然
右
躰
無
益
之
入
用
に

　
　

費
し
候
程
有
餘
有
之
候
は
ゝ
御
年
貢
筋
は
勿
論
、
諸
冥
加
筋
の
出
精
相

　
　

増
相
納
候
様
可
致
處
、
取
下
又
は
諸
冥
加
等
相
減
候
も
有
之
、
前
文
之

　
　

通
神
事
等
自
侭
之
儀
に
は
花
美
相
増
有
餘
な
が
ら
上
納
物
相
減
候
筋

　
　

に
相
成
、
公
務
を
等
閑
に
い
た
し
候
に
相
当
た
り
、
罪
に
寄
其
侭
に
難

　
　

差
置
次
第
に
候
。
殊
に
祇
園
会
山
鉾
は
花
美
に
相
成
、
高
さ
も
相
増
四

　
　

五
丈
も
有
之
趣
、
左
候
て
は
尤
危
く
万
一
怪
我
有
之
人
命
に
拘
り
候
儀

　
　

等
出
来
致
間
敷
も
の
に
も
無
之
候
。
且
又
両
町
辻
も
古
来
よ
り
も
う
け

　
　

筋
相
増
候
と
申
事
に
も
有
之
間
敷
旁
古
来
に
復
し
万
端
質
素
に
い
た

　
　

し
神
も
人
も
永
久
繁
昌
い
た
し
候
様
可
心
縣
事
専
一
に
候
。

山
鉾
高
さ
屋
台
よ
り
上
惣
高
壱
丈
八
尺
に
可
限
事
。
但
簱
共
に

※　

両
町
＝
隈
・
豆
田
町

※※

山
鉾
の
高
さ
は
屋
台
よ
り
上
が
、
壱
丈
八
尺
（
五
ｍ
九
四
㎝
）
で
幟
旗
こ
み
。　
　

※
一
丈
＝
三
・
三
ｍ

※※

屋
台
の
高
さ
は
一
・
二
丈
と
思
わ
れ
る
（
淡
窓
日
記
に
全
高
が
三
丈
に
な
っ
た
と
の
記

述
が
あ
る
）

　

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
は
不
作
の
た
め
、
山
鉾
が
低
く
、
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
記

述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
江
戸
時
代
三
大
飢
饉
と
言
わ
れ
る
「
天
保
の
飢
饉
」
の
真
っ
只
中

で
あ
り
、
廣
瀬
家
も
粥
の
炊
き
出
し
の
奉
仕
を
し
て
い
た
。
山
鉾
を
低
小
に
し
た
の
は
官
府
か

ら
の
命
で
は
な
く
自
発
的
な
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
塩
谷
郡
代
が
江
戸
に
呼
び
戻
さ
れ
た
後

の
代
官
は
長
崎
奉
行
の
高
木
作
右
衛
門
で
、
天
領
日
田
は
長
崎
奉
行
預
り
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
お
上
の
関
与
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
る
。
豆
田
町
の
町
方
元
締
の
申
し

決
め
と
な
っ
て
い
る
が
、
時
の
日
田
県
知
事
・
松
方
正
義
の
指
導
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
控
え

書
き
が
残
っ
て
い
る
。

明
治
四
年
辛
未
五
月
（
一
九
一
五
）　

倹
約
質
素
申
極
書
扣

町
方
元
締
相
背
候
節
右
之
通
写

　
　

覚

一
、
過
料
金　
　

三
両　
　

重
立
候
者

二
、
同　
　
　
　

壱
両　
　

中
ノ
処

三
、
同　
　
　
　

弐
歩　
　

本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
前
壱
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
壱
歩　

〆　

品
物
受
候
者
は
右
半
高

　
　

差
出
可
申
候
事

右
過
料
金
差
出
候
分
半
分
為
知
告
候
者
江
褒
美
ニ
遣
し
残
半
方
町
方
へ
備
置
町
方
臨
時
入

用
并
道
橋
入
用
ニ
い
た
し
可
申
候
事

　
　

申
極
書
事

一
正
月　

・
・
・　
　
　

一
三
月
（
ひ
な
祭
り
に
つ
い
て
）　

・
・
・　
　
　



一
三

一
五
月
（
節
句
）・
・
・　

一
六
月
朔
日　

・
・
・

一
山
鉾　

こ
ふ
ら
ん
限
四
柱
な
し

　
　
　
　

但　

流
引
き
な
し
一
四
日
一
五
日
共
山
曳
賄
町
内
限
り

手
弁
当
之
事

一
七
月
七
夕　

・
・
・　

一
初
盆　

・
・
・　

一
俄

一
放
正
会　

・
・
・　
　

一
紐
解　

・
・
・　

一
歳
暮　

・
・
・

等
々
、
ま
だ
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
。

過
料
金
の
額
と
密
告
者
へ
の
報
奨
金
ま
で
決
め
て
い
る
。
こ
ま
ご
ま
と
取
り
決
め
が
書
か

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
祇
園
山
鉾
の
見
送
り
幕
（
コ
ブ
ラ
ン
織
）
は
４
柱
の
山
鉾
に
取
り
付

け
な
い
。（
展
示
の
み
）

　

ま
た
、
流
曳
き
は
し
な
い
。
六
月
一
四
、一
五
日
（
豆
田
町
祇
園
会
日
）
と
も
山
曳
き
賄
い

当
番
町
内
だ
け
が
弁
当
を
作
る
こ
と
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　

三
―
四
、
太
陰
暦
の
豆
田
祇
園
会
祭
礼
日
を
太
陽
暦
に
置
換

　

淡
窓
日
記
で
は
、
祇
園
会
の
太
陰
暦
六
月
一
五
日
前
後
に
雨
や
雷
が
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て

い
る
日
が
多
い
。
ま
た
、
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
の
で
神
輿
を
拝
ま
ず
に
帰
っ
た
な
ど
の
記
述
も

あ
る
。
現
在
は
祭
事
日
が
変
更
さ
れ
、
太
陽
暦
の
七
月
二
〇
日
過
ぎ
の
土
、
日
曜
日
と
な
っ
て

い
る
。
今
で
も
祭
事
日
期
間
中
に
雨
や
雷
が
あ
る
が
、
一
日
中
雨
が
降
り
続
く
日
は
少
な
い
。

し
か
し
、
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
日
は
多
い
。
ち
な
み
に
淡
窓
日
記
の
期
間
中
の
太
陰
暦
六
月

一
五
日
を
、
現
在
の
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
何
月
何
日
に
な
る
か
を
調
べ
た
。
閏
月
が
あ
る
太

陰
暦
で
は
季
節
が
一
ケ
月
程
ず
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
梅
雨
の
末
期
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
と

季
節
感
が
異
な
り
非
常
に
興
味
深
い
。

　

三
―
五
、
日
田
祇
園
の
祭
礼
日

　

淡
窓
日
記
の
豆
田
祇
園
会
日

　

豆
田
の
祇
園
祭
は
例
年
、
太
陰
暦
の
六
月
一
四
日
と
一
五
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
一
五
日

が
正
祭
日
で
あ
る
。
し
か
し
、
豪
雨
の
場
合
は
順
延
さ
れ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

・
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
年
）
は
一
四
、一
五
日
が
雨
だ
っ
た
の
で
、
一
六
日
、
一
七
日

に
順
延
さ
れ
て
い
る
。
太
陰
暦
の
六
月
一
五
日
は
、
太
陽
暦
の
七
月
九
日
に
な
り
、
ま表 2　太陰暦祇園祭礼日を太陽曆置換

廣瀬淡窓時代の日田祇園



一
四

だ
梅
雨
が
明
け
て
い
な
か
っ
た
に
で
は
。

　

・
文
政
七
年
（
一
八
二
四
年
）
は
一
五
日
が
雷
雨
だ
っ
た
の
で
一
六
日
に
順
延
。
太
陰
暦
の

六
月
一
五
日
は
、
太
陽
暦
の
七
月
一
一
日
に
な
り
、
ま
だ
梅
雨
が
明
け
て
い
な
か
っ
た

に
で
は
。

　

・
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
年
）
は
一
五
日
が
雨
の
た
め
一
六
日
に
順
延
。
太
陰
暦
の
六
月

一
五
日
は
、
太
陽
暦
の
八
月
三
日
に
な
り
、
台
風
の
影
響
で
は
な
い
か
。

　

・
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
は
理
由
不
明
だ
が
一
五
、一
六
日
で
あ
る
。
太
陰
暦
の
六
月

一
五
日
は
、
太
陽
暦
の
八
月
六
日
に
な
り
、
台
風
の
影
響
で
は
な
い
か
。

　

・
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
は
雨
で
一
五
、一
六
日
で
あ
る
。
一
六
日
も
雨
が
降
り
巡
行

し
て
い
な
い
。
太
陰
暦
の
六
月
一
五
日
は
、
太
陽
暦
の
七
月
九
日
に
な
り
、
ま
だ
梅
雨

が
明
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
。

遏
密
（
あ
つ
み
つ
）
の
た
め
に
順
延
さ
れ
た
年
も
あ
る
。

　

・
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
年
）
は
六
月
二
七
日
に
延
期
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
六
月
二
日
に

郡
代
・
寺
西
蔵
太
の
死
を
公
に
し
た
。
こ
の
た
め
歌
舞
音
曲
が
禁
止
と
な
り
祇
園
会
が

延
期
さ
れ
た
。
実
は
、
前
年
の
一
一
月
二
日
に
没
し
て
い
た
が
、
治
安
治
政
上
そ
れ
を

伏
せ
て
い
た
。
な
お
、
寺
西
郡
代
の
お
墓
は
岳
林
寺
に
あ
る
。

　

豆
田
の
祇
園
の
正
祭
日
の
六
月
一
五
日
は
咸
宜
園
の
放
学
日
（
休
み
）。
ま
た
、
淡
窓
は
毎

月
一
五
日
に
は
、
官
府
に
あ
い
さ
つ
に
行
っ
て
い
る
。　

　

三
―
六
、
日
記
、
文
書
に
よ
る
日
田
祇
園
の
祭
礼
日
確
認

　

三
―
六
―
一
、
隈
町
の
祇
園
会
祭
礼
日

大
原
宮
日
記

天
明
八
年
（
一
七
八
七
）

六
月
十
日

蔭
天
折
々
雨
、
当
日
よ
り
隈
祇
園
会
な
り
、・
・
・

六
月
十
一
日　

雨
天

隈
町
祇
園
会
故
日
延
ニ
相
成
、・
・
・

六
月
十
二
日

朝
少
シ
晴
、
終
日
雨
天
、
無
別
条
、
隈
祇
園
延
、・
・
・

六
月
十
三
日

・・

外
隈
祇
園
会
日
延
ニ
而
当
日
之
神
事
、・
・
・

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

六
月
十
一
日

夜
分
隈
町
祇
園
会
神
幸
あ
り
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

六
月
十
一
日　

晴

隈
祇
園
会
目
出
度
相
済
、

日
隈
文
書

天
明
八
年
（
一
七
八
七
）

　

祇
園
社　

是
者
毎
年
六
月
一
一
日
祭
禮
仕
候
・
・
・

森
家　

御
廻
文
并
願
書
畄

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候

六
月
一
〇
日
一
一
日
隈
町
竹
田
村
祇
園
会
祭
礼
定
日
ニ
御
座
候
、
若
雨
天
之
節
者
日
送
り

を
以
相
勤
来
り
申
候
、
右
為
御
届
連
印
以
書
付
奉
申
上
候　
　
　
　
　
　

　

竹
田
村
庄
屋　

新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隈
町
年
寄　
　

三
人

午
六
月
九
日

日
田　

御
役
所

隈
町
の
祇
園
祭
礼
日
と
雨
天
の
場
合
は
日
送
り
す
る
旨
の
届
出
書
状
を
、
祭
礼
日
の
前
日

に
御
役
所
に
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

現
在
の
山
鉾
巡
行
も
、
詳
細
の
運
行
順
路
図
と
時
間
表
を
事
前
に
作
成
し
警
察
署
へ
提
出

し
て
い
る
。
併
せ
て
、
警
察
へ
の
説
明
会
を
開
き
安
全
巡
行
と
警
察
警
備
体
制
の
摺
り
あ
わ
せ

を
行
な
っ
て
い
る
。



一
五

南
高
瀬
庄
屋
日
記
（
諸
家
日
記
二
）
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

六
月
一
一
日　

晴
天

　

恵
良
川
居
り
、
両
人
共
参
候
。

松
尾
家
文
書　

申
極
熟
談
書
之
事　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
川
原
町
中
組

・
・
・
市
中
打
寄
年
々
六
月
一
〇
日
。
一
一
両
日
押
引
相
済
候
上
。・
・
・

江
戸
時
代
は
隈
町
の
祇
園
会
は
太
陰
暦
六
月
一
〇
日
、
六
月
一
一
日
（
正
祭
）
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

隈
の
祭
礼
日
は
明
治
に
な
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
次
ぎ
の
文
書
で
わ
か
る
。

松
尾
家
文
書　

山
鉾
約
定
書　

川
原
町
中
組

　

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）

祭
礼
日
は
旧
六
月
一
四
、一
五
日
と
書
か
れ
て
い
る
。

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

祭
礼
日
は
旧
六
月
一
四
、一
五
日
と
書
か
れ
て
い
る
。

日
田
新
報

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）

再
昨
日
廿
九
日
（
奮
一
四
日
）
一
昨
三
〇
日
（
奮
一
五
日
）
は
例
年
の
通
り
両
町
祇
園
祭

禮
な
り
し
が
雨
天
に
も
拘
ら
ず
・
・
・　

明
治
時
代
に
な
り
隈
町
の
祇
園
会
は
太
陰
暦
六
月
一
四
日
、
一
五
日
に
変
わ
り
、
豆
田
と

同
じ
日
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
―
六
―
二
、
豆
田
町
の
祇
園
会
祭
礼
日

享
保
・
明
和
日
記
（
諸
家
日
記
三
）　

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

六
月
一
五
日

祇
園
祭
り
、
魚
町
通
物
踊
り
大
当
た
り
。

大
原
宮
日
記

天
明
八
年
（
一
七
八
七
）

六
月
一
五
日　

曇
天

・
・
・
豆
田
町
祇
園
会
ハ
無
滞
御
神
幸
有
之
候
事
、・
・
・

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

六
月
一
五
日

豆
田
町
祇
園
会
相
済
也
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

六
月
一
五
日　

晴
天

昼
七
ツ
頃
よ
り
大
夕
立
、
豆
田
祇
園
会
神
事
有
り
、

江
戸
時
代
は
豆
田
町
の
祇
園
会
は
太
陰
暦
六
月
一
四
日
、
六
月
一
五
日
（
正
祭
）
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

図 6　川原町中組・明治 18 年（松尾家文書）
　　　飾り高さ四丈

廣瀬淡窓時代の日田祇園



一
六

　

三
―
七
、
祇
園
囃
子
の
乗
り
込
み
演
奏
の
開
始
時
期

祇
園
囃
子
の
歴
史
で
は
「
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
に
郡
代
の
目
明
し
で
あ
っ
た

小
山
徳
太
郎
が
、
代
官
の
お
供
で
長
崎
に
出
向
い
た
折
、
長
崎
の
明
笛
を
習
得
し
、
当
時
の
俗

曲
や
端
唄
を
笛
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
」
と
あ
る
。
徳
太
郎
は
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
没
。
そ
の

子
松
吉
は
音
曲
的
に
優
れ
た
才
能
を
持
ち
日
田
祇
園
囃
子
を
大
成
さ
せ
た
と
云
わ
れ
る
。
松
吉

は
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
没
。

淡
窓
日
記
に
は
祇
園
囃
子
に
関
す
る
記
述
が
全
く
な
い
。
し
か
し
、
淡
窓
の
回
顧
録
で
あ

る
懐
舊
樓
筆
記
で
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
淡
窓
五
歳
。「
祇
園
會
ニ
、
市
中
ニ
至
リ
。

山
車
ノ
高
峻
ニ
シ
テ
。
鼓
吹
ノ
喧
シ
キ
ヲ
見
テ
。
心
オ
ビ
エ
テ
速
ニ
歸
レ
リ
」
と
あ
る
。
鼓
吹

と
は
、
太
鼓
の
鼓
と
笛
の
吹
の
こ
と
で
、
祇
園
祭
に
囃
子
が
奏
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
一
方
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
の
懐
舊
樓
筆
記
で
は
、
博
多
山
傘
と
日
田
祇
園

の
比
較
文
が
あ
る
が
、
日
田
の
祇
園
囃
子
の
事
を
書
い
て
い
な
い
。
淡
窓
五
歳
と
一
八
歳
の
時

点
で
は
、
日
田
に
小
山
徳
太
郎
の
祇
園
囃
子
は
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
囃
子
は
あ
っ

た
よ
う
だ
。

日
記
の
書
か
れ
た
淡
窓
の
壮
年
、
晩
年
時
代
は
小
山
組
の
日
田
祇
園
囃
子
導
入
の
創
成
期

に
あ
た
る
が
、
現
在
の
よ
う
に
囃
子
方
が
山
鉾
に
乗
り
込
ん
で
演
奏
し
て
い
た
の
か
。
淡
窓
日

記
や
江
戸
末
の
三
松
牛
之
助
の
「
祇
園
会
之
記
」（
後
に
掲
載
）
に
も
祇
園
囃
子
に
つ
い
て
の

記
載
が
な
い
。
江
戸
期
や
明
治
元
年
の
山
鉾
図
に
も
、
山
鉾
に
乗
り
込
ん
で
い
る
囃
子
方
は
描

き
こ
ま
れ
て
い
な
い
。
山
鉾
に
乗
っ
て
演
奏
し
始
め
た
の
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
祇
園
囃
子
を
大

成
さ
せ
た
二
代
目
松
吉
の
江
戸
末
～
明
治
初
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

松
尾
家
文
書
の
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
川
原
町
中
組
の
記
録
に
、
囃
子
方
に
一
貫

三
六
〇
匁
支
払
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

に
も
記
録
あ
り
。
ま
た
、
太
鼓
は
大
太
鼓
一
個
と
締
太
鼓
一
個
を
使
っ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
太
鼓
二
個
が
山
鉾
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
太
鼓
は
山
鉾
の
中
で
立
っ
て

打
つ
こ
と
に
な
り
、
今
の
祇
園
囃
子
と
様
子
が
異
な
る
。

　

三
―
八
、
山
鉾
の
争
い

山
鉾
は
道
幅
一
杯
の
幅
で
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
山
鉾
同
士
の
離
合
が
で
き
な
か
っ
た
。

巡
行
途
中
で
鉢
合
わ
せ
を
し
た
場
合
、
お
互
い
に
道
を
譲
る
こ
と
な
く
（
道
を
譲
る
と
い
う
こ

と
は
後
退
し
横
丁
に
引
き
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
）
争
い
が
あ
っ
た
。

　

三
―
九
、
淡
窓
の
苦
言

　

天
保
九
年
戊
戌
（
一
八
三
八
年
）
五
七
歳

神
輿
は
暮
れ
近
く
に
な
っ
て
出
た
。
中
城
に
着
い
た
時
は
全
く
夜
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は

怠
慢
不
敬
で
あ
る
。
果
た
し
て
神
様
は
享
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
神
様
は
享
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

天
保
一
一
年
庚
子
（
一
八
四
〇
年
）
五
九
歳

神
輿
は
午
後
四
時
に
出
発
し
て
中
城
に
着
い
た
と
き
は
、
す
て
に
日
暮
れ
で
、
山
車
が
来
た
の

は
す
で
に
夜
の
十
時
。
ご
た
ご
た
と
さ
わ
い
で
争
い
に
な
り
、
争
い
は
翌
日
に
な
っ
て
治
ま
っ

た
。
あ
ヽ
何
と
い
う
怠
慢
だ
。
神
様
は
喜
ん
で
う
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
の
千
原
家
文
書
「
申
極
書
文
事
」
に
よ
る
と
、
豆
田
町
で
山
鉾

巡
行
の
取
り
決
め
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

祇
園
会
山
鉾
の
儀
、
是
迄
挽
廻
し
方
遅
々
い
た
し
、
夜
に
入
り
怪
我
人
で
き
致
す
べ
く
も
は

か
り
が
た
き
に
つ
き
、已
後
は
正
九
ツ
時（
一
二
時
）通
し
物
祇
園
社
へ
相
揃
え
、九
ツ
時（
一
三

時
）
山
鉾
押
し
出
し
申
す
べ
き
事
。

　

ま
た
、
服
装
に
つ
い
て
も
取
り
組
め
を
し
て
い
る
。

　

祇
園
会
山
引
き
、
子
供
は
格
別
、
大
人
縮
緬
の
類
相
用
い
申
す
ま
じ
き
事
。

　

三
―
一
〇
、
祇
園
山
鉾
の
建
造

　

山
鉾
を
町
内
間
の
輪
番
で
建
造
し
て
い
た
。
廣
瀬
本
家
の
あ
る
魚
町
で
は
淡
窓
の
生
涯
で
四

回
山
鉾
を
造
っ
て
い
る
。

　

永
山
布
政
史
料
に
よ
れ
ば
、

当
時
川
原
町
は
竹
田
村
の
内
な
り
し
が
、
住
民
の
生
業
風
俗
隈
と
相
同
じ
き
を
以
て
山
鉾

も
毎
年
造
り
て
之
を
献
ず
。
次
に
田
中
町
・
紺
屋
町
、
隔
年
之
を
飾
る
。
其
の
次
は
中
町
・
我

有
ノ
木
に
し
て
此
れ
も
同
じ
く
隔
年
な
り
。
第
四
は
上
横
町
に
し
て
町
内
広
闊
な
る
を
以
て
、

毎
年
此
れ
を
献
ず
る
筈
な
り
し
が
、
後
減
じ
て
二
年
に
一
度
作
る
事
と
な
せ
り
。
豆
田
に
あ
り



一
七

て
は
田
町
は
も
と
市
街
を
な
さ
ざ
る
を
以
て
山
鉾
も
な
か
り
し
が
、
人
家
次
第
に
殖
え
た
る
故

毎
年
作
る
よ
う
に
な
れ
り
。
上
町
は
室
町
・
平
野
町
・
八
幡
町
三
年
更
代
な
り
。
下
町
は
一
丁

目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
更
に
之
を
作
る
。
中
城
は
南
北
二
組
隔
年
其
の
任
に
当
た
る
。
此
制
今

に
も
続
き
て
町
内
の
一
大
事
業
た
り
。

　
　

豆
田
町
の
建
造
基
数
の
記
録
文
書

　
　
「
祇
園
会
之
記
」　

三
松
牛
之
助　

江
戸
時
代
後
期
作

　
　

牛
頭
天
王
社
在
豆
田
之
西
北
。
毎
歳
六
月
一
四
日
至
一
五
日
。
昼
夜
為

　
　

祀
。
謂
之
祇
園
会
。
自
古
為
山
鉾
。
而
以
供
神
。
其
数
四
也
。
凢
山
鉾

　
　

者
人
之
所
見
聞
也
。
嘗
聞
京
師
之
夏
祭
者
。
其
名
冠
於
日
東
矣
。
鉾
有

　
　

数
品
供
神
也
。
或
云
月
鉾
。
或
云
長
刀
鉾
。
或
云
函
谷
鉾
。
或
穪
白
楽

　
　

天
。
又
有
蟷
螂
山
。
或
有
岩
戸
山
之
名
。
他
略
之
。
毎
鉾
其
長
千
丈
。

　
　

施
車
輪
四
。
左
右
著
大
縄
。
数
千
人
曳
之
云
矣
。

　
　

今
我
豆
田
之
鉾
者
此
之
雖
小
。
倣
昔
時
和
漢
邦
家
之
故
事
。
旦
象
古
戦

　
　

場
之
図
。
各
雖
異
其
工
。
而
大
抵
皆
設
城
郭
之
状
。
為
虹
橋
之
状
。
或

　
　

有
廻
廊
宮
殿
之
飾
。
鈎
心
闘
角
。
極
盡
美
麗
。
又
旁
設
山
厳
之
状
。
瀑

　
　

布
飛
流
。
恰
如
布
練
。
其
善
足
以
穪
。
其
美
足
以
観
。
其
鉾
長
三
丈
。

　
　

施
車
輪
四
。
左
右
設
二
大
木
如
轅
。
郡
兒
登
其
上
。
以
團
扇
揮
揚
之
。

　
　

十
五
日
。
迂
神
輿
行
幸
於
東
南
旅
所
之
時
。
四
鉾
随
之
。
家
々
亦
童
男

　
　

童
女
従
。
蒙
甲
冑
。
或
画
眉
目
。
随
神
輿
。
而
為
行
伍
。
謂
之
通
物
。

　
　

行
幸
之
道
。
有
一
橋
。
四
鉾
皆
過
之
。
而
甚
往
難
於
旅
所
。
然
容
易
不

　
　

能
過
。
故
健
夫
誇
力
之
徒
各
争
進
。
而
振
勇
極
力
。
凘
上
石
橋
之
中
央
。

　
　

其
聲
囂
然
。
過
其
中
央
。
其
速
如
箭
也
。
其
声
轆
々
。
如
雷
霆
之
驚
。

　
　

直
達
旅
所
。
其
勢
殆
欲
覆
者
数
矣
。
然
曽
無
有
覆
。
此
曳
山
鉾
之
所
難

　
　

也
。
夫
日
田
之
為
為
地
也
。
雖
偏
小
。
然
有
此
盛
観
。
誠
非
昇
平
之
一

　
　

楽
事
乎
。
難
然
凢
事
積
年
之
久
。
則
易
変
。
則
唯
恐
。
其
廟
壊
祀
廃
。

　
　

是
以
余
備
記
之
盛
事
。
以
遺
後
世
人
云
午
。

三
松
牛　
　

百
拝

（
訳
）
牛
頭
天
王
社
（
祇
園
社
）
は
、
豆
田
の
西
北
に
在
り
。
毎
歳
六
月

一
四
日
よ
り
一
五
日
に
至
る
昼
夜
祀
り
を
な
す
。
之
を
祇
園
会
と
い
う
。
古
よ
り
山
鉾
を
な
す
。

而
し
て
以
て
神
に
供
す
。
其
の
数
四
な
り
。
凡
そ
山
鉾
は
人
の
見
聞
す
る
所
な
り
。
嘗
て
聞
く

京
師
の
夏
祭
り
は
、
そ
の
名
日
東
に
於
い
て
冠
た
り
。
鉾
に
数
品
有
り
て
神
に
供
す
る
な
り
。

或
は
月
鉾
と
云
い
、
或
は
長
刀
鉾
と
云
い
、
或
は
函
谷
鉾
と
云
い
、
或
は
白
楽
天
と
称
す
。
又

蟷
螂
山
あ
り
。
或
は
岩
戸
山
の
名
あ
り
。
他
は
之
を
略
す
。
鉾
毎
に
そ
の
長
さ
一
〇
丈
、
車
輪

四
を
施
す
。
左
右
に
大
縄
を
着
く
。
数
千
人
に
て
之
を
曳
く
と
云
う
。

今
、
我
が
豆
田
の
鉾
は
、
之
に
比
す
れ
ば
小
な
り
と
雖
も
、
昔
時
の

和
漢
邦
家
の
故
事
に
倣
い
、
且
つ
古
戦
場
の
図
を
象
る
。
各
々
そ
の
工
異
る
と
雖
も
、
し
か
し

て
大
抵
皆
城
郭
の
状
を
設
け
、虹
橋
の
状
を
な
す
。
或
は
回
廊
宮
殿
の
飾
り
あ
り
。
鈎
心
闘
角
。

極
め
て
美
麗
を
つ
く
す
。
又
傍
ら
に
山
巌
の
状
を
設
く
。
瀑
布
飛
流
。
恰
も
布
練
の
如
し
。
そ

の
善
き
こ
と
以
て
称
す
る
に
足
り
、
そ
の
美
な
る
こ
と
以
て
観
る
に
足
り
る
な
り
。
そ
の
鉾
の

長
さ
三
丈
、
車
輪
四
を
施
す
。
左
右
に
二
大
木
を
設
く
る
こ
と
轅
の
如
し
。
群
児
そ
の
上
に
登

り
、
団
扇
を
以
て
之
を
揮
揚
す
。
一
五
日
。
神
輿
、
東
南
の
旅
所
に
行
幸
の
時
、
四
鉾
之
に
随

う
。
家
々
も
ま
た
童
男
童
女
を
従
わ
し
む
。
甲
冑
を
蒙
り
、
或
は
眉
目
を
描
き
、
神
輿
に
随
う
。

し
か
し
て
行
伍
と
な
す
。
之
を
通
物
（
と
お
し
も
ん
）
と
謂
う
。
行
幸
の
道
に
、
一
の
石
橋
あ

り
。
四
鉾
み
な
之
を
過
ぐ
。
し
か
し
て
甚
だ
旅
所
に
行
き
難
し
。
し
か
し
て
容
易
に
過
ぐ
る
こ

と
能
わ
ず
。故
に
健
夫
力
を
誇
り
、之
の
徒
各
々
争
て
進
む
。し
か
し
て
勇
を
振
っ
て
力
を
極
む
。

漸
く
石
橋
の
中
央
に
上
が
る
。
そ
の
声
轟
然
、そ
の
中
央
を
過
ぎ
る
。
そ
の
速
き
こ
と
箭
（
矢
）

の
如
き
な
り
。
そ
の
声
轆
々
、
雷
霆
の
轟
く
が
如
し
。
直
ち
に
旅
所
に
達
す
。
そ
の
勢
い
殆
ど

覆
ら
ん
と
欲
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
な
り
。
然
に
曽
っ
て
覆
ら
ん
こ
と
有
る
無
し
。
こ
の
山
鉾
曳

き
の
難
所
な
り
。
夫
れ
日
田
の
地
た
る
や
、
偏
小
と
雖
も
、
然
に
こ
の
盛
観
あ
り
。
誠
に
昇
平

の
一
薬
事
に
あ
ら
ざ
る
か
。
然
り
と
雖
も
凡
そ
事
積
年
之
れ
久
し
。
則
ち
変
り
易
し
。
則
ち
唯

だ
恐
る
、
そ
の
廟
の
壊
れ
祀
り
の
廃
れ
ん
こ
と
を
。
こ
れ
を
以
て
余
は
之
の
盛
事
を
備
え
記
し

て
、
以
て
後
世
の
人
に
伝
え
ん
の
み
。

　
　
　
　
　
　

三
松　

牛　
　

百
拝

＊＊

三
松
牛
之
助
は
豆
田
町
年
寄
り
・
順
平
の
子
な
り
。
頗
る
才
気
あ
り
。
読
書
を
好
め
り
。

文
政
一
二
年
一
八
二
九
年
に
入
門
。（
懐
舊
樓
筆
記
よ
り
）

松
尾
家
文
書　

申
極
書　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
隈
・
川
原
町
中
組

廣瀬淡窓時代の日田祇園



一
八

山
鉾
之
儀
、
是
迄
之
通
三
組
て
隔
年
。

（
訳
）
川
原
町
内
の
三
組
（
上
、
中
、
下
）
が
隔
年
で
山
鉾
を
造
る
。

松
尾
家
文
書　

祇
園
会
山
鉾
造
立
並
押
曳
三
ケ
年
試
熟
談
申
極
書
之
事　

弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
隈
・
川
原
町
中
組

　

山
鉾
造
り
立
方
之
儀
は
、
川
原
町
を
三
組
ニ
分
ケ
、
順
番
を
以
。
壱
組
限
り
造
り
立
、
押
曳

之
儀
は
、
町
中
一
統
ニ
致
来
候
処
。・
・
・

（
訳
）
山
鉾
は
川
原
町
を
三
組
に
分
け
て
順
番
に
造
る
。
一
組
だ
け
が
建
造
に
あ
た
る
。
山
鉾

の
巡
行
は
町
内
全
員
で
協
力
し
て
行
な
う
。・
・
・

江
戸
時
代
後
期
、
隈
町
は
毎
年
三
～
四
基
の
山
鉾
を
建
造
し
て
い
た
。
豆
田
町
は
毎
年
四

基
の
山
鉾
を
建
造
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
淡
窓
日
記
に
あ
る
よ
う
に
、
廣
瀬
家
の
あ
る

魚
町
も
約
二
〇
年
に
一
回
の
頻
度
で
建
造
し
て
い
た
。

現
在
（
二
〇
一
二
年
）
は
隈
・
竹
田
地
区
は
四
基
繰
り
出
す
。
大
和
町
、
隈
町
、
川
原
町
、

若
宮
町
の
四
町
が
毎
年
各
一
基
建
造
し
て
い
る
。

豆
田
地
区
は
四
基
繰
り
出
す
。
上
町
、
下
町
、
中
城
町
、
港
町
の
四
町
が
毎
年
各
一
基
建

造
し
て
い
る
。

　

三
―
一
一
、
淡
窓
が
見
た
豆
田
祇
園
山
鉾
の
基
数

淡
窓
が
観
た
豆
田
の
山
鉾
の
基
数
（
淡
窓
日
記
に
記
載
あ
り
）

文
政
一
一
年
戊
子
（
一
八
二
八
年
）
四
七
歳
・
・
・
二
基

天
保
一
三
年
壬
寅
（
一
八
四
二
年
）
六
一
歳
・
・
・
二
基

弘
化
三
年
丙
午
（
一
八
四
六
年
）
六
五
歳　

・
・
・
一
基

嘉
永
三
年
庚
戊
（
一
八
五
〇
年
）
六
九
歳　

・
・
・
二
基

嘉
永
六
年
癸
丑
（
一
八
五
三
年
）
七
二
歳　

・
・
・
三
基

　

な
お
、明
治
二
八
年　
　
（
一
八
九
五
）の
松
尾
家
文
書
で
は
、隈
地
区
で
山
鉾
四
基（
川
原
町
、

紺
屋
町
、
我
有
木
町
、
上
横
町
）
と
笠
鉾
（
川
原
町
、
隈
町
、
隈
町
）
三
基
の
合
計
七
基
が
建

造
さ
れ
て
い
る
。
笠
鉾
は
こ
の
年
か
ら
新
設
さ
れ
巡
行
の
順
番
に
組
み
入
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。明

治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
日
田
新
報
に
よ
る
と
、
現
在
よ
り
多
い
一
〇
基
の
山
鉾
と

笠
鉾
が
建
造
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
隈
が
山
鉾
と
笠
鉾
合
わ
せ
て
七
基
（
紺
屋
町
上
組
、

田
中
町
上
組
、田
中
町
下
組
、川
原
町
中
組
、我
有
木
町
下
組
、上
横
町
西
組
、中
町
上
組
）
と
、

豆
田
が
山
鉾
三
基
（
豆
田
三
丁
目
、
八
幡
町
、
春
日
町
（
中
城
））。

明
治
後
期
の
川
原
町
中
組
の
記
録
で
は
、
山
鉾
の
高
さ
は
二
丈
（
約
六
ｍ
）。
電
線
架
線
で

山
鉾
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

三
―
一
二
、
淡
窓
は
隈
祇
園
山
鉾
を
見
た
か

淡
窓
の
時
代
の
祭
礼
日
は
豆
田
が
六
月
一
四
、一
五
日
、
隈
が
六
月
一
〇
、一
一
日
な
の
で
、

山
鉾
巡
行
の
参
加
者
で
も
両
方
の
祭
礼
を
観
る
事
が
で
き
た
。
し
か
し
、
淡
窓
は
三
三
歳
か
ら

七
五
歳
ま
で
日
記
を
し
た
た
め
て
い
る
が
、
日
記
に
隈
の
山
鉾
を
観
た
と
か
隈
・
八
坂
神
社
を

参
拝
し
た
と
い
っ
た
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
三
三
歳
以
前
の
事
に
つ
い
て
は
、
回
顧
録
と
し
て

明治 34 年　日田新報



一
九

懐
舊
樓
筆
記
を
残
し
て
い
る
が
、こ
こ
に
も
隈
の
祇
園
を
観
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
従
っ
て
、

淡
窓
は
隈
の
山
鉾
を
観
て
い
な
い
可
能
性
が
強
い
。

氏
神
と
氏
子
と
い
う
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
同
格
の
他
地
区
の
神
社
の
祭
り
を
観
た
り
参
拝

し
た
り
す
る
理
由
は
な
い
。
淡
窓
時
代
の
豆
田
・
隈
の
人
た
ち
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

　

三
―
一
三
、
明
治
三
三
年
電
線
架
設
前
の
祇
園
山
鉾

　

写
真
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、　

・
高
さ
は
山
鉾
本
体
が
一
五
ｍ
、
幟
を
含
め
る
と
二
〇
ｍ
ほ
ど
。

・
搭
載
し
て
い
る
人
形
の
数
が
多
い
。(

五
～
六
体)

・
不
安
定
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
部
が
横
に
拡
が
っ
た
姿
で
あ
る
。

・
地
上
か
ら
舞
台
額
ま
で
の
高
さ
が
高
い
。

・
山
鉾
が
高
い
の
で
、
転
倒
防
止
の
綱
を
四
方
に
張
っ
て
い
る
。

・
お
揃
い
の
格
好
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
法
被
は
着
て
い
な
い
。

図 9　明治中期　隈の辺り（写真集日田）

図 7　明治 20 年（日田祇祇園囃子より）図 8　明治 22 年（日田祇園囃子より）

廣瀬淡窓時代の日田祇園



二
〇

四
、
お
わ
り
に

廣
瀬
淡
窓
日
記
の
祇
園
に
関
す
る
部
分
の
全
て
を
抜
粋
し
記
載
し
た
。
こ
の
部
分
は
、
日

田
の
祇
園
を
語
る
上
で
の
基
礎
資
料
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

こ
れ
以
降
の
章
は
、
淡
窓
日
記
を
素
材
に
し
て
日
田
祇
園
山
鉾
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
考

察
を
し
た
。
ま
た
、
祇
園
山
鉾
の
江
戸
時
代
の
絵
と
明
治
時
代
の
写
真
を
挿
入
し
、
淡
窓
の
時

代
の
日
田
祇
園
山
鉾
が
、
現
在
の
山
鉾
と
較
べ
て
い
か
に
盛
大
に
し
て
豪
華
絢
爛
だ
っ
た
か
が

想
像
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
豪
華
な
山
鉾
を
観
て
い
た
淡
窓
の
日
記
は
少
し
淡
白
で
事
務
的
過
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。

但
し
、
祇
園
山
鉾
に
つ
い
て
吟
じ
て
い
る
漢
詩
は
山
鉾
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

願
わ
く
ば
、
豆
田
と
隈
に
昔
と
同
じ
高
さ
の
（
山
鉾
本
体
一
五
ｍ
、
幟
込
み
で
二
〇
ｍ
）

山
鉾
を
一
基
づ
つ
再
現
し
た
い
も
の
だ
。
こ
の
山
鉾
は
曳
か
な
く
て
よ
い
。
豆
田
と
隈
の
町
並

に
溶
け
込
む
外
観
・
意
匠
を
施
し
た
収
納
庫
に
保
管
し
、
常
時
、
観
光
客
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
。
こ
れ
は
、
国
指
定
の
日
田
祇
園
曳
山
行
事
の
本
来
の
山
鉾
の
姿
を
復
元
新
調
す

る
事
業
で
あ
る
。
宗
教
行
事
で
は
な
く
地
域
振
興
の
た
め
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
事
業

で
も
あ
る
。
勿
論
、
市
県
国
の
協
同
で
建
造
し
て
頂
き
た
い
。

終
わ
り
に
、
日
田
祇
園
山
鉾
が
、
今
後
も
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
祭
礼
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

祈
り
つ
つ
筆
を
置
く
。

参
考
資
料

１
、
増
補　

淡
窓
全
集　

上
・
中
・
下　

一
九
七
一
年
復
刻　

日
田
郡
教
育
界　

思
文
閣

２
、
廣
瀬
淡
窓
日
記　

一　

一
九
九
八
年　

井
上
源
吾　

葦
書
房

３
、
廣
瀬
淡
窓
日
記　

二
～
四　

二
〇
〇
五
年　

井
上
源
吾　

作
弦
書
房

４
、
天
領
日
田
の
文
化
財　

一
九
八
四
年　

染
谷
多
喜
男
、
段
上
達
雄　

大
分
県
教
育
委
員
会

５
、
日
田
市
郷
土
史
料
・
大
原
宮
日
記　

一
九
八
一
年　

高
倉
芳
男　

日
田
市
教
育
委
員
会

６
、
日
田
市
郷
土
史
料
・
大
原
宮
日
記
二　

一
九
八
二
年　

高
倉
芳
男　

日
田
市
教
育
委
員
会

７
、
豊
後
日
田　

永
山
布
政
史
料　

上
巻　

一
九
三
六
年　

千
原
豊
太　

武
石
繁
次　

８
、
日
田
祇
園
祭
禮
記　

一
九
九
一
年　

田
中　

晃　

秋
風
庵

９
、
日
田
祇
園
祭
禮
記　

一
九
六
九
年　

田
中　

晃　

自
費
出
版

10
、
日
田
市
郷
土
史
料
・
諸
家
日
記
二　

一
九
七
三
年　

高
倉
芳
男　

日
田
市
教
育
委
員
会　

11
、
日
田
市
郷
土
史
料
・
諸
家
日
記
三　

一
九
七
四
年　

高
倉
芳
男　

日
田
市
教
育
委
員
会　

12
、
日
田
市
郷
土
史
料
・
御
廻
文
并
願
書
畄　

二
〇
〇
五
年　

岩
波
光
夫　

日
田
市
教
育
委
員

会

13
、
日
田
御
役
所
か
ら
日
田
縣　

一
九
六
九
年　

広
瀬
恒
太　

14
、
日
田
市
郷
土
史
料
・
御
廻
文
并
差
上
書
附
留
五　

一
九
九
五
年　

田
中　

晃　

日
田
市
教

育
委
員
会　

15
、
豊
西
説
話　

一
八
八
九
年　

活
字
出
版　

森　

春
樹　
　
　
　

16
、
日
田
市
史　

一
九
九
〇
年　

日
田
市

17
、
日
田
郷
土
史
料
・
申
極
御
仕
置
集　

一
九
七
一
年　

高
倉
芳
男　

日
田
市
教
育
委
員
会　

18
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
写
真
集
・
日
田　

一
九
八
一
年　

広
瀬
恒
太　

国
書
刊
行
会

19
、
日
田
祇
園
山
鉾
祭
礼
関
係
資
料
集　

二
〇
〇
三
年　

後
藤
重
巳

日
田
祇
園
山
鉾
振
興
会

20
、
日
田
祇
園
囃
子　

一
九
六
七
年　

池
田
範
六　

日
田
市
観
光
協
会

図 10　日田祇園会館展示・模型　明治 36 年作
1/5 の模型　明治 33 年電線架設以前の山鉾



二
一

後　

記

　

淡
窓
の
生
母
は
、
う
き
は
市
吉
井
の
瑞
高
山
東
光
寺
の
七
世
住
職
・
後
藤
恒
龍
の
娘
「
ゆ
い
」

で
あ
る
。

東
光
寺
は
久
留
米
・
有
馬
藩
の
城
内
に
あ
る
慈
恩
院
祇
園
寺
の
末
寺
と
な
り
、
神
仏
混
交

の
江
戸
時
代
は
、
祇
園
社
も
合
わ
せ
て
祀
っ
て
い
た
。
東
光
寺
に
は
寺
子
屋
が
開
か
れ
、
多
く

の
吉
井
商
人
の
子
弟
が
学
ん
で
い
た
。
明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
で
東
光
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
祇

園
社
は
素
戔
鳴
神
社
と
改
称
し
残
っ
た
。

　

現
在
の
う
き
は
市
吉
井
・
素
戔
鳴
神
社
は
大
き
な
神
社
で
、
東
光
寺
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を

偲
ば
せ
る
。
吉
井
は
今
も
祇
園
山
鉾
の
祭
り
を
行
な
っ
て
い
て
、
祇
園
囃
子
は
日
田
の
小
山
組

の
指
導
を
受
け
た
も
の
を
演
奏
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
た
生
母
に
育
て
ら
れ
た
淡
窓
が
、
私
塾
の
咸
宜
園
を
開
い
た
り
、

祇
園
会
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

平
成
二
五
年
三
月
二
七
日
（
二
〇
一
三
）
完
　

著
者
　
梅
山
秀
人

　
　
　
　
　
昭
和
二
三
年
一
〇
月
二
五
日
生

日
田
市
豆
田
町
三
‐
一
五

廣瀬淡窓時代の日田祇園



二
二

淡窓日記時代の豆田地図(町名、寺社、塾など)

豆田の道は江戸時代から変わっていない。

威宜園

石松歯科
中城お旅所

，d 

田町一一一→

⑤ 

子医盈室主

天領まちの駅

長福寺

若の屋旅館

石井産婦人科

八阪神社
蕪長酒造秋吉病院j 

花則11 I I m~m 



二
三

「
中
島
子
玉
の
日
本
史
」「
若
き
日
の
松
下
筑
陰
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

巧

　
江
戸
時
代
、
豊
後
国
佐
伯
藩
に
は
「
四
教
堂
」
と
称
す
る
藩
校
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
地
域

の
誇
る
べ
き
佐
伯
の
教
育
の
す
ば
ら
し
さ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
藩
校
の
名
を
冠
し
た
「
四

教
堂
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。
塾
で
は
「
四
教
堂
」
に
関
係
す
る
人
物
を
調
べ
、
文
芸
作
品
（
和

本
）
と
し
て
作
成
す
る
活
動
に
現
在
も
取
組
ん
で
い
る
。
作
品
の
中
で
用
い
た
挿
絵
は
、
す
べ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
切
り
絵
で
あ
り
、
市
内
小
学
生
に
も
指
導
し
て
い
る
。

　
今
回
の
受
賞
作
品
は
、
四
教
堂
の
初
代
教
授
で
、
廣
瀬
淡
窓
が
師
事
し
た
松
下
筑
陰
（
号
は

西
洋
）
と
佐
伯
藩
士
で
淡
窓
門
下
の
第
一
の
英
才
と
賞
さ
れ
た
中
島
子
玉
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
の
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

以
下
に
そ
の
概
要
を
示
し
て
そ
の
代
わ
り
と
し
た
い
。

※
「
　
」
内
は
作
品
名

「
中
島
子
玉
の
日
本
史
」（
全
一
〇
三
頁
）

　
　
子
玉
は
咸
宜
園
で
漢
学
を
学
ん
だ
後
、
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
に
進
ん
だ
人
物
で
後
に
四

　
　
教
堂
の
教
授
と
な
っ
た
。
作
品
で
は
刊
本
の
『
日
本
詠
史
新
楽
府
』
と
『
東
瀛
詩
選
』
に

　
　
掲
載
さ
れ
た
子
玉
の
漢
詩
や
淡
窓
が
子
玉
の
こ
と
を
詠
ん
だ
漢
詩
な
ど
を
中
心
に
ま
と
め

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
本
掲
載
で
は
前
者
を
省
略
し
た
。

「
中
島
子
玉
の
人
物
志
」（
全
一
六
頁
）

　
　
子
玉
と
廣
瀬
淡
窓
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
た
人
物
志
。
今
回
、
掲
載
な
し
。

「
若
き
日
の
松
下
筑
陰
」（
全
五
八
頁
）

　
　
久
留
米
の
儒
学
者
・
松
下
筑
陰
は
、
若
き
日
に
参
加
し
た
詩
会
で
会
友
が
詠
ん
だ
漢
詩
を

　
　
編
集
し
て
『
窈
窕
編
』
と
し
て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
そ
の
会
に
招
か
れ
た
同
郷
の
宝
月
和

　
　
尚
（
日
田
長
福
寺
住
職
）
や
佐
伯
の
僧
で
咸
宜
園
門
下
生
の
小
栗
憲
一
に
つ
い
て
紹
介
し

　
　
た
文
も
所
収
し
た
。
今
回
の
掲
載
で
は
、
目
次
は
全
体
を
記
し
た
が
作
品
の
後
半
は
一
部

　
　
省
略
し
た
。

「
松
下
筑
陰
の
人
物
志
」（
全
一
〇
頁
）

　
　
松
下
筑
陰
と
佐
伯
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
記
述
し
た
人
物
志
。
今
回
、
掲
載
な
し
。

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰
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瀬
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.
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.
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狩
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冒
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A

a司
，
、
，
，
.
得

点
品
町
会
な
り
・柏
崎
米
だ
刊
剣
せ
ず
し
て
止
む
・
写
本
字
骨
骨
有
り
・
弁
ず
べ
か
ら
ざ
る
者
多
し
・紋
に
叫
叫
す
る
所
、

“

b

w

e

伽

、

a

z

-

-

B

多
か
る
品
開
し
の
其
の
佳
句
窃
よ
リ
比
に
尽
く
さ
ず
.



二
六

①
冬
夜
寄
元
猷

朔
風
生
残
夜

機
織
然
死
灰

定
知
非
是
雪

不
見
子
猷
米

"ゐ 朔・
宝.風tぇ，
世‘、 -

?今F生f夜:
そ夜福 -."
死?に量7乙1
灰:生l首長:
をずに
燃、 書f~
宇す
す

S
E

ι

z

e
a
易
も

定
め
て
知
る
走
れ
雪
に
非
ぞ
き
を

み

A
W

命

a

，
eえ

え
ず
子
猷
の
来
る
を

t:l;死や残ず錦1指山の子E
E灰:夜土風ftt宇 猷:
Z火彼 書 館5あ啓
詰気明た 1<tf" i 
E託けか 副主5墨
古宮・ぜ を・縫g
やはし ・ 動啓之ι
品いの北 ひiiI:の
ら・の嶋 し・ナ
f.t_転時 紋 :E
るじ・担 sqzhiia， 
たて 'l _ ~品.
1:: - -;; "'1ゐ'
毛右 足ii同
心 Jt:~集壬

の 獄τじ豊~.
探査 τTゐ

夜
ふ
け
て
北
風
が
起
こ
り
・
寒
さ
に
炉
を
抱
え
て
吸
を
と
る
・
外
は
雷
で
も
な
い
の
に
、
干
蜘
臥
は
収
買
を
間
引
さ
な
い
@

{
予
繊
の
安
官
官
前
向
中
を
案
ず
る
心
的
・
・
)

②

夏

目

茶
掛
川
畑
浪

一
説
香

世
間
微
簾
臼
洩
斜
光

池
蹄
柑
芳
首
相
成
春
夢

殿
附
帯
揃
風
送
晩
涼

得
病
図
詩
猶
作
詠

鎖
閑
除
師
際
貿
然
方

抽仰巾
串#官制
忘
憂
物

酬
官
取
隣
翁
共
邸
申
鰯

隣~ t尊Z関2病i 6喪2 池~ J.:~ 1喜1
の中2ををい駅拷:ぷ竃:夏か

ぎ3幸;手e'T2iZ13・ 泡1ロじ
長zi長t合法f512fiM 9 
取 = 委i を の ii . 晩; ι 緩~ ~こLを除4 り涼fgmにし
戸E雲2!3.2us;zzztZ: 
，る 更る 詠tる《成"光;問
鱒t物: 与勾を しを香告
を 有h 込句 作a 湯島し
挙ゐ リ~，.し ら
ぐ L_ -f 

同島t方宮ねま 睡Z閃t晩Z略; 置I r殿Z芳習池!?:t ~
取L るね 。章 風f悶T草2猪E竃1
.1A1 ・むねの 涼t事
よか そむど るお宮か他ち
びう るかキ宅在股おの令
と巧 E ・ ・2南やとり吟が
2て 竪22主唱2ZZ池パ
.そ 4grL宮露 五益処U2
ー むすし合吋の防 司Ei血糊
? りるで 鼠 j ・・か
"・・日 中υ-‘、..W -i 

か床する 出般 書Er:. にわ・ 恭 1 

つつひ 的

くたま 嘗
.ま・ を

暇ilJt
省内
れ笠
ば会

委事
吏読
議矢
~. )l 
4尊 UJ
中 r，C 8 
i歯車t
をま
うに
け射
てし
は、

械器
謡堤

議 E
3員
会主
言電
あて
げ 7
{>_ s!. 
.が
..... 
t色
よ
L、
病
む
身

も
詩
イ乍

耽

③
夜
帰

残
塁
低
山
光
滅
明

深
夜
荒
都
断
入
行

濁
樹
知
人
石
如
成

樹
抄
怪
借
問
忽

一
mg

-s -

夜
帰
る

格1~ ~，虫 f 深? 残Z
杉，:樹2夜;Jt ~ 
' 人ω の
怪f・のとIlt;j写5
禽i如f匂31山正
〈一 lこ

忽i 人i光5
ち石Z行E'
ーヒ 虎2断念 滅Z
声tの，つ柑?E L 

制S人i荒言るま減雪残f
紗;行主窃iE i~ 明記 皇t

木人 3定 ・2量灯夜
のれ明〈火申!

?往たi!I!になけ
与来村 あどの
3 ・ ・ るの当E
'¥ 物暗に
4ー なく残
~ どなっ
亮 がって

見たい
sりる

みす符
〈吉

れ工
す 『

夜
明
け
の
星
が
ま
た
た
き
、
寒
村
の
深
夜
は
進
行
く
人
も
な
い
.
木
立
の
樹
は
人
に
え
え

τ気
味
悪
く
、
す
わ
っ
た
石
は
虎
か
と
思

え
て
恐
弓
し
い
.
不
意
に
森
の
舗
の
不
気
味
な
怪
鳥
の
戸
で
貯
を
冷
や
し
た
.

-6-

①
謁
雲
華
上
人
聴
其
談
富
山
勝
賦
呈

雲
筆
よ
人
に
謁
し
其
の
談

「富
山
の
勝
」
を
聴
き
賦
し
て
呈
す

義
久
し
く
道
人
を
義
い

b
--avuz-h"
令
・
3

笑
柑
蹴
参
'
想
に
入
る

4
6
ゐ

吾
嘗
て
富
山
を
隠
さ

-
Z
E
--g
e
-
L
a

，
 

心
情
図
象
に
寄
す

夢
閤
図
上
終
に
悦
惚

n
'
M
-
p
，、
a
v
-
-
&
A
3

何
ぞ
隔
靴
品
開
痔
を
耐
開
く
に
殊
な
ら
ん

維
れ
の
歳
戊
寅
の
秋
の
残

孤
錫
一
た
び
帽
用
水
の
辺
に
留
む

密
久
磁
道
人

笑
談
入
夢
想

否
拘
留
臨
幡
宮
山

心
情
窃
悶
象

拶
関
闘
上
終
悦
惚

何
時
燃
隔
靴
耐
問
斤
柑
停

維
議
戊
貧
秋
之
残

孤
錫

一
同
制
限
水
溢

孤二 錫与 戊望 申隅7 ゐ t走 i 悶t~ た道Pi~~しをの 雲Z
S事与 《 寅ん い軒t平後 t盟主 象tJK へ 人t 山主t~ 施止 .e
ll〈準 EWそ 絵道巡勝i23支i
主芸か簿:ョ2函前殺を 聞の ゐ
とやー〈 つ物像 í~ を身慌 を義

?!;時ijii日;ii!?
' 干奪い・ 人 i 諮・尋

りの o~靴・わた俄・ 画 点に
一 ・1 を 才1 ~1 批判 の本物
道般 鰯て像問仙 才島1ま
士 . て 電車 ・ をの 操守れ
錫 てを磁の.iI1 告の
紋 . 忘像がを 苦~ .島 中
かれ ・ れ得 禅師 i事



二
七

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

帥
立
術
為
衣
滋
為
務

容
姿
繍
酒
出
泥
巡

自
説
無
心
亦
好
忠
司

単
身
曾
到
骨
曲
線
融
制

足
踏
八
染
玉
英
容

手
出
陣
星
辰
抑
制
周
旋

石
室
雲
洞
探
己
遍

神
秘
騒
入
五
字
筑

お
之
絶
頂
千
秋
雪

長
闘
関
紙
色
争
帰
郷

進
入
港
町
絶
山
奇
絶

喬
収
雨
奇
亦
奇
縁

君
不
見

蜂
口
鶴
舞
互
争
勝

漁
人
坐
副
隅
繭
得
腕

-e

か

い

必

"

"

い

お

M
V

h

u

念
品
何
も
て
衣
と
為
し
恵
も
て
帯
と
為
し

よ
う
し

b
a，
L
@

で
い
れ
ん

い

容
姿
滋
酒
に
し
て
泥
遜
よ
リ
中
山
ず

ん
ず
か

U

L
ん

と

象

企

ζ

う

e

自
ら
無
心
を
説
く
も
亦
好
奇
に
し
て

え
ん
し
ん
ム
v
a
v
-
e
uU
〈

い
た

wh-e

い
え

単
身
曾
て
富
畿
の
嶺
に
到
る

-n
L
u
e
z
e
--，、
..
 a
令

ふ

足
は
八
四
珠
玉
芙
蓉
を
踏
み

，‘

“習い
-
L
，
ん
め
い

L
e
'
auA

g

手

は

星

辰

相

周

旋

す

る

を

摩

す

ωu
e
L令
う
ん
と

'

s

e

r

-

言

あ
ま
旬

石

室

雲

洞

採

る

こ

と

己

に

退

く

L
ん

u

z
c
へ

ん

〈

包

・

・
3

神

秘

五

字

篤

に

慈

入

す

..
 

，

q

e，
a弓
a
.，

eん
し
・
企
宮
崎

w
e

之
れ
を
写
す
絶
頂
は
千
秋
の
雪

E
L
が

E
t
i
-
--Z

長
え
に
滋
色
と
嫌
併
を
争
う

ε。
巳
ゐ

-
e
ラ

晶v
a
s
d
e
。

道
人
奇
絶
山
島
町
絶
に
し
て

内

n
e
--a，e

a
s

z

a

g

A

ん

香
雨
奇
を
収
む
る
も
亦
奇
縁
な
リ

ga"
‘。
君
え
ず
や

u
a，
 

•• 
う
い
っ

-uAque
-
-
aa，
a?
?ぞ

鉾
口
議
時
間
互
い
に
勝
を
争
い

de
--
Uん
さ

か

ん

み

え

る

a

A

漁
人
坐
観
し
て
両
つ
な
が
ら
格
を
得
た
る
を

-
3

か

P--

妥
荷

袈
と
は
す
.

恵

か

お

り
ぐ
2
.
香
底
的
名
.
か
ぐ
わ
し
い
.

b
a

，L・

濁

酒

さ

っ

ぱ

り
と
し
て
滑
ら
か
な
さ
ま
.

俗
%
な
く
上
品
な
さ
ま
.

ebuF，、

官
固
級
官
土
山
の
別
名
.

m
ろ
ど
ふ
ょ
う

八
円
晴
美
蓉

富
士
山
の
形
容
.
富
士
山
岳
述
盟

し
た
と
き
、
そ
の
聞
の
凸
凹
が
漣
由
花
の
先
鋪

に
似
て
い
る
の
で
富
士
山
を
八
殺
の
帥
.
英
訓
砲

の
峰
と
い
う
.

信い
し
ん

星

辰

ほ

し
.
震
も
，
H

叫
.
ま
た
昆
庖
.

L

・
A
V--
ん

周

縫

た

ち
い
ふ
る
ま
い
.
め
ぐ
り
ま
わ
る
.

ご

C
、
ん

五
字
盟
胴

E
字
で
脅
か
れ
た
持
欣
・
文
市
.

智
ん
1
v

・AV
千

秋

一
千
何
の
秋
の
意
.
千
年
.
水
久
.

Mm，、

L
a，、

獄

色

や

ま

の
い
ろ
.

省
ん
ゅ
ん

守
ゐ
ゅ
ん

婦
個
別
あ
で
や
か
で
美
し
い
さ
ま
・
銅
剣
.

e
eワ
奇
絶

す
ぐ
れ
て
め
ず
ら
し
い
.

e
λ
ん

奇
縁

不同曲
線
な
紋
.
思
い
が
け
な
い
側
係
.

ぱ
令帥
計
貝
町
名
.
ど
ぷ
が
い
.
か
ら
す
が
い
の一

締
.

は

2
・，

は
ま
ぐ
り
.

帥骨

u"貝
の
口
.

い

3
L

鞘
闘
相
同
水
ぬ
の
一
織
.
し
ぎ
の
く
ち
ば
し
.

い
9
2
9

-
鍋
鮮
の
争
い
}
し
ぎ
と
ど
ぷ
只
が
争
っ

τい

る
う
ち
に
。
抽
出
夫
に
憾
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
敏

事
.
両
者
が
争
っ
て
い
る
う
ち
に
.
第
三
mw災

そ
の
利
益
を
占
め
ら
れ
る
と
い
う
た
と
え
.
漁
夫

の
利
.

番
華
上
人
の
話
に
う
っ
と
リ
さ
せ
ら
れ
た
.
以
前
富
士
の
絶
景
を
晶
像
で
え
て
心
を
奪
わ
れ
た
が
、
今
一
の
必
が
あ
っ
た
.
容
量
牢
よ

人
は
隈
川
に
し
ば
ら
く
居
た
が
、
風
流
な
姿
と
な
リ
‘
無
必
の
境
地
で
富
士
山
に
畳
っ
た
.
絶
景
の
慨
に
立
ち
、
星
に
も
手
が
と
ど
く

ほ
ど
・奥
深
い
紳
殺
の
鈴
も
成
っ
た
・
千
年
の
宮
と
山
織
の
姿
の
み
ご
と
な
美
・
上
人
も
、
山
も
、
自
分
も
思
い
が
け
な
い
、
ふ
し
ぎ
な
め

ず
ら
L
さ
に
也
会
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
.
思
い
も
か
け
ず
『
漁
夫
の
剃
」を
得
た
幸
い
で
あ
ろ
う
か
.

⑤
小
竹
都
途
中

石
田
祭
陥
附
陛
間
間
関

凶
山
北
来
歪
此
別

一
水
質
中
三
十
奥

市
出
浮
山
町
彬
西
南
折

前

人

右

滋

後

人

左
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臨
伴
氏
底
互
出
没

忽
見
水
激
雨
降
狭

東
曲
家
商
問
家
炊
刷
用
結

先
吋
鏡
不
知
町
応
援
忙

風
凶
峨
自
奥
腹
自
制
別

制
抑
俄
越
川
中
無
丹
背

欲
栂
押
彩
滋
惣
際
競

ζ
a
G
W

む

，

切

と

も
・
令

小
竹
部
の
途
中

e・e
-
τ
ゐ
ろ
令
。
，、

り

い
る
令
。
。

石
田
祭
・
品
畦
際
醐
聞
き

活

hHM-ん
句，
、
色
"

・
τ
-
M
a
n
-
P

活
山
北
来
北
に
至
っ
て
別
る

い
，
ず
い
お
か

ヲ

も

a

S
4・
6
・
9
・

一
水
中
を
貫
く
三
十
室

‘a，、
S
ん

"

"

。

写
い
皐
ゐ

れ

念
品
に
山
影
を
浮
か
べ
て
歯
車
聞
に
祈
る

aw
A巳
‘
み
s

hwa

こ
う
じ
ん
ひ
旬
。

前
人
右
に
渡
り
後
人
友
す

e
L

の

ぞ

み

ん

-
a
a
M
e
-
-
'dU3

山
坪
に
臨
む
民
屠
互
い
に
出
没
し

食
、
主

a'

為
ず
限
げ

怜

A
'amah-巴-z

忽
ち
見
る
水
激
し
く
両
岸
狭
く

と
・

3
hF
S
h
ag

す
れ

a
A匂
マ

泉
家
早
出
家
炊
姻
結
ぶ

a
a
，‘
，

L
a
A
v
e
a
vれ
そ
が

島
町
暗
唱
知
ら
ず
応
楼
忙
し
く

み
，
む
畠
ラ
お
到
す
b

G

ん
か
ん

白"
か

風

域

自

ら

塵

賓

と

別

る

-
F
A
L
e
s冒
，
た
ゐ
旬
い

a

a

，
a

却
っ
て
務
中
丹
4
m
H博
一
き
を
恨
み

a
hご
う

-

e

-

u
・，

.

‘

ae

'

u

自帯車
唱
を
滞
わ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
摩
誌
を
慰
ず

聞 摩主 主~t. 丹Z れI!!r ll\t じ llat 嵯~ - '-: う穆2 い 右:J!I小E
伝銭;転膏fた嚢診断て 水tし附tこ国マ上 竹5
'!l - - ~ ' ~ "lI!; ‘' 淘おう ・ と ん流甜守
秀峰~ !'t~占喪 m ・ かね ー 山・石の郡内

23!;:時ミ号ti iiH 
全tt時空 五ts有 吉結gg
給二基赤て る ま さ地す郷
の-fい 畑た ま・るの
こ五色患 の・ 111 ・う
と丞と界 う処 穆をち

背 11 ね ・ まな
山色 It ・ ださ "、
水・が 転 らな野
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山
に
も
知
に
も
世
話
石
が
多
い
中
を
、
一

3
川
が
山
を
映
し

τ途
く
へ
走
る
.
進
行
〈
人
.
か
右
往
し
左
往
す
る

.5家
が
不
鋪
い

に
狭
〈
、
水
が
は
げ
し
〈
流
れ
、
時
帆
植
唱
が
昇
っ
て
い
る
.
珍
し
い
姿
に
ひ
か
れ
俗
界
と
の
ち
が
い
に
ひ
か
れ
る
.こ
の
風
景
は
絵
の
具
を
使

う
必
要
は
な
い
.
摩
捻
(
山
水
画
の
名
手
)
に
伝
せ
れ
ば
充
分
で
あ
る
.

⑥
専
念
寺

油
泌
総
経
慢
出
藤
勝

昇
天
橋
畔
路
盤
陀

芥1t皇2奇 e
天三台 2Et 
格 ~ @t ミ手:
a事E天

草!声i
琵~ ~空:
なiJt.
りよ

出
で

馬 盤?て 謀、専?
の 陀~ ~ ii;;念E
吟宝 寺2
石:己か
の訟ず目
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簸
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瀕
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c
・

ゐ
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ぞ

気
初
め
て
議
多
を
除
き

L
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令
し
.
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守

舌

は

漸

く
依

援
を
議
ぐ
も

hqaζ

も

ζ
a，
a
c

掛
畑
走
。れ
岬
開
始
の
味
に
し
て

.，dga
A
p
e

砂

が

え

家

由酬
の
犠
に
比
し
滋
L

a
a

危

M
に

い

れ

Y
P

企

E
a

正
に
多
大
の
家
を
亭
え

a
b
ん
し
ん

ζ

・・

9
e

揖
楓
h
旬
、
鼓
棋
を
逮
ぬ

0
・a
，
か
ん
い

e

w
令

W
A
3

両
渓
域
に
綾
滋
し
て

事

ゐ

&

う

ゆ

で

い

三
唐
の
綴
に
出
入
リ
す

t
E令
b
u
a，

Z

絡

調

模
倣
を
努
め

"w
up島
n
M

へい
p
a
a
i
ze

性
重
品
舷
晶
閣
を
卸
く

-eL酬

aA

制
"
の
す
b

d

o

笠

践

し

て

自
ら
美
を
錆
う
は
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歌
詩由
同
情
性

貧
随
民
俗
移

風
維
非
一

一組

古

今

関

多

岐

作
家
達
時
袋

沿
革
互
有
之

硲
存
敦
厚
旨

風
教
河
維
持

昔
徐
室
町
氏

秘
策
属
澗
純

江
都
閲
昭
選

敗
公
述
堂
基

剖
楠
初
除
議
集
'

舌
瀬
機
徐
隊

滋
是
銀
総
味

難
比
宗
廟
犠

正
官T
多
大
家

森
森
列
融
取
怖
肌

優
批
山
商
漢
域

出
入
三
市
周
簸

格
制
刑
務
模
倣

佐
一窓
側
厳
勝

朗
守山脇市
自
翻
美

，、
a
‘，“.ぃ

崎明
性

人
が
生
ま
れ
つ
宮
持
っ
て
る
本
性
.

b

，g 
国
間
雅

『持
続
」
の
凶
瓜
と
大
積

・
小
織
.

凪
誕
.
み
や
び
.

6
・司

a

叫
阿
変

か
む
っ
た
で
吉
ご
と
.
閣
議
に
お

け
る
火
事
.

-
A
ん
必
4

沿
革

移
り
変
わ
り
.
俊
道
.

aん
=
昼、

教
厚

人
怖
が
あ
つ
い
.
ま
た
そ
の
ひ
と
.

1
1会
由回
数

人
民
を
感
化
し
て
噂
く
こ
と
.
鼠

俄
と
教
化
.

n
h
a
，，‘ 

礼
楽

礼
的
と
脅
楽
.
中
闘
で
は
主
な
る

教
祖
仲
と
さ
れ
た
.

g
z

句、
岨博側
輔
締
"
〈
ろ
‘
咽
同
色
の
衣
服

.m衣
.
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、
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e

江
輔
副

江
戸
の
別
名
.
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紹

還
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か
ん
に
な
る
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命
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ε令
官

堂
基

盤
の
も
と
.
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h廿.

a
・p
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一疏
努

野
菜
と
、
た
け
の
こ
と
.
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像
騨陣

川揖
氏
践
の
時間
集
が
迎
じ
な
い
こ
と
.

。ε
・
銀
鎗

さ
ざ
え
と
.
は
ま
ぐ
り
.
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4
 

宗
臨
剛

先
組
の
み
た
ま
や
.
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構憎

い
け
に
え
.
先
観
祭
り
に
供
2X
る
も
の
.

ι
ι
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L
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森
々

樹
木
が
限
〈
そ
び
え
る
さ
ま・

さ

か
ん
に
し
げ
る
さ
ま
.

ζ

e
 

時間
餓

つ
づ
み
や
は
た
.
出
掛
舷
H
M
隊

・9ゅ・3
皿
隅
滋

ゆ
っ
た
り
す
る
.
ま
た
そ
の
さ
ま
.
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簸

ま

が

き
.
か
き
A

厄
}
ま
せ
が
宮
.

。い崎町
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性
霊

こ
こ
ろ
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た
ま
し
い
.
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邸
酌

円
相
本
が
茂
っ
て
目
先
が
欠
け
て
見

L
E
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-mえ
b
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蛾
た
た
か
い
み
だ
れ
る
.
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三
六

本
非
傾
閥
姿

天
明
又
一
変

趣
宋
車
中
為
飾

威
厳
曲
師
隙
M
M

花
邸
刷
新
忠

雄
級
品
協
同
肝
窓

側
制
川
柑
出
時
制
附

鐙
瑚
川
火
炎
失

雑
紛
れ
制
緩
餓

笥
言
聞
及
向
州

更
強

-a在
滋

鶏
日
開
問
牛
後

趨
舎
君
自
知

和
也
亦
丈
夫
也

字
社
彼
為
雄

総
明
占
ハ
磁
波

以
超

一
時
-H抗

a
u
a

‘
h
v
b
・-e
す
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本
よ
リ
傾
函
の
姿
に
非
ず
や

て
ゐ

-eh"
怠
え

w
'
d喝
ゐ

天
明
又
一
変
し

、
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・3eラ
包
令

L

劫
崎
家
島
中
じ
て
縛
と
な
す

s

，W
4
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a

均，
.

u
‘

風
車
喧
隊
絡
を
払
い

-
e
a
L
虚偽・‘

.
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花
首
寺
島
刷
患
を
抽
ん
ず

，3
a

-

-

A
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数
岡
崎
を
絞
っ
と
総
も
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E
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-
ぃ

c
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怠

転

じ

τ淫
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の
停
を
m
wい
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.
.
 ぃ-ze
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2

川町

際

交

失

う

ど
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総
か
島
の
雄
雄
を
織
ら
ん

u
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-
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a
a
a
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宮
を
関
及
び
島
に
寄
せ

ョ‘‘.、・・・

z

z

-

更
に
張
良
釜
に
を
リ

w
h
・・
'
e
・'ご

銭
ロ
と
牛
後
と
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畑地
舎

君
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ら

知

る
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n
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a
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-
s
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裁
も
亦
丈
夫

-eリ

4
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e

n
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事
守
松
崎
概
の
泌
と
為
ら
ん

と
，
.
，
、
e

a
令

且
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柑
柑
か
占
ハ
殺
の
嬰
を
明
・
っ
か
に
し
て

.
，
し
い
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a
a
4

・・・

以

τ一
締
の
衰
え
を
起
さ
ん
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天
明
天
か
も
受
け
た
命
令
.
天
の
明
か
年

道
.
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掛組曲革

宋
掴
明
{
七
六
0
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一
=
t
九
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を
い

う
.
朱
は
沼
氏
な
の
で
.
揃
北
酬
明
の
銭
円
削
到

来
}
と
R
別
し

τい
う
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抽陣匝岡

崎
豊
つ
ら
ね
る
-

La、‘
幅
制
怠

衝
し
い
者
え
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抽酷祖師

お
ご
り
か
た
よ
る
.

h
p

ゐ・・ぃ
遂
を
み
ど
・
り
な

w.
ド
品
以
山
F
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鎗
費
中
凶
の
凶
名
.

'
t
・
世
胃
冨

い
い
や
る
.
こ
と
ば
を
間
る
.
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M
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良

幌

骨
高
抱
副
館
押
白
崎
人
.
帽
聞
に
品
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部
槌
に
H
ぜ
ら
れ
た
.
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鶴
小
の
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体
町
か
し
ら
に
つ
〈
.
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牛
後

偉
大
な
も
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の
し
り
に
つ
〈
ζ

と
.

e
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園周舎

造
む
こ
と
と
止
ま
る
ζ

と
.
準
沿
.

m鈴
.
f
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丈
夫

ま
す
ら
お
.
一
人
ま
え
の
刻
午
.

，. 
奉
仕

府
代
の
純
文
の
名
山
時
宇
白
と
枚
附
.

e
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『帥町民
』
の
"
の
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禍
の
体
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三

曲四
時
間
怯
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歌
"
と
は
情
性
を
写
し
民
俗
に
縫
っ

τ移
ろ
う
.
風
織
は
一
つ
で
は
な
〈
古
寺
よ
げ
多
峻
に
わ
F喜
.
作
家
は
事
変
を
よ
〈
知

リ
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
.
人
情
を
辱
〈
L
て
人
民
を
婚
化
す
べ
き
だ
.

骨
、
室
町
氏
の
と
き
に
礼
楽
は
縛
京
に
属
L
mwで
盛
ん
に
な
リ
、し
ば
し
ば
公
は
寺
悶
を
築
い
た
.
気
圏
凪
は
構
内
卑
を
除
草
方
言
を

改
め
た
が
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臭
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臓
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さ
わ
し
〈
な
か
っ
た
.
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に
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あ
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は
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反
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簿
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械
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佐
君
朗
中
子
玉
散
歩
東
村
帰
而
悶
賦

，、，防止の
a，
L
，
a
，、
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奇
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自
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す
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た
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際
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径
有
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よ
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A
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転
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岡
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る
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績
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高
峰
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に
虫
ず
飛
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三
人
笑
っ
て
徽
心
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い
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川

崎

家
に
帰
る
も
猪
お
余
適
官
官
る
を
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ゆ

‘・・・
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岨
情
高
明
酒
を
待
つ
に
濁
未
だ
来
た
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ず
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海
軍
康
裕
さ
尽
し
て
幕
山

恕

な
リ

剛
融
石
鐙
・角
樹
扶
疎

人
家
傍
出
総
高
下
居

然
山
間
不
如
生
路
好

#同協倒
宛
似
附
奇
筏

.2S・

林
際
世
判
従
細
於
柵
W

俄
然

一
一
側
出
聞
凶
符

平
野
治
分
臥綱引
岨沼

高
山
時
党
出
飛
泌
外

三
人
笑
倣
心
災
逆

帰
家
猶
党
有
品
師
通

機
頭
待
濁
酒
米
来

湘
簾
脱
出
世
蹴
情
。
山
恕

血
事
角
山
に
大
石
の
多
い
Z
E
.
娘

H
ま

だ
ら
う
し
.

-τ 疎

あ

ら
い
.
お
お
ま
か
.
ま
ば
ら
.

‘.4令
熱
田
町

よ
〈
な
れ
た
み
ち
.
生
路
の
対
.
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生
路
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じ
め
て
遜
る
み
ち
.
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阜両境

ふ
だ
ん
通
ら
な
い
境
界
.
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め
ず
ら
し
い
嘗
物
.

晶、，
関

け
み
す
る
.
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〈
見
る
.
し
ら
べ
見

る
.-a‘ah" 

品特
蝿
開
株
の
曹
h
.

a

・-‘
依
然

に
わ
か
に

.aに
.
剛
山
然
.

a・
向
h

勘
嗣

Z
E

U

本
が
b
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お
い
し
げ
っ
て
い
る
書

・&.
e
-
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臥
岨
慣

ふ
せ
た
子
牛
.
世
田
て
い
る
子
体
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。•.. 飛
鴻
疎
ん
で
い
る
お
お
と
り
.
大
宮
な

白
鳥
.

za，aa・

後
心

お
ご
る
、
た
か
ぶ
晶
、
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な
ど
る

心
.
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e-e

莫
逆

真
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の
友
'
た
が
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に
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か
ら
う

ζ

と
の
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余
適
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情
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の
し
づ
〈
.
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踊
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岩
石
や
牛
が
樹
木
の
ま
ば
ら
を
助
げ
‘人
家
は
嵐
に
沿
っ
て
上
下
に
あ
る
.
慣
れ
た
過
は
脈
道
に
は
及
ば
な
い
が
そ
れ
も
ま
た
好

い
石
橋
は
ゐ
た
か
も
奇
書
を
鶴
岡
C
ょ
う

FE
の
だ
.
株
の
さ
わ
に
帯
よ
り
も
細
い
小
道
が
あ
H

ご
綜
Lτ
茂
み
の
中
か
ら
出
デ

t

る
.
平
野
の
向
こ
う
に
キ
が
伏
せ
て
い
る
あ
た
リ
に
、
高
い
織
が
つ
い
に
見
え
た
、
大
島
が
飛
ん
で
い
る
は
ず
れ
に
.
三
人
は
笑
っ
て
高
ぶ

る
必
を
問
じ
〈
し
、
家
に
織
っ
T
か
ら
も
余
舗
に
浸
ゥ

τい
た
.録
免
で
待
っ
て
い
た
が
濁
は
象
ず
、
す
だ
れ
を
巻
き
ょ
げ
る
と
暮
れ
方

の
山
は
骨
か
っ
た
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七

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

唯
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昆
霞
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鳴
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往
天
中
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羽
衣
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ご
ろ
も
.
夫
人
や
仙
人
が
岱
を

続
行
す
る
と
き
に
着
る
と
い
う
.
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士
.
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朝

会

話

下
が
伺
廷
に
あ
つ
ま
る
.
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?
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制
帽
腕

歯
問
北
朝
情
"
の
人
.
学
吾
川町み
費

名
品
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車
椅

a.
車
線
を
普
〈
L
.

五
宮
町
札
H

に
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か
〈
.
・
む
が
修
ち

nか
怠
い

と
曹
の
動
仰
.

1
2

・
着
曹
司
晶
お
ぞ
ら
.
由
『
は
叫
，
な
り
に
見
え

る
申
.

羽
衣
側
命
百
三
千
客

悼
碑
閥
峨
削
南
北
富

君
臨
時
才
淡
謝
眺

不
倒
別
級
将
問
位
向
円

-む・
7
ナ
ゲ
が
照
り
映
え
T
M肝
が
ち
て
い
る
、
魯
の
由
慌
に
告
峰
め
曹
が
と
付
は
じ
め
る
.
雷
鳴
は
地
患
を
ゆ
る
が
し
、
修
般
者
は
天
堂

与

ー

を
歩
い
て
い
る
よ
う
だ
.
納
会
に
は
道
士
た
ら
三
千
の
客
が
、
宮
門
は
晴
れ
て
尚
北
の
戚
を
飼
い
た
.
君
の
H
H
才
は
決
し
て
餅
眺
に

も
寄
っ
て
は
い
な
い
.
績
を
か
い
て
骨
宣
に
向
う
ζ
ど
は
な
い
の
だ
.

bhpa-av 

懐
旧
の
四
首

-a・?"‘
u

s

e

ゐ

曲
。
年
初
織
字
副
官
年
初
め
て
字
を
掛
楓
リ

u
a

・u".. ，
.
‘，
 

米
及
拙
棋
名
拙
削
未
だ
名

流
に
接
ぜ
ず

'LT‘b
-
F

，， 
.. 
‘
.w 

戎
本
同
川
伸
住

戎

本

問

湾

に

住

み

..• 

，A需

.

.

 

，
‘.‘
 

或
時
就
筋
遊
成
時
は
自
刊
に
僻
札
き
描
叫
ぶ

-
-
-
-
s
L
a
a
・

蹴
歌
附
間
市
議

・
歌
曲
間
帯
の
夜

hw

，‘乞い
J
"
d
ζ

h

a-
-
e

角
館
潟
滋
秋

角
低
馬
台
の
秋

-

a
-
A
S
，

ご

と

鯵

厳

如

前
日

緒
的
制
前
日
の
如
く

-τ
今
ぞ
a
3

.

.
 ，‘“，‘企‘，

忽
忽
既
自
簡
明

忽
h
q

筑
に
白
頭

幼
年
の
こ
ろ
初
め
て
字
を
知
っ
た
が
‘
未
だ
名
維
に
習
っ
生
」
と
は
な
い
.
所品
U
H
M
弁
の
中
の
峰
、あ
る
と
き
は
魯
に
過
つ

τ学
ん
だ
.

照
市
の
盆
踊
リ
や
馬
台
の
相
織
な
ど
.
道
ぴ
崎
町
れ
arの
は
昨
日
の

4
っ
と
が
.
あ
わ
た
だ
し
〈
年
は
過
ぎ
て
既
に
傾
は
白
〈
押
ゆ
っ
た
.

④
懐
密
四
首

自2忽:錨・6 角 :- ll 目I! ~i.授 E名~tm重t
碩i 々 ~d重戸 商Il~ つ 敬4 . '流f年:吋
るて 1: ~ 

I2きiGhiSZ号Z
Fi1iEjii;ii 
-fモて な合点の幼ぷ
'+"'J }J ';Z:IJI-ぃ ・
止 のし孟A.人伝
L>技 τt ・々ご
王 強制 1 な・~
基 を干ん
-; <をじ

-しpe
，a'a'u
ぃ
・
・

泌
総
長
淡
路

滑
総
長
渓
の
絡

-e.，
 
.. ‘，

hp
‘.
a
e
-
-
"。

修
箆
路
線
苔

修
筆
蔭
緑
の
苔

-a
・3
“，

.. ，，
 

..
 
，‘
 

由
町
山
潜
水
入
山
を
穿
ち
水
に
潜
り
て
入
り

ea，
‘
ゐ
。
，
、

齢
誕
石
間
開
門
関
白
書
石
割
問
門
を
関
〈

L
U
LU
-も

4
a之
b
w
a
-
-

齢
部
品
阿
国
附
輿
去

数
侍
興
治
き
て
去
リ

&
'

a'e .. 
，
S
3
.

。
，、

帥
吋
輔
附
帥
陛
峠
刑
問
時
に
段
慢
を
後
し
ん
で
回
る

品川ゐ

e
'
m
a
--

止は
の
噌
人
正
小
児

釜

愛

人

見

ず

e
h
p
a
a
'
b
eも
品

い

か

A

兵
ぷ
消
防
波

其
れ
噌
川
崎
の
衷
・を
祭
せ
ん

滑
絶
な
る
耶
馬
渓
の
進
.
竹
林
と
自
信
の
昔
.
山
を
う
が
ち
棋
に
も
ぐ
っ
て
、
岩
を
う
が
っ

τ潟
"
を
開
い
た
.
今
や
行
期
間
の
客
で

か
.
，
写

U
S令

阪
わ
い
翠
の
果
実
を
見

τま
わ
る
.
量
堂
に
人
を
え
ず
、
清
"
の
哀
し
み
を
ピ
ウ
し
た
も
の
か
.

;胃?董」費量: 量産:蔭工修=沼1
鯛;.~ 属12 石:緑? 筆; 駅

前線た湾百ひたま
本tI!ち をか吋柵
ののぼ#うげや
Jt へなのが・ぷ旬
陣や 溺

243門;号?5
-q&2ひ 42

けざ 13
る九
洞f
門:

-27-

-28-

t
-
a
e
£
b

£
7

・E

時

絞
a時
友
宿

時
枝
に
友
を
尋
ね
宿
リ

-e

b

A

 .. 

，
A

，
 

叶
鬼
狭
相
陶
神
行
蒐
狭
に
品
押
行
を
渇
す

上ド.，マい・・
・-m
・『，
a

，

一
・
本
通
猿
渡

一
水
槽
綿
渡
に
通
じ

，、ん
g
a内

g

・2
・‘匂

然
山
挑
附
岬
械
例
町
i

出
馬
凶
唱
を
柑
聞
く

1
5
'
t
e
t
 

旅
情
醐
崎
両
川

Mm

旅
情
尚
宏
聡
い
て
幡
リ

-a・3
e
w
e
・3
，
，
‘
一

a-

個
冊
思
剖
埠
僻
世
ル
T.

郷
聞
叫
個
亙
震
を
生
ず

... ‘
u
t
-
-
，
‘
，
.
 

此
地
宛
刷
刷
出
向

北
地
発
て
指
揮
を
観

2
2

a

a
i
 

征
洋
我
附
眠
惜
刷

廷
洋
品
叫
が
級
事
晶
〈

時
銭
の
友
人
宅
に
宿
り
宇
伎
の
持
行
祭
を
見
に
行
っ
た
.
-
つ
の
川
が
猿
撲
に
通
じ
、
鮮
山
が
莫
本
村
を
取
リ
巷
い
て
い
る
.
旅

情
を
雨
の
世
に
応
仁
、
望

mの
念
が
生
じ
た
こ
の
地
で
初
め
て
海
を
見
、
そ
の
広
セ
h
k
震
か
さ
れ
た
.

を a~ と 銚t馬'ß Jlt-~ヨi'領 時t
を.!~~ 織・手濠:ホZ挟.・ 技主
主<'::晶岨
ぅ笠 'iI! 101 ・中ー霊
こを ねJI( I邑つ冊
との < 11 亭のま 廊
・ぞ ・幽 野 111 ~ 時
古か~ ~段
且か il:伊伊主 将
るえ肉 88%
る木技波 中
他・村川川 両l
J!I めの Fの tli 
でぐこ減 ζ 11、
似品と峻と 句
郷・・に・ 島{

ae
h
n
.

，、E

・‘
.
e

・

佐

伯

閣

官

附

獲

佐

伯

は
留
の
車
問
種

b
-
・

ι
--'e'

・・
e

曾

遊

腿

叫

棋

盤

嘗

て
回
数
堂
に
遊
ぶ

-
L
・
に・2
・F，
む

奇
刑
判
断
附
て
問
問
先
司
書

ニ
琶
を
H
m
け

-ゐ"、“.‘.咽.，

.ap

仙

依

然

千

カ

仙

以
下
方
よ
り
織
ま
る

a
ゐ

ゐ

...
 
，aaゐ
ea‘

吹
浪
江
出
時
以

浪
を
吹
く
江
豚
黒
〈

e
a
'
a，
‘
.
，
L"aa地‘.“

述
内
半端
岬
舗
が

笠
に
違
な
り
て
唱
庫
銀
芳
し

-
A
・‘

bahMU
ゐ

先
幅
岬
境
基
在

先
縛
崎
明
暮
在
リ

u

-

a
‘・d
k
・-
'

・4

夢
前
韓
戒
焚
器
官
檀
ず
裏

或

香

を

焚

〈

佐
伯
は
豊
後
の
命
境
に
あ
リ
、
私
は
か
つ
て
田
教
愛
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
.
貴
重
な
書
物
で
ニ
「
め
書
事
は
織
か
ん
ば
か
り
に、

評
。
書
画
の
奥
義
な
ど
が
内
外
か
ら
多
〈
集
ま
っ
て
い
る
.
波
を
吹
く
イ
ル
カ
は
黒
〈
、室
に
連
な
っ
て
イ
ワ
シ
の
群
れ
は
骨
い

.
S師
の

墳
基
も
あ
り
、
夢
の
中
で
線
香
を
焚
い
た
.

夢。渇t江t人仙:AiI .!lニき奇a四T南Z
裏・値E豚í~i'" ~ r.. 首:・ .~!a1a止鈴のt!-， -1i! 
ゆ い海 A 司R多量綱め a昆'飾
的わ隊竺・り厳刑ず佐の
のし【~" -:-し ti ら的
ぅ・ぃ "とたのし寝か
ち る 11なをと大い校い
か奥どいい小倉

Z書 "'.の司ぅ = 輸 は
中 の 勝特般 111 • て
・ "'1 伝 ~ 引の
絡すに釘 辺
ぐよ穴 境
相 り中
た.に
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漁
父
の
図

秋月偏門 (1抑 -18帥}

日向附i蹴P氏の土続減芝秘
後に秋月続 r1と名来7.>.回目成立回
iこ学び佐伯fil綬回教古量級綬.明治2

犀お節県知lJ'.引退後.長悔外らと

~1!符締役 r;匝111時 11J を結成.

:官
起.-ι 
畿日邑
後

の
人

①
漁
父
闘

網
汝
挙
之
笛
我
吹

品
照
之
不
倒
符
我
加
門
知

笛
汝
吹
之
柵
制
我
挙

節
之
緩
急
唯
任
放

江
南
無
限
夕
陽
山

笑
看
隻
総
椴
裳
還

笑tt工;節t笛士魚A繍2
2 南tのはをは
るA殿場、緩;;女3管λ汝3
る りe急Z之hS之A
g;T:訴みiz争
中野合yiに・6 何主位
ず楊。任2網まぞ 5
にん弘す lま炉我R
透f目 ， 我Zり吹ゐ
る ajSAんく
をぐ

t骨5双tタIし鰻t江i漁T
~1鶴?鯵4 U愈i商工父i

お二タ"ゅ隆治
び朝司 る 江鱒
ぐの やの銭
もつ山 市、附 子
e るので 岬 R
Jk ・由 ぁ 一 λ

く均三宮
::"l 'L i自

お 主そ
晶、

!ll古
び

る
J 君
員長 は
じ網
Fl!.を
リあ
企 11'
< ~，ム
速は

23 
7 吹
陽〈

2思、旬、
受取
手れ

え実
巻主
宝私

有誌
の幸
~ i; 
か E
裳 V、
の .
弛~

芽主

語Z
る吹
のさ
を私

• 1;1 
網
を
あ

g 
筏
維
は
君

イ壬
せ

多t湿S一二柳2
~~ 雲u華1 2量l

香:徐i 残: 梅~~
山fにゐ空:川
次L 理~~ 哩E f配
第tlzぞをー
にι2iみ新?裁の
生;立に ζ せ
ず去，8青官行ゅ
つるく
て

湿主新~f.豊fカ -~締~~K9 ;昔iI;春k
察~..~雨:2釦洲}渚f渓1雨t

しあの縦一うや傍は
めらこんつめなI!i:る
ったりでのめぎ川吉
た I~ の舟織あの下め
くはあののるあ濠
もれめおとするぷ
.そ・おま・広岡
ぃ・ ぎ撃
に獲 さ守
mは ・担
いス -
るゲ 主
.や 』

② 
春
雨
乍
晴
泥
春:舟
雨t龍

乍i渓
E青a
オ1
舟t
を
骨ii;
渓t

主主:

柳
沼
侮
洲
載
酒
行

-
鐙
残
雨
滴
新
防

湿
裳
徐
被
風
吹
去

多
少
背
山
次
第
生

制

w
の
清
、
梅
の
洲
を
満
を
載
せ
て
行
く
、
舟
の
覆
い
に
盛
岡
雨
が
し
た
た
っ
て
紛
た
に
鴫
れ
た
.
浪
っ
た
舎
は
瓜
に
吹
か
れ
去
っ
て
、
青

山
が
見
え
隠
れ
し
な
が
ら
次
第
に
姿
を
現
し
た
.

品作。
&占

【
参
考
】

&
令
え
い

『
東
議
詩
選
』
の
選
者

"
-
A
9
 

最
槌
(
曲
圏
)

ゆ

a
，

.，，
d
ん

品
凧
陥
臨
清
代
の
学
者

.m江
省
盛
時
湯
生
ま
れ
.
品
開
人
鴻
漸
の

い
ん

川

倉

よ

ど
A
a時

-
A
S
-
〈
飽
ル

子
-字
は
晴
間
前
、
号
は
曲
箇
・
は
じ
め
曽
回
議
(
清
朝
箪
人
)
の

y
i
 

も
と
進
士
と
な
る
が
数
年
で
退
官
・
の
ち
李
鴻
掌
の
招
き
で
蘇

州
黛
防
寒
院
を
管
理
、そ
の
後
よ
海
、
捻
清
、
品
開
安
な
ど
の
骨
骨

a
A
v
n
A宅
ゐ

院
の
長
と
な
り
教
育
と
著
述
に
従
事
.
玉
念
孫
(
滑
籾
H

桔
学

者
)ら
の
鋭
を
絵
本
・
発
展
さ
せ
、
当
世
機
官
の
宗
と
な

2
~著
書
は
き
わ
め
て
多
く
す
事
在
堂
全
集
』
五
百
余
巻
の
他
、
日
本
の
漢

文
学
を
紹
介
し
た
明
咽
思
議
柏
町
選
』
な
ど
日
本
学
者
と
の
交
わ
リ
も
少
な
く
な
い
・ま
た
仏
教
・
道
教
に
も
通
じ
、
漢
詩
文
も
能
く
し

た
.
光
給
三
十
二
年
二
九

O
六
}
、
八
六
オ
.

-29-

蘇:11-1楓僑鎮 ・寒山寺普明浴

品削
槌

(
曲
圏
)
の
易
一跡

夜土妨二江3月Z園 ふ
半Z 革主ぞ 風君 子~" 個2
の城2漁そち橋5
鎖;外3火五時 夜;
予封tの 怒し日帝"1正1<
怨2 12ぃ

軍事t山?自民士て
〈号宇2に E震2
栂Z 対主翁n幽 げ
主主 す天Z融
る 』こ

満み
つ

命憾{鶴闘}肖像(1821-1907)

楓橋夜j自の歌碑 ~山寺1;3:治時代の高僧寒w、拾得の名に由来するが、唐
詩代の続人張緩の『楓橋夜治Jという漢詩でも有名である.幾度も焼失し現存の
堂容は清朝末期に復興され、ra橋夜治Jの歓呼も光絡32年{明治39年)余槌
の稼~によって再建された.

-30. 

木
許
捕
問
先
生

佐
伯
市
木
立
大
正
十
五
年
生

昭
和
六

O
年
教
員
退
議
以
来
、
佐
伯
史
談
合
員
と
し
て
御
土
の

詩
文
に
取
り
組
み
、
間
十
一
年
、
二
十
匝
点
を
収
録
し
た
「
佐
伯
地

方
・
碑
文
の
解
説
」
を
発
表
し
た
.
以
後
も
難
解
な
金
石
文
や
、
漢
詩

漢
文
の
解
授
を
手
が
け
て
い
る
.

※
写
真
は
複
野
曲
忠
清
昨
院
で
「
患
誉
俊
震
よ
人
基
由
時
銘
」
を
解
説
す

る
木
崎町
博
氏
.

漢
務
解
読



三
九

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

ま
え
が
き

今
自
は
佐
伯
穣
校
四
教
笠
の
初
代
数
回
限
と
な
っ
た
訟
下

筑
陰
が
若
き
日
に
編
集
し
た
『
銘
宛
総
』
に
ー似
り
組
ん

で
み
た
.

低
下
筑
除
〈
惟
民
)
は
明
和
元
年
ご
七
六
四
)
久

m米
稽
士
松
下
源
蔵

(
二
五
O
石
)
の
次
畑
山
と
し
て
生

ま
れ
、
縫
医
を
勤
め
る
叙
父
元
文
『

一
五
O
石
〉
の
養

子
と
な
っ
た
.
も
ち
ろ
ん
家
業
の
鰭
悠
を
次
ぐ
べ
き
酬
明

過
で
あ
っ
た
が
.
彼
は
学
聞
を
好
み
、
時
間
文
の
才
に
催

れ
て
い
た
の
で
次
第
に
係
学
省
の
巡
を
窓
す
よ
う
に
な

り、

十
才
年
長
の
ほ
押
内
崎
石
総
(
後
の
久
留
米
税
校
明
笹

神
品
数
俊
}
と
よ
く
行
動
を
共
に
し
て
い
た
.

当
時
.
柑
閣
の
敏
樹
H

を
奨
え
る
開
田
貯
の
上
が
集
っ
て
淡

終
結
社
「
京
株
社
」
を
結
成
し
て
い
た
よ
う
で
.
天
川
明

三
年

二
七
八
三
)
磁
の
中
秋
.
議
月
利
尚
を
招
い
て

叫
同
会
が
捌
か
れ
た
.
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と
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録
さ
れ
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司
窃
録
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編
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し
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が
、
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十
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鋭
除
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岡
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m
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H
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.
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縫
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迎
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績
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.
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.

三
日
目・

2
月
飾
は
形
に
と
ら
わ
れ
ず
名
利
を
求
め

な
い
生
き
方
を
備
し
、
こ
こ
で
深
刻
な
話
題
か
ら
色
気

の
あ
る
中
間
古
典
へ
と
詩
闘
を
転
じ
て
場
を
な
ご
ま
せ

て
い
る
.
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ど
る
と
あ
っ
て
、
山
彼
兵
士
の
心
境

が
締
却
と
な
っ
た
.
こ
れ
か
ら
般
に
似
る
省
、
ま
た
退

〈
者
.
友
い
に
志
に
充
た
さ
れ
た
凶
日
間
で
あ
っ
た
.

抗
除
は

「
夜
が
焚
け
て
傍
織
に
な
っ
た
が
・
月
給
は
怯

の
よ
に
・
・
」
と

.
g
n師
酬
と
自
分
の
な
川
崎
に
踏
き
倹
え

て
心
情
棋
を
綴
り
‘

n制
後
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
.

筑
陰
の
縦
纂
し
た
『
鎚
銀
特
例
』
は
、
四

O
年
後
に
出
剛

山
師
石
猿
に
よ
っ
て
.
当
時
欠
席
し
て
い
た
こ
氏
の
的
を

加
え
て
尚
一渇
さ
れ
た
・
ま
た
昭
和
七
年
、
鈎
久
-
一
郎
氏

が

「広
瀬
淡
窓
と
師
筑
除
と
の
出
会
い
二
百
年
記
念
」

誌
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
.

胤
例
.
松
下
筑
陰
の
恩
師
宝
月
幅
削
や
教
え
子
広
瀬
淡
窓

の
こ
と
が
、
小
製
滋

一昨指

南
島
絵
杭
町
史』

に
苔
宮
山
掃
さ

れ
て
い
た
の
で
.
枠
組
粋
し
て
現
代
鉛
訳
で
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
.
今
回
は
自
h
H
で
漢
詩

・
淡
文
の
然
続
を
試

み
た
の
で
、
絞
り
あ
れ
ば
訂
正
を
乞
う
.

同
押
絵
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
肖
像
同
や
小
学
館

『嗣脚

色
日
本
の
笑
術
』
棋
曹
を
多
〈
参
考
に
し
て
作
成
し
た
.

平
成
二
十

五

年

九

月

苫

と

う

た

〈

み

【
診
者
文
献
】

・
佐
伯
市
史

-
久
留
米
市
史

-F

・
松
下
筑
陰
伝
弦

林

-衛
文
研
究
』

格

問
附
摘

a
g

e
-魅
曾
ら
れ

τ織
る

久
藩
文
学
四
3
五

『佐
伯
史
談
』

四
八
七
t
-
八
八
時

勝
間
国
三
千
失



四
〇

窃
兎
篇

も
く
じ

隠
居

U
供
品田

①
v

拙
制
圃
串
柿
中
に
山
地
い
賦
し
て
諸
君
に
塁
す
安
祭
関

②
納
恕
事
に
集
い
分
け
て
八
曹
を
得
る
釈
申
皐
月

③

向

山

富

月

和

尚

の

飢

に

和

す

訪

山古

@

同

久

窓

総

⑤

岡

松

批

民

⑥

向

山
県
飢

を

分

か

つ

締

公

纏

⑦

向

。

品

月

和

尚

に

皐

す

宜

円

貞

③
同
士
両
省
一
冗
長
の
般
に
和
す
釈
笠
月

⑨

同

窓

月

和

尚

に

虫

す

久

冊

品

約

⑬
阿
久
徳
老
翁
の
餓
を
割
問
し
利
す
釈
玄
月

⑪
問
分
か
ち
て
六
魚
を
抽
判
る

均

伸

抽

拡

⑫
向
叫
伸
崎
臨
郷
の
飢
に
和
制
す
釈
宝
月

⑬

問

主

月

和

的

に

曇

す

織

公

論

開

⑬

問

回

目

院

を

得

る

安

楽

図

⑮

問

文

の

飢

酬

を

得

る

藤

忠

総

⑬
同

一
東

を

得

る

字

総

⑫

間

四

支

を

得

る

訟

陛

民

⑬
同

八
炭
を
得
る

世田

貞

⑮

悶

侵

の

剖

酬

を

得

る

久

鶴

恭

⑫

同

窓

ね

て

八

市

肢

を

得

る

松

世

民

@

閃

賦

し

て

古
君
-冗
長
に
霊
す

松

舷
氏

@

問

賦

し
て

総

省

に

勝

る

釈

家

月

@
需
品
ね
て
分
か
ち
一
束
を
得
る
出
品
袋
国

⑫

鐙

ね

て

分

か

ち

十

灰

を

縄

問

る

字

郁

岡
胤
凶
岡
田
国
圃
岡
崎
蝿
隅
回
国

①
十
五
夜
符
絵
鎖
に
集
い
背
の
削
酬
を
釈

g
H

②

同

六

品問

を

得

る

安

京

肉

③

忠

ね

て

懇

の

字

を

得

る

安

家

関

⑥

又

出

品

家

関

③

悶

『

中

秋

旅

懐

』

を

得

て

奴

す

吉

良

⑥
又
「
中
秩
禽
砲
」
を

賦

す

吉

良

⑦
同
四
文
を
得
る

字

郁

③

虫

ね

て

灰

の

餓

を

得

る

字

削畑

⑨

問

先

の

一千

を

得

る

出

陣

忠

縦

⑩

同

十

#

摘

を

得

る

松

世

民

⑪

&

ね

て

十

一

真

を

狩

る

訟

俊

民

③
閉
館
お
の
同
品
訪
を
謝
し
七
銭
を

出押

公

積

3 

而

白

幽

剛

院

除

悩

隠

①

千

六

夜

文

明

帥

聞

に

集

う

織

公

殺

②

同

川

誌

の

字

を

得

る

釈

法

月

③

間

十

一
尤

を

得

る

市

文

京

闘

@

向

深

の
字
を
得
る

宇

郁

⑤

向

品

川

の

字

を

得

る

藤

忠

継

⑥

向

吟

の

字

を

得

る

津

慾

⑦
岡
留
の
字
を
得
る
余
は
北
筑
よ
り
畑
合
続

③
問
鰍
滋
の
見
紡
感
謝
に
紙
を
得
る
鈴

世
民

③

向

徳

剣

の

相

酬

を

期

う

総

批
民

⑪
同
席
上
に
削
閣
を
嫁
し
「
新
嫁
娘
」

釈

宝

月

⑪
阿

「佼

皮

娘

」

を

岨

押

る

牛

術

⑫
向

『子
夜
の
歌
」
を

得

る

鎌

忠

敏

⑬
伺

『昭
沼
の
怨
」
を

得

る

安

議

開

⑮
同

『楽
を
怒
う
な
か
れ
』

悶

合

続

⑮円同

吾

妻

を

得

る

松

惟
民

⑮
向

『点

分

世

相

」

を

得

る

線

公

積

⑫
悶

『難

婦

吟

」

を

得

る

涼

悠

問
削
凶
同
国
国
国
岡
剛
闘
岡
国
岡
圃

φ
十
七
夜
友
竹
笈
に
集
い

ご

市
民
」
を
釈
笈
月

②

同

字

同

情

③
向
此
百
羽
上
人
へ
様相側
を
賦

す

藤

忠

敏

③
問
題
を
探
し
「
錦
雀
台
」
を

得

る

釈

玄

月

③同
州

「
出
制
緩
の
山
』
を

得

る

崎

公

穣

⑥
向
「
問
問
削
を
針
る
』
を
得
る

様

忠

織

⑦
向

『子
総
晴
く
』
を

得

る

宇

部

③
向
「
征
将
棋
畑
く
』
を

得

る

出

品

京

間

③
向

「夜
援
が
怖
く
』
を

得

る

訟

此

民

⑪
向
「
柑
曲
山
尚
し
』
を

刑

判

る

沖

慾

⑪

又

向

「

秩

夜

独

り

座

す

」

を

賦

す

古

典

⑬

向

字

削

帥

⑮

向

総

批

氏

四
国
間
圃

①
諸
お
と
約
し
集
う
綴
潔
宜
γ
・・
・・・・・
・・島

②
十
五
後
続
沼
と
約
し
集
う
揖H
胤拙
館
・・・・
臥阿

③

中

秋

に

独

り

約

む

ぬ

@

弛

廿

明

上

人

に

賜

る

由

柑

⑤

岡

山

あ

と

が

き

石

4 :> 6 7 8 9 10 II 12 13 14 15 16 17 18 19 

事E済 I自 f宵?青 f情

37 23 22 21 

窃
発
篇

24 25 26 27 28 29 

①
積
翠
・
拶
集
賦
呈
諸
君

安

宗
園

間
村
亭
予
奥
山
隣

下
楊
遥
迎
奔
月
人

英
道
此
生
無
長
物

白
雲
疏
水
賦
曾
貧

30 

-2-

31 

京
門

松
下
弊
世
民
輯

白?遂い下f問f ge 
雲iう楊1村を 制 S

匂 ~ï ::"Uのん 現~~
jfltれ 2ト亭土 砂t
水J 伊予. に
・比ζ 奔3 ゃ 1長2
曾i25222・ぃ
~. iこ人E郎跡
f\-ず長2 をり~ し
= 幼去 i!E ~ 玉.
善寺を4え ま長話=
蹴ふきん 図 ~i
亨を 主て

す

務
か
な
村
の
あ
ず
ま
や
は
山
の
燐
に
あ
り
、
長
い
す
を
用
意
し
て
観
月
の
客
を

迎
え
る
・
言
わ
ず
と
も
よ
い
、
喝
」
の
大
自
然
の
中
に
無
用
な
も
の
な
ど
な
い
の
だ
・
台

零
や
流
水
な
ど
、あ
る
が
ま
ま
を
詩
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
・

33 34 

②
積
瑚
耶
亭
集
分
得
八
湾

稗

焚

月

竺
城
南
去
碧
難
晴

雨
後
郊
村
高
木
務

莫
是
社
陵
秋
興
護

風
燈
輸
似
涜
花
渓

35 36 

es-vhvセ
い

つ

ど

L

n

U

29
曽

い

え

。
絞

殺
事
に
集
い
分
け
て
八
融
刊
を
得
る

風t是ζ 雨、竺E
煙土れ a 後ご滅i
社主の A、
4前後E持iZ2
昔日・ ι 牢曹ゐ

花?秋123義:
i;;:?i?e釈
在す 去る
ソ莫e リ 2主
か 月
れ

38 

ぜ
一域
の
晶
聞
に
織
の
柿
闘
が
鳴
き
去
リ
、
4

雨
上
が
り
の
村
は
全
て
の
木
唱
が
盤
っ

τ
z
a
 

見
え
る
。
こ
の
鎮
守
の
森
に
秋
の
応
慨
を
も
ら
す
な
、
、
こ
の
燈
っ
た
風
景
は
、
桂
樹

'
'
憎
か
ゆ
い

が
住
ん
だ
淀
花
渓
を
思
わ
せ
る
.

39 

鼠ふ長:て葬号下・~
事揖2月哲繍:量

立T毎月 客享;
を品、〆ををち
作ゑ.も迎匂

売物てえ
あき~
叫そー'
m ぷ宅ま
な{三
物な
. カt

め

-3-

綿m~.t~tt沿海ミ織@
えの花言煙2回;村i・竺t
て枇渓1鼠問機皆様i
君主I町
年が川民救受械久
住その のり・留
んの貫主感匂篠卦L
でほ・、:鎖 直[緩
いと銅 、 械の
たりtr. お とJllJ
.にのもも:f.
耳主主 む い・
J:t波書う笹
を ・ - ・紙



四
一

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

③
同
和
賀
月
和
尚
鏑

涼

慾

風
吹
江
湖
水
禽
暗

滋
滴
芙
蓉
楽
々
孫

月
下
欲
尋
拙帯
綾
地

龍
門
秋
満
第
三
渓

官lt!! ~ 露3 風= R
rj~ よか笑ふ 江t ケ

長:空宇をミ伊 き:
第2宮地"F・ 52 
=~喜・ 日さ 明・了

まitkzJ水±削
み主::き;禽:詞z&
て t色h に a帝α に
りを宮署iく 和的
時うあ 慾す

に滴
;義 2風
主ムが
ふるき
え斥 ii
てK
t:: ~ 
散水

気辺
E の
欲高
し殿
てに
後水
地 鳥
をが
よ鳴
しき
軒、

I)露
lま
縫主主
門 の

泉警
はに
~等

量t

④ 
同

久

盛
恭

行
露
凌
其
促
織
硝

蜘
官γ
不
興
俗
山
隊指
針

月
光
満
野
都
如
曾

欲
数
王
猷
悼
剣
渓

。
肉
じ
く

玉号月Z幽空行え
哲~~光i 亭，: ii ~ 

~U 野。 俗f 凄:
う事~< Rfaじ
をにとさ
欲号満ん輿AIま
しち tど糞を
菱I!}雪tずれー
渓Eのd 斉i促i久
に 如Eう@織2
株主く の虫
さ ナ造住

道
の
露
に
、
号
つ
ろ
ぎ
の
鳴
く
声
が
す
さ
ま
じ
く
、奥
ま
っ
た
山
絡
は
俗
世
間
に

"“今

ιゆ
今

橋
た
っ
て
い
る
.
月
光
が
地
上
に
満
ち
て
雷
の
よ
う
だ
、
王
子
欲
が
同

Mmを
訪
ね
て

え
ん
"
し
ド

州
刑
渓
を
舟
で
の
ぼ
っ
た
故
事
に
あ
や
か
り
た
い
・

⑤ 
同

松

世

民

郊
樹
秋
晴
晩
鳥
時

盈
々

一
水
荻
麓
務

風
吹
月
湧
波
如
蜜

短
梓
何
人
向
剣
渓

。
同
じ
く

短2風士盈t郊i
梓t吹i守E樹品-..-
何g.~; ~整t
メ11湧h-2晴 也
ぞい水ずれ

製j五z荻:長z松
こも・雪T麓‘ 鳥;掛

FZF鋒iヂ芸
名 〈・ぅ U 
ん

さ移
し撚郊
てと外
雄並の

士会穆1
舟ぶ秋
でる E青
剣ぇ・れ
渓古風弘
にいf反
向 ~Iに
か C ，;駒
子月が
.‘がて亀
王寺ミ
.Ji満

28 
宅五
ぢ!リ

長き
桝3

同飾品性信巳さ 局 2英ゐホ，~@

!;iiizi?;:fj 
t匂を43213
RXF4358 
叫や・~! e， 1手・
器主秋月 ま
とえに光 r:. 
芳の i

事
‘

ぬ
耳
打
得
道
上
の
つ
ゆ
.

製
織

こ
お
ろ
ぎ
.
Uた
お
り
む
し
.

ea，E
・・

臨
事
お
く
ふ
か
い
山
花
.

日
間
駁
滞
批
の
ち
り
、
け
が
れ
・
俗

世
間
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
.

野
郵
野
と
都
.

・・・
・
ゐ.，
.e
t

L

-
e
'

王
鉱

主
徴
之
の
こ
と
.
申
ず
は
子
以

.
中
国
車
岨
げ
の
人
.
王
緩
之
の
第
五

子
.
会
情
の
山
除
に
飽
借
し
.
風
情

を
好
み
.
特
に
竹
を
獲
し
た
.

t

t

z

 

刻
漫
治
名
.
府
間
何
者
に
あ
り
、
耐
U

・s-
v

L

・a，

銭
江
の
上
演
な
り
.
王
子
献
が
智
筏

a
hp
s
 

に
総
指
を
訪
れ
た
所
.
問
主
に
会
う

の
窓
.
-寄与

⑤
同岬樹

綬
外
の
悶
.

U
ゐ‘

a
，

晩

am
伎
の
品
川
.

底
引
-
a
h

盈
々

ホ
の
満
ち
て
い
る
さ
ま
.

hp'e・ぃ一車

工
φ

の
川
.

1
4
 

荻
種

お
ぎ
と
、
あ
し
.

怠
会
事

短

続

短
い
神
.

A
ゐ
ηい

剣
渓

A

駒
山
〕
.

世
間
に
態
別
し
て
西
京
に
品
開
き
、
し
ば
ら
く
湖
山
を
借
り
て
濁
を
楽
し
む
e
家

は
山
中
に
み
の
っ
て
獣
道
を
行
き
、
門
に
つ
な
ぐ
小
舟
に
秋
の
風
が
.
給
品
悼
の
下
で
人

は
琴
を
弾
在
、
広
く
果
て
し
な
い
空
に
雨
が
大
鳥
を
送
る
・
明
日
の
夜
も
共
に
深

淵
の
月
に
出
会
お
う
、
折
角
の
足
跡
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
・

.4. 

@
同
分
東
韻様

公

穂

世
間
線
別
動
西
東

償
問
恨
湖
山
野
酒
筒

家
在
雲
林
随
鼠
径

門
維
野
艇
鯉
魚
風

除
々
松
下
人
狩
慧

淡
々
夫
遺
雨
送
鴻

明
夜
共
期
牛
渚
月

莫
令
綜
跡
易
瓢
蓬

⑦
同
皇
賞
月
和
尚

古口

貞

遊
飛
杖
錫
挑
育
館

月
満
青
山
鶴
影
遮

洞
口
天
風
吹
不
盤

鉢
中
殊
後
玉
蓮
花

吃

令

い

ん

。

同
じ
く
東
の
胡
酬
を
分
か
つ

綜j明i漠'f~主~ m ~~ 的世e
M::夜。キ?者工に 12。 〈 問1

u "~ tゐ ι 野ゃ 2長ゐ 主回ーに
事~t 共 t ~る艇: 林:: ~~能噂
ヂ245l松jk総ζ?で=;1 ピ恥仮かて
烹i恥人υ のリ

LE???打:::fii:鯵
れか俳送Tf風土 リ対tr
する E さ c 絡

ι，一

U
A，
げ

AJ
H

L
よ
毛

τいい

。

同
じ

く
宝
月
和
尚

に
隻
す

鉢2澗5月:遥2
中2 ロご か
I・‘青tに
殊Eえて 山f杖i
晃:風;ι塑;
〈吹ゐふ 古

玉;さじ飛と
描 iF19てば
1き~ .(銭?し宮
北" さ量~~ 宥t
ずを震か
途fを.a
ぐ梯2

--e
，. 

⑥
湖
山

嗣
削
と
山
.
ま
た
広
〈
山
M
円

4

乞い
-
q
d
.

a
--
溺
筒
酒
を
入
れ
た
竹
舗
.

駁
制
怒
の
か
か
る
林
・

鈍
ル
む
さ
き
び
と
‘
ね
ず
み
・

-
v
e

、.
野
健

野
川
に
う
か
べ
る
小
舟
.

・6t
，

健
魚
凪
秋
風
.

ド
a悔
し
ド
ゐ

陰
々

あ
ま
ね
く
お
お
う
.
木
が
浅

う
て
防
い
さ
ま
.

-
M

，
 

g
お
お
ご
と
.

N
e
u
e
 

漢
々
広
々
と
し
て
mm
て
し
な
い
.

軒
以
語
集
て
・
語

2

f
h
 

牛

渚
A

磯
}
n
u
江
一エ
織
と
給
さ
れ

る
も
で
.
脳
の
苧
自
は
晩
年
こ
こ

に
暮
ら
し
.
紛
中
で
ホ
に
殴
る
H
を

と
ら
え
よ
う
と
し
て
溺
死
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
.

;
 

践
跡
あ
し
あ
と
.

F
W紙
風
に
ひ
る
が
え
り
な
が
ら
飛

ん
で
行
く
よ
も

e.
流
浪
す
る
者
時

た
と
え
.i
 

@
杖

錫

錫
H
早
を
つ
え
っ
〈
.

5・
令

洞
口
ほ
ら
穴
の
口
.

;
 

玉

た
ま
.
英
し
い
た
と
え
.

Rゐ
柑
蓮
花

は
ず
の
花
.
極
凪
用
組
W

土
に
た

と
え
る
.

.5・

は
る
か
遠
く
へ
錫
杖
を
飛
ば
し
て
、
骨
い
援
を
払
っ
て
行
く
、
月
は
青
山
を
照
ら

し
て
拙
聞
の
影
さ
え
え
え
な
い
a

潟
ロ
に
笠
の
風
は
吹
き
止
ま
ず
、
山
頂
の
火
ロ
は

玉
の
蓬
花
が
回
聞
い
た
か
の
よ
‘
?
な
姿
だ
・



四
二

@

同

和

吉

君

元

長

韻

縛

資

月

総
議
消
渓
十
里
霞

倦
居
線
総
俗
鹿
遮

晩
来
迎
月
歌
招
隠

題
遍
准
南
叢
経
花

。
鑓ま晩E倦!，審帯 同
す来2居iみ じ
はり b 尽ヲ 〈

?ij??え喜j
舵迎567清;; 元1
説え廃E恥長i
素;~~ ，t ~ 十色 釈与の
逗~ 隠! ?r ?管工
れ 全身叶;手"

中れ
図を n
の知の

主主E
でい静
あぶま
る?モる

15き
2Z 
迎 1
箆

え
ずも

ぬ!
者ぞ

志仙
が-6
歌り
，、住
てむ

モ在
題会
1;1:く
ほ俗
と世
んの
ど汚

⑨
同
呈
貿
月
和
尚

久

里

恭

繍
腸
珠
阪
本
趨
群

拙
梯
玄
言
限
索
開

今
接
徳
輝
何
所
擬

秩
澄
明
月
締
頑
露

。
防
じ
く
笈
月
和
的
に
問主
す

秋f今E拾2織を
澄す4喪5リ腸ミ
みす払匂
。合 うもま車品
e}lいに 玄ザ厳:
月二袋i訂本E
頑p軍ミ臨S よ
き22言iA:
4帯Z何こ福s を 久
う 所ミ?長会
4恥え m
う 高指

そ
の
文
才
と
学
識
は
も
と
よ
リ
群
を
抜
き
、
そ
こ
か
ら
発
す
る
法
%
を
心
狭
〈

聞
い
て
い
た
・
今
、
そ
の
徳
の
嫁
き
に
接
し
て
疑
い
は
晴
れ
た
・
秋
盆
は
澄
ん
で
酬
明
月

が
か
た
く
な
な
雲
を
払
っ
て
く
れ
た
.

⑩

同

和

謝

久

徳

老

翁

韻

@
同
じ
く
久
徳
老
翁
の
鏑
を
謝
し
て
和
す

稗

絢

同

月

釈

蜜
月

関

西

家

感

雅

灘

群

附
配
の
わ
駅
時
に
し
て
M
m
鮒
〈

W

L
U
喝

L
-Z
ぜ
ん
&v

s

経
術
詩
才
天
下
閉

経
術
総
オ
天
下
に
H

聞
こ
ゆ

老

去

試

弾

流

水

調

叫
が
す
て
叫
に
対
抗
の
蹴
べ
を
恥
か
ぱ

能
教
除
級
官
退

行

繁

船

く

和

艇

部

射

を

部

め

和

む

み
白V
U

関
西

φ
学
者
は
維
で
派
に
属
さ
ず
、
そ
の
緩
術
や
品
開
才
は
天
下
に
聞

C
え
て
い

る
・
私
も
年
老
い
て
試
み
に
流
水
の
曲
を
穿
い
て
み
た
が
、
そ
の
響
偽
証
空
を
行
く

雲
さ
え
も
止
め
る
ほ
ど
だ
.

経l1む.~能ず鑓た高雨量似る船隙俗槽!@
花・6...、せ、111ち徹子t爾;(j曜圃t股腹E居t清R

ミヨて当しにの ~ JH:b人時叩l' 渓
木i~H~た各孫命泊同除の将{山 刷
局!~ …るのも臼・名水.・鮒をわき人消
の そ";.括的町議b ・以必のず1睦のら

~~ぁ哲J32M5122 建 2
思学を剖一 地 ""(・り ー

ま訟派働劉蕗を か 111 
る ‘ に 総 ~t ・い < ft 
.学片古が i時う れ が
〈 説寄せ学浪・ て れ
さ がらて智司被a ぃ ・

額tそ蕪・ば熔§い玄~ll!IIt lこ Z杭æ⑤

1322AP212i出
品・も 狭勺ゎμztこ
宅局奥古川いし

R R qrt・2な
E いせ・~うは
やま老 にら
しい干 丸わ
い・の いた
せ 読 ま・

ずの渇iぎ⑭
ぐす!Uる渇3
れぞ
たれ~ と
のた行 ど
移#くめ
ii dil怒る
拍五も

て紋と や
いj1l'どめ
ぅ・め る
.議る
晋 I孟さ
のどえ

⑪
同
分
得
占ハ
魚
津

慾

地
僻
人
稀

一
ゆ
雌

右
操
琴
悲
左
闘
香

西
風
玉
露
終
凝
夜

明
月
金
天
欲
満
初

東
里
先
生
諜
間
野

匡
鹿
閲
土
駐
三
車

憐
君
幽
思
存
丘
繁

劇
似
問
雲
自
巻
鋒

。
阿
じ
く
分
か
ち
て
六
魚
を
得
る凪

部

村側匡i 泉1 明~ d9~右主υt地色
L在鹿;里旦.月?風tに を

s琴i僻ε
品zも W 先Z会i玉;民け
雲2まi士:生-'f::J.露Lを人;

~_ - j P3 \. ~ ... ue>:t ~量2 稀量i3 ~ ~告・ 三i 出& 満丸終f 叫 苦 行
らri:寧与野。ち 1: り L 

L ををu初ぞお左5互い
お丘fr払むをに J
言寄ぞむピリ 2?品五j滞
似c存f 堅2し書2
たし 7 
リ

⑪
叫
め
・
め
ぽ
え
・
仲
・
〈
さ
-

S
い
お
り
.

t
=
 

薄
田掛

こ
と
と
、
お
お
ご
と
.

b

-
間
野
阻
方
の
野
原
.

4
・
際
.

3
。。
陸
自
圃
盛
山
の
判
例
名
.
江
商
省
丸
紅

官
叩
の
出
間
に
あ
り
、
般

・
附
の
時
代
に

仙
人
の
底
俗
が
か
〈
れ
住
ん
だ
の
で

名
づ
け
た
.

-
h

・
翻
土
普
織
の
別
名
.
正
し
い
道
を

開
い
て
銀
生
の
迷
い
を
問
問
書
導
〈

仏

γ
三
事

事
自
・
自
民
易

・鄭
似
の
三

跨
人
が
訪
れ
鈍
歌
聖開
閉
し
た
ご
と
.

-
a

，‘
 幽感
心
の
曲
目
庇
に
抱
〈
思
い
.

1
?
'
a
p
a
e
 

丘
盤
お
か
と
た
に
.
俗
世
間
か
ら

織
れ
自
然
に
闘
ま
れ
た
土
地
.

z
z
z
 

m
g
潰
鶴
怖
か
な
怒
と
一
湖
町
曲
師
.

伝
じ
て
、
批
俗
に
わ
ず
さ
わ
さ
れ
ず

に
思
い
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と
.

杭
艇
ま
〈
こ
と
と
の
ば
す
こ
と・

才
能
を
か
く
す
こ
と
と
資
す
こ
と
.

人
も
稀
な
僻
地
に
一
つ
の
草
庵
を
結
び
、右
手
に
琴
を
操
り
左
手
に
は
書
物

を
持
つ
・

8
威
、
玉
誕
の
秋
の
夜
を
一
心
に
、
明
月
が
晴
れ
た
笠
に
昇
る
の
を
待

つ
.
-」
の
東
の
野
に
先
生
は
野
原
を
同
州
拐
し
、
掌
尽
を
閉
さ
、
説
法
を
柑
惜
し
、
文
人

を
と
ど
め
る
・
憐
れ
に
も
君
の
志
は
こ
の
丘
谷
に
存

L
、
越
前
か
な
裳
の
中
に
才
能

を
穏
し
て
い
る
か
の
よ
・
フ
だ
・

-6 -

⑫

同

和

様

徳

卿

鎖

線

曲
目
月

間
人
永
日
僻
彊
庫

松
竹
陰
々
封
著
警

睡
眠
清
虚
繁
断
後

客
歌
窃
宛
汚
昇
初

夜
禅
鍛
擬
東
林
社

秋
興
還
随
鴻
岳
市中

授
鮒
梁
闘
非
我
事

胡
林
長
時
明
幾
回
鰐

。
同
じ
く
涼
徳
卿
の
繍
に
和
す

胡t筒2秋与制客?広松i向f
林?ふ興ミ21和成竹?人z
hか遺E慢i窃i清?除工水ま
t: ;五 号』主ihい 臼S
『前主 詩書ザリ ー宛; 者

し ? 予 ~i1ゑ5に'裳ir種主
て料のj林1し私書:慮:
書生Y領土面i宇土与でヲを ，ー にg で;を月E昨詩k Ill' 
二都にt端初Eちすいけ 釈
.~ 総長 リめ
んにゐう'" 'f 
非ゐ 昇書
ず る.

玄
月

同
人
は
春
の
日
差
し
を
辺
境
の
庵
に
避
け
、

松
竹
の
木
陰
に
容
を
著
し
て
い
る
・
鶴
A

鳴
い
て
品
開

雲
と
ぎ
れ
、
客
の
敬
お
く
ゆ
か
し
く
、
初
め
て
月

が
昇
る
・夜
の
祥
を
お
こ
た
り
魚
林
祉
に
代
え
、

秋
の
出
向
、
慨
も
ま
た
普
の
文
入
浴
岳
の
融
制
に
路
う
・

害
状
を
受
け
て
も
栄
圏
に
は
届
か
ず
、
長
い
す
に

座
し
て
詩
を
敏
い
続
け
て
い
る
.

-7-

5三号認i主主将号2!伊isziまjzi2iEZまf
び判背匂‘雪h腎 E興偽州幼舟~2m餓辺巧
毛 F抑vも 多代たのこ秋な〈路らの境 の

竺2主品μ一.1議総23玖2号宅?R5 
〈の賓の 穣興かしたむ抑おな
モ吾lあ ~牢 字・・しい・な " ~ 春
いるを王は秋ぃ・し の
て鰻艇が'1l.の ・上い 日
時掛め治仁嵐 C， こ ・
敏けて営.物.と 瀞

を・巡し 3曜にし・ の



四
三

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

⑬
岡
皇
賞
月
和
尚

様

公

穂

高
僧
定
起
出
資
山

白
鶴
相
滋
引
六
環

不
備
東
林
明
月
色

絵
光
携
得
照
人
間

。
同
じ
く
中
島
月
初
仰
に
去
す

余~ '1普t 台~ ~~ 
光iかま島T僧:

事?争制定E
A 見え 定 型~; て

人;林:五骨t
間ん 六e 山1機

， 明 ~ 1::.を
す月~ Ù 担" I.¥. 
を の環b 守山首
f寺ぇ色Zを 言、、 事L
51luで

納 入i 光余z ~客 車~ @
.間t ・光t ・林1高言
お Ilti首かめ 耳，{ ..') 

位げま 林徳
間 ・つ ~t の
思 て の高
俗耳1い こい
界・る と伯
光

人 ・ 鈴醤
界余 会 知
分 0) 誠
人の品 ・

ムて

L包帯
ムゑほ

え号室
鈴 ζ

会常
明を
月主主
1.1き
早出
~ T 
憾と
峯台

苧懇
余 ih
光迎

室ぇ
司見て
ヲ ~

会警
世議
問を
主描
山.い

⑭
同
得
四
議安

祭
園

高
級
秋
晴
華
月
高

間
態
根
涯
的
村
醇

光
涜
鞍
水
金
波
湧

影
映
珠
峯
玉
兎
朝

山
総
蒼
々
如
過
雨

風
松
謎
々
似
生
鴻

砕
来
長
嶋
幽
荘
裏

説
傍
総
桐
窃
発
操

43
 

@
肉
じ
く
閉
山
棋
を
割問
る

t費n争£風土山1量5存光5附t万2
1ふ装;翁;時鞍j窓:激7
終L 考 E蒼2め水f相t秋?ε'! .q i者fL，に詰!fB貴u
持ーモ とすと今秋令市Zえ れ
恥配ししし ーぷ 村;筆。

ム君iLSマzjsi?2;安
造i汲3生i品 開古湧勾酌(< 祭
を亀長zr噴tる く む 問

主集1唱覇E似に主65
るす号〈一

と錫f続tう長tJlU脅臨とま葺S山I玉H車h絡tろ将i間111・@
や n~桐る た ? t，町々s ・々 :11: 吊 : 婆~ ，)<: <醸::&!:月2万Z
ぉ'琴拘吟雲風 4WZ 美 111 地仰 1~ 搬
なくの 声 ・の 木・1しし の 沼か とす
ま申lJIJ を大 .Ii: な払いい4> ・な IJ べ

2t宅守宅 i 五2』1そ?_ ?考・5
しい引さ向ヱ り 凶

ぃ・いま〈て ざ
.上て・し け
，，;/，鈴松 げ

E置鼠る ど
し を のさ .. ' 

山
の
峰
々
に
秋
晴
れ
て
満
月
が
宵
聞
く
、
静
か
な
部
屋
に
客
を
迎
え
入
れ
て
柏
崎

滋
を
酌
む
.
光
が
川
に
流
れ
て
金
波
が
湧
き
、
影
を
I

山
由
刊
に
映
し
て
満
月
が
過
ぎ

る
。
山
の
も
や
が
骨
身
と
通
り
雨
の
よ
う
に
、松
風
が
」
鳴
り
響
い
て
波
が
起
き
る
音

の
よ
う
だ
・
ず
い
ぶ
ん
酔
っ
て
、
静
か
な
白
山
荘

の
・
中
で
官
官
h
q
と
敬
う、
あ
な
ど
っ
て
琴
に
向

か
い
、
奥
ゆ
か
し
く
奏
で
る
.

郊
車
問
の
亭
舘
は
川
の
ほ
と
り
に
在
っ
て
、
山
の
縁
が
生
い
茂
っ
て
昼
な
お
暗
い
・

上
客
の
風
流
は
着
飾
る
こ
と
を
せ
ず
、
守
閣
僧
が
錫
を
つ
い
て
青
雲
を
下
っ
て
き
た
・

水
辺
の
芦
を
月
が
照
ら
し
秋
ま
さ
に
半
ば
、
技
の
花
が
時
間
い
で
夜
に
薫
る
・
座
談

も
高
じ
て
出
処
を
た
め
ら
い
、
な
ぜ
か
風
の
音
ま
で
加
わ
っ
て
賑
や
か
な
こ
と
だ
・

⑮
同
得
文
綴膝

忠

継

郊
南
亭
飴
傍
江
潰

山
翠
蒼
々
白
日
峨

上
客
風
統
裁
美
錦

高
僧
杖
錫
下
青
雲

兼
陵
月
照
秋
終
半

桂
樹
花
開
夜
自
燕

坐
久
清
談
迷
出
品
腿

何
来
天
鍛
更
紛
々
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⑮
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郁
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抱
孤
村

一
笹
通

隔
渓
雑
犬
眠
雲
中

鶴
出
来
門
外
長
松
樹

花
開
第
間
老
佳
叢

明
月
在
天
親
枕
席

青
山
迎
客
挽
総
桐

故
人
秋
興
伯
呼
酒

不
識
朝
来
奨
作
蓬

ム
w
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得
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川
に
抱
か
れ
M
M
立
し
た
村
に

一
本
の
小
道
が
通
じ
、
谷
を
織
て
た
雲
の
中
に

銭
や
犬
が
殴
っ
て
い
る
.
拍
聞
の
巣
は
門
外
の
松
の
木
に
あ
り
、
軒
先
に
は
花
聞
く
品
悼

の
古
木
を
集
め
て
い
る
・
明
月
は
夫
に
あ
リ
吋
暗
転
が
っ
て
奴
し
み
、
青
山
は
琴
を
払

っ
て
客
を
迎
え
る
・
故
郷
の
人
は
秋
を
浴
能
し
て
酒
を
求
め
、
統
に
な
っ
て
髪
が
蓬

の
葉
の
よ
う
に
乱
れ
た
こ
と
に
も
気
が
つ
か
な
い
.



四
四

。
問
じ
く
四
支
を
得
る

⑫
関
得
四
支松

世

民

山
鎗
粛
僚
接
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維
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欲
問
時
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露
冷
兼
霞
色

秋
雨
花
関
経
樹
校

橋
畔
吟
詩
人
未
睡

祭
中
飛
錫
鶴
相
随

共
吉
良
宴
須
識
酔

明
夜
陰
晴
不
可
知

山
荘
は
も
の
静
か
に
麻
の
簾
を
巻
き
上
げ
、
月
は
丸
く
な
る
の
を
欲
し
て
昇
っ

て
来
た
・
秋
風
の
冷
た
い
露
が
水
辺
の
芦
の
色
を
変
え
、
秋
雨
の
中
に
木
爆
の
校

が
花
を
聞
か
せ
て
い
る
.
織
の
た
も
と
で
人
は
眠
ら
ず
に
鈴
を
吟
じ
、
裳
の
中
で
は

錫
を
飛
ば
す
仙
人
が
鶴
を
蝉
拭
え
て
い
る
.
共
に
宴
を
歓
ぴ
、と
に
か
く
齢
っ
て

L
ま

え
と
、
明
白
、
十
五
夜
の
天
気
は
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た
こ
と
で
は
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い
と
・
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五
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薗圃
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ま
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報
山
山
榊
で
編
ん
だ
と
ば
り
.
す

だ
れ
.

釈
船
木
山
悼
の
名
・
お
ぎ
と
あ
し
-

i
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隣
同
酬
の
た
も
と
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笹
山
H
に
生
え
て
い
る
と
い

、
。

一
う
伝
畿
上
白
木
.
H綻
.

明
月
十
五
日
の
前
夜
に
、
山
荘
に
集
い
心
の
内
を
明
拘
す

林
の
中
に
散
在
す

一
芸
誌
の

-岐
制
自
分
に
与
え
ら
れ

る
烏
の
巣
を
丸
、
草
む
ら
に
鳴
く
虫
の
声
を
聞
く
.僧
が
数
珠
を
か
け
て
到
着
し
、

一
た
官
級
に
品
開
足
し
な
い
た
と
え
.
少

人
は
み
な
香
リ
高
い
木
爆
の
花
に
た
と
え
た
・
明
日
の
中
秋
を
楽
し
み
に
待
と
う
、

一
し
ば
か
り
の
出
品
位
・
控
の
燃
の
中
田

-
自仲
棋
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
怠
e

維

が

明

白

の

天

気

を

占

う

だ

ろ

う

か
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も
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と
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れ
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積
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山
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輪
将
満
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詑
玲
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世

民

江
天
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月
影
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々

一
帯
星
河
歌
且
横

吟
就
准
南
叢
径
隠

人
体
牛
渚
詑
船
情

水
遺
風
起
育
顔
色

楼
外
雲
流
玉
笛
授

別
有
高
僧
来
興
策
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香
氷
策
坐
秋
晴

。
同
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川
と
笠
に
涼
し
い
月
の
影
が
満
ち
あ
ふ
れ
、

一
砕
す
の
銀
河
も
輝
い
て
検
た
わ
っ

huv
e'h

ymwろ
ら
よ

て
い
る
・
歌
う
の
は
宮
地
南
に
埋
も
れ
た
オ
子
』の
一
節
、
牛
渚
に
舟
を
浮
か
べ
る

情
圃
ぬ
ま
人
は
伝
え
る
・
水
辺
の
風
は
水
藻
の
色
を
起
句
」
し
、
機
外
の
雲
は
笛
の
音

色
を
吹
き
流
す
.
特
に
高
僧
が
同
席
し
て
共
に
観
賞
し
、
香
を
た
き
御
座
を
敷
い

て
秋
晴
れ
の
下
に
座
っ
た
.
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者

晶
明
田
中
総
の
高
堂
に
集
っ
て
、
良
山
の
略
月
を
の
ぞ
む
・
一
一
輔
の
月
が
ま
さ
に
夜

空
を
咽
照
ら
し
、
周
囲
の
美
し
さ
を
か
も
し
出
し
た
.
滋
は
透
き
通
っ
て
玉
誌
を
浮

か
べ
た
よ
う
に
、
人
は
奥
ゆ
か
し
さ
を
吟
じ
歌
っ
た
・稚
な
宴
で
秋
を
観
賞
し
つ
く

し
、
さ
も
あ
ら
ん
、
も
う
夜
明
け
の
鶏
が
鳴
き
は
じ
め
た
・
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駄
の
夜
の
月
.
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盈
々
ホ
の
湖
ち
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い
る
さ
ま
.
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星
河
あ
ま
の
か
わ
.
加盟側.
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港
南
箪
縫
陶
干
"
曾
名
・
に
け
ト

巻
.
品
川
演
の
荷
風
の
孫
‘
准
市
王

・・4
?

・
ゐ

制
剖
安
が
学
省
た
ち
に
各
自
の
学
問

を
桧
識
さ
せ
て
編
集
し
た
も
の
.
-

学
派
に
片
寄
ら
ず
‘
当
時
の締曲恨の

忠
嗣
相
、
学
説
が
蹴
せ
て
あ
る
.

縫
飽
隠
れ
た
才
子
を
い
う
.

j
 

牛
渚
秘
俊
の
耐
に
あ
る
湖
町
名
.

明
の
詩
人
由
民
定
道
が
牛
織
に
ル
を
持

かベ叫刊
を
詠
ん
で
い
る
と
。
それ
を

附
い
て
い
た
名
家
訓
尚
に
認
め
-b
れ

た
と
い
う
故
事
.
『
後
漢
肥』
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膏
積
水
車
の
名
.
で
ん
じ
そ
う
.

か
た
ぽ
み
も
.

e
t
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玉
箇

央
し
い
笛
.

T雪
を
さ
ん

氷
観
的
れ
の
な
い
御
山
均
敷
物
.
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緩
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樹
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風
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把
挟

中
庭
白
露
稿
欄
盃

雨
飛
洞
口
隻
龍
躍

総
老
厳
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孤
鶴
田

向
暁
育
聴
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微
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残
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影
緋
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郊
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粛
の
山
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一つ
の
丘
の
隅
に
あ
リ
、
客
は
筏
に
乗
っ
た
仙
人
が
天
の

川
を
渡
っ
て
来
る
の
を
い
ぶ
か
っ
た
・
お
い
水
よ
り
秋
風
が
吹
き
降
ろ
し
品
棋
を
つ
か

み
、
中
庭
の
白
露
は
減
っ
て
盃
に
そ
そ
ぐ
.
雨
は
滝
と
な
っ
て
洞
ロ
に
飛
ん
で
双
揖
帽

の
ご
と
く
纏
り
、
卓
也
松
の
あ
る
岩
話
相
に

一
円
相
の
鶴
が
回
っ
て
い
る
.暁
に
向
か
っ
て

青
馬
は
い
な
な
き
去
ら
ん
と
し
、
か
す
か
な
裳
に
残
月
の
影
が
さ
ま
よ
っ
て
い
る
・
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はほ
問な
学れ

実脅
さを

1i 
E 21 
だ臥

我 L

S会
え単

共色

量1
月て

は闘!@
'ili縫"紋き
勺ら光4
り/v曲
っと o)
11 ~ :~ 
tfかじ
公つ世
相 9 ・
?詰枇
主宅匂
宅住

@
重
分
得

一
来
安

宗
闘

洞
口
柴
門

一
僅
通

経
校
花
溌
満
幽
叢

龍
眠
線
探
麗
琢
色

獅
机
時
生
玄
躍
風

林
静
泉
徴耳
飛
絶
澗

松
官
同
鶴
峡
落
消
空

迎
君
批
夕
歌
招
随

還
是
樵
繭
有
八
公

。
前
田ね
て
分
か
ち
て
一
束
を
得
る家

樹

送:君i松1林'H符t縫4桧2洞E
是こ をお2 併L 4手u 耳~p支』 ロ t

piziilz424オ!?;
八tタ.清t声ご愛r識も制 -2
公i招i笠i絶32Fす叢1似
??iL伊与で22忌T1安

T4 Z 飛ε !d~ ~ つ
つ 9 ぴ宇り

洞
の
入
ロ
の
紫
門
ま
で
一
本
の
小
道
が
通
じ
て
い
る
、
桂
の
枝
に
花
が
開
い
て
、

深
い
草
huら
に
満
ち
て
い
る
.
絡
が
眠
っ
て
い
る
隙
に
玉
の
色
を
さ
ぐ
る
も
、
制
問
予

が
吠
え
、
時
吋
に
神
妙
な
風
が
起
こ
る
・
林
は
静
か
だ
が
滝
の
告
が
谷
に
響
き
渡

り
、
松
は
背
骨
く
帥
輔
の
鳴
く
声
が
空
か
ら
怒
ち
て
来
る
よ
う
だ
・
意
を
迎
え
て
今
晩

勾

uve'h

は
初
叩
い
た
賢
人
ら
が
歌
う
、ま
た
こ
れ
は
准
尚
の
八
公
の
よ
う
で
も
あ
る
@
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@
重
分
得
十
灰

字

郁

州
閣
隣
山
起

松
門
傍
水
閲

支
公
選
説
法

務
嫁
輔
憐
才

鮫
月
懸
相
照

閑
袋
梯
亦
来

唯
将
風
景
好

終
夜
倶
俳
個

か
い

。
盤
ね
て
分
か
ち
十
灰
を
得
る郁

終与・量2関t綬-;j撃1 公i 松~ ~ .: 
夜lm雲;aiat遼:ぽ ?
#Flt に， 払ら かさ tt~ 料山
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倶E長 a亦企照:b -sにに
ドマ来aiL4532関2起的
F 舎 をー〈子乎

M 憐t 』

れ
む

草
庵
を
山
の
側
に
柏
崎
ζ
し
、
松
の
門
を
川
の
側
に
聞
い
た
@
ハ
ム
は
ま
た
税
法
に

仕
え
る
も
、
回
同
患
を
許
さ
れ
る
と
は
、
そ
の
オ
を
憐
れ

c・
満
月
の
光
に
照
、

26れ

て
い
る
が
、
流
れ
る
雲
は
払
っ
て
も
ま
た
や
っ
て
来
る
も
の
だ
.し
か
し
風
景
は
す
ば

ら
し
く
、
夜
も
す
が
ら
共
に
散
策
し
た
・

t
--

@
湖
口
問
穴
の

u
.

山
恥
附
叫
酬
で
つ
く
っ
た
門
・
転
じ
て

隠
品
引
の
住
ま
い
怠
ど
に
い
う
.

一
径

一
本
町
小
滋
.

出
血

tr
か
つ
ら
の
木
の
佐官.

1
:
 

翻
笹

深

〈
お
い
茂
っ
た
は
む
§
.

:
-
2
6
'
E
 

間鴨
神
崎
電
艇
の
味
.
織
色
の
飽
の
あ

ご
の
下
に
あ
る
た
ま
.
命
が
け
で
Am

め
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
鈴
鹿
な
も

の
.
{花
子
.
列
緩
怠
]

現
vm
を
拠
る
危
険
を
切
し
て
大
吉

な
利
益
を
得
る
こ
と
.

z
i
-
-

玄
の
鹿
島

車問凪
H
宅
荘
の
滋
.

噛
崎
潤
絶
す
る
谷
‘

鶴
蝶
織
の
酬
明
〈
戸
.

Fm紙
肢
を
の
が
れ
か
〈
れ
て
い
る

賢
人
を
摘
さ
呼
ぷ
.

b
ぃ

-a
港
南
地
名
.
機
水
以
南
町
地
.

M
S

‘. 
八
公

官
名
.
E
A
干
の
縮
伎
役
.

滋
前
八
公
港
南
王
劉
安
に
仕
え
た

八
人
的
名
眠
、
庄
果
・
李出問
・
筋
飛

.
岡
山
・
毛
抜

・
宮
被

・
皿

ua・
五

紘
を
い
う
.
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四
六

①
十
五
夜
脅
松
舘
集
分
得
育制閉

。
十
五
夜
明
H

総
舘
に
相
就
い
分
け
て
出H
の
組
問
を
得
る

稗
縄
民
月

西
風
薬
落
山
T
玄
亭

明
月
迎
人
偶
此
経

冷
露
有
感
飛
経
子

軽
祭
器
然
影
散
松
庭

三
秋
自
命
怒
稽
駕

一
夜
誰
浮
訪
戴
船

室
峨
務
梁
困
病
嬢

満
願
白
髪
巳
皇
々

額2 豊二-~ 三i 幸it~ 冷ご 明f. t!量t
に'。量:夜・秋ー雲:露、月事風t
皇f制 緩宮自Z初 声え士宮葉也
事Eょにぞず無e有ゐ・jefE" 
己4諸事t浮よか 〈 リ 空れら
tJ11 べらの 松iて"主.孟
4f久i:?再t季:2;4j
品J問主?る:!?すE;亭E釈
っ舵叫恥 す
をう宣 ，
Z噛 や 再E忌
瓦 い

宝
月

西
瓜
に
木
の
穫
が
隼
庵
に
菌
培
ち
、
明
月
は
人
を
迎
え

Z
Kり
絡
に
会
う
.
濁
を

持
て
と
声
が
か
か
リ
、家
の
子
は
走
リ
、
剖
聴
い
裳
は
臨
時
も
な
く
松
の
凸
尽
に
散
る
J
』

の
三
年
、
自
ず
か
ら
命
じ
て
公
務
を
退
き
た
い
と
思
い
、
一
夜
、
思
い
立
っ
て
小
舟

。α

に
後
っ

τ訪
れ
た
.な
ぜ
か
た
だ
援
に
遊
ぶ
戸
。
の
こ
と
、
ち
ぷ
み
に
私
は
不
治
の

h

柄
、
頭

r
d白
鍵
が
ぼ
う
ぽ
っ
と
満
ち
て
い
る
.
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522fそTaZき43要
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附 1さi.iij

、平司篠 2 人 . .. い量

書検 におの め 山手
ま の 東・ 子 ば Gる
~f! ~ を えとに

い ・怠

②
同
得
ムハ
魚安

宗

闘

月
掛
脊
松
冷
山
T
臆

消
光
裕
割
問
奔
琴
舎

震
波
涯
艇
歌
何
朗

艇
亮
笠
桜
興
有
餓

市
内
盟
秋
風
劇
白
雁

一
江
部
鎗
泌
紅
諜

良
伯
仲
自
古
多
幽
貨

不
治
時
懐
我
山
淑
成

。
同
じ
く
六
魚
を
得
る

書寄， IU 一二 万~ E買τ1Eft書t月?
を {江;星"禿:宏i光i品 ぜ
遣@唱u 宵

ら i和利樹容5恥松i
話古t骨風るに乞りに
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マ‘ fii争旦 P:雰i~手。 宗
il~ し 有. I~ -をや国
h‘ り竜~~ ややx フか

月
は
骨
松
の
よ
へ
か
か
リ
山
荘
は
冷
や
や
か
.月
光
を
旭
市
リ
て
君
は
U
骨
や
書

A
ゐ

ε・3
a

，・aa'

物
を
療
し
ん
で
い
る
・
叫
何
人
裳
宏
は
舟
を
浮
か
べ
て
朗
ら
か
に
歌
い
、剛開
発
は
織

に
登
っ
て
興
じ
た
・途
〈
秋
風
に
渡
リ
鳥
は
濃
い
、
川
の
露
は
紅
葉
の
滑
に
滴
る
-

aや
か
に
晴
れ
た
夜
、
普
か
ら
愛
で
る
こ
と
多
く
、鈴
が
な
け
れ
ば
私
に
は
虚
し

く
思
う
ば
か
り
だ
う
っ
.
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③
重
得
寒
字安

宗

国

月
出
般
今
海
之
滞

金
波
様
々
湧
清
消

際
磁
務
聾
脊
緑
壁

叢
経
垂
花
紫
満
欄

江
樹
含
畑
多
夜
色

山
雲
映
水
動
秋
寒

涼
風
吹
満
光
州
雪

雄
向
西
宮
歌
索
紘

.，A
 

O
虫
ね
て
曲
部
の
字
を
得
る

t量21草1山i江;.t ii事:金lJH 
ζ 風; 雲: 樹二 桧!~ 払証主u 綬!
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司J:~ 雪?秋ゐ 多 g ~i 登E S 語句
たのZU 〈九湧こ相 ~è i満ゐ 〈
'(-. L .つ山

渦
月
が
海
辺
に
昇
リ
、
金
波
が
繕
ら
い
で
早
瀬
に
湧
き
あ
が
る
よ
う
・
山
涯
の

塀
は
ツ
タ
に
嫌
わ
れ
、箪
む
ら
の
桧
の
花
が
繁
色
に
偏
重
れ
で
網
干
を
満
た
し
て
い

る
.
川
岸
の
木
々
は
畑
を
含
ん
で
た
そ
が
れ
、
山
の
客
を
験
す
水
は
晶
闘
い
T
秋
の

宜小さ
・
冷
た
い
風
が
吹
き
、
光
が
満
ち
て
雪
の
よ
う
だ
・柑
帽
か
西
宮
に
向
か
っ
て
依

.‘令

ぱ

警

が

ん

泉
械
の
「
衆
紙
」
を
歌
っ
て
い
る
.

た反 賓t乙 琴f<2l
.対宏iと司Il:伊f
しと 11.
自明銃琴
由 I~ i!と軍
平の す舎ま
明Sきる物品
な人こ .rr
主.と呼.，
体古・ を n
を文 事事屯

主邸 必l.t
強振 す虚
しに る・

胸
亮
慢
の
人
.
か
つ
て
武
U
を
餓

定
し
た
と
曹
.
総
叫
悶
は
枝
被
に
耐
用
じ

て
地
問
岨
闘
に
怠
る
.
犯
は
忽
ち
M
U
っ
て

暑
干
の
骨刊
を
俗
り
て
峨
と
鍛
称
し
た

と
い
う
.
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七

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

④ 

文

安

宗

国

月
下
磁
器
守
坐
緑
笠

間
庭
桂
子
様
衣
裳

天
風
吹
務
衡
門
側

首
丈
肖
松
館
一収
長

。
又

たて

-24 
町、

あ緑
風の
が笠
門事E
VJ ・-
側座

正ぞ
γ、琴
き
T を

4事
し』、

i ~ 
ぶZ
~~ 
の家
ょ の

83 
が衣
長 sfl
〈を
鳴打
いつ

τ‘言窃衣う舘~lIt⑤
望円2・裳4歪子‘a!oi
呂志 .π語、静 .i
-巨木 去っ か“

省 らな ZZ
との tf!';

組下~ -. :::! 
米沼・1;
な.人 '・

r~ 衣の
ー置l 下
転・世
じtIぃ

⑤
同
賦
得
中
秋
旅
懐

古

貞

消
符
明
月
雌
城
池

・局総
翻
飛
俊
樹
絞

机
踊
歌
愁
翁
銭
冷

倣
淡
噛
都
銀
奨
毛
知

天
出
孤
照
征
人
夢

聞
製
空
懐
少
婦
悲

極
望
江
山
秋

一
色

数
行
鴻
雁
抱
簾
時

百予 天:間:s!i 
丈i耐配下-
m 写吹みの
~~ さ 桂じ若手4
Z?塁・予・長。
鶴 . ~ 衣いど

・ 措7耳 雪~ \ に リ
-k~門t 吾線L~
らの伽 jト笈;~氏、側駐 -J 1. 
可良e t - 返ざ市
〈 し閤

。
閑
「
中
秋
旅
の
俵
い
」
を
得
て
賦
す

幸生1極~ M~~ 天1量生E飢Z鳥，j膏tgi学裏..!I!:-約書Z鶴E雪f
2jき?ぞE守232祇;銅!高t
-<照?襲!'t& ~ り月二

葉;Ejaiziz-gj詰i械i
の秋ゐの会1桑1をぬ の池ー
時tt 懇~ qJ毛tを枝Aを
色:}券2与問為事i‘1- ~O l. ¥.¥・
主“石.申、 it
隔 も

ヲ

滑
ら
か
な
夜
の
明
月
に
滅
の
池
も
う
る

わ
し
く
、
カ
サ
サ
ギ
が
ひ
る
が
え
っ

τ桂
の

木
の
校
に
飛
ん
で
い
る
・
品
帆
且
輔
の
歎
は
お
露

の
冷
た
さ
を
悠
い
、
破
れ
た
冬
場
に
祭
さ
が

鰻
う
の
を
後
毛
に
感
じ
る
.
空
の
果
て
に
ぽ

つ
ん
と
照
ら
さ
れ
た
兵
士
の
夢
、寝
室
に
空

し
く
若
妻
の
越
し
さ
を
思
う
・
途
〈
望
め

ば
川
も
山
も
秋

一
色
、
幾
隊
か
の
渡
リ
am

の
併
が
、
簾
を
巻
き
上
げ
た
室
に
飛
ん
で

行
く
.

絶i~i い 数1歩. 圃;:高WII 盤r ら 脅え杭紘rat⑤
置~ø: < 行主婦?贋・人E ・ 咽4ればた踊扇%.，頑2

つ 包縫健 制'るれ女!!¥1(1か 宵t
だ=かな"l1a'P ゃ踊ての純曹lら古
れりの b いのに ぷ華も傭 ;の 手

芸局勾舎湾内 qf禁-PS225
〈 考 人ろ身風告情eか今

も にと いの.-'r ' ... 
雌 ・たとう治 Z伎
な 般とも・中島

れえにxtで 三
の た品質的強

冬・で1111絶

径
の
木
に
花
が
聞
い
て
夜
の
景
色
は
逮
の
く
、た
ち
ま
ち
明
月
が
晴
れ
た
空
の

よ
へ
見
え
た
・
山
寺
の
愛
字
が
雲
を
断
っ
て
鎗
の
告
が
岨
鳴
り
響
き
、
多
く
の
遥
か

ら
風
が
か
す
か
に
集
ま
リ
炉
の
火
を
揺
る
が
す
.黒
俊
を
鴛
か
す
秋
は
、
な
お

『剣
車
問
抽
岡
崎
冊
』に
よ
れ
ば
、
玉
の
よ
う
に
高
潔
の
人
が
晩
に
笛
を
吹
く
兆
し
だ
と
い

う
・
さ
ホ
P
与
れ
怯
心
配
ご
と
で
眠
れ
ず
、
台
分
の
幼
織
を
嘆
き
、
少
し
で
も
朝
廷

に
酬
い
た
い
と
願
う
・

客
を
迎
え
る
用
意
を
し
て
、
水
ょ
に
月
を
迎
、足、

心
を
開
い
て
大
杯
を
と
る
.

鳥
が
鳴
け
ば
も
う
夜
明
け
か
と
疑
い
、
虫
の
声
に
秋
の
怒
し
さ
を
知
る
.
雲
は
竹

林
に
途
ら
れ
て
散
リ
、
骨
碍
に
草
む
ら
の
桂
の
枝
が
香
っ
て
い
る
4
庚
様
に
晩
を
望

む
』
の
情
を
浅
か
ら
ず
患
い
、
ま
さ
に
同
じ
心
堤
に
出
会
っ
た
.

@
又
賦
中
秋
寓
直

吉

貞

佳
樹
花
開
夜
色
遥

忽
看
明
月
上
附
仰
向

千
門
型
断
鎖
獲
滋

九
陥
風
微
焔
製
織

玄
紫
鱒
秋
猫
術
剣

玉
人
乗
暁
鐘
吹
簸

百
誕
不
信
総
嵯
勲
業

願
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融
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瀦
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鐙
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ど
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.
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憶
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鶴
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も
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と
.
ま
た
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般
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こ
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.
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度
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は
人
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前
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は
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司
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な
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.
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台
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、
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物
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た
・

美
し
い
琴
の
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が
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ら
落
ち
る
風
を
さ
え
ぜ
リ
、
'
白
鶴
の
戸
は
高
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山

に
月
が
昇
る
・
犯
を
怒
と
す
半
窪
に
天
の
川
が
、
心
を
夫
、
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す
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し
い
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片
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さ
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知
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え
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銀
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風
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た
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収
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な
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っ
て
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献
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来
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.
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か
に
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岬
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を
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て
来
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、
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ら
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せ
し
め
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た
・
瓜
が
池
の
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に
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て
魚
は
も
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か
く
れ
、
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は

天
辺
に
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っ
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の
犯
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つ
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た
明
朝
、
出
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が
去
っ
た
後
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お
そ
れ
、

時
の
浪
れ
る
ま
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に
年
老
い
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
.
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仲
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お
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瞳
に
満
ち

J"
い令
ゐ‘
A
J
、

‘
F
a
v
e
-

‘

悼
惜
柑
尋
美
し
〈
且
測
し

・んしいん
e
‘
・
a

，a，a'a.，

琴
線
何
ぞ
湖
亮
と
し
て

げ
。

.

2

4

4
い

a
"的

月
下
の
品
田
未
だ
関
ら
ず

・・い
治
、
ぜ
い
じ
・
・
・

西
風
由
庭
崩
割
に
吹
き

L
'

・3
い
唱
勺

av

枝
葉
植
惜
祈
を
尽
く
す

3
い

w・7
C
拘

⑤

会

‘

--v

ゑ
月
欽
に
代
総
L

L
んぜい

L
・2

4

いペラ

人
生

頻
り
に
祭
剥
す

9
6

8

・.，

a'

噌・
8
を

常
に
師
朝
露
の
身
を
怒
れ

色
。，
、.‘

‘eq'
r
'

av

宿
舎
叫
中
道
を
綬
む

よ

』

-
a令

E
s
aよ

予
楽
室
L
き
曲
吋
に
及
び

aF

ゐ

e
z
M
g
e
'

乞

線
成
し
て
串
R
b
d
節
を
執
る

a
s

l‘

、
.
ぜ
い
夙
‘

将
に
子
は
平
生
を
重
ん
じ

-
ah
t
・-，
M
町
い

ve'

・r・

千
秋
裳
絶
す
る
晶
君
し

-

一

久
御
米
械
の
外
門
や
削
除
の
見
え
る

P
勾
引
吋
1

=
一
川
際
に
立
地
し
て
い
る
.
A印国米噛冊

{
正干
L
寸

t
一
の
学
問
所
修
道
館
の
前
身
.
後
の
明

唾
叫
1
M
H引

d

一
甲
車
掌
付
近
か
?
.

A
M
U
-
4

一
錦
織
"
の
別
名
.
ま
え
.
M
に
い

一る
と
い
う
美
人
の
名
.

... 
置E
Hひ
の宮

吹
る

Ah""' 

盈
欠
み
ち
か
り
.

-v' 
温
風

会
う
.
め
ぐ
り
会
う
.

e

‘MV 
暗
唱
純
献
を
う
た
う
.
峨
も
.
う

た
う
2
.

E
=
 

指
般

書
物
を
開
〈
.
緩
む
.

佐
町
制
憾
の
阜
で
作
っ
た
幅
削
綿
-

f
:
 

割

亮

捕
ら
か
な
さ
ま
.
朗
ら
か

な
さ
ま
.
音
声
に
い
う
.

・“・
9

継
続

〈
じ
宮
お
る
.

t
b
-

代
餅
次
々
と
入
れ
か
わ
り
移
り
か

わ
る
こ
と
.

凶
円
U
併
a司
令

感
岨
m

そ
む
き
わ
か
れ
る
.

、・2
・

観
認

あ
さ
っ
申
.
は
か
な
い
も
の

の
た
と
え
.

&-
e
-
宿
志
前
々
か
・
り
の
恋
.

a
-
e
 

予
議
よ
ろ
こ
び
た
の
し
む
.
 

.
 
‘e
 
mmな
や
み
〈
る
し
む
.

‘“，
h
 

平
生
ふ
だ
ん
.
平
常
.

M
W
L
P

，，
 

-
E
絶

は
ゐ
か
に
か
け
へ
だ
っ

τい

る
さ
ま
.
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昨
夜
月
は
満
ち
、
今
宵
月
は
欠
け
る
・
満
ち
欠
け
の
叫
吋
は
あ
れ
ど
も
‘
清
い
光
は
滅
す
る
こ
と
が
な
い
・
い
わ
ん
や
ζ

の
良
宴
に
会
し
、
組
師
免
岬
皐
に
出
会
っ
た
.
個
揖
を
よ
げ
虚
し

τ鈴
歓
を
吟
じ、
審
物
を
聞
い
て
互
い
に
鎗
鋭
し
た
.強
か

な
肴
が
大
凪
に
盛
ら
れ
、
描
吋
泊
は
美
し
く
清
い
.
奪
の
告
も
帽
明
ら
か
に
、
月
の
下
に
歯
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
.
西
風
が

庭
木
に
吹
い
て
、枝
葉
を
く
じ
を
祈
り
尽
く
し
た
・
品
凧
月
は
に
わ
か
に
移
り
変
わ
り
、
人
生
に
も
別
鰍
が
あ
る
・常
に

は
か
な
い
身
を
慾
れ
、
怠
に
反
し
て
中
立
を
廃
す
.
出
慨
し
み
の
最
中
に
.
恨
ん
で
脅
を
鍋
墜
し
た
.ま
さ
に
子
は
平
常

心
を
重
ん
じ
、
い
つ
で
も
品
開
時
惜
し
な
い
も
の
だ
.

天保時代



五
〇

②
岡
得
雲
字
稗

費

月

中
秋
過
三
五

消
賞
亦
今
辰

柳
謀
文
雅
士

璃
言
遊
河
端
似

合
絃
歌
務
先

並
翼
欣
来
賓

軽
雲
欽
闘
樹

撃
月
麗
城
闘

脳
陣
嫡
擬
銘
竹

縦
披
散
風
雲

金
波
沿
索
景

紫
虚
洗
繊
鹿

螺
蝉
悠
近
淋

悲
鳴
繕
所
親

感
物
傷
奇
心

作
詩
同
局
者
陳

厳
合
無
常
数

身
世
有
腿
仲

別
後
逸
消
光

欄
思
若
比
隣
一

a

，A
 

O
同
じ
く
雲
の
字
を
得
る

釈

宝
月

ら
ゅ
う

L

・2
ゐ
ご

?

中
秋
三
五
を
過
ぎ

曾
い

L
--A，
a-
司ょん
も
ゐ

滑

賞

亦

今

辰

ぃ
‘ミ
‘

uか
a
9

2

ん

が

、

酬
明
か
銭
る
文
雅
の
士

d

"
ゐ
旬
。
ふ
ん

め島
、

鷲
宮
河
演
に
遊
ぶ

W
ゐ

ゐ

，

ょ.，
h
t

絃
に
合
わ
せ
歌
は
押
間
流

守

M

E

G
る

ら

い
h
v
A量
亥

Z

認
を
並
べ
来
賓
欣
ぷ

げ
い
う
ん

-a
At
e

の
ぞ

封
鞄
雲
創
出
慨
を
欽
み

砂

川
・
れ
い
じ

a、

い
ん

奪
月
田
崎
械
の
問
問

-
S地
叫

ん

ラ

凶

q

p
o"

α五
是也ヲ

胤
坪
措
明
露
は
竹
を
幅
制
え

h
v
bd電

e
aw
ゐ

叫
融
抽
棋
風
は
雲
を
散
ら
す

3
2ゐ
凶

を

げ
い

老

金
波
索
景
に
沿
い

L

，
ゐ

a
z
A
U
A

ゐ
ら

紫
虚
構
楓
醐
瞳
を
洗
う

•. 

、.-V
9
え
L
a
a
v
s
c

総
鋒
近
床
に
寒
L

ag

e

b

ゆ

ミ
い
L
応
答
、
。

悲
し
く
鳴
き
怒
続
う
所

・"
の
か
ん

b
MPG
・9しい
た

物
に
怠
じ
五
百
心
傷
め

t

aJ
，
、
s
e仰
の

袖
吋
を
作
る
は
君
に
間
際
ぷ
る
弁
ヤ
め

ゆ

e
-
vτ6・7ザ
-

e

総

合

常

数

無

く

L
J
句・
・〈勺、‘

ゐ

身

世

屈

伸

有

リ

ペ
含

z

asし
い

ζ
ラ

ゐ

別
組
慣
清
光
に
逢
う

a
nい
釘
も

O
dリ
ゐ

相
思
う
こ
と
比
隣
の
ご
と
し

中
秋
十
五
夜
を
過
ぎ
、
観
月
は
今
夜
も
.
文
雅
の
士
が
も
く
ろ
み
、
伝
言
し
て

河
岸
に
遊
ぶ
.
弦
に
合
わ
せ
奥
ゆ
か
し
く
歌
え
ば
、
居
並
ぶ
客
が
喜
ぶ
.
軽
い
裳
が

園
舎
に
か
か
り
、
奪
月
は
醐
胤
岨
唱
の
外
門
に
か
か
る
・
あ
で
や
か
な
こ
と
露
は
竹
に
し

た
た
り
、
ち
り
じ
り
に
風
は
雲
を
散
ら
す
.
金
波
は
月
影
に
沿
い
、
大
空
は
絢
か
い

雌
躍
を
洗
う
.
虫
が
寒
い
床
の
近
〈
に
、
悲
し
く
鳴
い
て
怨
い
世
帯
う
と
こ
う
.
品
刊
に
応
じ

て
わ
が
心
を
傷
め
、
品
開
を
作
る
の
は
君
の
た
め
だ
・
脂
離
れ
会
え
る
も
定
ま
リ
な
く
、

渡
世
も
好
余
曲
折
あ
り
.
別
れ
た
後
に
清
光
に
逢
い
、
互
い
に
思
う
ζ
ど
隣
人
の

d
」
V

、l』
H~.

-
d
a
‘ご

②
-
-
一五

十
五
夜
.

-rt 

清
貧
よ
み
し
ぼ
め
る
.

-i
 

今
度

今

m.守
目
的
側

8
.

対
和
み
や
び
や
か
・
文
眼
に
す
ぐ

れ
て
鳳
前
な
こ
と
.

g
JH
‘
 

鷺
宮

伝
言
.

--?
A
 

河
清

河
同
w.

a令‘=
窃
爽
拠
涼
く
追
い
さ
ま
.

1
=
 

甥
樹
磁
繊
の
あ
ず
ま
れ
刷
.

2
i
 

園田線

吊到
し
い
城
.

い
ん間
外
械
の
門
.

駅
航
品
で
や
か
で
突
し
い
さ
ま
・

-
旬

。
吻

組
織
披
蛾
H
ち
り
じ
り
に
な
る
.

ehz 

無
策
白
い
か
げ
.
H
の
光
e

L
-a 

按
虚
夫
を
い
う
.
大
空
白.

"'も
0

・‘
帥禍由
園
細
か
い
ち
り
.

想
録

ニ
ヨ
ろ
ぎ
.
き
り
ぎ
り
す
.

6
tI
 

常
続

一
口
止
め
敏
.

‘‘."
 

身
也

自
分
の
身
と
脚
同
時
中
.

e

，h-
屈
伸

ま
げ
の
ば
し
.

a

同‘，ご
別
後

別
れ
た
後
.

b
釈
と
な
り
近
所・

近

m-

③
同
得
十

一
尤
安

宗
闘

月
上
薬
臨
露
気
涜

江
城
夜
色
映
繭
楼

蹟
寒
風
冷
綿
蛾
熔

碧
落
雲
澄
鴻
雁
愁

詩
賦
高
吟
青
玉
案

琴
縛
柳
撹
紫
劉
裟

更
閲
忽
聡
消
砧
響

脇
断
千
山
落
葉
秋

れ
令

。
同
じ
く
十

一
ゅん
を
得
る

筋;史i琴i詩l ~; 広 i 江i 月 ?
をーに， t尊与を 落 : 実t 城~ J喜

酢関i瑚P:TL雲i~; ~ゃ 21
4ぜ 白 た澄t . 色 ~ Q，) 
i忽i主2?:鴻i議;南;エ:
霊tι;;字ん努f冷E訴ま:
委i〈 ma叫がや 峡u流3安
佐清tみ玉? ‘存える
a硲24の ム五

2υ 針案2 害
電，."
き

図

き清ま詔1琴1肯ま鴻i認=鰍:い広i江i③
.砧t醜 t柵Z玉f続t落7餓・う寒Z騒t蟻?
響。町揮 g波あ月産広i水 怒ル
Z34と りおのの怒:辺水
a 般縛 烏ぞ sII名3tの草
~ ..  . t;名!'::' ~紘

一紡帝 ・・ 11

い審議 m a笥2
砧問主 宅 中と
を τ に
打 ああ
つ るし
響 と.

川
岸
に
も
や
流
れ
、
城
郭
は
タ
附
に
沈
む
・
風
が
吹
い
て
月
は
冷
や
や
か
に
、

空
は
澄
ん
で
旅
の
怒
い
・
訴
を
作
っ
て
歌
い
、
琴
に
酒
を
あ
お
っ
て
衣
服
を
乱
す
・

宴
た
け
な
わ
件
坊
の
告
が
刷
脅
さ
、
簿
業
の
秋
に
断
腸
の
思
い
だ
・

-22-

④
岡
得
深
字宇

都

天
商
冷
露
滴
空
林

日
落
孤
雲
落
碧
窓
，

明
月
倶
懸
湖
海
夢

青
山
米
結
薦
議
心

家
々
砧
杵
秋
風
動

慮
々
楼
韮
夜
色
深

取
酔
何
静
岡
枕
態

不
知
明
旦
各
商
参

.、，‘

。
同
じ
〈
時
悼
の
・》
を
え
る

知ι取二処主家I脅t明t目。天1
ら 百平ご 々 ~ k 二 山1 月 ~ j事狗高2
.iJ のの 乞ち 〈
も何~ ~.曇 ~ .，!;Z未2倶む孤ょ冷れ
明;毒む豪t衿:ふみ委:露:
旦2 さ夜，. 秋~ (!海t王92空;凸
各・ん色k風土ずに本土林1干

::ijTi宇331;:aasi郎
ずを 心 i母子ミ ー

を

天
高
〈
冷
た
い
露
が
空
林
に
滴
リ
、
日
が
落
ち
て

=dり雲
が
青
い
挙

に
か
か
る
.
明
月
と
も
に
湖
海
に
か
か
る
夢
、
骨
山
は
ま
だ
山
荘
の
必
を

結
ば
な
い
.
家
者
の
砧
の
膏
が
秋
風
を
働
か
し
、
処
々
の
桜
台
に
夜
の
景

色
は
深
ま
る
.
幹
い
を
さ
ま
し
て
山
径
を
去
る
、
齢
い
が
覚
め
、
何
で
同
じ

寝
室
を
稗
す
の
だ
、
知
ら
ず
や
夜
が
明
け
れ
ば
市
が
は
じ
ま
る
.
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中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

⑤
同
得
飛
宇藤
忠

継

秋
城
何
慮
不
明
輝

玉
総
風
翻
烏
総
飛

僧
自
粛
爪
林
曜
錫
来

客
従
剣
幽
歪
舷
一
際

引
情
誰
放
筒
鳥
去

除
法
初
知
様
象
非

時
僑
欄
干
回
首
望

孤
輪
西
鱒
暁
熔
微

。

@
阿
じ
く
飛
の
字
を
得
る

主主ょ時i法す伶:客?僧t玉f秋t
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lzs齢る鳥:屍;La銭hF厳
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込1
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Z 252ぉ Zて535
含 q す三川 ・ 吋 ぎ が

る 1T"; ・ ゃ
~ -.j ふ身伝 の 〈____， り のじ 僧

秋
の
械
は
相
円
所
も
明
る
く
稼
き
、
美
し
い
木
が
夙
に
ひ
る
が
え
リ
カ
サ
サ
ギ
が

飛
ん
で
い
る
・
胤
怖
が
東
林
よ
り
錫
杖
を
留
め
来
た
り
、
客
は
角
を
曲
っ
て
門
を
た

た
く
.情
を
引
く
、
後
が
径
の
鳥
を
放
ち
去
ら
ん
や
.法
を
悟
り
、
初
め
て
形
に
こ
だ

わ
る
非
を
知
る
・
時
吋
に
網
干
に
も
た
れ
綴
リ
返
っ
て
笠
め
ば
、月
輸
は
西
に
、転
ず

れ
ば
時
現
の
淘
リ
か
す
か
な
リ
.

@
同
得
吟
字
油

開

慾

露
荷
風
竹
漉
庭
陰

月
上
江
城
瀬組
織
深

出
足
音
蘇
公
欣
赤
壁

兼
憐
窓
遠
白
東
林

玄
談
人
仰
脊
松
監

涜
水
聾
消
緑
締
琴

坐
久
腹
心
総
鋪
却

臨
風
酎
聴
潜
蜜
吟

s
，‘
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問
じ
く
隣
町
の
晶
子
を
得
る
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~名 ~気
・ 4同 1:

露
は
風
に
透
ば
れ
竹
は
庭
に
陰
を
そ
そ
ざ
、
月
は
水
械
の
よ
に
秋
の
気
配
は

深
い
・な
ぜ
か
、
た
だ
蘇
来
繊
の
赤
蟹
賦
ば
か
り
を
敬
う
の
か
、
兼
ね
て
象
林
よ
り

途
い
怠
み
を
憐
れ
む
。老
経
を
談
じ
、
人
は
菅
松
の
蝿
躍
を
仰
ぎ
、
流
水
の
告
に
清

位
悼
の
美
し
き
琴
・
久
し
く
座
せ
ば
総
て
の
俗
心
は
消
え
去
リ
、
風
に
臨
む
こ
と
た

け
な
わ
慈
雲
に
吟

γ
る
を
臨
時
〈
.

⑦
問
符
留
字
予
時
帰
自
北
筑

ゆ
φ
う

。
問
じ
く
則
回
の
字
を
得
る
、
予
は
帥
吋
に
北
筑
よ
り
帰
る
・

闘

含

章

鴎

合

事

踊

麟

恩

家

罷

浪

遊

興

阪

駅
を
町
引
い
u
m
献
に
郁
る

経

花

無

慈

小

川

秋

山b
AV

U
副
都
し
い戸
川
の
川
町

娠
衣
江
上
乗
孤
月

.科
を
恥
り

.出

4
に
ι
忠
利
じ

i
E
1
2
8
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務

柳

門

前

紫

一

舟

祭

柳

門
前
に

一
舟
繋
ぐ

狂

客

歌

国

青

眼

稜

科

、針

耐
え
ば
臨
み
に
お
帆
を
仰
心す

神

僧

錫

共

白

雲

留

制
川
町
錫
引
に
民
杭
を
臨
む

松

問

箕

坐

吹

繍

夜

料

配
に
和
卸
し
て
績
を
や
く
山
町

:
.
e
E
2が

2
品
'
e
'

仙

鶴

綴

人

過

碧

涜

仙
一
鶴
人
を
窺
一い
碧
流
に
過
ぐ
る

Jli仙Z篇主箕e 括協日浪1~
流fatJ坐swf遊1鼠;
す製完号令f路i
会 11 し ら hふり
h，tq&宝たら主
だ うぞ句 主る
川 の.. ... 1.証阜
の ふ ぴ語
~毛ざ〈
“ 時 .

す

わ
ら
じ
を
は
い
て
浪
曲
砲
に
出
か
け
家
を
思
う
、桂
の
花
も
つ
つ
が
な
い
小
川
の

秋
だ
・
川
の
上
で
衣
を
振
る
一
人
の
僧
が
、柳
の
門
前
に
舟
を
繁
ぐ
・
狂
っ
た
客
が

歌
う
と
、
ち
な
み
に
脅
眼
を
発
し
、
日
神
僧
は
錫
と
と
も
に
白
雲
を
留
め
る
・松
林
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
笛
を
吹
く
夜
、和
尚
は
人
を
う
か
.
か
い
拍
車
流
を
過
ぎ
て
行
っ
た
.
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③
同
諸
君
見
訪
蹴
此
車
中
謝
得
霜

。
同
じ
く
絡
君
の
見
紡

此
の
車
中
謝
に
給
を
ね
て
賦
す

松

世

民

抱
琴
乗
燭
上
虚
堂

消
賞
還
宜
秋
夜
長

総
肱
跡
捜
悲
千
樹
暮

蛤
総
影
白
隠
林
霜

江
寒
杜
若
山
噂
分
侃

天
冷
笑
蓉
欲
結
裳

詩
猶
漸
知
盛
俗
隔

風
涜
不
問
古
柴
桑

風t詩も天i江i鎗t総与f脅t若手2
aさ港二冷Z寒E今E鋒き1町5を
' くくのの . ~~ 
E漸h.孟5声i還，き
古1<.笑み栓 ・台I悲Z秋t燭}
: ~L < し の v

粍俗?lま勺万E千1夜ょ孟
??、斜骨替1轡益軒守
EETZT3a詰t弘子gj絵
す， '"をる に 1!t?欲5が 上ゐ民
》すぎf リ

持桑柴AなIiUtJIf筒ι鎗5笑み分t品目ひ
の門祭Sお ill;俗f酒:z~G~~:: ・中き
鱒( も . -， にが
会史段むみ t首狩 も 蓮お 住 えひこ
同要望と宮や L を す の ぴ んるきお
留と桑 ・びqrそ 売を で とがろ
舟 V) や ν を わ い ・え ぎ
住』策か 潤 む 業か るう る ・

会主門 守 涙zaつ とさ ・宮
、 ~ ~ む ・H臣、 の :!IJ り
・1隠と ・暫し伝 ‘の ぎ れ
地!! :.. 可め 般と ~n， ;t 

昂 る にも名 て る
・と I持 ・ ょ に

琴
を
抱
い
て
燭
を
と
り
人
気
の
無
い
御
堂
に
上
が
る
、
観
月
ま
た
秋
の
夜
長
も
よ
い
も
の
だ
・
虫
の
古戸
が
迭
し
い
千

樹
の
暮
れ
、
月
の
影
白
く
万
林
の
籍
。
川
は
寒
〈
森
は
帯
を
分
か
つ
に
耐
え
、
天
は
冷
た
く
芙
蓉
は
裳
を
絵
ば
ん
と

欲
し
て
い
る
.
品
開
と
酒
と
、
し
ば
ら
く
俗
世
間
と
隔
た
る
を
知
リ
、
風
流
と
は
古
き
身
分
を
問
わ
な
い
こ
と
だ
.



五
二

⑨
岡
周
徳
卿
綴

松

世

民

飛
楼
百
尺
倣
秋
陰

健
手
消
宵
意
気
深

天
冷
流
星
低
半
樹

夜
寒
楼
烏
喋
空
林

臨
嵐
欲
下
松
問
機

迎
月
閑
揮
壁
土
器
守

莫
怪
衡
門
常
謝
客

明
時
好
是
老
清
吟

乞，
、""
“引

。
同
じ
く
徳
卿
の
綴
を
周
う

明~ i基t月2風Z夜t夫5手て 4豊1
E寺u し を に 朱2冷tを φ
かむ迎c限 < < 船員ど

ι528;子宮;2i;:
堂。衡tF を窓〈 イt\-~科討 状
老令 f;!:~ 主主5林3し 宵EI 
を ゐ!!.t.ず にゐ樹e '尺t1!f:

3:t? 会j 2i ヂ~;ま:り 民
芝客?琴Eの之 ぱ料配
干をを 械:; I 
書世2探tfこ ー自主主
しう く

殺
を
飛
ぶ
こ
と
百
尺
、
秋
の
時
隔
は
長
〈
、
手
を
握
る
こ
と
今
宵
の
意
気
は
深
い
・

笠
は
冷
た
く
流
星
は
低
〈
木
の
半
ば
に
、
夜
は
寒
く
住
む
鳥
は
安
と
林
に
さ
わ

が
し
い
.
嵐
を
求
め
て
松
林
の
長
い
す
に
下
り
、月
を
迎
え
る
ひ
ま
鐙
ょ
に
琴
を
ふ

る
う
.
怪
し
む
」と
は
な
い、
隠
者
の
住
ま
い
は
常
に
{雪
官
許
し
、太
平
の
世
に
、
よ

」

』れ
は
老
子
を
吟
じ
よ
う
.

清ま 老2 の 明t 衡i 縄f 窓1 慣E 却It~ 百 E と~
時E 老常時じm 長 綜~ .l 需i i 二 重量t
m干 犯い 尺〈萎卿"
? よ放す海佐々非老
晩、 〈 b ・ とみ"暗.u均

五 室内型特宮怒 E要紙
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モ つ隠存奈 -C 近 r~1
時 た者・~ . ~ 
サ 時の + 家 来

る I~ 態Ilj!g

E 事円 ? -一、

⑩
同
席
上
探
題
得
新
嫁
娘

。
同
じ
く
席
上
に
題
を
燃
し

『新
線
娘
」
を
得
る

縁
由
民
月

酒
食
薦
問
努

会
淋
擁
阿
始

峻
漸
執
巾
櫛

含
笑
待
吾
失

通
ど
食
べ
物
を
努
に
す

す
め
る
と
、
"
は
寝
床
に
姶

を
抱
こ
う
と
し
た
・
始
は
た

だ
恥
じ
て
稀
を
と
り
、
笑
み

を
含
ん
で
、
わ
が
夫
に
は
べ

っ
た
.

釈

宝

月

白、
他

ι
-4
a
tゅ
‘，

?
-
v

酒
食
を
阿
努
に
薦
む
る
に

‘瓦
、
f
a
-
-
h
v
g

会

林
に
阿
姑
を
擁
く

合

唱

U

S

A

&
a

y

g

品唱
樹
剛
じ
巾
櫛
を
執
り

え
-
h

・i
ゅ，‘

b

s

u
ぺ

笑
を
含
み
吾
夫
に
侍
る

持⑪
11、J転手三・『
結だを自 衛t
を銚徒に 銀t
しのい廊 銭ε
τ食鑓E下 』

嘗性溺1に 中
めを を 入 惜
し路i作り の
むんゐ 持
ぜ人
tt 3l 
t't III 
4まの

f号。〈巾E鍔易会i苦肉E酒与
はと惨姶ε前 ピ興ま食:
?をみ締縫 4し 酒
1 とす 会問 ゆと

う食3Hsさ とベ
長倍程 ム物
L 門主 問

If手;三人
えぬ:， が
るぐ.... 史
:章い の
.と.se:

⑪
問
符
夜
皮
娘

宇

都

玉
轡
遺
碧
州

錦
袖
挽
深
荊

只
恨
新
晴
月

分
明
賄
露
行

よ
る
C
ず
の
』
"
と

。
悶
じ
く

『夜
般
を
皮
る
』
を
得
る

分t只2桝玉;
明t~ i~ Z 制 駅
にむ ヲ
霧ろは ~.\. 碧?
行i 新k 高~ t~ 州』 f 字
を E責tをに
p.!i.τ の払2遣の
争月Zうじ 郁

たた
・だ美
4良し
め い
しか
勺ん
{/)代-

!~ t 
E青を
れ草
生む
九、

の定
月識

あし
きて;
句是

弱々
L の
露袷

そ?を
怯i1S

行 1い

をさ
照取
らら
L fi. 
5ぇ
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⑫
同
得
子
市
依
歌

藤

忠

継

芳
樹
花
如
緩

孤
鰐
夜
似
年

此
心
君
不
識

願
寄
月
明
侍

a
a
v
 

o悶
じ
く

「
子
夜
の
歌
』
を
得
る

綴2比ょ孤:?手1
いの，~首: 樹5
4ま心二

21霊i夜i花E
iす時窓p藍
官£りにの可
せず似￡ 如~ !;U
て，や t; < 継
i~会 り
7 
を

の
*"-..: 3!'; 

をほ
窓 し
はい
知花
2が
ふあ
るり
かれ

袴2
伝2
月へ
の天
明下
合太
戸 平

三笠
キ2
4云 Iま

i? 
ξ6 
れ
る

⑬
同
得
昭
君
怨

安

祭

圏

一
自
僻
金
閥

風
砂
撲
玉
鞍

可
憐
降
帳
夢

夜
入
塞
雲
寒

ひ
と
た
び
自
ら
宮
殿
を
去

れ
ば
、風
砂
が
人
馬
を
襲
っ
た

.
可
憐
な
る
寝
室
の
帽
す
が
、
夜

に
な
っ
て
裳
の
束
、
さ
を
塞
い
で

く
れ
た
.

も
よ
ラ

〈

ん

争

.，

。
悶
じ
く

『
脇
裁
の
怨
み
』
を
得
る

夜i 可か 風'~ -~ 
に も書2砂aた
λ戸、 1j--_， (f 
リる玉tt3 S 
霊LE毛E絞土か.
~ > f射をら
宅~è の ' 撲今 会? 市

主夢2つ飼ミ且
~ ふ を悼と

きミ 宇宙
li 

2
C守
府

E

⑪
『
夜
燥
を
度
る
』
北
山
市
の
政
治

家

・
詩
人
注
准
の
詩
.

i
 

官官
娘
を
慮
る

露

瀧

M

描
鉱
品
押
品
耐
と
し

τ一
千
山
揖

自
品
開

審
敗
。
族
自
四
回
岨
こ
る

H
S
汀
酬
を

一
盟
主
ヲ
る
時

梁
怖
断
え
ず
者
水
の
如
し

露$骨f紙I深k鈍Z盟2玉f
行t胡吉晴R煎iT時"iii

if;152t 
行かにば の
ぃ ・1まら 匂草?
守苦
令し

‘.v
 

⑫

『干
夜
の
除
』

桝u
の
こ
ろ
の
女

性
で
歌
曲
を
つ
く
り
大
出
血
行
し
た
.

後
に
楽
府
の
婚
と
な
り
.
そ
申
曲
に

あ
わ
せ
て
浅
間
を
つ
く
っ
た
.

子
強
呉
敬

寧

自

民
安

-u片的
月

万
戸
点
在
明
日
つ
の
戸

秩
風
吹
き
尽
き
ず

億
て
こ
れ
玉
関
の
梢

何
れ
の
日
か
制
虜
を
平
-h
v
げ
て

良
人
は
遠
征
を
止
め
ん
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月2れ1Il;芳E
明tる鍵:樹E
ME{天花
'"丹下旬
か A 咲
q 平芝
2旨
さ重
あ勺
ら
わ

⑬
『
が

Jmgみ
」
話
お
の
略

称
.
漢
の
元
輔
の
女
官
.
非
常
な
笑

2
2
 

人
で
あ
っ
た
が
‘
旬
奴
の
府
と
し
て

滋
わ
さ
れ
‘
そ
の
抽
唱
で
死
ん
だ
.

王

昭

君

事

争

a

M
m
a
甲車
歓
を
払
い

箆
に
上
が
り
て
紅
績
に
暗
〈

今
日
浅
宮
司
人

明
朗
耕
地
的
資

1i!?習
う b し弓
せ しい償

金勺時℃
E かむ
ぱわま
りい'宅
.そ

う



五
三

中島子玉の日本史・若き日の松下筑陰

⑭
岡
英
愁
祭
園

含

意

春
日
照
桑
検

莫
愁
遊
路
隅

柔
僚
掌
鋪
後

顧
問
有
人
無

。
同
じ
く
『
災
悲
恋
』
閥

会

滋

t
，
，
台
、
勺

ar
a，
φ

τ

春
日
桑
検
を
照
ら
す
も

u
，、L
ゅ，

a
'
a
v
令

ゐ
ぞ

美
枇
叫
絡
隔
に
遊
ぶ
を

C
ゅ
う
む
よ
今
‘
，
令

dp

o

柔
粂
繍
品
棋
を
牽
き

ょ
ぺ
ゐ

ω之
島

信

駁
崎
人
官
官
る
や
無
し
ゃ
と

か
な a量
殺d)
lご B..が
今桑
~:llB 
まを
E学
を勺
号|し
か:て
ハ石
守主
宅宗
て i草
見端
たで
人遊

妥んで
iIci¥.、
守る

弓2
需品
勺

⑮

問

符

古

意

松

世

民

維
帰
書
棚
寄

悲
劇
夢
鍵
成

行
路
逢
人
語

胡
飽
未
罷
兵

。
同
じ
く

『
古
か
』

を
仰
る

観£行i:t!J ~ 廠=
Ilt絡‘いゆ・1昼ゆ
来2人A.4'J ~ ~ 
だ tliごしも
兵ごli.~- .: 
事zrぇ;r松
と品tιl止
し?;氏

さよき
止 郷后

る婦が
tる婦
、夢 る
は季
吋 iiii
K、f・
があ
たに
口俊
行リ
くを
進出
です
人の
のを
う怠

昔史
与 itti
両2
た三

男基本
番L(;t 

2f 

⑮

問
符
占
半
分
君

。
問
じ
く
前
例
都
を
得
る

様

公

穏

曾
随
貨
客
感
琴
心

滋
僻
総
舘
櫨
梢
吏
深

誰
料

一
時
求
鳳
曲

無
錨
様
作
自
頭
吟

作e縫rま量t量是~ 1t~ 
し無名ぞ ß~ て
てν〈料E 貴-
h もぅ型。斜
ず型~ ，(，、.hに
v-5そ 随品
ん時L ぃ 語 雌

aiZ1情i経??
幽 i 史~ .，，_ゐ公
をに‘を.tL 
をさ.;.t，t 
22Tじ
を

か
つ
て
賓
客
の
琴
の
心
に
必
じ
て
、
洗
っ
た
器
を
炉
で
暖
め
、
品
川

を
さ
ら
に
深
め
た
・
総
が
考
え
て

一
時
の
瓜
飽
を
求
め
よ
う
か
、

そ
う
い
う
刷
馴
れ
初
め
で
白
副
理
頭
に
な
っ
て
も
同
じ
輸
を
縛
い
て
は

敏
『ぜ
い
る
の
だ
.

す・3と;II~~~路・の At 甥あ石@

・臥ぽ象i偶52a・222禁tsq去最
制 'み婿〈 傑る燭-:o:近 Miを

り 舗 やち・わ断。 州の届〈議14 町2gタ宍じて鐙に縫をにJ
d をt;そ5に言警SZ2222

経 ・刷れ聖誕?と宅とと跨
る見時 ・ず重閣 しい代

看き*-う
良い )， ょ τ 4女 潟
まえの 司 f主 ~t
わも 目 六が省

こ胡・人iの行i ~l，@ 
{> IIf樋宮人路包 民た『

?iif;i;!: 
・のす・〈 が院か
兵 l~ こ あ避し
渇とる』凪
に ・・にな

よ宜_Itl
っ た照り
て‘弧)1
B そ 骨量

Ê!~.Y鵜?心埠:..しせ才芸⑮
既t自;信市心t客1てらが ・『

ち 《疲れあ軍Olli 2時流・等身 :tt!つめ分'zz正 22ZZ宍Eき2
まい建 に高 えち司 ・泊
、幽 託いたし湾-<lil

し軍事・ ・栂王の
た・ 通知義 司
事事責 厩のの局
者貨 を尊厳 締
曹I!Iに・釦
の s.ti魅文句

⑪
問
符
楽
婦
吟

津

慾

結
髪
初
嫁
日

倶
期
借
老
親

何
悶
詣
我
線

不
悔
凪
者
貧

堕
鳳
新
昏
安

孤
鰐
笛
好
身

蛾
周
終
u油
禁

願
締

-
心
人

。
悶
じ
く
「
帯
構
砂
を
吟
ず
」
を
得
る

願2織*-tt.双t:It.i何Z倶i事l!
い捕...:鳳てのぞにを
め 、貧4図2倦ご結e
る終~ IB~ ~~ C' ~老‘
(.iに品?¥1'i実 L ・初E
-~見ゐ~， 1>‘ ~J 我' 親i め
心i豪T ... t! ~と 毛 主章 ‘ L て 滞
のて身 A を に F長以
人2 1TぎY劾ゐぐ
へ 王室う目。 望書

ず'

制
斑
を
給
っ
て
初
め
て
嫁
い
だ
目
、
共
に
夫
品帽の
契
リ
を
結
び
続

し
く
会
っ
と
.
そ
れ
が
な
ぜ
か
、
わ
が
ま
ま
に
過
ご
し
、
帯
。
の
貧
し
き

と
こ
ろ
を
悔
や
む
暢
』と
は
な
か
っ
た
・
仲
の
良
い
夫
婦
の
新
昏
の
宴

で
、普
な
じ
み
の
才
女
が
現
れ
た・
顔
立
ち
の
よ
い
美
人
、つ
い
に
鮪

舗
を
え
ず
て
、願
う
は
一
心
に
思
う
人
の
そ
ば
へ
と
.

，28， 

'
s

・‘

⑪

『
嚢
樋
を
時
ず
』
繋
日
時
申
帥
阿
.
夫

に
来
て
も
れ
た
裂
の
悲
し
み
を
跳
ん

だ
詩
.
現
抗
同
に
宮
崎
観
的
『
帯
地
帥
開
篇
』

が
あ
る
.

t
t
f
z
f
t
 

借
宅
筒
老
開
穴
1
夫
鍋
の
闘
い
ち

ぎ
り
.
生
曹
て
は
共
に
老
い
.
死
ん

で
は
向
じ
穴
に
卯
ら
れ
る
.

-ab 
設
健
わ
が
ま
ま
.

1
1
t
t
 

双
鳳
湾
臨
H
仲
の
よ
い
夫
織
の
た

と
え
.

二‘，、
現
鷲

一一
鳩
の
大
島
.
鳳
繊
の
ご
帽
.

形
は
恕
に
似
て
.
制
下
は
品
仲
い
色
在

主
と
し

τ五品
闘
が
ま
じ
り
.
"
は
町

織
的
で
突
し
い
と
い
う
.

1

4

1

1

 

旧
野

よ
し
み
.
ふ
る
い
な
じ
み
.

，g
 

鰻
圃
珊

細
民
〈
仰
が
っ

τ匁
し
い
草

ゅ
.
夫
人
を
い
う
.

れ
旬
、

A
一心

-mの
心
.

-29， 



五
四

　

こ
の
間
30
Ｐ
〜
35
Ｐ
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
37
Ｐ
と
38
Ｐ
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑬ 

同

松

世
民

江
天
雨
過
漉
芙
蓉

桂
樹
花
開
一慾
筑
波

半
夜
空
裳
人
隠
凡

月
輪
飛
上
高
尋
松

。
同
じ
く

万t凡・笠i半日露.t主"英ゐ⑮
辱t~ 盆 :l!i.・気・樹Z嘗S江i

~~ <人よ温か謹天工
常え気な気つの川
に・のかをら-aと
7.l な・ J与の・~
いい庇〈木
こ 御半ん
と 蛍・だ本
. !担保
気.

月 写 半2 栓!~江t
輸1夜?樹ニ天:
ののに

飛と空i花Ea由子
毛針開2警干飢
万f 人~ c ..:似

尋1:1;1:" a. *ふ
の凡ミ気・蓉;~ 
松~ f: に民
に蒔r ~ζj施1
ずれ?く
る

松中
の "}II 
よ会に
IC ~空

三話三
可 bE
Eき
仰笑
愛蓉

入信
はそ
車1ぜ、伊、.

予4き
民芸
れ 5
d4巳少;，: 
輪開
はき
飛露
合気
、 n、

君事
A ・
L、夜

附

録

①
十
四
夜
諸
君
約
集
積
翠
亭
余
有
事
不
果
因
賦
贈
之

。

十

回

復

諸

活

と

約
し
て
集
う
綴
怒
桜
の
こ
と、

余
は
事
有
り
て
岡
部
た
せ
ず
、
こ
れ
を
賦
し
て
贈
る
・

島

清

一

一
①
江
涯

川
の
水
際
.

か

e
・e

・
い
げ
つ
号
、
‘
，
が
い
‘
。

-
炉
--b・

風
吹
い
て
明
月
江
涯
に
散
リ

一
週
首
綴
り
返
っ
て
具
る
.

t
Lゆ

u
・2
。
。
.
，z
t
i，

一
前
郊
銭
外
の
陶
.
い
な
か
.

廻
首
せ
ば
南
郊
に
夜
色
移
る

一
附
b
m
m

の
べ
し
た
が
う
・

2
5
2
Lゅん

5
号

い

一
樹
郎
総
を
山
間
ず
・

4
の
く
さ
び
を

惣
い
交
え
隊
進
投
首
相
の
意

一
投
げ
す
て
そ
容
を
日
開
ら
せ
た
く
な

E
N
S，、

n

E

と

と

S

一
い
た
め
に
す
る
・

酒
総
卓
を
馨
え
る
は
釜
を
犯
る
時

一
郎
か
に
・
か
に
の
足・

郎
一
に
を
杭
う
は
斡
配
。
吋
る
ご
と
〈

一
芸

"
著
い
る
ど
り
を
す
る

一

筆
.
絵
世
帯
.

d

g

G
か

@

ぃ

・

3
、
主
〈
L

Z

-

M
耳

t

産
す
莫
れ
清
光
玉
后
に
飛
ぶ
を

一
泊
渇
奨
し
い
杯
・

"

n

u

t

-
‘

uん
Z
u
e
u£

一
風
塵
鼠
と
ち
り
.
俗
事
.
役
所
鋤

我
健
ず
は
風
療
に
奔
走
甚
し
き
を

一
同
い

a

A

G

τ

怠

VES

-

-
い
S

お

一
健
闘
剛
健
制
と
り
.
尾
町
短
い
ぬ
.

時
時
無
〈
手
を
携
え
佳
織
を
逐
う

一
偵
湖
町
よ
い
附
節
・

烏

清

風
吹
明
月
散
江
涯

廻
首
繭
郊
夜
色
移

交
想
隙
遊
役
轄
意

酒
酎
聞
事
卓
把
整
時

謄
探
彩
筆
翻
春
雪

莫
坐
消
光
飛
玉
居

飽
我
風
山
間
奔
走
甚

無
縁
携
手
逐
住
期

風
吹
き
明
月
は
川
の
水
際
に
散
り
、
絞
り
返
れ
ば
痛
の
田
野
に
夜
の
気
配
が
@
想
い
を
交
え
相
づ
ち
打
っ
て
客
を

と
ど
め
、
酒
た
け
な
わ
に
蟹
を
食
い
尽
く
す
.
ま
さ
に
彩
筆
を
春
雪
が
創
る
ご
と
く
に
簿
い
、
座
ら
ず
に
清
い
光
が
玉

の
盃
に
飛
ぶ
よ
う
な
絵
を
.
私
は
俗
事
に
奔
走
は
な
は
だ
し
さ
を
恥
じ
、
嶋
崎
な
く
4
7
9
E
携
え
次
の
機
会
を
逐
う
.

ずすのを普2十 れし 鮒
・34Rt燐u余aにて 此4銭

巻f憾t勃Zは制此t、の革
路υ 、市路"か其品今E舗面2t停
に 1stりち
'l\ ~ の気三 重量Z 今E 今= 人作? お
音寺L 担Etiまは や を、を者もわ

議552:?tgigeきiLrg
す守、 柏こ 〈 ごご

九 I践と オ~~当1 亦2 と ~.._J'> 人
え予算~ ICY< 、凶肢をに

-36-

四
十
年
光
去
似
馳

忽
開
此
巻
憶
当
時

亡
人
不
返
存
人
老

一
読
娯
心
再
読
悲

庚
辰
十
月
念

一

石

梁

種

航
船
円
相
制

-
七
五
四
土
八
二
八

江
戸
後
期
の
健
学
者
.
名
は
公
礼
.

字
は
陛
俄
.
通
路
勇
七
.
百
猿
C
号

す
.
筑
後
久
南
国
米
生
ま
れ
.
天
明
朗

に
江
戸
に
進
学
し
て
町
剛
弁
平
州
に
従

う
.
岨
冊
主
の
伐
を
得
て
小
伎
と
な

り
.
ま
た
鱒
M
U
明
倫
世
訟
慣
に
棋
わ

っ
て
教
娘
と
な
る
.
の
ち
使
脅
か
告

側
物
園
酬
に
迎
み
采
禄
ご
ニ

O
宥
.

-1亡σ銀 三回t
淡fき E'十S
し人n:討
て"i亙tて
心ミら此ζ 光客
妓主 ずの ü~
しv 存ぞ巻21E
〈sす‘を。去さ
再ぃ人。関.る
続Taどけに
L ~ ". Iま似に
て ~ft 当 ミ た
怨ZV E寺むリ
L を
じ it~
つ

文
政
三
年
二
八
二

O
)

十
月
二
十

一
日

t
f
z
 

骨
間
流
繍
天
明
言
-
年
=
七
八

一-
Z

に
怯
下
世
民
{
築
絵
)
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
た
が
.
文
政
一
-
一
悼
(
一

八
二
O
V
櫛
烏
石
幾
に
よ
っ
て
川
副
制

さ
れ
た
.
ま
た
剛
祁
七
年
二
九
三

ニ
)
鶴
久
二
郎
に
よ
っ
て
位
制
刑
さ
れ

た
.

"39 " 



五
五

実
践
Ⅱ　

社
会
教
育
へ
の
転
用

　

１
．
社
会
教
育
事
業　

平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
活
動
計
画

　
　
（
１
）
目
的

　
　
（
２
）
名
称

　
　
（
３
）
対
象
者

　
　
（
４
）
内
容

　
　
（
５
）
活
動
計
画

   

２
．
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
計
画
と
実
際
の
活
動

　
　
（
１
）
第
１
講　

開
園
式
の
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
２
）
第
２
講　

方
針
・
目
的
・
活
動
内
容
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
３
）
第
３
講　

暁
大
学
と
の
交
流
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
４
）
第
４
講　

淡
窓
学
習
と
夏
季
課
題
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
５
）
第
５
講　

花
月
川
で
の
水
質
調
査
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
６
）
第
６
講　

森
林
体
験
活
動
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
７
）
第
７
講　

カ
ヌ
ー
体
験
活
動
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
８
）
第
８
講　

淡
窓
・
咸
宜
園
の
遺
物
、
遺
跡
見
学
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
　
（
９
）
第
９
講　

通
学
合
宿
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　
３
．
社
会
教
育
へ
の
転
用
の
実
際

　
　
（
１
）
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
活
動
か
ら

　
　
（
２
）
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
存
在
か
ら

実
践
Ⅲ　

淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
の
啓
蒙

　

１
．
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
心
得
え

　

２
．
暁
老
人
大
学
講
話

　
３
．
咸
宜
園
世
界
遺
産
講
座
講
話

　

４
．
石
井
小
学
校
総
合
学
習
講
話

　
５
．
広
瀬
淡
窓
の
思
想
・
生
き
方
に
学
び
、
学
び
を
く
ら
し
に
生
か
す

　
　

※　

参
考
資
料           

資
料
１
～
資
料
11

【
実
践
報
告
】

　

咸
宜
園
の
教
え
を
道
徳
教
育
に
取
り
入
れ
、
豊
か
な
心
を
培
う

　
　
　

              　
　
　

～ 

淡
窓
教
育
の
学
校
教
育
・
社
会
教
育
へ
の
転
用
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

龍
磨                   

　

こ
の
作
品
は
、
淡
窓
の
「
心
」「
教
え
」
を
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
場
で
取
り
入
れ
、
そ

の
取
り
組
み
の
様
子
や
成
果
・
課
題
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
数
年
間
に
及
ぶ
取
り
組
み
の

た
め
内
容
も
膨
大
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
紙
面
の
都
合
上
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
、
十
分
意
を
つ
く
し
た
も
の
に
な
っ
て
な
い
が
、
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　

  　
　

   

目　
　

次

実
践
Ⅰ　

学
校
教
育
へ
の
転
用

　

１
．
は
じ
め
に

　

２
．
淡
窓
教
育
の
教
材
と
し
て
の
価
値
と
道
徳
教
育
・
学
校
教
育
活
動
へ
の
転
用

　
３
．
道
徳
教
育
や
学
校
教
育
活
動
の
具
体
例

　
　
（
１
）
淡
窓
先
生
の
「
心
高
身
低
」
と
三
和
っ
子
の
教
育
活
動
の
実
践
例

　
　
（
２
）
淡
窓
先
生
の
「
立
志
」
と
三
和
っ
子
の
教
育
活
動
の
実
践
例

　
　
（
３
）
淡
窓
先
生
の
「
敬
天
」
と
三
和
っ
子
の
教
育
活
動
の
実
践
例

　
　
（
４
）
淡
窓
先
生
の
「
休
道
の
詩
」
と
三
和
っ
子
の
教
育
活
動
の
実
践
例

　
　
（
５
）
淡
窓
先
生
の
「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
と
三
和
っ
子
の
教
育
活
動
の
実
践
例

　

４
．
豊
か
な
心
の
醸
成
と
く
ら
し
へ
の
転
用

　
　
（
１
）
淡
窓
教
育
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

　
　
（
２
）
豊
か
な
心
の
醸
成
に
淡
窓
教
育
を
取
り
入
れ
る
効
果
は
大
で
あ
る

　
　
（
３
）
淡
窓
教
育
は
日
田
の
誇
り
、
実
践
し
広
く
く
ら
し
に
活
用
し
て
い
く
べ
き

　
５
．
今
後
の
課
題

　
　
（
１
）
地
域
教
材
の
開
発
と
学
習
過
程
の
工
夫 

　
　
（
２
）
豊
か
な
心
を
醸
成
す
る
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
上
で
の
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
の
仕
方

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う



五
六

平
成
f
三
花
成
:
自
-
悶
J

幽
長
中
島
飽
磨

の
も
る
あ

景
背
の

成
宜
園
教
育

の
広
瀬
淡
窓
先
生

岨
宜
聞
の
償
提

す
τ
雪
一

①
論
語

②
四
書
五
経

③
小
学
中
勝
大
学

O
数
学

天
を
敬
う

~
去
に
は
、
淡
窓
幼
少

か
ら
の
生
き
様
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
。
何
度
も
大
病
を
煩
い
死
の
淵

を
さ
ま
よ
い
命
を
頂
い
た
。
つ
ま
り

天
か
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
謙

虚
さ
、
天
の
下
で
は
皆
平
等
で
あ
り

命
も
白
身
の
暮
ら
し
も
天
か
ら
授
か

た
も
の
、
綬
か
っ
た
中
で
天
に
感

し
な
が
ら
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
。
敬
夫
を
支
え
る
も
の
は
感
謝

敏
・
生
命
・
威
主
E
の
心
で
あ
る
。

は そ 育 等 、 幹

⑪ 。 教 平 行 線

~ る 鴎 、 同 の

① あ 笠 弟 弟 つ

る に 成 身 師 6

え 底 が 問 、 う

支 根 と 心 育 い る

を

の こ 、 教 と い

心 脊 の 一 人 す て

の 教 こ 合 金 か し

つ の 、 行 、 生 成

4
慾 て 知 議 を 形

淡 し の 士 士 一 個 を

を
感
れ 五 る

触 れ す

に 般 に

然 に か

白 人 態
②
義

③
礼

④
智

E
亙
豆
コ

と も を 、 心 方 い

策 で 育 て の 育 て

方 中 教 し つ 教 れ

緒 。 闘 そ 4 の さ

た る 笠 。 ↓ つ 行

つ あ 成 る 天 6 実

行 で は え 敬 ↓ て

ヵ 穏 動 言 、 念 れ

認 多 活 と が 理 ら

淡 は の 心 も の け

で 動 迄 中 れ ⑪ 付

鴎 活 J た ど ~ 褒

宜
: 育 ~ え の ① に 。

J 教 A 支 こ ↓ 針 る

律
し
て
後

教
え
る
(
学
ぶ
)

厳
し
い
生
活
の

中
に
心
と
体
を

量
投
え
学
聞
を

す
る

学
文 学 作

} 大 医 詩
。。

l
具
体
例
と
し
て
l
 具
体
的
な
場
と
し
て

闘
の
)
'
}
針
、
活
動
の
根
幹

生
活
の
中
で
、
活
動
の
中
で

学
習
の
姿
勢
、
態
度
で

生
活
の
基
本
の
中
で

0
蘭
学

る に

け 切 i

付 差 際 大 ハ

を に 琢 を J j

位 容 礎 々 レ

順 内 切 個

0
そ
の
他

の
学
問
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実
践
Ⅰ　

学
校
教
育
へ
の
転
用

　
１
．
は
じ
め
に

　
（
１
）
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園

　

大
分
県
の
西
部
に
位
置
す
る
日
田
市
は
、
江
戸
時
代
徳
川
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
幕
府
よ
り
代
官
が
着
任
し
、
九
州
各
地
の
大
名
の
一
挙
一
動
に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
江

戸
時
代
の
後
半
に
は
、
西
国
郡
代
筋
に
格
上
げ
に
な
り
、
そ
の
威
厳
も
増
し
た
。

　

日
田
に
は
、
こ
の
代
官
の
権
威
を
背
景
に
各
大
名
に
お
金
を
貸
す
掛
屋
商
人
が
い
た
。
当
時
、

大
名
の
踏
み
倒
し
（
借
り
た
お
金
を
戻
さ
な
い
）
が
日
常
茶
飯
事
の
中
、
日
田
の
商
人
に
対
し

て
こ
の
こ
と
が
出
来
に
く
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
日
田
の
商
人
は
幕
府
御
用
達
で
あ
り
、
も
し
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
も
の
な
ら
幕
府
か
ら
睨
ま
れ
お
取
り
つ
ぶ
し
に
あ
う
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
た
め
こ
の
恩
恵
を
受
け
て
、
日
田
商
人
は
確
実
に
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

商
人
の
台
頭
と
と
も
に
日
田
の
町
は
文
化
・
経
済
的
に
も
繁
栄
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
江
戸
・

大
坂
の
情
報
が
入
り
や
す
く
、
同
時
に
文
化
人
も
多
く
訪
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

広
瀬
淡
窓
は
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
。
広
瀬
家
も
大
き
な
商
家
で
あ

り
財
を
築
い
て
い
っ
た
。
父
が
教
育
熱
心
で
あ
っ
た
た
め
、
幼
少
よ
り
学
者
や
医
者
な
ど
の
文

化
人
に
会
う
機
会
も
多
か
っ
た
。
淡
窓
は
、
二
四
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
学
問
教
授
を
一
生
の
道
と

決
め
、
私
塾
を
開
く
が
、
そ
の
教
え
や
生
き
方
は
多
く
の
人
に
共
感
さ
れ
る
。
そ
ん
な
淡
窓
の

咸
宜
園
は
全
国
各
地
よ
り
多
く
の
門
下
生
を
集
め
た
。
三
奪
法
や
月
旦
評
な
ど
の
特
色
あ
る
経

営
は
、
人
づ
て
に
広
が
り
、
大
阪
の
適
塾
や
長
崎
の
鳴
滝
塾
と
も
肩
を
並
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
田
と
い
う
地
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
も
の
と
し
て
、
淡
窓
の
咸
宜
園
教
育
を
大
切
に
し
、

今
日
の
教
育
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
命
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
教
育
活
動
の
中
に
淡

窓
教
育
を
う
ま
く
融
合
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　
（
２
）
道
徳
教
育
に
淡
窓
の
生
き
方
や
咸
宜
園
で
の
や
り
方
を
取
り
入
れ
「
豊
か
な
心
」
を

　
　
　

  

醸
成
す
る

　

道
徳
教
育
の
中
で
、
本
校
が
取
り
上
げ
た
の
が
「
豊
か
な
心
」
で
あ
る
。
五
感
で
し
っ
か
り

と
感
じ
実
行
す
る
こ
と
、
共
尊
共
生
の
考
え
方
、
自
尊
感
情
の
確
立
、
仁
や
恕
の
精
神
に
基
づ

く
行
動
な
ど
を
身
に
つ
け
た
と
き
こ
そ
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
た
と
想
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

心
が
育
ま
れ
た
と
き
、
本
校
が
目
指
す
「
か
し
こ
く
・
豊
か
で
、
た
く
ま
し
い
子
」
の
下
地
が

形
成
す
る
と
考
え
た
。

　

次
に
、
道
徳
教
育
の
中
で
こ
の
豊
か
な
心
を
育
む
方
法
・
手
立
て
を
探
る
こ
と
に
力
点
を
置

く
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
、
年
間
三
五
時
間
実
施
す
る
「
道
徳
の
時
間
」
の
充
実
は
も
と
よ
り
、

学
校
教
育
活
動
の
根
底
に
道
徳
教
育
を
据
え
、
実
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
道
徳
の
時
間

の
充
実
で
は
、
教
材
の
開
発
と
効
果
的
な
学
習
過
程
を
確
立
し
た
。
教
材
の
開
発
で
は
、
日
田

の
先
哲
で
あ
る
広
瀬
淡
窓
の
生
き
方
や
咸
宜
園
で
の
教
え
を
「
副
読
本
」
と
し
て
作
り
上
げ
た
。

又
、
道
徳
教
育
で
は
、
淡
窓
の
教
え
を
授
業
で
取
り
上
げ
た
り
、
そ
の
教
え
を
学
校
教
育
活
動

の
根
底
に
据
え
、
す
べ
て
の
場
所
・
時
間
で
行
っ
た
。

　
２
．
淡
窓
教
育
の
教
材
と
し
て
の
価
値
と
道
徳
教
育
・
学
校
教
育
活
動
へ
の
転
用

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う
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3.道徳教育や学校教育活動の具体例

(1 )淡懇先生の『心筋心低Jと三和つ干の教育活動の実践例

11 (2)返事の徹底 11 

-，r:I鯵搭Ir返事Ir軒tl苗えIrだ主って清掃lで実施目

i}鎗竃員の同盟指鱈による鎗"の書葛
0校 長 ・・・・ 毎朝校門に立ち後惨で子どもを迎える
0教職員 ・・・・ 毎月 2四校区に立ち綴拶でチどもを迎える

生活力向上委員会の実働

iii)事魔 .ltllとのillIIによる総書首選・の実施
on友会生活指導部 ・・・毎月第二火蹴自に校内で挨修運動実施
。地核ボランティア ・・・毎朝各所に立ってあいさつ運動実施

0学校fJI!り、育友会広報で挨拶の必~性と活1主化を広報

←ーーーー吋 il.・aが車先して婁符し手本を見1to
0全校活動の場で街名されたら『はも、Jと返事をして行動
生活力向上安員会の実働

iil纏聾の申で・塵
0指名されたら 『はいJと返事をして行動する
戸が小さかったらやり直しの徹底

』ーーー-寸iiil鎗.賓がE置すとき.子どもが遅司Eをしやすい闘をとる箇し方実施 l
0織かめのための返事 『・・・ 良いですかJ- rはし、J
話の統れの中での返事を区別し絡の中で、返事をしやすい

附合いを取って錯す努力をする

鎗..による.鎗えの宣車庫と必聖位の錨温

0心を結ち着ける、履く ときの継備の全校指導
靴箱、 トイレにポスター掲朱

生活力向上寄生員会の実{働

ii l 児.による土手な.~闘えへの書厳

GY-→ 

@--

延豆y--

ui)探題 i 

0委u会、各学年の係による靴測ベ係の実働

大きく ・明るく交わし合う

自己主張

ふれあい

大きな戸で自己主彼

自己の存在感を示す

白{宮

自分が使った物を手で

f耐える、乱れているものを
積極的に揃える

{齢 、やすさ ・感謝の心

黙々と勤労をする中に治初

級所の変容を感じ、満足感

や軍事ぴがわき上がる

「古都存在主主主でf'B1
!友 ・教師 ・家族 ・I也峻氏!
!との関わりのきっかけが!

!繍めるようになった ! 

「古稀fiif:-恒常務r1
!高めると共に、 宮動にめ!

h りはりがついた h 、-/-，，-，-，，-，-，-，ー'ー"-，，."

「宮t;"iiτ.;;;，手字続得(ir1
!初予に対する思いやりの!

!心が見られるようになっ ! 
Pた h、_;_，_，_，_，-，-，-，-，-，，"

「宿両方う官芳綿布芽if.w;l
!の向上、やり遂げる嘗びゃ!

! 感鮒の心が芽生えた ! 

rt長拶Jr返事Jr靴繊えJri{l締JI:l:生活の基本rtの}，!i本である.確かに、 J'1"聞の実践で
随分成果ーがあったといえる.そして、このことは学校だけ取り組みであってはならない.家庭 ・

lt!!績とのi!Il機の中で継続的に実胞していくべきである.そんなことから、『今後どの織に連機を

図っていくかJが課題である.



五
九

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う

(2)淡慾先生の『立志Jと三和つ干の教育活動の実践例

淡窓の立志の教え

i}スローガンの犠肉.所掲示で愈畿の向主
0体育館、ローカ、各教主にス円ーガン喝示

ii) ..宵の婁鎗.櫨・..の陶土
。学力向上望書u会の計画 ・運営で全校の』齢、学級の場で実)ij

I u) ll!Il Mli I 

淡懇の立志を夢を抱くに償き換え、目的を持った意欲的な子どもがmえた.この思いや意欲
を学校の伝統として今後引き続き、どう息づかせていくかが線脳である.

(3)淡窓先生の『敏夫Jと三和勺干の教育活動

淡響、の敏夫の心 トレを行い、事実 ・比較 ・関連 ・統合思考力の向 t

|l ω都トレ-;:-_ングの:}?，~匝

!石下C二三i刃包C-'j踊可偏で高節I~~•• ~?b;iア'-'!

!ぶ舞l鵠s辺~B銀波~玉，，J肱j丞B随'勉E姶』忽aし-，-一，-一-，-一-一-，-一，-

ーTi).トレーエングの研修会実施 | 
0捗トレの定S量、布効性、やり方について研修会を実絡し共通理解

『・1ii】，トレーニングの裏鎗 l 
0明日の会 ・帰りの会、教科学智、活動の治で常に実施
。夢トレノート作成

』ーーーー『守iii】'トレーエングの鑑周 l 
0教科学習の中に発展させ学力向上のー漢を狙う
Oくらしの中のものの見方、考え方にに活用する

@ I 符聞の学聖子過担の中iこ fll8め合いJftJ:げ合いIの学智治径を取り入れて

0思考の観点の績への発展
(個々の考えを観点の~fdJからÆßめ大切にし

広げる学智股l期}
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I@成果と課題

i ii )課題

i}豊かな心を育む道徳敏育の実施
0自主事感情を向上を図る道徳の教育課程の作成
0自己符定感の向上を図る道徳のl時|渇の授業工夫

ii )池峰..塵と一体となった道徳鎗宵の実鎗
0あいさつ ・安全で共通した取り組みと蒋侃fiの実施
。地域とともに作り上げる地峻教材集の活用

道徳の時間に活用

でき学習が成立し

効果があった

b、
ペふ

る

子

n' 
合'

そ:>

;r.トレと道徳教育を関連させ実施するのかで大いに効果があった。一方で家庭との連携の

大切さがあらためてはっきりした。今後、道連討を図るかが繰越である。

(4 )淡窓先生の f休道の詩j と三和つ予の教育活動

|淡窓の休道の音寺 I .r官軍の詩の朗唱 吟詠を実施

i}固置で学習し朗咽
Og寺の怠妹、読み)]、朗唱の仕}jを学習
O朗唱の基本を学習

ii )翻の会で、毎日目的を鎗って朗岨
0全学年朝の会で一斉に朗唱する
O学期録の評価を取り入れる

i}集会の前に児室会長の号令で毎回実施

0外部講師による全校指導で更に効果を上げる
O児童会長の合図で全校一斉に朗唱する

ii )外留諮舗による錯獲で誌で跨じる
Of本道の詩の吟詠に挑戦する
0全校指導で吟献できるようになる

i}外留讃舗の錨電車による餓習

0淡窓の3寺を高学年で詩吟する
O外部講師による本絡始動

ii )免表会の実錨
010月 30日の公開研究会のアトラクショ ンで3編の詩を吟ずる
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咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う

|IO)成集と線m::::::::::::J1

l.....i!)課題 i 

官与を朗唱でき、又吟ずることができるのは大きな財麗である.今後、持の内容と『くらし』

とを結びつけて日々の生活者充実していくことが求められる.その結び付けの方法 ・手だてを繰

り、実慨していくことが今後の線組である。

(5)淡:容先生の『治めて後 学ぶJと三干口つ平の教育活動

淡慾先生の治めて学ぶ

i}生活のさまりを守る
Oノレーノレの徹底と実行
0適切な評価の取り入れ

HE目簡を繕った〈らしづ〈り
0くらしの中に役立つノレ}ノレの見直し
Oくらしに生き る学習、生活の実行

ll⑪行動スローガン風称火山の徹底 』

|10)成来と際組 11 

内容の充~)

態度や心を律する大切さを十分感得し、下地もできた。今後.継続することが大切で

ある.ll'.Il凶としては.子どもに感心 ・意欲を持たせながら継続する方法 ・手だてを係り‘

より効果的に実行することである.

言

動
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４
．
豊
か
な
心
の
醸
成
と
く
ら
し
へ
の
転
用

　
（
１
）
淡
窓
教
育
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い

　

広
瀬
淡
窓
と
い
う
人
物
に
触
れ
れ
ば
触
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
心
を
打
た
れ
る
。
先
ず
は
、
病
苦
を
何
度
と
な
く
乗
り
越
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
来
、

病
弱
な
身
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
病
魔
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
く
ら
い

大
病
を
患
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
回
り
の
助
け
も
あ
り
命
拾
い
し
て
い
る
。
こ
の
経

験
と
い
う
か
体
感
か
ら
生
ま
れ
る
、「
や
さ
し
さ
」「
思
い
や
り
」「
自
然
の
条
理
」
が
「
敬
天

の
思
想
」
を
生
み
、
三
奪
法
や
一
人
ひ
と
り
の
塾
生
を
大
切
に
す
る
姿
勢
に
繋
が
っ
て
い
る
。

月
旦
評
の
「
評
」
を
「
表
」
と
し
な
い
淡
窓
の
思
い
こ
そ
、「
個
」
を
大
切
に
す
る
現
代
の
教

育
に
繋
が
る
し
、「
君
は
、
今
月
昇
級
し
て
い
な
い
が
、
朝
暗
い
う
ち
か
ら
係
の
仕
事
を
一
生

懸
命
に
し
て
い
た
ね
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
よ
。
も
う
少
し
努
力
を
し
て
み
な
さ
い
。
き
っ
と
昇

級
す
る
か
ら
」
と
一
人
ひ
と
り
に
声
掛
け
を
し
て
や
る
気
を
喚
起
す
る
の
は
、
今
私
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
る
「
望
ま
し
い
評
価
」
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
様
に
、
生
き
方
、
教
え
の
一
つ
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
実

感
し
て
い
る
。

　
（
２
）
豊
か
な
心
の
醸
成
に
淡
窓
教
育
を
取
り
入
れ
る
効
果
は
大
で
あ
る

　

今
回
、
淡
窓
教
育
を
教
材
化
し
、
道
徳
教
育
や
学
校
教
育
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
実
践
を
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
、「
事
実
を
し
っ
か
り
見
る
心
」「
感
じ
る
心
」「
相
手
の
立
場
を
認
め
る
心
」

「
自
己
肯
定
感
」
等
、
本
校
で
望
む
豊
か
な
心
が
芽
生
え
始
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

本
校
で
は
、
前
述
の
五
つ
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
淡
窓
の
「
立
志
」
の
教
え
や
「
治
め
て

後
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
は
本
当
に
速
効
性
が
あ
り
、
効
果
が
大
で
あ
っ
た
。
立
志
の
教
え
は
、

淡
窓
の
「
休
道
の
詩
」
を
通
し
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
、
必
要
性
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、

今
様
の
言
葉
で
は「
夢
」に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
目
的
を
持
ち
、目
的
に
到
達
す
る
た
め
に
目
標・

め
あ
て
を
立
て
、
一
生
懸
命
に
頑
張
る
。
こ
の
こ
と
で
、
頑
張
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
捉
え
、

主
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ
に
く
ら
し
へ
の
転
用
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
と
い
う
淡
窓
の
姿
勢
を
転
用
す
る
こ
と
で
、
学
習
・
生
活
を

行
う
前
の
基
本
的
な
姿
勢
が
で
き
、
す
べ
て
の
活
動
が
効
果
的
に
行
え
た
。
今
学
校
で
「
学

力
の
向
上
」
が
第
一
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、「
ど
ん
な
環
境
で
、
ど
ん
な
方
法
で
、
ど
れ
だ

け
の
時
間
」
を
使
っ
て
も
、
先
ず
「
学
習
し
よ
う
と
し
て
い
る
子
ど
も
」
自
体
、「
姿
勢
や
心
」

が
整
っ
て
な
け
れ
ば
効
果
は
薄
い
。
淡
窓
教
育
で
効
果
が
上
が
っ
た
の
は
、
淡
窓
と
い
う
立
派

な
指
導
者
が
い
て
、目
の
前
に
学
習
す
る「
姿
勢
や
心
」が
整
っ
て
た
塾
生
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

本
校
は
、「
立
志
＝
夢
」
と
「
治
め
て
後　

学
ぶ
＝
姿
勢
や
心
の
整
え
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

豊
か
な
心
を
醸
成
す
る
の
に
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

　
（
３
）
淡
窓
教
育
は
日
田
（
日
本
）
の
誇
り
、
実
践
し
広
く
く
ら
し
に
活
用
し
て
い
く
べ
き

　

淡
窓
教
育
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
得
し
、
そ
の
こ
と
を
道
徳
教
育
・
学
校
教
育
活
動
に
転
用
し

た
。
そ
の
こ
と
を
評
価
し
て
み
る
と
、
前
述
し
て
い
る
通
り
、
効
果
は
大
で
あ
る
。
効
果
が
大

と
い
う
こ
と
を
少
し
視
点
を
変
え
て
取
り
上
げ
る
な
ら
、
○
学
校
経
営
の
軸
が
立
つ
、
○
豊
か

な
心
が
育
ま
れ
る
、
○
教
師
の
考
え
方
に
変
容
が
見
ら
れ
る
、
○
教
師
の
指
導
法
・
評
価
の
仕

方
に
変
容
が
見
ら
れ
る
、
○
子
ど
も
が
主
体
的
に
な
る
云
々
…
と
、
限
り
が
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
淡
窓
教
育
の
学
校
教
育
へ
の
転
用
は
正
し
い
と
い
え
る
し
、
必
要
で
あ
る
。　

　

つ
ま
り
、
こ
の
様
な
淡
窓
教
育
が
存
在
し
う
る
日
田
と
い
う
地
は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
凄
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
江
戸
・
大
坂
を
通
り
越
し
て
ま
で
、
辺
地
日
田
に
塾
生
が
集
ま
っ

た
の
は
何
故
か
」
と
い
う
長
い
間
自
分
の
中
で
持
ち
続
け
て
い
た
問
い
も
、
や
っ
と
解
決
で
き

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は
、
淡
窓
教
育
の
凄
さ
と
い
う
こ
と
だ
。

　

私
は
子
ど
も
の
頃
、
淡
窓
教
育
に
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
同
じ
境
遇
の
人
々
は
日
田
市

内
に
多
く
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
の
子
ど
も
に
は
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
そ
の

為
に
は
、
市
内
各
所
の
学
校
に
お
い
て
淡
窓
教
育
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
方
で
、
指
導
す
る
教
職
員
が
淡
窓
教
育
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
性

を
発
揮
し
積
極
的
に
教
育
に
あ
た
り
、
継
続
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
行
政
の

継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
。
研
修
の
場
、
実
践
の
報
告
会
の
開
催
、
予
算

の
獲
得
な
ど
必
要
最
小
限
の
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
く
ら
し
に
生
か
せ
る
よ
う
な
場
を
多
く
設
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。 

山
口
県
萩
市
に
あ
る
明
倫
小
学
校
に
訪
問
し
た
。
こ
こ
で
は
、
吉
田
松
陰

の
「
至
誠
」
の
教
育
を
学
校
教
育
に
転
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
い
に
効
果
を
上
げ
て
い
た
。

そ
し
て
、
校
区
を
あ
げ
て
学
校
教
育
で
培
っ
た
こ
と
が
活
用
で
き
る
支
援
体
制
が
見
ら
れ
た
。

　

私
た
ち
も
淡
窓
教
育
を
各
学
校
で
実
践
し
、
そ
の
効
果
の
大
と
い
う
こ
と
を
、
広
く
発
信
し
、

家
庭
や
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
学
び
を
く
ら
し
の
中
で
活
用
で
き
る
場
を
多
く
設
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。　
　



六
三

　

ま
さ
に
、
淡
窓
教
育
を
転
用
し
た
、
平
成
の
日
田
教
育
の
発
信
で
あ
る
。
そ
し
て
、
江
戸
末

期
淡
窓
教
育
と
し
て
全
国
に
注
目
さ
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
多
く
の
人
々
の
心
を
高
ぶ
ら
せ
た

い
。
い
や
絶
対
に
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

5
．
今
後
の
課
題

　
（
１
）
地
域
教
材
の
開
発
と
学
習
過
程
の
工
夫

　

○
地
域
教
材
の
開
発
上
の
課
題

　

地
域
教
材
開
発
上
、
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
前
記
の
こ
と
で
あ
る
。
地
域
教

材
を
活
用
す
る
こ
と
の
効
果
は
、
多
く
の
教
職
員
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
材

化
す
る
ま
で
の
調
査
・
聞
き
取
り
な
ど
の
下
調
べ
に
多
く
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
指
導
内
容
の
増
加
や
指
導
時
間
の
確
保
、
又
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
実
施
に
よ
る

点
数
の
公
表
は
、
地
域
教
材
の
導
入
に
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
べ
く
、
手
立
て
を
見
い
だ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
（
2
）
豊
か
な
心
を
醸
成
す
る
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
上
で
の
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

の
仕
方

　

○
家
庭
と
の
連
携
に
お
け
る
課
題

　　

　

○
地
域
と
の
連
携
に
お
け
る
課
題

　

家
庭
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
が
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
方
法
・
手
立
て
を
探
る
中
で
、
学
校
と
よ
り
連
携
を
図
る
た
め
に
は
家
庭
で
は
育

友
会
、
地
域
で
は
公
民
館
と
い
う
よ
う
に
、
窓
口
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
い
え
る
。

　

今
後
、
育
友
会
・
公
民
館
を
窓
口
と
し
て
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
か
そ
の
方
法
・

手
立
て
を
探
り
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、
豊
か
な
心
を
醸
成
し
て
い
く
上
で
望
ま
れ
る
。

実
践
Ⅱ　

社
会
教
育
へ
の
転
用

　

１
．
社
会
教
育
事
業
　
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
活
動
計
画

　
（
１
）
目
的

　
　

①
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
教
育
の
思
想
（
敬
天
、
立
志･

治
め
て
後　

学
ぶ
、
自
治
活
動
、

　

体
験
活
動
）
を
根
底
に
据
え
、様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、自
立
す
る
心
・
思
い
や
り
の
心
・

　

た
く
ま
し
い
心
を
培
い
、
日
常
の
暮
ら
し
に
活
か
す
と
共
に
、
郷
土
を
誇
り
、
愛
す
る
こ
と

    

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

②
学
校
教
育
活
動
で
行
っ
た
淡
窓
教
育
を
、
社
会
教
育
の
場
に
転
用
し
、
学
社
連
携
の
中

　

で
よ
り
充
実
を
図
る
。
加
え
て
、
地
域
住
民
に
も
啓
蒙
し
、
郷
土
の
先
人
と
し
て
誇
り
、
郷

　

土
を
愛
す
る
と
共
に
、
生
き
る
指
標
と
な
る
よ
う
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
を
中
核

　

に
据
え
、
中
核
を
活
性
化
し
回
り
の
青
壮
年
、
婦
人
会
、
高
齢
者
へ
と
広
げ
地
域
と
一
体
な

　

っ
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　
（
２
）
名
称　
　

平
成
三
花
咸
宜
園

　
（
３
）
対
象
者　

三
和
小
学
校　

六
年
・
五
年
児
童(

四
五
名)

・
保
護
者
の
希
望
者

　
（
4
）
内
容

　
　

①
園
と
し
て
の
活
動

　
　

○
敬
天
の
心
・
・
・
人
、
物
に
対
し
感
謝
の
念
を
持
ち
、
大
切
に
す
る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　

自
分
を
誇
り
、
相
手
に
優
し
く
、
回
り
と
協
力
す
る
心
と
姿
勢
で
取
り
組
む
。

　
　

○
立
志
の
心
・
・
・
夢･

目
標
・
め
あ
て
を
持
っ
た
上
で
、
す
べ
て
の
活
動
を
行
う

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う



六
四

　
　
　

園
長
よ
り
淡
窓
先
生
の
教
え
な
ど
人
生
の
生
き
方
の
講
話

　
　

○
治
め
て
後　

学
ぶ
の
心
・
・
・
一
日
の
始
ま
り
は
「
休
道
の
詩
」
の
朗
唱
か
ら
始
め
、

　
　
　

活
動
の
始
ま
り
と
終
わ
り
は
礼
で
始
ま
り
、
礼
で
終
わ
る
。
礼
儀
・
礼
節
確
立
。
活
動

　
　
　

中
は
風
林
火
山
の
心
で
行
う
。

　
　

○
自
治
活
動
・
・
・
園
長
・
副
園
長
・
塾
頭
一
名
・
副
塾
頭
二
名
・
係
長
・
係
員
の
組
織

　
　
　

を
作
り
芯
が
通
る
、
効
率
的
な
活
動
を
行
う
。
自
立
・
責
任
・
協
調
の
心
を
養
う
。

　
　
　

係
り
は
次
の
通
り　

						







　
　

・
塾
頭
〔
一
名
六
年
よ
り
〕
…
全
体
指
揮
〔
は
じ
め･

終
わ
り
の
号
令･

園
長
代
行
〕

　
　

・
副
塾
頭
〔
二
名
六
年
よ
り
二
名　

〕
…
塾
頭
補
佐

　
　

・
学
習
係
〔
係
長
一
名･

係
員
二
名
〕
…
主
に
園
内
で
の
学
習
の
計
画
・
運
営

　
　

・
生
活
係
〔
係
長
一
名･

係
員
二
名
〕
…
園
の
き
ま
り
作
り･

一
日
の
反
省･

目
標
作
り

　
　

・
遊
山
係
〔
係
長
一
名･

係
員
二
名
〕
…
主
に
園
外
で
の
学
習
の
計
画
・
運
営

　
　

・
放
学
係
〔
係
長
一
名
・
係
員
二
名
〕
…
園
外
で
の
自
由
体
験
活
動
の
計
画
・
運
営

　
　

・
清
掃
係 (

係
長
一
名･

係
員
二
名)

…
清
掃
計
画
、
指
導

　
　

・
食
事
係 (

係
長
一
名･

係
員
二
名)

…
食
事
計
画
、
指
導

　
　

○
班
活
動
…
班
を
編
成
し
、
組
織
的
に
活
動
す
る

　
　
　

六
班
編
成･･･(

班
長
一
名
、
副
班
長
一
名
、
班
員
七
名
～
八
名)

　
　

○
体
験
活
動
…
多
く
の
体
験
を
通
し
て
学
び
、
知
行
合
一
の
心
を
培
う
。

　
　

園
外
で
の
宿
泊
活
動
〔
キ
ャ
ン
プ
〕･

園
内
で
の
宿
泊
活
動
〔
通
学
合
宿
〕・
み
ど
り
の

　
　

少
年
団
活
動
・
工
作
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
奉
仕
活
動
な
ど　

　
　

②
園
の
組
織

　
　

③
活
動
場
所　

三
花
公
民
館
、
市
内
・
県
内
各
施
設

　
　

④
活
動
日
及
び
時
間　

・
開
園
式
〔
五
月
三
一
日
〕
夜
七
時
三
〇
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
各
月
一
～
二
回
〔
土
曜
日
〕　

九
時
～
一
五
時　

計
二
二
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
夏
休
み
・
春
休
み
の
特
設
日　
　

五
～
八
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
閉
演
式
〔
三
月
末
〕
夜
七
時
三
〇
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
詳
し
く
は
、
別
紙
参
照

　
　

⑤
運
営
費　

・
公
民
館
運
営
費
よ
り　

二
五
万
円　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

・
園
生
よ
り
活
動
費
と
し
て
〔
一
人
年
間
費　

三
，
〇
〇
〇
円
〕

　
　
　
　
　
　
　

・
活
動
に
応
じ
て
若
干
の
活
動
費
徴
収

　
（
５
）
活
動
計
画

　



六
五

　

2
．
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
計
画
と
実
際
の
活
動

　

■
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
第
一
講　
　

開
園
式
の
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　

ね
ら
い　
「
敬
天
の
心
」
に
つ
い
て

　

Ⅰ
．
開
園
式
の
活
動
内
容

　
（
１
）
期　

日　
　

二
五
年
五
月
三
一
日(

金)　
　
　

　
（
２
）
時　

間　
　

七
時
～
九
時

　
（
３
）
場　

所　
　

三
花
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

　
（
４
）
参
加
者　
　

児
童
四
四
名　

保
護
者
四
四
名　

公
民
館
職
員
二
名

　
　
　
　
　
　
　

  　

三
花
読
み
聞
か
せ
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
グ
ル
ー
プ
］
七
名

　
（
５
）
開
園
式
式
次
第         

進
行
（
副
園
長
）

　
　
　

ⅰ
開
式
の
言
葉　

ⅱ
園
長
あ
い
さ
つ　

ⅲ
広
瀬
淡
窓
物
語　

紙
芝
居
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
グ

　
　
　

ル
ー
プ
」　

ⅳ
園
長
講
話　
ⅴ
円
の
活
動
方
針
・
内
容
に
つ
い
て　

ⅵ
閉
会
の
言
葉

　

Ⅱ
．
園
長
あ
い
さ
つ
内
容

　

園
生
は
正
座
で
、
姿
勢
を
正
し
、
園
長
と
一
礼
。
あ
い
さ
つ
は
お
互
い
に
正
座
で
正
対
し
て

行
う
。
淡
窓
の
「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
の
心
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
い
さ
つ
後
、
全

員
で
「
休
道
の
詩
」
を
朗
唱
す
る
。
あ
い
さ
つ
の
中
身
は
下
記
の
通
り
、

　
　

開
園
し
た
こ
と
に
対
し
、
多
く
の
方
が
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
本
日
は
た
く
さ
ん
の
方
が

　

出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
常
々
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
淡
窓
先
生
は
、
平
成
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
望
む
も
の

　

は
何
か
。
願
い
は
何
か
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
今
、
淡
窓
に
つ
い
て
、
多
く
の
方

　

が
そ
の
人
物
や
業
績
あ
る
い
は
、
咸
宜
園
で
の
教
育
内
容
等
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
り
、
論

　

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
淡
窓
が
本
当
に
願
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い

　

と
思
っ
て
い
ま
す
。
願
う
こ
と
や
私
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
淡
窓
が
考
え
た
こ
と
や
し

　

た
こ
と
を
今
の
私
た
ち
に
、
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

今
、
日
田
市
で
は
淡
窓
の
咸
宜
園
を
世
界
遺
産
に
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
偉
い
先
生
方

　

が
来
て
淡
窓
に
つ
い
て
色
々
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
淡
窓
が
江
戸
時
代
に

　

し
た
こ
と
を
こ
こ
三
花
で
行
う
こ
と
が
淡
窓
先
生
の
思
い
に
一
番
た
が
う
こ
と
で
す
。
そ
ん

　

な
意
味
で
、
今
回
、
あ
え
て
平
成
と
い
う
名
前
を
頭
に
つ
け
て
平
成
三
花
咸
宜
園
を
、
こ
こ

　

三
花
地
区
に
開
い
た
の
で
す
。
み
な
さ
ん
、
こ
こ
三
花
咸
宜
園
で
淡
窓
先
生
の
教
え
を
取
り

　

入
れ
実
施
す
る
な
か
で
、
江
戸
の
咸
宜
園
で
立
派
な
人
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
三
花
咸

　

宜
園
か
ら
も
立
派
な
人
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

Ⅲ
．
広
瀬
淡
窓
物
語
の
紙
芝
居　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
（
一
五
分
程
度
）

　

淡
窓
の
生
い
立
ち
か
ら
、
学
問
教
授
の
道
を
歩
む
決
心
を
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
、
そ
し
て
、

咸
宜
園
を
開
き
、
園
の
生
活
、
淡
窓
の
決
心
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
興
味
深
く
行
っ

た
。
と
て
も
内
容
が
濃
く
、
園
生
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　

Ⅳ
．
園
長
講
話　
「
敬
天
の
心
」
に
つ
い
て

　

今
日
は
、
淡
窓
先
生
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
「
敬
天
の
心
」
に
つ
い
て
私
な
り
に
考
え
た

こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
敬
天
と
は
、
天
を
敬
う
と
書
き
ま
す
ね
。
こ
の
言
葉
は
咸
宜
園
の
一

角
に
あ
る
秋
風
庵
の
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
淡
窓
先
生
が
こ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て

い
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
先
ず
は
、
病
気
に
何
度
も
か
か
っ
た
こ
と
で
す
。
大
病
を
し
て
生
死

の
淵
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
も
う
だ
め
だ
と
何
度
も
言
わ
れ
回
復
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生

き
る
死
ぬ
こ
と
は
、
自
分
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
、
天
命
と
い
う
か
、
そ
の
人
そ
の
人
の
運

命
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
死
に
た
く
て
も
死
ね
な
い
し
、
生
き

た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
天
の
決
め
る
流
れ
の
中
に
従
う
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
従
っ
て
、
淡
窓
先
生
は
、
生
き
る
と
い
う
言
葉
は
使
わ

ず
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
職
業
の
選
択
か
ら
述
べ
ま
す
と
、
本
来
廣
瀬
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
商
売
の
跡

取
り
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
病
弱
で
そ
の
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
は
と
医
者
の
道
に
進
も
う
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
も
い
い
と
こ
ろ
ま
で
い
き

ま
す
が
、
頼
り
に
し
て
い
た
人
に
裏
切
ら
れ
、
だ
め
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
倉
重
先
生
と
い

う
人
と
運
命
的
な
出
会
い
を
し
て
、
学
問
教
授
と
い
う
職
業
を
見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
も
自
分
の
意
思
と
い
う
よ
り
、
天
の
定
め
の
中
で
選
択
さ
れ
た
と
い
う

ふ
う
に
考
え
た
と
い
え
ま
す
。
学
問
を
す
る
中
で
、
自
然
の
条
理
を
学
び
、
太
陽
が
東
か
ら
昇

り
西
に
し
ず
む
と
か
、
水
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
流
れ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
こ

の
世
の
中
に
男
と
女
が
い
て
人
と
し
て
な
り
立
つ
と
か
、
条
理
は
天
の
元
に
営
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
い
て
い
き
ま
す
。
仏
教
の
無
量
寿
や
無
量
光
の
考
え
方
を
学
ぶ
中
に
お
い
て
も
、

天
の
営
み
の
大
き
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。
天
の
営
み
の
中
で
全
て
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
で
は
、
今
の
三
花
咸
宜
園
に
お
い
て
の
「
敬
天
」
の
心
と
は
何

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う



六
六

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
天
の
も
の
に
あ
る
全
て
の
も
の
に
対
し
感
謝
の
念
を
持
つ

こ
と
と
そ
れ
ら
を
大
切
に
す
る
心
を
抱
き
実
行
す
る
」
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。
今
、
隣
に
い
る

友
達
も
又
、一
緒
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
母
さ
ん
方
も
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
、

三
花
咸
宜
園
の
敬
天
の
心
を
持
っ
て
、
今
後
、
何
事
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

以
上
で
終
わ
り
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ⅴ
．
成
果
及
び
課
題

　
（
１
）
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
が
開
園
さ
れ
、
三
花
地
区
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た

　

淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
民
へ
広
げ
る
き
っ
か
け
が
、こ
の
地
区
か
ら
ス
タ
ー

ト
で
き
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
先
ず
は
、
対
象
が
子
ど
も
で
あ
る
が
、
子
ど
も
を
中
心
に
据

え
青
壮
年
・
老
人
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

具
体
的
に
は
、
立
志
（
夢
を
抱
く
）
の
心
を
、

子
ど
も
か
ら
青
壮
年
、
老
人
層
へ
と
そ
の
良
さ
や

必
要
性
を
交
流
の
中
で
唱
え
て
い
く
こ
と
も
で

き
る
。
又
、
休
道
の
詩
の
朗
唱
を
青
壮
年
や
老
人

の
活
動
の
場
で
日
常
化
し
て
い
く
こ
と
も
可
能

と
な
っ
た
。
子
ど
も
か
ら
の
提
案
が
平
成
「
三
花

咸
宜
園
」
の
実
活
動
を
見
せ
る
こ
と
で
、
説
得
力

の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
（
２
）
淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
を
市
民
に
広
げ
る
草
の
根
運
動
の
礎
が
築
け
た

　

世
界
遺
産
へ
の
登
録
と
い
う
市
民
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
市
当
局
に
任
せ
る
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
で
の
努
力
は
市
民
一

人
一
人
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域
で
の
草
の
根
運
動
的
な

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
ん
な
意
味
で
も
、
今
回
地
区
で
の
公
民
館
事
業
に
乗
せ
こ
の
活
動
の

第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
淡
窓
・
咸
宜

園
の
教
育
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
い
た
り
、
自
主
講
座
を
開
設
し
た
り
す
る
中
で
地
区
民
へ
の

浸
透
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
草
の
根

運
動
の
出
発
と
言
っ
て
い
い
。

　
（
３
）
学
校
教
育
活
動
か
ら
転
化
が
で
き
る

　

学
校
教
育
で
の
淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
を
ど
の
よ
う
に
社
会
教
育
の
場
で
転
化
さ
せ
る
か
、
長

年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
今
回
、
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
を
開
園
で

き
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
あ
る
。

　

本
園
の
園
生
が
在
学
す
る
三
和
小
学
校
と
連
携
を
密
に
し
て
、
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
や

学
校
教
育
で
行
っ
た
内
容
の
応
用
も
本
園
で
は
実
施
で
き
る
。
又
、
く
ら
し
の
中
で
の
効
果
も

検
証
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
学
校
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
明
確
に
な
り
、
的

確
な
示
唆
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
（
４
）
学
・
社
連
携
を
活
発
な
も
の
に
す
る
た
め
の
打
ち
合

わ
せ
の
時
間
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

　

学
校
教
育
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
公
民
館
と
の
打
ち
合

わ
せ
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
ま
し
て
や

今
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
が
違
っ
て
い
た
。
違
う

内
容
を
共
通
化
す
る
の
に
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
時

間
さ
え
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

　

今
回
は
、
公
民
館
活
動
に
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
が
位
置

付
き
、
学
校
教
育
活
動
の
中
に
も
咸
宜
園
教
育
が
位
置
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
度
も
述
べ

て
い
る
よ
う
に
連
動
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
内
容
は
共
通
化
し
て
い
る
の
で
、
学
校
と
公
民
館

が
積
極
的
に
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
て
、
時
間
の
捻
出
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

■
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
第
二
講　

方
針
・
目
的
・
活
動
内
容
及
び
実
際
の
活
動

　

ね
ら
い
・
・
・「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
の
心

　

１
．
期　

日
平
成
二
五
年
六
月
一
五
日
（
土
）

　

２
．
時　

間
午
前
九
時
～
一
二
時

　

３
．
場　

所
三
花
公
民
館　

二
階
研
修
室

　

４
．
内　

容　

　
（
１
）
園
生
集
合　

午
前
八
時
三
〇
分
～
八
時
五
〇
分

　
（
２
）
園
生
整
列　

二
階
研
修
室
に
五
男
、
五
女
、
六
男
、
六
女
の
順
に
整
列　

　
（
３
）
朝
礼

老人

青壮年

子ども

淡窓・咸宜園

教育



六
七

　
　

①
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
朝
礼
を
始
め
ま
す
。
一
同
「
礼
」

　
　

②
「
休
道
の
詩
」
を
朗
唱
し
ま
す
。

　
　

③
今
日
の
目
標
と
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し
ま
す
。

　
　

・
今
日
の
目
標
は
、
一
年
間
の
方
針
や
活
動
内
容
を
知
り
、
自
分
の
目
標
を
し
っ
か
り
持

　
　
　

つ
こ
と
で
す
。

　

次
に
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
・
平
成
三
花
咸
宜
園
の
方
針
・
目
的
、
心
得
に
つ
い
て
園
長
先
生
よ
り
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　
　

・
班
を
決
め
ま
す
。

　
　

・
係
長
、
副
係
長
を
決
め
ま
す
。

　
　

・
暮
会
を
し
て
解
散
で
す
。

　
　

④
園
長
先
生
講
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

・「
治
め
て
後　

学
ぶ
心
」
に
つ
い
て
講
話
を
す
る
。

　

▽ 

園
長
講
話

　
　

先
日
の
講
話
で
は
、
淡
窓
先
生
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
「
敬
天
の
心
」
に
つ
い
て
お
話

　

し
し
ま
し
た
。
こ
の
平
成
の
時
代
に
お
い
て
「
敬
天
の
心
」
と
は
、「
身
の
回
り
の
い
ろ
い

　

ろ
な
も
の
に
感
謝
し
大
切
に
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
よ
う
に
考
え
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ

　

と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
の
平
成
三
花
咸
宜
園
で
は
、
話
を
聞
く
こ
と
を
第
一
と
し
ま
す
。
今

　

の
時
代
、
目
で
見
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
聞
い
て
考
え
る
こ
と
は
当
時
も
含
め
一
番

　

大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
又
、
こ
こ
で
の
学
習
は
、
淡
窓
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を

　

そ
の
ま
ま
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
当
時
、淡
窓
先
生
が
考
え
、お
っ

　

し
ゃ
っ
た
こ
と
を
今
の
時
代
に
合
わ
せ
、
私
な
り
に
考
え
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
伝
え
、
そ
の

　

こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
、
考
え
、
実
行
し
て
い
く
か
を
述
べ
て
い
た
だ
く
と

　

い
う
、
意
見
交
換
を
し
て
お
互
い
に
高
め
て
い
く
園
に
し
た
い
の
で
す
。

　
　

さ
て
、
今
日
は
「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
心
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
淡
窓
先
生
は
こ
の

　

心
を
持
っ
て
学
問
に
励
む
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
期
待
し
ま
し
た
。「
治
め
る
」
と
い
う
こ
と

　

は
、
何
を
治
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
考
え
る
に
「
気
持
ち
」
と
「
態
度
・

　

姿
勢
」
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
気
持
ち
や
態
度
を
治
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
習
の
心

　

構
え
を
し
っ
か
り
し
て
、
態
度
や
姿
勢
を
き
ち
ん
と
し
た
上
で
、
学
ば
な
け
れ
ば
身
に
つ
か

　

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
全
く
同
感
で
す
。
が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う
意
欲
や「
よ
し
、

や
っ
て
や
る
ぞ
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
か
低
い
か
で
、ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
。「
し

た
く
な
い
な
あ
」
と
か
「
周
り
が
や
れ
と
い
う
か
ら
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
は
、
気
分
も

乗
ら
な
い
し
、
手
悪
さ
や
無
駄
話
も
つ
い
つ
い
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
に
、

姿
勢
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
キ
チ
ン
と
背
筋
を
伸
ば
し
、
話
す
人
の
目
を
見
て
聞
く
と
い
う

態
度
や
姿
勢
は
、心
の
中
の
や
る
気
を
引
き
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。実
際
、私
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
皆
さ
ん
の
前
に
立
つ
と
身
が
引
き
締
ま
り
、や
る
気
が
出
ま
す
。「
治

め
て
後　

学
ぶ
心
」
を
こ
の
三
花
咸
宜
園
の
二
つ
目
の
心
に
し
た
わ
け
は
、学
習
す
る
前
の
「
気

持
ち
」
と
「
態
度
・
姿
勢
」
を
き
ち
ん
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
本
当
に
大
切
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
心
、
気
持
ち
や
態
度
・
姿
勢
を
き
ち
ん
と
し
て
学
習
や
活
動
を

す
る
と
い
う
心
に
つ
い
て
、ど
う
思
い
ま
す
か
。
質
問
や
意
見
が
あ
る
人
は
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

 　

 （
意
見
交
換
）

　

で
は
、
今
後
行
っ
て
い
く
活
動
に
お
い
て
「
治
め
て
後　

学
ぶ
心
」
を
い
つ
も
心
に
置
い
て

取
り
組
み
、
立
派
な
人
間
に
な
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
講
話
は
、

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
礼　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

⑤
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
朝
礼
を
終
わ
り
ま
す
。
一
同
「
礼
」

　
（
４
）
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
方
針
、
目
的

　
　

①
方
針
・
目
的

　
　
　

江
戸
時
代
の
咸
宜
園
を
卒
業
し
て
、
自
分
の
町
に
帰
り
、「
自
分
は
日
田
の
咸
宜
園
で

　
　

学
ん
で
い
た
」
と
い
う
と
、周
り
の
人
は
「
す
ご
い
。
あ
の
咸
宜
園
で
学
ん
だ
の
で
す
か
」

　
　

と
一
目
置
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
周
り
か
ら
「
咸
宜
園
は
す
ご
い
。

　
　

咸
宜
園
は
周
り
の
学
校
と
は
違
う
」
と
い
う
目
で
見
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
咸
宜

　
　

園
で
の
勉
強
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
も
こ
の
三
花

　
　

咸
宜
園
で
一
生
懸
命
に
学
び
、「
自
信
と
誇
り
」
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

　
　

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、三
花
咸
宜
園
の
園
生
の
心
得
え
を
し
っ
か
り
守
り
、

　
　

き
ち
ん
と
し
た
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
別
紙
、
三
花
咸
宜
園
の
園
生
の
心

　
　

得
え
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

②
園
生
の
心
得
え　

  

別
紙
、
園
生
の
心
得
え
を
説
明
し
、
共
通
理
解
さ
せ
る
。

　
　

③
班
活
動
、
係
活
動
の
説
明

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う
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班
活
動
は
、
五
年
生
と
六
年
生
は
別
々
に
し
ま
す
。
五
年
生
は
三
（
み
）
の
一
か
ら
三

　
　
（
み
）
の
三
ま
で
、
六
年
生
は
花
（
は
な
）
の
一
か
ら
花
（
は
な
）
の
三
ま
で
と
し
ま
す
。

　
　

組
み
合
わ
せ
は
、
く
じ
引
き
で
決
め
ま
す
。
班
長
さ
ん
を
一
名
決
め
ま
す
。
各
班
、
ど
の

　
　

班
が
一
番
に
な
る
か
、
各
班
で
競
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
班
長
さ
ん
は
各
班
で
決
め
て
も
ら

　
　

い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
、
し
っ
か
り
し
た
人
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

係
は
、
五
つ
の
係
を
設
け
ま
す
。
各
係
に
係
長
一
名
と
副
係
長
を
二
名
の
計
三
名
を
置

　
　

き
ま
す
。
三
名
は
係
の
計
画
を
決
め
て
、
全
体
の
前
に
提
案
し
ま
す
。
そ
の
提
案
に
沿
っ

　
　

て
各
班
ご
と
に
活
動
し
ま
す
。
係
の
三
人
は
、
必
要
に
応
じ
て
公
民
館
に
集
ま
っ
て
計
画

　
　

を
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　

こ
の
係
は
、く
じ
引
き
で
な
く
、立
候
補
に
し
ま
す
。
尚
、塾
頭
一
名
と
副
塾
頭
二
名
は
、

　
　

園
長
の
私
が
指
名
し
ま
す
。
み
ん
な
の
様
子
を
見
て
指
名
し
ま
す
の
で
ま
だ
後
に
な
り
ま

　
　

す
。
こ
こ
で
一
五
分
間
休
憩
し
ま
す
。
班
決
め
、
係
り
決
め
は
休
憩
の
後
に
し
ま
す
。
休

　
　

憩
中
は
、
静
か
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
体
を
動
か
し
た
い
外
は
、
外
で
過
ご
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
た
だ
し
。
公
民
館
の
敷
地
か
ら
は
絶
対
に
出
た
ら
い
け
ま
せ
ん
。

　
（
５
）
班
決
め

　
　
　

三
の
一　

五
年　

七
人       

班
長　
（
吉
野
遙
紀
）  

副
班
長
（
石
橋
飛
翔
）

　
　
　

三
の
二　

五
年　

七
人       

班
長　
（
塚
田
多
恵
子
）  

副
班
長
（
金
崎
礼
乃
）

　
　
　

三
の
三　

五
年　

六
人       

班
長　
（
財
津
優
斗
）  

副
班
長
（
柴
田
晋
之
介
）

　
　
　

花
の
一　

六
年　

八
人       

班
長　
（
伊
藤
栄
芳
）  

副
班
長
（
蒲
地
ま
み
）

　
　
　

花
の
二　

六
年　

八
人　
　

班
長　

(

日
隈　

茜
） 

副
館
長
（
太
郎
良
亜
美
）

　
　
　

花
の
三　

六
年　

八
人       

班
長　
（
三
雲
花
音
）  

副
班
長
（
高
尾
智
里
）

　
（
６
）
係
決
め

　
　

①
学
習
係
係
長
（
伊
藤
栄
芳
）
副
係
長 （
佐
藤
祐
樹
）（
松
野
莉
子
）

　
　

②
生
活
係
係
長
（
田
中
勇
誠
）
副
係
長 （
大
友
正
一
）（
井
手
洸
四
郎
）

　
　

③
遊
山
係
係
長
（
武
富
凜
花
）
副
係
長 （
高
倉
夏
妃
）（
蒲
地
ま
み
）

　
　

④
清
掃
係
係
長
（
石
橋
飛
翔
）
副
係
長 （
吉
野
遙
紀
）（
財
津
優
斗
）

　
　

⑤
食
事
係
係
長
（
太
郎
良
亜
美
）
副
係
長 （
東
口
菜
月
）（
梶
原
由
美
）　　
　
　
　
　

　

５
．
成
果
及
び
課
題

　
（
１
）
淡
窓
の
咸
宜
園
で
の
自
治
活
動
の
下
地
が
で
き
た

　

淡
窓
は
咸
宜
園
で
塾
生
に
役
割
分
担
を
さ
せ
、
自
治
活
動
を
実
行
し
た
。
主
体
的
な
活
動
を

仕
組
む
塾
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
い
に
高
め
、
同
時
に
成
果
が
上
が
っ
た
。
塾
頭
に
任
命

さ
れ
た
Ａ
児
、
副
塾
頭
の
Ｋ
児
・
Ｈ
児
は
、
園
長
の
代
役
は
自
分
た
ち
が
行
う
の
だ
と
い
う
責

任
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
又
、
学
習
係
長
の
Ｏ
児
、
生
活
係
長
の
Ｕ
児
、
遊
山
係
長
の
Ｒ

児
、
各
班
の
六
名
の
班
長
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
平
成　
「
三
花
咸
宜
園
」
と
い
う
意
識

を
大
き
く
持
ち
、
と
て
も
輝
い
て
い
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
で
き
た
。

　　
（
２
）
責
任
感
を
示
す
場
が
設
け
ら
れ
、
変
容
が
期
待
で
き
る

　

淡
窓
・
咸
宜
園
の
中
に
職
人
制
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
本
園
で
、
園
生
の
希
望
と
園
長
か
ら

見
た
適
任
度
で
個
々
に
役
割
を
与
え
て
い
っ
た
。
Ｕ
児
に
対
し
、「
君
が
本
園
の
生
活
面
を
向

上
す
る
よ
う
に
、
感
じ
・
考
え
、
創
り
だ
し
、
伝
え
る
の
だ
よ
」
と
投
げ
か
け
る
こ
と
で
、
Ｕ

児
の
中
で
精
一
杯
期
待
に
応
え
よ
う
と
頑
張
る
姿
が
垣
間
見
え
た
。
今
回
、
咸
宜
園
で
の
方
策

を
取
り
入
れ
、
個
々
に
場
を
与
え
る
こ
と
で
、
そ
の
子
な
り
に
責
任
感
を
感
じ
、
頑
張
っ
て
い

こ
う
、
役
に
立
っ
て
い
こ
う
と
い
う
態
度
が
多
く
感
じ
ら
れ
、
と
て
も
た
く
ま
し
く
思
わ
れ
た
。

　
（
３
）
園
の
方
針
と
目
的
・
活
動
内
容
が
わ
か
り
年
間
の
見
通
し
が
で
き
た

　

平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
方
針
（
三
つ
の
心
）
を
提
示
し
た
。「
敬
天
の
心
」「
立
志
の
心
」「
治

め
て
後　

学
ぶ
心
」
を
中
心
に
据
え
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
が
、
本
園
の

特
色
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
心
を
平
成
の
今
様
に
解
釈
し
、
具
体
的
な
例
を
示
し
な
が
ら
講
義

し
た
。
子
ど
も
の
中
に
し
っ
か
り
落
ち
、
共
有
化
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
又
、

年
間
の
活
動
内
容
を
提
示
し
、係
り
や
班
で
の
動
き
や
個
々
の
目
標
設
定
に
も
大
い
に
役
立
ち
、

意
欲
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
予
想
さ
れ
た
。

　
（
４
）
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
効
果
的
な
方
法
・
手
立
て
を
見
い
だ
す
こ
と
こ
そ
効
果
を

上
げ
る

　

年
間
二
〇
回
の
活
動
で
、
ど
こ
ま
で
の
到
達
を
目
指
す
の
か
。
目
標
設
定
を
明
確
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
評
価
を
し
っ
か
り
し
積
重
ね
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
だ

と
い
え
た
。そ
の
一
方
策
と
し
て
活
動
後
必
ず
自
己
評
価
の
作
文
を
書
く
こ
と
を
取
り
入
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
作
文
に
対
し
、
園
長
の
評
価
を
書
き
込
み
、
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
る
こ
と
に
し
た
。
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そ
の
他
、
限
ら
れ
た
回
数
の
中
で
、
効
果
を
上
げ
る
方
法
・
手
立
て
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と

が
本
園
活
動
の
課
題
で
あ
る
こ
と
も
は
っ
き
り
見
え
た
。

 

■
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
第
六
講
「
遊
山
」
活
動
の
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　

１
．
活
動
内
容　
「
遊
山
」   

森
林
宿
泊
体
験
活
動

　

２
．
目　

的

　
　

①
森
林
の
中
で
自
然
に
触
れ
、
木
々
の
有
様
を
知
り
、
人
工
林
の
役
割
や
自
然
林
と
の
融

　
　

合
の
大
切
さ
を
感
じ
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
。

　
　

②
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
知
り
、
集
団
生
活
の
中
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　

③
実
体
験
の
中
か
ら
事
実
を
捉
え
、
感
じ
さ
せ
、
学
び
を
生
ま
せ
る
。

　

３
．
場　

所　

大
分
県
平
成
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

　

４
．
日　

時　

平
成
二
五
年
八
月
八
日
（
木
）
～
九
日
（
金
）  

午
前
八
時
～
午
後
四
時

　

５
．
当
日
の
日
程
（
省
略
）

　

６
．
現
地
ま
で
の
交
通
手
段　

バ
ス
（
指
導
体
制
は
、
園
長　

服
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名
）

　

７
．
森
林
体
験
の
講
師　

大
分
県
緑
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
職
員

　

８
．
参
加
園
生    

三
二
名

　

９
．
指
導
体
制　

引
率
者　

中
島
龍
磨
、
服
部
幸
一
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名
の
計
四
名

                      　

講
師    

数
名       

合
計
一
〇
名
以
上

　

10
．
活
動
内
容　

テ
ー
マ
「
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
か
つ
協
力
し
自
然
と
ふ
れ　

　
　
　

あ
お
う
」

　
（
１
）
森
林
体
験 　

人
工
林
・
自
然
林
の
有
様
を
観
察
、
森
林
の
役
割
に
気
づ
く
。

　
（
２
）
集
団
生
活
で
の
役
割

　
　

食
事
の
用
意
、
後
片
付
け
、
様
々
な
集
団
活
動
の
中
で
の
個
々
の
役
割
を
掴
み
実
行
す
る
。

　

11
．
緊
急
時
連
絡
体
制

　

　

12
．
始
め
の
会
に
お
け
る
園
長
講
話

　

本
日
の
第
六
講
の
活
動
は
、
遊
山
で
「
大
分
県
緑
の
少
年
団
と
し
て
県
下
の
各
少
年
団
の
人

と
森
林
観
察
や
森
林
の
中
で
集
団
宿
泊
を
し
て
見
識
を
高
め
る
」
で
す
。
淡
窓
先
生
は
、
自
然

の
中
で
遊
山
の
活
動
を
よ
く
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
詩
に
表
す
こ
と
を
進
め
ま
し
た
。
園
生
は
、
何
と
な
く
遊
山
に
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
目

的
や
め
あ
て
を
持
っ
て
、
野
外
に
出
て
体
験
活
動
を
し
、
感
性
を
高
め
い
き
ま
し
た
。
今
回
皆

さ
ん
は
、自
然
の
中
で
自
然
体
験
の
ほ
か
集
団
宿
泊
を
す
る
こ
と
な
ど
多
く
の
体
験
を
し
ま
す
。

何
と
な
く
参
加
し
た
り
、
受
け
身
で
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
目
的
や
め
あ
て
を
も
っ
て
進
ん

で
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
や
多
く
の
自
然
に
触
れ
、
一
回

り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
淡
窓
先
生
が
願
う
、
頭

で
考
え
る
こ
と
と
体
で
体
験
し
た
こ
と
を
結
び
つ
け
る
知
行
合
一
に
つ
な
が
る
の
で
す
。で
は
、

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
元
気
で
こ
こ
に
帰
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

13
．
成
果
と
課
題

　
（
１
）
成
果　

　
　

遊
山
活
動
の
一
環
と
し
て
、県
下
の
多
く
の
団
員
と
、自
然
体
験
や
集
団
生
活
体
験
を
行
っ

　

た
。
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
又
一
段
と
成
長
し
た
姿
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
（
２
）
課
題

　

咸
宜
園
の
「
遊
山
」
活
動
を
行
っ
た
。
目
的
を
持
た
せ
、
主
体
的
な
活
動
に
し
て
い
く
た
め

の
方
法
・
手
立
て
に
一
工
夫
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
実
際
、
園
生
は
「
頑
張
ろ
う
」
と
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
。
成
果
も
あ
っ
た
が
、
準
備
に
費
や
す
時
間
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
問

　県内の児童が一同に会し、行われた開
会式の場。
　淡窓の「治めて後　学ぶ」の心をしっ
かりと実行し、平成「三花咸宜園」の園
生として、堂々とした態度で参加するこ
とが出来た。

　夕飯作りでは、休道の詩の中にある、
「君は川柳を汲め、我は薪を拾わん」の
心で、しっかりと自分の役目を果たして
いました。もちろん美味しい、美味しい
カレーライスができあがり、みんなで食
べました。一体感が出来たキャンプでし
た。」

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う



七
〇

題
点
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
学
校
と
か
で
な
く
、
公
民
館
で
行
う
活
動
で
は
、
時
間
的
な
制

約
が
あ
る
。
当
然
、
準
備
の
話
し
合
い
や
計
画
立
案
に
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
子
ど
も
に
主
体

的
な
活
動
を
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
事
前
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
こ
の
時
間
が
と
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
問
題
で
あ
っ
た
。
今
後
、
こ
の
時
間
の
捻
出
と
効
果

的
な
活
動
を
行
う
こ
と
と
の
関
わ
り
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

■
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
第
八
講　
　
「
遊
山
」
活
動
の
計
画
及
び
実
際
の
活
動

　

１
．
活
動
内
容　
　
「
遊
山
」   
淡
窓
の
生
き
た
時
代
の
遺
物
・
遺
跡
に
ふ
れ
る
体
験

　

２
．
目　

的

　
　

①
咸
宜
園
・
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
行
き
淡
窓
の
生
き
方
や
咸
宜
園
で
の
教
育
方

　
　
　

針
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
聞
い
た
り
、
見
た
り
す
る
。

　
　

②
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
知
り
、
社
会
生
活
の
中
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　

③
実
体
験
の
中
か
ら
事
実
を
捉
え
、
感
じ
さ
せ
、
学
ば
せ
、
淡
窓
の
生
き
方
、
咸
宜
園
で

　
　

の
行
い
を
く
ら
し
に
生
か
す
。

　

３
．
場　

所　

咸
宜
園
、
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
廣
瀬
資
料
館
ほ
か

　

４
．
日　

時　

平
成
二
五
年
九
月
二
五
日
（
水
）　

午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
四
時
四
五
分

　

５
．
当
日
の
日
程
（
省
略
）

　

６
．
輸
送
方
法　
　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
に
て　

ピ
ス
ト
ン
輸
送

　

７
．
講　

師　
　

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
指
導
員
）、
秋
風
庵
（
担
当
者
）、
長
生
園

　
　
　
・
桂
林
荘
（
館
長
）、長
福
寺
（
住
職
）、廣
瀬
資
料
館
（
担
当
者
）
月
隈
城
公
園
（
館
長
）

　

８
．
参
加
園
生　

四
四
名

　

９
．
指
導
体
制　

引
率
者　

中
島
龍
磨
館
長
、
服
部
幸
一
主
事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
名　
　

　
　
　

計　

五
名

　

10
．
活
動
内
容　

テ
ー
マ　
　
「
淡
窓
先
生
の
こ
と
を
知
り
、
園
の
生
活
に
活
か
そ
う
」

　
（
１
）
班
の
構
成　

一
班
（
三
の
一
、
花
の
一
・
二
）　 

二
班
（
三
の
二
・
三
、
花
の
三
）

　
（
2
） 

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー　

  

司
会
進
行　

全
て
塾
長

               　

始
め
の
挨
拶  （
伊
藤
栄
芳
） 　

お
礼
の
言
葉
（
高
倉
夏
妃
）

　
（
３
）
秋
風
庵　
　

お
礼
の
言
葉　
　
（
三
雲
花
音
）

　
（
４
）
長
福
寺　
　

お
礼
の
言
葉　
　
（
伊
藤
栄
芳
）

　
（
５
）
廣
瀬
資
料
館　
　

お
礼
の
言
葉　
　
（
三
雲
花
音
）

　
（
６
）
バ
ス
の
座
席　
　

 

一
班
（ 

花
の
二
か
ら
花
の
一
そ
し
て
三
の
一
の
順
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

二
班
（
花
の
三
か
ら
三
の
二
そ
し
て
三
の
三
の
順
）

　

11
．
経　

費　
　
（
１
）
廣
瀬
資
料
館　

０
円

　

12
．
緊
急
時
連
絡
体
制

 　   

13
．
始
め
の
会
に
お
け
る
園
長
講
話
及
び
見
学
場
所
の
概
要

　

本
日
の
第
八
講
の
活
動
は
、
遊
山
で
す
。
今
日
は
、
淡
窓
先
生
の
生
ま
れ
育
っ
た
廣
瀬
家
や

塾
を
開
き
実
際
に
勉
強
を
し
た
長
福
寺
、
桂
林
園
、
咸
宜
園
を
歩
き
、
訪
ね
て
、
当
時
の
様
子

に
少
し
で
も
ふ
れ
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
見
学
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
、
淡
窓
先
生
の
人

生
を
後
ろ
か
ら
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
咸
宜
園
教
育
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
概
要
を
つ
か

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
次
に
、
咸
宜
園
、
長
生
園
、
桂
林
園
、
長
福
寺
、
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ
た

廣
瀬
家
に
行
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
、
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
中
か

ら
、
自
分
で
考
え
、
自
分
な
ら
こ
の
こ
と
を
ど
う
生
か
せ
る
の
か
作
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

   

遊
山
と
は
、
た
だ
見
学
に
行
く
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的
を
持
っ
て
行
く
の
で
す
。
そ
の

目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
見
た
り
聞
い
た
り
し
、
そ
の
中
か
ら
感
じ
、
感
じ
た
こ

と
を
考
え
、
自
分
と
し
て
の
意
見
を
作
り
出
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
ひ
い
て
は
そ
の
こ

と
を
く
ら
し
の
中
に
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
心
構
え
を
持
っ
て
当
時
の
咸
宜

園
の
園
生
た
ち
は
、遊
山
活
動
に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、帰
っ
て
先
生
か
ら
、「
今

日
の
こ
と
を
詩
で
表
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、
し
っ
か
り
書
き
表
す
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
活
動
の
後
、
作
文
を
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
心
構
え
で
、
遊
山

活
動
に
参
加
し
、
作
文
を
書
け
ば
立
派
な
文
も
書
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

14
．
成
果
及
び
課
題

　

淡
窓
の
生
き
た
環
境
を
実
際
に
歩
き
、
見
て
・
感
じ
た
。
聞
く
と
、
今
ま
で
も
何
回
か
経
験

し
た
こ
と
は
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
た
だ
何
と
な
く
見
て
、
聞
い
た
だ
け
で
印
象
と
し
て
、

何
に
も
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
、
原
田
館
長
や
武
内
住



七
一

職
に
話
を
聞
い
た
り
、

当
時
の
遺
物
を
見
せ

て
も
ら
う
こ
と
は
、
大

い
に
効
果
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
成
果
と
し

て
は
、
秋
風
庵
と
い

う
小
さ
な
古
い
建
物

と
い
う
意
識
し
か
な

か
っ
た
の
に
、
こ
の
小

さ
な
空
間
の
中
に
、
淡
窓
の
生
き
て
き
た
証
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
五
〇
〇
〇
人
と
い
う
当

時
の
若
者
が
、
日
夜
切
磋
琢
磨
し
た
こ
と
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
、

実
体
験
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
い
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
と
い
え
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
本
園
か
ら
遠
い
こ
と
に
よ
り
、
調
べ
た
い
と
き
、
ふ
れ
あ
い
た
い
と
き
に

気
軽
に
行
け
な
い
の
で
、
そ
の
距
離
を
ど
う
縮
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

又
、
淡
窓
に
し
て
も
咸
宜
園
に
し
て
も
現
代
の
子
ど
も
か
ら
し
た
ら
距
離
が
有
り
、
埋
め
る

の
に
あ
ま
り
に
も
溝
が
深
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
か
に
現
代
風
に
置
き
換
え
、

身
近
に
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
子
ど
も
で
あ
る
た
め
、
学
校
生
活
の
中
の
た
と
え
を
取
り
出
し

な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
に
、
時
間
を
か
け
取
り
組
む
こ
と
が
、
上
滑
り
の
淡
窓
・
咸

宜
園
の
教
育
で
な
く
、
地
道
で
は
あ
る
が
本
園
の
目
指
す
教
育
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

３
．
社
会
教
育
へ
の
転
用
の
実
際

　
（
１
）
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
活
動
か
ら

　
　

①
淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
が
浸
透
し
た

　
　
　

本
園
で
は
、「
敬
天
の
心
」「
立
志
の
心
」「
治
め
て
後　

学
ぶ
心
」の
三
つ
に
焦
点
を
当
て
、

　
　

実
行
し
た
。
淡
窓
・
咸
宜
園
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
三
点
か
ら
色
々
な
活

　
　

動
を
仕
組
ん
だ
。
例
え
ば
、
毎
回
行
う
講
話
も
し
か
り
、
常
に
こ
の
こ
と
を
具
体
例
を
示

　
　

し
な
が
ら
、
か
つ
園
生
の
日
々
の
く
ら
し
と
結
び
つ
け
て
話
し
た
。
又
、
規
則
正
し
い
生

　
　

活
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
自
己
の
態
度
や
姿
勢
の
厳
格
さ
な
ど
徹
底
的
に
鍛
え
た
。
活

　
　

動
も
係
り
の
設
定
と
実
行
、
遊
山
活
動
と
作
文
な
ど
淡
窓
・
咸
宜
園
の
方
策
を
模
倣
し
た
。

　
　
　

こ
の
結
果
、
時
間
的
制
約
を
受
け
る
学
校
教
育
の
場
に
比
べ
、
目
的
と
す
る
３
つ
の
心

　

が
浸
透
し
、
活
動
も
こ
の
こ
と
を
下
地
と
し
て
行
え
た
。
園
生
は
、
淡
窓
・
咸
宜
園
を
よ
り

　

深
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
し
，　

三
花
咸
宜
園
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な

　

っ
た
。
そ
し
て
、
淡
窓
・
咸
宜
園
の
教
育
が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　
　

②
社
会
教
育
で
「
豊
か
な
心
」
が
醸
成
で
き
た

　
　
　

学
校
教
育
の
場
で
培
う
「
豊
か
な
心
」
と
、
社
会
教
育
の
場
で
培
う
も
の
は
、
方
法
・

　
　

手
段
こ
そ
違
え
ど
変
わ
り
な
い
。
何
故
な
ら
、
対
象
と
な
る
児
童
が
同
一
で
あ
る
。
平
成

　
　
「
三
花
咸
宜
園
」
で
は
、
活
動
の
下
地
に
目
的
を
鮮
明
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
強
み

　
　

で
あ
る
。
特
に
、
力
点
を
置
い
た
の
が
「
遊
山
活
動
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
館
内
や
館
外

　
　

に
出
て
行
う
体
験
活
動
で
あ
る
。
淡
窓
は
、
遊
山
活
動
で
詩
作
を
さ
せ
て
、
五
感
を
鍛
え

　
　

た
。
同
じ
よ
う
に
、
本
園
で
は
「
夢
ト
レ
」
を
行
っ
た
。「
夢
ト
レ
」
は
、
学
校
教
育
で

　
　

行
っ
て
い
た
こ
と
の
活
用
で
あ
る
。「
事
実
を
捉
え
、
感
じ
、
考
え
、
意
見
を
作
り
出
す
」、

　
　

こ
の
一
連
の
思
考
の
流
れ
を
意
識
付
け
鍛
え
た
。

   　
　

そ
の
こ
と
で
、
事
実
を
見
取
る
目
、
感
じ
る
力
、
考
え
る
力
、
意
見
を
作
り
出
す
力
が

　
　

つ
い
て
き
た
。
ま
た
、
自
己
を
見
る
目
、
他
や
周
り
を
見
る
目
に
変
化
が
出
て
き
た
。
つ

　
　

ま
り
、
自
己
肯
定
感
や
優
し
さ
、
思
い
や
り
な
ど
の
「
豊
か
な
心
」
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　
　

③
淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
の
草
の
根
運
動
が
展
開
で
き
た

　
　
　

学
校
教
育
の
中
で
、
淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
を
実
行
し
成
果
も
出
た
し
、
課
題
も
明
確

　
　

に
な
っ
た
。
課
題
の
中
で
、
社
会
教
育
で
の
活
動
と
あ
り
方
を
挙
げ
た
。
今
回
、
社
会
教

　
　

育
の
場
で
目
的
を
持
ち
実
行
し
て
い
る
が
、大
い
に
成
果
を
上
げ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

　
　

そ
の
要
因
は
、
社
会
教
育
で
は
、
今
回
実
践
し
て
い
る
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
よ
う
に
、

　
　

目
的
を
絞
っ
た
活
動
が
さ
れ
、
活
動
内
容
は
も
ち
ろ
ん
評
価
も
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で

　
　

あ
る
。
従
っ
て
、
淡
窓
・
咸
宜
園
の
こ
と
を
よ
り
多
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
多
く
の

　
　

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

こ
の
こ
と
で
、
淡
窓
・
咸
宜
園
が
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
な
り
、
学
校
教
育
で

　
　

は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
淡
窓
・
咸
宜
園
が
子
ど
も
の
中
に
作
り
上
げ
ら

　
　

れ
た
。
今
回
の
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
活
動
は
、
ま
さ
に
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

　
　

そ
の
子
ど
も
が
存
在
す
る
三
花
地
区
に
と
っ
て
も
、
淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
の
草
の
根
と
し

　
　

て
の
広
が
り
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

秋風庵での原田館長さんの講話

長福寺での武内住職さんの講話

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う
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（
２
）
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
存
在
か
ら

　
　

①
三
花
地
区
の
誇
り

　
　
　

平
成
二
五
年
五
月
三
一
日
午
後
七
時
よ
り
、
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
開
園
式
を
行

　
　

っ
た
。
児
童
四
四
名
、
保
護
者
四
二
名
、
関
係
者
一
〇
名
の
約
一
〇
〇
名
参
加
者
の
中
、

　
　

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
児
童
も
保
護
者
も
新
し
く
作
ら
れ
る
園
に
対
し
て
、
大
き
な
期
待
が

　
　

感
じ
ら
れ
た
。
実
際
、
一
〇
月
ま
で
第
九
講
の
活
動
を
し
て
き
た
が
、
毎
回
意
欲
を
持
っ

　
　

て
取
り
組
め
て
い
る
。
同
時
に
、
保
護
者
を
は
じ
め
交
流
を
し
た
暁
大
学
の
高
齢
者
や
女

　
　

性
セ
ミ
ナ
ー
の
方
々
な
ど
多
く
の
関
係
諸
氏
が
、本
園
に
対
し
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
支
え
、

　
　

応
援
し
て
く
れ
る
。

　
　
　

私
は
常
々
、「
地
域
活
動
」
を
活
性
化
す
る
に
は
、
中
心
に
子
ど
も
を
据
え
そ
の
部
分

　
　

を
元
気
に
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
今
回
も
、
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
の
活
動
を
活
発

　
　

に
し
て
い
る
姿
を
見
て
多
く
の
方
が
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、

　
　

本
園
の
存
在
は
三
花
地
区
の
誇
り
で
あ
る
。

　
　

②
地
域
に
広
げ
る
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た

　
　
　
「
恐
れ
多
く
も
、
咸
宜
園
と
い
う
名
前
を
使
っ
て
い
る
ば
い
」
と
い
う
声
も
囁
か
れ
た
。

　
　

し
か
し
、
目
的
と
活
動
が
見
え
て
き
て
、
支
援
者
が
増
え
て
き
た
。
今
、
三
花
公
民
館
の

　
　

掲
示
板
に
「
休
道
の
詩
」
が
い
く
つ
も
張
ら
れ
て
い
る
。
地
域
民
が
来
館
す
る
た
び
に
目

　
　

に
し
て
い
る
。「
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
覚
え
て
み
よ
う
か
し
ら
」　

　
　

と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ズ
メ
の
学
校
で
唱
え
る
地
区
も
見
か
け
る
。

　
　

一
方
で
、
淡
窓
が
唱
え
た
「
立
志
の
心
」
も
現
代
ふ
う
に
「
夢
を
抱
く
」
と
置
き
換
え
、

　
　

広
げ
て
い
る
。

　
　
　

三
和
小
で
は
、
こ
の
こ
と
を
「
夢
を
抱
き　

夢
を
追
い　

夢
を
成
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー

　
　

ガ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
、
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
成
果
を
上
げ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
地
域

　
　

活
動
で
、「
夢
を
持
つ
、
目
的
を
持
つ
、
す
る
こ
と
・
行
く
と
こ
ろ
を
持
つ
」
こ
と
を
色
々

　
　

な
場
で
啓
蒙
し
て
い
る
。
休
道
の
詩
と
同
様
に
立
志
と
い
う
淡
窓
・
咸
宜
園
の
心
が
地
域

　
　

民
に
根
付
こ
う
と
し
て
い
る
気
配
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
地
域
に
広

　
　

げ
る
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
と
言
え
る
。

　
　

③
壮
年
、
婦
人
会
、
老
人
会
と
の
交
流
を
増
や
し
、
一
体
と
な
っ
た
世
界
遺
産
へ
の
歩
み

　
　
　

こ
の
層
と
の
交
流
で
の
課
題
は
、
実
際
に
実
と
な
る
交
流
活
動
を
ど
の
よ
う
に
仕
組

　
　
　

ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
、
高
齢
者
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
会
食
で

　
　

の
交
流
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
壮
年
会
や
婦
人
会
と
の
交
流
は
な
い
、
淡
窓
・
咸
宜
園

　
　

教
育
を
一
番
伝
え
た
い
層
で
あ
る
。
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
意
見
の
交
流
や
体
験
活

　
　

動
を
す
る
と
大
い
に
効
果
が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
人
は
「
昼
間
仕
事
が

　
　

あ
る
か
ら
夜
が
良
い
」
と
い
う
意
見
が
大
半
で
あ
り
、
一
方
で
子
ど
も
は
「
昼
間
の
活
動

　
　

が
良
い
」
と
時
間
の
確
保
が
難
し
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
日
曜
の
昼
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
，
お
互
い
に
用
事
を
持
っ
て
お
り
時

　
　

間
の
確
保
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ
て
時
間
の
中
で
、
多
く
の
参
加
者
を
集
め
，

　
　

効
果
的
な
交
流
を
い
か
に
立
案
し
、
実
行
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
大
変
難
し
い
課

　
　

題
で
あ
る
が
、
一
つ
一
つ
解
決
し
、
み
ん
な
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

　
　

い
。
そ
し
て
、こ
の
三
花
か
ら
世
界
遺
産
登
録
へ
の
草
の
根
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

実
践
Ⅲ　

淡
窓
・
咸
宜
園
教
育
の
啓
蒙

　

平
成
三
花
咸
宜
園
園
生
の
心
得　

　

１
．
入
室
・
退
室
時
の
心
得						









　

・
入
室
時
は
玄
関
で
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
一
礼
し
、
靴
を
そ
ろ
え
て
上
が
り
ま
す
。		



　

・
退
室
時
は
靴
を
は
い
た
後
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
一
礼
し
玄
関
を
出
ま
す
。

　

２
．
園
内
で
の
心
得

　

・
廊
下
・
階
段
・
室
内
の
移
動
は
、
風
林
火
山
の
「
風
・
林
」
の
如
く
、
黙
っ
て
す
ば
や
く

　
　

動
き
ま
す
。

　

・
集
合
時
は
、
風
林
火
山
の
「
林
」
の
如
く
、
静
か
に
し
ま
す
。

　

・
学
習
室
、
活
動
室
に
は
一
礼
し
て
入
室
し
ま
す
。
事
務
室
、
特
別
室
は
「
入
っ
て
よ
い
で

　
　

す
か
」
と
許
可
を
得
て
入
室
し
ま
す
。

　

・
返
事
や
あ
い
さ
つ
は
、「
は
っ
き
り
と
」
大
き
な
声
で
言
い
ま
す
。

　

３
．
園
長
、
副
園
長
、
園
生
間
の
心
得

　

・
年
上
の
人
を
敬
い
、
大
切
に
し
ま
す
。

　

・
年
上
の
人
に
、
て
い
ね
い
な
言
葉
を
使
い
ま
す
。

　

・
年
長
者
は
、
年
下
の
人
を
か
わ
い
が
り
、
や
さ
し
く
導
き
ま
す
。

　

・
一
人
ひ
と
り
が
夢
を
抱
き
、
個
人
の
努
力
は
も
と
よ
り
、
園
生
が
励
ま
し
あ
っ
て
夢
を
追
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い
、
夢
を
成
し
ま
す
。

　

４
．
学
習
の
心
得

　

・
時
間
を
き
ち
ん
と
守
り
、
学
習
や
活
動
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

・
園
長
の
講
義
は
、
正
座
を
し
、
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢
で
、
聞
き
ま
す
。

　

・「
夢
ト
レ
」
の
心
で
、
多
く
の
こ
と
を
見
つ
け
、
疑
問
を
持
ち
、
解
決
し
、
学
び
を
く
ら

　
　

し
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

・
野
外
体
験
活
動
で
は
、
多
く
の
人
や
物
や
自
然･

社
会･

文
化
に
積
極
的
に
触
れ
ま
す
。

　

5
．
係
り
活
動
の
心
得

　

・
塾
頭
・
副
塾
頭
は
、
園
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
襟
を
正
す
と
共
に
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
園

　
　

生
の
手
本
と
な
る
行
動
を
し
ま
す
。

　

・
係
長
・
係
員
は
、
係
り
活
動
の
計
画
を
立
て
、
園
生
に
示
す
と
共
に
学
び
の
あ
る
活
動
に

　
　

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

・
班
長
・
副
班
長
は
、
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
充
実
し
た
班
活
動
に

　
　

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

・
園
生
は
、
塾
頭
・
副
塾
頭
、
係
長･

係
員
、
班
長
・
副
班
長
の
指
示
に
従
い
、
み
ん
な
で

　
　

素
晴
ら
し
い
三
花
咸
宜
園
を
創
り
上
げ
ま
す
。

　

・
園
生
は
、
三
花
咸
宜
園
に
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
自
己
の
夢
の
実
現
に
向
け
、
決
ま
り
を
守

　
　

り
、
自
己
責
任
を
果
た
す
と
共
に
、
協
力
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

6
．
園
外
活
動
で
の
心
得

　

・
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
の
活
動
で
、
三
花
咸
宜
園
園
生
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
何

　
　

事
に
も
堂
々
と
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

・
大
き
な
声
で
「
あ
い
さ
つ
」「
返
事
」
を
し
、
積
極
的
に
人
に
交
わ
り
友
好
を
深
め
ま
す
。

　

・「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
感
謝
の
心
を
常
に
持
ち

　
　

接
し
ま
す
。

　

・「
大
丈
夫
で
す
か
」
と
声
を
か
け
、
困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
つ
行
動
を
し
ま
す
。

　

・
何
事
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
多
く
を
学
び
、
人
間
的
に
成
長
し
ま
す
。

　

7
．
園
生
の
共
通
の
心
得

　

・
安
心
・
安
全
な
行
動
を
し
、
身
体
を
い
た
わ
り
ま
す
。

　

・
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
園
生
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
と
り
ま
す
。

　

・
欠
席
の
と
き
は
、
必
ず
前
も
っ
て
公
民
館
に
連
絡
を
入
れ
ま
す
。

　

■
学
習
の
順
（
塾
頭
号
令
）

　
　

1
…
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
○
○
を
始
め
ま
す
。「
一
同　

礼
」

　
　

2
…
今
日
の
学
習
の
「
目
標
」
は
、
○
○
で
す
。

　
　

3
…
園
長
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

4
…
学
習
活
動

　
　

5
…
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
今
日
の
学
習
の
目
標
は
△
△
で
し
た
。

　
　
　

こ
れ
で
○
○
を
終
わ
り
ま
す
。「
一
同　

礼
」

　

■
朝
会
の
順
（
塾
頭
号
令
）

　
　

1
…
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
朝
会
を
始
め
ま
す
。「
一
同　

礼
」

　
　

2
…
「
休
道
の
詩
」
を
朗
唱
し
ま
す
。

　
　

3
…
今
日
の
目
標
と
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し
ま
す
。

　
　

4
…
係
長･

班
長
か
ら
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

5
…
園
長
先
生
お
話
を
お
願
い
し
ま
す
。	

　
　

6
…
姿
勢
を
正
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
朝
会
を
終
わ
り
ま
す
。「
一
同　

礼
」

　

■
暮
会
の
順
（
塾
頭
号
令
）

　
　

1
…
朝
会
と
同
じ

　
　

2
…
「
休
道
の
詩
」
を
朗
唱
し
ま
す
。

　
　

3
…
係
長･

班
長
か
ら
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

4
…
園
長
先
生
、
お
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

5
…
朝
会
と
同
じ

　
　

6
…
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。「
さ
よ
う
な
ら
」

　
■
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
地
域
へ
の
啓
蒙
活
動　

講
話

　
　

１
．
期　

日　
　
　
　
　

平
成
二
五
年
七
月
三
〇
日
（
火
）

　
　

２
．
時　

間　
　
　
　
　

午
前
九
時
三
〇
分
～
一
〇
時
三
〇
分

　
　

３
．
場　

所　
　
　
　
　

三
花
公
民
館　

ホ
ー
ル

　
　

４
．
対　

象　
　
　
　
　

暁
大
学　

学
生

　
　

５
．
活
動
内
容　
　
　
　

講　

話

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う
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６
．
講
話
の
内
容　
　
　

生
き
る
喜
び
を
淡
窓
の
立
志
の
心
か
ら
ふ
れ
る

　
　

７
．
講
話
の
内
容
（
概
要
を
示
し
た
た
め
常
体
と
敬
体
が
混
じ
る
）

　
（
１
）
起
「
休
道
の
詩
を
朗
唱
」　

淡
窓
の
咸
宜
園
で
の
一
日
の
ス
タ
ー
ト
を
再
現　

　

自
分
は
先
輩
諸
氏
の
前
で
淡
窓
を
語
る
資
格
は
ま
だ
無
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

と
い
う
実
体
験
に
基
づ
い
た
経
験
を
通
し
て
の
話
は
で
き
る
。

　

今
、
日
田
市
で
は
咸
宜
園
を
世
界
遺
産
に
と
い
う
構
想
が
あ
る
。
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
見

劣
り
が
す
る
。
淡
窓
教
育
で
の
教
育
遺
産
と
し
て
の
登
録
を
行
わ
な
い
限
り
不
可
能
。
し
か
し
、

現
実
問
題
は
大
き
な
壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
日
田
市
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
学
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
の
講
演
会
が
主

流
。
淡
窓
や
咸
宜
園
を
詳
し
く
知
る
、
オ
タ
ク
は
い
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
私
は
、
常
々
考
え
て
い
た
こ
と
が
ず
っ
と
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
淡
窓
先
生
は
平
成
の

時
代
に
生
き
る
我
々
に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

自
分
が
し
た
こ
と
を
自
慢
し
た
い
の
で
は
な
い
。
多
く
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
こ
と
で
は

な
い
。
平
成
の
こ
の
時
代
に
、
淡
窓
が
期
待
す
る
こ
と
は
、
自
分
が
考
え
、
実
行
し
た
こ
と
を

行
い
、
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と
言
う
こ
と
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
実
行
す
る
こ
と

は
、
時
代
も
違
う
今
に
は
合
わ
な
い
。
淡
窓
が
考
え
た
こ
と
を
今
風
に
当
て
は
め
て
、
実
行
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

　
（
２
）
承
「
淡
窓
の
咸
宜
園
教
育
の
背
景
に
あ
る
も
の
」

　

先
ず
は
、
淡
窓
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
咸
宜
園
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
き
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
一
つ
一
つ
を
今
の
時
代
に
当
て
は
め
て
、

私
な
り
に
解
釈
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
み
ま
し
た
。
先
ず
は
、
今
配
っ
た
プ
リ
ン
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
は
、
淡
窓
、
咸
宜
園
と
言
え
ば
、
部
分
的
に
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
ば
休
道
の
詩
と
か
咸
宜
園
に
行
け
ば
、
秋
風
庵
の
入
り
口
に
敬
天
と
い
う
学
が

飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
廣
瀬
資
料
館
に
行
け
ば
心
高
身
低
と
い
う
額
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

三
奪
法
と
か
月
旦
評
等
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
私
は
ま
と
め
て

図
に
し
て
み
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
図
を
作
っ
た
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
三
花
咸
宜
園
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
図
の
中
で
特
に
３
つ
選
び
特
色
と

し
ま
し
た
。
そ
の
三
つ
と
は
、
敬
天
の
心
と
治
め
て
後
学
ぶ
心
と
今
日
皆
さ
ん
に
お
話
し
す
る

立
志
の
心
で
す
。

　

一
つ
目
の
敬
天
の
心
と
は
、
天
を
敬
い
…
生
か
さ
れ
て
い
る
、
大
切
に
す
る
、
感
謝
す
る
心

　

具
体
的
な
例
と
し
て
、
神
様
、
仏
様
に
お
参
り
す
る
と
き
の
仕
方
か
ら
万
善
簿
を
付
け
た
わ

け
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
治
め
て
後
学
ぶ
心
で
す
。
治
め
て
後　

学
ぶ
心
と
は
、
身
や
心
を
た
だ
し
て
…

構
え
や
姿
を
見
れ
ば
解
る
と
い
う
た
と
え
…

学
校
教
育
で
こ
の
こ
と
を
解
っ
て
、
何
事
も
行
わ
な
い
と
ま
さ
に
、
砂
上
の
楼
閣
で
す
。　
　

　

三
つ
目
が
立
志
の
心
で
す
。
休
道
の
詩
の
頭
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
志
を
持
つ
こ
と
で
何
事

に
も
頑
張
れ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
立
志
を
今
風
に
置
き
換
え
て
、
夢
と
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
子
ど
も
に
は
夢
を
持
つ
こ
と
を
常
に
進
め
て
い
ま
す
。
私
は
、
学
校
で
は
ず
っ
と
こ

の
こ
と
を
、
学
校
経
営
の
根
底
に
据
え
て
き
ま
し
た
。
三
和
小
学
校
で
も
言
い
続
け
、
全
員
の

子
が
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
が
、
こ
ち
ら
に
き
て
、
あ
る
と
き
二
年
生
の
子
と
偶
然
で
あ
っ

た
と
き
、
彼
が
言
う
に
「
館
長
さ
ん
夢
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
」
な
ん
で
す
よ
。
私
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
よ
。

　
（
３
）
転
「
生
活
を
生
き
生
き
さ
せ
る
夢
を
持
つ
」

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
今
日
の
話
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
夢
を
持
つ
こ
と
が
暮
ら
し
を

生
き
生
き
さ
せ
る
も
の
だ
と
実
感
し
た
の
は
、
ま
だ
教
員
を
し
て
い
た
と
き
に
三
年
生
の
社
会

科
で
老
人
ホ
ー
ム
に
体
験
学
習
に
行
っ
た
と
き
で
あ
る
。

　
　

九
二
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
…
夢
が
あ
り
…
生
き
生
き
し
て
い
た

　
　

七
二
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
…
夢
が
な
く
…
元
気
が
な
い

　
　

二
〇
歳
も
の
年
齢
を
逆
転
さ
せ
る
夢
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

　

以
来
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
咸
宜
園
の
淡
窓
に
出

会
っ
た
。
淡
窓
が
言
う
立
志
の
心
は
、や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
。
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
る
等
、

い
ろ
い
ろ
な
よ
い
結
果
を
生
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
夢
を
持
つ
こ
と
は
、
目
的
が
生
ま
れ
る
、
目

的
が
あ
る
と
道
筋
が
見
え
る
、
そ
の
道
筋
を
ど
の
よ
う
に
行
く
の
か
計
画
が
立
ち
、、
目
標
・

め
あ
て
が
生
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
頑
張
る
気
持
ち
が
わ
く
。
こ
の
気
持
ち
が
人
を
生
き
生
き
さ

せ
る
の
で
す
。「
よ
く
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
お
年
寄
り
も
毎
日
の
暮

ら
し
に
張
り
が
あ
る
。
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
よ
く
子
ど
も
の
頃
か
ら
明
日
遠
足
が
あ
る
と
か
、
一
週
間
後
に
修
学
旅
行
に
行
く

と
か
言
う
よ
う
に
目
的
が
あ
っ
た
と
き
、
浮
き
浮
き
し
、
い
や
な
こ
と
で
も
積
極
的
に
行
っ
て
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い
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
こ
と
が
、
夢
を
持
つ
と
言
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
な
が
る

と
思
い
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
中
学
生
、
高
校
生
で
甲
子
園
に
行
き
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
子
は
、
練
習

も
一
生
懸
命
に
し
ま
す
し
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

る
高
校
生
に
、「
君
の
夢
は
何
で
す
か
」
と
、
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
そ
ん
な
も
ん
は

な
い
」
と
た
ば
こ
の
煙
を
ふ
っ
か
け
る
始
末
で
す
。

　

こ
の
三
花
咸
宜
園
で
は
、
夢
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
現
在
の
暮
ら
し

と
夢
を
つ
な
ぐ
も
の
は
何
か
と
言
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
目
標
や
め
あ
て

を
持
つ
こ
と
で
す
。
夢
は
遠
く
に
目
標
は
近
く
に
と
言
う
こ
と
が
今
当
て
は
ま
る
言
葉
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
方
、
人
生
の
大
先
輩
に
私
か
ら
指
図
す
る
こ
と
は
恐
れ
多
い
こ
と
で

す
が
、
子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
そ
し
て
、
淡
窓
の
立
志
の
心
を
結
び
つ

け
る
な
ら
ば
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
、
夢
を
持
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
れ
は
ど
ん
な

も
の
で
も
い
い
と
い
う
ま
す
。
何
度
も
言
う
よ
う
に
、
夢
は
目
的
に
な
り
ま
す
。
目
的
が
あ
る

こ
と
は
、
道
筋
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
行
く
方
向
が
見
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
身
近
な

目
標
を
立
て
て
い
く
こ
と
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
ま
す
。
こ
の
頑
張
っ
て
い
る
と
き
こ

そ
、
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
生
き
る
喜
び
を
感
じ
取
り
な
が
ら
毎
日
を
生
活

で
き
る
と
き
だ
と
い
え
ま
す
。

　
（
４
）
結
「
生
き
る
と
言
う
よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」+

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
淡
窓
は
敬
天
の
心
の
中
で
、
決
し
て
生
き
る
と
い
う
気
持
ち
に
は

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
生
き
る
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
自
体
、
お
こ
が
ま
し

い
と
い
う
の
で
す
。
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
、
私
は
到
底
こ

の
気
持
ち
に
は
な
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
生
き
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
と
生
か
さ
れ
て
い
る

気
持
ち
で
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
肩
肘
張
ら

ず
に
、
気
楽
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
の
が
、
元
気
で
、
過
ご
し
て
生
き
る
と
い
え
ま
す
。

　

本
日
は
、
ご
清
聴
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
、
平
成
三
花
咸
宜
園
で
は
こ
の
よ
う
な
講

話
を
し
な
が
ら
、
講
話
を
実
際
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
知
と
行
を
結
び
つ
け
て
実
施
し
、
こ
の

園
か
ら
江
戸
の
咸
宜
園
に
劣
ら
な
い
よ
う
な
立
派
な
人
物
を
輩
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
交
流
を
図
り
な
が
ら
お
互
い
高
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本

日
は
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
咸
宜
園
世
界
遺
産
講
座    

中
之
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
話

        

期
日　

 

平
成
二
五
年
一
〇
月
二
日

　
（
１
）
休
道
の
詩
か
ら
の
導
入

　
　

①
休
道
の
詩
朗
唱　
　
　
　

詩
の
素
晴
ら
し
さ

　
　

・
一
行
目
は
、
個
人
を
励
ま
す
（
個
人
に
向
け
て
呼
び
か
け
）

　
　

・
二
行
目
は
、
友
（
他
の
存
在
）
の
良
さ
を
知
ら
し
め

　
　

・
四
行
目
は
共
に
生
き
よ
う
と
呼
び
か
け(

望
ま
し
い
社
会
の
あ
り
方)

を
示
し
て
い
る

　

人
生
の
応
援
歌
と
言
っ
て
も
過
で
な
い
。
日
田
市
の
市
歌
の
中
に
取
り
入
れ
て
も
よ
い
ほ
ど

　

素
晴
ら
し
い
も
の
。

　

②
こ
の
休
道
の
詩
が
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
軽
く
扱
わ
れ
て
き
た
日
田
の
歴
史
は
少
々
問

　
　

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

○
会
津
若
松
駅
に
は
、
白
虎
隊
の
銅
像
が
あ
り
、
岐
阜
駅
に
は
信
長
の
像 

が
あ
る
が
、
日

　
　

田
駅
に
は
何
も
な
い
。

　
　

こ
れ
が
世
界
遺
産
と
し
て
咸
宜
園
を
登
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
町
か
と
言
い
た
く
な
る
。

　
　

今
、
日
田
市
が
行
っ
て
い
る
こ
と
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。
パ
ト
リ
ア
で
の
講
演
が
主
。

　

③
淡
窓
先
生
が
私
た
ち
平
成
の
日
田
に
生
き
る
人
々
に
願
う
も
の
は
何
か

　
　

淡
窓
の
こ
と
や
咸
宜
園
で
し
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
は
な
い
。

　
　
　

→
淡
窓
オ
タ
ク
を
増
や
す
の
で
は
な
い

　
　

考
え
や
し
た
こ
と
を
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
は
な
い
か
。

　

④
私
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

　
　

淡
窓
の
考
え
や
咸
宜
園
で
し
た
こ
と
を
、
今
の
時
代
ふ
う
に
解
釈
し
て
実
行
し
て
い
く
こ

　
　

と
で
あ
る
。

    

⑤
ど
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

　
　

そ
の
た
め
に
は
、
淡
窓
の
考
え
や
思
い
、
そ
し
て
咸
宜
園
で
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
整
理

　
　

す
る
必
要
が
あ
る
。　

※
別
紙　

表
を
提
示　
　

　

⑥
そ
の
中
で
平
成
「
三
花
咸
宜
園
」
で
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
三
つ
の
心
で
あ
る
。

　
　
「
敬
天
の
心
」　　
「
立
志
の
心
」　　
「
治
め
て
後　

学
ぶ
心
」

　
　

こ
れ
ら
の
心
を
今
様
に
解
釈
し
て
実
行
す
る
の
で
あ
る
が
、先
ず
、「
敬
天
の
心
」
と
は
、「
立

　
　

志
の
心
」
と
は
、「
治
め
て
後　

学
ぶ
」
心
と
は
、

咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う
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そ
の
中
で
、
今
日
は
「
立
志
の
心
」
に
つ
い
て
、
実
践
を
基
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

別
紙
（
表　

）
の
太
枠
の
部
分
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
一
時
間
し
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
他
の
部
分
で
も
話
は
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
日
の
演
題
は
、「
立
志
の
心
・
夢
を
抱
く
こ
と
で
、生
き
生
き
と
し
た
く
ら
し
を
創
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

淡
窓
先
生
は
、
厳
し
い
規
則
や
た
く
さ
ん
の
勉
強
時
間
を
塾
生
に
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
時
に
そ
の
大
変
さ
や
苦
労
は
「
何
の
た
め
の
も
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
指
し
示
し

て
や
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
立
志
、
志
を
持
て
と
言
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
こ
の
立
志

を
今
様
に
「
夢
を
抱
く
」
と
い
う
こ
と
で
置
き
換
え
て
子
ど
も
た
ち
を
始
め
、
出
会
う
人
に
言

い
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
が
、
夢
を
抱
く
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
淡
窓
の
「
立
志
の
心
」
の
大
切
さ
か
と
結
び
つ
い

た
の
は
次
の
よ
う
な
出
来
事
か
ら
痛
感
し
ま
し
た
。

　

・
夢
を
持
つ
こ
と
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
出
来
る
例
①　

老
人
ホ
ー
ム
で
の
出
来
事

　

・
夢
を
持
て
な
い
で
生
活
が
荒
れ
る
高
校
生
の
例
②　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
出
来
事

　

・
夢
を
持
ち
生
き
生
き
と
頑
張
る
高
校
生
の
例
③　

甲
子
園
を
目
指
す
高
校
野
球
児
Ｍ
君

　

皆
さ
ん
も
、
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、
あ
と
何
日
、
な
と
何
日
と
指
折
り
数
え
、
毎
日
が
楽

し
く
、
充
実
し
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
れ
な
ん
で
す
。   

楽
し
い
こ

と
と
い
う
「
目
的
」
が
あ
る
と
、
人
は
生
き
生
き
と
し
ま
す
。
こ
の
目
的
こ
そ
が
、
夢
を
抱
く

こ
と
で
有
り
、
淡
窓
が
い
う
「
立
志
」
つ
ま
り
、
志
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

淡
窓
は
、
何
回
も
何
回
も
大
病
を
患
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
都
度
生
死
の
淵
を
さ
ま
よ
っ
て

い
ま
す
が
、「
も
う
だ
め
だ
」
と
い
う
気
持
ち
に
打
ち
勝
ち
、
頑
張
ろ
う
と
奮
い
立
た
せ
た
も

の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
は
、「
学
問
教
授
で
人
の
た
め
、
世
の
た
め
に
役
立
た

な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
と
い
う
か
、
彼
の
夢
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

　
　

小
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
て
き
た
こ
と
の
例

　

・
夢
を
抱
き　

夢
を
追
い　

夢
を
成
す　

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

・
二
年
生
の
Ｏ
児
が
、「
ま
だ
夢
を
持
っ
て
ま
す
か
」
と
訪
ね
て
き
た
と
き
の
驚
き
と
、
お

　
　

か
し
さ
の
逸
話

　

私
の
八
四
才
に
な
る
親
父
が
、「
百
姓
は
、
俺
が
頑
張
ら
ね
ば
」
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
、

市
ノ
瀬
一
の
米
作
り
名
人
と
今
も
若
い
も
ん
か
ら
い
わ
れ
、
益
々
生
き
生
き
と
頑
張
れ
て
い
る

姿
が
あ
る
。

　

淡
窓
は
、
休
道
の
詩
の
中
に
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
れ
、
仲
間
が

い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
励
ま
し
て
い
る
が
、
あ
る
一
面
で
は
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
塾
生
た
ち

は
、
目
的
つ
ま
り
夢
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
目
的
達
成
の
た
め
に
頑
張
れ
と
い
う
こ
と
を

強
く
言
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
夢
や
目
的
・
目
標
を
持
つ
こ
と
は
、
励
み
と
な
り
頑
張
れ
る
し
、
楽
し
く
も

有
り
、
生
活
は
緊
張
感
で
張
り
詰
め
生
き
生
き
と
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

私
は
、
淡
窓
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う
一
つ
が
、
こ
の
よ
う
に
立
志
と
い
う
言
葉
で
夢
や
目
的

を
抱
か
せ
、
意
欲
を
喚
起
し
、
頑
張
ら
せ
る
雰
囲
気
や
下
地
を
つ
く
り
、
生
き
生
き
と
し
た
咸

宜
園
の
生
活
を
行
わ
せ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
こ
そ
、　

今
私
た
ち
が
参
考
に
し
、
見
習
い
、
実
行
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
〈
実
行
す
べ
き
こ
と
〉

　

①
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、
夢
を
持
つ
、
目
標
・
目
的
を
持
つ
、
す
る
こ
と
・
行
く
と
こ
ろ

　

を
い
つ
も
持
つ

　

②
感
謝
の
心
を
持
つ
、
も
の
を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ

　

③
休
道
の
詩
を
人
生
の
応
援
歌
と
し
て
位
置
づ
け
、
励
み
と
す
る

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
淡
窓
や
咸
宜
園
を
学
ぶ
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で

止
め
て
し
ま
っ
た
ら
た
だ
の
物
知
り
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
淡
窓
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
淡
窓

に
学
ぶ
や
淡
窓
か
ら
学
ぶ
姿
勢
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
え
ま
す
。
そ
ん
な
意
味
か
ら
、
今

日
の
講
座
は
、
淡
窓
の
立
志
か
ら
、
夢
・
目
的
・
目
標
を
持
ち
日
々
の
暮
ら
し
を
生
き
生
き
と

な
る
よ
う
に
実
行
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
明
日
か
ら
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
終
了
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咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな心を培う

[参考資糾]成瀬淡窓の思想・生き方に学び学びをくらしに生かす

淡慾先生の思想・成宜闘の教育については別紙の一覧表の通りである。ここでは、これらの項について、平成の今僚の解釈とそれに基づく実践とその成
果 ・ ~緬についてまとめる。

敏夫の心

立法、の心

条理

平等

基孟亘

ゆとり

知行合一

心的i身低

会人教育

師.<<~同行

個を生かす

事E務や責任を果たしたよでの個
々の権利を尊筆

川両あ夢を天切Iこ
②鯛のがんばりをおめる
③鮒の善良'をしっかり位置づける
@倒の特設を見いだし仰ばす
③適材適所で能力を生かし伸ばす
やる気を認め個の能力に合った
道を進ませる

0紳様、仏様にお願いするときの文句

0お願いします。有り難うございました。を必ず
始めと終わりに言わせる。
0生かされている、60裁からはお返しの期間

3年生の社会科で施設慰問に言っ，、
の老人との出会い
O子どもたちに夢を持つことを勧め、I午、2年
と経つうちにみんなが夢を持てるようになった
O活動に目標 ・めあてを持たせ、授業に問いを位
置づけることにカを注いだ
0りサイクノレのまま船君、山羊の世話の山間さん
O正mでの学習
。知 ・徳 ・体の心構えや基本姿勢に 「治めて後学
ぷJを取り入れ全校で一体となり取り組む
0あいさつ、ローカの歩き方、 m婦、靴揃えで徽
底して行った
O風林火山に例えて共通項目として行った
O~Iの述人『山岡鉄舟J の言3躍を引用して常々指
導をした

OJEしい努力の定義を教えて頑4凝らせる
.JEしい場所
・正しい方法
-たくさんの頑張り
0人は男と女の 1:対l、お互いの役割が有り、支
え助け合うこれが人の中の条理という考えで物
事に対処した
0発表の仕方 ・ノヲ程二
O答えの見つけ方、出させ方
O考えの深め方、広(f方
深化 ・拡充の学習展開
0ギリシア同の3年間の生活から学んだことをく
らしの中に取り入れ色々なことに対処してき

主丘

否Fを断言を~府立でき壱九五をJ，J Iこ見え
るところに掲示しi闘の能カの中で頑張らせた。

O高校 ・ 大学の選び方。 号~{~現のためにA高校を
滋択したN君。
O反省作文の実施
0仰の能力に合った白主学習の1<fj革、やる気の出
るZ下価
O父の死後、跡を継ぎ医者に挑戦するIく君。

マ百羽ーあ歪き方面否大きく変わった。
マ生きる根底にこの心を鋸えている淡君主
先生の生き方に型空間する一方、このま
まその通りに実行するのでなく 、自分
なりに解釈し、 ~行したり 、 そのこ と
を広くみんなに伝えていく役目をして
いくという決意をした。

'VIJ}を持つことの大切さを実感し、多
の人に伝えることが出来た。そのこと
で、多くの人を生き生きとさせられた。
マ登嶋君、山間さんに代表されるように
人間形成の役に立つことが出来た。
マ夢教予干、夢カという新しい言楽も書Ili鐙
することが出来た。
マ学習とは何かについて理解させ、子ぬ
的に学ばせることが出来た。
マ生活の基礎 ・基本が身につき人間的に
成長させることが出来た。
マ人を動かすには、目的をしっかりし、
方法 ・手立てを正しく示し、繰り返し
の苦手力と襲める吉平価をすることで成果
を上げることが解った。

マ考えや生き方に余裕が出て、ゆとりの
あるくらしが出来ている。

マ頑張る定緩や少を持たせる方法をわか
りやすく理解させ、やる気を起こさせ
ることが出来た。

マ人権感覚、男女共同参画社会について
しっかり考えられ、実行できている。
マくらしの中で、優しさ、思いやりなど
共毒事共生が出来るようになった。
マ自己を認め、他を認め、 敬う 心 ・ 平~
の愈織を峰うことが出来た。

マ常に自ゲ[の心が見られるようになった。

マ慾にも行かず京大に合絡した子が出来
た。
今でも大人になった子どもに感謝され
る。
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詩作

遊山

万君子容草

三者軍法

月旦言平

o i台

休道の符
0学級で制 ・タ朗唱
。全絞で集会で朗唱
。音寺吟の1吟詠
0学級指導、国務の時間に意味指導



七
九

「
高
野
長
英
の
咸
宜
園
在
塾
に
つ
い
て
の
考
察
」

                                                       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
町 　

浩
一
郎

   

高
野
長
英
は
、
多
く
の
蘭
書
の
翻
訳
や
著
述
を
行
な
っ
て
我
国
の
科
学
史
上
に
大
き
な
業
績

を
遺
し
た
蘭
学
の
先
覚
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
長
英
は
、
長
崎
で
の
蘭
医
学
の
修
学

の
の
ち
に
、
日
田
の
淡
窓
の
許
を
訪
れ
た
咸
宜
園
門
下
生
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
入

門
簿
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
在
塾
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。
長
英

の
咸
宜
園
在
塾
を
裏
付
け
る
資
料
は
、唯
一
、出
身
地
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
に
あ
る
顕
彰
碑
「
贈

正
四
位
高
野
長
英
先
生
碑
銘
」
で
あ
り
、
そ
の
碑
文
に
淡
窓
の
塾
に
学
ん
だ
経
歴
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
因
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
歴
は
単
な
る
伝
聞
で
あ
っ
て
確
た
る
証
拠
で
は

な
い
と
す
る
学
者
も
い
る
。
こ
の
碑
文
の
記
述
が
、
証
拠
と
し
て
不
十
分
な
虚
偽
的
な
内
容
と

い
え
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
入
門
簿
に
変
名
で
入
門
し
た
可
能
性
の
あ
る
該
当
者
は
い
な
い

の
か
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。  

（
１
）「
贈
正
四
位
高
野
長
英
先
生
碑
銘
」
の
咸
宜
園
関
係
記
述
に
つ
い
て

　
　

①
碑
文
の
記
述
に
つ
い
て

碑
文
（
原
漢
文
）
に
記
さ
れ
た
咸
宜
園
に
関
す
る
部
分
は
二
箇
所
あ
る
。
碑
文
の

初
め
近
く
の
部
分
に
「（
文
政
）
十
一
年
、
施
福
多
（
シ
ー
ボ
ル
ト
）
国
禁
を
犯
し
、

之
に
従
ふ
者
多
く
連
座
す
。
先
生
乃
ち
去
り
て
熊
本
に
遊
び
日
田
に
至
り
、
広
瀬
氏

の
塾
に
入
る
」
と
い
う
記
述
部
分
、
及
び
最
後
の
部
分
の
「
先
師
淡
窓
先
生
又
言
ふ
、

吾
が
門
下
士
数
千
人
、
一
飯
の
間
も
国
を
憂
ふ
る
を
忘
れ
ざ
る
者
は
其
れ
唯
だ
長
英

か
と
。
亦
以
て
其
の
人
を
知
る
べ
き
な
り
」
と
い
う
記
述
部
分
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
文
政
十
一
年
に
起
き
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
事
件
（
シ
ー
ボ
ル
ト
が
国
禁
の

日
本
地
図
な
ど
の
海
外
持
ち
出
し
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
国
外
追
放
に

な
っ
た
事
件
）
で
多
く
の
関
係
者
が
連
座
し
て
罪
を
問
わ
れ
た
と
き
、
長
英
は
熊
本

に
逃
れ
、
そ
こ
か
ら
日
田
に
来
て
広
瀬
淡
窓
の
塾
に
入
門
し
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら

に
、
淡
窓
先
生
は
高
野
長
英
の
こ
と
を
称
賛
し
て
「
自
分
の
門
人
は
数
千
人
に
及
ぶ

が
、
片
時
も
国
の
あ
り
様
を
憂
慮
す
る
の
を
忘
れ
な
い
者
は
、
長
英
の
み
で
あ
っ
た
」

と
語
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
長
英
が
志
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

②
碑
文
の
撰
者
「
谷
口
藍
田
」
に
つ
い
て

碑
文
を
書
い
た
人
物
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

碑
は
明
治
三
十
四
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
先
立
ち
明
治
三
十
二
年
に
碑

面
の
顕
彰
の
文
を
撰
し
た
の
は
、
谷
口
藍
田
（
名
は
中
秋
）
で
あ
る
。
谷
口
藍
田

は
、
肥
前
有
田
出
身
の
佐
賀
藩
士
で
、
天
保
十
年
七
月
、「
山
口
龍
蔵
」
十
七
歳
の

名
で
咸
宜
園
に
入
門
し
、
名
を
韓
介
石
と
改
め
、
位
次
九
級
下
に
至
り
都
講
に
任
じ

ら
れ
、
天
保
十
五
年
一
月
に
塾
を
去
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
江
戸
に
出
て
羽
倉
簡
堂

の
塾
で
学
び
、
こ
の
と
き
に
佐
藤
一
斎
・
佐
久
間
象
山
・
鈴
木
春
山
・
窪
田
治
部
右

衛
門
な
ど
の
知
遇
を
得
、
ま
た
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
広
瀬
旭
荘
と
も
知
り
合
っ
た
。

佐
賀
に
帰
り
藩
校
弘
道
館
で
教
授
し
、
の
ち
郷
里
で
塾
を
開
い
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
と
き
の
幕
末
動
乱
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
日
田
最
後
の
郡
代
に
な
っ
て
い
た

友
人
の
窪
田
治
部
右
衛
門
に
軽
挙
し
な
い
よ
う
に
忠
告
を
送
り
、
最
終
的
に
窪
田
は

町
中
を
戦
禍
に
巻
き
込
む
こ
と
な
く
静
か
に
日
田
を
退
去
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
維
新
後
は
、
各
地
で
学
問
教
授
し
、
晩
年
に
東
京
に
出
て
藍
田
書
院
を
開
き
、

北
白
川
宮
能
久
親
王
の
聘
に
よ
り
皇
族
な
ど
へ
の
進
講
・
教
育
に
も
従
事
し
て
い
る
。

明
治
三
十
五
年
八
十
一
歳
で
歿
し
た
（
注
１
）。

た
だ
し
、
長
英
が
淡
窓
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
文
政
十
一
年
な
い
し
文
政
十
二
年
の
時

期
と
、谷
口
藍
田
の
在
塾
時
期
と
は
十
数
年
の
差
が
あ
る
の
で
、二
人
が
面
識
が
あ
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
碑
文
の
記
事
が
他
人
か
ら
聞
い
た
単
な
る

伝
聞
記
事
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

③
碑
文
の
依
頼
の
い
き
さ
つ
と
「
高
野
長
運
」
に
つ
い
て

「
贈
正
四
位
高
野
長
英
先
生
碑
銘
」
の
碑
は
、
政
府
か
ら
長
英
が
「
正
四
位
」
を
追

贈
さ
れ
た
際
、
宮
内
省
御
下
賜
金
と
有
志
の
献
金
に
よ
り
、
長
英
の
曾
孫
に
あ
た
る

高
野
長
運
ら
の
有
志
者
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
際
し
て
、
高
野
長
運

が
明
治
三
十
二
年
に
藍
田
に
碑
文
の
撰
文
を
頼
ん
で
い
る
。
碑
文
の
最
初
に
、
そ
の

い
き
さ
つ
の
あ
ら
ま
し
が
「
今
茲
己
亥
（
明
治
三
十
二
年
）、
奥
州
の
人
高
野
長
運
、

其
の
曽
祖
瑞
皐
（
長
英
）
先
生
の
行
状
を
齎
し
来
た
り
、
余
に
示
し
て
曰
く
『
昔
、

高野長英の咸宜園在塾についての考察
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我
が
曽
祖
、・
・
・
吾
れ
同
志
と
謀
り
、
将
に
諸
を
不
朽
に
伝
へ
ん
と
す
。
請
ふ
、

子
之
に
銘
せ
よ
』
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

高
野
長
運
の
書
い
た
『
高
野
長
英
傳
』（
昭
和
三
年
刊
行
）
に
「
淡
窓
の
門
人
に
し
て
、

漢
詩
人
と
し
て
有
名
な
谷
口
中
秋
翁
は
嘗
て
著
者
に
左
の
如
く
語
っ
た
。『
私
の
先

師
廣
瀬
淡
窓
は
、
屡
ば
長
英
先
生
の
為
人
を
賞
揚
し
て
「
吾
門
に
出
入
せ
る
者
が
数

多
い
け
れ
ど
も
、
一
飯
の
間
と
雖
、
国
家
を
忘
れ
ざ
る
者
は
、
高
野
生
只
一
人
の
み

で
あ
る
」
と
言
は
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居
る
』
云
々
。
明
治
三
十
二
年
郷
里
水
沢

に
建
設
せ
る
、
谷
口
中
秋
翁
の
撰
に
係
る
長
英
碑
銘
の
文
末
に
も
『
淡
窓
先
生
又
言
、

吾
門
下
士
数
千
人　

一
飯
之
間
不
忘
憂
国
者　

其
唯
長
英
乎　

亦
可
以
知
其
人
也
』

と
あ
る
。
時
に
長
英
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
是
れ
真
に
長
英
の
気
魄
を
語
る
も
の
で

あ
る
。」（
注
２
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
依
頼
者
の
高
野
長
運
と
谷
口
藍
田
は
交
友
が

あ
っ
て
撰
文
を
依
頼
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④
谷
口
藍
田
と
「
羽
倉
簡
堂
」「
鈴
木
春
山
」
に
つ
い
て

藍
田
が
長
運
に
語
っ
た
言
葉
、
及
び
碑
文
の
言
葉
は
、
そ
の
文
意
ど
お
り
に
、
咸

宜
園
で
都
講
と
し
て
師
淡
窓
と
接
す
る
機
会
の
多
か
っ
た
藍
田
が
、
淡
窓
か
ら
長
英

の
こ
と
を
直
接
に
聞
い
て
い
た
こ
と
を
語
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

も
し
も
、
藍
田
が
淡
窓
か
ら
直
接
聞
い
た
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
藍
田
は
江
戸
で
、

羽
倉
簡
堂
の
塾
で
学
ん
で
お
り
、
ま
た
田
原
藩
士
の
鈴
木
春
山
と
交
遊
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
た
め
、
淡
窓
と
親
し
か
っ
た
羽
倉
簡
堂
か
ら
長
英
の
人
物
や
淡
窓
の
長
英

評
の
こ
と
を
聞
い
た
か
、
あ
る
い
は
長
英
と
は
親
友
で
あ
っ
た
鈴
木
春
山
か
ら
聞
い

た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
碑
文
の
中
に
「
余
、
昔
、
羽
倉
簡
堂
氏
に
寓
し
、

春
山
と
交
は
り
、
先
生
（
長
英
）
の
風
を
聞
く
を
得
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

羽
倉
簡
堂
も
鈴
木
春
山
も
広
瀬
淡
窓
と
は
関
係
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
羽
倉
簡
堂

は
、
幼
少
の
こ
ろ
日
田
代
官
の
子
と
し
て
日
田
に
在
住
し
て
淡
窓
の
教
え
を
受
け
、

以
後
も
交
際
が
続
い
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
鈴
木
春
山
は
、
田
原
藩
の
医
家
・
兵
学

者
で
、
文
政
十
一
年
二
月
十
三
日
に
咸
宜
園
に
「
鈴
木
春
次
郎
」
の
名
で
入
門
し
八

月
二
十
五
日
ま
で
在
塾
し
た
人
物
で
あ
る
（
注
３
）。
長
英
が
塾
を
訪
れ
た
時
期
は

文
政
十
一
年
夏
頃
か
ら
文
政
十
二
年
春
頃
ま
で
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の

こ
ろ
か
ら
咸
宜
園
で
春
山
は
長
英
と
は
面
識
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
田
原
藩
で

同
藩
の
渡
辺
崋
山
と
親
交
し
、
ま
た
、
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
・
小
関
三
英
ら
と
蘭

学
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
長
英
と
は
か
な
り
親
し
く
、
長
英
に
和
蘭
の
兵
学
を
学
び
、

西
洋
兵
学
書
『
三
兵
答
故
知
幾
』
の
翻
訳
な
ど
を
依
頼
し
、
ま
た
長
英
の
脱
獄
や
江

戸
潜
伏
を
助
け
た
協
力
者
で
あ
っ
た
。
な
お
春
山
は
、
田
原
藩
で
渡
辺
崋
山
を
支
援

し
、
崋
山
亡
き
後
の
田
原
藩
の
藩
政
改
革
を
受
け
継
い
で
い
る
。

⑤
高
野
長
運
著
『
高
野
長
英
傳
』
の
記
述
に
つ
い
て

高
野
長
運
著
『
高
野
長
英
傳
』（
昭
和
三
年
刊
行
、
第
二
増
訂
版　

昭
和
十
八
年
岩

波
書
店
）
は
、
高
野
長
英
の
曾
孫
に
当
た
る
高
野
長
運
氏
が
医
業
の
か
た
わ
ら
長
英

の
著
書
・
書
簡
等
の
資
料
を
収
集
し
て
『
高
野
長
英
全
集
』（
昭
和
五
年
刊
行
）
を

編
纂
し
、
昭
和
三
年
に
刊
行
し
た
も
の
で
、
今
日
最
も
標
準
的
な
伝
記
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
記
述
で
は
、
長
英
が
淡
窓
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
も

の
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
「
第
七
章　

長
崎
よ
り
江
戸
ま
で
」
の
章
の
記
述
の
中
で
「
長
英
が
豊
後
の
儒

者
、
廣
瀬
淡
窓
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
云
ふ
の
も
、
筑
前
と
肥
後
と
を
往
復
す

る
途
次
立
寄
つ
て
滞
在
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ら
う
。・
・
・
長
英
は
熊
本
に

永
く
は
居
ら
ず
、
文
政
十
二
年
の
春
を
迎
へ
る
や
、
間
も
な
く
立
つ
て
、
豊
後
日
田

に
赴
き
廣
瀬
淡
窓
を
訪
う
た
。
長
英
は
已
に
洋
学
の
研
修
に
於
て
は
其
の
堂
に
入
つ

て
居
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
素
よ
り
漢
学
に
も
通
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
淡
窓
を

訪
う
て
漢
籍
詩
文
の
教
を
乞
ふ
に
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
あ
る
。
長
英
の
訳
文
の

流
暢
巧
妙
な
る
、
又
後
年
よ
く
詩
を
賦
し
て
述
懐
し
た
る
が
如
き
、
皆
恁
う
し
た
用

意
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
（
注
４
）。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
つ
い

て
は
「
想
ふ
に
長
英
が
長
崎
を
去
っ
て
筑
前
に
武
谷
元
立
を
訪
う
た
の
は
、
此
の
年

即
ち
文
政
十
一
年
の
初
冬
の
頃
で
あ
っ
た
ら
う
。
元
立
の
家
は
、山
間
の
僻
地
に
在
っ

た
け
れ
ど
も
、諸
方
の
洋
学
研
究
の
有
志
は
、良
く
訪
ね
来
っ
て
滞
在
し
た
。（
中
略
）

史
実
に
拠
れ
ば
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
捕
は
れ
て
出
島
に
幽
せ
ら
れ
た
の
は
、
十
一
月
で

あ
る
か
ら
、
長
英
が
此
の
事
件
を
知
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
此
の
時
即
ち
元
立
の
許
に

滞
在
し
て
、
諸
生
の
為
に
蘭
学
を
講
義
し
て
ゐ
る
最
中
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
そ

れ
か
ら
熊
本
に
赴
く
の
で
あ
る
が
、
長
英
の
熊
本
行
の
目
的
が
、
果
た
し
て
シ
ー
ボ
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ル
ト
事
件
を
避
け
る
為
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
学
友
訪
問
、
或
は
其
の
他
の
目
的

の
為
め
で
あ
っ
た
か
、
未
だ
判
明
し
な
い
。（
中
略
）
此
の
事
件
に
関
し
て
、
長
英

の
身
辺
が
余
程
危
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
充
分
推
測
さ
れ
る
。
さ
て
、
筑
前
の
武

谷
元
立
の
許
を
立
っ
て
、
肥
後
の
熊
本
に
著
い
た
の
は
、
此
の
年
も
暮
れ
に
近
き
頃

で
あ
っ
た
ら
う
」（
注
５
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
田
以
降
に
つ
い
て
は
「
シ
ー

ボ
ル
ト
事
件
が
結
了
し
た
頃
と
前
後
し
て
、
長
英
は
豊
後
の
廣
瀬
淡
窓
の
許
を
立
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
復
た
筑
前
に
武
谷
元
立
を
訪
ね
た
。
今
度
は
永
く
は
居

ら
ず
に
・
・
・
直
に
筑
前
を
出
発
し
・
・
・
此
の
秋
八
月
に
廣
島
に
著
い
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
斯
く
し
て
、
此
の
年
は
熊
本
を
立
っ
て
豊
後
に
寄
り
、
筑
前
を
経
て
廣
島

に
来
り
、到
る
所
に
洋
学
を
釈
き
治
療
に
応
じ
な
が
ら
越
年
す
る
に
至
っ
た
」（
注
６
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
伝
記
の
記
述
に
よ
る
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
捕
わ
れ
て
出
島
に
幽
閉
さ
れ
た
文
政

十
一
年
の
十
一
月
に
は
、
長
英
は
帰
郷
の
途
次
で
筑
前
鞍
手
郡
の
武
谷
元
立
の
許
に

滞
在
し
て
講
義
し
て
い
た
が
、
事
件
の
こ
と
を
知
っ
て
こ
の
年
の
暮
れ
に
熊
本
に
逃

れ
、
そ
こ
で
正
月
を
迎
え
、
文
政
十
二
年
春
に
熊
本
を
発
っ
て
、
豊
後
日
田
に
赴
い

た
と
す
る
。
そ
し
て
、
事
件
の
終
結
し
た
頃
（
六
月
頃
か
）
日
田
を
発
っ
た
後
、
ま

た
武
谷
元
立
の
許
に
立
ち
寄
り
、
八
月
に
広
島
に
到
着
し
た
と
す
る
。

そ
の
根
拠
は
、
武
谷
元
立
の
子
で
あ
る
武
谷
祐
之
の
『
南
柯
一
夢
』
の
中
に
「
高
野

長
英
・
原
恭
篤
・
平
井
海
蔵
等
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
び
長
崎
よ
り
帰
途
前
後
、
余
が

家
に
来
り
訪
ひ
、
皆
数
月
間
滞
留
講
義
あ
り
し
な
り
」（
注
７
）
と
の
記
述
が
あ
る

た
め
、
そ
の
帰
途
前
後
に
筑
前
の
武
谷
元
立
の
家
に
立
ち
寄
っ
た
と
し
、
ま
た
、
長

英
が
江
戸
の
後
援
者
・
神
崎
屋
源
造
に
送
っ
た
文
政
十
二
年
十
月
二
日
付
の
書
簡
に

「
小
生
無
事
、
当
八
月
芸
藩
到
着
、
直
様
出
都
可
仕
の
処
、
社
中
追
々
相
増
、
当
時

暫
時
滞
留
に
相
決
、・・・
小
生
事
も
去
年
長
崎
の
難
を
逃
、
爾
来
肥
後
に
退
き
、・・・
」

（
注
８
）
と
あ
る
た
め
、
事
件
後
に
肥
後
に
逃
れ
文
政
十
二
年
八
月
に
は
広
島
に
到

着
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
武
谷
元
立
も
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
そ
の
子
の
武
谷
祐
之
は
、

天
保
七
年
二
月
に
咸
宜
園
に
入
門
し
都
講
を
務
め
た
後
、
天
保
十
四
年
に
大
坂
の
緒

方
洪
庵
の
適
塾
に
学
び
、
の
ち
福
岡
藩
の
藩
医
と
な
り
藩
医
学
校
を
設
立
し
た
人
物

で
あ
る
。
祐
之
は
、
長
英
の
碑
文
を
撰
文
し
た
谷
口
藍
田
よ
り
三
年
ほ
ど
早
く
入
門

し
た
先
輩
に
当
た
り
、
淡
窓
の
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
、
天
保
十
四
年
「
三
月
朔
日
、

祐
之
、大
帰
近
き
に
あ
る
を
以
て
都
講
を
止
め
、介
石
代
っ
て
権
都
講
と
な
れ
り
」（
注

９
）
と
あ
る
と
お
り
、
祐
之
の
あ
と
に
都
講
を
引
き
継
い
だ
の
が
藍
田
で
あ
る
。
藍

田
は
、
先
輩
の
祐
之
か
ら
父
元
立
の
家
に
長
英
が
立
ち
寄
っ
た
こ
と
な
ど
直
接
聞
い

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

⑥
長
英
の
鳴
滝
塾
で
の
友
人
「
岡
研
介
」
に
つ
い
て

長
英
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
ん
で
い
た
と
き
に
、
学
力
を
競
っ
た
同
塾
生

に
岡
研
介
が
い
た
。
岡
研
介
は
、
周
防
出
身
、
字
は
子
究
、
号
は
周
東
、
恥
葊
、
万

松
精
舎
と
い
い
、
下
関
・
大
坂
で
開
塾
し
た
著
名
な
蘭
方
医
で
、
惜
し
く
も
四
十
一

歳
で
亡
く
な
っ
た
人
で
あ
る
。
文
政
二
年
四
月
に
咸
宜
園
に
入
門
し
、
文
政
五
年
六

月
に
塾
を
去
っ
て
福
岡
の
亀
井
塾
で
学
び
、
文
政
七
年
二
月
に
長
崎
に
出
て
オ
ラ
ン

ダ
通
詞
吉
雄
権
之
助
の
塾
に
入
門
し
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
び
、
初
代
塾
頭
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
鳴
滝
塾
で
の
最
初
期
の
門
下
生
の
一
人
で
、
長
英
が
鳴
滝
塾

で
学
ん
だ
と
き
は
、
す
で
に
一
年
半
以
上
の
先
輩
に
当
た
る
。
ち
な
み
に
長
英
よ
り

五
歳
年
長
で
あ
る
。

あ
る
塾
生
の
回
想
に
よ
る
と
「
研
介
は
高
野
長
英
と
と
も
に
同
学
中
の
巨
擘
に
し
て

儕
輩
中
に
頭
角
を
露
わ
せ
り
。
読
書
力
は
長
英
が
研
介
に
勝
り
、
文
章
会
話
は
研
介

が
長
英
に
優
れ
た
り
。
当
時
先
生
（
シ
ー
ボ
ル
ト
）
に
面
会
を
求
む
る
も
の
は
皆
研

介
の
通
訳
を
煩
わ
し
た
り
」（
注
10
）
と
語
っ
て
い
る
。
研
介
と
長
英
は
と
も
に
塾

中
の
俊
秀
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ふ
た
り
で
協
力
し
て
『
蘭
説
養
生
録　

三
巻
』
を

訳
し
て
も
い
る
。

長
英
と
岡
研
介
は
か
な
り
の
交
際
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
長
英
は
研
介
か
ら
咸

宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
の
評
判
な
ど
を
よ
く
聞
い
て
い
て
、
研
介
の
ご
と
く
文
章
に
秀
で

る
た
め
に
機
会
が
あ
れ
ば
淡
窓
の
許
を
訪
問
し
た
い
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。

　
　

⑦
長
英
と
友
人
で
あ
っ
た
蘭
方
医
「
伊
東
玄
朴
」「
坪
井
信
道
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
び
の
ち
長
英
と
交
際
の
深
か
っ
た
伊
東
玄
朴
は
、
肥
前

神
崎
郡
の
出
身
で
、『
咸
宜
園
出
身
八
百
名
略
伝
集
』(

廣
瀬
先
賢
顕
彰
会
編
纂)

で
は

高野長英の咸宜園在塾についての考察
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入
門
簿
は
な
い
も
の
の
咸
宜
園
門
下
生
と
さ
れ
て
お
り
（
注
11
）、
も
し
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
咸
宜
園
の
情
報
に
つ
い
て
鳴
滝
塾
内
で
長
英
に
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ

る
。
な
お
、
天
保
十
五
年
に
大
坂
の
旭
荘
塾
に
、
紹
介
者
と
し
て
子
と
思
わ
れ
る
伊
東

玄
敬
（
十
八
歳
）
と
伊
東
虎
吉
（
十
一
歳
）
を
入
門
さ
せ
て
い
る
。
咸
宜
園
の
内
容
を

よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く
、
長
英
と
交
際
の
深
か
っ
た
坪
井
信
道
は
、
若
い
こ
ろ
日
田
に
滞
在
し
淡
窓
と

も
親
し
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
文
化
十
二
年
の
項
に
「
尾
州
の
医

生
坪
井
環
と
云
ふ
者
あ
り
。
三
四
年
来
、
三
松
斎
寿
が
家
に
寄
寓
し
て
医
を
学
び
、
常

に
余
が
家
に
来
往
せ
り
。
極
め
て
才
気
あ
り
、
志
願
あ
る
も
の
な
り
。
此
の
年
の
冬
、

当
彊
を
辞
し
去
り
し
が
、
其
の
後
も
両
三
度
来
遊
せ
り
。
此
の
人
、
後
年
東
都
に
あ
り
、

称
を
改
め
て
信
道
と
云
ふ
。
蘭
学
を
唱
へ
当
世
の
一
名
家
と
な
れ
り
。
余
が
門
人
、
医

を
学
ぶ
者
往
々
其
の
門
に
入
れ
た
り
」（
注
12
）
と
あ
る
。
信
道
が
十
九
～
二
十
一
歳

頃
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
淡
窓
の
教
え
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
『
咸
宜
園
出
身
八
百
名

略
伝
集
』
で
は
、
準
門
下
生
と
し
て
い
る
（
注
13
）。
天
保
十
五
年
に
、
大
坂
の
旭
荘

塾
に
、
実
子
の
坪
井
信
友
（
十
三
歳
）
と
養
子
の
坪
井
信
良
（
佐
渡
良
益
・
二
十
二
歳
）

を
、
紹
介
者
に
な
っ
て
入
門
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、
信
道
が
日
田
滞
在
の
後
、
広
島
に

行
き
蘭
方
医
・
中
井
厚
沢
の
も
と
に
学
ん
だ
と
き
、
四
歳
年
下
の
岡
研
介
も
い
て
、
二

人
は
仲
の
良
い
親
友
と
な
り
以
後
も
親
密
な
交
際
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
淡
窓
の
周
辺
に
は
門
下
生
を
中
心
に
蘭
方
医
で
活
躍
し
た
者
が
多
く
、
当
時

は
、
咸
宜
園
で
医
学
の
基
礎
と
し
て
漢
学
の
素
養
を
学
ぼ
う
と
す
る
傾
向
が
高
か
っ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
長
英
も
、
文
章
力
向
上
の
た
め
、
さ
ら
に
深
く
漢
詩
文
を
学
ぼ

う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
ん
だ
賀
来
毅
篤
（
佐
一
郎
）
は
、
豊
後
出
身
の
帆

足
万
里
門
下
で
の
ち
島
原
藩
医
と
な
る
人
で
あ
る
が
、
長
崎
か
ら
淡
窓
の
も
と
に
岡
研

介
の
書
簡
を
届
け
て
お
り
、
研
介
の
友
人
で
も
あ
っ
て
淡
窓
に
教
え
を
受
け
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
淡
窓
の
日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
は
、文
政
十
二
年
「
四

月
四
日
、
賀
来
佐
一
郎
、
自
長
崎
帰
過
訪
、
到
岡
研
介
書
」（
注
14
）
と
あ
り
、
こ
の

書
簡
で
岡
研
介
の
取
調
べ
の
件
は
解
決
し
た
こ
と
を
知
っ
て
安
心
し
て
い
る
。

　
　

⑧
淡
窓
へ
の
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」
の
情
報

淡
窓
の
自
叙
伝
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
よ
る
と
、
文
政
十
二
年
二
月
三
日
の
条
（
注

15
）
に
「
加
藤
俊
民
長
崎
に
遊
ん
で
帰
り
來
訪
す
。
去
年
来
、
蘭
人
の
変
事
有
る
こ

と
を
聞
き
し
が
、
今
始
め
て
其
の
詳
な
る
こ
と
を
聞
き
得
た
り
」
と
あ
っ
て
そ
の
内

容
が
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
淡
窓
は
文
政
十
一
年
十
一

月
の
事
件
後
に
い
ち
早
く
そ
の
事
件
の
情
報
を
得
て
お
り
、
二
月
三
日
に
そ
の
詳
細

を
聞
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
国
禁
の
日
本
地
図
な
ど
を
不

正
に
得
て
い
た
こ
と
、
八
月
の
暴
風
雨
で
蘭
船
が
難
破
し
て
発
覚
し
た
こ
と
、
シ
ー

ボ
ル
ト
が
帰
国
を
許
さ
れ
ず
に
い
る
こ
と
、
江
戸
の
高
橋
作
左
衛
門
（
景
保
）
や
土

生
玄
碩
・
長
崎
の
吉
雄
忠
次
郎
ら
多
数
が
獄
に
繋
が
れ
た
こ
と
な
ど
を
こ
の
と
き
詳

し
く
知
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
淡
窓
は
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
内
容
に
つ
い
て
「
総
て

彼
国
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
学
問
と
云
ふ
は
、
格
物
窮
理
を
主
と
し
て
、
天
地
間
一
物
も

知
ら
ざ
る
を
以
て
憾
と
す
。
故
に
我
邦
の
事
を
捜
索
す
る
も
の
に
し
て
姦
謀
邪
計
あ

る
に
は
非
ず
」
と
評
価
し
て
お
り
、
か
な
り
冷
静
な
判
断
を
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
門
下
生
の
岡
研
介
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
と
き
連
座
し
て
獄
に
繋
が
れ
、
あ

る
い
は
死
亡
し
た
と
聞
い
て
お
り
、
久
し
い
こ
と
心
配
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
誤
伝

で
、
事
件
当
時
は
長
崎
に
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、

事
件
当
時
、
研
介
は
長
門
国
赤
間
関
に
い
て
難
を
逃
れ
た
が
、
そ
の
後
に
急
に
長
崎

奉
行
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
長
崎
で
取
調
べ
を
受
け
た
の
で
心
配
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
禁
書
で
あ
る
蘭
書
（「
三
山
論
学
記
」
𦫿
儒
略
（
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ニ
）
著
）
の
件

に
つ
い
て
の
取
調
べ
で
、
そ
れ
に
は
う
ま
く
答
弁
し
て
事
な
き
を
得
て
無
事
で
あ
っ

た
こ
と
が
の
ち
に
判
っ
た
こ
と
も
語
っ
て
い
る
（
の
ち
四
月
四
日
に
賀
来
佐
一
郎
の

届
け
た
研
介
の
書
簡
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
）。

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
経
過
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
文
政
十
一
年
八
月
九
日
に

長
崎
を
襲
っ
た
暴
風
雨
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
九
月
二
十
日
に
帰
国
す
る
た
め
乗
船
予

定
で
あ
っ
た
蘭
船
「
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ハ
ウ
ト
マ
ン
号
」
が
座
礁
し
、
積
荷
の
中
か

ら
国
禁
の
日
本
地
図
な
ど
が
発
見
押
収
さ
れ
、、
十
月
十
日
に
江
戸
で
こ
の
地
図
を

贈
っ
て
い
た
幕
府
天
文
方
・
高
橋
作
左
衛
門
（
景
保
）
が
捕
ら
え
ら
れ
入
牢
、
十
一

月
一
日
に
急
使
が
長
崎
に
到
着
し
シ
ー
ボ
ル
ト
は
出
島
に
禁
固
さ
れ
取
り
調
べ
、

十
一
月
十
日
に
和
蘭
通
詞
の
馬
場
為
八
郎
・
吉
雄
忠
次
郎
ら
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
、
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十
二
月
に
は
鳴
滝
塾
関
係
者
の
高
良
斎
・
二
宮
敬
作
な
ど
も
入
牢
し
た
。
な
お
、
シ
ー

ボ
ル
ト
は
翌
年
の
文
政
十
二
年
九
月
に
国
外
追
放
の
申
し
渡
し
が
あ
り
、
十
二
月
五

日
に
長
崎
を
出
航
し
て
帰
国
し
た
。

　
　

⑨
鶴
見
俊
輔
著
『
高
野
長
英
』
の
記
述
に
つ
い
て

鶴
見
俊
輔
著
『
高
野
長
英
』（
昭
和
五
十
年　

朝
日
評
伝
選
１　

朝
日
新
聞
社
）
で

は
、「
長
英
は
は
じ
め
養
父
の
一
周
忌
に
あ
た
る
七
月
ま
で
に
は
郷
里
に
も
ど
ろ
う

と
し
た
が
、
長
旅
に
必
要
な
金
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
出
立
を
ひ
き
の
ば
し

て
い
る
う
ち
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
お
こ
り
、
熊
本
に
難
を
さ
け
た
。
あ
く
る
年

の
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）春
に
は
、事
件
の
ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

長
英
は
豊
後
の
日
田
に
入
っ
て
漢
学
者
広
瀬
淡
窓
の
塾
に
し
ば
ら
く
と
ま
り
、
筑
前

を
と
お
っ
て
、
秋
に
は
広
島
に
つ
い
た
」（
注
16
）
と
の
記
述
が
あ
り
、
ほ
ぼ
高
野

長
運
の
長
英
伝
の
説
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
「
高
野
長
運

が
、
そ
の
生
涯
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
を
つ
い
や
し
て
書
き
、
改
訂
増
補
し
た
『
高
野
長

英
伝
』
は
、
全
国
各
地
か
ら
か
く
れ
た
資
料
を
さ
が
し
だ
し
て
集
大
成
し
た
も
の
で
、

明
治
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
書
物
で
あ
る
。
今
日
も
、
こ
の
本
を
読
み
か

え
す
こ
と
な
く
長
英
伝
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
こ
の
本
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
」
と
述
べ
、
し
か
し
な
が
ら
こ
の
伝
記
は
「
高
野
長
英
の
肖
像
は
、

長
運
自
身
が
理
想
と
し
た
明
治
の
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
想
に
あ
わ
な
い
資

料
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
長
英
が
酒
を
の
ん
だ
こ
と
や
女
を
好
ん
だ
こ
と
や
同
輩
に

た
い
し
て
傲
慢
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
わ
り
び
い
て
考
え
ら
れ
、
長
英
が
も
と
芸
妓
を

妻
に
も
ら
っ
た
こ
と
や
非
人
栄
蔵
に
獄
舎
に
放
火
さ
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
否
定
さ

れ
て
い
る
」（
注
17
）
と
も
述
べ
、
開
国
に
尽
し
た
愛
国
者
と
い
っ
た
理
想
に
あ
わ

せ
て
作
ら
れ
た
長
英
像
だ
と
し
て
い
る
。

　
　

⑩
佐
藤
昌
介
著
『
高
野
長
英
』
の
記
述
に
つ
い
て

佐
藤
昌
介
著
『
高
野
長
英
』（
平
成
九
年　

岩
波
新
書
）
で
は
、長
英
の
足
取
を
「
こ

れ
ま
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
た
め
に
多
く
の
論
文
を
書
き
、
あ
る
い
は
和
文
献
を
蘭
訳
す

る
な
ど
し
て
か
れ
の
日
本
研
究
を
助
け
て
い
た
だ
け
に
、
身
に
危
険
を
感
じ
て
い
ち

は
や
く
長
崎
を
脱
出
し
、
海
路
、
肥
後
に
渡
っ
て
、
熊
本
界
隈
に
潜
伏
し
た
。
そ
し

て
ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
る
の
を
待
っ
て
、
翌
文
政
十
二
年
の
春
す
ぎ
に
熊
本
を
た
ち
、

途
中
、
久
留
米・赤
間
関・三
田
尻
な
ど
、
街
道
筋
の
宿
場
で
診
療
に
従
事
し
な
が
ら
、

広
島
に
む
か
っ
た
。
広
島
に
着
い
た
の
は
同
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
」（
注
18
）
と

し
た
あ
と
、
淡
窓
の
長
英
評
に
つ
い
て
「
長
運
翁
の
『
長
英
伝
』
に
は
、
長
英
が
熊

本
を
去
る
に
あ
た
り
、
豊
後
日
田
の
廣
瀬
淡
窓
を
た
ず
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
な
か
に
、
淡
窓
が
長
英
を
評
し
て
「
わ
が
門
下
生
数
千
人
の
う
ち
、
一
飯
の
間

と
い
え
ど
も
、国
家
を
忘
れ
ざ
る
者
は
、高
野
生
た
だ
ひ
と
り
の
み
で
あ
る
」
と
い
っ

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
淡
窓
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
兼
詩
人
で
、
郷
里
の

日
田
に
お
い
て
学
塾
、
咸
宜
園
を
経
営
し
た
が
、
門
人
数
四
千
人
を
越
え
、
全
国
の

知
識
人
が
こ
ぞ
っ
て
こ
こ
を
訪
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
淡
窓
が
長
英
を
こ
う
評

し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
か
っ
て
こ
の
言
葉
を
引
用
し
て
か
れ
を
誉
め
た
た
え
る
長

英
フ
ァ
ン
が
す
く
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
伝
聞
以
外
、
確
た
る
証
拠

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
長
英
が
熊
本
を
た
っ
て
江
戸
に
む
か
う
間

に
、
旅
中
の
診
療
を
記
録
し
た
『
客
中
案
証
』
に
よ
れ
ば
、
か
れ
は
肥
後
か
ら
筑
後・

筑
前
を
経
て
赤
間
関
に
抜
け
て
お
り
、
豊
後
日
田
を
通
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
長

英
が
廣
瀬
淡
窓
を
訪
れ
た
こ
と
自
体
が
疑
わ
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」（
注
19
）

と
し
て
い
る
。

淡
窓
の
言
葉
が
「
伝
聞
」
で
あ
っ
て
「
確
た
る
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
は
、
こ
こ
で
そ
れ
が
全
く
の
虚
偽
と
す
る
証
拠
を
示
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
逆
に
、
伝
聞
の
内
容
が
真
実
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
淡
窓
の
高
弟
で
あ
っ
た
藍
田
が
、
長
英
の
子
孫
か
ら
直
接
頼
ま
れ
て
公

け
に
建
て
る
顕
彰
碑
、
し
か
も
天
皇
か
ら
の
下
賜
金
で
建
て
る
こ
と
と
な
っ
た
顕
彰

碑
の
碑
文
に
、
淡
窓
の
偽
り
の
言
葉
を
書
く
こ
と
自
体
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。

ま
た
「
長
英
が
廣
瀬
淡
窓
を
訪
れ
た
こ
と
自
体
が
疑
わ
し
い
」
と
い
う
こ
と
も
断
言

で
き
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
時
期
は
、
長
英
は
身
を
隠
し
な
が
ら
の
逃
亡
生
活
で
あ

り
、
そ
の
潜
伏
場
所
や
旅
程
自
体
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
り
、
長
英
自
身
詳
し
い
記

録
は
避
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
淡
窓
側
の
記
録
で
も
、
淡
窓
は
こ
の
当

時
す
で
に
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
情
報
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
事
実
の
記
述
を
避
け
た

も
の
と
も
思
わ
れ
の
で
、
確
実
な
証
拠
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

高野長英の咸宜園在塾についての考察
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ま
た
、
引
用
文
献
の
『
高
野
長
英
全
集　

第
一
巻
』
に
あ
る
『
客
中
案
証
』
は
、
そ

の
解
題
に
は
「
文
政
十
二
年
か
ら
天
保
元
年
に
か
け
て
九
州
か
ら
京
都
ま
で
の
旅
中

で
屡
々
接
し
た
疾
病
と
そ
の
治
療
法
と
を
臨
床
的
に
記
述
し
、
且
つ
解
説
し
た
も
の
」

（
注
20
）
と
あ
っ
て
、
内
容
を
詳
細
に
視
る
と
、
患
者
名
と
そ
の
症
状
と
治
療
方
法

と
を
箇
条
書
き
に
書
き
連
ね
た
単
な
る
診
療
記
録
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
日
付
け

も
ま
っ
た
く
な
く
、
地
名
も
所
々
に
散
見
さ
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
地
名
だ
け

を
み
る
と
、「
筑
後
久
留
米
」「
長
州
赤
間
関
」「
大
隈
村
」「
船
木
駅
」「
厚
狭
市
」「
萬

倉
村
」「
周
防
賀
川
村
」「
防
州
平
生
」「
防
州
三
田
尻
」「
防
州
宮
市
駅
」「
防
州
花
岡
駅
」

以
下
、
安
芸 （
廣
島
）、
備
中
、
備
後
、
備
前
、
播
磨
、
摂
津
、
浪
華
の
各
地
の
地

名
が
続
い
て
い
る
。
九
州
は
筑
後
の
久
留
米
と
大
隈
村
（
久
留
米
郊
外
）、
長
門
は

赤
間
関
、
舟
木
、
厚
狭
、
万
倉
、
周
防
は
賀
川
村
、
平
生
、
三
田
尻
、
宮
市
、
花
岡

と
続
い
て
記
さ
れ
て
い
て
、
肥
後
、
豊
後
の
地
名
は
な
く
、
明
ら
か
に
筑
後
久
留
米

以
降
の
記
録
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
客
中
案
証
』
に
よ
っ
て
も
、

肥
後
か
ら
筑
後
ま
で
の
行
程
は
不
明
で
あ
り
、
佐
藤
昌
介
氏
の
書
い
て
い
る
よ
う
な

「
か
れ
は
肥
後
か
ら
筑
後
・
筑
前
を
経
て
赤
間
関
に
抜
け
て
お
り
、
豊
後
日
田
を
通
っ

て
い
な
い
」
こ
と
が
分
か
る
よ
う
な
記
録
で
は
な
い
。

（
２
）
長
英
の
変
名
で
の
入
門
の
可
能
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
「
高
野
長
英
」
名
の
咸
宜
園
入
門
簿
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
変
名
で
入
門

し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る「
江

戸
医
生
・
島
道
勇
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
そ
の
疑
問
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

①
「
江
戸
医
生
・
島
道
勇
」
で
あ
る
と
い
う
説

廣
瀬
先
賢
顕
彰
会
編
纂
『
咸
宜
園
出
身
八
百
名
略
伝
集
』
に
あ
る
説
で
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
「
長
英
は
淡
窓
の
門
下
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
文
政
十
一
年
シ
ー
ボ
ル
ト

事
件
の
発
生
よ
り
長
崎
よ
り
逃
れ
て
早
く
も
身
を
か
く
し
熊
本
・
豊
後
等
を
経
た
当
時

で
あ
る
が
記
録
に
は
確
か
で
は
な
い
。
だ
が
「
文
政
十
一
年
五
月
八
日
、
江
戸
三
拾
間

堀
、島
道
勇
」の
名
で
入
門
し
て
い
る
の
が
そ
う
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
」（
注

21
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
淡
窓
の
日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
は
「（
文
政
十
一
年
五
月
）
八

日　

江
戸
医
生
島
道
勇
及
安
芸
医
生
為
広
杏
庵
入
門
」（
注
22
）
と
あ
っ
て
、
位
次
入

級
前
に
十
月
に
は
権
書
記
に
任
じ
ら
れ
、
翌
年
一
月
の
月
旦
評
で
一
級
下
に
位
し
て
い

る
の
で
、
既
に
相
当
の
経
験
を
積
ん
だ
年
齢
の
人
と
見
る
べ
き
で
、
長
英
と
す
れ
ば

二
十
七
歳
の
は
ず
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
文
政
十
二
年
の
二
月
十
二
日
に
塾
を
去
っ
て

長
崎
に
行
き
、
三
月
四
日
に
は
再
び
塾
に
帰
り
、
三
月
七
日
に
は
淡
窓
に
別
れ
を
告
げ

塾
を
出
て
何
処
に
行
っ
た
か
明
ら
か
で
な
く
、
長
英
だ
と
す
れ
ば
中
国
地
方
を
経
て
翌

天
保
元
年
五
月
に
京
都
に
着
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　

②
変
名
・
住
所
に
つ
い
て
の
疑
問
と
反
論

こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
以
前
の
五
月
に
、
本
名
で
は
な
く
変
名
で
入

門
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
長
英
の
名
は

蘭
学
者
と
し
て
既
に
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
い
ま
さ
ら
漢
学
塾
の
初
学
者
と
し
て
入
門

す
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

ま
た
、
住
所
を
江
戸
と
偽
っ
て
い
る
こ
と
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
十
七
歳
か
ら
江
戸
に

出
て
吉
田
長
叔
等
に
蘭
学
を
学
ん
で
江
戸
に
馴
染
ん
で
い
た
の
で
、
江
戸
人
を
装
っ
た

の
で
あ
ろ
う
と
説
明
す
る
。

　
　

③
在
塾
期
間
に
つ
い
て
の
疑
問
─
長
崎
居
住
説
へ
の
反
論

淡
窓
の
『
日
記
』
の
記
述
か
ら
島
道
勇
個
人
の
動
向
が
す
べ
て
明
ら
か
と
な
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
行
動
に
何
の
変
動
も
な
け
れ
ば
、
文
政
十
一
年
五
月
か
ら
文
政
十
二
年
二

月
頃
ま
で
は
ず
っ
と
咸
宜
園
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
の
で
、
文
政
十
一
年
の
八

月
頃
に
長
崎
に
長
英
が
い
た
と
さ
れ
る
記
録
に
反
す
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
根
拠
は
、
長
英
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
帰
国
に
あ
わ
せ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
希
望
す
る

日
本
の
記
事
を
蘭
語
訳
し
た
も
の
に
『
京
都
に
於
け
る
神
社
仏
閣
の
記
述
』（
原
本
『
都

名
所
車
』）
と
い
う
論
文
（
注
23
）
が
あ
り
、
そ
の
序
文
の
日
付
が
「
文
政
十
一
年
八

月
二
十
三
日　

日
本
長
崎
に
於
い
て
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
九
月
二
十
日
に
帰
国
予
定
な
の
で
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
長
崎
に

居
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
こ
の
論
文
の
序
文
の
文
章
を
よ
く
読
む
と
、
そ
こ
に
「
私
の
蘭
語

の
知
識
が
不
足
な
た
め
、
和
蘭
語
の
性
質
や
動
詞
の
用
法
な
ど
の
研
究
の
必
要
を
感
ず
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る
の
で
す
が
、
先
生
の
乗
っ
て
母
国
へ
帰
ら
れ
る
和
蘭
船
は
、
私
の
希
望
す
る
程
永
く

当
地
に
泊
っ
て
ゐ
ま
す
ま
い
。
そ
れ
で
は
私
の
目
的
は
水
泡
に
帰
し
ま
す
。
こ
れ
が
私

が
自
分
の
語
学
の
勉
強
に
な
る
と
こ
ろ
の
主
題
だ
け
を
大
急
ぎ
で
仕
上
げ
る
所
以
で
あ

り
ま
す
（
緒
方
富
雄
訳
）」（
注
24
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
自
分
の
希
望
す
る
ほ
ど
蘭

船
が
停
泊
し
て
い
て
は
く
れ
な
い
こ
と
と
、
そ
の
た
め
精
確
な
語
学
の
知
識
に
よ
る
翻

訳
を
断
念
し
て
大
急
ぎ
で
仕
上
げ
た
こ
と
を
断
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
事
実
は
、
こ
の
日
付
の
八
月
二
十
三
日
よ
り
先
の
八
月
九
日
に
、
九

州
・
中
国
地
方
を
襲
っ
た
暴
風
雨
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
乗
船
予
定
の
蘭
船
「
コ
ル
ネ
リ
ウ

ス
・
ハ
ウ
ト
マ
ン
号
」
が
座
礁
し
て
動
け
な
く
な
り
出
航
が
大
幅
に
延
期
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
、
積
荷
の
な
か
か
ら
国
外
持
出
禁
制
の
日
本
地
図
等
が
発
見
押

収
さ
れ
以
後
の
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
起
き
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
長
崎
に
滞
在

し
て
い
た
と
す
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
の
大
暴
風
雨
と
出
航
延
期
の
事
実
を
知
ら
な
い
わ
け
が

な
く
、
つ
ま
り
こ
の
序
文
の
記
述
は
不
自
然
で
、
こ
の
出
航
延
期
の
事
実
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
別
の
場
所
で
書
か
れ
た
も
の
を
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
許
に
届
け
る
際
に
「
八

月
二
十
三
日
、
長
崎
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
訳
者
の
緒

方
富
雄
氏
も
こ
の
日
付
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
注
25
）。

こ
の
八
月
九
日
の
暴
風
雨
は
、
淡
窓
の
日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
も
そ
の
烈
し
さ
が
「
百

年
来
、
未
曾
有
の
変
な
り
」
と
し
て
、
書
斎
や
塾
舎
の
雨
漏
り
や
庭
樹
の
倒
壊
や
各
地

の
被
害
の
伝
聞
が
記
録
（
注
26
）
さ
れ
て
お
り
、『
懐
旧
楼
筆
記
』
で
は
「
此
の
月
九
日
、

及
び
二
十
四
日
、大
風
な
り
。百
年
以
来
な
き
所
な
り
と
ぞ
。屋
を
覆
し
樹
を
抜
く
の
類
、

挙
げ
て
数
へ
難
し
。
両
筑
・
両
肥
・
両
豊
よ
り
し
て
防
長
ま
で
の
間
、
最
も
甚
し
。
我

が
縣
、
屋
崩
れ
て
圧
さ
れ
死
す
る
も
の
蓋
し
二
十
人
に
及
べ
り
。
諸
国
も
之
に
準
じ
て

知
る
べ
し
。
両
筑
の
間
は
火
災
所
々
に
起
れ
り
。
又
、此
の
頃
、備
州
よ
り
客
来
り
し
が
、

其
の
話
に
、
来
路
防
長
及
び
豊
前
の
海
辺
を
過
り
し
に
、
到
る
処
、
積
屍
累
々
と
し
て

山
を
成
せ
り
、
是
は
皆
溺
死
せ
る
者
な
り
と
ぞ
。
九
日
尤
も
劇
し
、
二
十
四
日
其
の
勢

九
日
の
半
に
及
べ
る
程
な
り
」（
注
27
）
と
記
し
て
い
る
。
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
記
録
的
な
大
暴
風
雨
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
頃
に
長
英
の
長
崎
で
の
滞
在
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
文
政
十
一
年
四
月

十
二
日
付
の
叔
父
茂
木
左
馬
之
助
あ
て
の
書
簡
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
玄
碩
君
同
道
、

平
戸
出
立
、
長
崎
に
四
月
九
日
に
帰
着
仕
候
」
と
あ
り
「
大
抵
此
の
相
談
は
五
月
末
に

出
立
相
出
候
様
子
に
御
座
候
、
左
候
は
ば
七
月
（
養
父
の
）
一
周
忌
に
は
帰
郷
可
相
成

候
、
御
安
心
可
被
成
下
候
」（
注
28
）
と
あ
る
の
で
、
四
月
九
日
に
は
長
崎
に
帰
着
し

て
滞
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
知
人
と
の
帰
郷
費
用
の
相
談
が
調
え
ば
五
月
末
に
は
長
崎

を
発
っ
て
七
月
に
は
奥
州
水
沢
に
帰
郷
で
き
る
こ
と
を
報
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
実
際
に
は
七
月
に
は
帰
郷
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
四
月
九
日
の
翌
日
以

降
の
長
英
の
足
取
り
は
不
明
で
あ
り
、
し
か
も
郷
里
に
帰
ろ
う
と
行
動
し
て
い
た
わ
け

で
、
そ
の
ま
ま
長
崎
に
在
住
し
て
い
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

な
お
、
住
所
も
な
く
年
号
も
な
い
八
月
七
日
付
け
の
茂
木
寛
之
丞
ほ
か
親
族
宛
の
書

簡
が
あ
り
、『
日
本
の
名
著
』（
佐
藤
昌
介
責
任
編
集
・
中
央
公
論
社
）
で
は
文
政
十
一

年
の
書
簡
と
し
て
掲
載
（
注
29
）
さ
れ
て
い
る
が
、『
高
野
長
英
全
集
』
の
第
五
巻
の
「
長

英
伝
未
載
の
書
翰
二
通
」
で
は
（
２
年
後
の
）
天
保
元
年
の
京
都
で
の
書
簡
と
し
て
解

説
（
注
30
）
し
て
い
る
。
文
中
に
「
於
長
崎
医
学
罷
在
候
処
四
ヶ
年
已
前
脚
気
之
症
相

煩
」
と
あ
り
、長
崎
で
医
を
修
学
（
文
政
八
年
八
月
）
し
て
い
て
四
年
も
脚
気
症
を
患
っ

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
文
政
十
二
年
八
月
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
天
保

元
年
の
も
の
と
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
か
り
に
文
政
十
一
年
の
八
月
七
日
の

書
簡
だ
と
し
て
も
、
場
所
は
は
っ
き
り
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
八
月
九
日
の
大

暴
風
雨
の
二
日
前
で
あ
り
、
先
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
大
暴
風
雨
に
よ
る
事
故
の
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
長
崎
で
の
書
簡
と
す
る
こ
と
は
疑
問
と
な
る
。

長
英
が
八
月
に
長
崎
に
確
実
に
居
た
と
す
れ
ば
、
五
月
初
め
に
変
名
で
入
門
以
来
ず
っ

と
日
田
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
矛
盾
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
長

崎
を
発
っ
て
五
月
の
初
め
に
日
田
を
訪
れ
た
こ
と
は
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
た
だ
、
八
月
以
降
に
入
門
し
て
も
、
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
後
の
十
一
月

以
降
に
入
門
し
て
も
不
都
合
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
五
月
に
入
門
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か

は
説
明
で
き
な
い
。

　
　

④
入
門
の
紹
介
者
に
つ
い
て

『
入
門
簿
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
文
政
十
一
年
五
月
八
日
に
島
道
勇
と
同
時
に
咸
宜
園

に
入
門
し
た
の
は
、
安
芸
出
身
の
医
生
・
為
広
杏
庵
で
あ
り
、
両
人
の
紹
介
者
は
安
芸

出
身
の
有
田
大
助
で
あ
る
（
注
31
）。
有
田
大
助
は
、
す
で
に
文
政
七
年
に
有
田
東
六

高野長英の咸宜園在塾についての考察
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の
名
で
入
門
し
、
こ
の
と
き
五
級
上
で
副
監
な
ど
を
務
め
る
先
輩
で
あ
っ
た
。
こ
の
当

時
、
廣
瀬
謙
吉
（
旭
荘
）
は
最
高
位
の
八
級
上
の
別
格
扱
い
で
、
鈴
木
春
次
郎
（
春
山
）

は
客
席
で
あ
っ
た
が
、
後
日
の
旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
に
よ
る
と
、
謙
吉

は
、
自
分
と
春
次
郎
、
有
田
大
助
、
青
木
官
次
（
当
時
六
級
下
で
東
塾
監
、
豊
前
出
身
）

と
が
塾
で
は
仲
が
善
か
っ
た
と
言
い
、
文
政
十
一
年
に
鈴
木
春
次
郎
と
有
田
大
助
と
青

木
官
次
が
一
緒
に
東
去
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
注
32
）。
淡
窓
の
『
欽
斎
日
暦
』
で
は
、

文
政
十
一
年
八
月
「
二
十
五
日　

大
助
、
雍
叔
、
春
次
郎
、
音
平
、
還
郷
。
官
次
東
遊
。

皆
来
告
別
」（
注
33
）と
出
て
い
る
。
鈴
木
春
次
郎（
春
山
）は
高
野
長
英
の
親
友
で
あ
り
、

脱
獄
後
の
潜
伏
な
ど
を
支
援
し
た
人
で
あ
る
の
で
、
こ
の
当
時
か
ら
す
で
に
二
人
の
交

友
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、
春
次
郎
を
通
じ
て
、
そ
の
友
人
で
あ
る
有
田
大

助
の
紹
介
に
よ
る
同
郷
の
医
生
・
為
広
杏
庵
の
入
門
と
同
時
に
、
そ
の
紹
介
で
入
門
の

便
宜
を
図
っ
て
も
ら
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

⑤
岡
研
介
の
関
与
の
可
能
性
に
つ
い
て

岡
研
介
が
最
初
に
蘭
学
を
学
ん
だ
の
は
安
芸
（
広
島
）
の
蘭
方
医
・
中
井
厚
沢
で
あ
り
、

高
野
長
英
が
広
島
に
留
ま
っ
た
と
き
に
頼
っ
た
の
が
中
井
厚
沢
で
あ
る
。
長
英
の
広
島

か
ら
の
神
崎
屋
源
造
あ
て
文
政
十
二
年
十
月
二
日
付
の
書
簡
に
「
書
状
御
遣
被
下
候
は

ば
、
芸
藩
屋
敷
便
に
て
星
野
良
悦
・
堺
町
二
丁
目
、
鉄
砲
屋
町
・
中
井
厚
沢
方
ま
で
、

御
遣
被
下
度
候
、
此
の
両
人
は
小
生
の
尤
も
世
話
に
相
成
候
処
也
」（
注
34
）
と
あ
る
。

島
道
勇
と
同
時
に
入
門
し
た
為
広
杏
庵
は
安
芸
の
医
生
で
芸
州
佐
伯
郡
古
江
村
（
現
広

島
市
）
出
身
な
の
で
、
中
井
厚
沢
の
門
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
、
岡
研
介
を
介
し

て
中
井
厚
沢
門
人
の
咸
宜
園
入
門
に
便
乗
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
よ
る
と
、
鈴
木
春
次
郎
に
つ
い
て
、
文
政
十
一
年
「
六

月
十
一
日　

春
次
郎
自
長
崎
回
。
致
岡
研
介
書
。
及
気
海
観
瀾
」（
注
35
）
と
あ
り
、

春
次
郎
は
長
崎
に
赴
い
て
岡
研
介
に
会
い
、
研
介
の
書
簡
、
及
び
『
気
海
観
瀾
』(

青

地
林
宗
著
の
西
洋
物
理
学
書
）
を
借
り
て
帰
り
、
淡
窓
に
届
け
て
い
る
（
後
日
、
淡
窓

は
七
月
二
十
二
日
に
岡
研
介
あ
て
返
却
し
て
い
る
）
の
で
、
鈴
木
春
次
郎
と
岡
研
介
は

以
前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
岡
研
介
か
ら
頼
ま
れ
て

鈴
木
春
次
郎
が
関
係
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

⑥
退
塾
時
期
に
つ
い
て

日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
よ
る
と
、
島
道
勇
が
塾
を
出
る
の
は
「
文
政
十
二
年
二
月
十
二

日　

道
勇
・
・
・
還
郷
」
と
あ
り
、
そ
の
後
「
三
月
四
日　

道
勇
自
長
崎
帰
、
来
見
」

と
あ
る
の
で
、
二
月
十
二
日
に
一
時
帰
郷
す
る
と
し
て
塾
を
出
て
い
る
が
、
実
は
長
崎

に
行
っ
て
三
月
四
日
に
塾
に
帰
っ
て
淡
窓
に
会
見
し
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
注
36
）。

そ
し
て
退
塾
す
る
の
は
「
三
月
七
日　

道
勇
告
別
」
と
あ
っ
て
、
長
崎
よ
り
帰
っ
た
三

日
後
で
あ
る
（
注
37
）。

こ
れ
は
、
咸
宜
園
に
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
詳
細
が
も
た
ら
さ
れ
た
「
二
月
三
日　

加
藤

俊
民
自
長
崎
帰
、
来
訪
止
宿
、
始
審
蘭
人
変
事
」（
注
38
）
の
九
日
後
の
二
月
十
二
日

に
塾
を
出
て
長
崎
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
二
十
日
余
り
し
て
長
崎
か
ら
帰
り
、

す
ぐ
に
退
塾
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
事
件
の
詳
細
が
分
か
り
、
そ
れ
を
確

認
す
る
た
め
に
長
崎
に
出
向
き
、
そ
の
結
果
、
塾
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
後
は
、
肥
前
に
行
き
、
筑
前
を
経
由
（
あ
る
い
は
、
武
谷

元
立
の
許
に
立
ち
寄
っ
た
か
）
し
て
、
八
月
に
広
島
に
着
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
と
な

ろ
う
。

⑦
塾
で
の
成
績
等
の
記
録
に
つ
い
て

道
勇
に
つ
い
て
、
日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
よ
っ
て
月
旦
表
の
記
録
を
見
る
と
、
ま
ず
職

任
で
「
文
政
十
一
年
十
月
二
十
六
日　

改
月
旦
評
、・
・
・
道
勇　

権
書
記
、・
・
・
」（
注

39
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
職
任
は
年
齢
や
経
験
を
加
味
す
る
の
で
、
塾
で
は
年
長
者

の
二
十
五
～
三
十
歳
程
度
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
成
績
に

つ
い
て
は
、
文
政
十
一
年
五
月
二
十
六
日
の
月
旦
評
で
「
入
席
」
後
、
文
政
十
二
年
一

月
二
十
六
日
の
月
旦
評
で
「
一
級
下
」
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
（
注
40
）。
こ
の
成
績

は
入
席
後
八
カ
月
か
か
っ
て
一
級
に
進
級
し
て
お
り
、
恐
ろ
し
く
進
級
が
遅
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

も
し
高
野
長
英
で
あ
れ
ば
、
こ
の
当
時
す
で
に
蘭
学
の
秀
俊
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

し
か
も
子
供
時
代
（
七
～
八
歳
）
に
は
祖
父
の
医
師
・
高
野
元
瑞
ら
に
漢
学
を
学
ん
で

い
る
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う
な
成
績
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、

時
期
は
少
し
下
が
る
が
、
同
じ
く
咸
宜
園
に
学
ん
だ
医
生
・
村
田
宗
太
郎
（
大
村
益
次

郎
）
は
、
入
席
一
ヵ
月
後
に
権
々
一
級
上
に
な
り
約
十
ヵ
月
後
に
は
権
四
級
上
に
進
級

し
、
そ
れ
か
ら
四
ヵ
月
の
ち
に
退
塾
し
て
い
る
。
島
道
勇
の
こ
の
成
績
は
、
よ
ほ
ど
勉
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学
を
怠
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
漢
学
と
は
全
く
別
な
方
面
（
蘭
学
な
ど
）
の
勉
学
を

し
て
い
た
か
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
日
記
『
欽
斎
日
暦
』
に
は
、
文
政
十
一
年
「
十
一
月
十
三
日
、
恕
助
、
舜
蔵
、

道
勇
犯
約
。
各
行
出
黜
罰
。
恕
助
暫
帰
。
舜
蔵
黜
班
次
相
卿
下
。
道
勇
免
書
記
、
為
侍

者
直
日
十
回
」（
注
41
）
と
あ
り
、
そ
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
道
勇
に
規
約
違
反
が

あ
り
、
書
記
を
免
じ
ら
れ
侍
者
と
な
る
処
罰
を
受
け
て
い
る
。
長
英
は
自
負
心
が
強
く

傲
慢
な
性
格
で
人
に
嫌
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
の

で
、
あ
る
い
は
規
約
に
違
反
す
る
よ
う
な
行
為
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
淡
窓

が
日
記
に
記
録
す
る
よ
う
な
目
立
つ
規
約
違
反
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
人
格
的
に
好
ま
し

い
人
物
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
成
績
面
等
か
ら
見
る
と
、
島
道
勇
は
優
秀
な
塾
生
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
高
野
長
英
の
変
名
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
、
身
を
隠
す
た
め
に
、
あ

え
て
普
通
の
塾
生
を
装
っ
て
た
だ
在
塾
の
み
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
あ
り
え
な
い
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

⑧
結
論

島
道
勇
が
高
野
長
英
の
変
名
で
あ
っ
た
と
い
う
説
は
、
結
局
は
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
。

現
時
点
で
は
確
実
に
違
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
淡
窓
の
日
記
に
記
載
さ

れ
た
、
可
能
性
あ
る
期
間
（
文
政
十
一
年
夏
頃
か
ら
文
政
十
二
年
秋
頃
ま
で
）
に
入
門

し
か
つ
退
塾
し
た
塾
生
を
調
べ
た
結
果
は
、
他
に
こ
れ
と
い
っ
た
該
当
者
は
見
つ
か
ら

ず
、「
島
道
勇
」
は
か
な
り
可
能
性
が
高
い
塾
生
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
こ

の
人
物
が
長
英
の
変
名
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
も
納
得
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
。

（
３
）
ま
と
め私

的
な
見
解
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
長
英
の
顕
彰
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
谷
口
藍
田
の

碑
文
は
、
藍
田
の
知
り
得
た
長
英
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
淡
窓
自
身
か
ら
直
接
に
、
ま

た
は
長
英
と
交
友
の
あ
っ
た
羽
倉
簡
堂
・
鈴
木
春
山
な
ど
咸
宜
園
と
関
係
の
あ
る
者

か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
か
な
り
信
用
で
き
得
る
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
に
は
岡
研
介
な
ど
の
咸
宜
園
関
係
者

が
い
て
、
咸
宜
園
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
淡
窓
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
環
境
に
長
英

は
い
た
の
で
、
碑
文
に
あ
る
と
お
り
、
事
件
の
あ
と
熊
本
に
逃
れ
た
の
ち
、
日
田
の

淡
窓
を
訪
れ
て
滞
在
し
た
と
し
て
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
淡
窓
の
高
弟
で
あ
っ
た
谷
口
藍
田
が
、
長
英
の
子
孫
の
高
野
長
運
か
ら

直
接
に
依
頼
さ
れ
、
宮
内
省
か
ら
の
下
賜
金
等
で
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
顕
彰

碑
の
碑
文
に
、
淡
窓
の
偽
り
の
言
葉
を
書
く
こ
と
な
ど
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。

入
門
簿
に
名
前
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
変
名
で
の
入
門
の
可
能
性
も

ま
っ
た
く
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
日
記
に
「
来
見
」「
来
訪
」「
来
謁
」
等
と

し
て
淡
窓
の
許
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
人
物
が
そ
の
偽
名
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
は
長
英
の
身
を
案
じ
て
淡
窓
が
あ
え
て
そ
の
訪
れ
た
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
か

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
変
名
あ
る
い
は
偽
名
で
の
記
録
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
詳
細

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
注
）

１
．「
儒
学
者　

谷
口
藍
田
」（
浦
川
晟　

明
徳
出
版
社
）
ほ
か

２
．「
高
野
長
英
傳
（
第
二
増
訂
版
）」（
高
野
長
運　

岩
波
書
店
）
二
〇
八
頁

３
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
一
（
淡
窓
全
集 

中
巻
）
三
六
三
頁
、
巻
二
（
同
）
三
七
九
頁

４
．「
高
野
長
英
傳
（
第
二
増
訂
版
）」
二
〇
八
頁

５
．「
高
野
長
英
傳
（
第
二
増
訂
版
）」
二
〇
六
頁

６
．「
高
野
長
英
傳
（
第
二
増
訂
版
）」
二
一
一
頁
、
二
一
四
頁

７
．「
高
野
長
英
傳
（
第
二
増
訂
版
）」
二
〇
五
頁

８
．「
高
野
長
英
傳
（
第
二
増
訂
版
）」
二
一
二
頁

９
．「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
四
十
九
（
淡
窓
全
集 

上
巻
）
六
五
八
頁

10
．「
高
野
長
英
」（
鶴
見
俊
輔　

朝
日
新
聞
社
）
九
四
頁

11
．「
咸
宜
園
出
身
八
百
名
略
伝
集
」（
廣
瀬
先
賢
顕
彰
会
編
纂
）
四
七
頁

12
．「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
十
六　

二
〇
一
頁

13
．「
咸
宜
園
出
身
八
百
名
略
伝
集
」
二
一
四
頁

14
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
三　

四
〇
〇
頁

高野長英の咸宜園在塾についての考察



八
八

15
．「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
二
十
七　

三
五
〇
～
三
五
二
頁

16
．「
高
野
長
英
」（
鶴
見
俊
輔
）
一
一
七
頁

17
．「
高
野
長
英
」（
鶴
見
俊
輔
）
三
五
〇
頁

18
．「
高
野
長
英
」（
佐
藤
昌
介　

岩
波
新
書
）
五
一
頁

19
．「
高
野
長
英
」（
佐
藤
昌
介
）
五
二
頁

20
．「
高
野
長
英
全
集
」第
一
巻（
高
野
長
英
全
集
刊
行
会　

第
一
書
房
）「
客
中
案
証
」

21
．「
咸
宜
園
出
身
八
百
名
略
伝
集
」
一
二
五
頁

22
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
一　

三
七
一
頁

23
．「
高
野
長
英
傳
」
二
七
三
頁

24
．「
高
野
長
英
傳
」
二
七
四
頁

25
．「
高
野
長
英
傳
」
二
七
六
頁

26
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
二　

三
七
八
頁

27
．「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
二
十
七　

三
四
五
頁

28
．「
高
野
長
英
傳
」
一
九
七
頁
、
一
九
八
頁

29
．「
日
本
の
名
著　

渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
」

（
責
任
編
集　

佐
藤
昌
介　

中
央
公
論
社
）
三
七
九
頁

30
．「
高
野
長
英
全
集
」
第
五
巻
（
監
修　

高
橋
磌
一　

第
一
書
房
）
四
一
三
～

四
一
六
頁

31
．「
入
門
簿
」
巻
二
十
一
（
淡
窓
全
集　

下
巻
）
三
三
頁

32
．「
日
間
瑣
事
備
忘
」（
廣
瀬
旭
荘
全
集　

日
記　

巻
三
）
二
〇
八
頁

33
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
二　

三
七
九
頁

34
．「
高
野
長
英
傳
」
二
一
三
頁

35
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
一　

三
七
二
頁

36
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
三　

三
九
四
頁
、
三
九
六
頁

37
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
三　

三
九
七
頁

38
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
三　

三
九
四
頁

39
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
二　

三
八
五
頁

40
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
三　

三
九
三
頁

41
．「
欽
斎
日
暦
」
巻
二　

三
八
六
頁

な
お
、
注
で
記
載
し
た
参
考
文
献
の
ほ
か
、「
広
瀬
淡
窓
と
高
野
長
英
（
松
月
秀
雄

　

教
育
学
雑
誌　

1968

）」「
高
野
長
英
の
在
塾
を
問
う（
岩
沢
光
夫「
敬
天
」第
39
号
）」

「
高
野
長
英
を
め
ぐ
る
ミ
ス
テ
リ
ー（
次
郎
丸
明
穂「
敬
天
」第
29
号
）」を
参
考
し
た
。



八
九

資
料
紹
介　

西
村
天
囚
著
『
亀
門
の
二
廣
』
に
つ
い
て
（
下
）
廣
瀬
旭
荘
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
田　

直
己

は
じ
め
に

　

本
文
は
前
回
に
引
き
続
き
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
記
者
で
あ
っ
た
西
村
天
囚
が
、
明
治
四
一

年
（
一
九
〇
八
）
一
月
一
日
か
ら
二
月
一
六
日
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
コ
ラ
ム
「
亀
門
の
二
廣
」

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
明
治
四
一
年
一
月
二
三
日
か
ら
二
月
一
六
日
の
間
に
掲

載
さ
れ
た
廣
瀬
旭
荘
全
二
五
回
分
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。
西
村
天
囚
の
来
歴
や「
亀
門
の
二
廣
」

を
執
筆
す
る
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
回
に
詳
し
い
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
（
１
）。

　

今
回
の
旭
荘
編
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
上
で
、
若
干
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
す
れ
ば
、

「
亀
門
の
二
廣
」
の
連
載
に
お
い
て
、
天
囚
は
淡
窓
に
つ
い
て
二
一
回
、
旭
荘
に
つ
い
て
は

二
五
回
紙
数
を
割
い
て
い
る
。「
亀
門
の
二
廣
」
最
終
回
に
お
い
て
、
淡
窓
・
旭
荘
兄
弟
に
つ

い
て
、「
品
学
兼
優
に
し
て
教
育
の
功
大
な
る
は
淡
窓
を
推
し
、
才
識
高
く
し
て
遭
遇
の
趣
味

多
き
は
旭
荘
を
推
す
」
と
二
人
の
違
い
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
旭
荘
に
つ
い
て
は
「
而
し
て

旭
荘
は
我
大
阪
に
縁
故
深
き
を
以
て
叙
述
頗
る
詳
な
る
を
期
せ
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
鹿
児

島
県
種
子
島
の
出
身
で
あ
り
、
東
京
に
出
て
の
ち
、
大
阪
に
居
を
構
え
た
天
囚
自
身
と
同
様
に

豊
後
国
日
田
か
ら
大
坂
・
江
戸
に
出
で
て
活
躍
し
た
旭
荘
へ
の
思
い
入
れ
、
ま
た
天
囚
の
郷
里

の
先
輩
で
あ
り
、
親
戚
（
母
の
姨
の
子
）
で
も
あ
っ
た
種
子
島
三
七
（
石
峰
）
が
旭
荘
の
門
人

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
か
、
旭
荘
に
つ
い
て
は
淡
窓
よ
り
も
そ
の
連
載
は
四
回
ほ
ど
上
回
っ

て
い
る
。

　

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）、
取
材
の
た
め
に
日
田
を
訪
れ
た
天
囚
は
、
淡
窓
・
旭
荘
兄
弟

の
遺
著
を
読
む
中
で
、
旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
価
値
を
見
出
し
、
朝
日
新
聞
社
と

大
阪
図
書
館
長
の
今
井
氏
の
協
力
を
得
て
、
写
本
を
作
成
し
た
（
註
２
）。
こ
れ
が
現
在
、
大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
旭
荘
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た

「
亀
門
の
二
廣
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
徳
田
武
氏
ら
が
紹
介
し
た
「
増
訂　

西
村
天
囚
著
『
亀

門
の
二
広
』
広
瀬
旭
荘
」
も
あ
る
の
で
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
（
註
３
）。

〔
付
記
〕

　

今
回
の
資
料
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
公
益
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館
の
廣
瀬
資
料
館
の
廣
瀬
貞
雄

氏
、
原
田
俊
隆
氏
、
廣
瀬
洋
一
氏
に
快
く
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ま
た
「
亀
門
二
廣
」
の
原
文
確
認
に
つ
い
て
は
朝
日
新
聞
社
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翻
刻
文
に
つ
い
て
の
責
め
は
す
べ
て
筆
者
が
負
う
も
の
で
す
。

（
註
１
）
溝
田
直
己
「
資
料
紹
介　

西
村
天
囚
著
「
亀
門
の
二
廣
」（
上
）
廣
瀬
淡
窓
編
」

　
　
『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
一
四
、
日
田
市
教
育
委
員
会

（
註
２
）
徳
田
武
「
広
瀬
旭
荘
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
の
顕
彰
―
亀
谷
省
軒
・
牧
野
藻
洲
・
西
村 

　
　
　

   

天
囚
に
於
け
る
―
」『
江
戸
風
雅
』
第
九
号
、
二
〇
一
四
年

（
註
３
）
徳
田
武
・
長
田
和
也
・
山
形
彩
美
「
増
訂　

西
村
天
囚
著
『
亀
門
の
二
広
』
広
瀬
旭
荘
」

　
　
　

  『
江
戸
風
雅
』
第
八
号
、
二
〇
一
四
年

〔
凡
例
〕

一
、
こ
の
文
章
は
明
治
四
一
年
一
月
一
日
か
ら
二
月
一
六
日
に
わ
た
り
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』　

　
　

に
連
載
さ
れ
た
「
亀
門
の
二
廣
」
と
題
し
て
連
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
で
あ
る
。
底
本
は
前
回

　
　

と
同
様
に
廣
瀬
家
が
所
蔵
し
て
い
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
と
し
、
不
明
瞭
な
箇
所
に
関
し

　
　

て
は
、
朝
日
新
聞
社
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
や
徳
田
武
氏
（
註
３
）
を
大
い
に
参
考
に

　
　

し
た
。

一
、
原
文
の
文
字
は
す
べ
て
旧
字
体
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

一
、
原
文
の
表
記
は
旧
か
な
使
い
で
あ
る
が
、
現
代
か
な
使
い
に
改
め
た
。
た
だ
し
送
り
が
な

　
　

は
で
き
る
だ
け
原
文
の
ま
ま
に
残
し
て
お
い
た
。

一
、
原
文
の
漢
字
は
漢
数
字
以
外
は
ほ
と
ん
ど
全
て
に
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
現
代
か
な
使

　
　

い
に
改
め
て
ル
ビ
を
ふ
り
な
お
し
た
。
ま
た
明
ら
か
に
読
み
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
適

　
　

宜
修
正
し
た
。

一
、
本
文
中
で
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
事
項
に
関
し
て
は
修
正
し
た
。
ま
た
天
囚
段
階
で
不

　
　

明
と
な
っ
て
い
た
事
項
も
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
追
記
し
て
記
し

　
　

た
も
の
が
あ
る
。

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



九
〇

●
亀
門
の
二
廣

　
（
二
十
三
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
一
）

亀き
も
ん門
の
塾じ
ゅ
く
ち
ょ
う長
▲
茶ち
ゃ
ざ
ん
り
ゅ
う
て
い

山
流
涕
▲
宜ぎ
え
ん園
の
若わ
か
せ
ん
せ
い

先
生
▲
代だ
い
か
ん官
の
譴け
ん
せ
き斥

　

廣ひ
ろ
せ
き
ょ
く
そ
う

瀬
旭
荘
は
淡た
ん
そ
う窓
の
季き
て
い弟
な
り
、
文ぶ
ん
か化
四
年ね
ん
ひ
の
と
う

丁
卯
五
月
十
七
日
を
以も
っ

て
日ひ

た田
に
生う
ま

る
、

淡た
ん
そ
う窓

よ
り
少わ
か

き
こ
と
二
十
五
歳さ
い

、
初は
じ

め
獻け
ん
き
ち吉

と
称し
ょ
う

し
、
後の

ち
謙け
ん
き
ち吉

と
改あ
ら
た

む
、
師し

の
昭し
ょ
う
よ
う陽

に

字あ
ざ
な

を
請こ

う
る
に
、
考か
ん
が

え
置お

か
ん
と
あ
り
て
其そ

の
侭ま
ま

と
な
り
け
れ
ば
、
自み
ず
か

ら
通つ
う
し
ょ
う称
を
分わ
か

ち

て
名み
ょ
う
じ字

と
為な

し
、
名な

を
謙け
ん

字あ
ざ
な

を
吉き
ち
ほ甫

と
云い

え
り
、
初は
じ

め
秋し
ゅ
う
そ
ん村

と
号ご
う

し
、
又ま
た

其そ

の
居お

る
所と
こ
ろ

の

書し
ょ
そ
う窓
東ひ
が
し

に
面め
ん

し
て
、
旭あ
さ
ひ
か
げ光
室し
つ

に
満み

ち
け
る
よ
り
旭き
ょ
く
そ
う荘
と
号ご
う

し
、
年と
し

三
十
比こ
ろ

別べ
つ

に
室し
つ

を
築き
ず

く

に
及お
よ

び
て
梅ば
い
と
ん墩
と
号ご
う

せ
し
が
、
秋し
ゅ
う
そ
ん村
の
号ご
う

は
後こ
う
ね
ん年
高こ
う
て
い弟
の
柴し
ば
ろ
く
ろ
う

六
郎
に
譲ゆ
ず

れ
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

幼よ
う

よ
り
兄あ
に

の
淡た
ん
そ
う窓

に
仕し

こ込
ま
れ
、
天て
ん
び
ん稟

の
才さ
い
き
え
い

気
英
発は
っ

せ
し
上う
え

に
、
宜ぎ
え
ん
だ
い
い
ち

園
第
一
の
才さ
い
し子

中な
か
じ
ま島
子し
ぎ
ょ
く玉
等ら

と
切せ
っ
さ磋
し
て
、
学が
く
も
ん門
大お
お
い

に
進す
す

め
り
、
素し
た
じ養
十
分ぶ
ん

に
出で

き来
た
る
上う
え

に
て
、
年と
し

十
七

の
文ぶ
ん
せ
い政

六
年ね
ん

九
月
、
福ふ
く
お
か岡

に
游あ
そ

び
て
亀か
め
い
し
ょ
う
よ
う

井
昭
陽
の
門も
ん

に
入い

れ
り
、
昭し
ょ
う
よ
う陽

其そ

の
才さ
い

を
愛あ
い

し
て
、

間ま

も
な
く
塾じ
ゅ
く
ち
ょ
う長
の
印い
ん
じ
ゅ綬
を
与あ
た

え
た
り
、
千
二
百
言げ
ん

の
論ろ
ん
し
ち
ょ
う
へ
ん

詩
長
篇
は
、
十
八
の
時と
き

の
作さ
く

な
り
、

村む
ら
か
み
ぶ
つ
ざ
ん

上
佛
山
が
年と
し

十
六
亀き
も
ん門
に
入い

り
し
文ぶ
ん
せ
い政
八
年ね
ん

に
は
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
二
十
に
し
て
猶な
お
じ
ゅ
く
ち
ょ
う

塾
長
た
り

き
、
旭き
ょ
く
そ
う
し
が
く

荘
詩
学
を
家か

兄け
い

に
得え

て
、
更さ
ら

に
経け
い
が
く
ぶ
ん
し
ょ
う

学
文
章
を
昭し
ょ
う
よ
う陽

に
学ま
な

び
、
天て
ん
さ
い才

と
力り
き
り
ょ
う量

と
並
な
ら
び

に
長ち
ょ
う
し
ん進
し
て
、
頗す
こ
ぶ

る
其そ

の
中う
ち

を
閎お
お
い

に
し
て
其そ

の
外ほ
か

を
肆
ほ
し
い
ま
ま

に
せ
り
、
此こ
の
と
し歳
四
月
に
は
家い
え

に
帰か
え

り
、
更さ
ら

に
筑ち
く
ご後

に
游あ
そ

び
て
樺か
ば
し
ま
せ
き
り
ょ
う

島
石
梁
を
訪と

い
、
年と
し

二
十
二
の
文ぶ
ん
せ
い政

十
年ね
ん

に
は
、
備び
ん
ご後

に
游あ
そ

び
て
菅か
ん
ち
ゃ
ざ
ん

茶
山
の
廉れ
ん
じ
ゅ
く塾
に
游あ
そ

べ
り
、
茶ち
ゃ
ざ
ん山
は
山さ
ん
よ
う
ど
う

陽
道
の
宿し
ゅ
く

儒じ
ゅ

、
淡た
ん
そ
う
と
し

窓
年
二
十
七
詩し
こ
う稿
を

寄よ

せ
て
正せ
い

を
請こ

い
し
よ
り
文も

じ字
因い
ん
ね
ん縁
あ
り
、
九き
ゅ
う
し
ゅ
う州
の
亀き
も
ん
ぎ
え
ん

門
宜
園
と
鼎て
い
そ
く足
し
て
教き
ょ
う
い
く
か
い

育
界
の

大だ
い
み
ょ
う
じ
ょ
う

明
星
た
り
、
茶ち
ゃ
ざ
ん
と
き

山
時
に
年と
し

八
十
、
老ろ
う
び
ょ
う病

を
以も
っ

て
命め
い
た
ん
せ
き

旦
夕
に
迫せ
ま

れ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
引い
ん
け
ん見

し
て
い
と
嬉う
れ

し
げ
に
、
拙せ
っ
し
ゃ
さ
く
ね
ん

者
昨
年
に
死し

す
べ
か
り
し
を
、
天て
ん
お
ん
み

御
身
に
逢あ

わ
し
め
ん
と
て
や

生な
が
ら
え存

し
め
け
ん
、
御お
ん
み身

は
天て
ん
か下

の
奇き
さ
い才

な
り
、
我わ
れ
い
ま未

だ
死し

な
ず
し
て
相あ
い
み見

し
は
何な
ん

の
幸
さ
い
わ
い

ぞ

や
、
若も
し

七
十
九
に
し
て
歿み
ま
か

り
た
ら
ん
に
は
、
曷
い
ず
く
ん

ぞ
今こ
ん
に
ち日
の
覿て
き
め
ん面
を
得え

ん
、
人ひ
と

は
誠ま
こ
と

に

寿じ
ゅ

な
か
る
可べ

か
ら
ず
、
御お
ん
み身
も
亦ま
た

宜よ
ろ

し
く
養よ
う
じ
ょ
う生
し
て
寿じ
ゅ
い
き域
に
躋の
ぼ

る
べ
し
と
語か
た

り
け
り
、
是こ

れ
誠ま
こ
と

に
才さ
い

を
愛あ
い

す
る
長ち
ょ
う
じ
ゃ者

の
言げ
ん

と
こ
そ
言い

う
べ
け
れ
、
五
月
十
三
日
に
到と
う
ち
ゃ
く着

し
て
、
同お
な

じ
く
七
月
二
十
一
日
（
詩し
し
ゅ
う集
に
は
閏う
る
う

六
月
五
日
と
あ
り
）
に
は
、
別べ
つ

を
茶ち
ゃ
ざ
ん山
に
告つ

げ
け
れ

ば
、
茶ち
ゃ
ざ
ん
り
ゅ
う
て
い

山
流
涕
し
て
、
御お
ん
み身

異い
じ
つ
こ

日
此
の
地ち

を
過す

ぎ
ば
、
我わ
れ

は
已す
で

に
黄こ
う
よ
う葉

山さ
ん
か下

の
土つ
ち

た
ら
ん
、

御お
ん
み
う
ま

身
馬
を
下く
だ

り
て
相あ
い
と
む
ら弔
わ
ん
や
如い

か何
に
な
ど
云い

い
つ
つ
訣け
つ
べ
つ別
せ
り
と
ぞ
、
茶ち
ゃ
ざ
ん山
は
此こ

の
歳と
し

八

月
十
三
日
を
以も
っ

て
歿み
ま
か

り
き
、
梅ば
い
と
ん
し
し
ょ
う

墩
詩
鈔
の
送
僧
寥
然
帰
備
後
詩
に
、
黄
葉
山
前
黄
葉
秋
。
師

今
帰
処
我
曽
游
。
傷
心
最
是
詩
翁
墓
。
復
有
二
人
来
澆
一
レ
酒
不
。
と
云い

え
る
は
之こ
れ

が
為た
め

に
し
て
、

三
十
一
年ね

ん
ご後

の
安あ
ん
せ
い政

四
年ね
ん

に
、
旭き
ょ
く
そ
う
ち
ょ
う
し
ゅ
う

荘
長
州
に
游あ
そ

ぶ
の
途と

じ次
、
再ふ
た
た

び
神か
ん
べ辺

の
菅か
ん
し氏

を
訪と

う

て
、
茶ち
ゃ
ざ
ん山

の
墓は
か

を
展て
ん

せ
し
時と
き

に
、
往
事
追
懐
卅
一
秋
。
梅
辺
下
レ
馬
上
二
塋
丘
一
。
身
臞
髪
禿

形
容
換
。
為
問
先
生
記
レ
我
不
の
詩し

を
手た

む向
け
し
は
、
往お
う
じ
つ日

の
誓ち
か
い

を
踏ふ

み
し
も
の
な
り
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
廉れ
ん
じ
ゅ
く塾
に
游あ
そ

び
し
は
留り
ゅ
う
が
く学
の
志
こ
こ
ろ
ざ
し

な
り
け
ん
も
、
茶ち
ゃ
ざ
ん山
の
病や
ま
い

の
為た
め

に
、
在ざ
い
じ
ゅ
く
ふ
た
つ
き
ば
か

塾
二
月
許
り

に
過す

ぎ
ざ
り
し
が
、
発は
つ
れ
ん
じ
ゅ
く

廉
塾
の
詩し

に
、
初
我
来
二
此
中
一
。
新
知
幾
誰
某
。
俶
儻
多
二
異
才
一
。

規
諍
富
二
益
友
一
の
句く

あ
り
、
亦ま
た
け
ん
も
ん

見
聞
を
広ひ
ろ

く
せ
し
な
る
べ
し
、
此こ
の
こ
う
し
こ
く

行
四
国
を
経へ

て
山さ
ん
よ
う陽

に
入い

り
、
帰き

と途
に
は
広ひ
ろ
し
ま島
に
賴ら
い
き
ょ
う
へ
い

杏
坪
を
訪と

う
て
、
坐ざ
じ
ょ
う上
に
佐さ
と
う
い
っ
さ
い
も
ん
か

藤
一
齋
門
下
の
吉よ
し
む
ら
し
ゅ
う
よ
う

村
秋
陽
と
相あ
い
み見
、

又ま
た
さ
い
ひ
ん
じ
ょ
し

采
蘋
女
史
と
共と
も

に
杏き
ょ
う
へ
い坪

に
陪ば
い

し
て
春し
ゅ
ん
ぎ
ろ
う

曦
楼
に
月つ
き

を
賞し
ょ
う

し
、
斯か

く
て
日ひ

た田
に
帰か
え

れ
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
二
十
五
の
天て
ん
ぽ
う保
元が
ん
ね
ん年
に
は
淡た
ん
そ
う窓
五
十
、
隠い
ん
き
ょ居
し
て
家い
え

を
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
伝つ
た

え
ん
と
し
、

宜ぎ
え
ん園

の
塾じ
ゅ
く
せ
い政

を
挙あ

げ
て
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
手て

に
委い

す
べ
き
を
発は
っ
ぴ
ょ
う表

せ
り
、
宜ぎ
え
ん園

の
弟て
い
し
ち
ゅ
う

子
中
に
は
、

我わ
れ
い
ず
く
ん曷
ぞ
北ほ
く
め
ん面
し
て
孺じ
ゅ
し子
に
事つ
か

え
ん
な
ど
息い
き
ま巻
く
輩や
か
ら

も
あ
り
け
れ
ど
、
老ろ
う
し師
の
命め
い

と
云い

い
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
才さ
い
が
く学
と
云い

い
、
到と

て底
も
抗こ
う

す
べ
か
ら
ざ
る
を
知し

り
て
塾じ
ゅ
く
ぎ議
一
決け
つ

し
、
門も
ん
じ
ん人
八
十
七

人に
ん
れ
ん
し
ょ

連
署
し
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
事つ
か

う
る
に
淡た
ん
そ
う窓

に
事つ
か

う
る
の
礼れ
い

を
以も
っ
て

せ
ん
こ
と
を
誓ち
か

え
り
、
此こ
れ

よ

り
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
儼け
ん
ぜ
ん然
と
し
て
若わ
か

先せ
ん
せ
い生
の
尊そ
ん

号ご
う

を
受う

け
、
翌よ
く

天て
ん
ぽ
う保
二
年ね
ん

以い

ご後
は
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
一ひ
と
り人
し
て

塾じ
ゅ
く
せ
い政

を
料り
ょ
う
り理

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
性せ
い
し
つ質

は
淡た
ん
そ
う窓

と
同お
な

じ
か
ら
ず
、
淡た
ん
そ
う窓

は
恭き
ょ
う
じ
ゅ
ん順

に
し
て
陰い
ん
き気

の
人ひ
と

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
快か
い
か
つ活
に
し
て
陽よ
う
き気
の
人ひ
と

な
り
、
況い
わ
ん

や
年ね
ん
し
ょ
う少
に
し
て
客か
く

気き

を
免ま
ぬ
が

れ
ざ

る
を
や
、
無ぶ
え
ん
り
ょ

遠
慮
の
言げ
ん
こ
う行
も
多お
お

か
り
け
ん
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
痛い
た

く
代だ
い
か
ん官
塩し
お
の
や谷
氏し

の
忌き

き諱
に
觸ふ

れ
、
左さ

ら
ぬ
だ
に
干か
ん
し
ょ
う渉

の
弊へ
い

あ
り
し
に
、
此こ
こ

に
至い
た

り
て
試し
け
ん験

に
干か
ん
し
ょ
う渉

し
、
規き
や
く約

に
干か
ん
し
ょ
う渉

し
、
果は

て

は
屢
し
ば
し
ば

譴け
ん
せ
き
へ
い
も
ん

責
閉
門
の
厄や
く

に
遇あ

え
り
、
塾じ
ゅ
く
せ
い生
も
亦ま
た

此こ

の
比こ
ろ

よ
り
徒と
と
う党
の
風ふ
う

を
生し
ょ
う

じ
、
桀け
つ
ご
う
ほ
う

驁
法

を
軽か
ろ

ん
じ
て
、
約や
く

を
犯お
か

し
規き

を
乱み
だ

る
も
の
多お
お

く
、
益
ま
す
ま
す

代だ
い
か
ん官

の
察さ
っ
と度

を
招ま
ね

け
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の

自じ

き記
に
拠よ

れ
ば
、代だ
い
か
ん官
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
憎に
く

む
こ
と
甚は
な
は

だ
し
く
、将ま
さ

に
不ふ
し
ぎ測
の
禍
わ
ざ
わ
い

あ
ら
ん
と
せ
し
も
、

其そ

の
父ち
ち

忠ち
ゅ
う
し
ん信
を
以も
っ

て
事こ
と

に
任に
ん

せ
し
功こ
う
せ
き績
あ
り
し
よ
り
、
代だ
い
か
ん官
も
父ち
ち

に
め
ん
じ
て
之こ
れ

を
許ゆ
る

せ
り

と
あ
り
、
其そ

の
衝し
ょ
う
と
つ突

い
と
烈は
げ

し
か
り
し
を
知し

る
べ
し
。
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旭き
ょ
く
そ
う荘
は
代だ
い
か
ん官
の
威い
え
ん炎
を
避さ

け
ん
が
為た
め

に
、
年と
し

二
十
九
の
天て
ん
ぽ
う保
五
年ね
ん

に
は
西せ
い
ゆ
う游
の
途と

に
上の
ぼ

れ
り
、
先ま

ず
福ふ
く
お
か岡

に
旧き
ゅ
う
し師

昭し
ょ
う
よ
う陽

に
謁え
っ

し
、
佐さ

が賀
に
古こ

が賀
穀こ
く
ど
う堂

を
訪と

い
、
藩は
ん
じ
ゅ儒

井い
う
ち
な
ん
が
い

内
南
涯

（
傳で
ん
え
も
ん

右
衛
門
）
吉よ
し
む
ら
か
ん
さ
い

村
幹
齋
（
祐ゆ
う
へ
い平
）
小お
し
ろ
ふ
す
い

代
布
水
（
喜き

え

も

ん

右
衛
門
）
枝え
だ
よ
し
な
ん
ご
う

吉
南
濠
（
忠ち
ゅ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
）
等ら

の

催も
よ
お

せ
る
詩し
か
い会

に
臨の
ぞ

み
、
去さ
っ

て
多た

く久
の
聖せ
い
び
ょ
う廟

に
謁え
っ

し
て
、
草く
さ
ば
は
い
せ
ん

塲
佩
川
及お
よ

び
其そ
の

徒と

と
徴ち
ょ
う
ち
く逐

し
、

遂つ
い

に
長な
が
さ
き崎
に
游あ
そ

び
、
高た
か
し
ま
し
ゅ
う
は
ん

島
秋
帆
を
案あ
ん
な
い内
と
し
て
唐と
う
ら
ん
か
ん

蘭
館
を
見け
ん
ぶ
つ物
し
、
淹え
ん

留り
ゅ
う

二
旬じ
ゅ
ん

余よ

に
し
て

日ひ

た田
に
帰か
え

り
、
更さ
ら

に
筑ち
く
ご後
に
游あ
そ

び
別べ
っ
ぷ府
に
游あ
そ

べ
り
、
常つ
ね

に
代だ
い
か
ん官
に
睨に
ら

ま
れ
て
は
、
不ふ
へ
い平
に
堪た

え
ざ
る
事こ
と
お
お多

か
り
け
ん
、
遂つ
い

に
年と
し

三
十
の
天て
ん
ぽ
う保

六
年ね
ん

に
は
、
飄ひ
ょ
う
ぜ
ん
か
み
が
た

然
上
方
さ
し
て
故こ
き
ょ
う郷

を
出い

で

た
り
、
一
に
は
遠え
ん
し
ろ
う
し
し
ょ
う

思
楼
詩
鈔
上じ
ょ
う
ぼ
く木
の
用よ
う

を
兼か

ね
、
一
に
は
上じ
ょ
う
こ
く国
に
旗き

し幟
を
翻
ひ
る
が
え

え
さ
ん
為た
め

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

後こ
う

年ね
ん

の
自じ

き記
に
云い
わ

く
、
予わ

れ
譴け
ん

を
塩し
お
の
や
く
ん

谷
君
（
代だ
い
か
ん官

）
に
得え

し
は
、
一
時じ

の
殃
わ
ざ
わ
い

に
し
て
終し
ゅ
う
し
ん身
の
福
さ
い
わ
い

な
り
、
始は
じ

め
て
書し
ょ

を
読よ

み
て
人に
ん

情じ
ょ
う

世せ
た
い態
を
解か
い

す
る
こ
と
を
知し

り
、
一

時じ

の
虚き
ょ
め
い名
を
窃ぬ
す

む
を
得え

た
る
、
皆み
な

其そ

の
賜
た
ま
も
の

な
り
と
、
実じ
つ

に
然し
か

り
、
代だ
い
か
ん官
の
圧あ
っ
ぱ
く迫
な
か
ら
し

め
ば
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

淡た
ん
そ
う窓

と
同お
な
じ

く
山さ
ん
ち
ゅ
う中

の
村そ
ん
ふ
う
し

夫
子
と
し
て
身み

を
終お
わ

り
し
や
も
知し

る
可べ

か
ら
ず
、

蛟こ
う
り
ょ
う龍
は
池ち
ち
ゅ
う中
の
物も
の

に
非あ
ら

ず
、
身み

を
躍お
ど

ら
し
て
天て
ん
か下
の
広こ
う
く衢
に
立た

ち
し
は
、
夫ふ
う
し子
の
才さ
い
だ
い大
に
し

て
日ひ

た田
代だ
い
か
ん官

に
容い

れ
ら
れ
ざ
り
し
賜
た
ま
も
の

な
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
先ま

ず
泉せ
ん
し
ゅ
う州
堺さ
か
い

に
と
身み

を
落お
ち
つ着
け
た
り
き
、
是こ
れ

よ
り
先さ

き
宜ぎ
え
ん園
の
高こ
う
て
い弟
に
し
て

日ひ

た田
の
人ひ
と

な
る
小こ
ば
や
し
あ
ん
せ
き

林
安
石
（
名な
か
つ勝
、
字あ
ざ
な

安あ
ん
せ
き石
）、
年と
し
ひ
さ久
し
く
医い

を
堺さ
か
い

に
開ひ
ら

き
し
が
、
往お
う

年ね
ん

帰き
せ
い省

せ
し
時と
き

、
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
上じ
ょ
う
こ
く国

の
游ゆ
う

を
勧す
す

め
し
こ
と
あ
り
、
因よ
っ

て
安あ
ん
せ
き石

を
以も
っ

て
東と
う
ど
う道

の
主し
ゅ
じ
ん人

と
為な

し
、
是こ

の
歳と
し

七
月
、
堺さ
か
い

の
専せ
ん
し
ゅ
う
じ

修
寺
を
借か

り
て
帷い

を
下く
だ

し
、
後の

ち
甲か
い
の
ち
ょ
う

斐
町
に
借し
ゃ
く
た
く宅
し
て

塾じ
ゅ
く

を
開ひ
ら

き
、
又ま
た

逍し
ょ
う
よ
う遙

吟ぎ
ん
し
ゃ社

を
結む
す

び
て
風ふ
う
が雅

を
鼓こ
す
い吹

せ
り
、
吟ぎ
ん
し
ゃ社

の
盛さ
か
ん

な
る
や
南な
ん
ぼ
く北

に
分わ
か

れ
、

南み
な
み

を
逍し
ょ
う
よ
う遙
鵬ほ
う
し
ゃ社
と
云い

い
、
北き
た

を
逍し
ょ
う
よ
う遙
鯤こ
ん
し
ゃ社
と
云い

え
り
、
堺さ
か
い

は
も
と
商し
ょ
う
ば
い買
の
地ち

に
し
て

絃げ
ん
し
ょ
う誦
の
声こ
え

も
聞き
こ

え
ざ
り
し
に
、
此こ
こ

に
至い
た

り
て
文ぶ
ん
き
ょ
う教
漸よ
う
や

く
起お
こ

り
し
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
力ち
か
ら

な
り
。

　

堺さ
か
い

に
在あ

り
し
時と
き

は
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

血け
っ
き気

尤も
っ
と

も
盛さ
か
ん

に
て
、
奇き
だ
ん談

も
少す
く
な

な
か
ら
ず
、
門も
ん
せ
い生

十
五
六

人に
ん

あ
り
、
一
日じ
つ

門も
ん
せ
い生
輩は
い

が
最も
は
や早
彼か

の
風ふ

ろ

や
呂
屋
に
は
行い

く
ま
じ
と
語か
た

る
を
聞き

き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
何な
に
ゆ
え故

ぞ
と
問と

え
ば
、
風ふ

ろ

や
呂
屋
の
主し
ゅ
じ
ん人

強ご
う
よ
く慾

の
頑が
ん
ぶ
つ物

に
て
、
如い

か何
に
熱あ
つ

く
と
も
水み
ず

を
和う

べ
て
呉く

れ

ず
、
一
旦た
ん

帯お
び

を
解と

き
し
客き
ゃ
く

に
は
湯ゆ
せ
ん銭
を
還か
え

さ
ず
と
云い

う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
よ
し
〳
〵
我わ

れ
に
従し
た
が

い
来き
た

れ
と
て
、
師し
て
い弟
其そ

の
風ふ

ろ

や
呂
屋
に
至い
た

り
、
衣い

を
脱ぬ

ぎ
て
浴よ
く

に
就つ

き
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
熱あ
つ

し
〳
〵
水み
ず

を

和う

べ
よ
と
云い

う
、
三さ
ん
す
け
お
お
し
ゃ
く

助
大
杓
に
て
二
杯は
い

の
水み
ず

を
和わ

せ
し
に
、
猶な
お

熱あ
つ

し
和う

べ
よ
と
云い

え
ど
和う

べ

ず
、
斯か

く
て
は
浴ゆ
あ
み

し
難が
た

し
、
い
ざ
帰か
え

ら
ん
と
て
、
衣い

を
着き

て
湯ゆ
せ
ん銭

を
還か
え

せ
と
云い

え
ば
、
主し
ゅ
ふ婦

一
旦た
ん

衣い

を
脱だ
っ

し
て
浴よ
く

し
た
ま
わ
ぬ
は
お
客き
ゃ
く

の
損そ
ん

な
り
と
い
う
、
い
や
浴よ
く

せ
ら
る
る
湯ゆ

な
ら
ば

こ
そ
あ
れ
、
此こ
の

熱ね
っ
と
う湯

を
如い

か何
に
せ
ん
と
云い

え
ば
、
此こ

の
位く
ら
い

に
て
浴よ
く

せ
ら
れ
ぬ
こ
と
や
あ
る
べ

き
と
い
う
、
然し
か

ら
ば
三さ
ん
す
け助
を
浴よ
く

せ
し
め
ん
と
て
、
十
五
六
人に
ん

の
師し
て
い弟
総そ
う
が
か
り掛
に
て
三さ
ん
す
け助
の
衣い

を

脱ぬ

が
せ
、
手て
あ
し足
を
捉と
ら

え
て
湯ゆ

の
中な
か

に
入い

れ
け
れ
ば
、
熱あ
つ

し
〳
〵
死し
な

ん
ず
る
ぞ
と
叫さ
け

ぶ
、
見み

よ

や
三さ
ん
す
け助

が
死し
な

ん
ず
る
ほ
ど
の
湯ゆ

に
客き
ゃ
く

を
入い

れ
ん
と
す
る
不ふ
ら
ち埒

さ
よ
、
汝な
ん
じ

も
斯か
く

し
て
熱ね
っ
と
う湯

に

浴よ
く

せ
し
め
ん
と
て
主し
ゅ
ふ婦
に
立た
ち

向む
か

え
ば
、
許ゆ
る

し
た
ま
え
と
叫さ
け

び
、
主し
ゅ
じ
ん人
も
出い

で
て
百
拝は
い

し
け
り
、

因よ
っ

て
水み
ず

を
和う

べ
さ
せ
て
浴よ
く

し
つ
、
翌よ
く
じ
つ日

門も
ん
せ
い生

ど
も
は
再ふ
た
た

び
往い

く
ま
じ
と
い
う
を
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は

彼か

れ
我わ

が
命め
い

に
服ふ
く

せ
し
に
、
今き
ょ
う日
よ
り
日ひ

に
十
五
六
人に
ん

の
湯ゆ
せ
ん銭
を
失う
し
な

い
て
は
、
何な
に

を
以も
っ

て
か

昨き
の
う日
の
三さ
ん
す
け助
が
苦く

を
償つ
ぐ
な

わ
ん
と
て
、
相あ
い
か
わ変
ら
ず
其そ
の

風ふ

ろ

や
呂
屋
に
往い

き
し
に
、
怖お
そ
ろ

し
き
先せ
ん
せ
い生
か

な
と
て
、
大お
お
い

に
水み
ず

を
和う

べ
て
款か
ん
た
い待

し
け
る
と
な
り
、
此こ
れ

等ら

は
淡た
ん
そ
う窓

な
ら
ば
、
如い

か何
に
少し
ょ
う

年ね
ん

の
時と
き

に
て
も
為な

さ
ざ
る
所と
こ
ろ

な
り
と
自み
ず
か

ら
人ひ
と

に
語か
た

れ
り
と
ぞ
、
こ
の
調ち
ょ
う
し子
に
て
は
代だ
い
か
ん官
と
も

衝し
ょ
う
と
つ突

を
免ま
ぬ
か

れ
ざ
り
け
ん
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
堺さ
か
い

に
足あ
し

を
留と
ど

め
て
京け
い
は
ん阪
儒じ
ゅ
が雅
の
士し

に
交ま
じ
わ

り
し
が
、
大お
お
さ
か阪
に
て
は
僧そ
う

雲う
ん
げ華
・

篠し
の
ざ
き崎
小し
ょ
う
ち
く竹
（
名な

弼ひ
つ

、
字あ
ざ
な

承し
ょ
う
い
つ弼
、
称し
ょ
う

長ち
ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
、
時と
き

に
年と
し

五
十
六
）・
後ご
と
う藤
松し
ょ
う
い
ん陰
（
名な

機き

、
字あ
ざ
な

世せ
い
ち
ょ
う張

、
別べ
つ

号ご
う

春し
ゅ
ん
そ
う草

、
称し
ょ
う

俊し
ゅ
ん
ぞ
う藏

、
小し
ょ
う
ち
く竹

の
女じ
ょ
せ
い婿

）・
藤ふ
じ
さ
わ澤

東と
う
が
い畡

（
名な

甫ほ

、
字
あ
ざ
な

元げ
ん
は
つ發
、
讃さ
ぬ
き
の
ひ
と

岐
人
）
等ら

に
し
て
、
東と
う
が
い畡
に
因よ
っ

て
野の

だ田
笛て
き
ほ浦
（
名な

逸い
つ

、
字あ
ざ
な

子し
め
い明
、
称し
ょ
う

希き
い
ち一
、

丹た
ん
ご
た
な
べ
の
ひ
と

後
田
辺
人
）
に
交ま
じ
わ

れ
り
、京け
い
し師

に
て
は
貫ぬ
き
な名

海か
い
お
く屋・

仁に
し
な
は
く
こ
く

科
白
谷
（
名な

幹か
ん

、
字あ
ざ
な

禮れ
い
そ
う宗

、肥び
ぜ
ん
の
ひ
と

前
人
）、

摩ま
し
ま島
松し
ょ
う
な
ん南
（
名な

弘こ
う

、
字あ
ざ
な

子し

き毅
、
称し
ょ
う

助す
け
た
ろ
う

太
郎
）
等ら

を
訪と

え
り
、
宜ぎ
え
ん園
の
高こ
う
て
い弟
矢や
が
み
か
い
う

上
快
雨
海か
い
お
く屋

に
学ま
な

び
、
遂つ
い

に
京け
い

に
住じ
ゅ
う

せ
し
が
、
快か
い
う雨
死し

し
て
海か
い
お
く屋
は
其そ

の
寡か

ふ婦
を
娶め
と

り
し
よ
り
、
後こ
う
ね
ん年

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
海か
い
お
く屋

の
無む

ち恥
を
賤い
や

し
み
て
深ふ
か

く
相あ
い

交ま
じ
わ

ら
ざ
り
き
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
堺さ
か
い

に
在あ

り
し
こ
と
僅わ
ず
か

に
一
年ね
ん

に
満み

ち
ず
し
て
、
翌よ
く

天て
ん
ぽ
う保
八
年ね
ん

の
二
月
に
は
江え

ど戸

に
上の
ぼ

れ
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
二
十
五
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
三
）

江え

ど戸
の
檜ひ
の
き
ぶ
た
い

舞
台
▲
大お
お
さ
か阪

の
町ま
ち

儒じ
ゅ
し
ゃ者

生し
ょ
う
が
い涯

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
仲ち
ゅ
う
け
い兄
南な
ん
が
い陔
は
、
塩し
お
の
や谷
代だ
い
か
ん官
に
信し
ん
よ
う用
せ
ら
れ
て
、
水す
い
り
し
ん
で
ん

利
新
田
等と
う

の
事こ
と

に
任に
ん

ぜ
し
が
、

塩し
お
の
や
し

谷
氏
去さ
っ

て
間ま

も
な
く
、
諸し
ょ
ぐ
ん郡
よ
り
出い
だ

し
し
経け
い
ひ費
二
万ま
ん
り
ょ
う両
余よ

の
用よ
う
と途
に
関か
ん

し
て
訴そ
し
ょ
う訟
起お
こ

り
、

南な
ん
が
い陔

一
身し
ん

の
難な
ん
ぎ儀

と
為な

り
け
る
よ
り
、
羽は
く
ら倉

簡か
ん
ど
う堂

に
因よ
っ

て
家か
な
ん難

を
解と

か
ん
が
為た
め

に
、
堺さ
か
い

な
る

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



九
二

旭き
ょ
く
そ
う荘

俄に
わ
か

に
江え

ど戸
に
赴お
も
む

く
事こ
と

と
為な

れ
り
、
因よ
っ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
篠し
の
ざ
き崎

小し
ょ
う
ち
く竹

に
佐さ
と
う藤

一い
っ
さ
い齋

・
古こ

が賀

侗ど
う
あ
ん菴

へ
の
添て
ん

書し
ょ

を
請こ

い
、
野の

だ田
笛て
き
ほ浦

に
松ま
つ
ざ
き崎

慊こ
う
ど
う堂

・
齋さ
い
と
う藤

拙せ
つ
ど
う堂

へ
の
紹し
ょ
う
か
い介

を
求も
と

め
な
ど
し
て
、

諸し
ょ
た
い
か

大
家
を
歴れ
き
ほ
う訪

せ
ん
準じ
ゅ
ん
び備

を
も
整と
と
の

え
、
天て
ん
ぽ
う保

八
年ね
ん

二
月
九
日
を
以も
っ

て
大お
お
さ
か阪

を
発は
っ

し
、
花は
な

の
お

江え

ど戸
へ
と
乗の
り

込こ

め
り
。

　

江え

ど戸
に
て
は
直た
だ
ち

に
羽は
く
ら倉
簡か
ん
ど
う堂
を
訪と

え
り
、

簡か
ん
ど
う堂

は
幼よ
う

に
し
て
淡た
ん
そ
う窓

に
句く
と
う読

を
受う

け
し
恩お
ん
ぎ誼

も
あ
る
事こ
と

と
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
待ま

つ
こ
と
甚は
な
は

だ
厚あ
つ

く
、
之こ
れ

を
我わ

が
家や

に
寄き
ぐ
う寓

せ
し
め
て
、
当と
う
だ
い代

知ち
め
い名

の
学が
く
し士
文ぶ
ん
じ
ん人
に
其そ
の
さ
い才
を
揄ゆ
よ
う揚
せ
り
、
簡か
ん
ど
う堂
博は
く
こ
う洽
の

学が
く

と
経け
い
ざ
い済
の
才さ
い

と
を
挟
さ
し
は
さ

み
て
時と
き

に
用も
ち

い
ら
れ
、

賢け
ん
り
ょ
う良

の
名な

隆り
ゅ
う
り
ゅ
う々

と
し
て
起お
こ

り
、
士し
じ
ん人

喜よ
ろ
こ

ん
で

之こ
れ

と
游あ
そ

べ
り
、
而し
か

し
て
淡た
ん
そ
う窓
の
名な

は
已す
で

に
儒じ
ゅ
り
ん林
に
重お
も

く
し
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
才さ
い

も
亦ま
た

世よ

に
聞き
こ

え
つ
、

簡か
ん
ど
う堂

の
勢せ
い
り
ょ
く力

を
以も
っ

て
し
て
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
才さ
い

名め
い

を
鼓こ
す
い吹

せ
し
を
と
て
、
時と
き

の
大た
い
か家

先せ
ん
せ
い生

皆み
な

髪は
つ

を
握に
ぎ

り
て
之こ
れ

に
接せ
っ

せ
ざ
る
無な

く
、
才さ
い

を
恃た
の

み
て
嵎ぐ
う

を
負お

う
者も
の

も
、
亦ま
た

皆み
な

舎し
ゃ

を
避さ

け
て
之こ
れ

を
待ま

て
り
、

此こ

の
行こ
う
し
ん真
に
花は
な
が
た方
の
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
檜ひ
の
き
ぶ
た
い

舞
台
の
名な

題だ
い

披ひ
ろ
う露
な
り
き
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
簡か
ん
ど
う堂

に
因よ
っ

て
、
先ま

ず
当と
う
じ時

官か
ん

学が
く

の
覇は
け
ん権

を
握に
ぎ

れ
る
林り
ん
さ
い
し
ゅ

祭
酒
（
名な

衡こ
う

字あ
ざ
な

德と
く
せ
ん詮

号ご
う

述じ
ゅ
っ
さ
い齋
）
の
門も
ん

に
出し
ゅ
つ
に
ゅ
う入
し
、
其そ
の

荘そ
う
え
ん園
に
游あ
そ

び
て
二
十
四
景け
い

及お
よ

び
巽そ
ん
え
ん園
七
勝し
ょ
う

の
五
言げ
ん
た
ん
こ

短
古
を

賦ふ

し
、
述じ
ゅ
っ
さ
い齋

の
子こ

藕ぐ
う
こ
う潢

（
名な

韑こ
う

）
の
招し
ょ
う
い
ん飲

に
陪ば
い

し
て
八は
ち

宜ぎ
ろ
う楼

に
登の
ぼ

り
、
其そ

の
兄あ
に

檉て
い
う宇

（
名な

皝こ
う

字あ
ざ
な

用よ
う
と
う韜
）
及お
よ

び
成な
る
し
ま島
東と
う
が
く岳
（
名な

司し
ち
ょ
く直
、
字あ
ざ
な

邦ほ
う
し
お
く
お

之
奥
御
儒じ
ゅ
し
ゃ者
、
後の

ち
図ず

書し
ょ

頭の
か
み

）
安あ
さ
か積
艮こ
ん
さ
い齋

（
名な

信し
ん

、
称し
ょ
う

祐ゆ
う
す
け助
）、
併な
ら
び

に
林り
ん
も
ん門
諸し
ょ
し子
と
相あ
い

見み

て
、
席せ
き
じ
ょ
う上
に
五
古こ

長ち
ょ
う
へ
ん篇
を
賦ふ

し
、
藕ぐ
う
こ
う潢
も

亦ま
た

筆ふ
で

を
走は
し

ら
し
て
相あ
い

酬む
く

い
つ
、
檉て
い
う宇

の
雅が
か
い会

に
は
、
簡か
ん
ど
う堂

を
初は
じ

め
、
古こ

が賀
侗ど
う
あ
ん菴

、
岡お
か
も
と本

豐ほ
う
し
ゅ
う洲

（
名な

成せ
い

、
字あ
ざ
な

子し
せ
い省
、
称し
ょ
う

忠ち
ゅ
う
じ
ろ
う

次
郎
、
一
号ご
う

華か
て
い亭
、
幕ば
く
ふ
り

府
吏
）
及お
よ

び
成な
る
し
ま島
・
篠し
の
だ田
両り
ょ
う

秘ひ
し
ょ書
監か
ん

と

同ど
う
せ
き席

し
て
、
快か
い
だ
ん談

湧わ

く
が
如ご
と

く
、
詩し

を
賦ふ

せ
ず
し
て
散さ
ん

じ
き
、
一
面め
ん

に
は
小し
ょ
う
ち
く竹

・
笛て
き
ほ浦

の

紹し
ょ
う
か
い介
せ
し
佐さ
と
う藤
一い
っ
さ
い齋
、
松ま
つ
ざ
き崎
慊こ
う
ど
う堂
（
名な

復ふ
く

、
字あ
ざ
な

明め
い

復ふ
く

、
肥ひ
ご
の
ひ
と

後
人
）、
齋さ
い
と
う藤
拙せ
つ
ど
う堂
（
名な

謙け
ん

、
字
あ
ざ
な

有ゆ
う
し
ゅ
う終
、
称し
ょ
う

德と
く
ぞ
う藏
、
伊い
せ
の
ひ
と

勢
人
）
の
諸し
ょ
じ
ゅ儒
を
歴れ
き
ほ
う訪
し
、
簡か
ん
ど
う堂
の
座ざ
じ
ょ
う上
に
て
は
、
越え
ち
ご後
の
館た
て
り
ゅ
う
わ
ん

柳
湾

（
名な

機き

、
字あ
ざ
な

樞す
う
け
い卿

、
称し
ょ
う

雄ゆ
う
じ
ろ
う

二
郎
、
越え
ち
ご
の
ひ
と

後
人
）、
齋さ
い
と
う藤

篤と
く
し
ん
さ
い

信
齋
（
名な

善ぜ
ん
ど
う道

、
字あ
ざ
な

忠ち
ゅ
う
け
い卿

、
称し
ょ
う

彌や
く
ろ
う

九
郎
、
越え
っ
ち
ゅ
う中
剱け
ん
か
く客
）、
立た
て
は
ら原
翠す
い
け
ん軒
（
名な

萬ま
ん

、
字あ
ざ
な

伯は
く
じ時
、
称し
ょ
う

甚じ
ん
ご
ろ
う

五
郎
、
水み
と
の
ひ
と

戸
人
）
を
識し

り
、
梁や
な
が
わ川

星せ
い
が
ん巖

の
玉ぎ
ょ
く
ち池

吟ぎ
ん
し
ゃ社

に
て
は
、
津つ
は
ん藩

の
塩し
お
た田

隨ず
い
さ
い齋

（
名な

華か

、
字あ
ざ
な

士し
が
く鄂

、
称し
ょ
う

又ま
た
の
じ
ょ
う

之
丞
）、

仙せ
ん
だ
い台
の
大お
お
つ
き槻
盤ば
ん
け
い溪
（
名な

崇そ
う

、
字あ
ざ
な

士し
こ
う廣
、
称し
ょ
う

平へ
い
じ
ろ
う

次
郎
）
等ら

と
唱し
ょ
う
わ和
せ
り
、
其そ

の
他た

交ま
じ
わ

る
所
と
こ
ろ

の
名め
い
し士
に
は
、
市い
ち
か
わ河
米べ
い
あ
ん庵
（
名な

三さ
ん
が
い亥
、
字あ
ざ
な

孔こ
う
よ
う陽
）、
村む
ら
せ瀨
誨か
い
ほ輔
、
昌さ
か
や谷
五ご
ろ
う郎
（
名な

碩せ
き

、
号ご
う

精せ
い
け
い溪

、
津つ
や
ま
の
ひ
と

山
人
）、
池い
け
じ
り尻

葛か
つ
た
ん覃

（
名な

始し

、
字あ
ざ
な

有ゆ
う
し
ゅ
う終

、
称し
ょ
う

茂も

へ

え
兵
衛
、
久く
る
め
の
ひ
と

留
米
人
）、
山や
ま
だ田

三さ
ぶ
ろ
う郎

（
字あ

ざ
な

号ご
う

を
逸い
つ

す
、
上じ
ょ
う
し
ゅ
う州

安あ
ん
な
か中

儒じ
ゅ
い
ん員

甘か
ん
う
て
い

雨
亭
叢そ
う
し
ょ書

編へ
ん
し
ゃ者

）、
藤と
う
ど
う堂

蕉し
ょ
う
せ
き石

（
名な

約や
く

一
号ご
う

琴き
ん
ざ
ん山

伊い
が
の
ろ
う
し
ん

賀
老
臣
）
等ら

、
亦ま
た

皆み
な

一
方ぽ
う

の
雄ゆ
う

に
し
て
、
隠い
ん
け
ん見

同お
な

じ
か
ら
ざ
る
も
、
各か
く

一
長ち
ょ
う

を
挟
さ
し
は
さ

む
者も
の

た
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

之こ
れ

と
馳ち
て
い聘

し
て
才さ
い

名め
い

益
ま
す
ま
す

揚あ
が

れ
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
江え

ど戸
に
在あ

る
と
八
旬じ
ゅ
ん

許ば
か

り
に
し
て
、
所し
ょ
よ
う用
も
済す

み
け
れ
ば
、
五
月
十
三
日
に
羽は
く
ら倉

氏し

を
辞じ

し
、
帰き

と途
を
木き

そ曽
街か
い
ど
う道
に
取と

り
て
泉せ
ん
し
ゅ
う州
堺さ
か
い

に
帰か
え

り
し
が
、
去き
ょ
ね
ん年
の
夏な
つ

よ
り
上じ
ょ
う
ぼ
く木

に
着ち
ゃ
く
し
ゅ手

せ
し
遠え
ん
し
ろ
う

思
楼
詩し
し
ょ
う鈔

初し
ょ
へ
ん編

は
、
周し
ゅ
う
さ
い歳

の
功こ
う

を
積つ

み
て
八
月
の
末す
え

に
竣し
ゅ
ん
こ
う工

せ
し
よ
り
、

新し
ん
ば
ん版
の
書し
ょ

を
携た
ず
さ

え
て
、
九
月
郷き
ょ
う
り里
の
日ひ

た田
に
帰か
え

れ
り
、
淡た
ん
そ
う窓
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
江え

ど戸
話ば
な
し

に
興き
ょ
う

を

催も
よ
お

し
、
詩し
し
ょ
う鈔

の
刻こ
く

も
表ひ
ょ
う
そ
う装

も
頗す
こ
ぶ

る
美び

な
る
に
、
大お
お
い

に
老ろ
う
か
い懐

を
慰な
ぐ
さ

め
た
り
と
は
左さ

も
あ
ら

ん
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
天て
ん
ぽ
う保
九
年ね
ん

三
十
二
の
春は
る

を
故こ
き
ょ
う郷
に
迎む
か

え
、
二
月
郷き
ょ
う

を
出い

で
、
四
月
の
末す
え

に
大お
お
さ
か阪

に
達た
っ

せ
し
が
、
已す
で

に
江え

ど戸
に
花は
な

を
咲さ

か
せ
て
儒じ
ゅ
り
ん林

の
名な

題だ
い

役や
く
し
ゃ者

と
為な

り
し
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
、
復ま

た

偏へ
ん
し
ょ
う小
な
る
堺さ
か
い

に
割か
っ
き
ょ拠
す
る
を
欲ほ
っ

せ
ず
、
堂ど
う
ど
う々

と
し
て
門も
ん
こ戸
を
三
都と

の
一
た
る
大お
お
さ
か阪
に
張は

れ

り
、
是こ

れ
村そ
ん
ふ
う
し

夫
子
よ
り
一
足そ
く
と
び飛

に
大た
い
か家

と
為な

り
し
な
り
、
文ぶ
ん
せ
い政

よ
り
天て
ん
ぽ
う保

に
か
け
て
宜ぎ
え
ん園

に

学ま
な

び
し
人ひ
と
び
と々

の
、
京け
い

摂せ
つ

に
散さ
ん

居き
ょ

す
る
者も
の

尠す
く
な

か
ら
ざ
り
し
か
ば
、
其そ

の
周し
ゅ
う
せ
ん旋
の
力ち
か
ら

も
多お
お

か

り
し
が
如ご
と

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
曩さ
き

に
合ご
う
ば
る原
氏し

を
娶め
と

り
て
、
三
十
始は
じ
め

て
故こ
き
ょ
う郷
を
出い

で
し
翌よ
く
げ
つ月
に
、
兒じ

孝こ
う
の
す
け

之
助
（
即す
な
わ

ち
林り
ん
が
い外

）
を
生う

み
し
が
、
此こ
こ

に
至い
た

り
て
妻さ
い
し子

を
も
呼よ
び

迎む
か

え
て
、
町ま
ち

儒じ
ゅ
し
ゃ者

生し
ょ
う
が
い涯

を
大お
お
さ
か阪
に
営い
と
な

め
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
二
十
六
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
四
）

大お
お
さ
か阪
住ず
ま
い居
五
年ね
ん

▲
大お
お
む
ら
こ
う

村
侯
の
聘へ
い

▲
江え

ど戸
住ず
ま
い居
四
年ね
ん

▲
失し
っ
ぱ
い敗
し
て
西せ
い
か下

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
初は
じ

め
居き
ょ

を
船せ
ん
ば塲

西に
し

横よ
こ
ぼ
り
ふ
な

堀
船
町ま
ち

橋ば
し

東ひ
が
し
づ
め
み
な
み
い
る

詰
南
入
処と
こ
ろ

に
卜ぼ
く

し
、
孟も
う
こ
う
ぜ
ん

浩
然
が
江
清
月
近
レ

人
の
句く

を
取と

り
て
月げ
っ
き
ん
て
い

近
亭
と
云い

い
し
が
、
間ま

も
な
く
呉ご
ふ
く服
橋ば
し

東と
う
な
ん南
苫と
ま
や屋
町ま
ち

に
移う
つ

り
、
又ま
た

も
北き
た

は
浮う
き

世よ

小こ
う
じ路
南み
な
み

は
高こ
う
ら
い麗
町ま
ち

に
通つ
う

ず
る
四し
け
ん軒
町ま
ち

に
転て
ん

じ
て
芝し
け
ん軒
と
名な
づ

け
、
更さ
ら

に
西さ
い
こ
く
ば
し

国
橋
南み
な
み

に

入い

る
処と
こ
ろ

に
引ひ
っ
こ越

せ
り
。

　

大お
お
さ
か阪
に
て
最さ
い
し
ょ初
一
二
年ね
ん
か
ん間
は
門も
ん
せ
い生
も
少す
く
な

く
、
生せ
い
か
つ活
も
困こ
ん
な
ん難
に
て
父ふ
け
い兄
の
助た
す
け

を
借か

り
け
れ

ど
、
三
十
四
の
天て
ん
ぽ
う保

十
一
年ね
ん

に
は
、
入に
ゅ
う
も
ん門

も
益
ま
す
ま
す

多お
お

く
、
翌よ
く

年ね
ん

よ
り
一ひ
と
し
お入

盛さ
か
ん

に
為な

り
て
、

立り
っ
ぱ派
に
儒じ
ゅ
し
ゃ者
生せ
い
か
つ活
を
営い
と
な

み
け
り
、
三
十
六
の
時と
き

、
肥ひ
ぜ
ん前
大お
お
む
ら
こ
う

村
侯
に
聘へ
い

せ
ら
れ
て
三
月
末す
え

に
一

旦た
ん

日ひ

た田
に
帰か
え

り
、
日ひ

た田
よ
り
大お
お
む
ら村
に
入い

り
、
大お
お
む
ら村
よ
り
長な
が
さ
き崎
に
再さ
い
ゆ
う游
し
、
大お
お
む
ら
こ
う

村
侯
の
入に
ゅ
う
き
ん覲
に

従し
た
が

い
て
、
九
月
中ち
ゅ
う
じ
ゅ
ん旬

肥ひ
ぜ
ん前

を
発は
っ

し
、
途と
ち
ゅ
う中

は
大お
お
む
ら村

の
家か
ち
ゅ
う中

廣ひ
ろ
た田

儀ぎ
ざ
え
も
ん

左
衛
門
と
変へ
ん
み
ょ
う名

し
、

菅茶山画像
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九
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人ひ
と

よ
り
借か

り
た
る
槍や
り

を
立た

て
て
、
館か
ん
し
ゃ舎

は
太た
ゆ
う夫

に
準じ
ゅ
ん

せ
ら
れ
、
い
と
厚あ
つ

き
待も
て
な
し遇

に
て
大お
お
さ
か阪

に

帰か
え

れ
り
、
大お
お
む
ら
こ
う

村
侯
切し
き
り

に
仕つ
か
え

を
勧す
す

め
ら
れ
し
を
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

辞じ
た
い退

し
け
れ
ば
、
昔せ
き
し
ゃ者

上う
え
す
ぎ杉

鷹よ
う
ざ
ん山

侯こ
う

紀き

平へ
い
し
ゅ
う洲

を
礼れ
い
た
い待

し
て
善よ

く
其そ

の
国く
に

を
治お
さ

め
た
り
、
予よ

が
先せ
ん
せ
い生

を
持ま

つ
こ
と
鷹よ
う
ざ
ん山

に
減げ
ん

せ
ず
、

而し
か

も
先せ
ん
せ
い生
若も

し
我わ

が
藩は
ん

の
小し
ょ
う

な
り
と
し
て
辞じ

せ
ら
れ
な
ば
、
盛せ
い
と
く徳
を
汚け
が

さ
ん
と
ま
で
仰お
お

せ
け

れ
ど
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
存ぞ
ん

ず
る
仔し
さ
い細
も
あ
れ
ば
と
て
固こ

じ辞
し
た
り
、
其そ

の
後の
ち

大お
お
む
ら
こ
う

村
候
は
七
人に
ん

扶ふ

じ持

を
給き
ゅ
う

せ
ら
れ
た
り
き
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
天て
ん
ぽ
う保
九
年ね
ん

五
月
大お
お
さ
か阪
に
儒じ
ゅ
ぎ
ょ
う業
を
開ひ
ら

き
て
よ
り
、
天て
ん
ぽ
う保
十
四
年ね
ん

の
春は
る

ま
で
足あ
し

掛か
け

六

年ね
ん

に
及お
よ

べ
り
天て
ん
ぽ
う保

十
三
年ね
ん

の
暮く
れ

に
は
、
淡た
ん
そ
う窓

官か
ん

賞し
ょ
う

を
蒙こ
う
む

り
て
永え
い
せ
い世

の
苗み
ょ
う
じ
た
い
と
う

字
帯
刀
を
許ゆ
る

さ
れ

し
が
、
時と
き

に
水み
ず
の野
越え
っ
し
ゅ
う州

政
ま
つ
り
ご
と

を
執と

り
て
、
羽は
く
ら倉
簡か
ん
ど
う堂
其そ

の
信し
ん
に
ん任
す
る
所と
こ
ろ

た
り
、
是こ

れ
よ
り

先さ

き
簡か
ん
ど
う堂
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
柬か
ん

し
て
、
越え
つ
し
ゅ
う州
足そ
く
か下
の
才さ
い

を
聞き

き
て
聘へ
い

用よ
う

に
意い

あ
り
と
聞き

く
、
越え
つ
し
ゅ
う州

は
不ふ
せ
い
し
ゅ
つ

世
出
の
英え
い
け
つ傑

、
宜よ
ろ

し
く
命め
い

に
応お
う

ず
べ
し
と
勧す
す

め
し
こ
と
あ
り
、
其そ

の
後の
ち

も
東と
う
じ
ょ
う上

を
勧す
す

め

ら
れ
し
よ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
一
に
は
養よ
う
ふ父
淡た
ん
そ
う窓
に
代か
わ

り
て
賞し
ょ
う
て
ん典
の
御お
ん
れ
い礼
を
申も
う

さ
ん
為た
め

に
、
一
に
は

兄あ
に

南な
ん
が
い陔

に
代か
わ

り
て
簡か
ん
ど
う堂

に
依い
ら
い頼

す
べ
き
用よ
う
け
ん件

を
兼か

ね
、
此こ

の
歳と
し

五
月
に
は
遂つ
い

に
大お
お
さ
か阪

の
塾じ
ゅ
く

を

廃は
い

し
、
妻さ
い
し子
を
故こ
き
ょ
う郷
日ひ

た田
に
送そ
う
か
ん還
し
て
、
再ふ
た
た

び
江え

ど戸
に
出い

で
た
り
、
蓋け
だ

し
青せ
い
う
ん雲
の
志
こ
こ
ろ
ざ
し

な

き
に
し
も
あ
ら
ざ
り
け
ん
。

　

江え

ど戸
に
着つ

き
て
早さ
っ
そ
く速

羽は
く
ら倉

氏し

を
訪と

い
し
に
、
簡か
ん
ど
う堂

は
官か
ん

命め
い

を
以も
っ

て
大お
お
さ
か阪

に
赴お
も
む

か
ん
と
す
る

折お
り

と
て
絮じ
ょ
わ話
を
得え

ず
、
事こ
と

頗す
こ
ぶ

る
予よ

き期
と
違た
が

い
し
が
如ご
と

し
、
因よ
っ

て
兄あ
に

の
南な
ん
が
い陔
と
共と
も

に
印い
ん
ば
ぬ
ま

旛
沼
の

開か
い
こ
ん墾

を
見け
ん
ぶ
つ物

し
、
兄あ
に

に
別わ
か

れ
て
足あ
し
か
が
が
っ
こ
う

利
学
校
に
游あ
そ

び
、
遂つ
い

に
日に
っ
こ
う
ざ
ん

光
山
に
謁え
っ

せ
し
が
、
日に
っ
こ
う光

よ
り

江え

ど戸
に
帰か
え

る
や
、
九
死し

一
生し
ょ
う

の
大た
い
び
ょ
う病
に
罹か
か

り
、
病や
ま
い

癒い

え
て
去き
ょ
り
ゅ
う留
に
迷ま
よ

え
り
、
時と
き

に
文ぶ
ん
か化

の
末す
え

に
日ひ

た田
に
来き
た

り
て
、
三み
ま
つ松
齋さ
い
じ
ゅ壽
と
い
う
医い

し師
に
従じ
ゅ
う

学が
く

し
、
屢
し
ば
し
ば

淡た
ん
そ
う窓
の
門も
ん

に
往お
う
ら
い来
せ

し
美み

の濃
の
書し
ょ
せ
い生

坪つ
ぼ
い井

環た
ま
き

は
、
名な

を
坪つ
ぼ
い井

信し
ん
ど
う道

（
名な

道ど
う

字あ
ざ
な

信し
ん
ど
う道

号ご
う

誠せ
い
け
ん軒

）
と
改あ
ら
た

め
、
蘭ら
ん
い医

の

大た
い
か家
と
し
て
江え

ど戸
に
在あ

り
、
来き
た

り
て
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
訪と

い
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
信し
ん
ど
う道
に
因よ
っ

て
伊い
と
う東
玄げ
ん
ぼ
く朴

（
号ご
う

冲ち
ゅ
う
さ
い齋

、
淵え
ん
し
ゅ
ん
い
ん
ほ
う
い
ん

春
院
法
印
）
に
も
交ま
じ
わ

れ
り
、
信し
ん
ど
う道

・
玄げ
ん
ぼ
く朴

の
二
人に
ん

、
切し
き
り

に
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
江え

ど戸

住ず
ま
い居
を
勧す
す

め
け
る
に
ぞ
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
も
亦ま
た

意い

を
決け
っ

し
て
江え

ど戸
に
一ひ
と
は
た旗
挙あ

げ
ん
と
し
、
遂つ
い

に
其そ

の

勧す
す
め

に
従し
た
が

い
て
此こ

の
歳と
し

十
二
月
末す
え

に
、
手て
び
ろ広
な
る
新し
ん
た
く宅
を
浜は
ま
ち
ょ
う町
に
買か

え
り
、（
地ち
だ
い代
一
年ね
ん

十

両り
ょ
う

）
代だ
い
き
ん金

七
十
九
両り
ょ
う

な
り
、
信し
ん
ど
う道

・
玄げ
ん
ぼ
く朴

の
二
人に
ん

諸し
ょ
じ事

を
拮き
っ
き
ょ据

し
、
折お
り

ふ
し
昌し
ょ
う
へ
い平

校こ
う

に
在あ

り
し
賴ら
い

三み

き樹
三さ
ぶ
ろ
う郎
も
亦ま
た

奔ほ
ん
そ
う走
し
て
其そ

の
事こ
と

を
助た
す
け

け
た
り
き
、
宅た
く

は
浜は
ま
ち
ょ
う町
と
久ひ
さ
ま
つ
ち
ょ
う

松
町
と
の

間あ
い
だ

に
在あ

り
て
、
塩し
お
た田

淳じ
ゅ
ん
あ
ん菴

の
隣と
な
り

な
り
、
其そ

の
塾じ
ゅ
く

を
名な
づ

け
て
粛し
ゅ
く

舎し
ゃ

と
云い

え
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
江え

ど戸
住ず
ま
い居
は
失し
っ
ぱ
い敗
な
り
き
、
其そ

の
才さ
い

学が
く

以も
っ

て
徒と

を
招ま
ね

く
に
足た

ら
ざ
り
し
に
非あ
ら

ず
、

粛し
ゅ
く

舎し
ゃ

は
相そ
う
お
う応
に
賑に
ぎ
わ

い
し
が
如ご
と

し
、
而し
か

し
て
其そ

の
梅ば
い
と
ん墩
詩し
し
ょ
う鈔
初し
ょ

二
三
篇ぺ
ん

も
、
亦ま
た

在ざ
い

江え

ど戸
の
時と
き

に
出し
ゅ
っ
ぱ
ん板

に
着ち
ゃ
く
し
ゅ手

せ
り
、
諸し
ょ

名め
い
り
ゅ
う流

と
交こ
う
ゆ
う游

し
て
一
個こ

の
名め
い
か家

た
る
を
失う
し
な

わ
ず
、
然し
か

れ
ど
も

運う
ん
め
い命

は
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
幸さ
い
わ

い
せ
ざ
り
き
、
弘こ
う
か化

元が
ん
ね
ん年

七
月
江え

ど戸
に
来き
た

り
て
同ど
う
せ
い棲

せ
し
妻つ
ま

の
合ご
う
ば
る原

氏し

は
、
其そ
の

年と
し

末す
え

に
病び
ょ
う

死し

せ
り
、
翌よ
く

年ね
ん

正し
ょ
う
が
つ月

の
発は
つ
か
い会

に
、
来ら
い
き
ゃ
く客

碓う
す
い井

玄げ
ん
ち
ゅ
う仲

刀か
た
な

を
失う
し
な

い
、
四

方ほ
う

探た
ん
さ
く索

に
苦く
し
ん心

奔ほ
ん
め
い命

せ
り
、
其そ

の
後の
ち

屢
し
ば
し
ば

盗と
う
な
ん難

に
遇あ

え
り
、
而し
か

し
て
妬と

き忌
の
徒と

讒ざ
ん
ぷ誣

を
逞た
く
ま

し

く
し
、
依い

ふ附
す
る
所と
こ
ろ

の
簡か
ん
ど
う堂
を
し
て
西せ
い
き帰
の
勧す
す
め

あ
ら
し
む
る
に
至い
た

れ
り
、
後の

ち
其そ

の
疑う
た
が

い

は
解と

け
た
れ
ど
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
天て
ん
じ時
未い
ま

だ
至い
た

ら
ず
と
嘆た
ん

じ
、
江え

ど戸
住ず
ま
い居
は
祖そ
せ
ん先
の
意い

に
違た
が

え

る
か
と
疑う
た
が

い
、
遂つ
い

に
浩こ
う
ぜ
ん然

と
し
て
帰き

し志
あ
り
、
已す
で

に
帰き
そ
う装

を
整と
と
の

う
る
や
、
僕ぼ
く

喜き
す
け助

が
為た
め

に

金き
ん
ぎ
ん銀
衣い

服ふ
く

を
盗ぬ
す

ま
れ
て
、
囊の
う
た
く橐
一
空く
う

の
難な
ん

に
遇あ

え
り
、
天て
ん
ぽ
う保
十
四
年ね
ん

の
夏な
つ

に
江え

ど戸
に
入い

り
て

よ
り
、
弘こ
う
か化

三
年ね
ん

の
秋あ
き

ま
で
四
年ね
ん

に
し
て
、
此こ

の
歳と
し

八
月
は
兎と

も
角か
く

も
し
て
江え

ど戸
を
去さ

れ
り
、

交こ
う
ゆ
う游
別べ
つ

を
惜お

し
み
し
中な
か

に
も
、
坪つ
ぼ
い井
静せ
い
け
ん軒
・
伊い
と
う東
冲ち
ゅ
う
さ
い齋
等ら

十
数す
う

人に
ん

は
送お
く

り
て
品し
な
が
わ川
に
至い
た

れ
り

き
。

●
亀
門
の
二
廣
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廣
瀬
旭
荘
（
五
）

大お
お
さ
か阪
は
故こ
き
ょ
う郷
▲
儒じ
ゅ
し
ゃ者
評ひ
ょ
う
ば
ん判
と
名め
い
り
ゅ
う流
月げ
っ
た
ん旦
▲
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
成せ
い

功こ
う

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
弘こ
う
か化

三
年ね
ん

の
九
月
五
日
大お
お
さ
か阪

に
着ち
ゃ
く

し
て
、
故こ
き
ょ
う郷

に
帰か
え

る
の
思お
も
い

あ
り
と
記し
る

せ

り
、
実げ

に
も
大お
お
さ
か阪
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
第だ
い

二
の
故こ
き
ょ
う郷
な
り
、
彼か

れ
は
先ま

ず
宅た
く

を
淡あ
わ
じ路
町ま
ち

御ご
り
ょ
う霊
西に
し

へ
入い
る

処と
こ
ろ

に
借か

り
て
講こ
う
ぎ
ょ
う業

を
開ひ
ら

き
、
吹す
い
た田

・
灘な
だ

・
兵ひ
ょ
う
ご庫

・
和い
ず
み泉

・
河か
わ
ち内

の
各か
く

処し
ょ

に
出で
げ
い
こ

稽
古
を
も
為な

し
、
嘉か
え
い永
四
年ね
ん

に
は
西せ
い
か下
豊ぶ
ん
ご後
に
帰か
え

り
、
同お
な

じ
き
五
年ね
ん

に
は
播ば
ん
し
ゅ
う州
に
游あ
そ

び
、
七
年ね
ん

に
は
山さ
ん
い
ん陰

道ど
う

に
游ゆ
う
れ
き歴
し
、
安あ
ん
せ
い政
元が
ん

年ね
ん

に
は
居き
ょ

を
伏ふ
し
み見
町ま
ち

に
移う
つ

し
、
庭に
わ

に
桂け
い
じ
ゅ樹
九
株か
ぶ

あ
る
よ
り
九き
ゅ
う
け
い桂
草そ
う
ど
う堂

と
号ご
う

し
、
同お
な

じ
き
三
年ね
ん

二
月
日ひ

た田
に
帰か
え

り
て
淡た
ん
そ
う窓

の
病や
ま
い

を
看か
ん
ご護

し
五
月
上じ
ょ
う
は
ん阪

、
淡た
ん
そ
う窓

死し
き
ょ去

の
為た
め

に
十
一
月
又ま
た

も
帰き
こ
く国
し
、
同お
な

じ
き
四
年ね
ん

二
月
上じ
ょ
う
は
ん阪
し
、
此こ

の
年と
し

の
冬ふ
ゆ

山さ
ん
よ
う陽
道ど
う

を
游ゆ
う
れ
き歴
し

て
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州

に
入い

り
、
日ひ

た田
に
帰か
え

り
て
翌よ
く

年ね
ん

五
月
上じ
ょ
う
は
ん阪

し
、
安あ
ん
せ
い政

六
年ね
ん

夏な
つ

五
月
よ
り
北ほ
く
り
く陸

道ど
う

に
游あ
そ

び
て
、
約や
く

一
年ね
ん

半は
ん

の
間あ
い
だ

も
旅た
び
か
せ
ぎ稼
を
為な

し
、
萬ま
ん
え
ん延
元が
ん
ね
ん年
九
月
に
帰き
は
ん阪
し
、
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
元が
ん
ね
ん年

長ち
ょ
う
し子
林り
ん
が
い外
大お
お
さ
か阪
に
来き
た

り
し
が
、
此こ

の
歳と
し

二
月
、
一
旦た
ん

家い
え

を
携た
ず
さ

え
て
林り
ん
が
い外
と
共と
も

に
日ひ

た田
に
帰か
え

り
、

新あ
ら
た

に
雪せ
つ
ら
い
か
ん

来
館
を
日ひ

た田
会よ

そ所
の
山さ
ん
い
ん陰

に
築き
ず

き
て
、
居お

る
こ
と
二
年ね
ん

許ば
か
り

、
同お
な

じ
き
二
年ね
ん

の
暮く
れ

に

上じ
ょ
う
は
ん阪
し
て
、
更さ
ら

に
居き
ょ

を
中な
か

の
島し
ま

の
松ま
つ
や
ま
こ
う

山
侯
倉く
ら
や
し
き邸
の
前ま
え

に
卜ぼ
く

せ
り
、
弘こ
う
か化
三
年ね
ん

江え

ど戸
よ
り
再
ふ
た
た

び
大お
お
さ
か阪

に
来き
た

り
し
よ
り
、
此こ
こ

に
至い
た

り
て
十
七
年ね
ん

、
遂つ
い

に
是こ

の
歳と
し

八
月
十
七
日
を
以も
っ

て
中な
か

の
島し
ま

の
僑き
ょ
う
き
ょ居
に
歿ぼ
つ

せ
り
（
こ
の
一
文
誤
り
）、享き
ょ
う
ね
ん年
五
十
七
、墓は
か

は
天て
ん
の
う
じ
う
ん
す
い

王
寺
雲
水
の
邦ほ
う
ふ
く
じ

福
寺
に
在あ

り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
が
大お
お
さ
か阪
再さ
い
じ
ゅ
う住
の
翌よ
く

年ね
ん

な
る
弘こ
う
か化
四
年ね
ん

に
、
儒じ
ゅ
し
ゃ者
評ひ
ょ
う
ば
ん判
記き

な
る
者も
の

出い

で
た
り
、
京け
い
は
ん阪

の
儒じ
ゅ
し
ゃ者

詩し
じ
ん
ぶ
ん
し

人
文
士
二
十
名め
い

を
挙あ

げ
て
、
等と
う

を
分わ
か

ち
て
品ひ
ん
ぴ
ょ
う評

し
、
最さ
い
じ
ょ
う上

を
真し
ん
ご
く極

上じ
ょ
う
じ
ょ
う
き
ち

上
吉
と

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編
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云い

い
、
次つ
ぎ

は
極ご
く

上じ
ょ
う
じ
ょ
う
き
ち

上
吉
、
次つ
ぎ

は
大だ
い

上じ
ょ
う
じ
ょ
う
き
ち

上
吉
、
最さ
い
か下

を
上じ
ょ
う
じ
ょ
う
き
ち

上
吉
と
名な
ず

け
た
る
が
、
篠し
の
ざ
き崎

小し
ょ
う
ち
く竹

は
最さ
い
じ
ょ
う上

等と
う

に
在あ

り
、
藤ふ
じ
さ
わ澤

東と
う
が
い畡

は
第だ
い

二
等と
う

に
在あ

り
、
而し
か

し
て
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
黜し
り
ぞ

け
て
詩し
じ
ん人

列れ
つ
ち
ゅ
う中

の
最さ
い
か下

等と
う

に
置お

け
り
、
其そ

の
品ひ
ん
ぴ
ょ
う評

は
悪あ
く
こ
う口

を
主し
ゅ

と
し
、
上じ
ょ
う
と
う等

に
居お

る
者も
の

と
い
え
ど

も
、
醜し
ゅ
う
て
い詆
を
極き
わ

め
ざ
る
な
く
、
往お
う
お
う々

閨け
い
も
ん門
の
隠い
ん
し私
に
及お
よ

べ
る
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
評ひ
ょ
う

し
て
、
此こ

の

人ひ
と

淡た
ん
そ
う窓
の
弟
お
と
う
と

な
る
を
以も
っ

て
、
名め
い
よ誉
頗す
こ
ぶ

る
噪さ
わ

ぐ
も
、
其そ

の
詩し

は
拙せ
つ

甚は
な
は

だ
し
、
蓋け
だ

し
山や
ま

を
為な

す
者も
の

な
ら
ん
と
云い

え
り
、
是こ

れ
固も
と
よ

り
当と
う
じ時

市し
せ
い井

の
悪あ
く
ぎ戯

に
し
て
、
無ぶ
ら
い頼

の
小し
ょ
う
じ
ん人

が
、
才さ
い

を

妬ね
た

み
人ひ
と

を
傷き
ず
つ

け
ん
と
す
る
鳥お

こ滸
の
為し
わ
ざ

な
る
の
み
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
最さ
い
か下
等と
う

に
置お

く
が
如ご
と

き
、
一
笑し
ょ
う

に
価あ
た
い

せ
ず
、
然し
か

れ
ど
も
小し
ょ
う
ち
く竹

存ぞ
ん

命め
い

中ち
ゅ
う

は
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
大た
い
さ
い才

を
以も
っ
て

す
る
も
猶な
お

後こ
う
は
い輩

た
る
を

免ま
ぬ
か

れ
ず
、
嘉か
え
い永
四
年ね
ん

に
小し
ょ
う
ち
く竹
歿ぼ
つ

し
て
後の
ち

、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
は
小し
ょ
う
ち
く竹
と
同ど
う
が
く額
に
進す
す

み
て
大お
お
さ
か阪

第だ
い

一
流り
ゅ
う

の
大た
い
か家
た
り
、
嘉か
え
い永
六
年ね
ん

に
は
浪な
に
わ華
風ふ
う
り
ゅ
う流
月げ
っ
た
ん旦
と
い
う
も
の
出い

ず
、
儒じ
ゅ

書し
ょ

畫が

か歌
俳は
い

二
百
余よ

人に
ん

を
挙あ

げ
て
相す
も
う撲

番ば
ん
づ
け附

に
擬ぎ

し
、
大お
お
さ
か阪

の
橋は
し

に
比ひ
か
く較

し
て
其そ

の
長ち
ょ
う

短た
ん

を
分わ
か

ち
た
る
が
、

所い
わ
ゆ
る謂
天て
ん
ま満
・
天て
ん
じ
ん神
・
浪な
に
わ華
の
三
大だ
い
き
ょ
う橋
は
、
後ご
と
う藤
松し
ょ
う
い
ん陰
、
藤ふ
じ
さ
わ澤
東と
う
が
い畡
、
金か
ね
こ子
雲せ
つ
そ
う操
（
名な

大た
い
び美
、

字あ
ざ
な

不ふ
げ
ん言

、
畫が
じ
ん人

）
に
し
て
、
後こ
う
け
ん見

・
勘か
ん
じ
ん
も
と

進
元
・
差さ
し
そ
え
に
ん

添
人
た
り
、
並な
み
か
わ河

寒か
ん
せ
ん泉

（
名な

朋ほ
う
ら
い來

、
字
あ
ざ
な

享き
ょ
う
せ
ん先
）・
中な
か
い井
桐と
う
え
ん園
（
名な

及き
ゅ
う
せ
ん泉
、
字あ
ざ
な

公こ
う

混こ
ん

、
称し
ょ
う

修し
ゅ
う
じ二
履り

軒け
ん
そ
ん孫
）
の
二
人に
ん

は
、
京き
ょ
う
ば
し橋
・

御お
な
り
ば
し

成
橋
を
配は
い

し
て
行ぎ
ょ
う
じ司
た
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
と
奥お
く
の野
小し
ょ
う
ざ
ん山
（
名な

純じ
ゅ
ん

、
字あ
ざ
な

温お
ん
ふ夫
、
称し
ょ
う

弥や
た
ろ
う

太
郎
、

小し
ょ
う
ち
く竹

門も
ん
じ
ん人

）
と
は
両り
ょ
う

大お
お
ぜ
き関

に
し
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
大お
お
え
ば
し

江
橋
小し
ょ
う
ざ
ん山

は
亀か
め
い
ば
し

井
橋
な
り
、
松し
ょ
う
い
ん陰

、

東と
う
が
い畡
、
雪せ
っ
そ
う操
は
本ほ
ん
ち地
の
耆き
し
ゅ
く宿
な
る
を
以も
っ

て
、
並な
み
か
わ河
・
中な
か
い井
は
郷き
ょ
う
こ
う校
の
先せ
ん
せ
い生
な
る
を
以も
っ

て
、

世せ
ぼ
う
し
ゅ
う

望
衆
に
異こ
と

な
る
者も
の

や
あ
り
け
ん
、
此こ

は
特と
く
べ
つ別

の
事じ
じ
ょ
う情

と
も
謂い

う
べ
し
、
奥お
く
の野

小し
ょ
う
ざ
ん山

に
至い
た

り

て
は
、
固も
と
よ

り
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
敵て
き

に
非あ
ら

ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
以も
っ

て
一
方ぽ
う

の
大お
お
ぜ
き関
に
据す

え
し
は
、
稍や
や

公こ
う
ろ
ん論
に
近ち
か

か
ら
ざ
る
に
非あ
ら

ざ
る
も
、
軽け
い
じ
ゅ
う重
未い
ま

だ
当と
う

を
得え

ず
、
別べ
つ

に
一
人に
ん

を
選え
ら

び
て
小し
ょ
う
ざ
ん山
の
敵て
き
し
ゅ手
と
為な

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
陞の
ぼ

せ
て
張は
り
だ
し
よ
こ
づ
な

出
横
綱
と
為な

し
た
ら
ん
に
は
、
目め

ざ覚
ま
し
き
大お
お
ず
も
う

相
撲
た
る
べ
き
な

り
、
此こ
れ

よ
り
以い

ご後
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
実じ
つ

に
小し
ょ
う
ち
く竹
に
継つ

ぎ
て
当と
う
じ時
の
大お
お
さ
か阪
文ぶ
ん
だ
ん壇
に
於お

け
る
泰た
い
と斗
た
る
を

や
、
但た

だ
其そ

の
名め
い
ぼ
う望

の
相あ
い

若し

か
ざ
る
が
如ご
と

き
者も
の

あ
る
を
覚お
ぼ

ゆ
る
は
、
豈あ
に

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
徳と
く

小し
ょ
う
ち
く竹

に

若し

か
ざ
り
し
か
、
抑
そ
も
そ
も

小し
ょ
う
ち
く竹
は
養よ
う
ふ父
三さ
ん
と
う島
以い
ら
い来
の
素そ
ぼ
う望
あ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
在ざ
い
じ
ゅ
う住
久ひ
さ

し
か
ら
ざ

り
し
が
為た
め

か
、
小し
ょ
う
ち
く竹
の
名な

は
化か
せ
い政
の
盛せ
い
じ時
に
起お
こ

り
て
、
保ほ
こ
う弘
の
際さ
い

に
鳴な

り
、
寿じ
ゅ

を
享う

く
る
こ

と
七
十
余よ

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
時と
き

は
外が
い
な
ん難

頻し
き
り

に
至い
た

り
て
、
風ふ
う
が雅

に
暇い
と
ま

あ
ら
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
、

其そ

の
寿じ
ゅ

も
亦ま
た

僅わ
ず
か

に
五
十
七
に
止と
ど
ま

れ
り
、
是こ

れ
其そ

の
二
人に
ん

者し
ゃ

の
同お
な

じ
か
ら
ざ
る
所ゆ
え
ん以
な
る
も
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
慥た
し
か

に
大お
お
さ
か阪

文ぶ
ん
う
ん運

の
末ま
つ
ぞ
う造

を
震し
ん
と
う盪

せ
し
一
大だ
い
ゆ
う
さ
い

雄
才
な
り
、
而し
か

し
て
彼か
れ

は
成せ
い

功こ
う

の
歴れ
き
し史

を
留と
ど

め
て
、
骨ほ
ね

を
大お
お
さ
か阪
の
土つ
ち

に
埋う
ず

み
き
、
実げ

に
も
大お
お
さ
か阪
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
第だ
い

二
の
故こ
き
ょ
う郷
な
り
や
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
二
十
八
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
六
）

窮き
ゅ
う
し死
せ
ん
と
欲ほ
っ

す
▲
倹け
ん
や
く
か
ん
さ
い

約
還
債
▲
町ま
ち

儒じ
ゅ
し
ゃ者
の
面め
ん
も
く目

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
三
十
に
し
て
家い
え

を
出い

で
、
三
十
二
大お
お
さ
か阪
住ず
ま
い居
の
比こ
ろ

ま
で
は
、
父ふ
け
い兄
の
臑す
ね

を
嚙か
じ

り
け

る
も
、
三
十
四
五
よ
り
能よ

く
儒じ
ゅ
ぎ
ょ
う業

を
以も
っ

て
自じ
か
つ活

し
、
三
十
六
に
し
て
大お
お
む
ら
こ
う

村
侯
に
聘へ
い

せ
ら
れ
、

前ぜ
ん
ご後
賜た
ま

う
所と
こ
ろ

約や
く

二
百
金き
ん

あ
り
て
、
随ず
い
ぶ
ん分
余よ
ざ
い財
を
も
蓄た
く
わ

え
居い

け
る
が
、
江え

ど戸
に
上の
ぼ

り
て
後の
ち

は
、

日に
っ
こ
う光

よ
り
帰か
え

り
て
大た
い
び
ょ
う病

に
罹か
か

り
、
医い
や
く薬

の
料り
ょ
う

も
多お
お

く
、
其そ

の
上う
え

に
住じ
ゅ
う
た
く宅

を
買か
い

入い

れ
、
且か
つ

修し
ゅ
う
ぜ
ん繕
を
為な

し
け
る
ほ
ど
に
、
囊の
う
ち
ゅ
う中
無む

一
物も
つ

と
為な

り
、
三
十
八
の
時と
き

に
、
兄あ
に

棣て
い
え
ん園
の
江え

ど戸
に

来き
た

る
や
、
其そ

の
初は
じ

め
て
座ざ

に
着つ

く
と
共と
も

に
金き
ん

三
両り
ょ
う

を
借か

り
た
る
ぞ
借し
ゃ
っ
き
ん金
の
始は
じ
め

な
り
け
る
、

其そ
の

年と
し

に
妻つ
ま

の
合ご
う
ば
る原

氏し

が
病び
ょ
う
き気

に
、
引ひ
き
つ
づ続

き
て
病び
ょ
う
し死

埋ま
い
そ
う葬

等と
う

、
百
四
五
十
金き
ん

を
費つ
い
や

し
、
碓う
す
い井

玄げ
ん
ち
ゅ
う仲
が
刀か
た
な

を
失う
し
な

い
し
よ
り
、
探た
ん
さ
く索
を
諸し
ょ

方ほ
う

に
依い
ら
い頼
し
て
百
余よ

金き
ん

を
費つ
い
や

し
、
い
ざ
大お
お
さ
か阪
に

帰か
え

ら
ん
と
し
て
は
、
僕ぼ
く

喜き
す
け助

に
旅り
ょ
ひ費

衣い

服ふ
く

を
奪う
ば

わ
れ
、
再さ
い
ど度

の
大お
お
さ
か阪

住ず
ま
い居

に
も
、
借し
ゃ
く
や屋

の
費つ
い

数す

十
両り
ょ
う

に
及お
よ

び
、
積つ
も

り
〳
〵
て
借し
ゃ
く
ざ
い財
五
百
五
六
十
両り
ょ
う

と
為な

り
、
四
十
一
の
弘こ
う
か化
四
年ね
ん

の
歳と
し

の
暮く
れ

に
は
、
二に
っ
ち進
も
三さ
っ
ち進
も
ゆ
か
ぬ
窮き
ゅ
う
き
ょ
う境
に
陥お
ち
い

れ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
日に
っ
き記
に
拠よ

れ
ば
、
大お
お
さ
か阪

人じ
ん

は
貧び
ん
ぼ
う乏

者も
の

と
交こ
う
さ
い際

せ
ず
、
今こ
ん
に
ち日

ま
で
は
世せ
じ
ん人

未い
ま

だ
我わ

が
窮き
ゅ
う

を
知し

ら
ざ
り
し
も
、
近き
ん
ら
い来

は
人ひ
と

稍や
や

我わ

が
窮き
ゅ
う
は
く迫
を
知し

り
て
、
交
ま
じ
わ
り

漸よ
う
や

く
疎そ

な
ら
ん
と
す
る
が
如ご
と

し
、
父ふ
け
い兄
に
告つ

げ
て
借し
ゃ
く
ざ
い財

を
還か
え

さ
ん
か
と
も
思お
も

い
し
か
ど
、
我わ

れ
猶な
お

器き
ぶ
つ物

書し
ょ
せ
き籍

衣い

服ふ
く

あ
り
、
悉
こ
と
ご
と

く
所し
ょ
ぞ
う蔵

を
売う

ら
ん
に

若し

か
ず
と
思お
も

い
、
先ま

ず
淵え
ん
か
ん
る
い

鑑
類
函か
ん

等と
う

数す

部ぶ

を
売ば
い
き
ゃ
く却
せ
り
、
生せ
い
ら
い来
書し
ょ
せ
き籍
を
売う
り
は
ら払
い
し
は
之こ
れ

を

始は
じ
め

と
為な

す
と
あ
り
、
翌よ
く

嘉か
え
い永
元が
ん
ね
ん年
の
歳さ
い
ま
つ末
に
至い
た

り
て
は
、
百
債さ
い

並な
ら
び

に
至い
た

り
て
首く
び

も
廻ま
わ

ら
ず
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

直じ
き
わ話

の
筆ひ
っ
き記

に
曰い
わ

く
、
詮せ
ん
か
た方

尽つ

き
て
屢
し
ば
し
ば

死し

な
ん
と
思お
も

う
程ほ
ど

の
苦く

な
り
、
因よ
っ

て
朋ほ
う
ゆ
う友

格か
く
べ
つ別
の
交
ま
じ
わ
り

あ
る
人ひ
と

に
も
相そ
う
だ
ん談
し
た
れ
ど
、
金き
ん
せ
ん銭
の
事こ
と

に
至い
た

り
て
は
世せ

わ話
す
る
風ふ
う

の
み
に

て
、
実じ
つ

は
一
両り
ょ
う

も
貸か

す
人ひ
と

な
し
、
唯た
だ

菊き
く
ち池

渓け
い
き
ん琴

三
十
両り
ょ
う

を
貸か

し
た
り
云し
か
じ
か々

と
、
以も
っ

て
其そ

の

窮き
ゅ
う
き
ょ
う境
を
知し

る
べ
し
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
倹け
ん
や
く約
家か

な
り
、
皮せ
っ
た履
木げ

た履
の
類る
い

は
、
一
足あ
し

四
五
年ね
ん

も
穿は

き
、
破は

損そ
ん

用も
ち

ゆ
可べ

か
ら
ざ

る
に
至い
た

り
て
之こ
れ

を
棄す

て
た
る
こ
と
日に
っ
き記

に
見み

ゆ
、
其そ

の
上う
え

斯か

く
窮き
ゅ
う
ぼ
う乏

し
た
り
し
を
も
て
、
極き
わ

め
て
倹け
ん
そ素
を
守ま
も

り
、
飯め
し

は
一
日に
ち

二
合ご
う

五
勺し
ゃ
く

に
限か
ぎ

り
、
冬ふ
ゆ

は
綿わ
た
い
れ衣
一ひ
と

つ
、
夏な
つ

は
絺か
た
び
ら衣
一ひ
と

つ
に
し

て
暮く
ら

し
、
嘉か
え
い永

二
年ね
ん

に
大お
お
む
ら
こ
う

村
候
よ
り
賜た
ま

わ
り
し
五
十
両り
ょ
う

を
も
て
、
借し
ゃ
く
ざ
い財

返へ
ん
さ
い済

に
充あ

て
し
を

手て
は
じ
め初
と
し
て
、
四
十
五
の
嘉か
え
い永
四
年ね
ん

六
月
迄ま
で

に
、
五
百
余よ

金き
ん

の
借し
ゃ
く
ざ
い財
を
、
自じ
り
き力
に
て
一
銭せ
ん

も
余あ
ま

さ
ず
清せ
い
か
ん還
せ
り
と
い
う
、
是こ

れ
常じ
ょ
う
じ
ん人
の
為な

し
難が
た

き
所と
こ
ろ

な
り
、
門も
ん
せ
い生
の
束そ
く
し
ゅ
う修
月げ
っ
し
ゃ謝
の
み

に
て
は
、
高た
か

の
知し

れ
た
る
も
の
な
り
け
ん
、
書し
ょ

を
売う

り
詩し
ぶ
ん文

を
売う

り
て
、
斯か
か

る
大た
い
き
ん金

を
三
四



九
五

年ね
ん
か
ん間

に
返へ
ん
さ
い済

し
た
り
し
と
、
倹け
ん
や
く約

の
結け
っ
か果

と
は
云い

え
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

が
町ま
ち

儒じ
ゅ
し
ゃ者

と
し
て
の
位い

ち置
甚
は
な
は

だ
高た
か

く
、
時じ
じ
ん人

の
仰ぎ
ょ
う
ぼ慕

す
る
所と
こ
ろ

た
り
し
に
因よ

ら
ず
ん
ば
あ
ら
じ
、
小し
ょ
う
ち
く竹

の
死し

は
嘉か
え
い永

四
年ね
ん

な
り
、
小し
ょ
う
ち
く竹

死し

ご後
は
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

小し
ょ
う
ち
く竹

と
同ど
う
が
く額

に
な
り
て
、
全ぜ
ん
し紙

一
枚ま
い

金き
ん

百
匹ぴ
き

な
り
し

と
や
ら
ん
、
安あ
ん
せ
い政
三
年ね
ん

の
秋あ
き

、
山さ
ん
よ
う陽
道ど
う

よ
り
長な
が
さ
き崎
に
游ゆ
う
れ
き歴
せ
し
時と
き

は
、
約や
く

十
箇か
げ
つ月
許ば
か
り

り
に
及お
よ

び
し
が
、
日ひ

た田
に
至い
た

り
て
出す
い
と
う納
を
会か
い
け
い計
せ
し
に
、
金き
ん

二
百
八
十
三
両り
ょ
う

余よ

を
贏あ
ま

し
得え

た
り
と
あ

り
、
是こ
れ

よ
り
先さ
き

嘉か
え
い永

七
年ね
ん

作さ
く
し
ゅ
う州

よ
り
伯は
く
し
ゅ
う州

・
雲う
ん
し
ゅ
う州

に
游あ
そ

び
、
後こ
う
ね
ん年

越え
ち
ぜ
ん前

・
加か

が賀
・
能の

と登
・

越え
っ
ち
ゅ
う中
に
游ゆ
う
れ
き歴
せ
し
時と
き

の
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
料り
ょ
う

も
、
亦ま
た

莫ば
く
だ
い大
な
る
も
の
な
り
け
ん
、
是こ
れ

皆み
な

還か
ん

債さ
い

後ご

の
事こ
と

な

れ
ば
、
窮き
ゅ
う

し
て
死し

な
ん
と
せ
し
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
、
中ち
ゅ
う
ね
ん年

以い

ご後
晩ば
ん
ね
ん年

に
至い
た

り
て
は
、
生せ
い
か
つ活

頗す
こ
ぶ

る
裕
ゆ
た
か

な
り
し
を
疑う
た
が

わ
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
兄き
ょ
う
だ
い弟
は
皆み
な

貨か
し
ょ
く殖
に
巧た
く
み

に
し
て
富と
み

を
致い
た

せ
り
、
淡た
ん
そ
う窓
と
い
え

ど
も
教き
ょ
う
じ
ゅ授
を
業ぎ
ょ
う

と
し
て
、
猶な
お

三
千
金き
ん

の
遺い
ざ
い財
あ
り
し
と
い
う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
し
て
父ふ
け
い兄
に
依い
ら
い頼

せ
ば
、
其そ
の

窮き
ゅ
う

は
死し

を
思お
も

う
に
至い
た

ら
ざ
り
け
ん
に
、
独ど
く
り
ょ
く力

自み
ず
か

ら
倹け
ん

し
て
以も
っ

て
鋸き
ょ

債さ
い

を
還か
え

せ
し

は
感か
ん
し
ん心
な
り
、
但た
だ

其そ
の

游ゆ
う
れ
き歴
に
も
、
常つ
ね

に
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
の
多た
し
ょ
う少
を
論ろ
ん

じ
て
市し
せ
い井
の
気き

を
脱だ
っ

せ
ざ
る
処と
こ
ろ

、

即す
な
わ

ち
町ま
ち

儒じ
ゅ
し
ゃ者

の
面め
ん
も
く目

な
る
べ
し
。

　

訂
正　

昨
日
の
二
十
七
回
（
中
の
島
の
僑
居
に
歿
せ
り
）
は
誤
記
に
て
池
田
の
僑
居
に
歿

　
　
　
　

せ
り
に
改
む
、
旭
荘
は
文
久
三
年
六
月
一
日
を
摂
州
池
田
に
転
居
し
た
り
し
な
り

●
亀
門
の
二
廣

　
（
二
十
九
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
七
）

記き
お
く
り
ょ
く

憶
力
と
活か
つ
じ
て
ん

字
典
▲
学が
く

風ふ
う

は
宋そ
う
じ
ゅ儒

▲
吾わ
が
く
に邦

の
袁え
ん
し子

才さ
い

　

淡た
ん
そ
う窓
は
記き
せ
い性
人ひ
と

に
絶ぜ
っ

せ
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
も
亦ま
た

非ひ
じ
ょ
う常
の
記き
お
く
り
ょ
く

憶
力
を
有ゆ
う

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
曰い
わ

く
、
予よ

十
七
昭し
ょ
う
よ
う陽
先せ
ん
せ
い生
に
従じ
ゅ
う
ゆ
う游
せ
り
、
一
日じ
つ

先せ
ん
せ
い生
、
足そ
く
か下
渉し
ょ
う
ろ
う獵
す
る
所と
こ
ろ

の
書し
ょ

を
抜ば
っ
す
い萃
し
た
る
や

と
問と

わ
れ
し
か
ば
、
余よ

答こ
た

え
て
、
大た
い
て
い抵

は
記き
お
く憶

せ
り
、
抜ば
っ
す
い萃

は
多た

じ事
な
り
し
と
云い

い
し
に
、

昭し
ょ
う
よ
う陽

先せ
ん
せ
い生

、
是こ

は
信し
ん
げ
ん
し
ろ

玄
城
を
築き
ず

か
ざ
る
の
見け
ん

な
り
と
賞し
ょ
う

せ
ら
る
、
当と
う
じ時

亡ぼ
う
ゆ
う友

岡お
か

子し
き
ゅ
う究

が

贈そ
う
じ
ょ序

に
、
亀
子
称
曰
二
活
字
典
一
の
語ご

あ
り
、
三
十
迄ま
で

に
渉し
ょ
う
ろ
う獵

せ
し
所と
こ
ろ

の
大た
い
り
ゃ
く略

は
、
三
鏡き
ょ
う

、

六
国こ
く
し史

、
日に
ほ
ん
し

本
史
、
藩は
ん
か
ん
ふ

翰
譜
等と
う

の
国こ
く

書し
ょ

、
十
三
経き
ょ
う

、
漢か
ん
ぎ魏

叢そ
う
し
ょ書

、
十
七
史し

、
弘こ
う
か
ん
ろ
く

簡
錄
、
明み
ん

史し

、
資し
じ
つ
う
が
ん

治
通
鑑
、
八
編へ
ん

類る
い
さ
ん纂
、
文ぶ
ん
け
ん献
通つ

考こ
う

李り

氏し

函か
ん

海か
い

等と
う

、
及お
よ

び
諸し
ょ
か家
の
詩し
ぶ
ん文
集し
ゅ
う

数す

百
千
巻か
ん

、

三
十
歳さ
い

東と
う
ゆ
う游
の
後の
ち

、
書し
ょ

林り
ん

河か
わ
も茂
氏し

（
大お
お
さ
か阪
の
河か
わ
ち内
屋や

茂も

へ

え
兵
衛
）
の
書し
ょ
せ
き籍
を
借か

り
て
、
太た
い
へ
い平

御ご
ら
ん覧

、
冊さ
く
ふ府

元げ
ん
き亀

、
文ぶ
ん
え
ん苑

英え
い
か華

、
説せ
つ
ふ郛

、
知ち

不ふ
そ
く足

齋さ
い

前ぜ
ん
ご後

集し
ゅ
う

、
秘ひ
き
ゅ
う笈

、
全ぜ
ん
と
う
ぶ
ん

唐
文
等と
う

を
三
十
七

歳さ
い

ま
で
に
読よ

み
た
り
、
三
十
六
の
歳と
し

は
大お
お
む
ら村
に
て
、
群ぐ
ん

書し
ょ

類る
い

従じ
ゅ
う

、
白は
く
せ
き石
叢そ
う
し
ょ書
を
読よ

め
り
、

三
十
八
の
歳と
し

江え

ど戸
に
て
、
須す
は
ら
や

原
屋
茂も

へ

え
兵
衛
に
拠よ

り
て
類る
い

聚じ
ゅ

国こ
く
し史

等と
う

を
始は
じ

め
、
近き
ん
せ
い世

の
翁お
き
な
ぐ
さ草

等と
う

に
至い
た

る
ま
で
、
写し
ゃ
ほ
ん本
四
百
余よ

種し
ゅ

、
凡お
よ
そ

数す

千
冊さ
つ

を
渉し
ょ
う
ろ
う獵
し
、
又ま
た

筒つ
つ
い井
紀き
し
ゅ
う州
（
後の
ち

の
交こ
う
ゆ
う游
の

記き

じ事
に
出い

ず
）
君く
ん

の
蔵ぞ
う
し
ょ書
を
借か

り
て
、
津し
ん
た
い逮
秘ひ
し
ょ書
、
啓け
い

禎て
い

野や
じ
ょ
う乗
等と
う

を
始は
じ

め
、
邦ほ
う
て
ん典
漢か
ん
て
ん典
二
百

余よ

種し
ゅ

を
読よ

み
、
又ま
た

諸し
ょ
か家

に
就つ

き
て
（
後の
ち

に
説せ
つ
め
い明

す
）
西せ
い
よ
う洋

の
訳や
く

書し
ょ

百
余よ

種し
ゅ

を
抄し
ょ
う
ろ
く録

せ
り
、
是こ

れ
江え

ど戸
四
年ね
ん
か
ん間
の
業ぎ
ょ
う

な
り
、
四
十
の
年と
し

大お
お
さ
か阪
に
還か
え

り
て
は
、
記き
お
く憶
漸よ
う
や

く
衰お
と
ろ

え
、
初は
じ

め
程ほ
ど

に

は
未い
ま

だ
見み

ざ
る
の
書し
ょ

を
読よ

む
の
楽
た
の
し
み

な
し
、
併し
か

し
手て

は
巻か
ん

を
繹す

て
ず
、
今こ
ん
ね
ん年

迄ま
で

（
安あ
ん
せ
い政

二
年ね
ん

乙き
の
と

卯う

）
十
年ね
ん

の
間あ
い
だ

粗ほ
ぼ

五
六
千
巻か
ん

を
渉し
ょ
う
ろ
う獵
せ
り
、
此こ

の
両り
ょ
う

三
年ね
ん

来ら
い

記き
お
く憶
益
ま
す
ま
す

匱と
ぼ

し
く
、
従じ
ゅ
う

前ぜ
ん

読よ

む
所と
こ
ろ

、
空く
う

濛も
う

と
し
て
夢ゆ
め

の
如ご
と

し
と
、
又ま
た

云い
わ

く
、
予よ

年と
し

十
四
五
眠ね
む
り

を
嗜た
し
な

む
こ
と
衆し
ゅ
う

に

異こ
と
な

り
、
先せ
ん
く
ん君

屢
し
ば
し
ば

叱し
っ
せ
き責

せ
ら
る
、
十
七
以い

ご後
よ
り
眠ね
む

る
こ
と
甚は
な
は

だ
少す
く
な

し
、
二
十
四
五
よ

り
四
十
に
至い
た

る
ま
で
、
三
夜や

或あ
る
い

は
五
夜や

に
一ひ
と
と
き時
、
或あ
る
い

は
二ふ
た
と
き時
眠ね
む

る
位く
ら
い

な
り
、
其そ

の
間あ
い
だ

は

記き
お
く憶

甚は
な
は

だ
強つ
よ

し
、
人ひ
と

の
詩し
ぶ
ん文

も
二
度ど

読よ

め
ば
大た
い
て
い抵

暗あ
ん
し
ょ
う誦

せ
り
、
四
十
以い

ご後
は
眠ね
む
り

漸よ
う
や

く
多お
お

く
し
て
、
記き
お
く憶
漸よ
う
や

く
衰お
と
ろ

え
、
読よ

む
所と
こ
ろ

の
書し
ょ

も
十
に
八
九
は
遺い
ぼ
う忘
せ
り
、
人ひ
と

は
老ろ
う
し
ゃ者
眠ね
む
り

少
す
く
な

し
と
云い

え
ど
予よ

は
之こ
れ

に
反は
ん

せ
り
、
始は
じ

め
て
知し

る
一
分ぷ
ん

の
眠ね
む
り

を
多お
お

く
す
れ
ば
、
一
分ぷ
ん

の
記き
お
く憶
を

減げ
ん

ず
る
を
と
、
而し
か

し
て
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
記き
せ
い性

の
衰お
と
ろ

え
た
る
原げ
ん
い
ん因

を
語か
た

り
て
、
予よ

が
記き
お
く憶

薄う
す

く
な
り

た
る
は
、
子こ

を
喪う
し
な

う
よ
り
起お
こ

り
た
れ
ど
も
、
半な
か
ば

は
借し
ゃ
く
ざ
い財
に
苦く
る

し
み
し
故ゆ
え

な
り
と
云い

え
り
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
三
十
四
の
天て
ん
ぽ
う保

十
一
年ね
ん

八
月
、
次じ
な
ん男

の
悌て
い

が
生せ
い
ご後

六
十
日
に
殤し
ょ
う

せ
し
を
初は
じ

め
と
し
、

屢し
ば
し
ば

幼よ
う
じ児
を
失う
し
な

い
、
借し
ゃ
っ
き
ん金
の
苦く
る

し
み
は
窮き
ゅ
う

し
て
死し

な
ん
と
せ
し
比こ
ろ

の
事こ
と

な
り
、
其そ
の

眠ね
む
り

少
す
く
な

か
り
し
は
神し
ん
け
い
か
び
ん

経
過
敏
の
致い
た

す
所と
こ
ろ

な
る
べ
し
、
眠ね
む
り

多お
お

け
れ
ば
記き
お
く憶
を
失う
し
な

う
と
い
う
を
、
誠ま
こ
と

に

面お
も
し
ろ白

き
経け
い
け
ん験

な
り
。

　

扨さ
て

晩ば
ん
ね
ん年
こ
そ
記き
お
く憶
も
衰お
と
ろ

え
け
め
、
中ち
ゅ
う
ね
ん年
以い
ぜ
ん前
の
記き
せ
い性
強き
ょ
う
れ
つ烈
な
り
し
こ
と
驚お
ど
ろ

く
に
堪た

え

た
り
、而し
か

し
て
其そ

の
渉し
ょ
う
ろ
う獵

す
る
所と
こ
ろ

雑ざ
っ
ぱ
く駁

を
免ま
ぬ

か
れ
ざ
る
も
、其そ

の
博は
く
ら
ん覧

は
淡た
ん
そ
う窓

の
比ひ

に
非あ
ら

ず
、

宜う
べ

な
る
哉か
な

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
詩し

の
規き

ぼ模
甚は
な
は

だ
大だ
い

に
し
て
、
材ざ
い

を
取と

る
こ
と
頗す
こ
ぶ

る
博ひ
ろ

き
や
。

　

昭し
ょ
う
よ
う陽
好こ
の

ん
で
宋そ
う
じ
ゅ儒
を
詆そ
し

り
し
も
、
其そ

の
人ひ
と

は
則す
な
わ

ち
物ぶ
つ
が
く学
朱し
ゅ
こ
う行
な
り
、
淡た
ん
そ
う窓
其そ

の
門も
ん

に
出い

で
て
、
而し
か

し
て
変へ
ん

じ
て
程て
い
し
ゅ朱

を
信し
ん

ぜ
し
も
、
亦ま
た

以ゆ
え

な
き
に
非あ
ら

ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

夙つ
と

に
家か

学が
く

を
奉ほ
う

ぜ
り
、

曇榮禅師画像と筆蹟
（南冥の弟）
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故ゆ
え

に
昭し
ょ
う
よ
う陽

に
学ま
な

び
し
も
、
其そ

の
学が
く

風ふ
う

は
亦ま
た

程て
い
し
ゅ朱

な
り
、
挙こ
ろ
も母

の
内な
い
と
う藤

侯こ
う

嘗か
つ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
学が
く

風ふ
う

及お
よ

び
教き
ょ
う
じ
ゅ授

の
法ほ
う

を
問と

う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

答こ
た

え
て
曰い
わ

く
、
養よ
う
ふ父

求も
と
め馬

（
淡た
ん
そ
う窓

）
の
学が
く

、
義ぎ

り理
は
宋そ
う
じ
ゅ儒

に
従し
た
が

い
、
訓く
ん
こ詁

は
或あ
る
い

は
取し
ゅ

舎し
ゃ

せ
り
、
其そ

の
弟て
い
し子

に
授さ
ず

く
る
や
、
経け
い

史し

詩し
ぶ
ん文

、
各
お
の
お
の

其そ

の
性せ
い

の
近ち
か

き
所と
こ
ろ

其そ

の
才さ
い

の
長ち
ょ
う

ず
る
所と
こ
ろ

に
随し
た
が

う
、
某
そ
れ
が
し

一
に
家か
ほ
う法
に
従し
た
が

え
り
、
唯た
だ

其そ

の
当と
う
せ
い世

に
行お
こ
な

う
所ゆ
え
ん以
の
者も
の

は
異い
ど
う同
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
と
、
其そ

の
学が
く

は
宋そ
う
じ
ゅ儒
の
範は
ん
い囲
を
出い

で
ざ
る
も
、

理り

き気
を
語か
た

ら
ず
、
高こ
う
え
ん遠

を
避さ

け
て
而し
か

し
て
切せ
つ
じ
つ実

を
尚た
っ
と

び
、
人に
ん
じ
ょ
う情

世せ
い
こ故

の
閲え
つ
れ
き歴

よ
り
得え

来き
た

り

て
一
種し
ゅ

の
見け
ん
か
い解
を
下く
だ

す
は
、
其そ

の
最も
っ
と

も
長ち
ょ
う

ず
る
所と
こ
ろ

な
り
、
故ゆ
え

に
其そ

の
根こ
ん
て
い柢
必か
な
ら

ず
し
も
深ふ
か

か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
其そ

の
論ろ
ん

説せ
つ

す
る
所と
こ
ろ

は
、
事じ
じ
ょ
う情

に
切せ
つ

に
し
て
鑿さ
く
さ
く々

聴き

く
可べ

し
、
佐さ
と
う藤

一い
っ
さ
い齋
嘗か
つ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
之こ
れ

を
吉よ
し
だ田
平へ
い
よ
う陽
に
聞き

く
、
足そ
く
か下
経け
い
じ
ゅ
つ術
に
長ち
ょ
う

ず
と
、
願ね
が
わ

く

は
高こ
う
け
ん見
を
聞き

か
ん
と
て
、
一
二
問も
ん
ど
う答
す
る
所と
こ
ろ

あ
り
、
一い
っ
さ
い齋
善よ

し
と
称し
ょ
う

せ
し
と
云い

う
、
経け
い

学が
く

文ぶ
ん
し
ょ
う章

の
大た
い
か家

一い
っ
さ
い齋

の
如ご
と

き
者も
の

を
し
て
首し
ゅ
こ
う肯

せ
し
む
、
其そ

の
一
隻せ
き
が
ん眼

を
具ぐ

せ
し
を
知し

る
べ
く
、

亦ま
た

其そ

の
才さ
い

弁べ
ん

に
長ち
ょ
う

じ
た
り
し
を
知し

る
べ
し
、
蓋け
だ

し
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
才さ
い

弁べ
ん

は
学が
く
も
ん問
の
力り
き
り
ょ
う量
に
超こ

え
た

り
し
が
如ご
と

し
、
才さ
い

弁べ
ん

あ
り
て
而し
か

し
て
人に
ん

情じ
ょ
う

に
通つ
う

じ
世せ
い
こ故

に
老た

け
た
り
、
其そ

の
学が
く
も
ん問

を
実じ
つ
り
ょ
く力

以い
じ
ょ
う上
に
発は
っ
き揮
し
た
り
し
を
疑う
た
が

わ
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
実じ
つ
り
ょ
く力
を
知し

る
者も
の

は
松ま
つ
ざ
き崎
慊こ
う
ど
う堂
な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

慊こ
う
ど
う堂
を
訪と

う
て
漢か
ん
じ
ゅ儒
の
取と

る
に
足た

ら
ざ
る
を
論ろ
ん

ぜ
し
に
、
慊こ
う
ど
う堂
笑わ
ら

っ
て
曰い
わ

く
、
兄け
い

は
吾わ

が
邦く
に

の
袁え
ん
し子

才さ
い

な
り
と
、
其そ

の
才さ
い

其そ
の

風ふ
う
り
ゅ
う流

、
真し
ん

に
随ず
い
え
ん園

と
相あ
い

似に

た
る
者も
の

あ
り
、
知ち
げ
ん言

と
謂い

う
べ
し
、

要よ
う

す
る
に
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
時と
き

に
性せ
い
め
い命
を
説と

く
も
道ど
う

学が
く

者し
ゃ

に
非あ
ら

ず
、
好こ
の

ん
で
経け
い
ざ
い済
を
談だ
ん

す
る
も
政せ
い
じ
か

治
家

に
非あ
ら

ず
、
雄ゆ
う

才さ
い

を
挟は
さ

め
る
一
個こ

文ぶ
ん
じ
ん人

に
し
て
、
詩し

は
則す
な
わ

ち
成せ
い

功こ
う

せ
る
大た
い
か家

数す
う

な
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
八
）

其そ

の
著ち
ょ
じ
ゅ
つ述

（
上
）
▲
不ふ
き
ゅ
う朽

の
大だ
い
ち
ょ
じ
ゅ
つ

著
述

　

坪つ
ぼ
い井
誠せ
い
け
ん軒
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
問と

う
て
曰い
わ

く
、
僕ぼ
く

先せ
ん
せ
い生
の
瑣さ
じ
ろ
く

事
錄
を
読よ

む
に
、
先せ
ん
せ
い生
浪な
に
わ華
に
在あ

り
し

時と
き

、
毎ま
い
に
ち日
出し
ゅ
つ
ゆ
う游
し
て
、
朝あ
し
た

に
は
彼か
し
こ

に
食し
ょ
く

し
、
夕ゆ
う
べ

に
は
此こ
こ

に
飲の

み
、
昨き
の
う

は
山や
ま

に
杖つ
え
つ

き
、

今き
ょ
う

は
水み
ず

に
舟ふ
ね

し
、
加し
か
の
み之

な
ら
ず
来ら
い
ひ
ん賓

陸り
く
ぞ
く続

た
る
に
、
吐と
あ
く握

之こ
れ

に
接せ
っ

し
て
倦け
ん
し
ょ
く色

あ
る
無な

し
、

而し
か

も
先せ
ん
せ
い生
の
学が
く

日ひ

に
一
日じ
つ

よ
り
進す
す

む
は
何な
ん

ぞ
や
、
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
答こ
た
え

に
、
浪な
に
わ華
の
事じ
せ
い勢
、
実じ
つ

に
公こ
う

の
言げ
ん

の
如ご
と

し
、
著ち
ょ
じ
ゅ
つ述

に
暇い
と
ま

な
し
、
是こ

れ
僕ぼ
く

の
慷こ
う
が
い慨

す
る
所ゆ
え
ん以

な
り
、
抑
そ
も
そ
も

も
世せ
じ
ん人

の

学が
く

は
簡か
ん
べ
ん編
に
在あ

り
、
僕ぼ
く

の
学が
く

は
人じ
ん
じ事
と
我わ

が
心こ
こ
ろ

と
に
在あ

り
、
世せ
じ
ん人
は
口く
ち

を
以も
っ

て
読よ

み
、
僕ぼ
く

は
身み

を
以も
っ

て
読よ

む
、
是こ

れ
人ひ
と

と
異こ
と
な

る
所ゆ
え
ん以
に
し
て
、
事こ
と

劇は
げ

し
け
れ
ば
則
す
な
わ
ち

学が
く

の
進す
す

む
も
亦ま
た

速す
み
や
か

な
り
、
且か
つ

僕ぼ
く

生せ
い
へ
い平

眠ね
む
り

少す
く
な

し
、
昼ち
ゅ
う
や夜

の
間あ
い
だ

唯た
だ

子ね

丑う
し

の
二ふ
た
と
き牌

夢ゆ
め

を
結む
す

ぶ
の
み
、
十
七
八
年ね
ん

来ら
い

、
毎ま
い
に
ち日

燈と
う
か下

枕ち
ん
じ
ょ
う上

に
於お
い

て
、
或あ
る
い

は
巻か
ん

を
手て

に
し
、
或あ
る
い

は
思お
も
い

を
潜ひ
そ

め
、
日に
っ
か
ん間

行お
こ
な

う
所
と
こ
ろ

を
点て
ん
け
ん検

し
つ
つ
工こ
う
ふ夫

を
下く
だ

し
、
以も
っ

て
怠た
い
だ惰

を
補お
ぎ
な

え
り
、
但た
だ

近き
ん
し視

を
以も
っ

て
の
故ゆ
え

に
、
白は
く
ち
ゅ
う昼

に

非あ
ら

ざ
れ
ば
筆ふ
で

を
把と

り
字じ

を
作つ
く

る
能あ
た

わ
ざ
る
を
憾う
ら

む
の
み
と
、
学が
く
も
ん問

は
人じ
ん
じ事

と
心こ
こ
ろ

と
に
在あ

り
と

為な

す
は
、
王お
う

学が
く

の
臭し
ゅ
う
み味
あ
り
、
且か
つ

書し
ょ

を
読よ

ま
ざ
る
者も
の

の
口こ
う
じ
つ実
に
似に

た
り
と
い
え
ど
も
、
学が
く
も
ん問

の
最さ
い
じ
ょ
う上
工こ
う
ふ夫
は
、
亦ま
た

実じ
つ

に
此こ
れ

に
外ほ
か

な
ら
ず
、
身み

を
以も
っ

て
読よ

む
の
一
語ご

も
、
亦ま
た

頗す
こ
ぶ

る
其そ
の

夸こ

を

病や

む
も
、
人に
ん
じ
ょ
う情

世せ
い
こ故

の
上う
え

よ
り
学が
く
も
ん問

し
来き
た

れ
る
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
在あ

り
て
は
得と
く
い意

の
処と
こ
ろ

な
る
べ
し

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
交こ
う
ゆ
う游
を
好こ
の

み
て
、
詩し

酒し
ゅ

徴ち
ょ
う
ち
く逐
、
殆ほ
と
ん

ど
虛き
ょ
じ
つ日
な
く
、
或あ
る
い

は
泛へ
ん
こ
う交
の
嫌き
ら
い

あ
る
程ほ
ど

に
し

て
、
毎ま
い
に
ち日

寸す
ん
か暇

も
あ
る
ま
じ
と
見み

ゆ
る
ほ
ど
な
る
は
、
実じ
つ

に
誠せ
い
け
ん軒

の
言げ
ん

の
如ご
と

し
、
此こ

は
江え

ど戸

住ず
ま
い居
の
時と
き

も
亦ま
た

然し
か

り
、
大お
お
さ
か阪
住ず
ま
い居
の
時と
き

に
至い
た

り
て
は
殊こ
と

に
然し
か

り
、
儒じ
ゅ
し
ゃ者
・
医い
し
ゃ者
・
書し
ょ

家か

・
畫が

家か

・
僧そ
う

徒と

・
酒し
ゅ

徒と

・
士し
じ
ん人
・
町ち
ょ
う

人に
ん

の
差さ
べ
つ別
も
な
く
、
交こ
う
ゆ
う游
往お
う
ら
い来
い
と
煩は
ん
げ
き劇
に
し
て
、
門も
ん
せ
い生
の

教き
ょ
う
じ
ゅ授

だ
に
覚お
ぼ
つ
か束

な
か
る
べ
く
見み

ゆ
、
ま
し
て
著ち
ょ
じ
ゅ
つ述

の
暇い
と
ま

を
や
、
然し
か

る
に
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
は
左さ

の

如ご
と

き
著ち
ょ
じ
ゅ
つ述
あ
り
。

　
　

日
間
瑣
事
備
忘
前
編
百
十
二
冊
後
編
五
十
四
冊
総
計
百
六
十
六
冊
▲
九
桂
草
堂
筆
記
十

　
　

巻
▲
梅
墩
詩
鈔
四
編
十
二
冊
▲
梅
墩
文
抄
若
干
冊
▲
塗
説
二
巻
▲
学
校
議
一
冊
▲
克
己

　
　

編
一
冊
▲
識
小
編
一
巻
▲
追
思
錄
一
冊
▲
病
楊
■
語
一
冊

日に
っ
か
ん
さ
じ
び
ぼ
う

間
瑣
事
備
忘
・
梅ば
い
と
ん墩

詩し
し
ょ
う鈔

の
二
種し
ゅ

は
実じ
つ

に
不ふ
き
ゅ
う朽

の
大た
い
ち
ょ著

な
り
、
九き
ゅ
う
け
い桂

草そ
う
ど
う堂

筆ひ
っ
き記

之こ
れ

に
次つ

げ
り
、
日に
っ
か
ん
さ
じ
び
ぼ
う

間
瑣
事
備
忘
は
年と
し

二
十
七
の
天て
ん
ぽ
う保
四
年ね
ん

に
始は
じ
ま

り
、
年と
し

五
十
七
の
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
三
年ね
ん

八
月

十
三
日
、
即す
な
わ

ち
其そ
の

歿ぼ
つ

前ぜ
ん

五
日
に
筆ふ
で

を
留と
ど

め
た
り
、
総す
べ

て
三
十
一
年ね
ん
か
ん間

、
時じ
せ
い勢

の
変へ
ん
せ
ん遷

交こ
う
ゆ
う游

の
往お
う
ら
い来
よ
り
、
一
家か

の
日に
ち
じ
ょ
う
さ
じ

常
瑣
事
に
至い
た

る
ま
で
、
巨き
ょ
さ
い
の
こ

細
遺
さ
ず
、
毎ま
い
に
ち日
日ひ

を
逐お

う
て
、
之こ
れ

を
録ろ
く

す
る
に
漢か
ん
ぶ
ん文
を
以も
っ
て

せ
り
、
国こ
く
ぶ
ん文
及お
よ

び
和わ
か
ん
こ
ん
こ
う
ぶ
ん

漢
混
淆
文
の
日に
っ
き記
の
浩こ
う
か
ん瀚
な
る
者も
の

は
、
世よ

に

之こ
れ

な
き
に
非あ
ら

ず
、
然し
か

れ
ど
も
雅が
じ
ゅ
ん
り
ゅ
う
ち
ょ
う

馴
流
暢
な
る
漢か
ん
ぶ
ん文

も
て
、
三
十
一
年ね
ん
か
ん間

の
事こ
と

を
録ろ
く

し
て
、

百
六
十
六
冊さ
つ

の
大だ
い
ち
ょ
さ
く

著
作
を
成な

せ
る
者も
の

は
、
吾わ
が
く
に邦
に
恐お
そ

ら
く
之こ
れ

あ
ら
じ
、
是こ

れ
実じ
つ

に
尚た
っ
と

ぶ
べ

き
好こ
う

史し

料り
ょ
う

に
し
て
、
千せ
ん
ざ
い載

に
朽く

ち
ざ
る
者も
の

な
り
、
且か
つ

漢か
ん
ぶ
ん文

を
以も
っ

て
大だ
い
じ事

を
叙じ
ょ

す
る
よ
り
も
、

日に
っ
か
ん間
の
瑣さ

じ事
を
録ろ
く

す
る
は
、
難な
ん

中ち
ゅ
う

の
難な
ん

な
る
に
、
叙じ
ょ

し
去さ
っ

て
暢ち
ょ
う
た
つ達
、
和わ
し
ゅ
う習
の
多お
お

か
ら
ざ
る
、

最も
っ
と

も
其そ

の
筆ひ
つ
り
ょ
く力
を
見み

る
、
予よ

の
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
目も
く

す
る
に
大だ
い
ぶ
ん
し
ょ
う
か

文
章
家
を
以も
っ
て

す
る
は
之こ
れ

が
為た
め

な
り
、

然し
か

れ
ど
も
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
文ぶ
ん

は
余あ
ま

り
に
達た
つ

意い

を
尚た
っ
と

び
て
妙み
ょ
う

味み

に
乏と
ぼ

し
き
を
憾う
ら

む
、
且か
つ

此こ

の
書し
ょ

前ぜ
ん

半は
ん

は
自み
ず
か

ら
筆ふ
で

を
執と

り
て
之こ
れ

を
録ろ
く

し
た
り
と
覚お
ぼ

し
き
も
、
後こ
う

半は
ん

は
門も
ん
せ
い生
に
口く
じ
ゅ授
し
て
筆ひ
っ
き記
せ
し
め

し
者も
の

と
見み

え
、
巧こ
う

拙せ
つ

同お
な

じ
か
ら
ず
、
晩ば
ん
ね
ん年

の
日に
っ
き記

に
至い
た

り
て
は
蕪ぶ
ざ
つ雑

殊こ
と

に
甚は
な
は

だ
し
、
近き
ん
し
が
ん

視
眼

の
上う
え

に
老ろ
う
ら
い
た
び
ょ
う

来
多
病
と
為な

り
し
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
、
未い
ま

だ
刪き
ん
せ
い
じ
ゅ
ん
し
ょ
く

正
潤
色
に
暇い
と
ま

あ
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
、

九き
ゅ
う
け
い桂
草そ
う
ど
う堂
筆ひ
っ
き記
は
、
安あ
ん
せ
い政
二
年ね
ん

夏か
し
ゅ
う秋
の
交こ
ろ
お

い
、
百
余よ

日に
ち

の
間あ
い
だ

、
毎ま
い
ち
ょ
う朝
払ふ
つ
ぎ
ょ
う暁
に
起お

き

て
、
聴ち
ょ
う
こ
う講

の
門も
ん
せ
い生

参さ
ん

集し
ゅ
う

す
る
前ま
え

に
、
一ひ
と
と
き時

ば
か
り
口く
じ
ゅ授

し
つ
つ
、
其そ
の

比こ
ろ

在ざ
い

塾じ
ゅ
く

の
長ち
ょ
う
さ
ん
し
ゅ
う

三
州



九
七

（
光み
つ
た
ろ
う

太
郎
）
に
国こ
く
ぶ
ん文

も
て
筆ひ
っ
き記

せ
し
め
し
も
の
な
り
、
日に
っ
か
ん間

瑣さ

じ事
は
叙じ
ょ

事じ

を
主し
ゅ

と
し
、
筆ひ
っ
き記

は

議ぎ

論ろ
ん

を
主し
ゅ

と
し
、
史し

論ろ
ん

経け
い
ざ
い済

説せ
つ

人じ
ん
ぶ
つ物

評ひ
ょ
う

な
ど
も
あ
り
て
い
と
面お
も
し
ろ白

く
、
以も
っ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
学が
く

術
じ
ゅ
つ

と
閲え
つ
れ
き歷

と
を
窺う
か
が

う
に
足た

れ
り
、
而し
か

し
て
梅ば
い
と
ん墩

詩し
し
ょ
う鈔

に
至い
た

り
て
は
、
則
す
な
わ
ち

旭き
ょ
く
そ
う荘

精せ
い
し
ん神

の
注そ
そ

ぐ

所と
こ
ろ

な
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
一
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
九
）

其そ

の
著ち
ょ
じ
ゅ
つ述
（
下
）
▲
東と
う
こ
く国
詩し
じ
ん人
の
冠か
ん

　

梅ば
い
と
ん墩
詩し
し
ょ
う鈔
は
初し
ょ

二
三
四
編へ
ん

各か
く

三
冊さ
つ

、
総そ
う
け
い計
十
二
冊さ
つ

の
刊か
ん
ぽ
ん本
あ
り
、
五
編へ
ん

以い

か下
若じ
ゃ
っ
か
ん干
巻か
ん

は

未い
ま

だ
刻こ
く

せ
ず
、
清し
ん
こ
く国

近き
ん
せ
い世

の
大た
い

儒じ
ゅ

兪ゆ

曲き
ょ
く
え
ん園

、（
名な

樾え
つ

、
字あ
ざ
な

蔭い
ん

甫ほ

、
明め
い
じ治

四
十
年ね
ん

二
月
五
日

歿ぼ
つ

、
寿じ
ゅ

八
十
六
）
我わ

が
国く
に

德と
く
が
わ川
氏し

以い
ら
い来
の
詩し
じ
ん人
に
し
て
専せ
ん
し
ゅ
う集
あ
る
者も
の

百
数す
う

十
家か

の
詩し

を
選え
ら

び
、
四
千
余よ

篇へ
ん

を
得え

て
、
釐お
さ

め
て
四
十
巻か
ん

と
為な

し
、
更さ
ら

に
古こ

来ら
い

諸し
ょ
か家

の
選せ
ん
ぼ
ん本

に
就つ

き
て
五
百

余よ

篇へ
ん

を
選え
ら

び
、
補ほ

い遺
四
巻か
ん

と
為な

し
、
名な
づ

け
て
東と
う
え
い瀛
詩し

選せ
ん

と
曰い

え
り
、
彼か

の
土と

の
人ひ
と

を
以も
っ

て
此こ

の
中う
ち

の
詩し

を
読よ

む
、
固も
と
よ

り
脱だ
っ

漏ろ
う

な
き
に
非あ
ら

ざ
る
を
憾う
ら

む
と
も
、
上か
み

は
大お
お
と
も
お
う
じ

友
皇
子
よ
り
、
下し
も

は

明め
い
じ治

の
諸し
ょ
か家

に
至い
た

る
ま
で
、
苟
い
や
し
く

も
我わ
が
く
に国

文ぶ
ん
う
ん運

と
大だ
い
か
ん
け
い

関
係
あ
る
者も
の

は
、
蒐し
ゅ
う

集し
ゅ
う

殆ほ
と
ん

ど
遍あ
ま
ね

く
、

採さ
い
た
く
ほ
ぼ

択
略
尽つ

き
て
、
瑰か
い
さ琦
陸り
く
り離
、
人じ
ん
も
く目
を
眩け
ん
よ
う耀
せ
り
、
蓋け
だ

し
我わ
が
ち
ょ
う朝
の
詩し

は
儒じ
ゅ

学が
く

の
東と
う
ぜ
ん漸
と
与と
も

に

起お
こ

り
て
、
而し
か

し
て
寧ね
い
へ
い平

の
朝ち
ょ
う

、
稍や
や

台だ
い
か
く閣

に
闡ひ
ら

け
、
鎌け
ん
し
つ室

の
府ふ

、
頗す
こ
ぶ

る
叢そ
う
り
ん林

に
伝つ
た

わ
り
し
も
、

其そ

の
声こ
え

猶な
お

淵え
ん
こ乎
た
り
、
德と
く
が
わ川
氏し

に
至い
た

り
て
、
文ぶ
ん
う
ん運
忽た
ち
ま

ち
開ひ
ら

け
て
大た
い
が雅
始は
じ
め

て
興お
こ

り
、
諸し
ょ
か家
の

専せ
ん
し
ゅ
う集
、
洋よ
う
よ
う々

と
し
て
其そ

れ
盛さ
か
ん

な
り
、
此こ

の
編へ
ん

主し
ゅ

と
し
て
専せ
ん
し
ゅ
う集
あ
る
者も
の

を
選え
ら

べ
る
を
以も
っ

て
、

我わ

が
国く
に

詩し

運う
ん

の
最さ
い
せ
い盛

時じ
だ
い代

に
於お

け
る
大た
い
か
ん観

始は
じ

め
て
備そ
な
わ

れ
り
、
而し
か

し
て
選え
ら

ぶ
所と
こ
ろ

の
百
数す
う

十

家か
ち
ゅ
う中
、一
人に
ん

一
巻か
ん

を
占し

む
る
者も
の

は
、服は
っ
と
り部
南な
ん
か
く郭
、菅か
ん
ち
ゃ
ざ
ん

茶
山
、梁や
な
が
わ川
星せ
い
が
ん巌
、僧そ
う

慈じ
し
ゅ
う舟
の
四
人に
ん

に
し
て
、

詩し

を
選え
ら

ぶ
こ
と
更さ
ら

に
多お
お

く
、
一
人に
ん

に
し
て
二
巻か
ん

を
占し

む
る
者も
の

は
、
唯た
だ

旭き
ょ
く
そ
う荘

一
人に
ん

あ
る
の
み
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
が
日に
っ
ぽ
ん本
の
詩し
だ
ん壇
に
於お

け
る
位い

ち置
、
問と

は
ず
し
て
知し

る
べ
か
ら
ず
や
。

　

曲き
ょ
く
え
ん園
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
詩し

を
評ひ
ょ
う

し
て
曰い
わ

く
、
吉き
つ
ほ甫
の
詩し

、
才さ
い

気き

横お
う
い
つ溢
、
変へ
ん
げ
ん幻
百
出し
ゅ
つ

し
、
長ち
ょ
う
へ
ん篇

大た
い
さ
く作

は
、
五
花か

八
陣じ
ん

の
奇き

を
極き
わ

め
て
、
而し
か

し
て
片へ
ん
げ
ん
た
ん
し

言
単
詞
、
又ま
た

雋し
ゅ
ん
え
い
あ
じ
わ

永
味
う
可べ

し
、
鉄て
っ
け
ん硯

学が
く

人じ
ん

齋さ
い
と
う藤
謙け
ん

（
拙せ
つ
ど
う堂
）、
其そ

の
思お
も
い

を
構か
ま

う
る
こ
と
、
泉い
ず
み

の
湧わ

く
が
若ご
と

く
、
潮う
し
お

の
瀉そ
そ

く
が
若ご
と

く
、

其そ

の
口こ
う
ふ
ん吻

を
発は
っ

し
筆ひ
っ
た
ん端

に
上の
ぼ

る
に
及お
よ

ん
で
は
、
馬う
ま

の
坡は

に
注そ
そ

ぐ
が
如ご
と

く
、
雲く
も

の
空そ
ら

に
翻
ひ
る
が
え

り

て
而し
か

し
て
風か
ぜ

の
葉は

を
巻ま

く
が
如ご
と

し
、
多お
お

し
と
雖い
え
ど

も
濫ら
ん

な
ら
ず
、
長な
が

し
と
雖い
え
ど

も
冗じ
ょ
う

な
ら
ず
と

曰い

え
り
、
洵ま
こ
と

に
吉き
つ
ほ甫
の
詩し

を
知し

る
者も
の

な
り
、
吉き
つ
ほ甫
塵ち
ん
む務
を
擺ひ
だ
つ脱
し
て
仕し

と途
に
入い

ら
ず
、
親
し
た
し

む
所と
こ
ろ

は
則
す
な
わ
ち

墨ぼ
く
き
ゃ
く
そ
う
じ
ん

客
騒
人
、
好こ
の

む
所と
こ
ろ

は
則
す
な
わ
ち

江こ
う
ざ
ん
ふ
う
げ
つ

山
風
月
、
宜う
べ

な
り
其そ

の
東と
う
こ
く国

詩し
じ
ん人

の
冠か
ん

た
る

や
、
詩し

の
美び

収お
さ

む
る
に
勝た

え
ず
、
故ゆ
え

に
選せ
ん

に
入い

る
者も
の

甚は
な
は

だ
多お
お

し
、
分わ
か

ち
て
上じ
ょ
う
げ下

巻か
ん

と
為な

せ
り

と
、
昔む
か
し
は者

阿あ
べ
の
な
か
ま
ろ

部
仲
麿
彼か

の
土と

に
入い
っ

て
、
李り
は
く白

・
王お
う

維い
は
い輩

と
応お
う
し
ゅ
う酬

せ
し
を
初は
じ

め
、
学が
く
し
ょ
う生

僧そ
う
り
ょ侶

の
入に
ゅ
う
と
う唐

せ
し
も
の
多お
お

か
り
し
に
、
遣け
ん
と
う
し

唐
使
廃は
い

せ
ら
る
る
に
及お
よ

び
て
は
、
時と
き

に
僧そ
う

徒と

の
宋そ
う
げ
ん
み
ん

元
明

に
至い
た

り
し
者も
の

な
き
に
非あ
ら

ざ
る
も
、
彼ひ

し此
唱し
ょ
う
わ和
の
音い
ん

漸よ
う
や

く
絶た

え
、
德と
く
が
わ川
氏し

に
至い
た

り
て
は
往お
う
ら
い来
杜と

絶ぜ
っ

せ
り
、
是こ
こ

に
於お
い

て
詩し
じ
ん
ぶ
ん
し

人
文
士
の
才さ
い

を
誇ほ
こ

り
雄ゆ
う

を
争あ
ら
そ

う
べ
き
機き
か
い会
は
、
纔わ
ず
か

に
朝ち
ょ
う
せ
ん鮮
聘へ
い
し使
と

の
応お
う
し
ゅ
う酬

に
過す

ぎ
ず
、
奇き

を
好こ
の

む
者も
の

に
至い
た

り
て
は
、
長な
が
さ
き崎

清し
ん
し
ょ
う商

の
片へ
ん
げ
ん言

を
得え

て
、
之こ
れ

を
世よ

に

誇ほ
こ

る
者も
の

す
ら
之こ
れ

あ
る
に
至い
た

れ
り
、
是こ

れ
陋ろ
う

は
則す
な
わ

ち
陋ろ
う

な
り
、
然し
か

れ
ど
も
詩し

は
彼か

の
土と

の
物も
の

な

る
こ
と
、
和わ

か歌
が
我わ

が
国く
に

の
物も
の

な
る
に
均ひ
と

し
く
、
外が
い
じ
ん人

の
和わ

か歌
を
学ま
な

ぶ
者も
の

、
正せ
い

に
我わ

が
国こ
く
じ
ん人

に
就つ

か
ん
こ
と
を
思お
も

う
に
同お
な

じ
と
為な

さ
ば
、
亦ま
た

恕じ
ょ

す
可べ

か
ら
ざ
る
に
非あ
ら

ず
、
今い
ま

や
清し
ん
こ
く国
の

大た
い
じ
ゅ儒
に
因よ
っ

て
平へ
い
し
ょ
う章
せ
ら
る
、
許き
ょ
た多
の
詩し
じ
ん人
も
亦ま
た

地ち

か下
に
一
笑し
ょ
う

す
べ
し
、
而し
か

し
て
外が
い
じ
ん人
私し
し
ん心

を
挟
さ
し
は
さ

ま
ず
、
衡こ
う

を
持じ

す
と
頗す
こ
ぶ

る
公
お
お
や
け

な
る
を
以も
っ

て
、
後の
ち

の
詩し

を
論ろ
ん

ず
る
者も
の

、
亦ま
た

参さ
ん
こ
う考

す
に

足た

れ
り
、
抑
そ
も
そ
も

慶け
い
げ
ん元
以い
こ
う降
の
詩し

を
以も
っ

て
家い
え

に
名な
づ

く
る
者も
の

も
亦ま
た

多お
お

し
、
而し
か

し
て
曲き
ょ
く
え
ん園
の
諸し
ょ

名め
い
か家

を
評ひ
ょ
う

す
る
や
、
服は
っ
と
り部

南な
ん
か
く郭

に
は
東と
う
こ
く国

詩し
じ
ん人

中ち
ゅ
う
た
く
ぜ
ん

卓
然
家い
え

を
成な

す
者も
の

と
曰い

い
、
梁や
な
だ
せ
い
が
ん

田
蛻
巖
に
は
、

詩し

を
以も
っ

て
一
時じ

に
豪ご
う

な
り
と
曰い

い
、
菅か
ん
ち
ゃ
ざ
ん

茶
山
に
は
彼か

の
中う
ち

の
有ゆ
う
し
ん
じ
ん

心
人
と
曰い

い
、
梁や
な
が
わ川
星せ
い
が
ん巖
に

は
東と
う
こ
く国
詩し
じ
ん人
の
卓た
く
た
く々

た
る
者も
の

と
曰い

い
、
賴ら
い

山さ
ん
よ
う陽
に
は
詩し

学が
く

尤も
っ
と

も
深ふ
か

し
と
曰い

う
に
過す

ぎ
ず
、
而し
か

し
て
独ひ
と

り
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
称し
ょ
う

し
て
東と
う
こ
く国

詩し
じ
ん人

の
冠か
ん

と
為な

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

是こ
こ

に
於お
い

て
乎か
き
ゅ
う
て
い
た
い
り
ょ

九
鼎
大
呂
よ
り

重お
も

し
、
淡た
ん
そ
う窓
の
詩し

に
於お

け
る
、
猶な
お

名め
い
か家
数す
う

た
る
を
免ま
ぬ
か

れ
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
至い
た

り
て
は
、
居き
ょ
ぜ
ん然
た

る
大た
い
か家

な
り
、
公こ
う
ろ
ん論

既す
で

に
定さ
だ

ま
る
、
復ま

た
邦ほ
う
じ
ん人

諸し
ょ
か家

の
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
評ひ
ょ
う

す
る
者も
の

を
贅ぜ
い
じ
ゅ
つ述

す
る
を

要よ
う

せ
ず
。

　

梅ば
い
と
ん墩
文ぶ
ん
し
ょ
う鈔
は
家い
え

に
蔵ぞ
う

し
て
未い
ま

だ
刊か
ん

せ
ず
、
其そ

の
詩し

は
白は
く
じ
つ日
な
り
、
何な
ん

ぞ
必か
な
ら

ず
し
も
爝し
ゃ
く
か火

の
文ぶ
ん

を
白は
く
じ
つ日

の
前ま
え

に
論ろ
ん

ず
る
を
須も
ち

い
ん
や
、
塗と

説せ
つ

は
漢か
ん
ぶ
ん文

の
随ず
い
ひ
つ筆

な
り
、
学が
く

校こ
う
ぎ議

は
大
村
侯こ
う

の
為た
め

に
、
克こ
く
き己
論ろ
ん

は
府ふ
な
い内
候こ
う

の
為た
め

に
筆ふ
で

を
執と

り
し
者も
の

な
り
、
前ぜ
ん
き
ょ挙
目
録ろ
く

の
外ほ
か

に
、
浪な
に
わ華
名め
い
り
ゅ
う流

記き

の載
す
る
所と
こ
ろ

の
録ろ
く

海か
い

二
巻か
ん

、
明み
ん

史し

小し
ょ
う
ひ批

二
巻か
ん

、
異い
せ
ん
ぎ

船
議
等と
う

は
、
予よ

未い
ま

だ
之こ
れ

を
見み

ず
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
二
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
）

其そ

の
出し
ゅ
っ
し
ょ処

（
上
）
▲
諸し
ょ

侯こ
う

の
賓ひ
ん
し師

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
年と
し

三
十
四
大お
お
さ
か阪
に
在あ

り
し
時と
き

、
挙こ
ろ
も母
藩は
ん

の
文ぶ
ん

学が
く

川か
わ
ぐ
ち口
士し

龍り
ょ
う

、（
名な

潜せ
ん

、
称し
ょ
う

確か
く
す
け助
、

江え
ど
の
ひ
と

戸
人
、
昌し
ょ
う
へ
い平
に
学ま
な

び
て
経け
い
じ
ゅ
つ術
文ぶ
ん
し
ょ
う章
に
長ち
ょ
う

じ
、
経け
い
こ
く国
を
以も
っ

て
自じ

ふ負
す
、
西せ
い
な
ん
か
い

南
海
に
周し
ゅ
う
ゆ
う游

し
て
、
名め
い
し士

畸き
じ
ん人

孝こ
う
し子

節せ
っ
ぷ婦

を
訪と

い
、
後の

ち
挙こ
ろ
も母

侯こ
う

に
抱か
か

え
ら
れ
て
其そ

の
腹ふ
く
し
ん心

た
り
、
天て
ん
ぽ
う保

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



九
八

十
三
年ね
ん

二
月
遺い
し
ょ書

を
上
た
て
ま
つ

り
、
屠と
ふ
く腹

し
て
死し

す
、
時と
き

に
年と
し

四
十
二
、
人ひ
と

其そ

の
故ゆ
え

を
知し

る
者も
の

な

し
、
蓋け
だ

し
士し

龍り
ょ
う

は
天て
ん
ぽ
う保

度ど

の
高た
か
や
ま
ひ
こ
く
ろ
う

山
彦
九
郎
な
り
）
と
相あ
い

識し

れ
り
、
一
日じ
つ

士し

龍り
ょ
う

を
城じ
ょ
う
ち
ゅ
う中

に

訪と

い
し
に
、
士し

龍り
ょ
う

介か
い

し
て
内な
い
と
う藤

侯こ
う

に
見ま
み

え
し
め
ん
と
す
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

礼れ
い
ふ
く服

な
き
を
以も
っ

て
辞じ

し
け

れ
ば
、
寡か
く
ん君
苛か
れ
い礼
に
拘か
か
わ

ら
ず
、
何な
ん

ぞ
礼れ
い
ふ
く服
を
用も
ち

い
ん
と
勧す
す

め
け
れ
ど
、
此こ

の
日ひ

は
固こ

じ辞
し

て
見ま
み

え
ず
、
他た
じ
つ日
士し

龍り
ょ
う

に
依よ

り
て
侯こ
う

に
謁え
っ

せ
り
、
是こ

れ
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
諸し
ょ

侯こ
う

に
見ま
み

え
し
始は
じ
め

な
り
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
記し
る

す
所と
こ
ろ

に
拠よ

れ
ば
、
侯こ
う

年と
し

三
十
五
六
、
軀く
か
ん
ゆ
う
い

幹
雄
偉
、
精せ
い
し
ん
ま
ん
ぷ
く

神
満
腹
、
言げ
ん

語ご

勤き
ん
こ
ん悃

、
人ひ
と

を
し
て
心し
ん
す
い酔
せ
し
む
と
あ
り
、
侯こ
う

は
蘐け
ん
え
ん園
の
学が
く

を
喜よ
ろ
こ

び
、
講こ
う
れ
い礼
説せ
つ

詩し

、
殆ほ
と
ん

ど
書し
ょ
せ
い生
の
如ご
と

し
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

公こ
う

と
抗こ
う
れ
い礼

し
て
学が
く
も
ん問

を
論ろ
ん

じ
、
酒さ
け

を
賜た
も

う
て
献け
ん
し
ゅ
う酬

し
、
其そ

の
辞じ

し
去さ

る
や
、
侯こ
う

起き

ざ坐

し
て
之こ
れ

を
送お
く

り
、
更さ
ら

に
士し

龍り
ょ
う

に
命め
い

じ
て
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
其そ

の
官か
ん

舎し
ゃ

に
宴え
ん

せ
し
め
ら
れ
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は

侯こ
う

が
井い

い伊
大た
い
ろ
う老
の
弟
お
と
う
と

を
以も
っ
て

し
て
、
処し
ょ

士し

と
相あ
い

遇あ

う
こ
と
同ど
う
は
い輩
の
如ご
と

く
、
少す
こ

し
も
尊そ
ん
げ
ん厳
を

挟さ
し
は
さ

む
を
な
き
に
驚お
ど
ろ

け
り
と
云い

う
、
三
十
六
の
時と
き

大
村
侯こ
う

に
聘へ
い

せ
ら
れ
て
、
仕し
か
ん官

を
勧す
す

め
ら

れ
し
も
辞じ
た
い退
せ
し
を
は
前ま
え

に
も
記し
る

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
此こ
の

挙き
ょ

朝あ
さ
か
わ川
善ぜ
ん
あ
ん菴
の
薦す
す
め

に
出い

ず
と
自じ

き記
せ

り
、
侯こ
う

（
観か
ん
ら
ん瀾

公こ
う

）
時と
き

に
年と
し

二
十
、
才さ
い
ち智

夙し
ゅ
く
せ
い成

、
恕じ
ょ

以も
っ

て
人ひ
と

に
接せ
っ

し
、
語ご

言げ
ん

尤も
っ
と

も
遜そ
ん
き
ょ
う恭

な

り
、
初は
つ
め
み
え

目
見
の
折お
り

、
小こ
し
ょ
う姓
始は
じ

め
士し
じ
ん人
障し
ょ
う
げ
き隙
よ
り
窺う
か
が

い
見み

る
者も
の

多お
お

か
り
し
に
、
侯こ
う

は
旭き
ょ
く
そ
う荘
と

対た
い
わ話
の
間あ
い
だ

、
始し
じ
ゅ
う終
手て

を
席せ
き

に
し
て
、
弟て
い
し子
の
教お
し
え

を
師し

に
受う

く
る
と
異こ
と

な
ら
ず
、
衆し
ゅ
う

皆み
な

私し

ご語

し
て
、
廣ひ
ろ
せ瀬

某ぼ
う
こ
う
ゆ
う

降
挹
度ど

に
過す

ぎ
、
儒じ
ゅ
し
ゃ者

の
気き
し
ょ
う象

に
似に

ず
、
我わ
が

公こ
う

を
し
て
礼れ
い
せ
つ節

に
苦く
る
し

ま
し
む
と

評ひ
ょ
う

せ
り
と
な
ん
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
一
日じ
つ

名め
い
し
ん臣
言げ
ん

行こ
う

録ろ
く

を
講こ
う

ぜ
し
に
、
一
章し
ょ
う
ご
と毎
に
難な
ん

詰き
つ

あ
り
、
太た
い
そ祖
雪せ
つ

夜や

趙ち
ょ
う
ふ普

を
訪と

う
の
章し
ょ
う

に
至い
た

り
、
帝て
い

が
嫂
あ
に
よ
め

を
以も
っ

て
普ふ

の
妻つ
ま

を
呼
び
し
は
何な
に
ゆ
え故

ぞ
と
問と

わ
る
、

君く
ん
し
ん臣
親し
ん
じ
つ昵
の
状じ
ょ
う

に
こ
そ
と
答こ
た

え
し
に
、
侯こ
う

は
是こ

れ
固も
と
よ

り
然し
か

り
、
又ま
た

普ふ

と
帝て
い

と
同ど
う
せ
い姓
の
故ゆ
え

を

以も
っ

て
に
非あ
ら

ず
や
と
云い

わ
れ
し
に
ぞ
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
も
某
そ
れ
が
し

見み

て
此こ
こ

に
至い
た

ら
ず
、
敬け
い

服ふ
く

の
至い
た
り

と
挨あ
い
さ
つ拶

せ
し
由よ
し

筆ひ
っ
き記

に
記し
る

せ
り
、
斯か

く
て
侯こ
う

は
終し
ゅ
う
し
ん身

七
人に
ん

扶ふ

ち持
を
賜た
ま

は
り
し
か
ば
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

其そ
の

恩お
ん

に

感か
ん

じ
、
侯こ
う

の
江え

ど戸
に
参さ
ん
き
ん
こ
う
た
い

勤
交
代
す
る
毎ご
と

に
、
之こ
れ

を
伏ふ
し
み見
に
送そ
う
げ
い迎
せ
り
、
大
村
侯こ
う

も
亦ま
た

待た
い
ぐ
う遇
の

厚あ
つ

き
、
久ひ
さ

し
く
し
て
衰お
と
ろ

え
ざ
り
し
は
、
士し

を
待ま

つ
道み
ち

あ
り
と
謂い

う
べ
し
、
三
十
七
の
時と
き

、

江え

ど戸
に
て
府ふ
な
い内
侯こ
う

に
謁え
っ

せ
し
が
、
兄あ
に

南な
ん
が
い陔
招し
ょ
う
へ
い聘
の
関か
ん
け
い係
も
あ
り
て
、
其そ

の
敬け
い
じ事
尤も
っ
と

も
厚あ
つ

く
、

待ま

つ
に
師し

礼れ
い

を
以も
っ
て

し
、
屢
し
ば
し
ば

召め

し
て
経け
い

を
講こ
う

ぜ
し
め
、
又ま
た

之こ
れ

を
府ふ
な
い内
に
迎む
か

へ
て
藩は
ん
せ
い政
の
意い
け
ん見

を
も
問と

え
り
、
府ふ
な
い内

侯こ
う

は
白し
ら
か
わ河

楽ら
く

翁お
う
こ
う公

の
孫ま
ご

に
し
て
、
年と
し

少わ
か

け
れ
ど
も
聡そ
う
め
い明

の
資し

あ
り
、
但た
だ

癇か
ん
し
ゃ
く癪
の
癖く
せ

あ
り
け
る
よ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
常つ
ね

に
心こ
こ
ろ

を
尽つ
く

し
て
約や
く

を
納い

る
に
牖よ
う

よ
り
し
、
又ま
た

克こ
く
き己
編へ
ん

を
作つ
く

り
て
之こ
れ

を
上
た
て
ま
つ

れ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
府ふ
な
い内

に
於お

け
る
、
実じ
つ

に
賓ひ
ん
し師

の
礼れ
い

に
し
て
褐え
つ

を
釈と

き
し

に
非あ
ら

ざ
る
も
、
関か
ん
け
い係
尤も
っ
と

も
深ふ
か

き
を
も
て
、
江え

ど戸
に
て
も
大お
お
さ
か阪
に
て
も
仮か
り

に
府ふ
な
い内
の
臣し
ん

と
称
し
ょ
う

し
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
江え

ど戸
に
て
は
、
嘗か
つ

て
宜ぎ
え
ん園
に
游あ
そ

び
し
参さ
ん
し
ゅ
う州
田た
わ
ら原
の
鈴す
ず
き木
春し
ゅ
ん
ざ
ん山
（
名な

強き
ょ
う

、
字
あ
ざ
な

は
自じ
き
ょ
う強

、
善ぜ
ん
あ
ん菴

宕と
う
い
ん陰

に
学ま
な

び
、
又ま
た

渡わ
た
な
べ辺

華か
ざ
ん山

の
勧す
す
め

に
因よ
っ

て
蘭ら
ん
が
く学

を
高た
か
の
ち
ょ
う
え
い

野
長
英
に
学ま
な

び
、
兵へ
い
が
く学

家か

を
以も
っ

て
自み
ず
か

ら
任に
ん

ず
、
弘こ
う
か化

三
年ね
ん

歿ぼ
っ
す

、
享き
ょ
う
ね
ん年

四
十
六
）
と
善よ

し
、
春し
ゅ
ん
ざ
ん山

に
因よ
っ

て
田た
わ
ら原

の

三み
や
け宅

侯こ
う

に
も
見ま
み

え
た
り
し
が
、
内な
い
と
う藤

侯こ
う

と
同お
な

じ
く
一
場じ
ょ
う

の
抱ほ
う
ふ負

を
吐と

ろ露
せ
し
に
過す

ぎ
ず
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

自み
ず
か

ら
大お
お
む
ら村

侯こ
う

の
恩お
ん

尤も
っ
と

も
深ふ
か

く
、
府ふ
な
い内

侯こ
う

の
敬け
い

尤も
っ
と

も
厚あ
つ

し
と
称し
ょ
う

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
諸し
ょ

侯こ
う

に
見ま
み

ゆ
る
や
、
常つ
ね

に
諸し
ょ

侯こ
う

に
は
諸し
ょ

侯こ
う

の
学が
く

あ
り
て
、
士し

庶し
ょ
じ
ん人
の
訓く
ん
こ
し
し
ょ
う

詁
詞
章
と
同お
な

じ
か
ら
ざ

る
を
説と

き
、
治ち
こ
く国
の
道み
ち

、
三
代だ
い

の
遺い

意い

を
取と

り
て
古こ
せ
い制
に
拘か
か
わ

る
可べ

か
ら
ざ
る
を
論ろ
ん

じ
、
往お
う
お
う々

当と
う
せ
い世

の
務つ
と
め

に
及お
よ

び
て
、
侯こ
う

国こ
く
ひ
ん
ぷ

貧
富
の
因い
ん

に
遡
さ
か
の
ぼ

り
、
学が
く

を
興お
こ

し
賢け
ん

に
任に
ん

じ
て
弊へ
い
と
う宝

を
一
洗せ
ん

す

べ
き
を
勧す
す

め
た
る
、
其そ

の
論ろ
ん

穏お
ん
と
う当
に
し
て
迂う
か
つ闊
な
ら
ず
、
其そ

の
策さ
く

切せ
つ
じ
つ実
に
し
て
詭き
げ
き激
な
ら
ず
、

進し
ん
げ
ん言

の
体た
い

を
得え

て
、
能よ

く
諸し
ょ

侯こ
う

の
聴ち
ょ
う

を
動う
ご

か
し
し
は
、
才さ
い
べ
ん
し
き
け
ん

弁
識
見
、
並な
ら
び

に
通つ
う

儒じ
ゅ

の
名な

に
負そ
む

か
ず
。

　

其そ

の
他た

浜は
ま
ま
つ松
侯こ
う

招し
ょ
う
へ
い聘
の
意い

あ
り
し
も
果は
た

さ
ず
、
松ま
つ
ざ
き崎
慊こ
う
ど
う堂
之こ
れ

を
姫ひ
め
じ路
の
河か
わ
い
す
ん
お
う

合
寸
翁
（
藩は
ん

老ろ
う

）
に
薦す
す

め
し
こ
と
あ
り
し
も
、
寸す
ん
お
う翁

歿ぼ
つ

し
て
亦ま
た

果は
た

さ
ず
、
晩ば
ん
ね
ん年

紀き
し
ゅ
う州

の
国こ
く
ろ
う老

久く

の野
丹た
ん
ば
の
か
み

波
守
、

紀き

藩は
ん

の
学が
く
せ
い政
を
託た
く

せ
ん
と
し
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
意い

を
問と

い
し
も
、
我わ

れ
官か
ん

志し

な
し
、
時じ

じ々

出し
ゅ
っ
こ
う講

は
拒こ
ば

ま
ず
と
て
之こ
れ

を
辞じ

し
た
り
し
が
、
尋つ

ぎ
て
大お
お
さ
か阪

城じ
ょ
う
だ
い代

よ
り
御お
し
ろ
い
り

城
入
儒じ
ゅ
し
ゃ者

の
命め
い

あ
り
き
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
三
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
一
）

其そ

の
出し
ゅ
っ
し
ょ処

（
下
）
▲
御お
し
ろ
い
り

城
入
儒じ
ゅ
し
ゃ者

　

御お
し
ろ
い
り

城
入
儒じ
ゅ
し
ゃ者
と
は
、
幕ば
く
ま
つ末
の
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
三
年ね
ん

、
大お
お
さ
か阪
に
新し
ん
せ
つ設
せ
ら
れ
し
儒じ
ゅ

官か
ん

の
名な

に
し
て
、
城し
ろ

に
入い

り
て
書し
ょ

を
講こ
う

ず
べ
き
役や
く
め目
と
見み

ゆ
、
城じ
ょ
う
だ
い代
松ま
つ
だ
い
ら平
伊い
ず
の
か
み

豆
守
の
後ご
と
う藤
松し
ょ
う
い
ん陰
等ら

に
語か
た

り
し

所と
こ
ろ

に
拠よ

れ
ば
、
御お
し
ろ
い
り

城
入
儒じ
ゅ
し
ゃ者

の
創そ
う
せ
つ設

は
将し
ょ
う
ぐ
ん軍

の
意い

に
出い

で
た
り
と
な
ん
、
已す
で

に
創そ
う
せ
つ設

に
係か
か

る
を
以も
っ

て
、
其そ

の
班は
ん
じ次
を
知し

る
に
由よ
し

な
し
、
当と
う
じ時
幕ば
く
い威
已す
で

に
衰お
と
ろ

え
て
学が
く

を
講こ
う

じ
治ち

を
図は
か

る
に

暇い
と
ま

あ
ら
ざ
る
は
、
幕ば
く
ふ府

も
亦ま
た

自み
ず
か

ら
之こ
れ

を
知し

り
つ
ら
ん
、
何な
ん

の
為た
め

に
斯か
か

る
好も
の
ず
き奇

を
為な

せ
し
ぞ
、

想お
も

う
に
安あ
ん
せ
い政
戊ぼ

ご午
の
獄こ
く

を
始は
じ

め
、
志し

し士
の
処し
ょ
ざ
ん斬
せ
ら
れ
し
者も
の

に
、
知ち
め
い名
の
儒じ
ゅ
せ
い生
多お
お

く
、
幕ば
く
ふ府

は
自み
ず
か

ら
儒じ
ゅ
り
ん林
の
憤ふ
ん
ど怒
を
買か

う
こ
と
甚は
な
は

だ
し
き
を
知し

れ
り
、
而し
か

し
て
大お
お
さ
か阪
は
逋ほ
と
う逃
の
叢そ
う

た
り
、

幕ば
く
り吏

乃す
な
わ

ち
儒じ
ゅ
り
ん林

の
望の
ぞ
み

を
維つ
な

ぎ
て
人じ
ん
し
ん心

を
緩か
ん
わ和

せ
ん
こ
と
を
謀は
か

り
、
大お
お
さ
か阪

在ざ
い
じ
ゅ
う住

の
宿し
ゅ
く

儒じ
ゅ

を

覊き

び縻
す
る
に
御お
し
ろ
い
り

城
入
儒じ
ゅ
し
ゃ者
の
名み
ょ
う
も
く目
を
以も
っ
て

せ
し
に
非あ
ら

ざ
る
か
、
然し
か

れ
ど
も
大お
お
さ
か阪
の
宿し
ゅ
く

儒じ
ゅ

に
し

て
儒じ
ゅ
り
ん林

の
望の
ぞ
み

を
維つ
な

ぎ
、
志し

し士
の
心こ
こ
ろ

を
慰な
ぐ
さ

む
べ
き
ほ
ど
の
価か
ち
ょ
く値

あ
る
者も
の

な
し
、
真ま
こ
と

に
是こ

れ

兒じ

ぎ戯
の
み
。

　

大お
お
さ
か阪
の
文ぶ
ん
じ
ん人
中ち
ゅ
う

に
は
、
此こ

の
節せ
つ

町ま
ち

奉ぶ
ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
に
て
、
大お
お
さ
か阪
在ざ
い
じ
ゅ
う住
の
儒じ
ゅ
せ
い生
の
履り
れ
き歴
を
取と
り
し
ら調
べ

つ
つ
あ
り
と
の
評ひ
ょ
う
ば
ん判

あ
り
て
、
往お
う
お
う々

羅ら
し
ょ
く織

さ
れ
ん
こ
と
を
恐お
そ

れ
た
り
き
、
府ふ
な
い
く
ら
や
し
き
や
く
に
ん

内
倉
邸
役
人



九
九

谷た
に
ぐ
ち
そ
う
す
け

口
宗
助
も
亦ま
た

呼よ
び

出い
だ

さ
れ
て
、旭き
ょ
く
そ
う荘

の
履り
れ
き歴

を
問と

わ
れ
た
り
、
或あ
る
い

は
云い
わ

く
、凶き
ょ
う
じ事

な
ら
ば
密み
つ
み
つ々

の
詮せ
ん
ぎ議

な
る
べ
き
に
、
公お
も
て
む
き然

の
取と
り
し
ら
べ調

は
吉き
ち
じ事

な
る
べ
し
と
、
文ぶ
ん
き
ゅ
う久

三
年ね
ん

五
月
二
十
三
日
、

谷た
に
ぐ
ち
そ
う
す
け

口
宗
助
果は
た

し
て
町ま
ち

奉ぶ
ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
に
呼よ
び

出い
だ

さ
れ
て
、
奉ぶ
ぎ
ょ
う行

松ま
つ
だ
い
ら平

勘か
ん
た
ろ
う

太
郎
（
後の
ち

の
大お
お
す
み
の
か
み

隅
守
）
よ
り

左さ

の
申も
う
し
わ
た
し渡
を
受う
け
と取
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
左
衛
門
尉
家
来　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣　

瀨　

謙　

吉　
　
　
　
　
　

　

右
謙
吉
儀
御
城
入
儒
者
可
申
付
旨
御
城
代
松
平

　

伊
豆
守
殿
被
相
達
候
間
可
被
申
渡
候

　
　

亥
五
月　

日

　

当と
う
じ時
同お
な

じ
く
此こ

の
沙さ

た汰
を
受う

け
し
は
、
後ご
と
う藤
松し
ょ
う
い
ん陰
、
藤ふ
じ
さ
わ澤
東と
う
が
い畡
、
中な
か
い井
桐と
う
え
ん園
、
並な
み
か
わ河
寒か
ん
せ
ん泉

と
旭き
ょ
く
そ
う荘

と
の
五
人に
ん

な
り
、
中な
か
い井

・
並な
み
か
わ河

二
人に
ん

は
、
学が
く
ば
つ閥

と
府ふ
し
ょ
う庠

の
教き
ょ
う
い
ん員

と
の
故ゆ
え

を
以も
っ

て
、

名な

を
徴ち
ょ
う
し
ょ書
に
列れ
つ

す
る
を
得え

け
ん
、
全ぜ
ん
ぜ
ん然
処し
ょ

士し

に
し
て
徴め

さ
れ
し
は
、
松し
ょ
う
い
ん陰
・
東と
う
が
い畡
・
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
三
人に
ん

な
り
、
松し
ょ
う
い
ん陰

は
諸し
ょ

侯こ
う

に
縁え
ん
こ故

な
き
も
、
東と
う
が
い畡

と
旭き
ょ
く
そ
う荘

と
は
、
高た
か
ま
つ松

府ふ
な
い内

二
藩は
ん

に
も

相そ
う
だ
ん談
を
要よ
う

す
る
よ
り
、
二
人に
ん

者し
ゃ

打う
ち
あ
わ
せ合
あ
り
、
東と
う
が
い畡
は
老ろ
う
び
ょ
う病
を
以も
っ

て
辞じ

せ
ん
と
思お
も

え
ど
も
、

左そ

う右
な
く
は
辞じ
た
い退
し
難が
た

か
ら
ん
な
ど
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇
し
居い

け
り
、
是こ

れ
よ
り
先さ

き
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
、
浪ろ
う
し士

横お
う
こ
う行

し
て
殺さ
っ
き
み
ち

気
途
に
満み

つ
る
よ
り
、
世よ

を
池い
け
だ田

に
避さ

け
ん
と
し
て
家か

ぐ具
を
搬は
ん
う
ん運

し
つ
つ
あ
り

し
か
ば
、
曖あ
い
ま
い昧
に
し
て
滑こ
っ
け
い稽
な
る
答と
う
べ
ん弁
を
宗そ
う
す
け助
に
授さ
ず

け
た
り
、
曰い
わ

く
、
謙け
ん
き
ち吉
事こ
と

召め
し
い
だ出
さ
れ
、

感か
ん

恩お
ん

尤も
っ
と

も
深ふ
か

き
も
、
当と
う
に
ん人

近き
ん
し
が
ん

視
眼
に
て
、
座ざ
し
き
ち
ゅ
う

敷
中
も
眼め
が
ね鏡

を
外は
ず

さ
れ
ず
、
仕し
か
ん官

は
叶か
な

い
難が
た

か
ら
ん
、
且か
つ

養よ
う
じ
ょ
う生
の
為た
め

に
池い
け
だ田
に
移い
き
ょ居
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
、
如い
か
が何
致い
た

し
然し
か

る
べ
き
や
と
、

松ま
つ
だ
い
ら平
勘か
ん
た
ろ
う

太
郎
曰い
わ

く
、
官か
ん
ふ府
は
謙け
ん
き
ち吉
が
才さ
い

学が
く

を
問と

う
て
眼め
が
ね鏡
の
有う

む無
を
問と

わ
ず
、
後ご
と
う藤
俊し
ゅ
ん
ぞ
う藏

（
松し
ょ
う
い
ん陰

）
老ろ
う
じ
ん人

す
ら
御お
う
け請

し
た
り
、
謙け
ん
き
ち吉

も
御お
う
け請

然し
か

る
べ
し
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
頗す
こ
ぶ

る
出し
ゅ
っ
し
ょ処

は
迷ま
よ

え
り
。

　

伯は
く
け
い兄

淡た
ん
そ
う窓

は
永え
い
せ
い世

の
苗み
ょ
う
じ
た
い
と
う

字
帯
刀
御ご
め
ん免

な
り
、
仲ち
ゅ
う
け
い兄

南な
ん
が
い陔

も
亦ま
た

一
代だ
い

御ご
め
ん免

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

独ひ
と

り
父ふ
け
い兄
の
蔭か
げ

に
因よ
っ

て
、
刀と
う

を
帯お

び
姓せ
い

を
称し
ょ
う

す
る
は
、
祖そ
せ
ん先
に
対た
い

し
て
も
口く
ち
お惜
し
、
此こ

の
度た
び

の

一
件け
ん

は
差や
や

気き

を
吐は

く
に
足た

れ
り
、
予わ

れ
固も
と

よ
り
朱し
ゅ
も
ん門
に
出で
い
り入
す
る
を
好こ
の

ま
ざ
る
も
、
祖そ
せ
ん先
と

子し
そ
ん孫

と
の
為た
め

に
屈く
っ

す
る
も
亦ま
た

病や
ま
い

と
為な

さ
ず
、
然し
か

れ
ど
も
府ふ
な
い内

の
臣し
ん

を
以も
っ

て
進す
す

む
は
、
郷き
ょ
う
と
う党

の
光ひ
か
り

と
為な

す
に
足た

ら
ず
と
、
因よ
っ

て
此こ

の
意い

を
南な
ん
が
い陔
に
通つ
う

じ
た
り
し
が
、
南な
ん
が
い陔
は
日ひ

た田
代だ
い
か
ん官

屋や
し
ろ代

增ま
す
の
す
け

之
助
に
請こ

う
所と
こ
ろ

あ
り
、
代だ
い
か
ん官

よ
り
謙け
ん
き
ち吉

仮か
り

に
府ふ
な
い内

の
臣し
ん

と
称し
ょ
う

す
る
も
、
実じ
つ

に
扶ふ

ち持

を
受う

く
る
に
非あ
ら

ず
し
て
日ひ

た田
の
儒じ
ゅ
し
ゃ者
な
り
、
日ひ

た田
の
儒じ
ゅ
し
ゃ者
を
以も
っ

て
城し
ろ

入い
り

儒じ
ゅ
し
ゃ者
た
ら
し
め
ら
れ

ん
こ
と
を
、
松ま
つ
だ
い
ら平
勘か
ん
た
ろ
う

太
郎
に
照し
ょ
う
か
い会
せ
し
め
つ
、
府ふ
な
い内
藩は
ん

も
亦ま
た

異い
ぞ
ん存
な
く
、
謙け
ん
き
ち吉
の
意い

の
儘ま
ま

と
答こ
た

え
た
り
し
が
、
是こ
れ

よ
り
先さ

き
府ふ
な
い内

藩は
ん

士し

に
し
て
宜ぎ
え
ん園

門も
ん
か下

な
る
島し
ま

精せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎
（
後の

ち
惟い
せ
い精

）

旭き
ょ
く
そ
う荘

に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
先せ
ん
せ
い生

の
為た
め

に
謀は
か

る
に
、
池い
け
だ田

に
栖せ
い
ち遅

す
る
に
若し

か
ず
、
近き
ん
じ
つ日

の
勢い
き
お

い
、

天て
ん
か下

の
義ぎ

し士
、
幕ば
く
ふ府

の
上じ
ょ
う
も
う蒙

下か

ぎ欺
を
直ち
ょ
く

と
せ
ず
、
先せ
ん
せ
い生

一ひ
と

た
び
幕ば
く
ふ府

に
近ち
か
づ

か
ば
、
清せ
い
ぎ議

与く
み

せ
ず
、
声せ
い

名め
い

忽た
ち
ま

ち
損そ
ん

せ
ん
、
請こ

う
係け
い
れ
ん恋

す
る
勿な
か

れ
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

此こ
こ

に
至い
た

り
て
固こ

じ辞
し
て
就つ

か

ざ
り
き
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
に
し
て
城し
ろ

入い
り

儒じ
ゅ
し
ゃ者
の
徴ち
ょ
う

に
就つ

き
た
ら
ん
に
は
老ろ
う
じ
ん人
の
癖く
せ

に
河ふ

ぐ豚
を
食く
ら

う
て
死し

す
る

に
均ひ
と

し
か
り
し
な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
固も
と
よ

り
高こ
う
し士

に
非あ
ら

ず
、
晩ば
ん
ね
ん年

猶な
お

功こ
う
み
ょ
う名

の
念ね
ん

を
脱だ
っ

せ
ざ
り
し
こ

と
如か
く
の
ご
と此
き
も
、
時じ
せ
い勢
は
彼か
れ

を
駆か

っ
て
間か
ん
う
ん
や
か
く

雲
野
鶴
た
ら
し
め
た
り
き
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
四
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
二
）

游ゆ
う
れ
き歷
（
上
）
▲
播ば
ん
び備
▲
作さ
く
い
ん
う
ん
は
く
せ
き

因
雲
伯
石
▲
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州
の
明め
い
り
ん
か
ん
こ
う
え
ん

倫
館
公
讌

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
少わ
か

き
よ
り
漫ま
ん
ゆ
う游

を
好こ
の

め
り
、
書し
ょ
せ
い生

時じ
だ
い代

に
於お
い

て
は
両り
ょ
う
ち
く
せ
い
ひ

筑
西
肥
に
游あ
そ

び
、
四し
こ
く国

に

游あ
そ

び
、
三
備び
げ
い
ぼ
う

芸
防
に
游あ
そ

び
、
若わ
か

先せ
ん
せ
い生
時じ
だ
い代
に
は
長な
が
さ
き崎
に
游あ
そ

び
、
豊ぶ
ん
ご後
諸し
ょ
し
ょ
う勝
に
游あ
そ

び
、
堺さ
か
い

時じ
だ
い代
に
は
、
高こ
う
や
さ
ん

野
山
に
游あ
そ

び
、
大お
お
さ
か阪
時じ
だ
い代
に
は
紀き
し
ゅ
う州
に
游あ
そ

び
、
摂せ
つ

河か

泉せ
ん

各か
く

地ち

に
游あ
そ

び
、
江え

ど戸

時じ
だ
い代

に
は
日に
っ
こ
う光

に
游あ
そ

び
、
再さ
い
ど度

の
大お
お
さ
か阪

時じ
だ
い代

に
も
、
常つ
ね

に
其そ

の
徒と

と
京け
い

摂せ
つ

の
勝し
ょ
う
ち地

を
探さ
ぐ

り

て
山さ
ん
そ
す
い
が
い

岨
水
涯
に
流り
ゅ
う
れ
ん連
せ
し
が
、
其そ

の
技ぎ

を
売う

ら
ん
が
為た
め

に
、
筆ふ
で

を
載の

せ
て
游ゆ
う
れ
き歷
せ
し
は
、

四
十
六
の
嘉か
え
い永

五
年ね
ん

に
於お

け
る
播ば
ん
し
ゅ
う州

及お
よ

び
三
備び

の
行こ
う

に
始は
じ

ま
り
て
、
四
十
八
の
安あ
ん
せ
い政

元が
ん
ね
ん年

に

於お
け

る
作さ
く
い
ん
う
ん
は
く
せ
き

因
雲
伯
石
の
行こ
う

、
五
十
一
の
安あ
ん
せ
い政
四
年ね
ん

よ
り
翌よ
く

年ね
ん

に
掛か

け
て
の
山さ
ん
よ
う陽
道ど
う

の
行こ
う

、
及お
よ

び

五
十
三
の
安あ
ん
せ
い政
六
年ね
ん

に
於お

け
る
北ほ
く
り
く陸
道ど
う

の
行こ
う

を
終お
わ

れ
り
、
其そ

が
游ゆ
う
れ
き歷
中ち
ゅ
う

の
事じ
せ
き跡
は
、
亦ま
た

以も
っ

て

当と
う
じ時

の
文ぶ
ん
じ
ん人

生せ
い
か
つ活

が
如い

か何
な
る
者も
の

な
り
し
や
を
知し

る
に
足た

れ
り
。

　

游ゆ
う
れ
き歷
の
第だ
い

一
要よ
う

件け
ん

は
東と
う

道ど
う

主し
ゅ
じ
ん人
に
し
て
、
先せ
ん
よ
う容
を
為な

し
周し
ゅ
う
せ
ん旋
を
為な

す
者も
の

あ
ら
ざ
れ
ば
其そ
の

技ぎ

售う

れ
ず
、
久ひ
さ

し
く
私し
じ
ゅ
く塾

を
開ひ
ら

け
る
儒じ
ゅ
し
ゃ者

は
、
年と
し

を
経へ

る
に
随し
た
が

い
て
其そ

の
門も
ん
じ
ん人

諸し
ょ

州し
ゅ
う

に
散さ
ん

在ざ
い

す
る
よ
り
、
東と
う

道ど
う

の
主し
ゅ
じ
ん人
な
き
を
憂う
れ

え
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
如ご
と

き
も
亦ま
た

到い
た

る
処と
こ
ろ

に
門も
ん
じ
ん人
故こ
き
ょ
う郷
あ
り

て
周し
ゅ
う
せ
ん旋
懇こ
ん
と
う到
な
り
き
、
播ば
ん
び備
の
游ゆ
う

は
先ま

ず
播ば
ん
し
ゅ
う州
の
国く
に
か
ね包
に
至い
た

り
、
次つ
ぎ

に
備び
っ
ち
ゅ
う中
の
玉た
ま

島し
ま

に
游あ
そ

び
、
鴨か
も
か
た方

岡お
か
だ田

総そ
う

社し
ゃ

倉く
ら
し
き敷

等と
う

を
巡じ
ゅ
ん
ゆ
う游

し
て
約や
く

九
十
日
を
費つ
い
や

し
し
が
、
備び
ぜ
ん前

の
医い
し
ゃ者

に
偽ぎ
ひ
つ筆

の
上じ
ょ
う
ず手
あ
り
、
中な
か
ざ
わ澤
雪せ
つ

城じ
ょ
う

游ゆ
う
れ
き歷
せ
し
時と
き

、
其そ

の
書し
ょ

を
請こ

う
て
偽ぎ
ひ
つ筆
し
、
雪せ
つ

城じ
ょ
う

の
嘱た
の
み

を
受う

け

た
り
と
て
、
定て
い
が
く額

の
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

よ
り
廉れ
ん

に
売う

り
け
れ
ば
、
雪せ
つ

城じ
ょ
う

大だ
い

失し
っ
ぱ
い敗

を
為な

せ
し
こ
と
あ
り
、

此こ

の
医い
し
ゃ者
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
も
食く
い
も
の物
に
せ
ん
と
せ
し
を
、
土ど
じ
ん人
の
注ち
ゅ
う
い意
に
て
厄や
く

を
免ま
ぬ
が

れ
た
り
、
然さ

れ

ど
岡お
か
だ田
に
て
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
を
減げ
ん

じ
た
る
が
為た
め

に
、
玉た
ま

島し
ま

の
人ひ
と
ふ
へ
い

不
平
を
鳴な

ら
し
、
此こ

の
行こ
う

速す
み
や

か
に
去さ

つ
て
筆ふ
で

を
執と

る
勿な
か

れ
と
、
知ち
じ
ん人

に
忠ち
ゅ
う
こ
く告

せ
ら
れ
た
り
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

之こ
れ

に
懲こ

り
て
其そ

の
後の
ち

は

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



一
〇
〇

潤じ
ゅ
ん
れ
い例

を
一
定て
い

し
、
鉄て
つ
も
ん
げ
ん

門
限
と
称し
ょ
う

し
て
其そ

の
額が
く

を
減げ
ん

ぜ
ざ
り
き
。

　

山さ
ん
い
ん陰

の
游ゆ
う
れ
き歷

に
、
作さ
く
し
ゅ
う州

津つ

山や
ま

に
て
は
小お
は
ら原

竹ち
く
こ
う香

（
称し
ょ
う

愼し
ん
た
ろ
う

太
郎
）
尤も
っ
と

も
周し
ゅ
う
せ
ん旋

に
力つ
と

め

つ
、
土ど
じ
ん人

旭き
ょ
く
そ
う荘

を
称し
ょ
う

し
て
東と
う
ら
い来

先せ
ん
せ
い生

と
云い

い
、
学が
く
も
ん問

文ぶ
ん
し
ょ
う章

は
一
時じ

に
冠か
ん
ぜ
つ絶

せ
る
も
、
其そ

の

書し
ょ

は
我わ

が
竹ち
く
こ
う香
先せ
ん
せ
い生
の
下し
も

に
在あ

り
と
云い

い
け
れ
ば
、
竹ち
く
こ
う香
我わ

れ
を
愚ぐ
ろ
う弄
す
と
怒い
か

り
し
も
可お

か笑

し
、
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
は
小し
ょ
う
ち
く竹
の
例れ
い

に
因よ

る
べ
し
と
、
竹ち
く
こ
う香
宣せ
ん
げ
ん言
し
け
る
も
、
漫ま
ん
ゆ
う游
の
事こ
と

な
れ
ば
二
割わ
り

を
減げ
ん

ぜ
ら
れ
た
し
と
値ね

切ぎ

る
も
あ
り
、
七
月
末ま
つ

に
大お
お
さ
か阪

を
立た

ち
、
伯は
く
し
ゅ
う州

の
船ふ
な
か
み
や
ま

上
山
に
名な

和わ

氏し

を
弔と
む
ら

い
、
雲う
ん
し
ゅ
う
ま
つ
え

州
松
江
よ
り
杵き
つ
き築
に
至い
た

り
て
大お
お
や
し
ろ社
を
拝は
い

し
、
九
月
の
末す
え

に
雲う
ん
し
ゅ
う州
を
発は
っ

せ

ん
と
し
て
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

を
会か
い
け
い計

せ
し
に
、
二
百
余よ

金き
ん

を
贏あ
ま

し
得え

た
り
、
雲う
ん
し
ゅ
う州

に
て
商し
ょ
う
に
ん人

某ぼ
う

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
書し
ょ

六
十
枚ま
い

を
乞こ

い
、
金き
ん

五
両り
ょ
う

二
歩ぶ

を
約や
く
そ
く束
し
て
其そ

の
儘ま
ま

立た
ち
ぎ消
え
し
こ
と
も
あ
り
し
か
ど
、

石い
わ
み
ぎ
ん
ざ
ん

見
銀
山
を
経へ

て
十
二
月
の
末す
え

に
こ
そ
大お
お
さ
か阪
に
帰き
ち
ゃ
く着
し
た
れ
ば
、
猶な
お

余あ
ま

し
得え

し
所と
こ
ろ

の
者も
の

多お
お

か

り
し
な
る
べ
し
、
此こ

の
行こ
う

の
一
大だ
い
こ
う
さ
い

光
彩
は
、
雲う
ん
し
ゅ
う州

神し
ん
き
き
ょ
う

亀
峡
の
游ゆ
う
き記

な
り
、
惜お

し
い
哉か
な

世よ

に
出い

で
ざ
り
し
が
為た
め

に
、
山さ
ん
よ
う陽
の
耶や
ば
け
い

馬
渓
に
於お

け
る
が
如ご
と

き
能あ
た

わ
ざ
り
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
後の

ち
越え
ち
ぜ
ん前
福ふ
く
い井

に
て
孝こ
う
け
ん
じ

顕
寺
の
雪せ
っ
そ
う爪

禅ぜ
ん
し師

の
為た
め

に
、
神し
ん
き
き
ょ
う

亀
峡
の
図ず

を
屏び
ょ
う
ぶ風

に
畫え
が

け
り
、
知し

ら
ず
今い
ま

も
有あ

り
や

無な

し
や
。

　

山さ
ん
よ
う陽
道ど
う

の
游ゆ
う

は
、
播ば
ん
し
ゅ
う州
に
て
河こ
う
の野
鐡て
つ
と
う兜
を
主し
ゅ

と
し
、
安あ

き芸
竹た
け
は
ら原
に
て
日ひ
だ
か高
涼り
ょ
う
だ
い臺
を
主し
ゅ

と

し
、
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州

に
入い
っ

て
は
先ま

ず
坪つ
ぼ
い井

顔が
ん
ざ
ん山

、
山や
ま
も
と本

春し
ゅ
ん
て
い亭

を
訪と

い
し
が
、
土つ
ち
や屋

簫し
ょ
う
か
い海

（
矢や
の
す
け

之
助
）

周し
ゅ
う
せ
ん旋
尤も
っ
と

も
力つ
と

め
た
り
き
、
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州
に
は
修し
ゅ
ぎ
ょ
う
や
ど

行
宿
と
て
藩は
ん

立り
つ

の
客き
ゃ
く
か
ん館
あ
り
、
武む
し
ゃ
し
ゅ
ぎ
ょ
う

者
修
行
及お
よ

び
游ゆ
う
れ
き歷

の
儒じ
ゅ
せ
い生

を
宿し
ゅ
く
は
く泊

せ
し
む
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

修し
ゅ
ぎ
ょ
う
や
ど

行
宿
に
入い

り
し
に
、
楼ろ
う
じ
ょ
う上

に
は
剣け
ん
き
ゃ
く客

来ら
い

宿し
ゅ
く

し
居い

た
る
が
為た
め

に
、
楼ろ
う
か下
の
一
室し
つ

を
借か

れ
り
、
是こ
れ

よ
り
先さ

き
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
江え

ど戸
に
て
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州

邸て
い

に
出で
い
り入
し
、
村む
ら
た田
四し
ろ
ざ
え
も
ん

郎
左
衛
門
（
後の
ち

に
織お
り
べ部
号ご
う

淸せ
い
ふ
う風
）
初は
じ

め
懇こ
ん
し
ん親
の
人ひ
と
び
と々

も
多お
お

か
り
し
よ

り
、
此こ

の
行こ
う

亦ま
た

頗す
こ
ぶ

る
優ゆ
う
ぐ
う遇

せ
ら
れ
、
萩は
ぎ

藩は
ん

の
諸し
ょ

文ぶ
ん

学が
く

は
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
藩は
ん

学が
く

明め
い
り
ん
ど
う

倫
堂
に
延ひ

き
て
公こ
う

讌え
ん

を
張は

れ
り
、
学が
く

監か
ん

神か
み

名な

宇う

え

も

ん

右
衛
門
を
初は
じ

め
、
宍し
し
ど戸
直な
お
の
り紀
、
小こ
く
ら
し
ょ
う
ぞ
う

倉
尚
藏
、
椋む
く
な
し
と
う
た

梨
藤
太
等ら

来ら
い
か
い会
し
、

山や
ま
が
た
し
ゅ
う
な
ん

縣
周
南
の
孫ま
ご

な
る
大た
い
か華

（
名な

文ぶ
ん
し
ょ
う祥

）
の
子こ

山や
ま
が
た縣

半は
ん
ぞ
う藏

も
亦ま
た

在あ

り
、
会か
い

す
る
者も
の

総す
べ

て
十
余よ

人に
ん

、
酒し
ゅ
か
ん
い
ん

間
韻
を
鬮く
じ

し
て
詩し

を
賦ふ

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
詩し

に
云い
わ

く
、

　
　

講
堂
開
レ
宴
雨
来
時
。
半
是
新
知
半
旧
知
。
竹
外
残
紅
桃
色
湿
。

　
　

池
頭
嫩
錄
柳
篠
垂
。
朝
聞
猛
士
鳴
二
鐘
太
皷
一
。
暮
見
名
儒
習
二

　
　

礼
儀
一
。
文
事
果
然
兼
二
武
備
一
。
豈
無
三
良
策
伏
二
胡
夷
一
。

是こ

れ
一
個こ

売ば
い

書し
ょ

の
游ゆ
う
れ
き歴

文ぶ
ん
じ
ん人

と
し
て
待た
い
ぐ
う遇

せ
ら
れ
し
に
あ
ら
で
、
堂ど
う
ど
う々

た
る
儒じ
ゅ
し
ゃ者

と
し
て
の

礼れ
い

を
以も
っ

て
迎む
か

え
し
者も
の

な
り
、
而し
か

し
て
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
詩し

も
亦ま
た

立り
つ
げ
ん
た
い

言
体
を
得え

て
、
後こ
う
は
ん半
尤も
っ
と

も
佳か

な
り
、

諸し
ょ

儒じ
ゅ

伝で
ん
か
ん観
し
て
如い
か
ん何
の
評ひ
ょ
う

を
か
為な

し
け
ん
、
是こ

れ
よ
り
教お
し
え

を
受う

け
字じ

を
乞こ

い
し
者も
の

も
亦ま
た

多お
お

く
、
当と
う
じ時

志し

し士
の
領り
ょ
う
し
ゅ
う袖

な
る
吉よ
し
だ田

松し
ょ
う
い
ん陰

（
此こ

の
時と
き

大だ
い
じ
ろ
う

次
郎
と
称し
ょ
う

す
後の

ち
寅と
ら
じ
ろ
う

次
郎
）
の
如ご
と

き
も
、
亦ま
た

土つ
ち
や屋

肅し
ゅ
く
か
い海

を
介か
い

し
て
疑う
た
が

い
を
質た
だ

し
又ま
た

は
伊い
そ
ぷ
も
の
が
た
り

娑
菩
喩
言
を
贈お
く

れ
り
、
其そ

の
余よ

知し

る

べ
し
、
此こ

の
行こ
う

十
月
大お
お
さ
か阪

を
立た

ち
て
、
翌よ
く

年ね
ん

四
月
日ひ

た田
に
着つ

き
し
に
、
二
百
八
十
三
両り
ょ
う

余よ

を

余あ
ま

せ
し
こ
と
前ま
え

に
も
記し
る

せ
り
、
蓋け
だ

し
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

よ
り
も
待た
い
ぐ
う遇

の
上う
え

に
於お
い

て
成せ
い

功こ
う

せ
し
者も
の

な
り
。

●
亀
門
の
二
廣　
（
三
十
五
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
三
）

游ゆ
う
れ
き歴
（
下
）
▲
北ほ
く
り
く陸
の
游ゆ
う

▲
加か
え
つ越
の
逐ち
く
き
ゃ
く客
令れ
い

　

北ほ
く
り
く陸

の
游ゆ
う

は
、
先ま

ず
越え
ち
ぜ
ん前

敦つ
る
が賀

よ
り
府ふ
ち
ゅ
う中

鯖さ
ば

江え

大お
お
の野

勝か
つ
や
ま山

を
経へ

て
、
福ふ
く
い井

に
入い

り
、
横よ
こ
い井

小し
ょ
う

楠な
ん

に
招し
ょ
う
い
ん飲
せ
ら
る
、
日に
っ
き記
に
小し
ょ
う
な
ん楠
年と
し

五
十
一
二
、
進し
ん
し
あ
ん
し
ょ
う

止
安
詳
に
し
て
目も
く
げ
き撃
其そ

の
常じ
ょ
う

人じ
ん

に
非あ
ら

ざ
る
を
知し

れ
り
と
記し
る

し
、
井い
の
う
え
し
ょ
う
と
う

上
松
濤
（
称し
ょ
う
ご
う
す
け

剛
介
）
来き
た
り
み見
る
、
福ふ
く
い
だ
い

井
第
一
の
詩し
じ
ん人
な
り

と
あ
り
、
或あ
る
い

は
云い
わ

く
、
福ふ
く
い井

に
て
は
藩は
ん

士し

旭き
ょ
く
そ
う荘

待た
い
ぐ
う遇

の
礼れ
い

に
関か
ん

し
、
儒じ
ゅ
し
ゃ者

を
以も
っ

て
待ま

つ
べ

き
や
、
文ぶ
ん
じ
ん人
を
以も
っ

て
待ま

つ
べ
き
や
と
問と

い
し
に
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
文ぶ
ん
じ
ん人
の
待た
い
ぐ
う遇
を
望の
ぞ

め
り
と
云い

う
、

此こ

の
事こ
と

日に
っ
き記

に
は
見み

え
ず
、
蓋け
だ

し
儒じ
ゅ
し
ゃ者

を
待ま

つ
の
礼れ
い

は
、
之こ
れ

を
藩は
ん
が
く学

に
延ひ

き
て
書し
ょ

を
講こ
う

ぜ
し

め
、
酒さ
け

を
置お

き
て
詩し

を
賦ふ

す
る
な
ど
、
敬け
い
い
て
い
ち
ょ
う

意
鄭
重
な
れ
ば
、
其そ

の
人ひ
と

も
亦ま
た

潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
を
貪む
さ
ぼ

る
を

得え

ず
、
一
個こ
ゆ
う
れ
き

游
歴
の
文ぶ
ん
じ
ん人
な
れ
ば
、
斯か
か

る
鄭て
い
ち
ょ
う重
な
る
待た
い
ぐ
う遇
を
も
受う

け
ぬ
代か
わ
り

に
は
、
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
を

定さ
だ

め
て
書し
ょ

を
售う

る
な
り
、
此こ

の
説せ
つ

或あ
る
い

は
信し
ん

な
ら
ん
、
尋つ

ぎ
て
三み
く
に
ま
る
お
か

国
丸
岡
を
経へ

て
大だ
い
し
ょ
う
じ

聖
寺
に
入い

り
し
に
、
大だ
い
し
ょ
う
じ
は
ん

聖
寺
藩
の
慣か
ん
れ
い例
と
し
て
、
文ぶ
ん
じ
ん人
の
此こ

の
地ち

を
過よ
ぎ

る
者も
の

は
、
必か
な
ら

ず
書し
ょ
が畫
を
献け
ん

ぜ

し
む
る
よ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

例れ
い

に
仍よ
っ

て
書し
ょ

を
献け
ん

じ
た
り
き
、
山や
ま
し
ろ代

の
温お
ん
せ
ん泉

、
那な

た

じ
谷
寺
の
渓け
い
ざ
ん山

、

皆み
な
し詩
を
留と
ど

め
て
去さ

り
、
小こ
ま
つ松
の
郷き
ょ
う
こ
う校
に
書し
ょ

を
講こ
う

じ
、
松ま
つ
と
う仕
の
本ほ
ん
せ
い
じ

誓
寺
に
歳と
し

を
迎む
か

え
、
金か
な
ざ
わ沢
に

杖つ
え

を
留と
ど

む
る
こ
と
五
十
日
に
し
て
百
金き
ん

を
得え

、
北ほ
く

国こ
く
に
ん
じ
ょ
う

人
情
の
厚あ
つ

き
を
喜よ
ろ
こ

び
し
も
、
一
方ぽ
う

に

は
藩
老
本ほ
ん
だ
ぎ
ょ
う
ぶ

多
刑
部
の
為た
め

に
逐お
い
た
て立

て
ら
れ
て
、
誰
謂
泰
虎
狼
、
猶
停
逐
客
令
の
句く

あ
り
、
病
や
ま
い

と
称し
ょ
う

し
て
逗と
う
り
ゅ
う留
せ
し
に
、
病び
ょ
う
き気
な
ら
ば
門も
ん

を
出い

ず
可べ

か
ら
ず
と
あ
り
て
、
幽ゆ
う
し
ゅ
う囚
に
均ひ
と

し

き
を
嘆た
ん

じ
、
藩は
ん

に
抗こ
う
ち
ょ
く直

の
吏り

な
く
、
苛か
せ
い
せ
ん

政
鮮
を
烹に

る
が
如ご
と

し
と
罵の
の
し

れ
り
、
金か
な
ざ
わ沢

に
て
は

本ほ
ん
だ
ぎ
ょ
う
ぶ

多
刑
部
の
臣し
ん
た
か
ざ
わ
き
く
か
ん

高
澤
菊
澗
を
主し
ゅ

と
し
た
り
し
が
、
然し
か

る
べ
き
士し
じ
ん人
は
来き
た
り
ま
み見
え
ざ
り
し
が
如ご
と

し
、

越え
つ
ち
ゅ
う
た
か
お
か

中
高
岡
に
入い
り

り
て
は
、
逐ち
く
き
ゃ
く客
の
令れ
い
さ
ら更
に
厳げ
ん

な
り
、
蓋け
だ

し
江え

ど戸
に
大た
い
ろ
う老
井い

い伊
掃か
も
ん部
頭の
か
み

の
変へ
ん

あ
り
し
よ
り
、
旅り
ょ
じ
ん人

の
詮せ
ん
ぎ
き
び

議
厳
し
く
、
旅り
ょ
か
ん館

に
逗と
う
り
ゅ
う留

す
る
を
得え

ず
、
病や
ま
い

と
称し
ょ
う

し
て
無む
じ
ゅ
う住

の
尼に
あ
ん菴
に
滞た
い
ざ
い在
せ
り
、
氷ひ

み見
に
入い
り

り
て
は
、
小こ
す
ぎ
ぶ
ぎ
ょ
う
い
ま
む
ら
ご
ろ
う

杉
奉
行
今
村
五
郎
よ
り
一
遍ぺ
ん

の
触ふ
れ

を
下く
だ

せ
り
、

大た
い
い意

に
云い
わ

く
、
豊ぶ
ん
ご
じ
ん

後
人
旭き
ょ
く
そ
う荘

と
い
う
も
の
、
儒じ
ゅ

に
似に

て
儒じ
ゅ

に
非あ
ら

ず
、
書し
ょ

を
売う

る
を
業ぎ
ょ
う

と

し
、
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ
き
わ

筆
極
め
て
貴た
っ
と

し
、
人ひ
と
み
な
す

皆
棄
て
て
顧か
へ
り

み
ざ
る
べ
き
に
、
無む
し
き識
の
徒と

、
送そ
う
げ
い
あ
り

迎
蟻
の
羶せ
ん

を

逐お

う
が
如ご
と

し
、
近ち
か
ご
ろ比
逐ち
く
き
ゃ
く客
の
令れ
い
く
だ下
り
た
れ
ば
、
此こ
れ
ら
ひ
と

等
人
を
惑ま
ど

わ
す
も
の
速す
み
や

か
に
放ほ
う
ち
く逐
す
べ

し
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

笑わ
ら

っ
て
、
宋そ
う

が
蘇そ
こ
う黄

の
文も
ん
じ字

を
禁き
ん

じ
て
、
人ひ
と

益
ま
す
ま
す

之こ
れ

を
貴た
っ
と

び
し
が
如ご
と

く
な
ら



一
〇
一

ん
の
み
と
云い

え
り
し
も
、
又ま
た
り
ょ旅

館か
ん

に
逗と
う
り
ゅ
う留

す
る
を
得え

ず
し
て
寺て
ら

を
借か

れ
り
、
遂つ
い

に
能の
と
な
な
お

登
七
尾

に
游あ
そ

び
、
総そ
う
じ
じ

持
寺
に
詣い
た

り
、
再ふ
た
た

び
越え
つ
ち
ゅ
う中

の
氷ひ
み
ふ
し
き

見
伏
木
を
過す

ぎ
、
東ひ
が
し
い
わ
せ

岩
瀬
よ
り
神じ
ん
つ
う
が
わ

通
川
を
遡
さ
か
の
ぼ

り
て
富と
や
ま山

に
入い

り
し
が
、
旅り
ょ
し
ゅ
く宿

の
門も
ん
び楣

に
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

が
鼬い
た
ち
が
わ
し
ゅ
ろ
う

川
酒
楼
の
詩し

に
次じ
い
ん韻

し
た
る
一
絶ぜ
つ

を
貼は

る
者も
の

あ
り
、
辞じ
し
ゅ
う
て
い

醜
詆
を
極き
わ

め
た
り
、
結け
つ

二
句く

に
曰い
わ

く
、
字
似
二
斃
蛇
一
詩
乳
臭
、
厚
顔
敢

過
神
通
橋
と
、
是こ

れ
藩は
ん
じ
ゅ
き
ょ
う
ぼ
う

儒
杏
某
が
一
派ぱ

の
所し
ょ

為い

た
り
と
聞き

こ
え
た
り
、
時と
き

に
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
友と
も

な

る
藩は
ん
じ
ゅ
お
お
の
き
ん
い
ち
ろ
う

儒
大
野
欽
一
郎
、
譴と
が
め

を
被こ
お
む

り
て
幽ゆ
う

せ
ら
れ
、
相あ
い
み見

る
を
得え

ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

一
絶ぜ
つ

を
賦ふ

し

て
寄き

じ示
せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
老ろ
う
せ
い成
、
人ひ
と

と
短た
ん
ち
ょ
う長
を
争あ
ら
そ

わ
ざ
り
し
も
、
藩は
ん

の
学が
く
か
ん
せ
い
ひ

館
生
日
に
旭き
ょ
く
そ
う荘
の

釁き
ん

を
伺う
か
が

う
と
聞き

き
、
人ひ
と
こ
れ之

を
招ま
ね

く
も
酒し
ゅ
う
ろ
う
ぎ
せ
き

楼
妓
席
に
近ち
か

づ
く
か
ず
、
此こ

の
游ゆ
う
ふ
く
い

福
井
大お
お
の
か
つ
や
ま

野
勝
山

大だ
い
し
ょ
う
じ
と
う

聖
寺
等
は
、
到い
た

る
処と
こ
ろ

士し
じ
ん

人
の
来き
た

り
見み

る
者も
の

多お
お

く
、
東そ
く
し
ゅ
う修
を
行お
こ
な

う
者も
の

も
亦ま
た

尠す
く
な

か
ら
ざ
り

し
も
、
金か
な
ざ
わ沢
に
至い
た

り
て
は
訂て
い
こ
う
や
や
す
く
な

交
差
少
く
、
富と
や
ま山
の
如ご
と

き
は
一
人に
ん

の
来き
た

り
て
浅せ
ん
し
ん深
を
窺う
か
が

う
者も
の

な
く
、
且か
つ

逐ち
く
き
ゃ
く客

の
令れ
い

に
す
ら
遇あ

え
り
、
蓋け
だ

し
加か
え
つ越

は
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
陳ち
ん
さ
い蔡

な
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
此こ

の
行こ
う
え
ち
ご

越
後
に
入い

ら
ん
と
志
こ
こ
ろ
ざ

し
し
も
果は
た

さ
ず
、
游ゆ
う
れ
き歴
に
は
従じ
ゅ
う
し
ゃ者
を
大た
い
や
く役
と
為な

す
、

師し

に
代か
わ

り
て
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

の
応お
う
た
い対

に
当あ
た

り
、
師し

の
為た
め

に
侮
あ
な
ど
り

を
禦ふ
せ

ぎ
、
会か
い
け
い計

理り
そ
う装

一
切さ
い

の
用よ
う

を
為な

す

等と
う

、
世せ
い
こ故
に
慣な

れ
た
る
者も
の

な
ら
で
は
叶か
な

わ
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
遂つ
い

に
従じ
ゅ
う
し
ゃ者
な
き
に
苦く
る
し

み
て
越え
ち
ご
い
き

後
行
を

中ち
ゅ
う
し止
し
、
富と
や
ま山
よ
り
飛ひ

だ騨
の
高た
か
や
ま山
に
入い

り
、
途と
ち
ゅ
う中
渓け
い
ざ
ん山
の
勝し
ょ
う

は
、
紀き

の
九き
ゅ
う
り里
渓け
い
う
ん雲
の
神し
ん
き
き
ょ
う

亀
峡

に
譲ゆ
づ

ら
ず
と
称し
ょ
う

せ
り
、
高た
か
や
ま山

の
人に
ん
じ
ょ
う情

樸ぼ
く
じ
つ実

、
越え
つ
ち
ゅ
う中

に
比ひ

し
て
天て
ん
え
ん
た
だ

淵
啻
な
ら
ざ
る
に
別べ
つ

を
惜お

し
み
、
萬ま
ん
え
ん延
元が
ん
ね
ん年
の
九
月
末ま
つ

に
大お
お
さ
か阪
に
帰か
え

れ
り
、
客か
く
ね
ん年
五
月
家い
え

を
出い

で
て
よ
り
此こ
こ

に
至い
た

り
て

五
百
二
十
余よ
じ
つ日

な
り
。

　

四
十
六
の
播ば
ん
び
ゆ
う
れ
き

備
游
歴
に
は
、
屏び
ょ
う
ぶ風
一
双そ
う

五
百
匹ぴ
き

の
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆
な
り
し
が
、
北ほ
く
り
く陸
の
行こ
う

に
至い
た

り
て

は
、
屏び
ょ
う
ぶ風
一
双そ
う

二
両り
ょ
う

に
飛ひ
と
う騰
せ
り
、
例れ
い

に
因よ
っ

て
減げ
ん
が
く額
を
乞こ

う
者も
の

あ
る
も
、
鉄て
つ
も
ん
げ
ん

門
限
を
破や
ぶ

ら

ず
、
加か
え
つ越

の
野や

に
困く
る

し
み
し
も
、
字じ

を
乞こ

う
者も
の

甚は
な
は

だ
多お
お

く
、
大お
お
さ
か阪

に
帰か
え

る
や
金き
ん

七
百
両り
ょ
う

を

郷き
ょ
う
り里
に
送お
く

り
て
富ふ

か家
に
託た
く

せ
り
、
此こ

の
行こ
う

の
贏あ
ま

し
得え

し
所と
こ
ろ

蓋け
だ

し
千
金き
ん

に
近ち
か

か
り
け
ん
、
彼か
れ

は

郷き
ょ
う
じ
ん人

に
命め
い

じ
て
厚こ
う

利り

を
貪む
さ
ぼ

る
勿な
か

れ
と
云い

い
、
北ほ
く
ゆ
う游

多た
し
ょ
う少

の
金か
ね

を
獲え

し
も
、
亦ま
た

長ち
ょ
う
し
ゅ
ん春

（
父ち
ち

）

文ぶ
ん
げ
ん玄
（
淡た
ん
そ
う窓
）
二
君く
ん

の
余よ
け
い慶
な
り
と
称し
ょ
う

し
、
此こ

の
金か
ね
し
ょ
う生
ず
る
所と
こ
ろ

の
利り
し
ち
ゅ
う

子
中
よ
り
、
毎ま
い
げ
つ月

幾い
く
ば
く何
を
寡か
そ
う嫂
（
淡た
ん
そ
う窓
の
妻つ
ま

）
に
奉ほ
う

じ
た
る
が
如ご
と

き
、
亦ま
た

忠ち
ゅ
う
こ
う厚
の
至い
た
り

な
り
、
要よ
う

す
る
に
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
潤じ
ゅ
ん

を
貪む
さ
ぼ

ら
ざ
り
し
に
非あ
ら

ず
、
然し
か

れ
ど
も
此こ

は
文ぶ
ん
じ
ん
せ
い
か
つ

人
生
活
の
常つ
ね

と
し
て
己や

む
を
得え

ざ
り
し

所と
こ
ろ

な
ら
ん
、
而し
か

し
て
其そ

の
所し
ょ
い為
は
情じ
ょ
う
り理
を
守ま
も

り
て
儒じ
ゅ
は
ん範
を
逸い
っ

せ
ざ
り
し
を
多た

と
す
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
六
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
四
）

交こ
う
ゆ
う游

（
一
）
▲
井い
の
う
え
そ
う
し
ゅ
う

上
総
州
と
長ち
ょ
う
し
ゅ
う
じ
ん

州
人
▲
筒つ
つ
い
ら
ん
け
い

井
鑾
溪
の
皺し
わ
づ
ら面

▲
川か
わ
じ
さ
え
も
ん

路
左
衛
門
の
恭き
ょ
う
け
ん謙

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
交こ
う
ゆ
う游

甚は
な
は

だ
広ひ
ろ

し
、
其そ

の
交こ
う
ゆ
う游

を
叙じ
ょ

す
れ
ば
、
以も
っ

て
略ほ
ぼ

天て
ん
こ
う
か
あ
ん

弘
嘉
安
の
際さ
い

に
於お

け
る

学が
く
し
ゃ者

文ぶ
ん
じ
ん人

の
消し
ょ
う
そ
う息

を
も
窺う
か
が

う
を
得う

べ
し
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
曰い
わ

く
、
予よ

交
ま
じ
わ
り

を
当と
う
せ
い世
の

君く
ん
し子
に
納い

る
る
少す
く
な

か
ら
ず
、
年と
し

十
七

初は
じ

め
て
昭し
ょ
う
よ
う陽

先せ
ん
せ
い生

に
謁え
っ

し
、
十
九
の

年と
し

は
樺か
ば
や
ま山
石せ
き
り
ょ
う梁
先せ
ん
せ
い生
、
二
十
一
の

年と
し

は
菅か
ん
ち
ゃ
ざ
ん

茶
山
先せ
ん
せ
い生

、
賴ら
い
き
ょ
う
へ
い

杏
坪
先せ
ん
せ
い生

、

二
十
九
の
年と
し

は
古こ
が
こ
く
ど
う

賀
穀
堂
先せ
ん
せ
い生
、
三
十

の
年と
し

は
篠し
の
ざ
き
し
ょ
う
ち
く
お
う

崎
小
竹
翁
、
三
十
一
の
年と
し

は
簡か
ん
ど
う
は
く
ら
く
ん

堂
羽
倉
君
、
松ま
つ
ざ
き
こ
う
ど
う

崎
慊
堂
先せ
ん
せ
い生

、

佐さ
と
う
い
っ
さ
い

藤
一
齋
先せ
ん
せ
い生
、
古こ
が
ど
う
あ
ん

賀
侗
菴
先せ
ん
せ
い生
、
前ぜ
ん
さ
い
し
ゅ
せ
い
か
く
こ
う

祭
酒
靖
恪
公
（
述じ
ゅ
っ
さ
い齋
）、
今い
ま
さ
い
し
ゅ
ぐ
う
こ
う
こ
う

祭
酒
藕
潢
公
（
檉て
い
う宇
）、

岡お
か
も
と
か
て
い
く
ん

本
華
亭
君
、
三
十
六
の
年と
し

は
朝あ
さ
か
わ
ぜ
ん
あ
ん
お
う

川
善
菴
翁
、
三
十
七
の
年と
し

は
坪つ
ぼ
い井

誠せ
い
け
ん軒

翁お
う

、
四
十
の
年と
し

は

総そ
う
し
ゅ
う州
井い
の
う
え
く
ん

上
君
、
鑾ら
ん
け
い
つ
つ
い
く
ん

溪
筒
井
君
な
り
、
其そ
の

他た

遇あ

う
所と
こ
ろ

の
文ぶ
ん
し士
は
、
江え

ど戸
に
て
は
安あ
さ
か
こ
ん
さ
い

積
艮
齋
、

齋さ
い
と
う藤
拙せ
つ
ど
う堂
、
大お
お
つ
き
ば
ん
け
い

槻
盤
溪
、
野の

だ田
笛て
き
ほ浦
、
澤さ
わ
ゆ
う
ざ
ん

熊
山
、
梁や
な
が
わ
せ
い
が
ん

川
星
巖
、
菊き
く
ち池
五ご
ざ
ん山
、
塩し
お
の
や
こ
う
ぞ
う

谷
弘
藏
、

京け
い
し師

に
て
は
中な
か
じ
ま
そ
う
け
ん

島
棕
軒
、
梅う
め
つ
じ辻

春し
ゅ
ん
し
ょ
う樵

、
仁に
し
な
は
く
こ
く

科
白
谷
、
芸げ
い
し
ゅ
う州

に
て
は
坂さ
か
い
こ
ざ
ん

井
虎
山
、
肥ひ
ぜ
ん前

に
て
は
草く
さ
ば
は
い
せ
ん

塲
佩
川
、
紀き
し
ゅ
う州
に
て
は
菊き
く
ち池
溪け
い
き
ん琴
、
医い
じ
ん人
は
多た

き紀
法ほ
う
い
ん印
君く
ん

、
松し
ょ
う
え
ん園
塩し
お
だ
く
ん

田
君
、

伊い
と
う
ち
ゅ
う
さ
い

東
冲
齋
、
新し
ん
ぐ
う
り
ょ
う
て
い

宮
凉
庭
、
奇き
じ
ん人

は
髙た
か
し
ま
し
ゅ
う
は
ん

島
秋
帆
、
佐さ
く
ま
し
ょ
う
ざ
ん

久
間
象
山
、
秋あ
き
も
と
ひ
で
ぞ
う

元
秀
藏
、
鈴す
ず
き
し
ゅ
ん
ざ
い

木
春
山
、

村む
ら
た
お
り
べ

田
織
部
、
川か
わ
に
し
か
く
す
け

西
確
助
等ら

な
り
と
、
以い
じ
ょ
う上
列れ
っ
き
ょ
う挙
せ
し
人ひ
と
び
と々

は
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
夢む

が寐
忘わ
す

れ
ざ
る
所
と
こ
ろ

の
師し
ゆ
う友
な
る
べ
し
、
而し
か

し
て
予よ

既す
で

に
略ほ
ぼ

其そ

の
交こ
う
じ
ょ
う情
を
叙じ
ょ

せ
し
も
あ
り
、
今い
ま

未い
ま

だ
其そ

の
交こ
う

に
叙じ
ょ

し
及お
よ

ば
ざ
り
し
者も
の

、
及お
よ

び
面お
も
し
ろ白

き
逸い
つ
わ話

を
錄ろ
く

せ
ん
。

　

井い
の
う
え
そ
う
し
ゅ
う

上
総
州
（
名な
し
ゅ
う
え
い

秀
栄
）
は
幕ば
く
し
ん臣
な
り
、
徒か

ち士
よ
り
起お
こ

り
て
勘か
ん
じ
ょ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

定
奉
行
と
為な

り
、
備び
ぜ
ん
の
か
み

前
守

に
任に
ん

じ
、
天て
ん
か下

の
大た
い
け
い計

を
握に
ぎ

れ
り
、
日ひ
た
だ
い
か
ん

田
代
官
は
勘か
ん
じ
ょ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

定
奉
行
の
管か
ん
か下

な
る
よ
り
、
淡た
ん
そ
う窓

苗み
ょ
う
じ字

帯た
い
と
う刀
御ご
め
ん免
の
書か
き
つ
け付
に
、
井い
の
う
え
び
ぜ
ん
の
か
み
ど
の

上
備
前
守
殿
被お
お
せ
わ
た
さ
れ
そ
う
ろ
う

仰
渡
候
と
あ
る
は
此こ

の
人ひ
と

な
り
、
水み
づ
の野
越え
ち
ぜ
ん前

諸し
ょ
こ
う侯
の
封ほ
う
ゆ
う邑
を
移う
つ

さ
ん
と
す
る
を
争あ
ら
そ

う
て
聴き

か
れ
ず
、
越え
ち
ぜ
ん前
敗や
ぶ

れ
て
総そ
う
し
ゅ
う州
も
亦ま
た

罷や

め
ら
れ

た
り
、
其そ

の
著ち
ょ
し
ょ書

数す

百
巻か
ん

、
皆み
な

理り
ざ
い財

の
説せ
つ

な
る
が
、
羽は
く
ら倉

簡か
ん
ど
う堂

其そ

の
為ひ
と
と
な
り人

に
畏い
ふ
く服

し
て
一

代だ
い

の
人じ
ん
け
つ傑
と
為な

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
之こ
れ

と
相あ
い
み見
し
は
其そ

の
晩ば
ん
ね
ん年
に
し
て
、
総そ
う
し
ゅ
う州
待ま

つ
に
国こ
く
し士
を

以も
っ
て

せ
り
、
人ひ
と

旭き
ょ
く
そ
う荘

を
簡か
ん
ど
う堂

に
讒ざ
ん

す
る
や
、
総そ
う
し
ゅ
う州

簡か
ん
ど
う堂

に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
吾わ
れ

れ
年と
し

七
旬じ
ゅ
ん

を
過す

ぐ
、
人ひ
と

を
閲け
み

す
る
こ
と
寡す
く
な

か
ら
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
如ご
と

き
者も
の

海か
い
だ
い
い
く
に
ん

内
幾
人
ぞ
、
兄け
い

其そ

れ
惑ま
ど

う
勿な
か

れ
と
、

簡か
ん
ど
う堂
此こ
こ

に
於お
い

て
釈し
ゃ
く
ぜ
ん然
た
り
き
、
亦ま
た

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
知ち

き己
と
謂い

う
べ
し
、
総そ
う
し
ゅ
う州
官か
ん

に
在あ

り
し
時と
き

、

清せ
い
は
く白

自み
ず
か

ら
持じ

せ
り
、
一
日
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
聞き

く
兄け
い

長ち
ょ
う
し
ゅ
う州

人じ
ん

と
交ま
じ
わ

る
と
、
窃ひ
そ
か

に
其そ
の

林述斎
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）
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一
〇
二

欺あ
ざ
む

く
所と
こ
ろ

た
ら
ん
こ
と
を
恐お
そ

る
、
予よ

の
初は
じ

め
柄へ
い
よ
う用

せ
ら
る
る
や
、
長ち
ょ
う
じ
ん人

俸ほ
う
ろ
く禄

数す

百
口こ
う

を
贈お
く

ら

ん
と
す
、
予よ

じ辞
す
る
に
貴き
ほ
う俸

を
受う

け
ば
、
嫌け
ん

を
避さ

け
て
周し
ゅ
う
せ
ん旋

を
停と
ど

め
ざ
る
を
得え

ざ
る
を
以
も
っ
て

し
、
萩は
ぎ

侯こ
う

若も

し
某
そ
れ
が
し

が
愚ぐ
ち
ょ
う衷

を
鑑か
ん

せ
ば
、
後こ
う
ら
い来

退た
い
か
ん官

貧ひ
ん
こ
ん困

の
時と
き

に
賜た
ま

う
所と
こ
ろ

あ
れ
、
敢あ
え

て
辞じ

せ

ざ
る
べ
し
と
云い

い
し
に
、
長ち
ょ
う
じ
ん人
大お
お
い

に
悦よ
ろ
こ

び
、
異い
じ
つ日
緩か
ん
き
ゅ
う急
相あ
い

恤あ
わ
れ

む
べ
き
を
約や
く

せ
し
、
然し
か

る

に
某
そ
れ
が
し

の
貶へ
ん
ち
ゅ
つ黜
せ
ら
る
る
や
、
諸し
ょ
こ
う侯
或あ
る
い

は
窃ひ
そ
か

に
弔ち
ょ
う

す
る
も
の
あ
る
も
、
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州
人じ
ん

は
聞ぶ
ん
ち知

せ
ざ
る
者も
の

の
如ご
と

し
、
今い
ま

や
長ち
ょ
う
じ
ん人

令れ
い
ぶ
ん聞

を
売う

り
て
官か
ん
ち
ょ
う寵

を
得え

ん
と
欲ほ
っ

し
、
天て
ん
か下

の
俊し
ゅ
ん
け
つ傑

を
羅ら

し
て
其そ

の
邸て
い

に
游あ
そ

ば
し
む
、
兄け
い

も
亦ま
た

一
時じ

の
聞ぶ
ん
じ
ん人
な
る
を
以も
っ

て
款か
ん
せ
つ接
措お

か
ざ
る
も
、
豈あ
に

能よ

く

賢け
ん

を
用も
ち

い
ん
や
と
、
弘こ
う
か化

四
年ね
ん

三
月
十
七
日
歿ぼ
つ

す
、
年と
し

七
十
余よ

。

　

筒つ
つ
い
ら
ん
け
い

井
鑾
溪
（
名な
せ
い
け
ん

政
憲
、
字あ
ざ
な
し
こ
う

子
恒
、
称し
ょ
う
さ
ま
の
す
け

左
馬
助
、
後の
ち

左さ

じ

え

も

ん

治
右
衛
門
）
も
亦ま
た

幕ば
く
り吏
に
し
て
、

書し
ょ
い
ん院
番ば
ん
し士
よ
り
南み
な
み
ま
ち町
奉ぶ
ぎ
ょ
う行
に
進す
す

み
、
任に
ん
か
ん官
し
て
紀き
い
の伊
守か
み

と
称し
ょ
う

し
、
近こ
ん
ど
う
も
り
し
げ

藤
守
重
（
重じ
ゅ
う
ぞ
う藏
）

の
獄ご
く

を
決け
つ

し
て
名な

あ
り
、
川か
わ
じ
せ
い
ぼ

路
聖
謨
（
左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
）
と
共と
も

に
魯ろ

し使
と
折せ
つ
し
ょ
う衝

し
て
、
樺か
ら
ふ
と太

を

雑ざ
っ
き
ょ居
の
地ち

と
為な

せ
し
一
豪ご
う
け
つ傑
な
る
が
、
学が
く
も
ん問
富ふ
せ
ん瞻
に
し
て
尤も
っ
と

も
経け
い
せ
き籍
に
精く
わ

し
く
、
又ま
た

蔵ぞ
う
し
ょ書
多お
お

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
相あ
い
み見

し
は
弘こ
う
か化

二
年ね
ん

十
月
に
し
て
、
鑾ら
ん
け
い溪

七
十
二
の
時と
き

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
鑾ら
ん
け
い溪

に
向む
か
っ

か
っ
て
、
某
そ
れ
が
し

近き
ん
し
が
ん

視
眼
に
し
て
、
眼め
が
ね鏡
な
け
れ
ば
公こ
う

の
風ふ
う
さ
い采
分ぶ
ん
み
ょ
う明
な
ら
ず
と
云い

い
し

に
、
速す
み
や

か
に
眼め
が
ね鏡
を
掛か

け
た
ま
え
、
七
十
の
皺し
わ
づ
ら面
何な
ん

の
見み
ど
こ
ろ所
か
あ
る
べ
き
と
打う
ち
わ
ら笑
い
し
が
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
容よ
う
ぼ
う貌

清せ
い
く臞

辞じ
き
お
ん
が

気
温
雅
に
し
て
精せ
い
し
ん神

駿し
ゅ
ん
ぱ
つ発

と
評ひ
ょ
う

せ
り
、
此こ

れ
よ
り
縦
ほ
し
い
ま
ま

に
鑾ら
ん
け
い溪

の

蔵ぞ
う

を
借し
ゃ
く

読ど
く

し
つ
、
鑾ら
ん
け
い溪
又ま
た

梅ば
い
と
ん
し
し
ょ
う

墩
詩
鈔
に
序じ
ょ

し
た
り
き
、
安あ
ん
せ
い政
六
年ね
ん

六
月
卒そ
つ

す
、
年と
し

八
十
二
。

　

川か
わ
じ
さ
え
も
ん

路
左
衛
門
（
聖せ
い
ぼ謨

）
を
簡か
ん
ど
う堂

の
座ざ

に

見み

る
、
此こ

の
人ひ
と

簡か
ん
ど
う堂
の
父ち
ち

日ひ
た
だ
い
か
ん

田
代
官
た
り

し
時と
き

、
日ひ

た田
に
生う
ま

れ
し
人ひ
と

な
る
が
、
抜ば
っ
て
き擢

せ
ら
れ
て
任に
ん
か
ん官

す
る
に
至い
た

れ
り
、
簡か
ん
ど
う堂

日ひ

た田
に
生う
ま

れ
し
人ひ
と

の
任に
ん
か
ん官
は
、
二
百
年ね
ん
ら
い来

之こ
れ

あ
ら
ざ
る
べ
し
と
て
紹し
ょ
う
か
い介

し
け
る
が
、

左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
は
簡か
ん
ど
う堂
に
対た
い

し
て
、
猶な
お

故こ

り吏
の

礼れ
い

を
執と

れ
り
と
ぞ
、
其そ

の
後の
ち

も
江え

ど戸
大お
お
さ
か阪

に
て
屢
し
ば
し
ば

之こ
れ

と
相あ
い
み見

た
り
き
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
七
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
五
）

交こ
う
ゆ
う游

（
二
）
▲
五ご
ざ
ん山

の
御お

世せ

じ辞
▲
諸し
ょ
め
い
か

名
家
の
嘲ち
ょ
う
ば罵

▲
笛て
き
ほ浦

の
碁ご

と
蚊か

や帳
▲
象し
ょ
う
ざ
ん山

の
風ふ
う
さ
い采

▲

西せ
い
よ
う洋

通つ
う

　

江え

ど戸
に
て
羽は
く
ら倉

簡か
ん
ど
う堂

の
座ざ
じ
ょ
う上

に
一
老ろ
う
じ
ん人

を
見み

る
、
姓せ
い
め
い名

を
通つ
う

ず
れ
ば
則す
な
わ

ち
菊き
く
ち池

五ご
ざ
ん山

（
名な

桐と
う
そ
ん孫

、
字あ
ざ
な

無む
げ
ん絃

、
称し
ょ
う

左さ
だ
ゆ
う

太
夫
、
高た
か
ま
つ
の
ひ
と

松
人
）
な
り
、
五ご
ざ
ん山

時と
き

に
年と
し

七
十
八
、
猶な
お

五
六
十
の
人ひ
と

の
如ご
と

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
幼よ
う

よ
り
其そ
の

詩し
め
い名
を
聞き

き
し
人ひ
と

な
れ
ば
、
今い
ま

も
健け
ん
ぜ
ん全
如か
く
の
ご
と此
し
と
は
思お
も

わ
ざ
り

け
り
、
因よ
っ

て
詩し
ほ
う法
を
問と

い
し
に
、
先せ
ん
せ
い生
は
当と
う
だ
い代
の
韓か
ん
そ蘇
な
り
、
吾わ
れ

儕ら

詩し

を
売う

り
て
活か
つ

を
為な

す

者も
の

、
安
い
づ
く
ん

ぞ
敢あ
え

て
喙か
い

を
開ひ
ら

か
ん
と
謙け
ん

し
、
且か
つ

淡た
ん
そ
う窓

先せ
ん
せ
い生

は
予よ

の
欽き
ん
ぼ慕

す
る
所と
こ
ろ

、
其そ

の
詩し
そ
う鈔

一

本ぽ
ん

を
購あ
が
な

い
た
し
と
云い

い
け
る
よ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
願ね
が
わ

く
ば
一
本ぽ
ん

を
献け
ん

ぜ
ん
と
て
、
翌よ
く
じ
つ日
手し
ゅ
か
ん柬
に

添そ

え
て
之こ
れ

を
送お
く

れ
り
、
斯か

く
慇い
ん
ご
ん懃

を
尽つ
く

し
し
も
、
五ご
ざ
ん山

は
之こ
れ

を
受う

け
て
返へ
ん
じ事

だ
に
為な

さ
ざ
り

け
れ
ば
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
怒い
か

り
て
復ま

た
通つ
う

ぜ
ず
、
五ご
ざ
ん山
の
詩し

、
繊せ
ん
こ
う
ぞ
く
ち
ょ
う

巧
俗
佻
、
能よ

く
年ね
ん

少し
ょ
う

を
悦よ
ろ
こ

ば
し

め
て
大た
い
ほ
う方
に
取と

ら
れ
ず
、
近き
ん
じ時
江え

ど戸
詩し
ふ
う風
の
壊や
ぶ

れ
し
は
此こ

の
人ひ
と

の
力ち
か
ら

な
り
と
罵の
の
し

れ
り
。

　

当と
う
じ時

の
諸し
ょ
め
い
か

名
家
、
一
日じ
つ

簡か
ん
ど
う堂

氏し

に
会か
い

す
、
曰い
わ

く
角つ
の
だ
き
ょ
う
か

田
九
華
（
名な

簡か
ん

、
字あ
ざ
な

大た
い

可か

、

豊ぶ
ん
ご
の
ひ
と

後
人
）
時と
き

に
年と
し

六
十
、
曰い
わ

く
、
大お
お
つ
き
ば
ん
け
い

槻
盤
渓

（
以い
じ
ょ
う上
出ま
え
に
い
ず前
）
曰い
わ

く
佐さ
く
ま
し
ょ
う
ざ
ん

久
間
象
山
、（
名な

啓け
い

、

字あ
ざ
な

子し
て
き廸
、
一い
ち
ご
う
そ
う
ろ
う

号
滄
浪
、
信し
ん
し
ゅ
う
ま
つ
し
ろ
の
ひ
と

州
松
代
人
）、

曰い
わ

く
菊き
く
ち池

溪け
い
き
ん琴

、（
後の
ち

に
出い

ず
）、
曰い
わ

く

西に
し
じ
ま
ら
ん
け
い

島
蘭
溪
（
名な

長ち
ょ
う
そ
ん孫
、
字あ
ざ
な

元げ
ん
れ
い齢
、
称し
ょ
う

良り
ょ
う
す
け佐

、
江え
ど
の
ひ
と

戸
人
）
及お
よ

び
旭き
ょ
く
そ
う荘

な
り
、
蘭ら
ん
け
い溪

先ま

ず
去さ

る
、
座ざ

に
其そ
の

詩し

あ
り
、
衆し
ゅ
う
き
ゃ
く
で
ん
か
ん

客
伝
観
し
て
、
一
句く

の
妥だ
ち
ょ
う帖
な
る
者も
の

な
し
と
罵
の
の
し

り
、
冷れ
い
ひ
ょ
う
さ
か

評
盛
ん
に
起お
こ

り
し
が
、
時と
き

に
盤ば
ん
け
い溪
曰い
わ

く
、
近ち
か
ご
ろ比
旭き
ょ
く
そ
う荘
溪け
い
き
ん琴
と
墨す
み
だ
が
わ

田
川
に
游あ
そ

び
て
、

鵬ほ
う
さ
い
こ
く

齋
刻
す
る
所と
こ
ろ

の
詩し

ひ碑
を
読よ

み
し
が
、
此こ

の
詩し

よ
り
も
拙せ
つ
れ
つ劣

な
り
と
云い

う
、
簡か
ん
ど
う堂

其そ

の
詩し

を

問と

う
、
盤ば
ん
け
い溪
曰い
わ

く
、

　
　

長
堤
十
里
白
無
レ
痕
。
疑
是
澄
江
与
レ
月
渾
。
飛
蝶
正
迷
三
月
雪
。

　
　

香
風
十
里
水
晶
村
。

是こ

れ
鵬ほ
う
さ
い齋
の
詩し

な
り
、
其そ

の
門も
ん
じ
ん人
之こ
れ

に
跋ば
っ

し
て
、
先せ
ん
せ
い生
の
此こ

の
詩し

、
一
時じ

に
妙み
ょ
う
ぜ
つ絶
す
云う
ん
ぬ
ん々

と

あ
り
、
亦ま
た

甚は
な
は

だ
し
か
ら
ず
や
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

詩し

を
作つ
く

り
て
之こ
れ

を
嘲
あ
ざ
け
り

り
た
り
と
語か
た

れ
ば
、
簡か
ん
ど
う堂

又ま
た

其そ

の
詩し

を
問と

う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
乃す
な

ち
吟ぎ
ん

じ
て
曰い
わ

く
、

　
　

十
里
長
堤
一
片
碑
。
春
風
吹
老
落
花
枝
。
落
花
縦
是
深
三
尺
。

　
　

不
下
為
二
鵬
齋
一
埋
中
悪
詩
上
。

一
座ざ
た
い
し
ょ
う

大
笑
せ
り
、
其そ

の
後の
ち

塩し
お
だ
し
ょ
う
そ
ん

田
松
園
（
即す
な
わ

ち
旭き
ょ
く
そ
う荘
隣り
ん
け家
の
淳じ
ゅ
ん
あ
ん菴
、
名な

は
泰た
い

、
本ほ
ん
せ
い
み
や
が
わ
し

姓
宮
河
氏
、

幕ば
く

医い

塩し
お
だ
し

田
氏
を
嗣つ

ぐ
、明め
い
じ治

四
年
歿ぼ
つ

、年
六
十
七
）
及お
よ

び
溪け
い
き
ん琴・

盤ば
ん
け
い溪・

笛て
き
ほ浦

と
正し
ょ
う
ふ
く
じ

福
寺
に
游あ
そ

び
、

川路聖謨
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）

大槻磐渓
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）



一
〇
三

鵬ほ
う

齋さ
い

の
墓は
か

を
展て
ん

し
て
、
談だ
ん
ま
た
し
ひ

又
詩
碑
に
及お
よ

び
、
各か
く
し詩

を
賦ふ

し
て
之こ
れ

を
嘲あ
ざ
け

れ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

が
詩し

に

云い
わ

く
、

　
　

落
花
深
処
一
苔
碑
。
道
是
当
年
好
竹
枝
。
今
日
人
於
二
声
律
一
細
。

　
　

桜
堤
無
二
復
水
晶
詩
一
。

一ひ
と

た
び
は
可か

な
り
、
再
ふ
た
た
び

す
る
は
死し

し屍
を
鞭む
ち
う

つ
者も
の

、
稍や
や
け
い
は
く

軽
薄
を
嫌き
ら

う
も
亦ま
た

詩し
だ
ん壇
の
一
話わ
へ
い柄
な

り
。

野の

だ田
笛て
き
ほ浦
は
大お
お
さ
か阪
以い
ら
い来
の
交
ま
じ
わ
り

に
し
て
、
江え

ど戸
に
て
も
屢
し
ば
し
ば

相あ
い
お
う
ら
い

往
来
せ
り
、
笛て
き
ほ浦
棋き

を
善よ

く

し
て
初し
ょ
だ
ん段

と
称し
ょ
う

し
、
文ぶ
ん
じ
ん人

能よ

く
之こ
れ

と
抗こ
う

す
る
者も
の

な
く
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

棋き

を
好こ
の

み
し
が
、
其そ

の

敵て
き

に
あ
ら
ざ
り
し
が
如ご
と

し
、
一
日
旭き
ょ
く
そ
う荘
笛て
き
ほ浦
を
訪と

う
て
、
風ふ
う
う
よ
ふ

雨
夜
深
け
た
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
一
泊ぱ
く

せ
ん
こ
と
を
請こ

う
、
笛て
き
ほ浦
曰い
わ

く
、
某
そ
れ
が
し

固も
と
よ

り
留り
ゅ
う
し
ゅ
く宿
を
願ね
が

え
ど
も
、
唯た
だ
か
や

蚊
帳
な
き
を
憾う
ら

む
の

み
と
て
、
書し
ょ
せ
い生

を
貸か
し
も
の
や

物
屋
に
走は
し

ら
し
て
之こ
れ

を
借か

ら
ん
と
せ
し
も
、
皆み
な

貸か

し
尽つ
く

し
た
り
と
云い

う
、

笛て
き
ほ浦
思し
あ
ん案
し
て
、
一
策さ
く

あ
り
、
荊け
い

妻さ
い

と
下げ
じ
ょ女
と
同お
な

じ
蚊か

や帳
に
寝ね

さ
し
む
れ
ば
、
一
張ち
ょ
う

を
余あ
ま

し

得う

べ
し
、
緩ゆ
る

り
と
物も
の
が
た
り語

し
た
ま
え
と
云い

う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

恐き
ょ
う
し
ゅ
く
き
ょ
う
し
ゅ
く

縮
々
々
と
言い

ひ
つ
つ
、
鶏と
り

の
鳴な

く
比こ
ろ

ま
で
物も
の
が
た
り語
し
て
、
始は
じ

め
て
寝し
ん

に
就つ

き
た
り
と
ぞ
。

　

佐さ
く
ま
し
ょ
う
ざ
ん

久
間
象
山
と
は
、
江え

ど戸
に
て
菊き
く
ち地
溪け
い
き
ん琴
の
席せ
き
じ
ょ
う上
に
て
始は
じ
め

て
相あ
い
み見
し
が
、
日に
っ
き記
に

当と
う
じ
と
し

時
年
三
十
五
六
、
容よ
う
ぼ
う
ゆ
う
い

貌
雄
偉
に
し
て
、
喜よ
ろ
こ

ん
で
兵へ
い
ほ
う法

を
談だ
ん

じ
、
旁
か
た
わ
ら

蘭ら
ん
し
ょ書

を
読よ

み
て

快か
い
だ
ん
し

男
子
な
り
と
記し
る

せ
り
、其そ

の
後の
ち

簡か
ん
ど
う堂
の
雅が
か
い会
并な
ら
び

に
舟し
ゅ
う
ゆ
う游
に
も
、度た
び
た
び
ど
う
ざ

々
同
坐
し
て
交こ
う
か
ん驩
せ
り
、

一
日じ
つ

象し
ょ
う
ざ
ん山

が
阿お
た
ま玉

が
池い
け

の
僑き
ょ
う
き
ょ居

に
訪と

い
し
に
在あ

ら
ず
、
其そ

の
室し
つ

を
視み

る
に
、
塵じ
ん
あ
い埃

掃は
ら

わ
ず
、

槍そ
う
じ
ゅ
う
か
っ
ち
ゅ
う

銃
甲
冑
、
図と
し
ょ書
の
間あ
い
だ

に
狼ろ
う
ぜ
き藉
た
り
し
と
な
ん
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
松ま
つ
ざ
き
こ
う
ど
う

崎
慊
堂
を
訪と

い
し
時と
き

、
塩し
お
の
や
と
う
い
ん

谷
宕
陰
（
名な

世せ
い
こ
う弘
字あ
ざ
な

毅き

侯こ
う

江え

ど戸
人の
ひ
と

）
の
弟
お
と
う
と

塩し
お
の
や
き
ざ
ん

谷
簣
山

（
名な

誠せ
い

、
字あ
ざ
な

誠せ
い
し之

、
称し
ょ
う

量り
ょ
う
へ
い平

）
慊こ
う
ど
う堂

の
塾じ
ゅ
く

に
在あ

り
て
交こ
う

を
訂て
い

せ
し
が
、
宜ぎ
え
ん
も
ん
か

園
門
下
の

鈴す
ず
き
し
ゅ
ん
ざ
ん

木
春
山
も
亦ま
た

宕と
う
い
ん陰
の
門も
ん
じ
ん人
な
る
よ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
宕と
う
い
ん陰
と
も
亦ま
た

相あ
い
し識
り
て
往お
う
ら
い来
し
、
尤も
っ
と

も
其そ

の
文ぶ
ん

と
雅が
り
ょ
う量

と
に
服ふ
く

せ
り
、
宕と
う
い
ん陰

来ら
い
ほ
う訪

の
時と
き

に
酒さ
け

を
出い
だ

し
け
れ
ば
、
某
そ
れ
が
し

近ち
か
ご
ろ比

禁き
ん
し
ゅ酒

せ
り
と

て
飲の

ま
ざ
り
き
と
な
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
坪つ
ぼ
い
せ
い
け
ん

井
誠
軒
・
伊い
と
う
ち
ゅ
う
さ
い

藤
冲
齋
・

塩し
お
だ
し
ょ
う
え
ん

田
松
園
を
初は
じ

め
、
医い
り
ん林

の
交
ま
じ
わ
り

多お
お

し
、
大お
お
つ
き
し
ゅ
ん
さ
い

槻
俊
齋
（
名な

肇は
じ
め

、
字あ
ざ
な

仲ち
ゅ
う
び
ん敏
、

仙せ
ん
だ
い
の
ひ
と

台
人
、
幕ば
く
ふ
せ
い
よ
う
い
が
く
し
ょ
と
く
が
く

府
西
洋
医
学
所
督
学
、
文ぶ
ん
き
ゅ
う久

二
年
歿ぼ
つ
す

、
年と
し

五
十
七
）
杉す
ぎ
た
り
っ
け
い

田
立
卿
（
名な

予よ

、
号ご
う
き
ん
ち
ょ
う

錦
膓
、
小お
ば
ま浜
の
蘭ら
ん
い医
玄げ
ん
ぱ
く白
が
庶し
ょ
し子
、

弘こ
う
か化

二
年
歿ぼ
つ
す

、
年と
し

六
十
）
竹た
け
だ
げ
ん
ど
う

田
玄
同
（
名な

幹か
ん

、
越え
ち
ぜ
ん前

丸ま
る
お
か
の
ひ
と

岡
人
、
幕ば
く
ふ
せ
い
よ
う
い
が
く

府
西
洋
医
学
所し
ょ
ち
ょ
う長

、
明め
い
じ治

十
三
年
歿ぼ
つ
す

、
年と
し

七
十
六
）
箕み
つ
く
り
げ
ん
ほ

作
阮
甫

（
名な

虔け
ん
じ
ゅ孺

、
字あ
ざ
な

庠し
ょ
う
せ
い

西
、
津つ
や
ま
の
ひ
と

山
人
、
藩は
ん
が
く学

調ち
ょ
う
し
ょ所

教き
ょ
う
じ
ゅ授

、
文ぶ
ん
き
ゅ
う久

三
年
歿ぼ
つ
す

、
年と
し

六
十
五
）

宇う
た
が
わ
よ
う
あ
ん

田
川
榕
菴
（
名な

榕よ
う

、
大お
お
が
き
の
ひ
と

垣
人
、
幕ば
く
ふ
ほ
ん
や
く

府
翻
訳
の
功こ
う

を
賞し
ょ
う

し
て
俸ほ
う

を
賜た
ま

う
、
弘こ
う
か化

二
年
歿ぼ
つ
す

、

年と
し

四
十
九
）
等ら

と
善よ

し
、
皆み
な

蘭ら
ん

学が
く
し
ゃ者
な
れ
ば
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
其そ

の
訳や
く
し
ょ書
を
借し
ゃ
く
ど
く読
し
て
、
頗す
こ
ぶ

る
西せ
い
よ
う洋

の
事じ
じ
ょ
う情
を
も
研け
ん
き
ゅ
う究
し
た
り
し
が
如ご
と

し
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
八
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭き
ょ
く
そ
う荘
（
十
六
）

交こ
う
ゆ
う游
（
三
）
▲
篠し
の
ざ
き崎
小し
ょ
う
ち
く竹
と
訥と
つ
ど
う堂
▲
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
情じ
ょ
う
ぎ義

　

大お
お
さ
か阪

に
て
は
、
先せ
ん
ぱ
い輩

と
し
て
忘ぼ
う
ね
ん年

の
友と
も

と
し
て
、
交こ
う
じ
ょ
う情

最も
っ
と

も
密み
つ

な
り
し
は
篠し
の
ざ
き崎

小し
ょ
う
ち
く竹

な

り
、　

小し
ょ
う
ち
く竹
名な

を
成な

す
こ
と
甚は
な
は

だ
早は
や

く
、
化か
せ
い
ど

政
度
よ
り
天て
ん
ぽ
う
こ
う
か
か
え
い

保
弘
化
嘉
永
に
掛か

け
て
、
大お
お
さ
か阪

の
文ぶ
ん
が
く学

を
代だ
い

表ひ
ょ
う

せ
し
ほ
ど
に
、
儒じ
ゅ
か
い
せ
い
え
し
い
ん
じ
ん
し
ょ
り
ん
こ
と
う

家
医
生
畫
師
印
人
書
林
古
董
に
論ろ
ん

な
く
、
凡お
よ

そ
文ぶ
ん
が雅

の

道み
ち

に
携た
ず
さ

わ
る
ほ
ど
の
者も
の

は
、
来き
た

り
て
小し
ょ
う
ち
く竹
を
囲い
に
ょ
う繞
す
る
こ
と
、
衆し
ゅ
う
せ
い星
の
北ほ
く
と斗
に
向む
こ

う
が

如ご
と

く
な
り
き
、
小し
ょ
う
ち
く竹
は
希き

世せ
い

の
雄ゆ
う
さ
い才
な
り
、
其そ

を
し
て
学が
く
じ
ゅ
つ
ぶ
ん
し
ょ
う

術
文
章
に
専
も
っ
ぱ
ら

な
ら
し
め
ば
、

一い
っ
さ
い
こ
ん
さ
い

齋
艮
齋
の
徒と

も
北ほ
く
め
ん面

せ
ざ
る
を
得え

ざ
り
し
な
ら
ん
、
彼か
れ

の
不ふ
こ
う幸

は
早は
や

く
名な

を
成な

し
し
こ
と

な
り
、
之こ
れ

が
為た
め

に
応お
う
し
ゅ
う
も
ん
じ

酬
文
字
に
忙ぼ
う
さ
つ殺
し
て
、
序じ
ょ
ば
つ
だ
い
さ
ん

跋
題
賛
に
是こ

れ
日ひ

も
足た

ら
ず
、
之こ
れ

が
為た
め

に
年ね
ん

に
六
七
百
両り
ょ
う

の
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

を
得え

て
、
儒じ
ゅ
ち
ゅ
う中

の
鴻こ
う
の
い
け池

と
称し
ょ
う

せ
ら
れ
し
も
、（
越お
ち
こ
う
し
ゅ
う
と
う
ふ

智
高
洲
豆
腐
を

好こ
の

み
て
腐ふ
じ
ゅ儒
、
早は
や
の
は
ん
ど
う

野
反
堂
は
芋い
も

を
好こ
の

み
て
芋う
じ
ゅ儒
、
小し
ょ
う
ち
く竹
は
儒じ
ゅ
ち
ゅ
う中
の
鴻こ
う
の
い
け池
と
て
鴻こ
う
じ
ゅ儒
の
目も
く

あ

り
き
、）
其そ

の
業ぎ
ょ
う

は
荒す
さ

み
て
大だ
い
ち
ょ
じ
ゅ
つ

著
述
に
暇い
と
ま

あ
ら
ず
、
猶な
お

且か
つ

才さ
い

を
挟
さ
し
は
さ

み
て
大た
い
と都
に
拠よ

り
、

賴ら
い
さ
ん
よ
う

山
陽
と
互た
が
い

に
相あ
い
か
く
ち
く

角
逐
し
、
齋さ
い
と
う藤

拙せ
つ
ど
う堂

の
如ご
と

き
は
、
常つ
ね

に
田い
な
か舎

儒じ
ゅ
し
ゃ者

と
し
て
翻ほ
ん
ろ
う弄

せ
ら
れ
た

り
、
其そ

の
門も
ん

又ま
た

大た
い
さ
い才
を
出い
だ

し
、
安や
す
い
そ
く
け
ん

井
息
軒
の
如ご
と

き
も
其そ

の
塾じ
ゅ
く

に
在あ

る
こ
と
三
年
に
及お
よ

べ
り
、

亦ま
た

大お
お
さ
か阪

の
一
偉い
じ
ん人

に
非あ
ら

ず
や
。

　

小し
ょ
う
ち
く竹
旭き
ょ
く
そ
う荘
よ
り
長ち
ょ
う

ず
る
こ
と
二
十
六

歳さ
い

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
二
十
三
の
文ぶ
ん
せ
い政
十
一
年ね
ん

、

詩し
こ
う稿

を
小し
ょ
う

竹ち
く

に
送お
く

り
て
正せ
い

を
乞こ

い
し
に
、

小し
ょ
う
ち
く竹
一
見け
ん

し
て
称し
ょ
う

揚よ
う

措お

か
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
及お
よ

び
坂さ
か
い
こ
ざ
ん

井
虎
山
を
以も
っ

て
関か
ん

西さ
い

の
二
俊し
ゅ
ん

と
称し
ょ
う

せ

り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
大お
お
さ
か阪
に
於お
い

て
毀き
よ
あ
い
な
か
ば

誉
相
半
す
る
に

当あ
た

り
、
小し
ょ
う
ち
く竹
常つ
ね

に
力ち
か
ら

を
竭つ
く

し
て
回か
い

護ご

し
、

勝し
ょ
う
か
い会

あ
る
毎ご
と

に
、
必か
な
ら

ず
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
引ひ

き
て

竹田玄同
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）

篠崎小竹画像
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



一
〇
四

倶と
も

に
せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
名な

を
成な

す
や
、
江え

ど戸
に
於お
い

て
は
簡か
ん
ど
う堂

、
大お
お
さ
か阪

に
於お
い

て
は
小し
ょ
う
ち
く竹

の
力ち
か
ら

も

亦ま
た

多お
お

し
。

　

天て
ん
ぽ
う保

九
年ね
ん

の
秋あ
き

、
出い
ず
し石

の
桜さ
く
ら
い
い
ち
た
ろ
う

井
一
太
郎
は
、
小し
ょ
う
ち
く
ふ
し

竹
父
子
と
旭き
ょ
く
そ
う荘

及お
よ

び
後ご
と
う
し
ょ
う
い
ん

藤
松
陰
を
招ま
ね

き

て
、
月げ
つ
や
ふ
ね

夜
舟
を
淀よ
ど
が
わ川
に
泛う
か

べ
し
が
、
小し
ょ
う
ち
く竹
は
笛ふ
え

を
吹ふ

き
、
一い
ち
た
ろ
う

太
郎
は
笙し
ょ
う

を
吹ふ

け
り
、
時と
き

に

月つ
き
じ
ょ
う
と
う

城
東
に
出い

で
、
空く
う
め
い明
千
頃け
い

、
百
舟そ
う

の
燈と
う
こ
う光
と
相あ
い
え
い映
じ
て
昼ひ
る

の
如ご
と

し
、
献け
ん
し
ゅ
う酬
時と
き

を
移う
つ

し
て

舟ふ
ね

は
蜆し
じ
み
が
わ川

に
入い

り
、
更さ
ら

に
北ほ
く
り里

の
酒し
ゅ
ろ
う楼

に
飲の

め
り
、
小し
ょ
う
ち
く
ぎ
ん

竹
吟
じ
て
曰い
わ

く
。

　
　

生
来
五
十
八
年
秋
。
賞
レ
月
曽
無
二
此
盛
游
一
。
已
溯
二
流
光
一

　
　

破
二
萬
頃
一
。
更
携
二
紅
粉
一
登
二
層
楼
一
。

　

詩し
し
ゅ
ち
ょ
う
ち
く

酒
徴
逐
殆ほ
と
ん

ど
虛き
ょ
じ
つ日
な
く
、
相あ
い
た
ず
さ携
え
て
箕み
の
お面
の
紅も
み
じ葉
を
賞し
ょ
う

し
、
多た

だ田
の
渓け
い
ざ
ん山
を
探さ
ぐ

り
、

清せ
い
ゆ
う游
高こ
う
き
ょ
う興
、
亦ま
た

一い
ち
じ時
の
遇ぐ
う
ご
う合
な
り
。

　

小し
ょ
う
ち
く竹

旭き
ょ
く
そ
う荘

と
謀は
か

り
、
浪な
に
わ華

の
諸し
ょ
じ
ゅ儒

を
会か
い

し
て
詩し
ぶ
ん文

の
社し
ゃ

を
結む
す

び
、
檄げ
き

を
藤ふ
じ
さ
わ
と
う
が
い

澤
東
畡
、

那な
わ
も
う

波
網
川せ
ん

（
辰た
つ
の
す
け

之
助
、
阿あ
わ
の
ひ
と

波
人
）
後ご
と
う
し
ょ
う
い
ん

藤
松
陰
、
安あ
ん
ど
う
し
ゅ
う
り

藤
秋
里
（
名な

秉へ
い

、
字あ
ざ
な

維い

ぎ義
、
一い
ち
ご
う
か
い
け
ん

号
介
軒
、

大お
お
さ
か阪

人の
ひ
と

）
平ひ
ら
お
は
ん
す
け

尾
半
助
、
福ふ
く
い
た
い
ぞ
う

井
大
藏
（
不ふ
し
ょ
う詳

）
等ら

に
移う
つ

し
、
会か
い
ひ費

二
百
銭せ
ん

、
酒し
ゅ
こ
う肴

あ
り
て
飯め
し

な

く
、
詩し
ぶ
ん
か
く

文
各
一
首し
ゅ

を
課か

す
る
こ
と
と
し
て
、
間ま
せ
し
ょ
う
け
い

瀨
松
響
（
称し
ょ
う

信し
ん
の
す
け

之
助
、
宇う
つ
の
み
や
く
ら
や
し
き
り

都
宮
倉
邸
吏
、
禅ぜ
ん

を
喜よ
ろ
こ

び
剣け
ん

を
善よ

し
、
頗す
こ
ぶ

る
俠き
ょ
う
こ
つ骨
あ
り
、
安あ
ん
せ
い政
二
年ね
ん
ぼ
つ
す歿
）
が
家い
え

に
会か
い

せ
り
、
此こ

の
会か
い

果は
た

し

て
継け
い
ぞ
く続

せ
し
や
否い
な

や
を
知し

ら
ざ
る
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
常つ
ね

に
小し
ょ
う
ち
く竹

と
経け
い
し
し
ぶ
ん

史
詩
文
を
討と
う
ろ
ん論

し
て
益え
き

を

得え

た
り
と
自じ

き記
せ
り
、
小し
ょ
う
ち
く竹
嘉か
え
い永
四
年ね
ん

五
月
八
日
を
以も
っ

て
歿ぼ
つ

す
、
年と
し

七
十
一
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
浪な
に
わ華

に
住じ
ゅ
う

し
て
よ
り
、
葬そ
う
ぎ儀

の
盛さ
か
ん

な
る
、
小し
ょ
う
ち
く
し

竹
氏
の
如ご
と

き
を
見み

ざ
り
き
と
云い

う
。

　

小し
ょ
う
ち
く竹
の
義ぎ

し子
訥と
つ
ど
う堂
（
名な

槪が
い

、
字あ
ざ
な

公こ
う
が
い槪
、
一い
ち
ご
う
ち
く
い
ん

号
竹
陰
、
称し
ょ
う

長ち
ょ
う
へ
い平
、
江え

ど戸
人の
ひ
と

）
と
は
通つ
う
か家

の
誼ぎ　

頗す
こ
ぶ

る
厚あ
つ

か
り
き
、
訥と
つ
ど
う堂
、
安あ
ん
せ
い政
五
年ね
ん

八
月
二
十
八
日
に
歿ぼ
つ

せ
し
が
、
当と
う
じ時
痧し
ゃ
び
ょ
う病

流り
ゅ
う
こ
う行

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

池い
け
だ田

に
出し
ゅ
つ
ゆ
う游

し
て
帰か
え

り
、
篠し
の
ざ
き
し

崎
氏
を
弔と
ぶ
ら

わ
ん
と
欲ほ
っ

し
、
田た
の
む
ら

能
村
小し
ょ
う
こ虎

に
至い
た

り
し
に
、
小し
ょ
う
こ虎
は
彼か
れ

れ
身み

死し

し
て
妻さ
い
し子
な
し
、
我わ

れ
之こ
れ

を
弔と
ぶ
ら

う
も
誰た
れ

か
之こ
れ

を
知し

ら
ん
、

且か
つ

痧し
ょ
う
び
ょ
う病

の
伝で
ん
せ
ん染

を
恐お
そ

る
と
曰い

ふ
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

罵の
の
し

り
て
曰い
わ

く
、
生せ
い

は
交ま
じ
わ

り
死し

に
は
負そ
む

く
、
軽け
い
は
く薄

も
亦ま
た

甚は
な
は

だ
し
、
何な
ん

ぞ
伝で
ん
せ
ん染
を
怯お
そ

れ
ん
と
、
往い

き
て
藤ふ
じ
い井
藍ら
ん
で
ん田
に
至い
た

る
、
藍ら
ん
で
ん田
の
言げ
ん

も
亦ま
た

小し
ょ
う
こ虎

の
如ご
と

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
笑わ
ら

っ
て
去さ

り
、
篠し
の
ざ
き
し

崎
氏
に
至い
た

り
て
賻ふ

を
贈お
く

り
、
訥と
つ
ど
う堂
の
門も
ん
じ
ん人
に
弔ち
ょ
う
じ辞
を
述の

べ

て
、
門も
ん
じ
ん人

訥と
つ
ど
う堂

の
死し

状じ
ょ
う

を
述の

べ
て
、
朝ち
ょ
う
ら
い来

頭づ
つ
う痛

発は
つ
ね
つ熱

せ
し
も
、
出い

で
て
諸し
ょ
ゆ
う友

を
訪と

い
、
夜よ
る

帰か
え

り
て
暴ぼ
う
し
ゃ
に
こ
う

瀉
二
行
、手し
ゅ
そ
く
け
つ
れ
い

足
厥
冷
忽た
ち
ま

ち
死し

せ
り
と
、言げ
ん
い
ま未
だ
畢お
わ

ら
ず
、婢ひ

あ
り
障し
ょ
う
じ子
を
開ひ
ら

き
し
に
、

忽た
ち
ま

ち
冷れ
い
ふ
う
は
な

風
鼻
よ
り
入い

り
、
額が
く
じ
ょ
う上

に
冷れ
い
か
ん汗

を
発は
っ

し
、
倉そ
う
こ
う皇

辞じ

し
帰か
え

り
て
大た
い
か
ん患

に
罹か
か

り
、
殆ほ
と
ん

ど

死し

せ
ん
と
し
て
纔わ
ず
か

に
痊い

え
り
き
。

　

其そ

の
後の
ち

萬ま
ん
え
ん延
元が
ん
ね
ん年
篠し
の
ざ
き
し

崎
氏
の
旧き
ゅ
う
ぞ
う蔵
な
り
し
李り
そ
う
め
い
ぶ
ん
せ
ん

滄
溟
文
選
を
買か

い
、
愴そ
う
ぜ
ん然
と
し
て
其そ

の
帙あ
つ

に
書し
ょ

し
て
曰い
わ

く
、
此
篠
崎
氏
蔵
書
也
。
嗚
呼
篠
崎
氏
在
二
儒
林
中
一
。
以
レ
富
二
蔵
書
一
聞
。
其

子
孫
不
レ
能
レ
守
。
散
逸
如
レ
是
。
殷
鑑
不
レ
遠
。
書
示
二
子
孫
一
と
、
此こ

の
歳と
し

十
一
月
二
十
六
日

篠し
の
ざ
き
し

崎
氏
旧き
ゅ
う
ぞ
う蔵

の
公こ
う
ば
い売

あ
り
、
三さ
ん
と
う島

以い
ら
い来

購こ
う
ち
く蓄

せ
し
書し
ょ
が畫

数す

十
百
幅ふ
く

、
悉
こ
と
ご
と

く
皆み
な

我わ

が
邦く
に

名め
い
か家

及お
よ

び
明み
ん
し
ん
じ
ん

清
人
の
筆ふ
で

に
し
て
、
文ぶ
ん
ぼ
う
し
ょ
ぐ

房
諸
具
も
亦ま
た

奇き
ひ
ん品

多お
お

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

嘆た
ん

じ
て
曰い
わ

く
、
三
世せ
い
し
ょ
う将

と

為な

る
は
兵へ
い
け家
の
忌い

む
所と
こ
ろ

、
儒じ
ゅ
し
ゃ者
も
亦ま
た

然し
か

る
か
、
独ひ
と

り
怪あ
や

し
む
松し
ょ
う
い
ん陰
猶な
お

在あ

り
、
而し
か

も
此こ
こ

に
及お
よ

び
し
を
予わ

れ　

小し
ょ
う
ち
く竹
翁お
う

の
知ち

を
辱
か
た
じ
け
な

く
せ
り
、
今こ
ん
に
ち日
の
事こ
と

惋え
ん
せ
き惜
に
勝た

え
ず
と
て
、
観み
お
も畢
ら

ず
し
て
帰か
え

り
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
篠し
の
ざ
き
し

崎
氏
に
於お

け
る
、
情じ
ょ
う
ぎ義

並な
ら
び

に
至い
た

れ
る
に
庶ち

か幾
し
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
三
十
九
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
七
）

交こ
う
ゆ
う游

（
四
）
▲
浪な
に
わ華

の
諸し
ょ
じ
ゅ儒

▲
小し
ょ
う
ざ
ん山

の
褊へ
ん
き
ょ
う狭

▲
鐵て
つ
と
う兜

故こ
じ
ん人

の
女じ
ょ

を
購あ
が
な

う
▲
菊き
く
ち池

溪け
い
き
ん琴

と

鴨お
う
が
い涯
雅が

集し
ゅ
う

▲
春し
ゅ
ん
し
ょ
う樵
紅こ
う
ら
ん蘭
の
五
弦げ
ん
き
ん琴
▲
棕そ
う
い
ん
め
い
ど

陰
冥
土

の
土み
や
げ産

　

当と
う
じ時
大お
お
さ
か阪
の
儒じ
ゅ
し
ゃ者
に
は
、
小し
ょ
う
ち
く竹
の
外ほ
か

に

藤ふ
じ
さ
わ
と
う
が
い

澤
東
畡
は
古こ
が
く学
を
、
泊は
く
え
ん
し
ょ
い
ん

園
書
院
に
倡と
な

え
て
徒と

に

授さ
ず

け
、
後ご
と
う
し
ょ
う
い
ん

藤
松
陰
は
山さ
ん
よ
う陽

の
高こ
う
そ
く
し
ょ
う
ち
く

足
小
竹
の
女じ
ょ
せ
い婿

を

以も
っ

て
、
名め
い
せ
い声
夙つ
と

に
揚あ
が

り
、
小し
ょ
う
ち
く竹
の
門も
ん
か下
に
於お
い

て
、

訥と
つ
ど
う堂

及お
よ

び
奥お
く
の
し
ょ
う
ざ
ん

野
小
山
（
名な

純じ
ゅ
ん

、
字あ
ざ
な

温お
ん
ふ夫

、
称
し
ょ
う

弥や
た
ろ
う

太
郎
）、
安あ
ん
ど
う
し
ゅ
う
り

藤
秋
里
（
名な

秉へ
い

、
字あ
ざ
な

維い

ぎ義
、
称
し
ょ
う

太た
ろ
う郎
）
橋は
し
も
と
こ
う
は

本
香
坡
（
名な

通つ
う

大だ
い
ろ路
称し
ょ
う

半は
ん
す
け助
上こ
う
ず
け
の
ひ
と

毛
人
）

を
四
天て
ん
の
う王

と
称し
ょ
う

し
、
大お
お
さ
か阪

に
在あ

り
て
一
旗き

し幟
を
樹た

て
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

皆み
な

之こ
れ

と
交ま
じ
わ

れ
り
、
然し
か

れ

ど
も
小し
ょ
う
ざ
ん山
は
局き
ょ
く
り
ょ
う
へ
ん
き
ょ
う

量
褊
狭
に
し
て
、
小し
ょ
う
ち
く竹
葬そ
う
ぎ儀
に
同ど
う

門も
ん

の
諸し
ょ
し子
と
議ぎ
あ
い
あ

相
合
は
ず
、
遂つ
い

に
師し

の
葬そ
う

に
も
会か
い

せ
ざ
り
し
が
、
常つ
ね

に
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
罵の
の
し

り
て
関か
ん
さ
い
だ
い

西
第
一い
ち

の
悪あ
く
さ
い
し

才
子
と
曰い
わ

え
り
、
小し
ょ
う
ち
く竹

東と
う
が
い
ら

畡
等
、
間か
ん

に
居い

て
調ち
ょ
う
て
い停
せ
し
こ
と
も
あ
り
、
平へ
い
せ
い生
甚は
な
は

だ
相あ
い
し
た
し
ま親
ま
ざ
り
し
も
、
小し
ょ
う
ざ
ん山
の

歿ぼ
つ

す
る
や
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
大お
お
さ
か阪
文ぶ
ん
じ
ん人
中ち
ゅ
う

尤も
っ
と

も
詩し
ぶ
ん文
を
善よ

く
す
る
者も
の

と
称し
ょ
う

せ
り
、
秋し
ゅ
う
り里
歿ぼ
つ

し
て

其そ

の
子こ

六
七
人に
ん

あ
り
し
を
、
門も
ん
じ
ん人

其そ

の
養よ
う
い
く育

を
分ぶ
ん
に
ん任

せ
し
に
、
一
女じ
ょ
し子

は
流り
ゅ
う
ら
く落

し
て
玉た
ま
ふ
じ藤

の

婢ひ

と
為な

れ
り
、
河こ
う
の
て
つ
と
う
し
ゅ
う
り

野
鐡
兜
秋
里
と
善よ

か
り
し
を
以も
っ

て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
周し
ゅ
う
せ
ん旋
を
乞こ

い
て
養よ
う
じ
ょ女
と
為な

さ
ん
こ
と
を
謀は
か

り
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
元げ
ん
ひ
と
し
ん
せ
い
ざ
ん

人
眞
西
山
の
女じ
ょ

を
購あ
が
な

い
し
故こ

じ事
を
引ひ

き
て
其そ

の
美び
き
ょ挙

を
称し
ょ
う

し
、
且か
つ

梁や
な
だ
せ
い
が
ん

田
蛻
巖
五
世せ
い

の
孫そ
ん
じ
ょ女
が
、
悪あ
っ
か
ん漢
に
誘ゆ
う
か
い拐
せ
ら
れ
て
越え
ち
ぜ
ん前
敦つ
る
が賀
の
狭き
ょ
う
し
ゃ斜
に
堕お

ち
た
る
を
救す
く

う
べ
し
と
勧す
す

め
た
り
き
、
昭し
ょ
う
よ
う陽
の
弟て
い
し
う
ち
や
ま
ぼ
く
ざ
ん

子
内
山
牧
山
も
亦ま
た

当と
う
じ時
大お
お
さ
か阪
に
帷い

を
垂た

れ
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

と
往お
う
ら
い来

せ
し
も
、
未い
ま

だ
其そ

の
人ひ
と

を
詳
つ
ま
び
ら
か

に
せ
ず
、
船ふ
な
ま
ち
ば
し

町
橋
に
居お

り
し
比こ
ろ

、
近き
ん
り
ん隣

藤澤東畡
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）



一
〇
五

に
廣ひ
ろ
せ瀬

筑ち
く
り
ょ
う梁

（
名な

履り
ど
う道

、
字あ
ざ
な

公こ
う
た
ん坦

、
篠し
の
ざ
き
さ
ん
と
う
も
ん
じ
ん

崎
三
島
門
人
、
天て
ん
ぽ
う保

十
四
年ね
ん

歿ぼ
つ
す

、
年と
し

六
十
三
）
と

い
う
も
の
あ
り
、
其そ

の
居き
ょ

相あ
い
ち
か近

か
り
し
よ
り
、
郵ゆ
う
し
ょ
ら
い
き
ゃ
く

書
来
客
、
往お
う
お
う
ご
に
ん

々
誤
認
せ
し
よ
り
、
筑ち
く
り
ょ
う
し

梁
詩

を
贈お
く

り
て
之こ
れ

に
戯た
わ
ぶ

れ
、
遂つ
い

に
親し
た

し
き
交
ま
じ
わ
り

と
為な

り
、
世よ

に
は
東と
う
こ
う
せ
い
こ
う

広
西
広
と
も
称し
ょ
う

せ
り
。

　

菊き
く
ち地
溪け
い
き
ん琴
（
名な

保や
す
さ
だ定
、
字あ
ざ
な

士し

こ固
、
一
号ご
う
か
い
そ
う

海
荘
、
紀き
し
ゅ
う
の
ひ
と

州
人
）
と
交
ま
じ
わ
り

を
大お
お
さ
か阪
に
訂て
い

せ
し

は
、
天て
ん
ぽ
う保
九
年ね
ん

に
し
て
、
屢
し
ば
し
ば

共と
も

に
南な
ん
ち地
の
孔こ
う
す
い
ろ
う

翠
楼
に
飲の

み
、
又ま
た

嘗か
つ

て
湯ゆ
あ
さ浅
に
游あ
そ

び
て
、

其そ
の
お
う
あ
い
し
そ
う

欵
乃
詩
窓
を
訪と

い
、
遂つ
い

に
同お
な

じ
く
熊く
ま
の野

に
游あ
そ

び
て
、
遍あ
ま
ね

く
南な
ん
き紀

の
諸し
ょ
し
ょ
う勝

を
探さ
ぐ

り
、
後の

ち

江え

ど戸
に
京け
い
し師
に
、
鑣
く
つ
ば
み

を
並な
ら

べ
床と
こ

を
連つ
ら

ね
て
、
詩し
し
ゅ酒
の
交こ
う

最も
っ
と

も
旧ふ
る

し
、
是こ

れ
を
以も
っ

て
財ざ
い

に
雄ゆ
う

な
り
し
溪け
い
き
ん琴

は
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
窮き
ゅ
う

を
救す
く

い
し
こ
と
も
あ
り
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

嘗か
つ

て
溪け
い
き
ん琴

と
同お
な

じ
く
京き
ょ
う
と都

に
游あ
そ

び
て
、
三さ
ん
ぼ
ん
ぎ

本
木
の
茨い
ば
ら
き
や

木
屋
に
、
梅う
め
つ
じ辻
春し
ゅ
ん
し
ょ
う樵
（
名な
き
せ
い

希
声
、
字あ
ざ
な

廷て
い
ち
ょ
う調
、
小こ

ひ

え
比
叡
禰の
ね
ぎ宜
、

安あ
ん
せ
い政
四
年ね
ん

歿ぼ
つ
す

、
年と
し

八
十
二
）
梁や
な
が
わ
せ
い
が
ん

川
星
巖
其そ

の
妻つ
ま
こ
う
ら
ん
ら

紅
蘭
等
を
招し
ょ
う
い
ん飲
せ
り
、
春し
ゅ
ん
し
ょ
う樵
時と
き

に
年と
し

七
十
、
薙ち
は
つ髪

し
て
頭か
し
ら

の
頂ち
ょ
う
じ
ょ
う上

に
毛け

一
弁す
じ

を
残の
こ

し
、
頗す
こ
ぶ

る
清し
ん
こ
く
じ
ん

国
人
に
似に

た
り
、
春し
ゅ
ん
し
ょ
う樵

紅こ
う
ら
ん蘭
と
交
こ
も
ご
も

五
絃げ
ん
き
ん琴
を
弾だ
ん

ぜ
し
に
、
調ち
ょ
う
ふ
る古
く
辞じ
ま
れ希
に
し
て
、
坐ざ
き
ゃ
く客
厭い
や
け心
を
生し
ょ
う

ぜ
し
よ
り
、

店て
ん
ひ婢

を
し
て
三さ
ん
げ
ん絃

を
鼓こ

し
、
少し
ょ
う
じ
ょ女

を
し
て
舞ま

わ
し
め
、
更さ
ら

に
瞽こ
し
ゃ者

を
し
て
箏し
ょ
う

を
弾だ
ん

じ
て
三

絃げ
ん

に
和わ

せ
し
め
て
、
衆し
ゅ
う
し
ん
は
じ
め

心
始
て
歓よ
ろ
こ

べ
り
と
日に
っ
き記
に
録し
る

せ
り
、
仁に
し
な
は
く
こ
く

科
白
石
（
出ま
え
に
い
ず前
）
と
の

交こ
う

も
此こ

の
比こ
ろ

な
り
、
白は
く
こ
く
ら
ん
ざ
ん

谷
嵐
山
に
住じ
ゅ
う

し
、
京け
い
せ
つ摂
の
聞ぶ
ん
じ
ん
ら
ん
ざ
ん

人
嵐
山
に
游あ
そ

ぶ
者も
の

を
し
て
必か
な
ら

ず
詩し

を

題だ
い

せ
し
む
、
前ぜ
ん
ご後

百
余よ
に
ん人

、
一
大だ
い
し紙

に
合が
っ
さ
く作

し
、
首し
ゅ
び尾

猶な
お

余よ
は
く白

あ
り
、
巻か
ん
と
う頭

巻か
ん
じ
く軸

と
て
、
世よ

の
重お
も

ん
ず
る
所と
こ
ろ

、
巻か
ん
と
う頭
は
大た
い
て
つ耋
の
人ひ
と

を
待ま

つ
、
請こ

う
巻か
ん
じ
く軸
に
殿で
ん

せ
よ
と
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
し
て

一
組く
み

を
題だ
い

せ
し
め
き
、
其そ
の

合が
っ
さ
く
い
ま
な
ん
び
と

作
今
何
人
の
手て

に
か
在あ

る
ら
ん
。

　

中な
か
じ
ま
そ
う
い
ん

島
棕
陰
（
名な

規き

、
字あ
ざ
な

景け
い
か
ん寛
、
称し
ょ
う

文ぶ
ん
き
ち吉
）
と
の
交こ
う

も
亦ま
た

旧ふ
る

し
、
棕そ
う
い
ん
け
い
し
ゅ
ん

陰
軽
俊
を
以も
っ

て
人ひ
と

に

憎に
く

ま
れ
し
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
其そ

の
才さ
い

を
惜お

し
み
て
、
棕そ
う
い
ん陰
が
京き
ょ
う

よ
り
大お
お
さ
か阪
に
至い
た

る
や
、
屢
し
ば
し
ば

之こ
れ

と

飲の

め
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

嘗か
つ

て
南な
ん
が
い陔

の
為た
め

に
書し
ょ

を
諸し
ょ
め
い
か

名
家
に
請こ

い
し
に
、
小し
ょ
う
ち
く竹

以も
っ

下
皆み
な

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
故ゆ
え

を

以も
っ

て
、
屏び
ょ
う
ぶ風
一
双そ
う
き
ん金
一
両り
ょ
う

の
潤じ
ゅ
ん

な
り
し
に
、
棕そ
う
い
ん陰
独ひ
と

り
肯が
え

ん
ぜ
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
一
代だ
い

の
大た
い
か家
、

妄み
だ

り
に
人ひ
と

の
書し
ょ

を
乞こ

わ
ず
、
偶
た
ま
た
ま

吾わ
れ

が
書し
ょ

を
乞こ

う
、
金き
ん

千
匹ひ
き

一
銭せ
ん

を
欠か

く
可べ

か
ら
ず
と
云い

い
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
其そ

の
言げ
ん

の
如ご
と

く
せ
り
、
其そ

の
後の
ち

棕そ
う
い
ん陰
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
五
七
古こ
ち
ょ
う
へ
ん

長
篇
は
、
本ほ
ん
ぽ
う
い
ま

邦
未

だ
公こ
う

の
如ご
と

き
を
見み

ず
、
某
そ
れ
が
し

少わ
か

き
よ
り
未い
ま

だ
嘗か
つ

て
人ひ
と

の
詩し
ぶ
ん文
を
乞こ

わ
ざ
る
も
、
明み
ょ
う
ね
ん年
七
十
、

寿じ
ゅ
せ
ん
し

先
師
に
斎ひ
と

し
け
れ
ば
、
以も
っ

て
死し

す
べ
し
、
願ね
が

わ
く
は
公こ
う

の
七
古こ

一
篇ぺ
ん

を
得え

て
以も
っ

て
冥め
い
ど途

の

行こ
う

を
壮さ
か
ん

に
す
る
を
得え

ん
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
哂わ
ら

っ
て
曰い
わ

く
、
公こ
う

の
書し
ょ

嘗か
つ

て
千
匹ひ
き

を
要よ
う

せ
り
、
今い
ま

公こ
う

我わ

が
詩し

を
得え

て
十
萬ま
ん
お
く
ど

億
土
に
赴お
も
む

か
ん
と
欲ほ
っ

す
、
尋じ
ん
じ
ょ
う
そ
う
べ
つ

常
送
別
の
例れ
い

に
非あ
ら

ず
、
須す
べ
か

ら
く
潤じ
ゅ
ん

二
千

匹び
き

を
恵め
ぐ

む
べ
し
と
、
棕そ
う
い
ん陰
も
亦ま
た

諾だ
く

せ
し
が
、
棕そ
う
い
ん陰
年
七
十
七
を
以も
っ

て
安あ
ん
せ
い政
二
年ね
ん

六
月
二
十
八

日
に
歿ぼ
つ

す
る
や
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
未い
ま

だ
約や
く

を
蹈ふ

ま
ざ
り
し
を
悔く

い
き
、
知し

ら
ず
後の

ち
其そ

の
詩し

を
作つ
く

り
し

や
否い
な

や
を
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
八
）

交こ
う
ゆ
う游
（
五
）
▲
拙せ
つ
ど
う堂
と
陶と
う
し
ょ所
▲
松ま
つ
ば
や
し
は
ん
ざ
ん

林
飯
山
▲
月げ
っ
し
ょ
う
け
ん
ぶ
の
ず

性
剣
舞
図
▲
医い

し師
▲
画が
じ
ん人

　

齋さ
い
と
う藤
拙せ
つ
ど
う堂
の
大お
お
さ
か阪
に
至い
た

る
や
、
常つ
ね

に
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
訪と

い
し
が
、
拙せ
つ
ど
う堂
麦ば
く
は
ん飯
を
好こ
の

み
し
よ
り
、

細さ
い
く
ん君

自み
ず
か

ら
炊か
し

ぎ
て
御ご
ち
そ
う

馳
走
せ
し
こ
と
な
ど
見み

ゆ
、
池い
け
う
ち内

陶と
う
し
ょ所

（
名な

奉ほ
う
じ時

、
字あ
ざ
な

士し

辰し
ん

、
称し
ょ
う

大だ
い
が
く学
）
晩ば
ん

に
大お
お
さ
か阪
に
住じ
ゅ
う

せ
し
も
、旭き
ょ
く
そ
う荘
初は
じ

め
相あ
い
し識
ら
ず
、世よ

に
伝つ
た

う
陶と
う
し
ょ所
初は
じ

め
浪ろ
う
し士
と
交ま
じ
わ

り
、

既す
で

に
し
て
林は
や
し
だ
い
が
く
の
か
み

大
学
頭
の
入じ
ゅ
ら
く洛

せ
し
時と
き

、
之こ
れ

と
相あ
い
み見

て
窃ひ
そ
か

に
泄も
ら

す
所と
こ
ろ

あ
り
、
戊ぼ

ご午
の
獄ご
く

初は
じ

め
て
起お
こ

れ
り
と
、
陶と
う
し
ょ所
の
妻つ
ま

の
父ち
ち

小し
ょ
う
り吏
に
し
て
所し
ょ
し
だ
い
や
し
き

司
代
邸
に
出し
ゅ
つ
に
ゅ
う入
し
、
陶と
う
し
ょ所
も
亦ま
た

坐ざ
し
ょ
う証

す
べ
し
と
内な
い
ほ
う報
せ
し
よ
り
、
愕お
ど
ろ

き
て
出し
ゅ
っ
ぽ
ん奔
せ
り
、
幕ば
く
り吏
其そ
の

行ゆ
く
え方
を
探た
ん
さ
く索
し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
も
亦ま
た

文も
ん
じ字

の
交こ
う

あ
る
べ
し
と
て
、
町ま
ち
や
く
に
ん

役
人
を
し
て
取と
り
し
ら調

べ
し
む
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

箕み
の
お面

の
紅も
み
じ葉

見み

よ
り
俄
に
わ
か

に
大お
お
さ
か阪
に
帰か
え

り
て
、
交こ
う
ぎ誼
な
き
を
届と
ど
け
い出
で
し
が
、
陶と
う
し
ょ所
遂つ
い

に
自じ
し
ゅ首
し
て
入に
ゅ
う
ご
く獄
し
、
特と
く
し
ゃ
ご

赦
後

大お
お
さ
か阪

に
来き
た

り
て
、
画が
じ
ん人

正し
ょ
う
ば
や
し
か
よ
う

林
葭
陽
が
隣り
ん
か家

に
住じ
ゅ
う

せ
し
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
後ご
じ
つ日

を
慮
お
も
ん
ば
か

り
て
交
ま
じ
わ

ら
ざ
り
し
に
、
坂さ
か
が
み
き
ゅ
う
ざ
ん

上
九
山
（
名な

租そ

、
字あ
ざ
な

大た
い
ぎ
ょ
う業
、
称し
ょ
う

甚じ
ん
え
も
ん

右
衛
門
、
棕そ
う
い
ん
て
い
し

陰
弟
子
）
と
い
う
者も
の

旭き
ょ
く
そ
う荘
を
餞
は
な
む
け

せ
し
時と
き

、
拙せ
つ
ど
う堂
・
陶と
う
し
ょ所
も
亦ま
た

其そ
の

席せ
き

に
在あ

り
、
拙せ
つ
ど
う堂
既す
で

に
酔え

い
て
、
我わ
が
は
い輩
唯た
だ

宜よ
ろ

し
く
風ふ
う
げ
つ月

を
談だ
ん

ず
べ
し
、
慷こ
う
が
い慨

自み
ず
か

ら
喜よ
ろ
こ

び
て
、
人ひ
と

の
家か
こ
く国

の
事こ
と

に
預あ
ず
か

る
莫な
か

れ
、
恐お
そ

ら
く
は

檻か
ん
し
ゃ
め
し

車
召
に
就つ

き
て
東と
う
と都
に
赴お
も
む

か
ん
と
云い

う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
拙せ
つ
ど
う堂
に
向む
か
っ

て
、
咄と
つ
と
つ々

人ひ
と

に
逼せ
ま

る
と
曰い
わ

ひ

け
れ
ば
、
拙せ
つ
ど
う堂

陶と
う
し
ょ所

を
顧か
え
り

み
て
、
我わ

れ
酔え

う
て
公こ
う

の
側
か
た
わ
ら

に
在あ

る
を
忘わ
す

る
、
請こ

う
酔す
い

人じ
ん

の

失し
つ
げ
ん言
を
恕ゆ
る

せ
よ
と
云い

い
し
に
、
陶と
う
し
ょ所
は
某
そ
れ
が
し

自み
ず
か

ら
揣は
か

ら
ず
、
臍ほ
ぞ

を
嚙か

む
も
及お
よ

ぶ
莫な

し
、
決け
つ
ご
く獄

の
日ひ

、
賴ら
い

三み

き樹
以
下
十
余よ
に
ん人
、
某
そ
れ
が
し

は
第
七
次じ

に
坐ざ

せ
し
が
、
三み

き樹
等ら

四
人に
ん

、
既す
で

に
曳ひ
き
い
だ出
し

て
斬ざ
ん

に
処し
ょ

せ
ら
る
、
自み
ず
か

ら
万ま
ん

に
一
も
活か
つ
り理

な
し
と
謂お
も

い
し
に
、
図は
か

ら
ず
も
恩お
ん
し
ゃ
ほ
う
き

赦
放
帰
し
、
茫ぼ
う

と
し
て
夢む

び寐
の
如ご
と

し
、
獄ご
く

に
在あ

り
て
作つ
く

る
所と
こ
ろ

の
詩し

を
雖す
い
ざ
い
る
い
こ
ん
し
ゅ
う

在
涙
痕
集
と
名な

け
た
り
な
ど
語か
た

り
け
る
に
、
拙せ
つ
ど
う堂

は
公こ
う

蓋け
だ

し
御ご
た
い
ろ
う

大
老
を
知し

る
が
故ゆ
え

に
特と
く
し
ゃ赦

を
得え

た
り
、
此こ

の
獄ご
く

大た
い
ろ
う
な
ら
び

老
並
に

水み
ず
の
ど
し
ゅ
う

野
土
州
の
意い

に
出い

で
た
れ
ば
な
り
、
公こ
う

の
集し
ゅ
う

は
続ぞ
く
と
こ
う
よ
せ
い

虎
口
余
生
と
こ
そ
名な
づ

く
べ
け
れ
と
云い

え

後藤松陰の書
（「亀門の二廣」スクラッ
プブックより転載）

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



一
〇
六

り
、
拙せ
つ
ど
う堂

も
亦ま
た

冷れ
い
ご語

面め
ん
ば罵

に
長ち
ょ
う

ぜ
し
人ひ
と

な
り
け
り
、
陶と
う
し
ょ所

後の
ち

浪ろ
う
し士

の
為た
め

に
大お
お
さ
か阪

に
斬き

ら
れ
た

り
き
。

　

松ま
つ
ば
や
し
は
ん
ざ
ん

林
飯
山
（
名な

漸ぜ
ん

、
字あ
ざ
な

伯は
く
こ
う鴻

、
大お
お
む
ら
の
ひ
と

村
人
）
と
識し

り
し
は
旭き
ょ
く
そ
う荘

年と
し

四
十
六
、
飯は
ん
ざ
ん山

年と
し

十
四
、
猶な
お

駒こ
ま
じ
ろ
う

次
郎
と
称し
ょ
う

し
て
神し
ん
ど
う童
の
名な

あ
り
し
時と
き

な
り
、
大お
お
む
ら
こ
う

村
侯
の
西せ
い
き帰
を
迎む
か

え
て

倉く
ら
や
し
き邸
に
謁え
っ

せ
し
に
、
侯こ
う
し
ぶ
ん

詩
文
の
法ほ
う

を
問と

い
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
答こ
た

う
る
所と
こ
ろ

累る
い
す数
十
百
言げ
ん

に
及お
よ

び
し
を
、

侯こ
う
こ
ま
じ
ろ
う

駒
次
郎
を
し
て
筆ひ
っ
き記

せ
し
め
ら
る
、
駒こ
ま
じ
ろ
う
ふ
で

次
郎
筆
を
下く
だ

す
こ
と
風ふ
う
う雨

の
如ご
と

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

其そ

の
七

律り
つ

二
章し
ょ
う

を
観み

て
、
粲さ
ん
ぜ
ん然
誦し
ょ
う

す
べ
き
に
敬け
い
ふ
く服
せ
り
、
飯は
ん
ざ
ん山
後の

ち
漸ぜ
ん
の
し
ん

之
進
と
称し
ょ
う

せ
し
が
、
年と
し

二
十
三
摂せ
つ
ば
ん播

に
游ゆ
う
れ
き歴

せ
ん
と
せ
し
時と
き

、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
紹し
ょ
う
か
い
じ
ょ
う

介
状
に
、
大
村
儒
官
松
林
漸
之
進
、
幼

有
二
神
童
之
称
一
、
長
益
秀
達
、
僕
之
親
交
、
若
到
二
貴
境
一
、
請
善
遇
待
と
あ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
又ま
た

飯は
ん
ざ
ん山
と
共と
も

に
林り
ん
が
い外
を
携た
ず
さ

え
て
吉よ
し
の
や
ま

野
山
に
及お
よ

び
し
こ
と
あ
り
き
。

　

方ほ
う
が
い外

の
交
ま
じ
わ
り

い
と
多お
お

き
中な
か

に
も
、
釈
龍り
ょ
う
ご護

（
名な

應お
う

、
字あ
ざ
な

子し
か
ん感

、
号ご
う
か
ん
げ
つ

観
月
、
往
二
島
内
長
光

寺
一
）
は
周す
お
う防
の
人ひ
と

に
し
て
、
昭し
ょ
う
よ
う陽
の
門も
ん
じ
ん人
な
る
が
、
同ど
う
も
ん門
の
誼ぎ

を
以も
っ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
大お
お
さ
か阪
住す
ま
い居

に
も
力ち
か
ら

を
尽つ
く

せ
り
、
僧そ
う

月げ
っ
し
ょ
う性

は
龍り
ょ
う
ご護

が
姪お
い

な
り
、
詩し
し
ゅ
せ
い
き
ょ
う

酒
清
狂
を
以も
っ

て
聞き
こ

ゆ
、
其そ

の
大お
お
さ
か阪

に

至い
た

る
や
常つ
ね

に
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
訪と

え
り
、
月げ
っ
し
ょ
う性
の
死し

後ご

、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
其そ

の
郷き
ょ
う
り里
な
る
周す
お
う
や
な
い

防
楊
井
に
游あ
そ

び
、

妙み
ょ
う
え
ん
じ

円
寺
を
訪と

う
て
月げ
っ
し
ょ
う性
剣け
ん
ぶ
の
ず

舞
図
の
前ま
え

に
一
絶ぜ
つ

を
手た

む向
け
た
り
。

　
　

嘗
笑
徐
君
抵
レ
死
痴
。
自
留
二
宝
剣
一
訣
二
親
知
一
。

　
　

生
平
謬
愛
吾
詞
筆
。
莫
レ
怪
墓
門
来
挂
レ
詩
。

　

剣け
ん
ぶ舞

の
図ず

に
は
謂い
わ
れ

あ
り
、
一
日
酒し
ゅ
せ
き席

に
米メ
リ
ケ
ン
ま
い

利
堅
舞
を
作な

す
者も
の

あ
り
、
外が
い
い夷

を
憎に
く

め
る

海か
い
ほ
う
そ
う

防
僧
、
忽た
ち
ま

ち
怒い
か

つ
て
刀と
う

を
抜ぬ

き
其そ

の
人ひ
と

を
斫き

ら
ん
と
せ
し
に
、其そ

の
人ひ
と

驚お
ど
ろ

き
且か
つ

遁に
げ

け
れ
ば
、

月げ
っ
し
ょ
う性
遂つ
い

に
剣け
ん
ぶ舞
し
て
燈と
う
き
ゅ
う毬
を
斬き

れ
り
、
故ゆ
え

に
此こ

の
図ず

あ
り
。

　

医い
し
ゃ者

に
は
京き
ょ
う
と都

の
新し
ん
ぐ
う
り
ょ
う
て
い

宮
凉
廷
（
名な

碩せ
き

、
蘭ら
ん
い医

、
丹た
ん
ば
の
ひ
と

波
人
）
嘗か
つ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘

を
其そ

の
順じ
ゅ
ん
せ
い
し
ょ
い
ん

正
書
院

（
在な
ん
ぜ
ん
じ
ち
ゅ
う
に
あ
り

南
禅
寺
中
）
に
延ひ

か
ん
と
し
て
果は
た

さ
ざ
り
し
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
其そ

の
知ち

に
感か
ん

じ
て
、
往ゆ

き
て

之こ
れ

を
訪と

い
し
が
、
秋あ
き
も
と
ひ
で
ぞ
う

元
秀
藏
旭き
ょ
く
そ
う荘

と
当と
う
せ
い世

の
人じ
ん
さ
い才

を
論ろ
ん

じ
、
凉り
ょ
う
て
い廷

を
以も
っ

て
第だ
い

一
の
偉い
じ
ん人

と

為な

せ
り
、
大お
お
さ
か阪
に
て
は
緒お
が
た
こ
う
あ
ん

方
洪
庵
（
名な

章し
ょ
う

、
字
あ
ざ
な

公こ
う
さ
い裁
、
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
三
年ね
ん
ぼ
つ
す歿
、
年と
し

五
十
四
）、
岡お
お
か
べ
げ
ん
み
ん

部
玄
民

尤も
っ
と

も
親し
ん
ぜ
ん善

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

頗す
こ
ぶ

る
医い

り理
に
通つ
う

せ

し
と
見み

え
、
往お
う
お
う々

塾じ
ゅ
く
せ
い生
の
病や
ま
い

を
治ち
り
ょ
う療
し
き
、
画が
じ
ん人

に
小お
だ
か
い

田
海
僊せ
ん

（
名な

瀛え
い

、
字あ
ざ
な

巨き
ょ
か
い海

、
一い
ち
ご
う
ひ
ゃ
く
こ
く

号
百
谷
、

長ち
ょ
う
し
ゅ
う
ひ
と

州
人
）
中な
か
に
し西
耕こ
う
せ
き石
（
名な

壽じ
ゅ

）、
魚う
お
ず
み
け
い
せ
き

住
荊
石
（
名な

毅き

、
字あ
ざ
な

仲ち
ゅ
う
こ
う
弘
、
越え
ち
ご
の
ひ
と

後
人
）、
小こ
ば
や
し林
石せ
き
ほ
う峰
（
名な

光こ
う

、

字あ
ざ
な

伯は
く
ふ孚

、
大お
お
さ
か
の
ひ
と

阪
人
）、
田た
な
か
し
ゅ
う
て
い

中
秋
亭
（
名な

興こ
う

、
字
あ
ざ
な

子し
ふ
く福

、
称し
ょ
う

左さ
い
ち一

）
等ら

を
始は
じ

め
、
名な

を
世よ

に
知し

ら
る
る
者も
の

、
皆み
な

旭き
ょ
く
そ
う荘

と
游あ
そ

ば
ざ
る
な
し
、

耕こ
う
せ
き石

海か
い
せ
ん僊

と
交な
か
あ
し悪

か
り
し
を
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

調ち
ょ
う
て
い停

し
き
、
秋し
ゅ
う
て
い亭

は
外ほ
か
こ
っ
け
い

滑
稽
に
し
て
内う
ち
け
い
か
い

耿
介
な

り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

嘗か
つ

て
其そ
の

新し
ん
こ
ん婚

を
賀が

す
、
戸こ

に
入い
つ

て
寂せ
き
ば
く寞

、
主し
ゅ
じ
ん人

未い
ま

だ
起お
き

ず
、
一
婢ぴ

方ま
さ

に
炊か
し

げ
り
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
婢ひ

に
問と

う
て
曰い
わ

く
、
聞き

く
昨さ
く
や夜
新あ
ら
た

に
婚こ
ん

す
と
、
知し

ら
ず
新し
ん
ぷ婦
何い
づ

く
に
か
在あ

る
婢ひ

曰い
わ

く
、

妾し
ょ
う
す
な
わ即
ち
新し
ん
ぷ婦
な
り
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
門も
ん

を
出い

で
て
絶ぜ
つ
と
う倒
せ
り
、
秋し
ゅ
う
て
い亭
死し

す
る
時と
き

、
囊の
う

に
一
銭せ
ん

な
く
、

又ま
た

一
債さ
い

な
か
り
き
、田た
の
む
ら

能
村
小し
ょ
う
こ虎

（
名な

癡ち

、
字あ
ざ
な

顧こ
ぜ
つ絶

、号ご
う
ち
ょ
く
に
ゅ
う

直
入
）
も
亦ま
た

当と
う
じ時

大お
お
さ
か阪

に
住じ
ゅ
う

し
て
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
門も
ん

に
出で
い
り入
す
る
こ
と
虛き
ょ
じ
つ日
な
か
り
き
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
一
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
十
九
）

大お
お
し
お塩
平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
と
幽ゆ
う
れ
い霊
▲
吉よ
し
ま
す益
掃か
も
ん部
実じ
つ
わ話
▲
坂さ
か
も
と本
鼎て
い
さ
い齋
と
大お
お
し
お塩
冤え
ん
ざ
い罪

　

大お
お
さ
か阪

土ど
ち
ゃ
く着

の
士し
じ
ん人

は
与よ
り
き力

な
り
、
与よ
り
き力

の
文ぶ
ん
が
く学

あ
る
者も
の

は
、
前ま
え

に
隠お

き岐
茱し
ゅ
け
ん軒

あ
り
、
後の
ち

に

大お
お
し
お塩
中ち
ゅ
う
さ
い齋
、
坂さ
か
も
と
て
い
さ
い

本
鼎
齋
等ら

あ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
初は
じ

め
て
堺さ
か
い

に
至い
た

り
し
時と
き

、
中ち
ゅ
う
さ
い齋
（
名な

後こ
う
そ素
、
字
あ
ざ
な

子し

き起
、
称し
ょ
う

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
）
猶な
お

在あ

り
、
陽よ
う
め
い明
学が
く
し
ゃ者
と
し
て
大お
お
さ
か阪
に
隆り
ゅ
う
り
ゅ
う々

た
り
し
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
之こ
れ

を

訪と

わ
ず
、
江え

ど戸
に
在あ

り
し
時と
き

に
大お
お
し
お塩

の
乱ら
ん

起お
こ

れ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
門も
ん
せ
い
い

生
医
を
吉よ
し
ま
す益

掃か
も
ん部

（
東と
う
と
う洞

の

孫ま
ご

）
に
学ま
な

ぶ
者も
の

あ
り
て
、
掃か
も
ん部
と
相あ
い
し識
り
し
が
、
一
日
掃か
も
ん部
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
拙せ
っ
し
ゃ者
は

嘗か
つ

て
大お
お
し
お塩

と
懇こ
ん
い意

な
り
し
が
、
其そ
の

乱ら
ん

を
起お
こ

さ
ざ
る
前ま
え
す
げ
つ

数
月
、
月つ
き
あ
き
ら明

か
に
し
て
昼ひ
る

の
如ご
と

く
な
り

し
一
夜や

、
往い

き
て
大お
お
し
お塩
を
訪と

い
し
に
、
大お
お
し
お塩
の
面め
ん
し
ょ
く色
死し
か
い灰
の
如ご
と

し
、
拙せ
っ
し
ゃ者
に
向む
か
つ

て
、

某
そ
れ
が
し

只た
だ
い
ま今
園え
ん
ち
ゅ
う中
に
立た

ち
し
折お
り

、
先せ
ん
せ
い生
御お
い
で出
と
聞き

き
て
座ざ
し
き敷
に
立た
ち
か
え返
ら
ん
と
せ
し
に
、
忽た
ち
ま

ち
婦ふ
じ
ん人

の
生な
ま
し
ゃ
れ
こ
う
べ

髑
髏
の
地ち
じ
ょ
う上

に
在あ

り
て
、
某
そ
れ
が
し

を
見み

て
唖あ
ぜ
ん然

と
し
て
笑わ
ら

う
を
見み

た
り
、
一
歩ぽ

引ひ
き
し
り
ぞ退

き

て
、
月つ
き

に
映う
つ

し
て
之こ
れ

を
見み

る
に
、
宛さ
な
が
ら然
豐と
よ

田だ

相さ
が
み模
な
り
、（
相さ
が
み模
は
女み

こ巫
に
し
て
、
鬼き
ど
う道
を
以も
っ

て
人ひ
と

を
惑ま
ど

わ
す
よ
り
、
大お
お
し
お塩

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
其そ
の

奸か
ん

を
発あ
ば

き
て
磔た
く
し死

せ
り
、
或あ
る
い

は
冤え
ん

罪ざ
い

な
り
き
と
も
云い

え
り
、）
某
そ
れ
が
し

乃す
な
わ

ち
刀と
う

を
抜ぬ

き
て
走は
し

り
進す
す

み
、
髑し
ゃ
れ
こ
う
べ髏
を
提
ひ
っ
さ
げ

げ
て
之こ
れ

を
空く
う
ち
ゅ
う中
に
抛な
げ
う

ち
つ

つ
斬き
り
お
と落
し
た
れ
ば
、
地ち

に
堕お

ち
て
輾こ

ろ転
げ
つ
つ
木げ

た屐
の
歯は

の
間あ
い
だ

に
入い

れ
り
、
執と

り
て
之こ
れ

を

視み

れ
ば
石い
し

な
り
、
甚は
な
は

だ
し
い
哉か
な

婦ふ
じ
ん
い
ち
ね
ん

人
一
念
の
怨え
ん
ど
く毒

や
と
、
拙せ
っ
し
ゃ者

（
掃か
も
ん部

）
平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
に
向む
か

い
、

君き
み

は
平へ
い
じ
つ日
学が
く

を
講こ
う

じ
て
心こ
こ
ろ

を
治お
さ
め

め
た
ま
う
に
、
斯か
か

か
る
妖よ
う
か
い怪
を
見み

ら
れ
し
と
は
、
本ほ
ん
き気
の

沙さ

た汰
に
あ
ら
じ
と
云い

い
し
に
、
平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
打う
ち
わ
ら笑

つ
て
、
何な
ん

ぞ
其そ

れ
然し
か

ら
ん
、
数す
じ
つ
ぜ
ん

日
前
某
そ
れ
が
し

熊く
ま
の野

に
游あ
そ

び
、
那な
ち
の
た
き

智
瀑
布
が
石い
し

に
激げ
き

し
て
飛ひ
よ
う揚
す
る
を
観み

、
物も
の
げ
き激
せ
ざ
れ
ば
飛ひ
よ
う揚
す
る
能あ
た

わ
ざ
る

を
悟さ
と

れ
り
と
云い

え
り
、
拙せ
っ
し
ゃ者
其そ
の

言げ
ん
ご語
の
不ふ
り
ん倫
を
怪あ
や

し
み
、
談だ
ん

を
終お

え
ず
し
て
去さ

り
、
帰か
え

り
て

妻さ
い
し子

に
大お
お
し
お塩

は
終お
わ
り

を
克よ

く
せ
じ
と
語か
た

り
、
此こ
れ

よ
り
絶ぜ
つ
こ
う交

し
て
通つ
う

ぜ
ざ
り
し
が
、
大お
お
し
お塩

乱ら
ん

の

緒方洪庵
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）



一
〇
七

当と
う
じ時

、
彼か
れ

と
懇こ
ん
い意

の
人ひ
と
び
と々

は
皆み
な

官か
ん
ぷ府

の
疑う
た
が

い
を
蒙こ
う
ぶ

り
し
も
、
予よ

は
絶ぜ
つ
こ
う交

の
為た
め

に
免ま
ぬ
が

れ
た
り
、

此こ
の

事こ
と

妻さ
い
し子

の
外ほ
か

未い
ま

だ
嘗か
つ

て
人ひ
と

に
語か
た

ら
ざ
る
所と
こ
ろ

な
り
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

日に
っ
き記

に
記し
る

せ
り
、
物も
の
げ
き激

せ
ざ

れ
ば
飛ひ
よ
う揚

せ
ず
、
大お
お
し
お塩

の
飛ひ
よ
う揚

は
好こ
の

ん
で
大お
お
い

に
激げ
き

せ
し
結け
っ
か果

か
、
妖よ
う
か
い怪

の
一い
ち
じ事

、
不ふ
り
ん倫

も
亦ま
た

甚は
な
は

だ
し
、
大お
お
し
お塩
当と
う
じ時
已す
で

に
心し
ん
り理
の
錯さ
く
ら
ん乱
を
来き
た

せ
し
か
、
陽よ
う
め
い明
学が
く
し
ゃ者
と
し
て
の
中ち
ゅ
う
さ
い斎
を
研け
ん
き
ゅ
う究

す
る
に
は
好こ
う
し
り
ょ
う

資
料
な
ら
ず
や
。

　
　

旭き
ょ
く
そ
う荘

後の

ち
坂さ
か
も
と
て
い
さ
い

本
鼎
齋
（
名な

俊し
ゅ
ん
て
い貞

、
称し
ょ
う

鉉げ
ん
の
す
け

之
助
、
萬ま
ん
え
ん延

元が
ん
ね
ん
ぼ
つ
す
と
し

年
歿
年
七
十
）
と
交ま
じ
わ

れ

り
、
鼎て
い
さ
い齋
学が
く

を
好こ
の

み
て
気き
せ
つ節
あ
る
豪ご
う
け
つ傑
な
り
、
弱じ
ゃ
く
か
ん冠
に
し
て
九き
ゅ
う
し
ゅ
う州
に
游あ
そ

び
、
亀か
め
い
な
ん
め
い

井
南
冥

を
訪と

う
て
其そ

の
災さ
い
ご後
の
仮か
り
た
く宅
に
一
宿し
ゅ
く

せ
し
こ
と
あ
り
、
大お
お
し
お塩
の
乱ら
ん

、
敵て
き
し
ょ
う
う
め
だ
ぼ
う

将
梅
田
某
を
殺こ
ろ

し
、

武ぶ
こ
う
だ
い
い
ち

功
第
一
を
以も
っ

て
、
玉た
ま
つ
く
り造

与よ
り
き力

よ
り
鉄て
っ
ぽ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

砲
奉
行
と
為な

り
、
御お
め
み
え

目
見
以い
じ
ょ
う上

に
晋す
す

め
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
対た
い
め
ん面
せ
し
時と
き

は
年と
し

五
十
左さ
ゆ
う右
に
し
て
、
短た
ん
し
ょ
う
せ
い
か
ん

小
精
悍
、
風ふ
う
じ
ん神
奕え
き
え
き々

、
一
見け
ん

し
て
奇き
け
つ傑
た
る

を
知し

れ
り
、
大お
お
し
お塩

の
事こ
と

に
談だ
ん

じ
及お
よ

び
し
に
、
鼎て
い
さ
い齋

曰い
わ

く
、
大お
お
し
お塩

の
罪ざ
い
あ
ん案

に
は
、
首し
ゅ

と
し
て

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
が
子し
そ
く息
の
妻つ
ま

を
奪う
ば

い
し
こ
と
を
掲か
か

げ
た
り
、
拙せ
っ
し
ゃ者
思お
も

う
に
、
君く
ん
し子
は
曖あ
い
ま
い昧
を
以も
っ

て
人ひ
と

を
罪ば
っ

す
可べ

か
ら
ず
、
斯か
か

る
事じ
じ
つ実
は
有あ

る
ま
じ
き
事こ
と

な
り
、
何な
に
ゆ
え故
と
な
れ
ば
格か
く
の
す
け

之
助
は
平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎

の
養よ
う
し子

の
み
、
平へ
い
は
ち八

実じ
つ

に
其そ

の
妻つ
ま

を
窃ぬ
す

ま
ば
、
格か
く
の
す
け

之
助
豈あ
に

平へ
い
は
ち八

と
同お
な

じ
く
死し

な
ん
や
、
或あ
る
い

は
平へ
い
は
ち八
威い

を
以も
っ

て
鉗か
ん
せ
い制
し
、
平へ
い
は
ち八
既す
で

に
敗や
ぶ

れ
て
、
濟せ
い
の
す
け

之
助
・
梶か
じ
ご
ろ
う

五
郎
等ら

は
散さ
ん

乱ら
ん

せ
し
に
、

格か
く
の
す
け

之
助
の
み
は
終し
ゅ
う
し始

父ち
ち

に
随し
た
が

え
り
、
争い
か

で
か
暴ぼ
う
い威

も
て
如か
く
の
ご
と此

な
ら
し
む
を
得え

ん
、
拙せ
っ
し
ゃ者

嘗か
つ

て
平へ
い
は
ち八
を
訪ほ
う
も
ん問
せ
し
に
、
父ふ

し子
の
間あ
い
だ

頗す
こ
ぶ

る
粛し
ゅ
く
ぼ
く睦
に
し
て
、
孝こ
う
じ慈
の
風ふ
う

あ
り
、
恐お
そ

ら
く
は

聚し
ゅ
う
ゆ
う麀
に
至い
た

ら
ず
、
且か
つ

平へ
い
は
ち八
未い
ま

だ
敗や
ぶ

れ
ざ
る
前ま
え

に
は
、
一
人に
ん

の
其そ
の

事こ
と

を
言い

う
者も
の

な
し
、
平へ
い
は
ち八
一

敗ぱ
い

し
て
、
吉よ
し
み見

某ぼ
う　

首ひ
い

て
其そ

の
事こ
と

を
訐あ
ば

き
、
萬ば
ん
こ
う口

之こ
れ

に
和わ

せ
る
も
亦ま
た

怪あ
や

し
む
べ
き
な
り
と
、

初は
じ

め
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
鼎て
い
さ
い濟
が
大お
お
し
お塩
を
破や
ぶ

る
を
以も
っ

て
名な

を
得え

つ
れ
ば
、
定さ
だ

め
て
其そ

の
功こ
う

を
誇ほ
こ

り
て
深ふ
か

く

大お
お
し
お塩

を
罪つ
み

す
べ
し
と
思お
も

い
け
る
に
、
其そ

の
言げ
ん

公こ
う
へ
い平

な
る
に
服ふ
く

し
た
り
と
な
り
、
大お
お
し
お塩

固も
と
よ

り
国こ
く

士し

を
以も
っ

て
自み
づ
か

ら
矜き
ょ
う
じ持
す
る
者も
の

、
恐お
そ

ら
く
ば
乱ら
ん

倫り
ん

の
事こ
と

あ
ら
じ
、
一い
っ
た
ん旦
事こ
と

敗や
ぶ

る
る
や
、
百
醜
し
ゅ
う

を
以も
っ

て
之こ
れ

に
帰き

す
、
而し
か

も
鼎て
い
さ
い濟
其そ

の
敵て
き

の
為た
め

に
千せ
ん
こ古
の
寃え
ん

を
白は
く

す
、
俠き
ょ
う

と
謂い

う
べ
し
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
鼎て
い
さ
い濟

の
為た
め

に
鍪ぼ
う

笠り
ゅ
う

の
詩し

を
作
れ
り
、
七
言ご
ん
ち
ょ
う
へ
ん

長
篇
、
十
日
を
費つ
い
や

し
て
成な

れ
り
、

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
詩し

を
作つ
く

る
や
、
生せ
い
ら
い来

此こ

の
詩し

の
如ご
と

く
遅ち
せ
い成

せ
し
も
の
あ
ら
ず
と
云い

え
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
二
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
二
十
）

交こ
う
ゆ
う游

（
六
）
▲
商し
ょ
う
に
ん人

の
文ぶ
ん
が雅

▲
鴻こ
う
の
い
け池

善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
が
事こ
と

▲
舞ぶ

を
以も
っ

て
潤じ
ゅ
ん

に
代か

う
▲
清せ
い
だ
く濁

並あ
わ

せ

呑の

む

　

昔せ
き
じ時

大お
お
さ
か阪

の
商し
ょ
う
に
ん人

に
文ぶ
ん
が雅

の
徒と

多お
お

く
、
喜よ
ろ
こ

ん
で
学が
く
し
ゃ者

文ぶ
ん
じ
ん人

と
交ま
じ
わ

り
て
、
斐ひ
ぜ
ん然

観み

る
可べ

き
者も
の

多お
お

か
り
し
は
、
我わ

が
大お
お
さ
か阪
の
花は
な

な
り
き
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
時じ
だ
い代
に
も
、
北き
た
お
ぼ
く
こ
う

尾
墨
香

（
書し
ょ
り
ん
び
う

林
備
禹
）
が
如ご
と

き
、
手て
づ
か塚
春し
ゅ
ん
ぱ波
（
称し
ょ
う

太た

へ

え
兵
衛
）
が
如ご
と

き
、
呉ご
ほ
く
し
ょ

北
渚
（
名な

策さ
く

、
字
あ
ざ
な

元げ
ん
ぎ
ょ馭

、
称し
ょ
う

肥ひ
ぜ
ん
や
ま
た
べ
え

前
屋
又
兵
衛
）
が
如ご
と

き
、
阪さ
か
の
う
え
き
ゅ
う
ざ
ん

上
九
山
（
平ひ
ら
の
や
じ
ん
ざ
え
も
ん

野
屋
甚
左
衛
門
）
が
如ご
と

き
、
田た
な
か
か
い
び

中
介
眉
（
名な

節せ
つ

、
字あ
ざ
な

樹じ
ゅ
と
く德
、
称し
ょ
う

義ぎ

へ

え
兵
衛
、
天て
ん
ま
し
ゅ
ぞ
う
か

満
酒
造
家
）
が
如ご
と

き
、
藤ふ
じ
い井
藍ら
ん
で
ん田

（
綿わ
た
や
う
え
も
ん

屋
屋
右
衛
門
、
唐と
う
も
つ
し
ょ
う

物
商
、
門も
ん
じ
ん人

の
部ぶ

に
出い

ず
）
が
如ご
と

き
、
高た
か
ま
つ
ほ
う
し
ゅ
う

松
舫
洲
（
名な

長ち
ょ
う
き
ょ
う敎

、

字あ
ざ
な

知ち
け
い卿
、
白お
し
ろ
い
や
ち
ょ
う
ざ
え
も
ん

粉
屋
長
左
衛
門
）
が
如ご
と

き
、
相そ
う
と
う当
の
商し
ょ
う
に
ん人
に
し
て
、
或あ
る
い

は
書し
ょ
が画
を
善よ

く
し
、

或あ
る
い

は
詩し

或あ
る
い

は
篆て
ん
こ
く刻
に
長ち
ょ
う

じ
、
各お
の
お
の
い
ち
ぎ

一
技
あ
り
て
翰か
ん
ぼ
く墨
の
場じ
ょ
う

に
馳ち
て
い騁
せ
し
者も
の

、
指ゆ
び
く
つ屈
す
る
に

暇い
と
ま

あ
ら
ず
、
彼か

の
大お
お
さ
か阪

一
の
長ち
ょ
う
じ
ゃ者

と
聞き
こ

え
し
鴻こ
う
の
い
け池

善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
が
如ご
と

き
も
、
別べ
つ

に
一い
ち
げ
い
い
ち
ぎ

芸
一
技

の
長ち
ょ
う

な
し
と
い
え
ど
も
、
亦ま
た

文ぶ
ん
が雅
の
士し

と
游あ
そ

ぶ
を
喜よ
ろ
こ

び
し
が
如ご
と

し
。

　

一あ
る
ひ日

小し
ょ
う
ち
く竹

旭き
ょ
く
そ
う荘

等ら

、
安あ

き芸
の
倉く
ら
や
し
き邸

な
る
賴ら
い
さ
い
ち
ろ
う

左
一
郎
（
名な

舜み
ち
と
し燾

字あ
ざ
な

子し
か
い
ご
う
さ
い
し
ん

晦
号
采
眞
杏き
ょ
う
へ
い
の
こ

坪
子
）

が
許も
と

に
会か
い

せ
り
、
鴻こ
う
の
い
け池
善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
も
亦ま
た

至い
た

る
、
酒さ
け
た
け
な
わ酣
な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
と
碁ご

を
囲か
こ

み
し
が
、
小し
ょ
う
ち
く竹
旁か
た
わ

よ
り
善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
に
向む
か

い
、
君き
み

は
日に
っ
ぽ
ん

本
一
の
果か
ほ
う
も
の

報
者
な
り
、
苦く
ろ
う労
と
言い

う

事こ
と

な
か
る
べ
し
と
云い

い
け
れ
ば
、
善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
頭か
し
ら

を
掉ふ

り
、
い
や
と
よ
、
鴻こ
う
の
い
け池

の
主し
ゅ
じ
ん人

た

る
は
楽た
の

し
き
者も
の

に
非あ
ら

ず
、
事じ

じ々

親し
ん
る
い類
に
制せ
い

せ
ら
れ
て
、
一
も
自じ
ゆ
う由
な
る
を
得え

ず
、
譬た
と

え
て

申も
う

さ
ん
に
、
諸し
ょ

先せ
ん
せ
い生

を
御ご

請し
ょ
う
た
い
も
う

待
申
し
て
一
盃ぱ
い

を
献け
ん

ぜ
ん
と
思お
も

う
も
、
親し
ん
る
い類

も
承し
ょ
う
ち知

せ
ざ
れ

ば
、
某
そ
れ
が
し

如い
か
ん何
と
も
し
難が
た

し
、
他た
せ
き席
に
臨の
ぞ

み
て
は
鴻こ
う
の
い
け池
鴻こ
う
の
い
け池
と
持も
て
は
や囃
さ
れ
て
、
叮て
い
ね
い嚀
な
る

御お
と
り
あ
つ
か
い

取
扱
を
受う

く
る
も
、
我わ
れ

は
家か
じ
ん人
の
許ゆ
る

さ
が
為た
め

に
、
其そ

の
返へ
ん
ぽ
う報
も
出で

き来
ず
、
我わ
れ

の
み
厚こ
う
た
い待
を

受う

け
て
、
之こ
れ

を
人ひ
と

に
報む
く

い
ざ
る
心こ
こ
ろ
ぐ
る苦

し
さ
、
苦く
ろ
う労

と
い
う
事こ
と

絶た

え
申も
う

さ
ず
、
隠い
ん
き
ょ居

せ
ん
と
思お
も

え
ど
も
弟
お
と
う
と

の
歿
み
ま
か
り

り
し
為た
め

に
叶か
な

わ
ず
と
答こ
た

え
け
り
、
小し
ょ
う
ち
く竹
聞き

き
て
我わ
れ

等ら

は
君き
み

を
呆ば

か子
か

と
思お
も

い
し
に
、
扨さ
て

も
言い

う
所と
こ
ろ

人に
ん
じ
ょ
う情

に
近ち
か

き
こ
と
如か
く
の
ご
と此

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

君く
ん

、
鴻こ
う
の
い
け池

の
主し
ゅ
じ
ん人

も

亦ま
た

苦く
ろ
う労
あ
り
て
隠い
ん
き
ょ居
し
た
し
と
は
、
世よ

の
人ひ
と

も
知し

る
ま
じ
、
君き
み

の
日に
つ
き記
中
に
此こ
の
き
ご

奇
語
を
泄も
ら

す

べ
か
ら
ず
、
な
ど
戯た
わ
む

れ
し
こ
と
日に
つ
き記
に
見み

ゆ
、
小し
ょ
う
ち
く竹
が
翻ほ
ん
ろ
う弄
、
善ぜ
ん
え
も
ん

右
衛
門
の
披ひ

瀝れ
き

、
並な
ら
び

に

一
場じ
ょ
う

の
奇き
だ
ん談

な
り
、
然し
か

る
に
て
も
鴻こ
う
の
い
け池

の
主し
ゅ
じ
ん人

が
豪ご
う
ふ富

を
挟
さ
し
は
さ

ま
ず
し
て
、
儒じ
ゅ
が雅

の
士し

と

旭荘の自画賛
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一
〇
八

交こ
う
ゆ
う游

せ
し
は
多た

と
す
べ
か
ら
ず
や
、
斯か

く
大お
お
さ
か阪

の
大だ
い
ち
ょ
う
に
ん

町
人
鴻こ
う
の
い
け池

よ
り
、
呉ご
ふ
く
や
し
ゅ
ぞ
う
か

服
屋
酒
造
家
の

主し
ゅ
じ
ん人

に
至い
た

る
ま
で
、
文ぶ
ん
が雅

風ふ
う
り
ゅ
う流

の
嗜し
こ
う好

あ
り
た
れ
ば
こ
そ
、
関か
ん
と
う
か
ん
さ
い

東
関
西
の
学が
く

士し

文ぶ
ん
じ
ん人

、
皆み
な

其そ
の

倉く
ら
や
し
き邸

を
腰こ
し
か
け掛

と
し
て
大お
お
さ
か阪

に
集あ
つ
ま

り
、
遂つ
い

に
足あ
し

を
大お
お
さ
か阪

三
郷き
ょ
う

に
留と
ど

め
て
一
時じ

の
盛せ
い

を
鳴な

ら
し

し
所ゆ
え
ん以
な
れ
、
今い
ま

は
如い
か
ん何
、
親し
ん
る
い類
の
制せ
い
ち
ゅ
う
せ
き
じ
つ

肘
昔
日
の
如ご
と

く
な
ら
ず
し
て
、
其そ
の

好こ
の

む
所と
こ
ろ

に
従し
た
が

う

を
得う

べ
き
に
、
絶た

え
て
文ぶ
ん
が雅
の
会か
い

を
聞き

か
ず
、
あ
ら
ぬ
游ゆ
う
ら
く楽
に
耽ふ
け

る
も
の
多お
お

き
は
、
変へ
ん
せ
ん遷
も

亦ま
た

甚は
な
は

だ
し
か
ら
ず
や
。

　

当と
う
じ時
は
独ひ
と

り
商し
ょ
う
に
ん人
の
文ぶ
ん
が雅
の
み
な
ら
ず
、
歌か

ぎ妓
仲な
か
い居
の
如ご
と

き
も
、
亦ま
た

風ふ
う
り
ゅ
う流
の
道み
ち

に
心こ
こ
ろ

を

寄よ

せ
た
り
き
、
文ぶ
ん
じ
ん人

墨ぼ
く
き
ゃ
く客

の
常つ
ね

に
杖つ
え

を
曳ひ

き
し
は
北き
た
の野

の
玉た
ま
ふ
じ藤

な
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

其そ

の
徒と

と
玉た
ま
ふ
じ藤
に
飲の

む
を
常つ
ね

と
し
け
る
が
、
阿お
た
ま玉
・
阿お
か
じ楫
な
ど
云い

う
仲な
か
い居
ど
も
、
い
つ
も
扇お
う
ぎ

を
出い
だ

し

て
書し
ょ
が画
を
請こ

え
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
好こ
の

ん
で
蘭ら
ん

を
画え
が

き
、
又ま
た

山さ
ん
す
い水
を
も
画え
が

け
り
、
一
日じ
つ

隣り
ん
し
つ室
に
数す

ぎ妓

を
携た
ず
さ

う
る
者も
の

あ
り
、
一い
ち
ぎ妓

尤も
っ
と

も
姿し
し
ゅ首

あ
り
、
招ま
ね

か
ざ
る
に
来き
た

り
て
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
坐ざ

に
入い

り
、
我わ

が
客き
ゃ
く
じ
ん人
廣ひ
ろ
せ瀬
先せ
ん
せ
い生
の
書し
ょ

は
滅め
っ
た多
に
獲え

ら
れ
ず
、
汝な
ん
じ

逼せ
ま

り
て
字じ

を
乞こ

え
と
申も
う

さ
れ
ぬ
、
願ね
が
わ

く

ば
此こ

の
扇お
う
ぎ

に
と
三
拝ぱ
い

し
け
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

笑わ
ら

っ
て
、
我わ

れ
潤じ
ゅ
ん
ぴ
つ筆

な
け
れ
ば
筆ふ
で

を
下く
だ

さ
ず
、
卿お
ん
な

舞ま

う
て
潤じ
ゅ
ん

に
代こ

う
べ
き
や
と
戯た
わ
む

れ
け
れ
ば
、
い
と
〳
〵
安や
す

き
御お
ん
こ
と事
な
る
も
、
三さ
ん
げ
ん絃
な
き
を

如い

か何
に
せ
ん
と
い
う
、
行ぎ
ょ
う
と
く德
玉ぎ
ょ
く
こ
う江
阿お
か
じ楫
に
、
卿お
ん
な

も
三さ
ん
げ
ん絃
も
て
潤じ
ゅ
ん

に
代か

う
べ
し
と
命め
い

じ
、

乃す
な
わ

ち
阿お
か
じ
げ
ん

楫
絃
を
鼓こ

し
、
少し
ょ
う
ぎ妓

起た

ち
て
舞ま

え
り
、
其そ

の
徒と

皆み
な

纒て
ん
と
う頭

な
く
し
て
斯か
か

る
妙み
ょ
う
ぶ舞

を
見み

ん

こ
と
こ
そ
容た
や
す易
か
ら
ね
と
嘆た
ん

し
た
り
と
ぞ
、
今い
ま

の
文ぶ
ん
じ
ん人
は
妓ぎ

に
向む
か
つ

て
絵え
は
が
き

葉
書
に
字じ

を
乞こ

う

習な
ら
い

と
は
な
り
ぬ
、
世よ

は
顚さ
か
さ
ま倒

な
り
け
り
。

　

年と
し
ご
と毎
に
正し
ょ
う
が
つ月
交こ
う
ゆ
う游
を
会か
い
い
ん飲
す
る
を
、
江え

ど戸
に
て
は
発は
つ
か
い会
と
云い

い
、
大お
お
さ
か阪
に
て
は
初し
ょ
か
い会
と
云い

う
、
学が
く
し
ゃ者
先せ
ん
せ
い生
達た
ち

も
此こ

の
例れ
い

に
沿し
た
が

わ
ざ
る
能あ
た

わ
ず
し
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
も
毎ま
い
ね
ん年
客き
ゃ
く

を
招ま
ね

き
し
が
、

親し
た

し
き
人ひ
と
び
と々

の
み
を
招ま
ね

け
り
と
見み

ゆ
る
も
、
猶な
お

数す

十
百
人に
ん

に
及お
よ

び
、
一
日
に
二
席せ
き

二
日
に
も

渉わ
た

れ
る
が
如ご
と

し
、
大お
お
さ
か阪
は
正し
ょ
う
が
つ月
及お
よ

び
中ち
ゅ
う
げ
ん元
毎ま
い
げ
つ月
朔さ
く
ほ
う望
に
も
、
名め
い
し刺
を
交こ
う
か
ん換
し
て
賀が

を
道い

う

慣か
ん
し
ゅ
う習

あ
り
、旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

俗ぞ
く

に
従し
た
が

い
て
賀が

を
発は
い

せ
ず
、嘉か
え
い永

三
年ね
ん
が
ん
た
ん

元
旦
の
詩し

に
、通
名
三
百
戸
。

留
跡
十
三
年
の
聯れ
ん

あ
り
、
天て
ん
ぽ
う保
九
年ね
ん

よ
り
文ぶ
ん
か化
三
年ね
ん
ま
で迄
、
前ぜ
ん
ご後
二
十
余よ
ね
ん年
大お
お
さ
か阪
に
住じ
ゅ
う

せ
し
を

も
て
、
其そ

の
交こ
う
ど
う道
の
広ひ
ろ

き
も
亦ま
た

宜む
べ

な
り
、
要よ
う

す
る
に
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
交こ
う
ゆ
う游
を
好こ
の

み
て
清せ
い
だ
く
あ
わ
せ

濁
並
せ
呑の

め
り
き
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
三
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
廿
一
）

門も
ん
じ
ん人

▲
柴し
ば
し
ゅ
う
そ
ん

秋
村
▲
十
一
吟ぎ
ん
し
ゃ社

▲
鼎か
な
え

金き
ん
じ
ょ
う城

▲
藤ふ
じ
い井

藍ら
ん
で
ん田

▲
榎え
の
も
と本

驢ろ
さ
い齋

▲
種た
ね
が
し
ま

子
島
石せ
き
ほ
う峰

　

此こ

の
比こ
ろ

大お
お
さ
か阪

書し
ょ
せ
い生

の
学が
く
ひ費

は
、
一
年ね
ん

に
食し
ょ
く
ひ費

六
両り
ょ
う

、
謝し
ゃ
き
ん金

一
両り
ょ
う

、
小こ
づ
か
い
き
ん

遣
金
三
四
両り
ょ
う

、
合あ
わ

せ
て
十
両り
ょ
う

内な
い
が
い外

を
要よ
う

し
た
り
と
い
う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
塾じ
ゅ
く

は
固も
と
よ

り
宜ぎ
え
ん園

の
盛せ
い

と
日ひ

を
同お
な
じ

く
し

て
語か
た

る
可べ

か
ら
ざ
る
も
、
前ぜ
ん
ご
も
ん

後
門
に
及お
よ

ぶ
者も
の

殆ほ
と
ん

ど
千
人に
ん

と
称し
ょ
う

せ
り
、
敎き
ょ
う
い
く育

の
法ほ
う

は
宜ぎ
え
ん園

の

家か
ほ
う法
を
用も
ち

い
て
月げ
つ
た
ん旦
を
為な

せ
り
、
其そ
の

講こ
う
し
ゃ
く釈
は
朝あ
さ

に
し
て
、
塾じ
ゅ
く
せ
い生
皆み
な

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
早は
や
お
き起
に
閉へ
い
こ
う口
せ

り
、
中な
か

に
も
夜よ

の
明あ

け
ぬ
う
ち
よ
り
起お
こ

さ
れ
て
、
日に
っ
か
ん間
瑣さ
い
じ事
備び
ぼ
う忘
を
筆ひ
つ
き記
せ
し
め
ら
る
る
塾
じ
ゅ
く

生せ
い

は
、
余よ
ほ
ど程

の
耐た
い
に
ん
り
ょ
く

忍
力
を
要よ
う

し
け
る
が
、
之こ
れ

が
為た
め

に
如い

か何
な
る
劣れ
つ
さ
い才

も
、
約や
く

半は
ん
ね
ん年

に
し
て

作さ
く
ぶ
ん文
の
法ほ
う

を
会え
と
く得
し
た
り
と
い
う
、
然さ

れ
ど
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
門も
ん
か下
に
は
、
文ぶ
ん

を
学ま
な

ぶ
者も
の

少す
く
な

く
し
て

詩し

を
学ま
な

ぶ
者も
の

多お
お

か
り
き
、
教き
ょ
う
い
く育

は
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
長ち
ょ
う
し
ょ所

に
非あ
ら

ず
、
門も
ん
か下

名な

を
成な

せ
し
者も
の

亦ま
た

僅わ
づ
か

に

指ゆ
び

を
屈く
つ

す
べ
し
、
此こ

の
一
點て
ん

に
於お
い

て
は
益
ま
す
ま
す

淡た
ん
そ
う窓
の
大だ
い

な
る
所ゆ
え
ん以
を
見み

る
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
高こ
う
そ
く足
弟て
い
し子
は
、
柴し
ば
し
ゅ
う
そ
ん

秋
村
（
名な

莘し
ん

、
字あ
ざ
な

綠り
ょ
く
の野
、
称し
ょ
う

六ろ
く
ろ
う郎
、
阿あ
わ
の
ひ
と

波
人
）
を
推お

し

て
第だ
い
い
ち一

と
為な

す
、
初は
じ

め
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
学ま
な

び
、
後の
ち

宜ぎ
え
ん園

に
游あ
そ

べ
り
、
河こ
う
の
て
つ
と
う

野
鐵
兜
其そ

の
詩し

賦ふ

の
才さ
い

を

称し
ょ
う

し
て
本ほ
ん
ち
ょ
う朝
の
曹そ
う
し
け
ん

子
建
と
為な

せ
り
、
又ま
た

善ぜ
ん
し
ょ書
を
以も
っ

て
名な

あ
り
、
同ど
う
も
ん門
に
推お

さ
れ
て
淡た
ん
そ
う窓
の

墓ぼ
め
い銘

を
書か

け
り
、
貫ぬ
き

名な

海か
い
お
く屋

養や
し
の

う
て
嗣し

と
為な

さ
ん
と
す
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

曰い
わ

く
、
矢や
が
み上

快か
い
う雨

其そ
の

妻つ
ま

と

和わ

せ
ず
、
海か
い
お
く屋
予よ

と
之こ
れ

を
喩さ
と

せ
し
に
、
快か
い
う雨
は
二
先せ
ん
せ
い生
は
我わ

が
父ち
ち

な
り
と
云い

い
し
が
、
快か
い
う雨

死し

し
て
海か
い
お
く屋
其そ

の
寡か

ふ婦
を
娶め
と

れ
り
、
子し

其そ

れ
此こ
の

夫お
っ
と

此こ

の
婦つ
ま

を
以も
っ

て
父ふ

ぼ母
と
為な

さ
ん
と
す
る

か
と
、
秋し
ゅ
う
そ
ん村

乃す
な
わ

ち
之こ
れ

を
辞じ

し
た
り
き
、
後の

ち
門も
ん
こ戸

を
大お
お
さ
か阪

に
張は

り
し
も
世よ

を
早は
や

く
せ
り
、

長ち
ょ
う
さ
ん
し
ゅ
う

三
洲
も
亦ま
た

嘗か
つ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
塾じ
ゅ
く

に
在あ

り
し
が
、
も
と
淡た
ん
そ
う窓
の
高こ
う
そ
く足
な
る
よ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
も

弟て
い
し子

視し

せ
ざ
り
き
、
棚た
な
は
し橋

大だ
い
さ
く作

（
二に
ほ
ん
ま
つ
の
ひ
と

本
松
人
）
西に
し
じ
ま
せ
い
ほ

島
青
浦
（
山や
ま
ぐ
ち
の
ひ
と

口
人
）
等ら

も
亦ま
た

門も
ん
か下

の
一

秀し
ゅ
う
さ
い才
な
り
。

　

門も
ん
か下
の
大お
お
さ
か阪
人じ
ん

に
は
藤ふ
じ
い井
藍ら
ん
で
ん田
（
名な

德と
く

、
字あ
ざ
な

伯は
く
き
ょ
う恭
、
出ま
え
に
い
ず前
、）
鼎か
な
え

金き
ん
じ
ょ
う城
（
名な

鉉げ
ん

、
字
あ
ざ
な

子し
ぎ
ょ
く玉

、
称し
ょ
う

平へ
い
さ
く作

）、
行ぎ
ょ
う
と
く德

玉ぎ
ょ
く
こ
う江

（
名な

貫か
ん

、
字あ
ざ
な

公こ
う
り
ん麟

、
称し
ょ
う

元げ
ん
し
ん愼

、
棄
医
学
画
）、
竺じ
く

徹て
つ
う
ん雲

（
誓せ
い
と
く
じ
得
寺
）、
竺じ
く

龍り
ょ
う
た
ん潭
、
濱は
ま
な名
白は
く
う塢
（
名な

命め
い

、
字あ
ざ
な

子し
そ
う崇
、
称し
ょ
う

七
し
ち
べ
え

兵
衛
）、
石い
し
だ田
綠り
ょ
く
う塢
が
如ご
と

き
、
皆み
な

詩し

を
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
学ま
な

べ
り
、
其そ

の
余よ

毎ま
い
げ
つ月

十
一
日
に
詩し

会か
い

あ
り
、
十
一
吟ぎ
ん
し
ゃ社

と
称し
ょ
う

し
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
叱し
つ
べ
ん鞭
の
下も
と

に
詩し

を
学ま
な

び
し
者も
の

い
と
多お
お

し
、
金き
ん
じ
ょ
う城
は
画が
じ
ん人
春し
ゅ
ん
が
く岳
の
子こ

、
幼よ
う

よ
り
寒か
ん
る寠
、

藍田画長州賛
（「亀門の二廣」スクラッ
プブックより転載）
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酒さ
か
や屋

の
小こ
ぞ
う僧

と
為な

り
、
刻こ
っ
く苦

画え

を
学ま
な

び
て
遂つ
い

に
一
家か

を
成な

し
、
南な
ん
そ
う宋

の
能の
う
ひ
ん品

と
称し
ょ
う

せ
ら
れ
て
、

田た
の
む
ら
ち
ょ
く
に
ゅ
う

能
村
直
入
と
名な

を
斎ひ
と

し
く
し
、
玉ぎ
ょ
く
こ
う江

、
綠り
ょ
く
う塢

、
白は
く
う塢

、
皆み
な

其そ

の
門も
ん

に
出い
で

で
た
り
、
人ひ
と

と
為な

り
沈ち
ん
せ
い
き
ん
し
ん

静
謹
慎
に
し
て
、
終し
ゅ
う
し
ん
し
つ
げ
ん
き
ょ
し
ょ
く

身
疾
言
遽
色
せ
ず
、
人ひ
と
お推

し
て
君く
ん
し子

と
称し
ょ
う

せ
り
、
年と
し

五
十
三
を

以も
っ

て
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
三
年ね
ん

五
月
晦つ
ご
も
り日
に
歿ぼ
つ

す
る
や
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
嘆た
ん
せ
き惜
し
て
曰い
わ

く
、
浪な
に
わ華
の
僧そ
う
い医
画が
じ
ん人
、
予よ

に
就
き
て
学が
く

を
問と

う
者も
の

、
前ぜ
ん
ご後
数す

百
人に
ん

、
或あ
る
い

は
一
二
名な

を
成な

し
意い

を
得う

る
者も
の

あ
れ
ば
、
輒
す
な
わ

ち
自み
ず
か

ら
視み

る
こ
と
太は
な
は

だ
高た
か

く
、
我わ
れ

を
待ま

つ
こ
と
友と
も

の
如ご
と

く
、
復ま
た

弟て
い
し子

の
礼れ
い

を
執と

ら
ず
、
唯た
だ

金き
ん
じ
ょ
う城
及お
よ

び
藍ら
ん
で
ん田
・
秀し
ゅ
う
み
ん民
（
尾お
ざ
き崎
秀し
ゅ
う
み
ん民
医い
し
ゃ者
）
終し
ゅ
う
し始
一
の
如ご
と

し
、
而し
か

し
て
金き
ん
じ
ょ
う城
は
其そ

の
声こ
え

愈い
よ
い
よ

揚あ
が

り
て
、
其そ

の
行
お
こ
な
い

は
愈
い
よ
い
よ

卑ひ
そ
ん遜

な
り
、
尤も
っ
と

も
惋え
ん
せ
き惜

す
べ
し
と
、
大お
お
さ
か阪

人じ
ん

の
軽け
い
は
く薄

、
師し

弟て
い

の
義ぎ

を
知し

ら
ざ
る
亦ま
た

甚は
な
は

だ
し
、
而し
か

し
て
金き
ん
じ
ょ
う城
・
藍ら
ん
で
ん田
等ら

の
情じ
ょ
う
ぎ義
に
篤あ
つ

き
、
尤も
っ
と

も
多た

と
す

べ
し
、
藍ら
ん
で
ん田
師し

家か

に
出し
ゅ
つ
に
ゅ
う入
し
て
殆ほ
と
ん

ど
一
家か

の
如ご
と

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
歿ぼ
つ

す
る
や
、
其そ
の

喪も

を
経け
い
き紀
し
、

後の
ち

長ち
ょ
う
し
ゅ
う州

の
志し

し士
と
交ま
じ
わ

り
て
国こ
く
じ事

に
尽つ
く

す
所と
こ
ろ

あ
り
、
壬み
ぶ
ろ
う
し

生
浪
士
に
捕と
ら

え
ら
れ
て
、
幕ば
く
り吏

の
為た
め

に
拷ご
う
り
ゃ
く掠
せ
ら
れ
、
遂つ
い

に
慶け
い
お
う応
元が
ん
ね
ん年
閏う
る
う

五
月
十
五
日
を
以も
っ

て
獄ご
く
ち
ゅ
う中
に
死し

し
た
り
し
が
、

（
享き
ょ
う
ね
ん年

五
十
二
）
墓は
か

を
雲う
ん
す
い水

の
邦ほ
う
ふ
く
じ

福
寺
な
る
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
墓ぼ
そ
く側

に
営い
と
な

み
し
は
、
師し

と
死し

生せ
い

を
同お
な
じ

く
す
る
遺い

し志
に
出い

ず
と
な
ん
、
亦ま
た

卓た
く
た
く々

と
し
て
伝つ
た

う
べ
き
也な
り

。

　

梅ば
い
と
ん墩
詩し
し
ょ
う鈔
四
編へ
ん
か
ん巻
の
二
に
、
送
三
榎
本
生
還
二
種
島
一
七
律り
つ

一
篇ぺ
ん

と
、
送
三
榎
本
驢
齋
帰
二
種

島
一
の
七
古こ

一
篇ぺ
ん

と
あ
り
、
驢ろ
さ
い齋

は
予よ

が
郷き
ょ
う
じ
ん人

に
し
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
従じ
ゅ
う
ゆ
う游

す
る
者も
の

三
年ね
ん
よ余

、

学が
く
な成
り
て
郷き
ょ
う

に
帰か
え

り
し
が
、
間ま

も
な
く
早は
や

く
歿ぼ
つ

せ
り
、
嘉か
え
い永
五
年ね
ん

三
月
十
六
日
の
日に
つ
き記
に
曰い
わ

く
、

　
　

三
月
十
六
日
種
子
島
三
七
来
行
二
東
修
一
。
聞
榎
本
驢
齋
卒
。

　
　

驢
齋
聡
敏
恭
敬
。
才
徳
雙
全
。
予
門
人
数
百
千
人
。

　
　

未
レ
見
二
其
比
一
。
殆
有
二
祝
予
嘆
一
。
惜
哉
。

是こ

れ
に
因よ
つ

て
之こ
れ

を
観み

れ
ば
、
驢ろ
さ
い齋
も
亦ま
た

旭き
ょ
く
そ
う荘
門も
ん
か下
の
髙こ
う
そ
く足
な
り
、
種た
ね
が
し
ま

子
島
三さ
ん
し
ち七
は
石せ
き
ほ
う峰

と
号ご
う

し
て
、
予よ

が
母は
は

の
姨お
ば

の
子こ

な
る
が
、
最も
っ
と

も
詩し

を
能よ

く
し
、
又ま
た

我わ

が
郷き
ょ
う
え
い
が
く

英
学
の
祖そ

た
り
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
門も
ん

に
我わ

が
同ど
う
り里
の
先せ
ん
ぱ
い輩
二
人に
ん

あ
り
、
予よ

が
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
伝で
ん

を
も
の
す
る
と
浅あ
さ

か
ら
ぬ

因い
ん
ね
ん縁
な
り
け
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
四
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
廿
二
）

風ふ
う
さ
い采
▲
性せ
い
へ
き癖
▲
修し
ゅ
う
よ
う養
と
工こ
う
ふ夫
▲
淡た
ん
き
ょ
く旭
の
異こ
と
な

る
所ゆ
え
ん以

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
風ふ
う
さ
い采

は
一
個こ

の
傖そ
う
ふ父

な
り
、
篠し
の
ざ
き崎

小し
ょ
う
ち
く竹

・
菊き
く
ち池

溪け
い
き
ん琴

等ら

初は
じ

め
て
相あ
い

見み

し
時と
き

、
皆み
な

曰い
わ

く
、
吾わ
が
は
い輩

生せ
い
へ
い平

一
旭き
ょ
く
そ
う荘

君く
ん

あ
り
て
胸き
ょ
う
ち
ゅ
う中

に
存そ
ん

せ
り
、
謂お
も

え
ら
く
長ち
ょ
う
し
ん
ぎ
ょ
く
り
つ

身
玉
立
、
清せ
い
し
ゅ
ん俊

の
気き

眉び

う宇
に
見あ
ら
わ

れ
ん
と
、
料は
か

ら
ざ
り
き
其そ

の
魁か
い
ご梧

に
し
て
而し
か

も
矮み
じ
か

く
、
村そ
ん
き
た
い

気
体
に
盎あ
ふ

れ
ん

と
わ
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

又ま
た

甚は
な
は

だ
し
き
近き
ん
し
が
ん

視
眼
に
て
、
常つ
ね

に
水す
い
ぎ
ゅ
う
ぶ
ち

牛
縁
の
大お
お

眼め
が
ね鏡

を
離は
な

さ
ず
、
貴き
に
ん人

に

見ま
み

え
て
眼め
が
ね鏡
を
去さ

れ
ば
、
如い

か何
な
る
人ひ
と

な
り
し
や
を
見み

分わ

け
ず
、
後ご
さ
い妻
を
娶め
と

ら
ん
と
し
て
の

見み
あ
い合
に
、
其そ

の
顔か
お

の
美び
し
ゅ
う醜
を
弁べ
ん

ぜ
ざ
り
し
な
ど
、
奇き
だ
ん談
頗す
こ
ぶ

る
多お
お

か
り
け
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

は
怪か
い
だ
ん談

を
好こ
の

め
り
、
人ひ
と

往お
う
お
う々

儒じ
ゅ

に
し
て
鬼き

を
説と

く
の
不ふ
り
ん倫

を
誹そ
し

り
し
も
、
他た
に
ん人

の

短た
ん
ち
ょ
う長
を
説と

く
に
勝ま
さ

れ
り
と
為な

せ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
幽ゆ
う
れ
い霊
話ば
な
し

を
聞き

き
て
宿や
ど
や屋
の
主し
ゅ
ふ婦
の
夜よ
る

魘お
そ

は
れ

し
こ
と
も
あ
り
き
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
性せ
い
へ
き癖
は
厳せ
っ
か
ち急
な
り
、
又ま
た

健け
ん
た
ん
か

啖
家
に
し
て
不ふ
よ
う
じ
ょ
う
か

養
生
家
な
り
し
が
如ご
と

し
。

　

才さ
い
し子
才さ
い

を
恃た
の

み
て
放ほ
う
じ
ょ
う縦
に
陥
お
ち
い
り

り
易や
す

き
も
の
な
れ
ど
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
幼よ
う

よ
り
家か
て
い庭
の
厳げ
ん

に
因よ
つ

て
検け
ん
そ
く束

せ
ら
れ
た
り
き
、
十
三
の
時と
き

、
左さ
で
ん伝

の
講こ
う
し
ゃ
く釈

を
聴き

き
な
が
ら
居い
ね
む
り睡

し
け
れ
ば
、
其そ

の
父ち
ち
い
か怒
り
て
是こ
れ

れ
過か
し
ょ
く食
の
為た
め

な
り
と
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
縛ば
く

し
て
二に
か
い階
の
欄ら
ん
か
ん干
に
繋つ
な

ぎ
、
七
日
が

間あ
い
だ

食し
ょ
く

す
る
勿な
か

れ
、
若も

し
窃ひ
そ
か

に
食し
ょ
く

を
送お
く

る
婢ひ
ぼ
く僕

あ
ら
ば
、
必か
な
ら

ず
之こ
れ

を
逐お

わ
ん
と
云い

え
り
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
三
日
目め

に
は
蚊か

に
螫さ

さ
る
る
苦
し
さ
に
、
自み
ず
か

ら
縛ば
く
じ
ょ
う縄
を
噛か
み
き
つ切
て
隣り
ん
か家
に
逃の
が

れ
た
り
と

云い

う
、
此こ
れ

よ
り
早は
や
お
き起
を
努つ
と

め
、
一
生し
ょ
う

昼ひ
る
ね寝
せ
し
事こ
と

な
か
り
き
、
其そ

の
父ち
ち

の
臨り
ん
じ
ゅ
う終
に
五ご

し子
に

遺い
く
ん訓

せ
り
、
人ひ
と
び
と々

皆み
な

異こ
と
な

り
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
謂い
つ

て
曰い
わ

く
、
汝な
ん
じ

は
巧こ
う
ち智

を
以も
っ

て
天て
ん

を
欺あ
ざ
む

か
ん

と
欲ほ
つ

す
、
天て
ん

豈あ
に

欺あ
ざ
む

く
可べ

け
ん
や
、
誠せ
い

の
一
字じ

を
忘わ
す

る
る
勿な
か

れ
と
、
世せ
け
ん間
才さ
い
し子
の
病や
ま
い

は
巧こ
う
ち智

の
二
字じ

に
在あ

り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

も
亦ま
た

免ま
ぬ
が

れ
ざ
り
し
か
、
然し
か

れ
ど
も
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
工こ
う
ふ夫

を
以も
っ

て
其そ

の
病や
ま
い

に
克か
た

ん
と
せ
り
、
年
三
十
二
に
誓ち
か
い

を
立た

つ
、
一
に
曰い
わ

く
、
飲い
ん
し
ょ
く
き
き
ょ

食
起
居
を
節せ
つ

し
て
生せ
い

を
養や
し
な

う
、

二
に
曰い
わ

く
、
無む
よ
う用
の
工こ
う
ふ夫
を
費つ
い
や

さ
ず
し
て
心こ
こ
ろ

を
義ぎ
り
ぶ
ん
し
ょ
う

理
文
章
に
竭つ
く

す
、（
一い
っ
さ
い切
の
克こ
く
ば
つ
え
ん
よ
く

伐
怨
欲
を

禁き
ん

ず
、）
三
に
曰い
わ

く
、
事こ
と

来き
た

れ
ば
当と
う
か下

に
即す
な
わ

ち
行お
こ
な

い
、
稽け
い
か
く
ち
た
い

閣
遅
滞
し
て
身み
お
こ
た惰

り
心こ
こ
ろ
く
る
し困

む
可べ

か
ら
ず
と
、
又ま
た

一
誓せ
い

を
立
て
て
曰い
わ

く
、
日に
つ
か
ん間
の
行ぎ
ょ
う
じ事
、
今こ
ん
に
ち日
為な

す
所と
こ
ろ

、
明み
ょ
う
に
ち日
之こ
れ

を
録ろ
く

し
、

三
日
を
過す

ぎ
て
省か
え
り

み
ざ
る
勿な
か

れ
と
、
年と
し

三
十
三
の
時と
き

又ま
た

一
誓せ
い

を
立た

つ
、
曰い
わ

く
、
瑣さ

じ事
は
自
み
ず
か

ら
逸い
つ

し
て
人ひ
と

を
労ろ
う

す
る
勿な
か

れ
と
、
年と
し

四
十
四
の
歳せ
い
ぼ暮
の
日に
つ
き記
に
云い

く
、
予わ

れ
久ひ
さ

し
く
性せ
い

を
矯た

め
て
悉
こ
と
ご
と

く
旧き
ゅ
う
し
ゅ
う習
を
改あ
ら
た

め
ん
と
欲ほ
つ

す
、
其そ

の
目も
く

に
曰い
わ

く
、
急き
ゅ
う

を
改あ
ら
た

め
て
緩か
ん

と
為な

し
、
弁べ
ん

を
改あ
ら
た

め
て
訥と
つ

と
為な

し
、
慾よ
く

を
改あ
ら
た

め
て
淡た
ん

と
為な

し
、
侈し

を
改あ
ら
た

め
て
倹け
ん

と
為な

し
、
逸い
つ

を
改あ
ら
た

め

て
労ろ
う

と
為な

し
、惰だ

を
改あ
ら
た

め
て
勤き
ん

と
為な

し
、繁は
ん

を
改あ
ら
た

め
て
簡か
ん

と
為な

し
、覈か
く

を
改あ
ら
た

め
て
恕じ
ょ

と
為な

し
、

安あ
ん
し肆

を
改あ
ら
た

め
て
端た
ん
そ
う荘

と
為な

し
、
瞋し
ん
ど怒

を
改あ
ら
た

め
て
和わ
え
つ悦

と
為な

し
、
簡か
ん
ご
う傲

を
改あ
ら
た

め
て
恭き
ょ
う
け
い敬

と

為な

し
、
夸こ
ち
ょ
う張
を
改あ
ら
た

め
て
審し
ん
こ固
と
為な

す
と
、
因よ
つ

て
自み
ず
か

ら
改か
い
あ
ん菴
と
号ご
う

し
た
り
き
、
以い
じ
ょ
う上
は
朱し
ゅ
し子

の
所い
わ
ゆ
る謂
気き
し
つ
へ
ん
か

質
変
化
な
り
、
果は
た

し
て
其そ
の

行お
こ
な

う
所と
こ
ろ

其そ
の

期き

す
る
所と
こ
ろ

の
如ご
と

く
な
り
し
や
を
知し

ら
ざ
る

も
、
此こ
の

修し
ゅ
う
よ
う養

と
工こ
う
ふ夫

あ
り
始は
じ
め

て
小し
ょ
う
ざ
ん山

が
所い
う
と
こ
ろ謂

の
悪あ
く

才さ
い
し子

た
る
を
免ま
ぬ
が

る
る
に
足た

れ
り
。

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編
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其そ

の
父ち
ち

又ま
た

嘗か
つ

て
淡た
ん
そ
う窓

に
問と

う
、
汝な
ん
じ

が
志
こ
こ
ろ
ざ
し

如い

か何
ん
、
淡た
ん
そ
う窓

曰い
わ

く
、
終し
ゅ
う
し
ん身

苟こ
う

の
一
字じ

を
守ま
も

ら
ん
、
父ち
ち

曰い
わ

く
、
謙け
ん
な
ん
じ汝

は
如い

か何
ん
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

曰い
わ

く
、
終し
ゅ
う
し
ん身

不い
や
し
く
も
せ
ず

レ
苟
の
二
字じ

を
守ま
も

ら
ん
、
其そ
の

父ち
ち

首し
ゅ
こ
う肯

せ
り
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
子こ

林り
ん
が
い外

、
嘗か
つ

て
旭き
ょ
く
そ
う荘

に
徳と
く

は
何い
づ
こ処

よ
り
立り
つ
き
ゃ
く脚

す
べ
き
や
を
問と

う
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
曰い
わ

く
、
俗ぞ
く
ご語
の
遠え
ん
り
ょ慮
よ
り
始は
じ

む
と
、
又ま
た

養よ
う
じ
ょ
う生
の
道み
ち

を
問と

う
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
曰い
わ

く
、
寡か

食し
ょ
く

よ

り
始は
じ

む
と
、
林り
ん
が
い外
乃す
な
わ

ち
淡た
ん
そ
う窓
に
問と

う
に
二
者し
ゃ

を
以も
っ
て

せ
し
に
、
淡た
ん
そ
う窓
曰い
わ

く
、
徳と
く

は
無ぶ
え
ん
り
ょ

遠
慮
よ

り
始は
じ

ま
り
、
養よ
う
じ
ょ
う生

は
多た

食し
ょ
く

に
始は
じ

ま
る
と
、
某ぼ
う
こ
う侯

之こ
れ

を
聞き

き
て
評ひ
ょ
う

し
て
曰い
わ

く
、
二
廣こ
う

の
言げ
ん

は

実じ
つ
れ
き歴
よ
り
得え

来き
た

る
か
、
淡た
ん
そ
う窓
は
遠え
ん
り
ょ
ぶ
か

慮
深
き
人ひ
と

な
り
、
自み
ず
か

ら
遠え
ん
り
ょ慮
に
過す

ぎ
し
を
悔く

ゆ
る
こ
と
あ

る
べ
く
、
虚き
ょ
じ
ゃ
く弱

な
る
人ひ
と

な
れ
ば
少し
ょ
う

食し
ょ
く

に
て
、途と
ち
ゅ
う中

に
飢う

え
て
病や
ま
い

を
発は
つ

せ
し
事こ
と

も
や
あ
ら
ん
、

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
無ぶ
え
ん
り
ょ

遠
慮
の
言げ
ん
こ
う行
に
因よ
つ

て
後こ
う
か
い悔
せ
し
事こ
と

あ
る
べ
く
、
又ま
た

健け
ん
た
ん
か

啖
家
な
れ
ば
之こ
れ

が
為た
め

に
病
や
ま
い

を
醸か
も

す
よ
り
斯か

く
は
言い

い
け
ん
、
我わ

れ
嘗か
つ

て
下し
も

に
臨の
ぞ

む
の
術じ
ゅ
つ

を
問と

い
し
に
、
淡た
ん
そ
う窓
は
韓か
ん
ひ非
の

術じ
ゅ
つ

を
勧す
す

め
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
誠ま
こ
と

を
以も
つ
て

せ
よ
術じ
ゅ
つ

を
用も
ち

ゆ
る
は
至し
せ
つ拙

な
り
と
云い

え
り
、
淡た
ん
そ
う窓

は
誠せ
い

実じ
つ

の
人ひ
と

、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
策さ
く
り
ゃ
く略
の
士し

各
お
の
お
の

自み
ず
か

ら
顧か
え
り

み
る
所と
こ
ろ

あ
り
て
云い

い
し
な
る
べ
し
と
云い

え
り
し

由よ
し

、
淡た
ん
き
ょ
く旭

兄き
ょ
う
だ
い弟

の
性せ
い
こ
う行

各か
く
こ
と異

な
れ
る
こ
と
如か
く
の
ご
と此

し
。

旭き
ょ
く
そ
う荘
立
誓
ノ
コ
ト
ハ
日
間
鎖
事
備
忘
巻
十
二
（
天て
ん

保
九
年
）
ノ
元
日
記
事
中
ニ
ア
リ
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
五
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
廿
三
）

尊そ
ん
の
う
か

王
家
▲
旭き
ょ
く
そ
う荘
と
松し
ょ
う
い
ん陰
▲
攘じ
ょ
う
い夷
の
見け
ん
か
い解

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
晩ば
ん
ね
ん年
は
尊そ
ん
じ
ょ
う
ろ
ん

攘
論
の
盛さ
か

ん
な
る
時と
き

な
り
、
彼か
れ

の
地ち

い位
見け
ん
か
い解
は
如い

か何
ん
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は

幕ば
く
り
ょ
う領

の
日ひ

た田
に
生う
ま

れ
た
れ
ど
も
、
能よ

く
名め
い
ぶ
ん分

を
知し

り
て
尊そ
ん
の
う王

の
大た
い

義ぎ

を
弁わ
き
ま

え
た
り
き
、
嘗か
つ

て
人ひ
と

に
謂い
つ

て
曰い
わ

く
、
田い
な
か
び
と
ひ
と

舎
人
一
た
び
は
三
都と

を
見み

ざ
る
可べ

か
ら
ず
、
京き
ょ
う

を
見み

ざ
れ
ば
我わ

が
邦く
に

の
百ひ
ゃ
く
お
う王

一
姓せ
い

万ば
ん
こ
く国

よ
り
尊と
う
と

き
を
知し

ら
ず
、
大お
お
さ
か阪

を
見み

ざ
れ
ば
、
我わ

が
邦く
に

物ぶ
つ
さ
ん産

多お
お

く
舟し
ゅ
う
し
ゅ
う楫

便べ
ん
り利
に
し
て
万ば
ん
こ
く国
よ
り
富と

み
い
た
る
を
知し

ら
ず
、
江え

ど戸
を
見み

ざ
れ
ば
、
我わ

が
邦く
に

の
人じ
ん
こ
う口
多お
お

く

諸し
ょ
こ
う侯
輻ふ
く
そ
う湊
し
て
万ば
ん
こ
く国
よ
り
繁は
ん
か華
な
る
を
知し

ら
ず
と
、
又ま
た

国こ
く
た
い体
を
詠え
い

ぜ
し
詩し

あ
り
、
云い
わ

く
、

　
　

神
武
開
レ
基
上
継
レ
天
。
爾
来
経
レ
歳
近
二
三
千
一
。

　
　

西
人
未
レ
免
井
蛙
見
。
唯
托
周
家
八
百
年
。

国こ
く
た
い体

自じ
ま
ん慢

は
や
が
て
尊そ
ん
の
う王

の
大た
い

義ぎ

に
非あ
ら

ず
や
、
大や
ま
と和

神じ
ん
む
り
ょ
う

武
陵
の
傍
か
た
わ
ら

に
住す

め
る
渥あ
つ
み美

雲う
ん
さ
い齋

と

い
う
も
の
、
一
日じ
つ

旭き
ょ
く
そ
う荘
を
訪と

い
し
時と
き

、
雲う
ん
さ
い齋
が
云い
わ

く
、
近ち
か
ご
ろ比
戸と
だ
わ
さ
ぶ
ろ
う

田
和
三
郎
（
後の
ち

大や
ま
と和
守の
か
み

）

官か
ん
め
い命
を
奉ほ
う

じ
て
陵り
ょ
う
ぼ墓
を
探た
ん
さ
く索
す
と
承
う
け
た
ま
わ

り
し
が
、
土ど
じ
ん人
は
官か
ん
り吏
が
民み
ん
で
ん田
を
奪う
ば

わ
ん
こ
と
を
恐お
そ

れ
て
、
事じ
じ
つ実

を
申も
う
し
た立

て
ま
じ
、
彼か

の
人ひ
と

若も

し
野や
ふ
く服

し
て
文ぶ
ん
じ
ん人

騒そ
う
き
ゃ
く客

を
装よ
そ
お

い
な
ば
、
必か
な
ら

ず

其そ

の
実じ
つ

を
得え

ん
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

聞き

き
て
我わ

が
友と
も

手て
づ
か塚

春し
ゅ
ん
ぱ波

と
い
う
も
の
、
彼か

の
戸と

だ

し
田
氏
と
懇こ
ん
い意

な
れ
ば
吾ご

し子
の
言げ
ん

を
伝つ
た

う
べ
し
と
答こ
た

え
、
異い
じ
つ日

春し
ゅ
ん
ぱ波

に
云し
か
じ
か々

と
物も
の
が
た語

り
、
戸と

だ

し
田
氏
に
告つ

ぐ

べ
き
こ
と
猶な
お

一
事じ

あ
り
、
平へ
い
じ
ょ
う城

以い

ご後
の
天て
ん

子し

、
安あ
ん
と
く德

・
順じ
ゅ
ん
と
く德

二
帝て
い

の
外ほ
か

は
尊そ
ん
ご
う号

の
追つ
い
し謚

な
し
、
戸と

だ

し
田
氏
に
し
て
平へ
い
じ
ょ
う城
以い

ご後
光こ
う
か
く格
天て
ん

皇の
う

に
至い
た

る
ま
で
数す

十
世せ
い

の
尊そ
ん
ご
う号
を
追つ
い
ほ
う奉
す
る
こ

と
、
淡た
ん
か
い
こ
う

海
公
の
故こ

じ事
の
如ご
と

く
に
し
て
、
悉
こ
と
ご
と

く
院い
ん
ご
う号
を
改あ
ら
た

め
な
ば
、
不ふ
き
ゅ
う朽
の
盛せ
い
じ事
な
ら
ん
、

搢し
ん
し
ん
か

紳
家
は
古
い
に
し
え

に
泥な
ず

み
て
其そ

の
義ぎ

容よ
う
い易

な
ら
ざ
ら
ん
も
、
広ひ
ろ

く
天て
ん

下か

の
諸し
ょ

儒じ
ゅ

に
命め
い

じ
て
謚し
こ
う考

を
上
た
て
ま
つ
ら

ら
し
め
ん
に
若し

か
ず
、
吾ご

し子
須す
べ
ら

ら
く
戸と

だ

し
田
氏
に
勧す
す

む
べ
し
と
云い

い
し
に
、
春し
ゅ
ん
ぱ波
大
お
お
い

に
喜よ
ろ
こ

び
た
り
と
あ
れ
ば
、
此こ

の
議ぎ

戸と

だ

し
田
氏
の
耳み
み

に
入い

り
し
な
る
べ
し
、
事こ
と

行お
こ
な

わ
れ
ず
と
い

へ
ど
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
が
心こ
こ
ろ

を
王お
う
し
つ室
に
存そ
ん

す
る
こ
と
如か
く
の
ご
と此
き
、
亦ま
た

以も
っ

て
其そ

の
一
個こ
ば
い
ぶ
ん
た
ん
じ
ゅ
ん

売
文
貪
潤
の

町ま
ち
じ
ゅ
し
ゃ

儒
者
に
非あ
ら

ざ
り
し
を
知し

る
べ
し
。

　

然し
か

れ
ど
も
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
世せ
い
こ故

に
老ろ
う
じ
ゅ
く熟

し
て
身し
ん
か家

を
保た
も

つ
に
注ち
ゅ
う
い意

せ
り
、
故ゆ
え

に
幕ば
く
ま
つ末

の
諸し
ょ
じ
ゅ儒

、

往お
う
お
う々

慷こ
う
が
い
く
に

摡
国
を
憂う
れ

え
て
其そ

の
身み

を
危あ
や
う

く
せ
し
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
世せ
が
い外
に
超ち
ょ
う
ぜ
ん然
と
し
て
批ひ
ひ
ょ
う評
の
地ち

に
立た

て
り
、
賴ら
い

三み

き樹
の
処し
ょ
ざ
ん斬

を
聞き

き
し
時と
き

は
、
其そ

の
匪ひ
じ
ん人

と
交ま
じ
わ

り
て
自み
ず
か

ら
禍
わ
ざ
わ
い

を
招ま
ね

け
る

を
咎と
が

め
し
が
、
所い
わ
ゆ
る謂
匪ひ
じ
ん人
は
、
池い
け
う
ち
だ
い
が
く

内
大
学
を
指さ

せ
し
か
、
又ま
た

は
浪ろ
う
し士
一
輩ぱ
い

を
泛へ
ん

称し
ょ
う

せ
し
か
、

其そ

の
意い

詳
つ
ま
び
ら
か

な
ら
ず
、
書し
ょ

を
府ふ
な
い
こ
う

内
侯
の
知ち

を
受う

け

て
藩は
ん
せ
い政

に
参さ
ん
よ与

せ
る
兄あ
に

の
南な
ん
が
い陔

に
与あ
た

え
て
、
宜よ
ろ

し
く

府ふ
な
い
は
ん

内
藩
の
人じ
ん
し
ん心
を
統と
う
い
つ一
す
べ
き
を
論ろ
ん

じ
た
る
大た
い
い意
に
、

府ふ
な
い
は
ん

内
藩
は
德と
く
が
わ
し

川
氏
と
同ど
う
せ
い姓

に
し
て
、
今こ
ん
こ
う侯

は
楽ら
く
お
う翁

の

外が
い
そ
ん孫
な
り
、
王お
う
し
つ室
は
祖そ

に
し
て
幕ば
く
ふ府
は
父ち
ち

に
均ひ
と

し
く
、

其そ

の
子こ

た
る
府ふ
な
い
は
ん

内
藩
は
、
父ち
ち

に
背そ
む

き
て
祖そ

に
与く
み

す
る

べ
か
ら
ず
、
己や

む
を
得え

ず
ん
ば
諫い
さ

め
て
死し

す
べ
く
、

然し
か

ら
ざ
れ
ば
寧む
し

ろ
德と
く
が
わ
し

川
氏
と
存そ
ん
ぼ
う亡
を
与と
も

に
す
べ
し
と

云い

え
り
、
然さ

り
と
て
彼か
れ

れ
は
佐さ
ば
く
と
う

幕
党
に
も
あ
ら
ず
、

晩ば
ん
ね
ん年
に
吉よ
し
だ田
松し
ょ
う
い
ん陰
が
大お
お
は
ら
さ
ん
み

原
三
位
に
上
た
て
ま
つ

り
し
書し
ょ

及お
よ

び
時じ
せ
い
ろ
ん

勢
論
を
読よ

み
て
、
勤き
ん
の
う王
首し
ゅ
し
ょ
う倡
の
功こ
う

は
、
楠
く
す
の
き

・

菊き
く
ち池

・
名な

わ和
諸し
ょ
こ
う公

に
譲ゆ
ず

ら
ず
と
評ひ
ょ
う

せ
る
が
如ご
と

き
、
飽あ
く

ま
で
大た
い
ぎ義
を
弁べ
ん

じ
た
る
を
見み

る
、
且か
つ

松し
ょ
う
い
ん陰
が
外が
い
こ
く国
に

密み
つ
こ
う航

せ
ん
と
し
て
東と
う
じ
ょ
う上

せ
し
途と
ち
ゅ
う中

、
大お
お
さ
か阪

に
立た
ち
よ寄

り
、

二
度
ま
で
も
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
訪と

い
し
に
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
在あ

ら
ず
し

て
面め
ん
ご唔
す
る
を
得え

ざ
り
し
を
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
痛い
た

く
口く
ち

惜お

し
が

り
、
其そ
の

時と
き

我わ

れ
松し
ょ
う
い
ん陰

を
見み

な
ば
、
彼か
れ

を
し
て
刑け
い

に
罹か
か

旭荘の手紙
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）



一
一
一

ら
し
め
ざ
り
し
も
の
を
と
云い

え
り
、
抑
そ
も
そ
も

何な
ん

の
見み

る
所と
こ
ろ

あ
り
て
此こ
の
げ
ん言

を
発は
つ

し
た
る
か
を
知し

ら

ざ
る
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

夙つ
と

に
蘭ら
ん
い医

に
交ま
じ
わ

り
て
多お
お

く
の
訳や
く
し
ょ書

を
読よ

み
、
此こ

の
比こ
ろ

の
学が
く
し
ゃ者

中ち
ゅ
う

に
て
は
、

世せ
か
い界

の
事じ
じ
ょ
う情

に
も
通つ
う

じ
た
る
一
人に
ん

な
り
し
か
ば
、
必か
な
ら

ず
や
時じ
せ
い勢

の
変へ
ん
て
ん転

に
関か
ん

し
て
、
一
見け
ん
か
い解

を
持じ

せ
し
な
る
べ
く
、
其そ

を
し
て
松し
ょ
う
い
ん陰
と
議ぎ
ろ
ん論
を
上し
ょ
う
か下
せ
し
め
ざ
り
し
は
、
後こ
う
じ
ん人
も
亦ま
た

其そ

の

憾う
ら
み

を
同お
な

じ
く
す
る
所と
こ
ろ

な
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

嘗か
つ

て
時じ
せ
い勢

を
評ひ
ょ
う

し
て
曰い
わ

く
、
幕ば
く
ふ府

は
和わ

い夷
を
名な

と
し
て
、
実じ
つ

は
天て
ん
か下

の
貨か
ざ
い財

を

網あ
み

せ
ん
と
し
、
遂つ
い

に
人じ
ん
し
ん心
を
失う
し
な

え
り
、
今い
ま

や
朝ち
ょ
う
て
い廷
は
攘じ
ょ
う
い夷
を
以も
っ

て
名な

と
為な

す
も
、
実じ
つ

は

郡ぐ
ん
こ
く
へ
い
ば

国
兵
馬
の
権け
ん

を
収お
さ

め
ん
と
す
る
も
の
、
名な

は
実じ
つ

と
違た
が

う
、
是こ

れ
嘵ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う々

た
る
所ゆ
え
ん以

な
り

と
、
当と
う
じ時
の
儒じ
ゅ

生せ
い

、
誰た
れ

か
看み

得え

て
此こ
こ

に
到い
た

れ
る
者も
の

ぞ
、
其そ

の
歿ぼ
つ
ぜ
ん前
二
月
、
即す
な
わ

ち
文ぶ
ん
き
ゅ
う久
三
年ね
ん

の
六
月
門も
ん
じ
ん人
に
謂い
っ

て
曰い
わ

く
、
我わ

れ
天て
ん

象し
ょ
う

を
以も
っ

て
之こ
れ

を
占う
ら
な

う
に
、
攘じ
ょ
う
い夷
必か
な
ら

ず
行お
こ
な

わ
れ
ん
、

近き
ん
ら
い来

雲く
も

将ま
さ

に
合が
つ

せ
ん
と
し
て
、
必か
な
ら

ず
東と
う
ふ
う風

の
為た
め

に
吹ふ
き
ち散

ら
さ
れ
、
旱ひ
で
り

既す
で

に
三
旬し
ゅ
ん

な
り
し

が
、
此こ
こ

に
至い
た

り
て
雲く
も

は
風か
ぜ

と
闘た
た
か

う
こ
と
三
四
日
、
終つ
い

に
克か

ち
て
風か
ぜ

を
遏と
ど

め
沛あ
め

を
降く
だ

せ
り
、
雲く
も

の
西に
し

よ
り
興お
こ

れ
る
は
京け
い
し師

の
象し
ょ
う

な
り
、
風か
ぜ

の
東ひ
が
し

よ
り
来き
た

る
は
江え

ど戸
の
象し
ょ
う

な
り
、
雲く
も

能よ

く

風か
ぜ

に
克か

ち
て
甘か
ん
り
ん霖
を
下く
だ

す
や
必ひ
つ

せ
り
と
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
攘じ
ょ
う
い夷
を
以も
っ

て
討と
う
ば
く幕
と
解か
い
し
ゃ
く釈
せ
り
、
而し
か

し

て
維い
し
ん新
の
甘か
ん
り
ん霖
は
果は
た

し
て
其そ

の
逆ぎ
ゃ
く
り
ょ
う料
す
る
所と
こ
ろ

の
如ご
と

し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
批ひ
ひ
ょ
う評
的て
き

尊そ
ん
の
う王
家か

に
し
て

奔ほ
ん
そ
う
て
き
し
し

走
的
志
士
に
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
六
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
廿
四
）

去き
ょ
り
ゅ
う留

の
神み
く
じ䦰

▲
終し
ゅ
う
え
ん焉

の
地ち

▲
絶ぜ
つ
ぴ
つ筆

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
初は
じ

め
北ほ
く
り
く陸
の
游ゆ
う

よ
り
帰か
え

る
や
、
世よ

は
益
ま
す
ま
す

騒さ
わ

が
し
く
、
今い
ま

に
も
事こ
と

あ
ら
ん
状さ
ま

な
り
、

時と
き

に
林り
ん
が
い外

日ひ

た田
よ
り
来き
た

り
て
大お
お
さ
か阪

に
在あ

り
、
之こ
れ

と
去き
ょ
り
ゅ
う留

を
議ぎ

し
て
決け
つ

せ
ず
、
林り
ん
が
い外

を
し
て

御ご
り
ょ
う霊
の
祠や
し
ろ

に
至い
た

り
て
神み
く
じ䦰
を
請こ

わ
し
め
た
り
、
鬼き

神し
ん

を
敬け
い

す
る
は
彼か

れ
の
家か
ほ
う法
な
れ
ば
な
り
、

一
に
妻さ
い
し子
を
帯お

び
て
郷き
ょ
う

に
帰か
え

る
べ
き
や
、
二
に
依い
ぜ
ん然
此こ

の
地ち

に
住じ
ゅ
う

す
べ
き
や
、
妻さ
い
し子
の
み

を
帰き

郷き
ょ
う

せ
し
め
て
其そ

の
身み

は
大お
お
さ
か阪

に
留と
ど

ま
る
べ
き
や
、
三
に
世せ
い
へ
ん変

な
き
か
、
有う

む無
の
間あ
い
だ

か
、

此こ

の
三
條じ
ょ
う

を
神か
み

に
問と

い
て
、
世せ
い
へ
ん
う
む

変
有
無
の
間あ
い
だ

と
、
妻さ
い
し子
を
帯お

び
て
郷き
ょ
う

に
還か
え

る
と
の
神み
く
じ籤
を

得え

、
帰き
で
ん田

の
志
こ
こ
ろ
ざ
し

此こ
こ

に
決け
つ

せ
し
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
処し
ょ
せ
い世

に
巧た
く
み

な
る
や
、
世せ
け
ん間

静せ
い
ひ
つ謐

と
為な

ら
ば

再さ
い
ら
い来
せ
ん
と
て
、
其そ

の
徒と

に
声せ
い
そ
く
あ
い
つ
う

息
相
通
ず
べ
き
を
命め
い

じ
、
我わ

れ
去さ

つ
て
火ひ

の
消き

え
た
る
が
如ご
と

く
な
ら
し
む
る
勿な
か

れ
、
諸し
ょ
し子
吟ぎ
ん
し
ゃ社
を
維い

じ持
し
て
余よ
じ
ん燼
を
吹ふ

く
に
便べ
ん

な
ら
し
め
よ
と
云い

え
り
、

是こ

れ
萬ま
ん
え
ん延

元が
ん
ね
ん年

の
春は
る

の
事こ
と

な
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
日ひ

た田
に
帰か
え

る
や
、
梅ば
い
と
ん墩

を
起お
こ

し
て
梅ば
い
か花

三
萬ま
ん
ぼ
ん本

を
植う

え
、
以も
っ

て
其そ

の
中う
ち

に
残ざ
ん
ね
ん年

を

送お
く

ら
ん
と
す
る
者も
の

の
如ご
と

く
な
り
き
、
大お
お
さ
か阪

の
日く
さ
や柳

燕え
ん
せ
き石

（
名な

政せ
い
し
ょ
う章

、
字あ
ざ
な

士し

煥か
ん

、
讃さ
ぬ
き
の
ひ
と

岐
人
）

詩し

を
寄よ

せ
て
曰い
わ

く
、

　
　

梅
花
三
萬
本
。
一
々
艶
粧
新
。
風
流
詩
天
子
。
擁
レ
之
当
二
妃
嬪
一
。

　
　

絶
勝
漢
家
主
。
唯
養
三
千
人
。

　

日ひ

た田
の
小し
ょ
う

天て
ん

地ち

未い
ま

だ
此こ

の
豪ご
う
こ
つ骨

を
老お

い
し
む
る
に
足た

ら
ず
、
且か
つ

面お
も
し
ろ白

か
ら
ぬ
事こ
と

も
あ
り
け

ん
、
我わ

れ
此こ

の
地ち

に
住じ
ゅ
う

す
る
を
好こ
の

ま
ず
と
て
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
一
年ね
ん

許は
か

り
に
し
て
新し
ん
ち
く築
の
雪せ
つ
ら
い
か
ん

来
館

を
見み

棄す

て
、
又ま
た

も
浪な
に
わ華

の
風ふ
う
げ
つ月

に
あ
こ
が
れ
出い

で
た
り
き
、
其そ

が
大お
お
さ
か阪

に
着つ

き
し
は
文ぶ
ん
き
ゅ
う久

二

年ね
ん

の
暮く
れ

な
り
し
が
、
時じ
せ
つ
せ
つ
ぱ
く

勢
切
迫
、
騒そ
う
ぞ
う擾
益
ま
す
ま
す

甚は
な
は

だ
し
く
し
て
、
都と
じ
ん人
士し

は
乱ら
ん

を
僻へ
き

地ち

に
避さ

け

ん
と
す
る
時と
き

な
り
、
末す
え

だ
幾
い
く
ば
く

な
ら
ず
し
て
池い
け
う
ち内
陶と
う
し
ょ所
殺こ
ろ

さ
れ
、
家い
え
さ
と里
松し
ょ
う
と
う嶹
（
称し
ょ
う

新し
ん
た
ろ
う

太
郎
）

殺こ
ろ

さ
れ
、
浪ろ
う
し士

の
横お
う
こ
う行

益
ま
す
ま
す

甚は
な
は

だ
し
く
、
幕ば
く
ふ府

之こ
れ

を
制せ
い

す
る
能あ
た

わ
ざ
る
よ
り
、
無ぶ
ら
い頼

の
徒と

も

亦ま
た

名な

を
浪ろ
う
し士
に
託た
く

し
て
、
睚が
い
さ
い眦
の
恨う
ら
み

を
報む
く

い
ん
と
し
、
此こ

こ処
の
辻つ
じ

に
も
首く
び

な
き
屍む
く
ろ

横よ
こ
た

わ
り
、

彼か
し
こ処

の
橋は
し

に
も
胴ど
う

な
き
首く
び

梟さ
ら

さ
れ
、
血ち
な
ま
ぐ
さ腥

き
こ
と
言い
わ

ん
方か
た

な
し
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
門も
ん
じ
ん人

尾お
ざ
き崎

秀し
ゅ
う
み
ん民

切せ
つ

に
旭き
ょ
く
そ
う荘
に
勧す
す

む
る
に
地ち

を
避さ

け
ん
こ
と
を
以も
つ
て

す
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
時と
き

に
脳の
う
び
ょ
う病
を
病や

み
て
頭ず
つ
う痛
に

悩な
や

め
り
、
一
に
は
乱ら
ん

を
避さ

け
、
一
に
は
鬧と
う

を
避さ

け
て
、
病や
ま
い

を
閑か
ん

地ち

に
養や
し
な

わ
ん
と
思お
も

い
、
地ち

を
相そ
う

せ
ん
が
為た
め

に
池い
け
だ田

に
游あ
そ

べ
り
、
日に
つ
き記

に
拠よ

れ
ば
、
梅ば
い
え
ん園

を
六ろ
っ
こ
う
さ
ん

甲
山
の
麓ふ
も
と

に
開ひ
ら

き
て
一

桃と
う
げ
ん源
を
卜ぼ
く

せ
ん
と
せ
し
な
り
、
然し
か

れ
ど
も
此こ

の
地ち

長ち
ょ
う
し
ゅ
う
じ
ん

州
人
来ら
い
お
う往
の
為た
め

に
、
笠り
つ
え
い影
鞭べ
ん
し糸
復ま

た

従じ
ゅ
う
ぜ
ん前

の
間か
ん
せ
き寂

に
似に

ず
、
時と
き

に
池い
け
だ田

の
知ち

旧き
ゅ
う

旭き
ょ
く
そ
う荘

を
要よ
う

し
て
教お
し
え

を
請こ

わ
ん
と
し
け
れ
ば
、

遂つ
い

に
移う
つ

り
て
池い
け
だ田
に
住す

み
し
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
終し
ゅ
う
え
ん焉
の
地ち

と
は
為な

り
に
き
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
が
池い
け
だ田
に
移う
つ

り
し
は
五
月
晦つ
ご
も
り日
に
し
て
、
金き
ん
じ
ょ
う城
の
柩ひ
つ
ぎ

を
送お
く

り
し
足あ
し

に
て
直た
だ
ち

に

池い
け
だ田

に
向む
か

い
し
な
り
、
其そ

の
脳の
う
び
ょ
う病

は
或あ
る
い

は
起お
こ

り
或あ
る
い

は
伏ふ

し
た
り
し
が
、
六
月
朔つ
い
た
ち日

よ
り

服は
つ
と
り部
天て
ん

神じ
ん

に
参さ
ん
け
い詣
す
る
を
以も
っ

て
日に
つ
か課
と
為な

せ
し
は
、
養よ
う
じ
ょ
う生

の
為た
め

に
医い
し
ゃ者

の
勧す
す
め

を
容い

れ
し
な
り
、
七
月
五
日
に
至い
た

り
て
病や
ま
い

重お
も

り
、
八
月
十
七
日
に
歿ぼ
つ

し
た
り
し
に
、
彼か
れ

が
畢ひ
つ
せ
い生

の
大だ
い
ち
ょ
じ
ゅ
つ

著
述
た
る
日に
つ
か
ん間

鎖さ

じ事
備び
ぼ
う忘

は
、
七
月
五
日
迄ま
で

門も
ん
じ
ん人
に
口く
じ
ゅ授
筆ひ
つ
き記
せ
し

め
、
別べ
つ

に
自じ
ひ
つ筆

に
て
七
月
朔つ
い
た
ち日

よ
り
十
二

日
迄ま
で

の
簡か
ん
り
ゃ
く略
な
る
日に
つ
き記
あ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

病び
ょ
う
く苦
の
中
に
も
自み
ず
か

ら
筆ふ
で

を
取と

り
て
、

歿ぼ
つ
ぜ
ん前

五
日
迄ま
で

は
其そ

の
大だ
い
じ
ぎ
ょ
う

事
業
を
廃は
い

せ
ず
、

旭荘の絶筆
（「亀門の二廣」スクラップブックより転載）

『亀門の二廣』について（下）廣瀬旭荘編



一
一
二

而し
か

し
て
十
二
日
の
記き

じ事
は
実じ
つ

に
其そ

の
絶ぜ
っ
ぴ
つ筆

な
り
、
初は
じ

め
旭き
ょ
く
そ
う荘

の
此こ
の
ぎ
ょ
う業

を
始は
じ

む
る
や
、
兄あ
に

の

淡た
ん
そ
う窓

之こ
れ

を
見み

て
、
日に
つ
き記

の
記き

じ事
余あ
ま

り
に
繁は
ん
み
つ密

に
過す

ぐ
、
繁は
ん
み
つ密

な
れ
ば
自み
ず
か

か
ら
永え
い
ぞ
く続

し
難が
た

き
者も
の

な
り
、
宜よ
ろ

し
く
要よ
う

を
摘つ

み
て
久ひ
さ

し
き
に
持じ

す
る
を
努つ
と

む
べ
し
と
云い

い
け
る
も
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
我わ

れ

を
耐た
い
に
ん
じ
き
ゅ
う

忍
持
久
の
精せ
い
り
ょ
く力
な
き
者も
の

と
ば
し
思お
も

い
た
ま
う
か
と
て
、
其そ

の
筆ひ
つ
ぽ
う法
を
改あ
ら
た

め
ざ
り
け
る

に
、
果は
た

し
て
死し

に
至い
た

る
ま
で
其そ

の
業ぎ
ょ
う

を
継け
い
ぞ
く続
せ
り
。

●
亀
門
の
二
廣

　
（
四
十
七
）　

天　

囚

　

廣
瀬
旭
荘
（
廿
五
）

死し

生せ
い

の
際さ
い

▲
邦ほ
う
ふ
く
じ

福
寺
の
墓は
か

▲
妻さ
い
し子
▲
然さ

ら
ば
よ
二
先せ
ん
せ
い生

　

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
病や
ま
い

漸よ
う
や

く
劇
は
げ
し
く

な
る
や
、
七
月
五
日
に
至い
た

り
服は
つ
と
り部

天て
ん

神じ
ん

よ
り
帰か
え

り
て
、
殆ほ
と
ん

ど

人じ
ん
じ事
を
省せ
い

せ
ず
、
自み
ず
か

ら
性せ
い
り理
の
錯か
く

乱ら
ん

を
覚お
ぼ

え
け
る
が
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
の
日に
つ
き記
に
云い
わ

く
、
我わ
が
は
い輩

読ど
く
し
ょ
し

書
子
、
臨り
ん
じ
ゅ
う終

の
時と
き

に
当あ
た

り
て
、
禅ぜ
ん
そ
う僧

の
笑わ
ら

う
所と
こ
ろ

と
為な

る
可べ

か
ら
ず
、
平へ
い
ぜ
い生

自み
ず
か

ら
英え
い
ゆ
う雄

を

以も
っ

て
期き

し
た
る
に
、
今い
ま

此か
く
の
ご
と
き如
は
恥は

ず
べ
し
、
乃す
な
わ

ち
瞑め
い
も
く目
し
て
本ほ
ん
し
ん心
を
呼よ
び
さ
ま覚
し
、
良や
や

久ひ
さ

し

く
し
て
幻げ
ん
そ
う想
稍や
や

退し
り
ぞ

け
り
と
、
病び
ょ
う
く苦
は
英え
い
ゆ
う雄
も
免ま
ぬ
が

れ
ず
、
但た
だ

死し

生せ
い

の
際さ
い

は
君く
ん
し子
の
重お
も

ん
ず
る

所と
こ
ろ

、
旭き
ょ
く
そ
う荘

此こ

の
反は
ん
せ
い省

の
工こ
う
ふ夫

あ
り
、、
読ど
く
し
ょ書

人じ
ん

た
る
に
負そ
む

か
ず
、
旭き
ょ
く
そ
う荘

は
病び
ょ
う
せ
い勢

此こ
こ

に
到い
た

る

万ば
ん

も
活か
つ
り理
な
し
と
信し
ん

じ
、
遺い
し
ょ書
を
作つ
く

り
て
日ひ

た田
に
送お
く

り
し
が
、
其そ

の
後の
ち

稍や
や

痊い

え
て
復ま
た

劇は
げ

し
く
、

遂つ
い

に
起た

た
ざ
る
に
至い
た

れ
り
。

　

浪な
に
わ華
の
俗ぞ
く

は
火か
そ
う葬
を
用も
ち

ゆ
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
常つ
ね

に
之こ
れ

を
悪に
く

み
、
門も
ん
せ
い生
故こ
き
ゅ
う旧
の
死し

す
る
毎ご
と

に
、
極き
ょ
く
り
ょ
く力

之こ
れ

を
斥し
り
ぞ

け
た
り
、
故ゆ
え

に
柴し
ば
し
ゅ
う
そ
ん

秋
村
曰い
わ

く
、
万ま
ん

一
先せ
ん
せ
い生
に
先さ
き
だ

ち
て
死し

す
る
は
不ふ
こ
う幸
な
れ
ど
、
亦ま
た

二
幸こ
う

あ
り
、
一
は
一
篇ぺ
ん

の
好こ
う
ぼ
し

墓
誌
を
得う

べ
く
、
一
は
火か
そ
う葬

を
免ま
ぬ
が

る
る
を
得え

ん
と
、
然し
か

れ
ば

旭き
ょ
く
そ
う荘
の
死し

す
る
や
、
門も
ん
じ
ん人
藤ふ
じ
い井
藍ら
ん
で
ん田
・
行ぎ
ょ
う
と
く德
玉ぎ
ょ
く
こ
う江
の
輩は
い

、
柩ひ
つ
ぎ

を
奉ほ
う

じ
て
之こ
れ

を
大お
お
さ
か阪
の

邦ほ
う
ふ
く
じ

福
寺（
天て
ん
の
う
じ
う
ん
す
い

王
寺
雲
水
）に
土ど
そ
う葬

せ
り
、初は
じ

め
池い
け
だ田

の
門も
ん
せ
い生

は
之こ
れ

を
池い
け
だ田

に
葬ほ
う
む

ら
ん
と
せ
し
も
、

大お
お
さ
か阪
の
門も
ん
せ
い生
故こ
き
ゅ
う旧
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
と
大お
お
さ
か阪
と
の
縁え
ん
こ故
深ふ
か

き
を
固こ
し
つ執
し
て
、
遂つ
い

に
佳か
じ
ょ
う城
を
此こ
こ

に
卜ぼ
く

せ

し
な
り
と
ぞ
、
余よ

曽か
つ

て
邦ほ
う
ふ
く
じ

福
寺
に
詣い
た

り
て

旭き
ょ
く
そ
う荘

の
墓は
か

を
展て
ん

せ
し
に
、
寝ね
か
ん棺

を
埋う
ず

め
し

上う
え

に
、
二
大だ
い
せ
き石
を
∧
形が
た

に
置お

き
、
其そ

の
周し
ゅ
う
い囲

三
面め
ん

は
、
丈た
け

二
尺し
ゃ
く

許ば
か

り
な
る
石い
し

の
壁か
べ

を
繞め
ぐ

ら
し
、
一
面め
ん

に
い
と
大お
お

き
な
る
自じ
ね
ん
せ
き

然
石
の

台だ
い
い
し石
を
据す

え
、
其そ

の
上う
え

に
御み
か
げ
い
し

影
石
の
墓ぼ
せ
き石

を
北き
た

に
面め
ん

し
て
立た

て
た
り
、
題だ
い

し
て
旭き
ょ
く
そ
う荘

廣ひ
ろ
せ瀬

先せ
ん
せ
い生

墓の
は
か

と
云い

う
、
墓ぼ
ぜ
ん前

の
花は
な
た
て立

一
対つ
い

は
、
竺じ
く

徹て
つ
う
ん雲

、
竺じ
く

龍り
ょ
う
た
ん潭

、
石い
し
ど
う
ろ
う

燈
籠
一
対つ
い

は
藤ふ
じ
い井

藍ら
ん
で
ん田

、
尾お
ざ
き崎

秀し
ゅ
う
み
ん民

、
阪さ
か
う
え
き
ゅ
う
ざ
ん

上
九
山
、
高た
か
ぎ
し
ざ
ん

木
祠
山
、
菴い
お
り
が
た形

の
石い
し
ど
う
ろ
う

燈
籠
一
基き

は
、
手て
づ
か
ま
た
べ
え

塚
又
兵
衛

（
春し
ゅ
ん
ぱ波

）、
谷た
に
ぐ
ち
そ
う
す
け

口
惣
介
（
府ふ
な
い
く
ら
や
し
き
り

内
倉
邸
吏
）、
石い
し

の
水み
ず
ば
ち鉢

は
、
行ぎ
ょ
う
と
く德

玉ぎ
ょ
く
こ
う江

、
西に
し
じ
ま
せ
い
ほ

島
青
浦
の
名な

を
刻こ
く

し
た
り
、
墓ぼ
せ
い制
の
尋じ
ん
じ
ょ
う常
に
異こ
と
な

れ
る
は
由ゆ
ら
い来
あ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
安
あ
ん
せ
い

政
四
年ね
ん

長ち
ょ
う
し
ゅ
う
ゆ
き

州
行
の
途み
ち
す
が
ら次
、

一
二
月
十
三
日
備び
ん
ご
か
ん
べ

後
神
辺
に
至い
た

り
て
菅か
ん

茶ち
ゃ
じ
ん山
の
墓は
か

を
展て
ん

せ
し
に
、
茶ち
ゃ
じ
ん山
の
墓は
か

は
前ま
え

に
碑ひ

あ

り
、（
賴ら
い
さ
ん
よ
う
せ
ん
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う

山
陽
撰
行
状
を
刻こ
く

す
る
か
と
云い

え
り
、）
繞め
ぐ

ら
す
に
板い
た
さ
く柵

を
以も
つ
て

し
、
碑ひ

ご後
の
窆へ
ん
か
ん棺

の
処と
こ
ろ

は
、
土つ
ち

を
崇た
か

く
し
て
帀め
ぐ

ら
す
に
甎か
わ
ら

を
以も
つ
て

し
、
碑ひ
ぜ
ん前
に
二
石せ
き
と
う燈
あ
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
蓋け
だ

し

漢か
ん
ど土

の
墓ぼ
よ
う様

に
依よ

る
も
の
と
為な

し
、
菅か
ん
し氏

の
門も
ん
じ
ん人

能よ

く
古こ
れ
い礼

を
知し

る
に
感か
ん

じ
、
淡た
ん
そ
う窓

の
墓は
か

未い
ま

だ
此こ
れ

に
及お
よ

ば
ず
と
云い

え
り
、
旭き
ょ
く
そ
う荘
蓋け
だ

し
茶ち
ゃ
ざ
ん山
の
墓は
か

に
感か
ん

じ
て
、
遺ゆ
い
ご
ん言
し
て
其そ

の
制せ
い

を
用も
ち

い

し
か
、
門も
ん
じ
ん人
私ひ
そ
か

に
謚
お
く
り
な

し
て
文ぶ
ん
び
ん敏
と
曰い

え
り
、
故ゆ
え

に
郷き
ょ
う

里り

日ひ

た田
の
墓は
か

は
淡た
ん
そ
う窓
の
次つ
ぎ

に
文ぶ
ん
び
ん敏

廣ひ
ろ
せ瀨

先せ
ん
せ
い生

墓の
は
か

あ
り
。

　

旭き
ょ
く
そ
う荘
は
門も
ん
じ
ん人
の
婚こ
ん
れ
い礼
に
、
予わ

れ
五
た
び
娶め
と

る
、
人ひ
と

の
媒ば
い
し
ゃ
く酌
を
為な

す
べ
か
ら
ず
と
辞じ

せ

し
こ
と
あ
り
、
其そ

の
配は
い

或あ
る
い

は
死し

し
或あ
る
い

は
去さ

り
し
が
、
伉こ
う
れ
い儷

最い
と
む
つ睦

ま
し
か
り
し
は
、
江え

ど戸

に
歿ぼ
つ

せ
し
合ご
う
ば
る
し

原
氏
と
、
最さ
い
ご後
に
娶め
と

り
し
清し
み
ず
し

水
氏
と
な
り
、
前ぜ
ん
ご後
六
男な
ん

三
女じ
ょ

あ
り
、
三
女じ
ょ

三

男な
ん

は
或あ
る
い

は
殤し
ょ
う

し
或あ
る
い

は
早そ
う
せ
い世
し
、
合ご
う
ば
る
し

原
氏
の
出し
ゅ
つ

な
る
長ち
ょ
う
し子
林り
ん
が
い外
は
、
淡た
ん
そ
う窓
の
後の
ち

を
承う

け
、

木き
む
ら
し

村
氏
の
出し
ゅ
つ

な
る
四
子し

仁に
し
ろ
う

四
郎
は
敬け
い
し
ろ
う

四
郎
と
改か
い
し
ょ
う称

し
、
嘗か
つ

て
愛え
ひ
め媛

・
熊く
ま
も
と本

・
神か
な
が
わ

奈
川
三

県
の
収し
ゅ
う
ぜ
い
ち
ょ
う

税
長
に
歴れ
き
に
ん任
し
て
神か
な
が
わ

奈
川
に
歿ぼ
つ

し
、
清し
み
ず
し

水
氏
の
出し
ゅ
つ

な
る
末ま
つ
し子
龍り
ょ
う
き
ち吉
は
、
現げ
ん

に

陸り
く
ぐ
ん
ほ
へ
い
し
ょ
う
さ

軍
歩
兵
少
佐
に
し
て
第だ
い

十
一
師し

団だ
ん

に
在あ

り
。

　

品ひ
ん
が
く
け
ん
ゆ
う

学
兼
優
に
し
て
教き
ょ
う
い
く育
の
功こ
う
だ
い大
な
る
は
淡た
ん
そ
う窓
を
推お

し
、
才さ
い
し
き識
並な
ら
び

に
高た
か

く
し
て
遭そ
う
ぐ
う遇
の

趣し
ゅ
み味
多お
お

き
は
旭き
ょ
く
そ
う荘
を
推お

す
、
而し
か

し
て
旭き
ょ
く
そ
う荘
は
我わ
が

大お
お
さ
か阪
に
縁え
ん
こ
ふ
か

故
深
き
を
以も
っ

て
、
叙じ
ょ

述じ
ゅ
つ

頗
す
こ
ぶ

る
詳
つ
ま
び
ら
か

な
る
を
期き

せ
り
、
予わ

れ
門も
ん

を
閉と

じ
て
二
翁お
う

の
遺い
し
ょ書

を
読よ

み
つ
つ
、
其そ
の

事じ
せ
き跡

を
叙じ
ょ

す
れ

ば
、
或あ
る
い

は
日ひ

た田
の
遠え
ん
し
ろ
う

思
楼
に
登の
ぼ

り
て
、
恭き
ょ
う
け
ん謙
な
る
君く
ん
し子
の
馨け
い
が
い咳
に
接せ
つ

し
、
或あ
る
い

は
伏ふ
し
み
ま
ち

見
町

の
九き
ゅ
う
け
い
そ
う
ど
う

桂
草
堂
に
坐ざ

し
て
、
世せ

こ故
に
老お

い
た
る
大だ
い

才さ
い
し子

の
説せ
つ
わ話

を
聴き

く
思お
も
い

あ
り
、
短こ
づ
く
り小

の

総そ
う
は
つ
す
が
た

髪
姿
、
水す
い
ぎ
ゅ
う
ぶ
ち

牛
縁
の
大お
お

眼め
が
ね鏡
な
ど
、
斯か

く
や
あ
り
け
ん
と
、
其そ
の

面お
も
か
げ影
す
ら
眼が
ん
ぜ
ん前
に
彷ほ
う
ふ
つ彿
せ

し
が
、
今い
ま

は
二
翁お
う

の
行こ
う
り
ゃ
く略
を
叙じ
ょ

し
得え

て
終お
わ
り

を
告つ

げ
た
り
、
然さ

ら
ば
よ
淡た
ん

・
旭き
ょ
く

二
先せ
ん
せ
い生
。

（
亀
門
の
二
廣
完
結
）

　

亀か
め
い
な
ん
め
い

井
南
冥
・
昭し
ょ
う
よ
う陽
以い

か下
、
亀き
も
ん
し
ょ
じ
ゅ

門
諸
儒
の
伝で
ん

を
も
の
し
て
、
異い
さ
い彩
あ
る
学が
く
し
ゃ者
四
十
五
回か
い

、

亀き
も
ん門

の
三
女じ
ょ

傑け
つ

九
回か
い

、
亀き
も
ん門

の
二
廣こ
う

四
十
七
回か
い

三
編ぺ
ん
つ
う
け
い

通
計
一
百
一
回か
い

に
及お
よ

び
、
此こ
こ

に
完か
ん
け
つ結

を

告つ

げ
た
り
、
其そ

の
材ざ
い
り
ょ
う料
を
蒐し
ゅ
う
し
ゅ
う集
す
る
に
当あ
た

り
、
四
方ほ
う

君く
ん
し子
の
助じ
ょ
り
ょ
く力
を
得え

し
こ
と
尠す
く
な

か
ら

ず
、
謹つ
つ
し

ん
で
此こ
こ

に
謝し
ゃ
い意
を
表ひ
ょ
う

す
。

明
治
四
十
一
年
戊
申
二
月
十
五
日
編
者
天て
ん

囚
生
白

旭荘の墓
（在雲水邦福寺、現在は和気
山統国寺）



一
一
三

咸宜園門下生略伝（三）

咸
宜
園
門
下
生
略
伝　
（
三
）　

高
野　

長
英
（
た
か
の
・
ち
ょ
う
え
い
）

深
町　

浩
一
郎

　

本
名　

高
野 
譲　

幼
名
は
悦
三
郎
、
は
じ
め
卿
斎
、
の
ち
長
英
、
号
は
瑞
皐
・
暁
夢
楼
主
人
・

　

驚
夢
山
人
な
ど
が
あ
る
。

　

生
没
年　

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
五
月
五
日
～
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
一
〇
月
三
〇
日

◆
入
門
簿
な
し　

入
門
日
不
明

◆
出
身
地　

陸
奥
国
胆
沢
郡
水
沢
（
岩
手
県
奥
州
市
）

◆
月
旦
評　

不
明

◆
大
帰
日　

不
明

◆
職
業　

蘭
学
者
・
医
者

◆
略
年
譜

　

文
化
元
年
五
月
五
日
、
仙
台
藩
水
沢
領
の
家
臣
で
あ
っ
た
後
藤
実
慶
の
三
男
に
生
ま
れ
、
幼

い
こ
ろ
父
に
死
別
し
、
一
〇
歳(

文
化
一
〇
年)

の
と
き
母
方
の
伯
父(

母
の
兄)

高
野
玄
斎

の
養
子
と
な
る
。
高
野
玄
斎
は
侍
医
で
杉
田
玄
白
の
門
に
学
ん
だ
蘭
方
医
で
あ
っ
た
。
一
七
歳

(

文
政
三
年)

の
お
り
、
養
父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
学
業
修
行
の
た
め
江
戸
に
出
て
苦
学
し

た
。
江
戸
で
は
、
杉
田
伯
元
、
吉
田
長
叔
に
蘭
医
学
を
学
び
、
二
二
歳(

文
政
八
年
八
月)

の

と
き
長
崎
に
赴
き
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
に
入
塾
し
、
翌
年
に
ド
ク
ト
ル
の
称
号
を
授
け
ら
れ

る
。
引
き
続
き
長
崎
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
二
五
歳(

文
政
一
一
年)

の
一
一
月
に
シ
ー
ボ
ル

ト
事
件
が
起
り
、
連
座
を
恐
れ
て
長
崎
を
逃
れ
九
州
内
に
身
を
隠
し
た
。
翌
年
、
九
州
を
去
り

安
芸
広
島
で
開
業
す
る
。
二
七
歳(

天
保
元
年)

の
と
き
、
広
島
を
去
り
京
都
で
開
業
の
の
ち
、

江
戸
に
戻
り
開
業
す
る
。
診
療
の
か
た
わ
ら
生
理
学
の
研
究
に
従
事
し
、
天
保
三
年
、
我
国
最

初
の
生
理
学
書
『
医
原
枢
要
』
を
著
し
た
。
こ
の
こ
ろ
渡
辺
崋
山
・
小
関
三
英
・
鈴
木
春
山
ら

と
の
「
尚
歯
会
」
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
て
西
洋
学
術
の
研
究
や
社
会
対
策
な
ど
の
実
践
的
研
究
を

し
、
天
保
七
年
に
飢
饉
対
策
の
た
め
の
『
救
荒
二
物
考
』『
避
疫
要
法
』
を
著
し
、
ま
た
天
保

九
年
、
幕
府
の
異
国
船
対
策
を
批
判
し
た
『
夢
物
語
』
を
著
し
た
。
三
六
歳(

天
保
十
年)

の

五
月
に
「
蛮
社
の
獄
」
が
お
こ
る
と
、
こ
れ
に
連
座
し
て
幕
政
批
判
の
罪
で
永
牢
の
判
決
を
受

け
小
伝
馬
町
の
牢
舎
に
収
容
さ
れ
た
。
獄
中
で
『
鳥
の
鳴
音(

わ
す
れ
が
た
み)

』
を
書
い
て

無
実
の
罪
を
訴
え
、『
蛮
社
遭
厄
小
記
』を
書
い
て
釈
明
し
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
四
一
歳(

弘

化
元
年)

の
六
月
、
牢
舎
に
放
火
し
て
脱
獄
逃
亡
し
、
い
っ
た
ん
郷
里
水
沢
に
帰
っ
た
後
、
江

戸
市
中
に
戻
っ
て
潜
伏
し
た
。
こ
の
間
『
兵
制
全
書
』『
三
兵
答
故
知
幾(

三
兵
タ
ク
チ
ー
キ)

』

を
翻
訳
し
、
四
五
歳(

嘉
永
元
年)

に
は
、
宇
和
島
藩
主
の
伊
達
宗
城
に
招
か
れ
兵
学
書
の
翻

訳
に
従
事
し
た
。
翌
嘉
永
二
年
八
月
、
再
び
江
戸
に
再
潜
入
し
、
沢
三
伯
と
変
名
し
医
業
を
営

ん
で
い
た
が
、
嘉
永
三
年
一
〇
月
、
幕
府
の
捕
吏
に
襲
わ
れ
て
、
一
〇
月
三
〇
日
、
四
七
歳
で

自
刃
し
た
。

◆
業
績

　

高
野
長
英
は
、
多
く
の
蘭
書
の
翻
訳
や
著
述
を
行
な
っ
て
我
国
の
科
学
史
上
に
大
き
な
業
績

を
遺
し
た
蘭
学
者
と
し
て
、
ま
た
「
蛮
社
の
獄
」
で
渡
辺
崋
山
と
と
も
に
罪
に
問
わ
れ
悲
劇
的

な
最
期
を
遂
げ
た
先
覚
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
業
績
と
し
て
は
、シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
時
代
に
日
本
の
事
情
に
つ
い
て
蘭
訳
し
た「
京

都
に
於
け
る
神
社
仏
閣
の
記
述
」「
鯨
魚
及
び
捕
鯨
に
つ
い
て
」「
日
本
に
於
け
る
茶
樹
の
栽
培

と
茶
の
製
法
」「
琉
球
島
に
関
す
る
記
述
」「
小
野
蘭
山
の
『
飲
膳
摘
要
』」
な
ど
の
論
文
で
シ
ー

ボ
ル
ト
の
日
本
研
究
に
貢
献
し
た
こ
と
、『
医
原
枢
要
』『
漢
洋
内
景
説
』『
蘭
説
養
生
録
』『
居

家
備
用
』『
験
温
管
略
説
』
等
多
く
の
医
学
書
や
、
化
学
書
『
遠
西
水
質
論
』
天
文
学
書
『
星

学
略
記
』
な
ど
を
翻
訳
著
述
し
西
洋
医
学
・
西
洋
科
学
知
識
の
普
及
に
貢
献
し
た
こ
と
、
海
外

事
情
の
論
文
『
夢
物
語
』(

幕
府
の
外
国
船
打
払
い
政
策
を
批
判
し
た
論
文)

『
知
彼
一
助
』(

英

仏
な
ど
欧
米
諸
国
の
軍
備
財
政
な
ど
の
研
究
書)

や
飢
饉
対
策
の
書
『
救
荒
二
物
考
』(

馬
鈴

薯
と
早
蕎
麦
の
栽
培
等
の
解
説)

『
避
疫
要
法
』(

飢
饉
後
の
流
行
病
予
防
法
を
論
じ
た
も
の)

を
著
し
優
れ
た
経
世
の
見
識
を
示
し
た
こ
と
、
主
に
潜
伏
時
代
に
翻
訳
し
た
『
三
兵
答
古
知
幾

(

三
兵
タ
ク
チ
ー
キ)

』(

歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
の
三
兵
科
の
実
戦
技
術
を
論
じ
た
も
の)

『
兵

制
全
書
』
な
ど
の
兵
学
書
の
翻
訳
を
行
な
い
日
本
の
軍
事
に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
ほ
か
、著
書
に
投
獄
に
至
っ
た
事
情
を
論
じ
た
『
鳥
の
鳴
音(

わ
す
れ
が
た
み)

』『
蛮

社
遭
厄
小
記
』
が
あ
る
。

◆
咸
宜
園
で
の
在
塾
に
つ
い
て

　

高
野
長
英
は
、
長
崎
で
の
蘭
医
学
の
修
学
の
の
ち
、
日
田
を
訪
れ
咸
宜
園
で
学
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
入
門
簿
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
淡
窓
の
日
記
等
に
も
記
録
さ
れ
て
い

な
い
。
長
英
の
咸
宜
園
在
塾
を
裏
付
け
る
資
料
は
、
出
身
地
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
に
あ
る
顕
彰
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碑
「
贈
正
四
位
高
野
長
英
先
生
碑
銘
」
で
あ
る
が
、記
述
内
容
は
信
用
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
「
贈
正
四
位
高
野
長
英
先
生
碑
銘
」
は
、奥
州
市
水
沢
に
あ
る
「
奥
州
市
立
高
野
長
英
記
念
館
」

の
入
り
口
に
建
つ
顕
彰
碑
で
あ
る
。
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ

の
碑
文
に
淡
窓
の
塾
に
学
ん
だ
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
面
の
文
を
撰
し
た
の
は
、
谷
口
藍
田(

名
は
中
秋)

で
あ
る
。
谷
口
藍
田
は
、
肥
前
有
田

出
身
の
佐
賀
藩
士
で
、
天
保
一
〇
年
七
月
か
ら
天
保
一
五
年
一
月
ま
で
咸
宜
園
に
学
び
、
位
次

九
級
下
に
至
り
都
講
に
任
じ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
の
ち
、江
戸
に
出
て
羽
倉
簡
堂
の
塾
で
学
び
、

佐
賀
に
帰
り
藩
校
弘
道
館
で
教
授
し
、
の
ち
郷
里
で
塾
を
開
い
た
。
維
新
後
は
、
各
地
で
学
問

教
授
し
、
晩
年
に
東
京
に
出
て
藍
田
書
院
を
開
き
、
皇
族
な
ど
へ
の
進
講
・
教
育
に
も
従
事
し

て
い
る
。
明
治
三
五
年
、
八
一
歳
で
歿
し
て
い
る
。

　

碑
文
に
記
さ
れ
た
咸
宜
園
に
関
係
す
る
部
分
は
二
箇
所
あ
る
。
①
碑
文(

原
漢
文)

の
初
め

近
く
の
部
分
に
「(

文
政)

一
一
年
、
施
福
多(
シ
ー
ボ
ル
ト)

国
禁
を
犯
し
、
之
に
従
ふ
者
多

く
連
座
す
。
先
生
乃
ち
去
り
て
熊
本
に
遊
び
日
田
に
至
り
、
広
瀬
氏
の
塾
に
入
る
」
と
い
う
記

述
部
分
、
②
最
後
の
部
分
の
「
先
師
淡
窓
先
生
又
言
ふ
、
吾
が
門
下
士
数
千
人
、
一
飯
の
間
も

国
を
憂
ふ
る
を
忘
れ
ざ
る
者
は
其
れ
唯
だ
長
英
か
と
。
亦
以
て
其
の
人
を
知
る
べ
き
な
り
」
と

い
う
記
述
部
分
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
文
政
一
一
年
に
起
き
た
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
る
国
禁
の
日
本
地
図
な
ど
の
海
外

持
ち
出
し
が
発
覚
し
国
外
追
放
に
な
っ
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」
で
、
多
く
の
関
係
者
が
連
座

し
て
罪
を
問
わ
れ
た
と
き
、
長
英
は
熊
本
に
逃
れ
、
そ
こ
か
ら
日
田
に
来
て
広
瀬
淡
窓
の
塾
に

入
門
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
淡
窓
先
生
が
高
野
長
英
の
こ
と
を
称
賛

し
て
「
自
分
の
門
人
は
数
千
人
に
及
ぶ
が
、
片
時
も
国
の
こ
と
を
憂
慮
す
る
の
を
忘
れ
な
い
者

は
、長
英
の
み
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
が
、そ
れ
に
よ
っ
て
長
英
が
志
の
あ
る
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
贈
正
四
位
高
野
長
英
先
生
碑
銘
」の
碑
は
、政
府
か
ら
長
英
に「
正
四
位
」が
追
贈
さ
れ
た
際
、

宮
内
省
御
下
賜
金
と
有
志
の
献
金
に
よ
り
、
長
英
の
曾
孫
に
あ
た
る
高
野
長
運
ら
の
有
志
者
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
明
治
三
二
年
に
、
高
野
長
運
が
交
友
が
あ
っ
た

谷
口
藍
田
に
碑
文
の
撰
文
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
碑
文
の
最
初
に
そ
の
い
き
さ
つ
が
「
今

茲
己
亥(

明
治
三
二
年)

、
奥
州
の
人
高
野
長
運
、
其
の
曽
祖
瑞
皐
（
長
英
）
先
生
の
行
状
を

齎
し
来
た
り
、
余
に
示
し
て
曰
く
『
昔
、
我
が
曽
祖
、・
・
・
吾
れ
同
志
と
謀
り
、
将
に
諸
を

不
朽
に
伝
へ
ん
と
す
。
請
ふ
、
子
之
に
銘
せ
よ
』
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

藍
田
の
記
し
た
碑
文
の
記
述
は
、
咸
宜
園
で
都
講
と
し
て
師
淡
窓
と
接
す
る
機
会
の
多
か
っ

た
藍
田
が
、淡
窓
か
ら
長
英
の
こ
と
を
直
接
に
聞
い
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
あ
る
い
は
、
藍
田
が
江
戸
で
学
ん
だ
羽
倉
簡
堂
の
塾
で
、
淡
窓
と
親
し
か
っ
た
簡
堂
か

ら
長
英
の
人
物
や
淡
窓
の
長
英
評
の
こ
と
を
聞
い
た
か
、
あ
る
い
は
長
英
と
は
親
友
で
あ
っ
た

田
原
藩
士
の
鈴
木
春
山
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
碑
文
に
「
余
、
昔
、

羽
倉
簡
堂
氏
に
寓
し
、
春
山
と
交
は
り
、
先
生(

長
英)

の
風
を
聞
く
を
得
た
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

羽
倉
簡
堂
も
鈴
木
春
山
も
、
広
瀬
淡
窓
と
は
関
係
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
羽
倉
簡
堂
は
、
幼

少
の
こ
ろ
日
田
代
官
の
子
と
し
て
日
田
に
在
住
し
て
淡
窓
の
教
え
を
受
け
以
後
も
交
際
が
続
い

て
い
た
人
物
で
あ
り
、
鈴
木
春
山
は
、
田
原
藩
の
医
家
・
兵
学
者
で
、
文
政
一
一
年
二
月
一
三

日
に
咸
宜
園
に
「
鈴
木
春
次
郎
」
の
名
で
入
門
し
八
月
二
五
日
ま
で
在
塾
し
た
人
物
で
あ
る
。

田
原
藩
で
は
同
藩
の
渡
辺
崋
山
と
親
し
く
、
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
・
小
関
三
英
ら
と
蘭
学
研

究
グ
ル
ー
プ
で
親
交
し
た
。
春
山
と
長
英
と
は
か
な
り
親
し
く
、長
英
に
和
蘭
の
兵
学
を
学
び
、

西
洋
兵
学
書
『
三
兵
答
故
知
幾
』
の
翻
訳
な
ど
を
依
頼
し
、
ま
た
長
英
の
脱
獄
や
江
戸
潜
伏
を

助
け
た
協
力
者
で
あ
っ
た
。
な
お
、
春
山
は
、
田
原
藩
で
渡
辺
崋
山
を
支
援
し
、
崋
山
亡
き
後

の
田
原
藩
の
藩
政
改
革
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　

入
門
簿
な
ど
に
名
前
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
英
が
当
時
は
シ
ー
ボ
ル
ト
事

件
の
あ
と
の
逃
亡
時
で
あ
り
、
世
を
忍
ぶ
身
で
あ
っ
た
た
た
め
事
実
を
記
録
に
残
さ
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
長
英
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
ん
だ
時
、
先
輩
と
し
て
岡
研
介
が
い
た
が
、
岡

研
介
は
文
政
二
年
か
ら
文
政
五
年
ま
で
咸
宜
園
で
学
ん
だ
後
、
亀
井
塾
で
学
び
、
文
政
七
年
に

鳴
滝
塾
に
入
門
し
初
代
の
塾
頭
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
長
英
と
研
介
は
塾
中
の
秀
俊
と
し
て

「
読
書
力
は
長
英
が
研
介
に
勝
り
、
文
章
会
話
は
研
介
が
長
英
に
優
れ
た
り
」
と
評
さ
れ
る
ほ

ど
に
学
力
を
競
い
合
っ
た
と
い
わ
れ
、
協
力
し
て
『
蘭
説
養
生
録
』
を
翻
訳
し
て
い
る
。
長
英

は
岡
研
介
か
ら
咸
宜
園
と
淡
窓
の
評
判
な
ど
を
十
分
聞
い
て
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
研

介
の
よ
う
に
文
章
に
秀
で
る
た
め
淡
窓
の
も
と
を
訪
問
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
お
か

し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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《
参
考
文
献
》

「
高
野
長
英
傳(

第
二
贈
訂
版)

」　

高
野
長
運　

岩
波
書
店　

昭
和
一
八
年(

昭
和
三
年)

「
高
野
長
英
全
集
」
全
六
巻　

高
野
長
英
全
集
刊
行
会
編　

第
一
書
房　

昭
和
五
三
年(

昭
和

六
年)

「
高
野
長
英
」（
朝
日
評
伝
選
１
）　

鶴
見
俊
輔　

朝
日
新
聞
社　

昭
和
五
〇
年

「
高
野
長
英
」（
岩
波
新
書
５
１
２
）　

佐
藤
昌
介　

岩
波
書
店　

平
成
九
年

「
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
」（
日
本
の
名
著
２
５
）　

責
任
編
集　

佐
藤
昌
介　

中
央
公
論
社　

昭
和
四
七
年

「
渡
邊
崋
山
・
髙
野
長
英
・
佐
久
間
象
山
・
横
井
小
楠
・
橋
本
佐
内
」（
日
本
思
想
体
系
５
５
）

佐
藤
昌
介
・
植
手
通
有
・
山
口
宗
之　

校
注
・
解
説　

岩
波
書
店　

昭
和
四
六
年

《
参
考
資
料
》
贈
正
四
位
高
野
先
生
碑
銘

今
茲
己
亥
奥
州
人
髙
野
長
運
齎
其
曽
祖
瑞
皐
先
生
行
状
来
示
余
曰
昔
吾
曽
祖
罹
无
妄
之
災
在
縲

絏
之
中
出
獄
不
返
拒
捕
而
殞
幸
遭
聖
世
其
寃
始
雪
詔
贈
正
四
位
且
賜
金
若
干
充
建
碑
費
吾
與
同

志
謀
將
傳
諸
不
朽
請
子
銘
之
按
状
先
生
名
長
英
髙
野
氏
瑞
皐
其
號
奥
州
水
澤
人
本
姓
後
藤
氏
爲

舅
氏
元
齋
所
養
因
冒
其
姓
遠
祖
勝
氏
事
上
杉
景
勝
有
驍
名
子
孫
世
仕
邑
主
留
守
氏
至
祖
父
元
端

始
以
醫
爲
業
父
元
齋
又
講
蘭
方
先
生
幼
而
頴
悟
讀
書
敏
甚
秊
十
七
遊
江
戸
入
吉
田
長
叔
門
及
長

叔
歿
西
遊
長
崎
用
力
蘭
學
師
事
獨
逸
人
施
福
多
醫
術
之
外
兼
學
兵
法
農
事
曽
爲
松
浦
侯
譯
分
離

術
時
人
珍
之
文
政
九
年
七
月
元
齋
歿
先
生
聞
訃
悲
慟
已
謂
不
如
繼
述
其
志
也
十
一
秊
施
福
多
犯

國
禁
従
之
者
多
連
坐
先
生
乃
去
遊
熊
本
至
日
田
入
廣
瀨
氏
塾
十
二
秊
歴
遊
藝
備
京
阪
遂
還
江
戸

迎
養
母
氏
刀
圭
餘
暇
著
醫
原
樞
要
天
保
中
五
穀
不
登
飢
疫
相
仍
先
生
以
爲
救
荒
之
法
在
種
馬
鈴

薯
早
蕎
麥
乃
著
二
物
考
頒
其
種
於
四
方
又
著
避
疫
要
法
傳
之
於
世
先
生
有
大
志
不
欲
以
醫
名
家

恆
與
小
關
三
英
鈴
木
春
山
渡
邊
崋
山
遠
藤
勝
助
等
諸
名
士
講
究
時
務
時
人
傳
言
英
人
莫
利
遜
護

送
我
漂
民
幕
府
將
待
其
至
而
撃
之
先
生
與
崋
山
議
曰
彼
以
好
意
至
則
我
亦
不
可
不
以
好
意
待
之

不
然
則
禍
不
可
測
也
即
著
夢
物
語
以
述
其
意
崋
山
亦
著
慎
機
論
痛
論
撃
攘
之
非
幕
府
監
察
鳥
居

耀
藏
深
惡
蘭
學
見
此
等
書
思
陷
之
會
有
欲
開
墾
無
人
島
者
或
告
耀
藏
曰
蘭
學
之
徒
著
妖
言
謗
廟

議
又
欲
航
無
人
島
其
志
盖
在
通
外
夷
耀
藏
告
之
閣
老
水
野
忠
邦
忠
邦
大
驚
先
召
崋
山
下
獄
又
捕

講
蘭
學
者
而
先
生
抵
官
自
訴
欲
白
崋
山
寃
獄
吏
訊
鞠
皆
無
一
證
左
乃
援
二
書
中
語
誣
爲
誹
謗
錮

崋
山
而
先
生
則
禁
獄
終
身
已
而
崋
山
屠
腹
死
先
生
在
獄
著
書
貽
春
山
名
曰
鳥
鳴
音
又
著
蠻
社
遭

厄
小
記
以
貽
従
弟
茂
木
恭
一
郎
共
辨
己
寃
辭
甚
悲
愴
弘
化
二
秊
獄
火
幕
府
之
法
火
將
及
獄
則
縱

囚
期
三
日
令
返
先
生
由
此
出
獄
乃
決
意
不
返
匿
門
人
内
田
生
家
潛
行
省
母
經
紀
後
事
又
去
入
江

戸
是
時
歐
米
船
舶
過
我
海
上
邊
警
累
至
火
技
兵
制
皆
取
法
西
洋
而
讀
洋
書
者
不
過
醫
家
醫
家
又

不
解
兵
書
先
生
乃
譯
三
兵
答
古
知
幾
此
書
專
論
歩
騎
砲
三
兵
運
用
之
術
書
出
兵
家
争
購
之
人
皆

疑
其
成
於
先
生
手
於
是
幕
府
偵
察
益
嚴
乃
去
依
韮
山
令
江
川
英
龍
匿
足
柄
郡
者
數
月
又
去
依
宇

和
島
矦
爲
矦
譯
築
城
鑄
砲
等
書
追
跡
愈
急
矦
不
能
舎
匿
先
生
乘
夜
而
逃
欲
更
依
島
津
公
子
齋
彬

西
行
入
薩
薩
人
不
納
乃
以
硝
石
精
烙
額
變
貌
再
入
江
戸
依
宮
野
生
又
匿
於
下
總
久
之
再
歸
江
戸

寓
青
山
百
人
街
改
名
澤
三
伯
先
生
常
有
戒
心
敷
木
葉
於
中
庭
夜
聞
蔌
蔌
有
聲
提
短
刀
出
捕
卒
七

人
前
後
来
薄
先
生
手
刄
一
卒
又
斫
一
卒
傷
其
額
自
貫
喉
而
斃
實
嘉
永
三
秊
十
月
一
日
而
秊
四
十

有
七
矣
義
子
東
英
承
家
孫
長
閑
曽
孫
即
長
運
也
先
生
著
述
數
十
種
皆
藏
干
親
戚
遠
藤
養
民
家
甞

賦
詩
云
學
術
窮
西
域
心
胸
呑
五
洲
看
吾
業
成
後
海
内
仰
餘
流
先
生
歿
後
蘭
學
盛
行
醫
術
兵
學
爲

之
一
變
果
如
此
詩
之
所
言
余
昔
寓
羽
倉
簡
堂
氏
與
春
山
交
得
聞
先
生
風
先
師
淡
窓
先
生
又
言
吾

門
下
士
數
千
人
一
飯
之
間
不
忘
憂
國
者
其
唯
長
英
乎
亦
可
以
知
其
人
也
銘
曰

　

眼
髙
一
世　

氣
呑
五
洲　

中
心
耿
耿　

唯
國
之
憂　

彼
讒
人
者　

嫉
賢
如
讎　

忠
言
獲
罪　

永
爲
孤
囚

　

見
縦
不
返　

豈
爲
無
謀　

譯
述
匪
懈　

死
而
始
休　

蠻
社
遭
厄　

曽
幾
何
秋　

四
海
之
内　

皆
仰
餘
流

　

明
治
三
十
二
秊
十
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
前　
　

谷
口
中
秋
敬
撰

　
（
書
き
下
し
文
）

今
茲
己
亥
、
奥
州
の
人
高
野
長
運
、
其
の
曽
祖
瑞
皐
先
生
の
行
状
を
齎
ら
し
来
り
、
余
に
示
し

て
曰
は
く
、「
昔
吾
が
曽
祖
、
无
妄
の
災
ひ
に
罹
り
、
縲
絏
の
中
に
在
り
。
獄
を
出
で
て
返
ら

ず
。
捕
を
拒
み
て
殞
す
。
幸
ひ
に
聖
世
に
遭
ひ
、
其
の
寃
始
め
て
雪
が
る
。
詔
あ
り
て
正
四
位

を
贈
ら
れ
、
且
つ
金
若
干
を
賜
は
り
建
碑
の
費
に
充
つ
。
吾
れ
同
志
と
謀
り
、
将
に
諸
を
不
朽

に
伝
へ
ん
と
す
。
請
ふ
、
子
之
に
銘
せ
よ
」
と
。
状
を
按
ず
る
に
、
先
生
、
名
は
長
英
、
高
野

氏
、
瑞
皐
は
其
の
号
、
奥
州
水
沢
の
人
な
り
。
本
姓
は
後
藤
氏
。
舅
氏
元
齋
の
養
ふ
所
と
為
る
。

因
り
て
其
の
姓
を
冒
す
。
遠
祖
勝
氏
は
、
上
杉
景
勝
に
事
へ
て
驍
銘
有
り
。
子
孫
世
邑
主
留
守

氏
に
仕
ふ
。
祖
父
元
端
に
至
り
、
始
め
て
医
を
以
て
業
と
為
す
。
父
元
齋
又
蘭
方
を
講
ず
。
先

生
、
幼
に
し
て
頴
悟
、
書
を
読
み
敏
む
る
こ
と
甚
し
。
年
十
七
、
江
戸
に
遊
び
吉
田
長
叔
の
門

咸宜園門下生略伝（三）



一
一
六

に
入
る
。
長
叔
歿
す
る
に
及
び
、
西
の
か
た
長
崎
に
遊
び
、
力
を
蘭
学
に
用
ひ
、
独
逸
人
施
福

多
（
シ
ー
ボ
ル
ト
）
に
師
事
す
。
医
術
の
外
、
兼
ね
て
兵
法
農
事
を
学
ぶ
。
曽
て
松
浦
侯
の
為

に
分
離
術
を
訳
す
。
時
人
之
を
珍
と
す
。
文
政
九
年
七
月
、
元
齋
歿
す
。
先
生
訃
を
聞
き
て
悲

慟
せ
り
。
已
に
謂
ら
く
、其
の
志
を
継
述
す
る
に
如
か
ず
と
。
十
一
年
、施
福
多（
シ
ー
ボ
ル
ト
）

国
禁
を
犯
し
、
之
に
従
ふ
者
多
く
連
坐
す
。
先
生
、
乃
ち
去
り
て
熊
本
に
遊
び
、
日
田
に
至
り
、

広
瀨
氏
の
塾
に
入
る
。
十
二
年
、
芸
備
京
阪
を
歴
遊
し
、
遂
に
江
戸
に
還
り
母
氏
を
迎
へ
養
ふ
。

刀
圭
の
余
暇
に
、
医
原
枢
要
を
著
は
す
。
天
保
中
、
五
穀
登
ら
ず
、
飢
疫
相
仍
る
。
先
生
以
為
、

救
荒
の
法
は
馬
鈴
薯
、
早
蕎
麦
を
種
う
る
に
在
り
と
。
乃
ち
二
物
考
を
著
は
し
、
其
の
種
を
四

方
に
頒
ち
、
又
避
疫
要
法
を
著
は
し
、
之
を
世
に
伝
ふ
。
先
生
、
大
志
有
り
て
、
医
を
以
て
家

に
名
づ
く
る
を
欲
せ
ず
。
恒
に
小
関
三
英
、
鈴
木
春
山
、
渡
辺
崋
山
、
遠
藤
勝
助
等
の
諸
名
士

と
時
務
を
講
究
す
。
時
に
人
伝
へ
言
ふ
、「
英
人
莫
利
遜
（
モ
リ
ソ
ン
）、
我
が
漂
民
を
護
送
す
、

幕
府
將
に
其
の
至
る
を
待
ち
て
之
を
撃
た
ん
と
す
」
と
。
先
生
、崋
山
と
議
り
て
曰
は
く
、「
彼
、

好
意
を
以
て
至
ら
ば
、
則
ち
我
も
亦
好
意
を
以
て
之
を
待
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
禍
ひ
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
即
ち
夢
物
語
を
著
は
し
、
以
て
其
の
意
を
述
ぶ
。
崋

山
も
亦
慎
機
論
を
著
は
し
、
撃
攘
の
非
を
痛
論
す
。
幕
府
の
監
察
鳥
居
耀
蔵
、
深
く
蘭
学
を
悪

み
、
此
等
の
書
を
見
て
、
之
を
陥
れ
ん
こ
と
を
思
ふ
。
会
無
人
島
を
開
墾
せ
ん
と
欲
す
る
者
有

り
。
或
ひ
と
耀
蔵
に
告
げ
て
曰
は
く
、「
蘭
学
の
徒
、
妖
言
を
著
は
し
、
廟
議
を
謗
り
、
又
無

人
島
に
航
せ
ん
と
欲
す
。
其
の
志
は
蓋
し
外
夷
に
通
ず
る
に
在
り
」
と
。
耀
蔵
、
之
を
閣
老
水

野
忠
邦
に
告
ぐ
。
忠
邦
大
い
に
驚
き
、
先
づ
崋
山
を
召
し
て
獄
に
下
し
、
又
蘭
学
を
講
ず
る
者

を
捕
ふ
。
而
し
て
先
生
、
官
に
抵
り
て
自
訴
し
、
崋
山
の
冤
を
白
に
せ
ん
と
欲
す
。
獄
吏
、
訊

鞠
す
る
も
皆
一
の
証
左
無
し
。
乃
ち
二
書
中
の
語
を
援
き
て
誣
て
誹
謗
と
為
し
、
崋
山
を
錮
に

す
。
而
し
て
先
生
は
則
ち
禁
獄
終
身
な
り
。
已
に
し
て
崋
山
屠
腹
し
て
死
す
。
先
生
、
獄
に
在

り
て
書
を
著
は
し
、春
山
に
貽
る
。名
づ
け
て
鳥
の
鳴
音
と
曰
ふ
。又
蛮
社
遭
厄
小
記
を
著
は
し
、

以
て
従
弟
茂
木
恭
一
郎
に
貽
る
。
共
に
己
の
冤
を
弁
じ
、
辞
甚
だ
悲
愴
な
り
。
弘
化
二
年
、
獄

火
け
た
り
。
幕
府
の
法
、
火
將
に
獄
に
及
ば
ん
と
す
れ
ば
則
ち
囚
を
縱
ち
、
三
日
を
期
し
て
返

ら
し
む
。
先
生
、此
に
由
り
獄
を
出
で
、乃
ち
意
を
決
し
て
返
ら
ず
。
門
人
内
田
生
の
家
に
匿
る
。

潜
行
し
て
母
を
省
し
後
事
を
経
紀
す
。
又
去
り
て
江
戸
に
入
る
。
是
の
時
、
欧
米
の
船
舶
我
が

海
上
を
過
り
、
辺
警
累
り
に
至
る
。
火
技
兵
制
は
皆
法
を
西
洋
に
取
り
、
而
も
洋
書
を
読
む
者

は
、
医
家
に
過
ぎ
ず
。
医
家
は
又
兵
書
を
解
せ
ず
。
先
生
乃
ち
三
兵
答
古
知
幾
を
訳
す
。
此
の

書
専
ら
歩
騎
砲
の
三
兵
運
用
の
術
を
論
ず
。
書
の
出
る
や
兵
家
争
ひ
て
之
を
購
ふ
。
人
皆
其
の

先
生
の
手
に
成
れ
る
を
疑
ふ
。
是
に
お
い
て
幕
府
の
偵
察
益
厳
し
。
乃
ち
去
り
て
韮
山
の
令
江

川
英
龍
に
依
り
、
足
柄
郡
に
匿
る
る
こ
と
数
月
な
り
。
又
去
り
て
宇
和
島
侯
に
依
り
、
侯
の
為

に
築
城
鋳
砲
等
の
書
を
訳
す
。
追
跡
愈
急
に
し
て
、
侯
、
舎
匿
す
能
は
ず
。
先
生
、
夜
に
逃
れ
、

更
て
島
津
公
子
齋
彬
に
依
ら
ん
と
欲
す
。
西
行
し
て
薩
に
入
ら
ん
と
す
る
も
、
薩
人
納
れ
ず
。

乃
ち
硝
石
精
を
以
て
額
を
烙
き
貌
を
変
じ
て
、
再
び
江
戸
に
入
る
。
宮
野
生
に
依
り
、
又
下
総

に
匿
る
。
久
之
し
て
再
び
江
戸
に
帰
り
、
青
山
百
人
街
に
寓
し
、
名
を
沢
三
伯
と
改
む
。
先
生
、

常
に
戒
心
有
り
、
木
葉
を
中
庭
に
敷
く
。
夜
、
蔌
蔌
と
し
て
声
有
る
を
聞
き
、
短
刀
を
提
げ
て

出
づ
。
捕
卒
七
人
、
前
後
よ
り
来
り
薄
る
。
先
生
、
手
づ
か
ら
一
卒
を
刃
し
、
又
一
卒
を
斫
り

其
の
額
を
傷
つ
け
、
自
ら
喉
を
貫
き
て
斃
る
。
実
に
嘉
永
三
年
十
月
一
日
に
し
て
年
四
十
有
七

な
り
。
義
子
東
英
、
家
を
承
ぐ
。
孫
は
長
閑
、
曽
孫
は
即
ち
長
運
な
り
。
先
生
の
著
述
数
十
種

あ
り
、
皆
親
戚
遠
藤
養
民
家
に
蔵
す
。
嘗
て
詩
を
賦
し
て
云
ふ
、「
学
術
西
域
を
窮
め
、
心
胸

五
洲
を
呑
む
、
看
よ
吾
が
業
成
る
の
後　

海
内
餘
流
を
仰
が
ん
」
と
。
先
生
歿
し
て
後
、
蘭
学

盛
行
し
、
医
術
兵
学
之
が
為
に
一
変
す
。
果
た
し
て
此
の
詩
の
言
ふ
所
の
如
し
。
余
、
昔
羽
倉

簡
堂
氏
に
寓
し
、春
山
と
交
は
り
、先
生
の
風
を
聞
く
を
得
た
り
。
先
師
淡
窓
先
生
又
言
ふ
、「
吾

が
門
下
の
士
数
千
人
、
一
飯
の
間
も
国
を
憂
ふ
る
を
忘
れ
ざ
る
者
は
其
れ
唯
長
英
か
」
と
。
亦

以
て
其
の
人
を
知
る
べ
き
な
り
。

銘
に
曰
は
く
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「贈正四位高野長英先生碑」
明治 34 年（1901）建立



咸 宜 園 教 育 研 究 セ ン タ ー 年 報 （ 平 成 2 5 年 度 ）

 1 . 展 示 事 業

Ⅰ . 教 育 普 及 事 業

1

（1）常設展

会　期：平成 25 年   4 月   1 日（月）～   6 月 11 日（火）
　　　　平成 25 年   8 月   1 日（木）～ 10 月 29 日（火）
　　　　平成 25 年 12 月 16 日（月）～   2 月 14 日（金）
内　容：廣瀬淡窓と咸宜園をテーマに日田市が所蔵する咸宜

園関係史料を中心に展示した。 
協　力：公益財団法人廣瀬資料館、光善寺、善教寺

（4）企画展：「咸宜園とその門下生たち
　　　　　　　　　－第 9 代塾主 諌山 菽村－ 」
会　期：平成 26 年 2 月 15 日 ( 土 ) ～ 3 月 31 日 ( 月 )
内　容：咸宜園第 9 代塾主となった諌山菽村がテーマで

ある。菽村の父・安民は廣瀬淡窓の初期の門人
であるが、その後も菽村やその兄弟、子弟が咸
宜園に入門している。諌山家から入門した人物
の咸宜園入門簿や菽村の書幅、設立に多大な貢
献をした「日田養育館」に関する資料などを展
示する。

協　力： 公益財団法人廣瀬資料館
展示品：入門簿（諌山安民、菽村、福七郎ほか）（和本）
　　　　廣瀬淡窓著「淡窓日記」（和本）
　　　　廣瀬淡窓著「懐旧楼筆記」（和本）
　　　　『宜園百家詩』（和本）
　　　　諌山菽村画「梅花図」（扁額）
　　　　諌山菽村画「梅之図」（掛軸）
　　　　松方正義書「日田養育館跡」
　　　　養育館一件書類　　他

（3）特別展：「九州の私塾と教育～咸宜園とその周辺～」

会　期：平成 25 年 11 月 1 日 ( 金 ) ～ 12 月 15 日 ( 日 )
内　容： 江戸～明治期の九州に所在した私塾で、咸宜園に
              関係する私塾を中心に資料展示を行った。
　　　　第１章　九州の儒学者と廣瀬淡窓の咸宜園
　　　　第２章　九州の私塾と咸宜園教育の広がり
　　　　第３章　淡窓の交流関係～九州儒学者とのネット
　　　　　　　　ワーク～
刊　行：展示解説書『九州の私塾と教育～咸宜園とその周辺～』
協　力： 公益財団法人廣瀬資料館
　　　　公益財団法人亀陽文庫能古博物館
　　　　唐澤博物館
　　　　大分県立先哲史料館
　　　　日出町教育委員会
　　　　行橋市教育委員会
　　　　求菩提資料館
　　　　長崎市・シーボルト記念館
　　　　多久市郷土資料館
　　　　うきは市教育委員会
　　　　水戸市教育委員会
　　　　足利市教育委員会
　　　　備前市教育委員会
　　　　光善寺
　　　　恒遠俊輔
　　　　村上良春
　　　　城戸淳一
　　　　帆足雅晴
　　　　賀来　敏（敬称略）

（2）企画展：「廣瀬淡窓旧宅と咸宜園」
会　期：平成 25 年 6 月 13 日 ( 木 ) ～ 7 月 30 日 ( 火 )
内　容：廣瀬淡窓の旧宅（豆田町）が新たに国の史跡とし

て「廣瀬淡窓墓」に追加指定されたことを記念し
た企画である。私塾咸宜園の経営を支えた廣瀬家
と咸宜園の関係を示す展示である。

協　力： 公益財団法人廣瀬資料館
展示品：「廣瀬本家日記」（和本）
　　　　「九桂草堂随筆」（和本）
　　　　「告諭」
　　　　「塾則・咸宜園規約」
　　　　「米錢出納控」
　　　　「淡窓時代会計簿」　　他

展示品：亀井昭陽著「烽山日記」　
　　　　廣瀬林外等「月旦録」
　　　　「蔵春園入門簿」（私塾蔵春園）
　　　　「旧点簿」（同上）
　　　　恒遠醒窓著「恒遠醒窓日記」（同上）
　　　　村上佛山著「佛山堂日記」（私塾水哉園）
　　　　「入門姓名録」（同上）
　　　　貫名海屋書「佛山堂」（同上）
　　　　「水哉園月旦評（安政 4 年）」（同上）
　　　　「帆足万里肖像」（私塾西崦精舎）
　　　　賀来飛霞画「西崦精舎図」（同上）
　　　　草場佩川著「佩川詩鈔」　　　
               額田正等編『安政三十二家絶句』　　他



 2 . 講 座 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト 等
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第 3 回  現地研修「淡窓・咸宜園の放学と遊山」

第 4 回  現地研修「沖ノ島・宗像関連遺産群」

第 4 回  現地研修「沖ノ島・宗像関連遺産群」

第 5 回　 講演会「江戸の教育力」大石　学 氏

講　座 開 催 日 講 師 と 演 題　　　　　 場　所 参 加 者

第 1 回 7 月 5 日（金）
世界遺産登録推進講演会共催（公開講座）

「足利学校と近世日本の教育遺産」
元国立公文書館内閣文庫長　長澤孝三氏

パトリア日田
小ホール

101 名

第 2 回 11 月 14 日（木）
講義「淡窓・咸宜園の放学と遊山」
咸宜園教育研究センター名誉館長
後藤　宗俊氏

咸宜園教育研究セ
ンター研修室

39 名

第 3 回 11 月 17 日（日）
現地研修「淡窓・咸宜園の放学と遊山」
咸宜園教育研究センター名誉館長
後藤　宗俊氏

羽野天満宮・黒男
神社など淡窓先生
が巡った市内各所

29 名

第 4 回 12 月 23 日（月・祝） 現地視察研修「沖ノ島・宗像関連遺産群」 福岡県宗像市 47 名

第 5 回
平成 26 年 2 月 23 日

（日）

「咸宜園の日」講演会共催（公開講座）
「江戸の教育力」
東京学芸大学教授　大石　学氏

「咸宜園の世界文化遺産登録への取り組み」咸宜
園教育研究センター名誉館長
後藤　宗俊氏

パトリア日田
小ホール

130 名

■講座
①咸宜園平成門下生講座（全 5 回）対象：咸宜園平成門下生之会（現在、会員数約 176 名）参加者数 延べ 346 名
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第 4 回「草場佩川の生涯」　武田 耕一 氏
　

第 2 回「豊前国の私塾・蔵春園」　恒遠 俊輔 氏第 1 回「亀井南冥と昭陽の生涯」　吉田 洋一 氏

講　座 開 催 日 講 師 と 演 題 場　所 参 加 者

第 1 回 10 月 31 日（木）
「亀井南冥と昭陽の生涯」
久留米大学准教授　吉田 洋一  氏

パトリア日田
スタジオ１

58 名

第 2 回 11 月   7 日（木）
「豊前国の私塾・蔵春園」
東筑紫短期大学非常勤講師
元求菩提資料館館長　恒遠 俊輔  氏

パトリア日田
スタジオ１

49 名

第 3 回 11 月 21 日（木）
「咸宜園教育の広がり～九州の私塾を中心として～」
咸宜園教育研究センター　吉田 博嗣  副主幹

パトリア日田
スタジオ１

43 名

第 4 回 12 月   5 日（木）
「草場佩川の生涯」
多久市文化財審議会委員
佐賀県漢詩連盟理事　徳田 武 氏

パトリア日田
スタジオ１

35 名

第 5 回 12 月 15 日（土）

「九州の私塾と教育～咸宜園研究史を振り返って～」
新潟大学教授　木村 政伸 氏

パトリア日田
スタジオ１

（公開講座）
46 名鼎談「九州の私塾と教育～咸宜園とその周辺～」

新潟大学教授　木村政伸 氏
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊 氏
咸宜園教育研究センター研究員　深町浩一郎 氏

②咸宜園教育研究センター定期講座（全 5 回）定員 80 名 参加者数 延べ 231 名

鼎談「九州の私塾と教育～咸宜園とその周辺～」
左から深町 浩一郎 氏、木村 政伸 氏、後藤 宗俊 氏



講　座 開 催 日 　　　　　　　　　演　　　　題　　　　　　　　　　　　　参 加 者

前 

期 

日 

程

第 1 回   6 月 27 日（木） 奈良薬師寺・国宝東塔と大金堂の復元　　　　　　　　　　　　　40 名

第 2 回   7 月 11 日（木） 韓国の世界遺産・古都慶州の仏国寺と石窟庵　　　　　　　　　　35 名

第 3 回   8 月  1 日（木） 平城宮跡・大極殿の復元と長屋王邸木簡の世界　　　　　　　　　38 名

第 4 回   8 月  8 日（木） 東大寺・鎮護国家の祈りと大仏建立　　　　　　　　　　　　　　41 名

後 

期 

日 

程

第 1 回   9 月  5 日（木） 姫路城と日本の近世城郭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38 名

第 2 回   9 月 19 日（木） 白川郷の合掌集落－イエと家族の原像　　　　　　　　　　　　　32 名

第 3 回 10 月  3 日（木） 安東河回（ハフェ）マウルと韓国の歴史的村落　　　　　　　　　32 名

第 4 回 10 月 17 日（木） 室生寺五重塔～まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34 名

③名誉館長講座（定員 30 名）　講師：咸宜園教育研究センター　名誉館長 後藤宗俊 氏（別府大学名誉教授）
　場所　咸宜園教育研究センター研修室　受講者数 延べ 290 名

4

三隈川（日田市）の河川敷を歩く山鹿市の小学生

山鹿市の小学生が咸宜園に到着しました。「たんそ
うさん」も皆を歓迎しています。

毎年恒例の秋風庵（淡窓の居宅）前での記念撮影

①第 13 回「立志の道を歩こう」
　　　　　　（熊本県山鹿市が主催する日田市との交流事業）
◇内　　容： 山鹿市（旧鹿本町）の小学生が地元出身の咸宜園
　　　　　　門下生清浦奎吾（元内閣総理大臣）の歩いた道の
　　　　　　りを辿る取組み
◇日　　時：平成 25 年 7 月 24 日（水）
                      午前 11 時～午後１時
◇参加団体：山鹿市 114 名、日田市 50 名
◇協力団体：淡窓会　　　　　　　
　　　　　　主要地方道日田鹿本線改修促進期成会
　　　　　　JA 大分ひたスイカ部会
◇記  念  品：日田市より
　　　　　　　①「淡窓先生ものがたり」
　　　　　　　②「はがき・しおりと淡窓さんシールセット」

■交流・教育普及事業
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（1）　咸宜園教育研究センター研究紀要第 3 号
◇研究紀要
下関開業時代における岡研介の事績及び寄寓背景に関する考察        亀田　一邦
　　　－本州西端の海港に見る文政末蘭医学の展開－
廣瀬淡窓における自省と養生について　　　　 　　 　　　    深町浩一郎
　　　　　　　  －『自新録』『再新録』を中心に－
史料紹介 廣瀬家所蔵の「凶禮記」について（上）　　　  　     吉田 　博嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 　　　     園田 　　大
史料紹介 西村天囚著『亀門の二廣』について ( 上 ) 廣瀬淡窓編       溝田 　直己
咸宜園門下生略伝（二）　　　　　　　　　　　　　  　　　       吉田 　博嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　     原　　千里
◇咸宜園教育研究センター年報（平成 24 年度）
◇咸宜園教育研究センター要覧

②夏休みは、咸宜園で学ぼう！ 
◇目　的：自由研究等で咸宜園について学ぶことで、咸宜園教育に関心を持ってもらう機会を提供すると同時に、咸宜園を訪
　　　　　れてもらうきっかけとする。
◇期　間：平成 25 年 8 月 10 日（土）～ 11 日（日）
◇内　容 ：「咸宜園たんけん」（咸宜園や長生園などを見学）や「古文書にふれる」（古文書の見方や戸袋の下張りをはがす作業）
　　　　　等を実施
◇会　場：咸宜園教育研究センター研修室ほか

長生園（「廣瀬淡窓墓」など）の見学

 3 . 刊 行 事 業

ふすまや戸袋の下地から古文書を発見します 古文書のいろはを勉強中

咸宜園教育研究センター展示公開室の見学



6

 4 . 訪 問 講 座

日　付 内　容 申 込 団 体 人　数
平成 25 年　4 月 25 日 　「咸宜園・足利学校・弘道館の共通点…」 日隈公民館 20 人
         〃        5 月   9 日 　「咸宜園・世界遺産に向けて」 小迫辻原遺跡研究会 10 人
         〃 　　5 月 11 日 　「咸宜園と「うきは」の門下生たち」 うきは市郷土史会 75 人
         〃 　　5 月 17 日 　「咸宜園・足利学校・弘道館の共通点…」 日隈公民館 25 人
        〃 　 　6 月   1 日 　「世界遺産登録推進および調査研究報告」 淡窓研究会 10 人
        〃  　　6 月 20 日 　「廣瀬淡窓がのこしたもの」 日田市中央公民館 106 人
        〃  　　6 月 29 日 　「廣瀬淡窓と咸宜園について」 日田市西有田婦人会 17 人
        〃 　 　7 月 14 日 　「淡窓先生と咸宜園」 日田市朝日公民館 34 人
        〃  　　8 月　3 日 　「二代塾主廣瀬旭荘の研究状況について」 二松学舎大学 20 人
        〃       10 月 25 日 　「淡窓先生と咸宜園」　 日田市三芳公民館 30 人
        〃       11 月 18 日 　「咸宜園　伊呂波歌から」 日田市老人福祉センター 25 人
       〃       11 月 24 日 　「廣瀬淡窓と咸宜園」 日田市西有田婦人会 10 人
       〃       12 月   2 日 　「咸宜園第 2 代塾主　廣瀬旭荘」 日田市老人福祉センター 25 人
       〃       12 月 10 日 　「淡窓先生と咸宜園」 日田市大鶴公民館 20 人
       〃       12 月 26 日 　「咸宜園教育の広がり」 日田市高瀬公民館 30 人
平成 26 年   1 月   6 日 　「淡窓の人物像」 日田市老人福祉センター 25 人
       〃　      1 月 20 日 　「咸宜園教育の広がり」 日田市高瀬公民館 41 人
      〃　      1 月 23 日 　「淡窓先生と咸宜園」 日田市三芳公民館 15 人
      〃　      1 月 26 日 　「九州の私塾と教育」 福岡県朝倉教育クラブ 23 人

     〃  　     2 月 17 日 　「世界遺産登録への取り組み」 日田市老人福祉センター 25 人

     〃　 　  3 月 27 日 　「廣瀬淡窓と咸宜園」 福岡大学付属大濠中学校 160 人

※計 21 回　746 名

（１）第 17 回「平成淡窓祭」
　　淡窓先生の遺徳をしのぶ平成淡窓祭が第 17 回目を迎えた。主催の淡窓会は廣瀬淡窓を顕彰するため、昭和 27 年にその前
　身となる組織を発足。現在の会員数は約 350 名を数える。11 月 1 日は淡窓先生の命日。
　日時：平成 25 年 11 月 1 日（金）　午前 10 時～正午
　会場：史跡咸宜園跡（秋風庵にて）
　主催：淡窓会

（２）国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」指定記念事業
　　平成 25 年 3 月 27 日、これまで国の史跡指定を受けていた「廣瀬淡窓墓」に廣瀬淡窓の旧宅が加わり追加指定された。ま
　た、その指定名称も併せて「廣瀬淡窓旧宅及び墓」に変更されたものである。所有者の廣瀬本家では、公益財団法人廣瀬資
　料館と協力して各種展示会やシンポジウムを行った。以下はその概要である。
　１．「廣瀬淡窓旧宅展」
　　会　期：平成 25 年 6 月 13 日（木）～平成 26 年 1 月 31 日（金）
　　場　所：公益財団法人廣瀬資料館
　２．「淡窓生家と廣瀬家展」（企画巡回展）
　　会　期：平成 25 年 6 月 13 日（木）～平成 26 年 1 月 26 日（日）
　　場　所：日田市民文化会館ギャラリー、宇佐市民図書館、別府大学付属博物館
　　　　　　iichiko 総合文化センター、大分空港、豊後高田市立図書館、九州国立博物館（左記の４箇所はパネル展示のみ）
　３．指定記念講演会・シンポジウム
　　会　期：平成 25 年 6 月 13 日（木）
　　場　所：日田市民文化会館小ホール

 5 . そ の 他 の 取 り 組 み
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 調 査 研 究 に つ い て

Ⅱ . 調 査 研 究 事 業

咸宜園教育研究センターでは、咸宜園や廣瀬淡窓等に関
する調査研究及び関係資料の収集を行っている。以下に
その概要を報告する。

（１）廣瀬淡窓著述史料に基づく調査研究
　廣瀬淡窓の「淡窓日記」等を市民団体と協働で翻刻作
　業を行っている。平成 24 年度からの継続事業。
　実施内容：「淡窓日記」弘化 5 年（1848）　月から嘉
　　　　　　永３年（1850）　月まで作業終了
　委託団体：漢文日記を読む会（代表：野田高巳氏）
　担当職員：深町浩一郎

（２）門下生に関する情報の収集
１．恒遠醒窓（門下生名：恒遠和市）に関する調査
　　場　所：福岡県豊前市
　　期　日：8 月 27 日 ( 火 )
　　調査者：吉田博嗣・深町浩一郎
　　指　導：鈴木理恵教授（当センター専門委員会委員）
　　内  容：恒遠醒窓と私塾「蔵春園」に関する調査で、

塾の入門簿や日記の記録写真撮影を行った
ほか、醒窓などが愛用した文物を調査した。

２．恵学（門下生名：恵学）に関する調査
　　場　所：大阪府松原市　最勝寺
　　期　日：8 月 29 日 ( 木 )
　　調査者：溝田直己　
　　協力者：西田孝司（松原市文化財保護審議会）
　　内　容：最勝寺の恵学は、淡窓の畿内から学びに来

た最初の門下生である。大帰（卒塾）の際に
は淡窓が恵学のために漢詩を作り、淡窓の詩
集『遠思楼詩鈔』に収載された。帰郷した恵
学は畿内の浄土真宗僧を中心に咸宜園への入
門を勧め自らが紹介者となったほか、淡窓の
弟・旭荘が堺や大坂で開塾した際にも大いに
これを援けた。今回、最勝寺所蔵の淡窓書簡
や漢詩の掛軸 ( 新出史料 ) などが確認された。

３．楠本端山（門下生名：楠本丈大夫）
　　楠本碩水（門下生名：佐々謙三郎）に関する調査
　　場　所：長崎県佐世保市「楠本端山旧宅及び楠本家

墓地土墳群」（長崎県指定史跡）

　　期　日：9 月 10 日 ( 火 )　 
　　調査者：吉田　
　　内　容：楠本端山と碩水は平戸藩儒として活躍した

人物で晩年に 2 人は帰郷して私塾「鳳鳴書
院」を開いた。講堂（塾舎）は現存しない
が、門下生と講堂が写る古写真が残るほか、
旧宅には当時使用した典籍類が今も残る。

４．芳川笛村（門下生名：吉川吉太郎）に関する調査
　　場　所：千葉県松戸市
　　期　日：12 月 8 日 ( 日 )
　　調査者：溝田
　　内　容：廣瀬林外の門下生であった芳川笛村 ( 画家 )

の子孫宅で、昨年度確認した史料の目録整
理作業を進めた。

５．廣瀬旭荘・廣瀬敬四郎（旭荘の四男）
　　場　所：東京都杉並区・咸宜園教育研究センター
　　期　日：12 月 9 日 ( 土 )
　　調査者：溝田
　　内　容：昨年度、子孫から当センターに寄託された

旭荘関係資料については目録作成・写真撮
影を行っているが新たに資料（古写真など）
が見つかったとの連絡を受けて 12 月 9 日
に追加調査を行った。

６．高野長英（入門簿なし）
　　場　所：岩手県奥州市　高野長英記念館ほか
　　期　日：平成 26 年 3 月 28 日 ( 金 )
　　調査者：吉田・深町
　　内　容：長英関係の著述資料や記念館の敷地内に立

碑する記念碑の銘について調査を行ったほ
か、生家跡の現地確認を実施した。

７．菊池祐義（釋　祐音）
　　場　所：青森県つがる市木造町　慶応寺ほか
　　期　日：平成 26 年 3 月 29 日 ( 土 )
　　調査者：吉田・深町
　　内　容：慶応寺境内の石碑（廣瀬青邨の撰文）や門

下生に関する文献調査を実施した。

楠本端山旧宅（長崎県佐世保市） 菊池裕義の碑（青森県つがる市）
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（３）教育遺産の調査（私塾を中心に資料を収集）
　主に北部九州の私塾等の調査を実施した。
１．村上佛山「水哉園」（福岡県指定史跡）
　　場　所：福岡県行橋市
　　時　期：7 月 26 日（金）
　　調査者：鈴木理恵教授（前出）・吉田・深町
　　内　容：咸宜園の影響を受けたとされる私塾「水哉

園」に関する史料調査。主に入門簿や日記
の記録写真撮影を行った。

２．帆足万里「西崦精舎」
　　場　所：速見郡日出町（私塾西崦精舎跡、帆足万里墓、

町立万里図書館）
　　時　期：7 月 27 日（土）
　　調査者：鈴木理恵教授・吉田・深町
　　内　容：私塾「西崦精舎」に関する史料調査。塾関

係の資料は少なかったが万里の文机や書幅
類、賀来飛霞が描いた精緻な塾の全体図な
どを確認した。

３．恒遠醒窓「蔵春園」（福岡県指定史跡）
　　場　所：福岡県豊前市
　　時　期：8 月 27 日（火）
　　調査者：鈴木理恵教授・吉田・深町
　　内  容：咸宜園門下生が文政 7 年に創めた私塾「蔵

春園」に関する史料調査。主に入門簿や日
記の記録写真撮影を行った。

４．楠本端山・楠本碩水「鳳鳴書院」
　　場　所：長崎県佐世保市
　　　　　　「楠本端山旧宅及び楠本家墓地土墳群」（長

崎県指定史跡）
　　時　期：9 月 10 日 ( 火 )
　　調査者：吉田　
　　協力者：石造文化財研究所代表　松原典明　氏
　　内　容：咸宜園門下生が明治 14 年に開いた私塾「鳳

鳴書院」。講堂 ( 塾舎 ) は現存しないが、現
地近くに復元建物が建っている。当初の建
物に係る資料としては古写真や図面などが
あり、現在、端山旧宅には当時使用した典
籍類が残る。また、九州では稀な儒式墓と
される楠本家墓地も実見した。

５．草場佩川と「東原庠舎」
　　場　所：佐賀県多久市　多久市歴史民俗資料館　　
　　時　期：9 月 11 日 ( 水 )
　　調査者：吉田
　　内　容：多久聖廟の側には元禄 12 年（1699）に創

設した邑校「東原庠舎」（公立）があった。
淡窓とも交流した草場佩川は最後の教授
で、現在も庠舎の規約や校舎の図面など豊
富な資料が多久市歴史民俗資料館に残る。

　　　　

（４）外部研究機関との共同調査
１．福岡大学（高橋昌彦教授）
　業 務 名：　「廣瀬淡窓に関わる史料の所在調査及び確

認調査」
　調 査 先：北九州市立図書館、国立国会図書館、大村

市立史料館、大村市立図書館、長崎歴史文
化博物館、国立国会図書館関西館、大阪府
立中之島図書館

　調査目的：廣瀬淡窓や咸宜園の歴代塾主、またその門
人等に関する書簡や書幅等の史料のうち、
日田市が把握していない大学等の調査研究
機関の所蔵資料を当センター専門委員会委
員で、近世文学が専門の高橋昌彦教授（福
岡大学）に調査を委託した。この調査を通
じて、咸宜園教育の調査研究や展示公開に
活かし、広く咸宜園のことを周知する基礎
とするため。

　調査成果：これまで当市が把握していなかった多くの
史料所在の確認と写真データの提供を受け
た。今回の調査により、北九州市立図書館
からは、『遠思楼詩鈔』初編・二編、初編・
二編の抄録本（写）、『義府』、『析玄』、『約
言』を確認した。また国立国会図書館から
は、「梅墩詩鈔拾稿」（文久三年写）、『迂言』

「自身録」（明遠館叢書所収）の書誌調査を
行った。大村市立史料館では、「梅墩詩鈔」
初編（版本写し）・「遠思楼詩鈔」初～三編

（明治期後印）・「廣瀬淡窓漢詩碑拓本」（休
道詩）・「五教館治振軒御創建」の調査を行っ
た。長崎歴史博物館では、「淡窓先生西遊記」
　（懐旧楼筆記より長崎・大村関係の記述
を抜書したもの）、『遠思楼詩鈔』初編・二
編（明治以降の後印）の書誌調査を行った。
そして大阪府立中之島図書館では、大阪府
が所蔵する古典籍から咸宜園関係の把握を
行った。今後も咸宜園歴代塾主を始めとす
る関係史料の収集に努める。

2．別府大学文化財研究所（中山昭則教授）
　業 務 名：　「廣瀬旭荘日記「日間瑣事備忘」に関する

歴史地理的研究について」
　現地調査：①大分県日田市・玖珠郡玖珠町
　　　　　　②山口県柳井市・上関町、広島県呉市、福

　山市鞆、香川県多度津町・琴平町
　調査期間：① 9 月 17 日（火）
　　　　　　② 3 月 8 日（土）～ 11 日（火）
　事業内容：全国各地を遊歴した旭荘の事績を明らかに

し、今後、出版物とする計画である（平成
29 年度印刷予定）。現地調査は、主に旭荘
の日記「日間瑣事備忘」から旅の記事を抜
き出し、紀行に関する部分を整理するとと
もに刊行に適したルートの選定や今後の出
版物の内容および構成の検討を行った。
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①廣瀬淡窓書　七言絶句「鶴」（七言絶句二行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）廣瀬淡窓の漢詩集である『遠思楼詩鈔』巻上に収録され

た「鶴」である。同作品は淡窓没後 110 周年の時に発行
された『淡窓遺墨撰集』にも掲載がある (『淡窓遺墨撰集』
13 頁、1966 年 6 月 廣瀬淡窓遺墨刊行会 )。

②廣瀬淡窓書　「醒齋」（五言絶句二行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）  『遠思楼詩鈔』巻下に収録された「醒齋」である。同作品は

淡窓没後 110 周年の時に発行された『淡窓遺墨撰集』にも
掲載がある (『淡窓遺墨撰集』50 頁、1966 年 6 月 廣瀬淡
窓遺墨刊行会 )。

③廣瀬淡窓書　「即景」（五言絶句二行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）『遠思楼詩鈔』第二編下に収録された「即景」である。同

作品に淡窓没後 110 周年の時に発行された『淡窓遺墨撰
集』にも掲載がある (『淡窓遺墨撰集』61 頁、1966 年
6 月 廣瀬淡窓遺墨刊行会 )。

④廣瀬淡窓書　「赤司厚謙銅雀古瓦研」（七言絶句二行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）『遠思楼詩鈔』第二編下に収録された「赤司厚謙銅雀古瓦

研」である。同作品は淡窓没後 110 周年の時に発行された
『淡窓遺墨撰集』にも掲載がある (『淡窓遺墨撰集』66 頁、
1966 年 6 月 廣瀬淡窓遺墨刊行会 )。
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⑤廣瀬淡窓書　「題畫」（七言絶句三行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）廣瀬淡窓の漢詩集である『遠思楼詩鈔』第二編下に収録さ

れた「題畫」である。同作品は淡窓没後 110 周年の時に発
行された『淡窓遺墨撰集』にも掲載がある (『淡窓遺墨撰集』
67 頁、1966 年 6 月 廣瀬淡窓遺墨刊行会 )。

⑥廣瀬淡窓書　「逸雲畫山水」（七言絶句三行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）廣瀬淡窓の語録や詩文を収めた『淡窓小品』下に収録され

ている「逸雲畫山水」。『淡窓小品』は『遠思楼詩鈔』に洩
れた漢詩や刊行以降に詠まれたものがみえる。同作品は淡
窓没後 110 周年の時に発行された『淡窓遺墨撰集』にも
掲載がある (『淡窓遺墨撰集』38 頁、1966 年 6 月 廣瀬淡
窓遺墨刊行会 )。

⑦廣瀬旭荘書画賛幅
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）咸宜園の第 2 代塾主で、淡窓の末弟である廣瀬旭荘の画賛幅。
（３）  旭荘の書画幅は数点確認されているが、めずらしいもの。

⑧井上昆江書七言絶句 漢詩幅
      （七言絶句二行書）
（１）書幅 / 紙本墨書
（２）井上昆江は父・直次郎のと同様
         に咸宜園で学び、九級まで進ん
         だ人物である。この漢詩は井上
         親子が開いた『柳園塾』の門下
         生と思われる江頭玄仙のために
         丙寅孟春（慶応 2 年 1 月か）に
　　  贈ったものと考えられる。
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⑨仏山堂詩鈔初編
    （１）和本 /3 巻 3 冊揃
   （２）淡窓と交流があり、咸宜園教育の影響を受けて自らも私塾
　　     を開いた村上佛山の漢詩集。
    （３）村上佛山の代表的著作である『佛山堂詩鈔』には当代の有      	
             名な文人らが序をよせており、篠崎小竹・梁川星巌・廣	
             瀬旭荘などの名が見られる。

⑩浮羽先哲遺芳
   （１）和本 /2 巻 2 冊揃
   （２）1 巻 11 名、大正 4 年（1915）発行。2 巻 15 名。大正 8 年（1919）
　　　発行。浮羽地域の先哲が掲載されたもので、その中には咸宜
　　　園出身者や所縁のあるものが多数掲載されており、咸宜園に
　　　とって貴重な資料である。

①廣瀬旭荘書　「題畫次可亭韻」（五言絶句三行書）
  （１）書幅 / 紙本墨書
  （２） 咸宜園の第 2 代塾主で、淡窓の末弟である廣瀬旭荘の書幅。
 　　  旭荘の漢詩集『梅墩詩鈔』四編巻之三に掲載されている「題
　　　畫次可亭韻」である。嘉永 4 年（1851）の春頃に詠まれた
　　　ものと考えられる。

 2 . 寄 贈 史 料

（
印
）

春
水
帯
芳
洲
、
洋
々
魚

意
楽
、
弧
舟
何
處
来
、
自

就
梅
根
泊
　
　
旭
荘
（
印
） （
印
）
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 3 . 寄 贈 図 書

・江戸時代後期天領日田における経世学の形成

・日田街道－その歴史と美－展
・近世文芸　研究と評論　第八十五号
・精選古典Ｂ　漢文編
・国士舘大学経済研紀要　第 24 号
・国士舘大学経済研紀要　第 25 号
・吉田松陰と塾生－松陰の塾生についての記録集－

・天秤宮　三十九号
・「長澤文庫」解題目録　國立臺灣大學
・「近世日本の教育遺産」実施報告書
・儒学者　谷口藍田
・少年物語　渡辺　崋山
・大分県立歴史博物館　総合案内
・養父市まちの文化財
・足利市文化財愛護協会四十五周年記念誌
・渥美窯　国宝を生んだその美と技
・複製「一掃百態」図　渡辺崋山筆
・本居宣長の不思議
・多久の肥前狛犬　開館三十周年記念特別企画展
・東本願寺中国布教の研究
・原采蘋伝－日本唯一の閨秀詩人－
・海　第二期　第 10 号
・海　第二期　第 11 号

西江　錦史郎
筑紫野市歴史博物館

山形　彩美
公益財団法人廣瀬資料館

西江　錦史郎
西江　錦史郎

松陰神社
原　千里

高橋　昌彦
足利市教育委員会

熊本　一規
田原市

大分県立歴史博物館
養父市教育委員会

廣瀬　貞雄
田原市
田原市

本居宣長記念館
多久市

川邊　雄大
明治大学　徳田武

原　千里
原　千里

・三毛の文化　第 49 号
・三毛の文化　30 周年記念合本
・私たちの道徳　中学校
・資料にみる　近世教育の発展と展開
・地方税　11 月号
・九州の蘭学　武雄の蘭学
・久留米大学　比較文化研究　第 42・43 輯

・廟山文庫藏書目録
・鳳岡林先生全集 第一巻～四巻
・藤樹先生
・西日本文化　通巻 464 号
・広島県立歴史博物館　研究紀要　第 15 号
・福山の歴史　放浪の大名・水野勝成（下巻）
・神辺の歴史
・日本漢文学研究　第８号
・雙松通訊　vol.17
・鞆の津　中村家文書目録Ⅰ～Ⅶ
・鞆の津　中村家文書拾遺目録
・幕府のふみくら　内閣文庫のはなし
・泊園文庫印譜集　泊園書院資料集成 2
・浮羽の教育史点描
・とちぎメディカルヒストリー
・中津地方文化財協議会　会報　第 49 号
・廣瀬旭荘研究 ( Ⅲ ) ‐ 廣瀬旭荘と僧月性 ‐

川嶌　眞人
川嶌　眞人
文部科学省
木村　政信

一般財団法人　地方財務協会
大分大学　鳥井裕美子

久留米大学　吉田洋一
多久市

明治大学　徳田武
安曇川町教育委員会

原　千里
久下　実
津川　淳
津川　淳

川邉　雄大
川邉　雄大
戸田　和吉
戸田　和吉
長澤　孝三
吾妻　重二
袋野　冨男

　内山　謙治
川嶌　眞人

西江　錦史郎
・広瀬旭荘の咸宜園蔵書収集の発想について ‐ 柴村
　「肅舎義書目録序」を手がかりとして ‐
・敬天　四十号～四十一号　
・竹田市立歴史資料館年報第 12 号
・新編古典 B
・「廣瀬淡窓旧宅及び墓」ガイド
・大友宗麟　教師用指導書
・府内から世界へ　大友宗麟
・収蔵史料目録　1 ～ 7
・平成 24 年度 秋季企画
　『江戸への旅－年貢米と上乗人 ‐ 』　
     上乗人が記録した１００日を超える旅

・史料館研究紀要　第一七号
・史料館研究紀要　第一八号
・閑谷学校研究　第 17 号
・嚶鳴館遺稿注釈文人編②
・適塾　第 46 号

・広島県立歴史博物館資料目録二　黄葉夕陽文庫　
　目録　書籍篇
・広島県立歴史博物館資料目録三　黄葉夕陽文庫　
　目録　木版
・広島県立歴史博物館資料目録四　黄葉夕陽文庫　
　目録Ⅲ　日記・草稿篇　
・広島県立歴史博物館資料目録五　黄葉夕陽文庫　
　目録Ⅳ　地図絵図・記録篇　

西江　錦史郎
淡窓会
竹田市

公益財団法人　廣瀬資料館
公益財団法人　廣瀬資料館

大分市教育委員会
大分市教育委員会

大分県立先哲史料館

大分県立先哲史料館
大分県立先哲史料館
大分県立先哲史料館

特別史跡旧閑谷学校顕
愛知県東海市教育委員会

大阪大学適塾記念センター

広島県立歴史博物館

広島県立歴史博物館

広島県立歴史博物館

広島県立歴史博物館

・広島県立歴史博物館資料目録六　黄葉夕陽文庫　
　目録Ⅴ　絵図・書跡篇　（1）
・広島県立歴史博物館資料目録七　黄葉夕陽文庫　
　目録Ⅵ　絵図・書跡篇　（2）
・豊後國山香郷の調査　資料編１

・大分県立歴史博物館年報 2012
・平成 24 年度一般財団法人北海道開拓の村　年報

広島県立歴史博物館

広島県立歴史博物館
大分県立歴史博物館
大分県立歴史博物館
大分県立歴史博物館

一般財団法人北海道開拓の村
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 4 . 咸 宜 園 関 係 参 考 文 献

・『淡窓の申聞書 旭荘の御請書』廣瀬貞治 1923
・『贈従五位廣瀬旭荘先生小傳』 廣瀬貞治 1924
・『池田人物誌 』下 稲束 猛、吉田鋭雄 太陽日報社 1924
・広瀬淡窓と広瀬旭荘『西南文運史論』武藤長平 岡書院
  1926
・『廣懶家一門の光彩－淡窓先生を中心として－』 大分縣
   日田郡教育會 1934
・教賢広瀬淡窓『教育学研究』3 巻 8 － 10 乙竹岩造 日
   本教育学会 1935
・淡窓先生と陰隲録『改修和語陰隲録』袁了凡 四方文吉 
   1935
・教育家としての広瀬淡窓 『日本諸学振興委員会研究報
   告』 第 1 篇 小西重直 文部省教学局 内閣印刷局 1937
・蛍雪事業鈔『伝記』5-1 森銑三 伝記学会 1938
・広瀬淡窓を繰り返す 『教育学論集』第 3 輯 小西重直 日
   本教育学会 新紀元社 1944
・「廣瀬旭荘の講學と尊皇思想」『大阪の先賢と史蹟』
     第三輯 長 壽吉 大阪出版堂 1944
・広瀬淡窓における敬天説の成立『人文社会科学研究報
   告』 1 井上源吾 長崎大学学芸学部 1951
・広瀬淡窓に於ける内省と実践について 『西日本史学』
  11 井上源吾 西日本史学会 1952
・遠思楼詩鈔〔広瀬淡窓〕－近世詩抄その 1『 学苑』
  152 吉田澄夫 昭和女子大学近代文化研究所 1953
・広瀬淡窓の思想についての諸説批判 『人文社会科学研
   究報告』3 井上源吾 長崎大学学芸学部 1953
・広瀬淡窓の教育意見 『人文社会科学研究報告』3 
   井上源吾 長崎大学学芸学部 1953
・広瀬淡窓の教育意見 『人文社会科学研究報告』4 
   井上源吾 長崎大学学芸学部 1954
・広瀬淡窓の教育思想、とくに訓育とその方法について 
   『人文社会科学研究報告』 4 井上源吾 
    長崎大学学芸学部 1954
・広瀬淡窓の教育管見、とくに教授の方法について
   『人文社会科学研究報告』4 井上源吾 
   長崎大学学芸学部 1954
・広瀬淡窓の経済思想 『經濟學論究』8-3 東晋太郎 
   関西学院大学 1954
・広瀬淡窓の禍福応報論について『支那学研究』12 
   工藤豊彦 広島支那学会 1955
・広瀬淡窓の老荘学について『大分大学学芸学部研究紀
   要』4 工藤豊彦 大分大学学芸学部 1955
・日向と咸宜園『宮崎大学学芸学部研究時報 』第 1 巻 
   第 3 号 黒江一郎 宮崎大学学芸学部 1957
・黒江一郎「「日間瑣事備忘録」に見える旭荘の詩名と
   二三の日向人」『宮崎大学学芸学部紀要 』第 4 号
   宮崎大学学芸学部 1958
・武谷祐之著「南柯一夢」『九州文化史研究所紀要』10 
   井上忠 九州大学付属図書館付設記録資料館九州文化史
   資料部門 1963
・「迂言」小考－その学制を中心として 
  『弘前大学人文社会』 第 28 号 教育・心理学篇 前野喜代
    治 弘前大学人文社会学会 1963

・広瀬淡窓の教育精神 『芸文』 第 4 巻 第 1 号 大久保勇市 
   近畿大学文科学会 1963
・『教聖廣瀬淡窓と廣瀬八賢』廣瀬八賢顕彰会 1965
・大谷篤蔵「広瀬旭荘の「追思録」」『文学』34 巻 3 号　
   岩波書店 1966
・広瀬淡窓の詩論 『和歌山大学教育学部紀要 人文科学』 
  17 松下忠 和歌山大学教育学部 1967
・咸宜園覚書－九州紀行より 『斯文』 47 新田大作 欺文会
  1967
・広瀬淡窓の老子観（人間性研究の一環として）-1-『芸文』 
  第 7 巻 2 号 大久保勇市 近畿大学文科学会 1967
・広瀬淡窓の老子観（人間性研究の一環として）-2-『芸文』 
  第 8 巻 1 号 大久保勇市 近畿大学文科学会 1967

・広瀬淡窓の老子観（人間性研究の一環として）-3-『芸文』 
  第 8 巻 2 号 大久保勇市 近畿大学文科学会 1968
・広瀬淡窓と高野長英『教育学雑誌』2 号 松月秀雄 
   日本大学教育学会 1968
・萬善簿 広瀬淡窓先生の修練ぶり『先覚と共に』 第 1 集 
   青木繁 農林叢書刊行会 1968
・淡窓・長英をかばう『日田文化』第 11 号 中島市三郎 
   日田市教育委員会 1968
・広瀬淡窓門下萍華上人の話 『日田文化』 第 12 号 
   古川克己 日田市教育委員会 1969
・塩谷大四郎正義公の生誕二百年を迎えて 『日田文化』 
   第 12 号 中島市三郎 日田市教育委員会 1969
・広瀬淡窓の易理観－人間性研究の一環として〔付「義
   府（放言）」（天保 12 年稿）翻刻〕『近畿大学教養部研
   究紀要』1 号 大久保勇市 近畿大学教養部 1969
・小倉落城〔慶応 2 年〕と日田・咸宜園－「林外日記」
   を中心として『九州大学教育学部紀要 教育学部門』 15  
   井上義巳 九州大学教育学部 1969
・広瀬淡窓の思想と教育 『日本歴史』 第 264 号 青野春水 
   吉川弘文館 1970
・咸宜園をめぐる政治情勢－咸宜園と日田代官府との関
   係（近世日田とその周辺地域の総合的研究） 『九州文化
   史研究所紀要』　15 井上義巳 九州大学付属図書館付設
   記録資料館九州文化史資料部門 1970
・咸宜園最後の講師勝屋明浜先生『大分県地方史』
   第 56 号 高倉芳男 大分県地方史研究会 1970
・広瀬淡窓と咸宜園 『歴史残花』 第 4 広瀬正雄他　
   時事通信社 1971
・豊後日田の広瀬家史料の調査によせて（研究余録）
   『日本歴史』　第 272 号 杉本勲 吉川弘文館 1971
・咸宜園の財政－塾主の会計記録より見た 『日本歴史 』 
   第 276 号 井上義巳 吉川弘文館 1971
・幕末経済論の一研究－経世家としての広瀬淡窓
   『三田学会雑誌』 64 巻 8 号 島崎隆夫 慶応義塾大学経済
   学会 1971
・井上義巳「咸宜園の財政」『日本歴史』5 月号 
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  思想史 19 号 藤本雅彦 ぺりかん社 1983
・広瀬淡窓の教育観－ ｢教育｣ の語を中心に 『季刊日本
  思想史』19 号 藤原敬子 ぺりかん社 1983
・『万善簿』と『陰隲録』 『季刊日本思想史』19 号 
   古川哲史 ぺりかん社 1983
・広瀬淡窓の倫理思想 『倫理学紀要』 1 輯 黒住真 
   東京大学文学部 1984
・広瀬淡窓の生涯とその時代区分 『日本女子大学紀要 文
   学部』 34 田中加代 日本女子大学 1984
・近世塾の近代化過程の研究－咸宜園と慶応義塾を例と
  して - 前 - 近世塾の諸問題 『論叢』（玉川大学文学部紀要） 
   25 多田建次 玉川大学 1984
・梅溪 昇『緒方洪庵と適塾生』
   －「日間瑣事備忘」にみえる－ 思文閣 1984
・近世塾の近代化過程の研究－咸宜園と慶応義塾を例と
  して - 後 - 家塾から義塾へ 『論叢』（玉川大学文学部紀要） 
   26 多田建次 玉川大学 1985
・広瀬淡窓研究史試論 『国学院雑誌』 第 86 巻第 5 号 
   三澤勝己 国學院大學綜合企画部 1985
・広瀬淡窓の社会思想－『迂言』を中心に－ 『邂逅』
   3 号 山崎謹哉 岡山大学倫理学会 1985
・近世広島における私塾教育の研究－咸宜園の系譜－（1）
   『芸備地方史研究』150・151 号 鈴木理恵 
   芸備地方史研究会 1985
・近世広島における私塾教育の研究－咸宜園の系譜－（2）
   『芸備地方史研究』152 号 鈴木理恵 
   芸備地方史研究会 1985・広瀬淡窓の府内紀行 『大分県地
   方史』 第 120 号 
   甲斐素純 大分県地方史研究会 1985
・咸宜園の教育 （伝統を活かした学校教育） 『学校教育研
   究所年報』29 鹿毛基生 学校教育研究所 1985
・日本教師論 -6- 広瀬淡窓とその師道論 
   『東北福祉大学紀要』10 小野禎一 東北福祉大学 1985
・日本教師論 -7- 広瀬淡窓とその師導観 
   『東北福祉大学紀要』11 小野禎一 東北福祉大学 1986
・広瀬淡窓「読大学」について『東洋文化』復刊第 56
   号 三澤勝己 無窮会 1986
・広瀬淡窓の学統と「読論語」『国史学』129 三澤勝己 
   国史学会 1986
・広瀬淡窓と九州の儒者 緒論－同時代の交流について－ 
   『大倉山論集』 21 三澤勝己 大倉精神文化研究所 1987
・広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考－諸儒との交遊を中心
  として -1- 『大倉山論集』22 三澤勝己 大倉精神文化研
   究所 1987
・広瀬淡窓の学問と思想について『天領日田』 第 7 号 
   深町浩一郎 天領日田を見直す会 1987
・日本教師論 -8- 広瀬淡窓とその師道観 『東北福祉大学紀
   要』12 小野禎一 東北福祉大学 1987
・亀井昭陽の教育思想における ｢運命観｣ および ｢天命
   観｣ について『日本女子大学紀要』 38 田中加代 

   第 276 号 吉川弘文館 1971
・幕末経済論の一研究－経世家としての広瀬淡窓
   『三田学会雑誌』 64 巻 8 号 島崎隆夫 慶応義塾大学経済
   学会 1971
・咸宜園と洋学 『史淵』第 105・106 合輯 杉本勲 
   九州大学大学院人文科学研究院 1971
・井上義巳「咸宜園の財政」『日本歴史』5 月号 
   第 276 号 吉川弘文館 1971
・巻端淳印「広瀬旭荘の来越と越中咸宜園の流れ」 『富山
  商船高等専門学校研究集録』4　富山商船高等専門学校 
  1971
・広瀬淡窓の儒林評とその道統 『近畿大学教養部研究紀
   要』 4 巻 3 号 大久保勇市 近畿大学教養部 1973
・万善簿のねらい〔広瀬淡窓〕『近畿大学教養部研究紀要』 
   5 巻 2 号 大久保勇市 近畿大学教養部 1973
・咸宜園入門者についての研究 （青山学院創立 100 周年
   記念論文集） 『青山学院大学文学部紀要』 16 号 
   井上義巳 青山学院大学文学部 1974
・田中佩刀「詩人廣瀨旭莊論」『明治大学教養論集 84 号』 
  明治大学教養論集刊行会 1974
・杉本 勲「広瀬旭荘の海外認識と海防思想」 『対外関係と
  政治文化』 第三 政治文化 近世・近代編 森克己博士古稀
  記念会編 吉川弘文館 1974
・適材適育－広瀬淡窓とその教育思想 『日本及日本人』 
   1548 号 松井康秀 J&J コーポレーション 1978
・広瀬淡窓について 『東洋研究』 49 号（講演）広瀬正雄 
   大東文化大学東洋研究所 1978
・小石元瑞と広瀬淡窓の書簡 『混沌』 第 5 号 平野翆 中尾
   松泉堂書店 1978
・近世教育思想研究 -3- 広瀬淡窓の教育思想 『大分大学教
  育学部研究紀要 教育科学』 5 巻 4 号 鹿毛基生 大分大学
  教育学部 1979
・幕末私塾の学規の研究－咸宜園を中心として 『教育研
   究』 23 関山邦宏 青山学院大学教育学会 1979
・近世私塾の就学形態－淡窓日録の分析を中心に『人文』 
   27 海原徹 京都大学教養部 1981
・広瀬淡窓の敬天説とその教育方法理論 『IBU 四天王寺
  国際仏教大学文学部紀要』 14 号 井内嘉美 四天王寺国際
  仏教大学 1981
・『日本人の道徳思想』[ 内容 ]：福沢以前の「天」の思
   想について（広瀬淡窓）壺井秀生 文化総合出版 1981
・広瀬淡窓の不安－その自己と超越的なるもの『季刊日
   本思想史』19 号 髙橋文博 ぺりかん社 1983
・『約言』の思想について『季刊日本思想史』19 号 
   工藤豊彦 ぺりかん社 1983
・広瀬淡窓の教育思想『季刊日本思想史』19 号 
   関山邦宏 ぺりかん社 1983
・教育理念としての ｢敬天｣ －『約言』『約言或問』をめぐっ
  て 『季刊日本思想史』 19 号 田中加代 ぺりかん社 1983
・天命と人情－広瀬淡窓の敬天論をめぐって 『季刊日本
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   和漢比較文学会編  汲古書院 1993
・三沢勝己「広瀬淡窓・広瀬旭荘と洋学 序論」『明治聖
   徳記念学会紀要』 復刊八号　明治聖徳記念学会 1993
・広瀬淡窓私新抄（3） 『帝塚山大学教養学部紀要』 38 
   木南卓一 帝塚山大学教養学部 1994
・広瀬淡窓私新抄（4） 『帝塚山大学教養学部紀要』 39 
   木南卓一 帝塚山大学教養学部 1994
・広瀬淡窓と ｢徒然草｣ 『大倉山論集』 第 36 輯 三澤勝己 
   大倉精神文化研究所 1994
・咸宜園－広瀬淡窓の私塾教育が今日に与える意味－
   『家庭科学』 61 巻 3 号 《特集》21 世紀の教育制度を考える
  -1- 田中加代 日本女子社会教育会家庭科学研究所 1994
・徳田 武「 「旭荘」 の命名」詩人 廣瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 12 ぺりかん社 1994
・徳田 武「 「廉塾」 行」詩人 廣瀬旭荘伝　
  『江戸文学』 13　ぺりかん社 1994
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘詩文解読（一）」『明治大学教
   養論集』268 号　明治大学教養論集刊行会 1994
・小堀一正「幕末大阪文人社会の動向―広瀬旭荘と藤井
   藍田・河野鉄兜らを中心として」『大阪の歴史と文化』 
   和泉書院 1994
・廣瀬尚美『廣瀬資料館図録 天領日田の掛屋』 
   源流社 1994
・新井白石と広瀬淡窓 『季刊日本思想史』46《特集》新
   井白石 三澤勝己 日本思想史懇話会 ぺりかん社 1995
・山陽手批淡窓詩稿 『日田文化』第 38 号 
   田中晃 日田市教育委員会 1995
・広瀬淡窓の自然観について 『中国哲学論集』 21 杜栄 
   九州大学中国哲学研究会 1995
・徳田 武「「廉塾」行 （二）」詩人 廣瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 14 ぺりかん社 1995
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘詩文解読（二）」『明治大学教
   養論集』279 号　 明治大学教養論集刊行会 1995
・中村幸彦、井上敏幸『広瀬先賢文庫目録』　
   廣瀬先賢文庫 1995
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（四）
   －諸儒との交遊を中心として－」『大倉山論集』三七号
   大倉精神文化研究所 1995
・寛政の教化政策と地方儒学 『東洋研究』 121 
   西江錦史郎 大東文化大学東洋研究所 1996
・徳田 武「 「廉塾」行 （三）」詩人広瀬旭荘伝　
   『江戸文学』 15 ぺりかん社 1996
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘書牘・資料紹介－文久三年四、
   五月－」『明治大学教養論集』 286 号 明治大学教養論集
  刊行会 1996
・徳田 武「「廉塾」行 （四）」詩人広瀬旭荘伝 
   『江戸文学』 17 ぺりかん社 1997
・西江錦史郎「広瀬旭荘研究（1）系譜と活動」『東洋研究』
  126 号大東文化大学 東洋研究所 1997
・岡村 繁「広瀬旭荘の遺稿とその推敲課程〔含略年譜〕」

  日本女子大学 1988
・広瀬淡窓・旭荘の漢詩指導例－松永顕徳甫著「草稿」
  について－『近世文芸』 49 市場直次郎 
  日本近世文学会 1988
・｢広瀬淡窓｣ 井上義巳 『國學院雜誌』 89 巻 8 号 
   三澤勝己 国學院大學綜合企画部 1988
・晨霜如雪－広瀬淡窓「休道」詩の成立について－ 
   『皇学館論叢』 21 巻 1 号 鬼頭有一 皇学館大学人文学会 
   1988
・広瀬淡窓 ｢万善簿｣ について 『亜細亜大学教養部紀要』 
   37 栗田充治 亜細亜大学教養部 1988
・市場直次郎「廣瀬淡窓・旭荘の漢詩指導例」『近世文芸
   49』－松永顯徳甫著『草稿』について－　
   日本近世文学会 1988
・衣笠安喜編「江戸の学問―よみ・かき・そろばんまで」
   『週刊朝日　百科日本の歴史九一近世から近代へ㊂』
   朝日新聞社 1988
・日本教育史学の確立過程下における広瀬淡窓関係記事
  －明治期 , 師範学校用教育史教科書を中心に－『人間研
   究』 26 天野晴子 日本女子大学教育学科の会 1990
・遠山荷塘と広瀬淡窓 『明治大学教養論集』 232 徳田武 
   明治大学教養論集刊行会 1990
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（二）」
  －諸儒との交遊を中心として－『大倉山論集二二号』　
  大倉精神文化研究所 1990
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（三）」
  －諸儒との交遊を中心として－『大倉山論集二二号』　
  大倉精神文化研究所 1990
・徳田 武「広瀬旭荘の耶馬溪行」詩人 広瀬旭荘伝一 
   『江戸文学』 6 ぺりかん社 1991
・徳田 武「亀井昭陽塾再入門」詩人 廣瀬旭荘伝 
  『江戸文学』 7 ぺりかん社 1991
・徳田 武「広瀬旭荘の亀井昭陽塾入門」『明治大学教養
  論集 』242 号 明治大学教養論集刊行会 1991・岡村 繁『広
  瀬淡窓・広瀬旭荘』 江戸詩人選集九 
  岩波書店 1991
・徳田 武「追補 広瀬旭荘と遠山荷塘また旭荘と原采蘋」
   詩人 廣瀬旭荘伝 『江戸文学』 8 ぺりかん社 1992
・徳田 武「「論詩」の成立」詩人 廣瀬旭荘伝 
  『江戸文学』 9 ぺりかん社 1992
・広瀬淡窓私新抄 -1- 『帝塚山大学教養学部紀要』 35 
   木南卓一 帝塚山大学教養学部 1993
・広瀬淡窓私新抄（2） 『帝塚山大学教養学部紀要』 36 
   木南卓一 帝塚山大学教養学部 1993
・徳田 武「昭陽塾退塾」詩人 廣瀬旭荘伝 
  『江戸文学』 10 ぺりかん社 1993
・徳田 武 「樺島石梁訪問」詩人 廣瀬旭荘伝　
  『江戸文学』 11 ぺりかん社 1993
・福島理子「儒者の怪奇趣味－広瀬旭荘『丑時咀』をめぐっ
  て－」『江戸小説と漢文学』和漢比較文学叢書第十七巻
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　京都女子大学国文学会 2002
・  近世末期芸州の漢学塾を介した書籍貸借－ 一塾生を中心
    に 『長崎大学教育学部社会科学論叢』63 号 鈴木理恵 
    長崎大学教育学部 2003
・ 日本の経済発展と学校教育（1） 『鹿児島大学教育学部教
　育実践センター研究紀要論文』 13 神田嘉延 
　鹿児島大学教育学部 2003
・ 徳田 武「広瀬旭荘の善通寺参詣」『明治大学教養論集』 
　362 号　明治大学教養論集刊行会 2003
・ 月野文子「広瀬旭荘の天保十五年正月詩の周辺：「粛舎」 
　取得と江戸開塾」『文芸と思想』67
　福岡女子大学文学部 2003
・ 広瀬淡窓（1782-1856）による漢詩教育のあり方 1
　－江戸詩壇史における位置づけ（１） 『茨城大学教育学部
    紀要』53 号 向野康江 茨城大学教育学部 2004
・ 広瀬淡窓（1782-1856）による漢詩教育のあり方 1
　－江戸詩壇史における位置づけ（2） 『茨城大学教育学部
　紀要』 53 号 向野康江 茨城大学教育学部 2004
・ 日本漢詩人紀行（1）淡窓の筑遊 『創文』 469 号 
    林田愼之助 創文社 2004
・ 丹波における明治維新前後 広瀬淡窓の思想 『丹波』 6 号
     《特集》 幕末維新を馳せた丹波の人々 奥村覚 丹波史談会
    2004
・ 咸宜園の漢籍収集と塾生の閲覧 『漢籍』 12 号 三澤勝己 
    漢籍研究会 2004
・ 亀田一邦「嘉永 4 年広瀬旭荘の長府娶嫁及び藩儒招聘に
    関する一考察」『山口県地方史研究』91 山口県地方史学
    会 2004
・  『堺市博物館 書の世界－山下是臣コレクション－』
　 堺市博物館 2004
・ 広瀬淡窓「歳暮」による授業実践報告 『漢文教育』 30 
　尾本優輝 広島漢文教育研究会 中国中世文学会 2005
・ 漢文教材としての広瀬淡窓－『桂林荘雑詠示諸生』
　教材化の背景－ 『二松学舎大学人文論叢』 75 号 
　小金澤豊 二松学舎大学人文学会 2005
・ 近世都市における ｢知｣ の空間と場－豊後国日田咸宜園
    を中心に－ 『年報都市史研究』 13 号 岩本 馨 山川出版社
    2005
・ 淡窓漢文日記 ・ 懐舊楼筆記にみる 天保の大飢饉
　 『日田文化』 第 47 号 野田高巳 日田市教育委員会 2005
・  島岡成治「9286　広瀬旭荘における住まいと都市の場所
    について（建築論 ・ 場所、建築歴史 ・ 意匠）」　
　 『学術講演梗概集』  日本建築学会 2005
・  亀田一邦「広瀬旭荘晩年の赤関厄難について『日間瑣事
    備忘録』に見る婚家当主清水麻之丞との粉擾顛末」
　『地域文化研究』20 梅光学院大学地域文化研究所 2005
・  広瀬淡窓の「教育ノ術」礼楽刑政による解釈 〔含 論評〕 
    『日本教育史研究』 25 号 齋藤尚志 日本教育史研究会
    2006
・  廣瀬淡窓と陶淵明 『松浦友久博士追悼記念中國古典文學
    論集』 林田愼之助 松浦友久博士追悼記念中國古典文

   先儒祭記念公演『斯文』 106 号 斯文会 1997
・広瀬淡窗と袁枚 『学林』 28・29 肥田明啓 
   中国芸文研究会 1998
・淡窓詩話の文章 （特集 中世・近世） 『解釈』 44 巻 3 号 
   大木正義 解釈学会 1998
・三沢勝己「広瀬旭荘「日間瑣事備忘録」考（五）－
   儒との交遊を中心として－」『大倉山論集』四二号
   大倉精神文化研究所 1998
・田中加代著 ｢広瀬淡窓の研究｣ 『大倉山論集』 44
   三沢勝己 大蔵精神文化研究所 1999
・広瀬淡窓の詩論とその源流－清代前期の詩論の受容を
   中心として－ 『学林』 30 肥田明啓 中国芸文研究所
   1999
・咸宜園における漢詩講釈の展開 『教育学研究紀要』 45
   巻 1 号 山本佐貴 中国四国教育学会 1999
・私塾 本立書院（東宜園） （特集 明治十年代の江戸） 
   『江戸文学』 21 宮崎修多 ぺりかん社 1999
・江戸時代の学習機会 - その 2- 『九州共立大学・九州女
   子大学・九州女子短期大学生涯学習研究センター紀要』 
   4 Nazario Bustos 九州共立大学・九州女子大学・九州
   女子短期大学生涯学習研究センター 1999
・｢松下筑陰伝攷（上）｣ 『語文研究』 86・87 号 高橋昌彦 
   九州大学国語国文学会 1999
・徳田 武「未紹介広瀬旭荘詩文解読（三）」
　『明治大学教養論集』322 号　明治大学教養論集刊行
   会 1999
・大野修作『広瀬旭荘』日本漢詩人選集 16　研文出版 
   1999
・咸宜園門人たちの詩社「玉川吟社」に関する考察 『大
   分県地方史』 179 号 山本佐貴 大分県地方史研究会 
   2000
・広瀬淡窓と老子思想 『中国哲学論集』 26 杜 栄九州大学
   中国哲学研究会 2000
・廣瀬淡窗の詩論と咸宜園教育との關連 『立命館文學』 
   563 号 肥田明啓 立命館大学人文学会 2000
・女流漢詩人を探す 『機』 No109 高橋昌彦 藤原書店 
   2000
・大野修作「『東瀛詩選』の成立と広瀬旭荘」『女子大國文』
   第百二十七号　京都女子大学国文学会 2000
・広瀬淡窓の経世論小考 『日本経済思想史研究』（1） 
   三澤 勝己 日本経済思想史研究会 2001
・ 月野文子「広瀬旭荘の「夜過二二州橋一書二矚目一」
　詩：成立事情とその推敲の態度をめぐって」
　『文芸と思想』 65 福岡女子大学文学部 2001 年
・ 月野文子「広瀬旭荘の題画詩「題春川釣魚図」の手法：
　楽府詩「枯魚過河泣」と『荘子』寓喩」『文芸と思想』
　66 福岡女子大学文学部 2002
・ 西村富美子「〈論文〉広瀬旭荘生涯と作品：波華大阪の地」
　『紀要 言語 ・ 文学編』34 愛知県立大学外国語学部 2002
・ 大野修作「広瀬旭荘と山梨稲川－『東瀛詩選』中の詩
　人たち－」 『女子大國文 第百三十一号』
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   學論集刊行會 2006
・島岡成治「813　広瀬旭荘の大阪の住まいと都市への
  まなざし（歴史・意匠）」『日本建築学会研究報告』
  日本建築学会 2006
・郭穎「『東瀛詩選』における兪樾の修改－広瀬旭荘の
  『梅墩詩鈔』との比較を通して－」『中国学研究論集 』 
  第十六号 　広島中国文学会 2006
・咸宜園と白鹿洞書院－日中私塾の比較研究－ 『國學院
  大学大学院紀要』 39 号 朱 玲莉 國學院大学大学院 2008
・広瀬淡窓、李白への挑戦「月下独酌」論 『文学』 10 巻
   3 号 小財陽平 岩波書店 2009
・｢幕末明治期の咸宜園と真宗僧｣ 『淡窓研究会会報』 
   川邉雄大 淡窓研究会 2009
・日向薬事始め（その 5）日向出身の緒方洪庵・適塾と広
  瀬淡窓・咸宜園に学んだ人々 『九州保健福祉大学研究紀
  要』 10 号 山本郁男・井本真澄・宇佐見則行ほか 九州保
  健福祉大学研究紀要委員会 九州保健福祉大学 2009
・広瀬淡窓における学校と社会 『日本文化論叢』 17 号 
   前田勉 愛知教育大学日本文化研究室 2009
・休道詩鑑賞への一考 『敬天』 第 37 号 岩沢光夫 
   淡窓会 2009
・『近世文芸研究と評論』 75 号 [ 内容 ]：広瀬淡窓と頼山
   陽 文化五年の交流を通して 黒川桃子 近世文芸研究と
   評論の会 早稲田大学文学部 2009
・広瀬淡窓の教育 『杵築史談会』 藤井準一郎 久米忠臣 杵
   築史談会 2009
・大野雅之「大給府内藩と廣瀬家 近説と旭荘の関係を中
  心に」『資料館研究紀要』 14 大分県立先哲資料館 2009
・亀田一邦「高杉晋作の主治医 石田精一について－変革
  期草医の「雅」と「侠」－」『日本医史学雑誌 』
  第 55 巻 第 4 号 日本医史学会 2009
・梅溪 昇「広瀬旭荘と池田」『池田郷土研究』11 号
   池田郷土史学会 2009
・『託明寺縁起略伝記』　託明寺 2009
・『続池田学講座－人物編－新たに知る池田 改めて出会
   う池田－』　池田市、池田市教育委員会 2009
・廣瀬淡窓の詩風について―その日本化の一側面を中心
   に― 『アジア文化交流研究』 第 5 号別冊 《特集》幕末明
   治期における日本文学・歴史・思想・藝術の諸相 朱 秋
   而 関西大学アジア文化交流研究センター 2010
・広瀬淡窓と陸游詩―淡窓詩の一源流― 『江戸風雅』 
   第 2 号 黒川桃子 江戸風雅の会 2010
・広瀬旭荘の足利学校行 『江戸風雅』 第 3 号 徳田武 
   江戸風雅の会 2010
・苔を二広の墓碑と合原松子の墓とに掃ふ 『江戸風雅』 
   第 3 号 池澤一郎 江戸風雅の会 2010
・広瀬旭荘と『水滸伝』 『江戸風雅』 第 3 号 
   徳田武・土屋和之 江戸風雅の会 2010
・大野雅之「 「淡窓先生手書克己篇」にみる廣瀬淡窓の苦
  悩 末弟旭荘のこと」『史料館研究紀要』15 大分県先哲資
  料館 2010

・川崎理恵「近世社会における暦占の実態 広瀬旭荘と古
  谷道庵を素材に」『京都女子大学大学院文学研究科研究
  紀要 史学編 9』 京都女子大学大学院文学研究科史学専
  攻 2010
・亀田一邦『幕末防長儒医の研究』 知泉書館 2010
・神戸輝夫「旭荘の漢文日記」『潮 一月号』
  潮出版社 2011・合山林太郎「幕末京摂の漢詩壇 広瀬旭
  荘・河野鉄兜・ 柴秋村を中心に（特集 近世韻文の力）」『日
  本文学 』 60 巻 10 号 日本文学協会 2011
・黒川桃子「亀井少琹小伝－父昭陽の詩文を通して－
  （上）」『江戸風雅 第五号』江戸風雅の会 2011
・徳田 武「囲記事 広瀬林外と川路聖謨・安井息軒・大沼
   枕山」『江戸風雅』 第五号　江戸風雅の会 2011
・鈴木理恵『近世近代移行期の地域文化人』塙書房 2012
・『廣瀬淡窓の生家－廣瀬家の歴史と業績－』
   日田市教育委員会 2012
・『吹田市立博物館　大庄屋　中西家名品展』
   吹田市教育委員会 2012
・展示解説書『廣瀬旭荘ー東遊　大坂 池田－』咸宜園教育
   研究センター 2012
・展示図録『廣瀬旭荘と池田・大坂』池田市立歴史民俗資
   料館 2012
・徳田　武「広瀬旭荘と江戸」『江戸風雅』 第七号  江戸風
   雅の会 2013
・『廣瀬淡窓と咸宜園－近世日本の教育遺産として－』
   日田市教育委員会 2013
・『廣瀬淡窓と咸宜園－近世日本の教育遺産として－資料
   編』別府大学文化財研究所・日田市教育委員会 2013
・～文化財指定記念～国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」ガイ
  ドブック 廣瀬本家 2013
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（１）「咸宜園の日」記念事業及び咸宜園教育顕彰事業
　内　　容：記念講演・表彰式・研究発表など
　日　　時：平成 26 年 2 月 23 日（日）
　　　　　　午後 1 時半から４時まで
①記念講演：「江戸の教育力」
　　　　　　東京学芸大学教授　大石　学　氏
　特別報告：「咸宜園の世界文化遺産登録への取り組
　　　　　　み」咸宜園教育研究センター名誉館長　
　　　　　　後藤　宗俊　氏

　②咸宜園教育顕彰事業 表彰式
　事業概要：廣瀬淡窓や咸宜園教育に関して、学術研
　　　　　　究部門（調査研究の論文等が対象）及び
　　　　　　教育文化部門（個人、団体、学校などが
　　　　　　制作した作品や文化活動などが対象）を
　　　　　　設け、毎年公募し、優秀な作品等を表彰
　　　　　　するもの。
　募集期間：平成 25 年 6 月 1 日から 11 月 1 日

③咸宜園教育顕彰事業 研究発表
　教育文化部門　優秀賞受賞者　3 名
④特別発表
　「咸宜園世界遺産登録推進作文コンクール」
　　受賞者（小学生）　3 名

　　主　催：豆田地区振興協議会
　　対　象：市内小学生
　　作文テーマ：①咸宜園と廣瀬淡窓に関すること
　　　　　　　　②咸宜園で学んだこと
　　応募件数：101 件
　　最優秀賞：「淡窓先生が残してくれた私たちへの教
　　　　　　　え」工藤桜和さん（桂林小学校）
　　優  秀  賞：   「今に生きる淡窓先生の教え」
                          桜木萌々子さん（桂林小学校）
                            「廣瀬淡窓先生と今」
                          佐々木佑見子（咸宜小学校）
                          「みなさんは、日田の有名塾・咸宜園を
                          開いた廣瀬淡窓を知っていますか？」
                          飯田朱音（咸宜小学校）

■顕彰事業（「咸宜園の日」記念事業）

【教育文化部門】優秀賞　３名

賞 名 名 前 所 属 論 文 名

優秀賞
梅　山　　秀　人
うめやま　　ひでと

豆田上町祇園山鉾
振興会事務局長

「廣瀬淡窓時代の日田祇園」

評　価

　廣瀬淡窓の日記等から日田祇園に関する記述を全て抽出し、豆田町を中心とした江戸時代後期にお
ける日田祇園の姿を露わにした作品として優れていた。これまでの日田祇園に関する論考などは、歴
史性や歴史的背景にふれることが多かったが淡窓の視点で日田祇園の姿を描いた点は斬新であり、
淡窓研究の中にはなかった視点である。

賞 名 名 前 所 属 論 文 名

優秀賞 佐　藤　　　巧
 さとう　　    たくみ

　佐伯史談会
作品①「中島子玉の日本史」「中島子玉の人物志」
作品②「若き日の松下筑陰」「松下筑陰の人物志」

評　価

　佐伯藩出身の門下生で、後に佐伯藩校の教授を務めた「中島子玉」並びに若き日の淡窓が日田と佐
伯で漢詩を学んだ師「松下筑陰（西洋）」について書かれた作品で、和本で製本していることや中に使
用した切り絵にもオリジナル性があふれており、文芸作品としても完成度が高い。また、作成の間、
佐伯市内の小学生と切り絵制作の場を設けた点なども評価された。今後、各地の門下生につい
て地域の歴史団体等がこのような活動を広げていくことが期待できる作品である。

賞 名 名 前 所 属 論 文 名

優秀賞 中　島　　龍　磨
なかしま　　  たつま

三花公民館長
「咸宜園の教えを道徳教育に取り入れ、豊かな
心を培う～淡窓教育の学校教育・社会教育への
転用～」

評　価

現代における淡窓教育の実践に関する計画及び実践報告。三和小学校や三花公民館で実施した「平成
三花咸宜園」の活動について書かれた作品で、これまでの教員生活の経験に基づき、いかにして淡窓
の教育を教材化できるかを考え、学校教育編・社会教育編に分けて実践的手法を構築した点が評価さ
れる。今後は、学校以外の公民館活動等において模範となる事例であり、また市民への広がりも期待
できる。
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（２）淡窓先生に学ぶ～学校の取組み～
　学校の取組みを広く市民等に知ってもらうことを目的とし、咸宜園
や咸宜園教育等について関心をもってもらうきっかけとする。
◇期　　間：平成 26 年 2 月 18 日（火）～ 3 月 1 日（土）
◇展示場所：パトリア日田（ギャラリー）
◇参  加  校：小学校 7 校　咸宜小学校、桂林小学校、日隈小学校、
　　　　　　　　　　　　 光岡小学校、朝日小学校、三和小学校、
　　　　　　　　　　　　 有田小学校
　　　　　　 中学校３校　東部中学校、三隈中学校、大山中学校

（３）咸宜園門下生の遺墨展（主催：日田先哲研究会）
◇展示内容：咸宜園門下生の書画等
◇展示期間：平成 26 年 2 月 18 日（火）～ 3 月 1 日（土）
◇展示場所：パトリア日田（ギャラリー）　
◇展  示  品：計 32 点（以下は作者名）
　　　　　　（掛軸 23 点）廣瀬淡窓、廣瀬旭荘、廣瀬青邨、村上姑南、諌山菽村、高木豊水、手島二渓、森秋艇、清浦奎吾等
　　　　　　（屛風 4 点）　廣瀬淡窓、廣瀬旭荘、平野五岳、吉嗣拜山
　　　　　　（扁額 5 点）　廣瀬淡窓、廣瀬旭荘、平野五岳、長三洲、帆足杏雨

作文コンクール受賞者　特別発表

教育文化部門　優秀賞　中島　龍磨　氏教育文化部門　優秀賞　佐藤　巧　氏

教育文化部門　優秀賞　梅山　秀人　氏「咸宜園の日」記念事業 オープニング
日隈保育園児による「休道之詩」の朗誦

淡窓先生に学ぶ～学校の取組み～　展示風景

咸宜小学校 光岡小学校 三隈中学校
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１ ． 世 界 遺 産 と は

世界遺産とは、地球の生成と人類の歴史によって生み出され、過去から引き継がれた貴重なものである。世界遺産には
さまざまな国や地域に住む人びとが誇る文化財や自然環境などがあり、人類の残酷な歴史を刻むものや戦争や自然災害、
環境汚染などにより危機にさらされているものも含まれている。それらは国際協力を通じた保護のもと、国境を越え世
界のすべての人びとが共有し、次の世代に受け継いでいくべきものである。

　○世界遺産リストに記載されるまで
　　①条約締約国の推薦：締約国の政府が国内の世界遺産候補の中から、条件の揃ったものを世界遺産委員会に推薦。（各
　　　国の世界遺産暫定一覧表記載の資産から推薦される。）世界遺産委員会の事務局としての機能はユネスコ世界遺産
　　　センターが担っている。
　　②専門機関による調査：世界遺産委員会の依頼により、文化遺産は ICOMOS、自然遺産は IUCN が候補地の評価調
　　　査を行う。
　　③世界遺産委員会での審議：ICOMOS や IUCN などによる評価調査報告を受け、毎年 1 回開催される世界遺産委員
　　　会において、世界遺産リストへの記載物件の可否を決定する。

２ ． 事 業 の 概 要

　日田市では平成 22 年度に世界遺産推進室を開設し、茨城県水戸市の弘道館及び偕楽園、栃木県足利市の足利学校と
連携し、「近世日本の教育遺産群」という主題で咸宜園の世界文化遺産登録を目指して取組んでいる。
　世界文化遺産として登録されるには、ユネスコが定めた基準である「顕著で普遍的な価値」を証明する必要がある。
そこで、「近世日本の教育遺産群」が持つ「顕著で普遍的な価値」を証明するために、世界遺産推進室では日田市世界
遺産登録検討委員会の指導の下、咸宜園に関する学術的な調査研究を咸宜園教育研究センターと両輪となって作業を進
めている。また、この取り組みは行政のみで進められるものではなく、市民の機運の醸成と協力が必要となってくる。
市民と行政とが一体となって取り組むことが重要となることから、調査研究の結果を公表し、情報を共有することで普
及啓発につなげ、一人でも多くの市民の協力を得ることができるように取組まなければならない。
　
○調査研究
　平成 22 年度から進めてきた調査研究の成果を、平成 24 年度に報告書として刊行した。この報告書は水戸市や足利
市と共同によるものではなく、日田市の資産（私塾・咸宜園、豆田町）について、世界遺産登録を目指す視点でまとめ
たものである。「本編」と別府大学文化財研究所と共に「淡窓・咸宜園の放学・遊山」についての調査結果をまとめた「資
料編」がある。他に、世界遺産登録に向けて必要となる構成資産を保護するための「保存管理計画」や「緩衝地帯」（バッ
ファ ･ ゾーン）の方針検討のため、岡山理科大学と共に調査を進めた。

○普及啓発

①世界遺産登録推進講演会
市民の理解と協力、機運の醸成を図るため 2 回の講座を開催した。

【第１回】講師に長澤孝三氏（元国立公文書館内閣文庫長）を招き、と
　　　　もに連携して世界遺産登録に向けて取組んでいる栃木県足利市
　　　　の「足利学校」についてご講演いただいた。
日　時：平成 25 年 7 月 5 日（金）　19：00 開演
会　場：パトリア日田　小ホール
講　師：長澤　孝三氏
演　題：「足利学校と近世日本の教育遺産」
参加者：101 名

講師：長澤　孝三氏
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【第２回】講師に大石学氏（東京学芸大学教授）を招き、江戸時代の社
　　　　会の実像について、教育水準の高さなどからご講演いただいた。
　　　　また、咸宜園教育研究センター名誉館長の後藤宗俊氏から世界
　　　　遺産登録に向けた取組について報告をいただいた。

　日　時：平成 25 年 2 月 23 日（日）　13：00 開演
　会　場：パトリア日田　小ホール
　　講　師：大石　学氏
　　演　題：「江戸の教育力」

　　講　師：後藤　宗俊氏
　　演　題：「咸宜園の世界文化遺産登録への取り組み」
　　
　　参加者：130 名

講師：大石　学氏

②市民協同の取組（咸宜園平成門下生之会の活動）
　　世界遺産登録を目指す取組は市民と行政とが一体となって取組むことが重要となることから、市民による応援団体「咸
　宜園平成門下生之会」が平成 23 年度に発足した。この団体は廣瀬淡窓や咸宜園について学習すると同時に、世界遺産登
　録の取組みを市民の側から支援する活動を中心とする。今年度は咸宜園に関する講座や国内の暫定リスト一覧表記載資産
　等の視察研修を中心に活動した。（2 ページ参照）

③情報発信
　　市ホームページの更新や広報紙の活用、各種イベント会場において世界遺産の取組を図示したパネル展示を実施し情報
　発信に努めた。

３ ． 教 育 遺 産 世 界 遺 産 登 録 推 進 協 議 会
①協議会の開催

　「近世日本の教育遺産群」として、咸宜園と共に世界遺産登録を目指す茨城県水戸市の水戸藩藩校「弘道館」と栃木県足
利市の「足利学校」。この関係三市は、相互の連絡調整の円滑化及び一体的な事業の展開を図ることを目的として、平成
24 年 11 月に「教育遺産世界遺産登録推進協議会」を設立した。協議会は、市長と教育委員会教育長、学識経験者（商工
会議所会頭、専門家、県の担当課長、市民団体代表）を委員とし、国内外の教育遺産に係る調査研究、教育遺産を活用し
た普及啓発に関することなどを所掌する。

　○幹事会　平成 25 年 5 月 7 日（都内）
　　報告第 1 号　平成 24 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業報告について
　　認定第 1 号　平成 24 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会歳入歳出決算について
　　議案第 1 号　教育遺産世界遺産登録推進協議会規約の一部を改正する規約について
　　議案第 2 号　平成 25 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業計画・予算について

　○協議会　平成 25 年 5 月 21 日（都内）
　　報告第 1 号　平成 24 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業報告について
　　認定第 1 号　平成 24 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会歳入歳出決算について
　　議案第 1 号　教育遺産世界遺産登録推進協議会規約の一部を改正する規約について
　　議案第 2 号　教育遺産世界遺産登録推進協議会の財務に関する規程の一部を改正する規程について
　　議案第 3 号　教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウム実行委員会規程について
　　議案第 4 号　平成 25 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業計画・予算について
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②国際シンポジウムの開催
　　　足利市が事務局となりアメリカから専門家（研究者）を招き、10 月 6 日に開催された。日田市からは江面嗣人委員が参
　　　加した。この国際シンポジウムは国内外及び文化庁へのＰＲにつながり、継続していく事業と位置づけている。

　日時：平成 25 年 10 月 6 日（日曜日）午後 1 時～午後 5 時　
　会場：足利市民プラザ文化ホール
　タイトル「近世日本の教育遺産」
　プログラム
　・午後 1 時～ 1 時 20 分　開会・主催者あいさつ
　・講演　午後 1 時 20 分～午後 3 時 00 分 
　「国境を越える学習文化：アメリカの学校テストの起源について」
　　　　　　　　ウィリアム・Ｊ・リース氏（ウィスコンシン大学教授）
　「東アジアの学問土壌と日本的な学問開花」　
　　　　　　　　　　　　　　　　深谷　克己氏（早稲田大学名誉教授）
　・パネルディスカッション　午後 3 時 10 分～午後 5 時 
　　コーディネーター：橋本　昭彦氏（国立教育政策研究所総括研究官）
　　パネリスト：江面　嗣人（岡山理科大学教授）
　　　　　　　　池田　雅則（兵庫県立大学准教授）
　　　　　　　　ニールス・ファンステーンパール（日本学術振興会外国人特別研究員 [ 東京大学 ]）
　　コメンテーター：西村　幸夫（日本イコモス国内委員会委員長 / 文化庁世界文化遺産特別委員会委員長 /
　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学先端科学技術研究センター所長）
　参加者数　450 人

〈国際シンポジウム実行委員会〉
　  ○第 1 回教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウム実行委員会　平成 25 年 5 月 21 日（都内）
　　  議案第 1 号　委員長及び副委員長の選出について
　　  議案第 2 号　教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウム実行委員会事業実施計画・事業収支予算について

　  ○第 2 回教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウム実行委員会　平成 26 年 3 月 26 日（都内）
　　  議案第 1 号　教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウム 2013「近世日本の教育遺産」の実施結果について
　　  議案第 2 号　教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウム実行委員会事業収支決算について　

パネルディスカッションの様子

③専門部会の開催
　これまで関係自治体による合同学術会議で検討されてきた世界遺産登録に向けた調査・研究等については、専門部会Ａ（登
録推進戦略の検討）、専門部会Ｂ（国内外の教育遺産の評価）、専門部会Ｃ（保存管理方策の検討）に分かれ、各専門部会
による検討・協議を重ねる。

○第 1 回専門部会 B　平成 25 年 6 月 11 日（都内）
（１）今年度の事業計画等について
（２）これまでの意見等を受けての修正案について

○第 1 回専門部会 A　平成 25 年 7 月 29 日（都内）
（１）今後の検討課題について
（２）教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウムの開催について

○第 1 回専門部会 A　平成 25 年 10 月 13 日（都内）
（１）評価基準への適合性について
（２）来年度の国際シンポジウムについて

○第 1 回専門部会 C　平成 26 年 1 月 25 日（都内）
（１）検討状況中間報告について
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④事務連絡会議の開催
　○平成 25 年 6 月 11 日（都内）
　　協議内容
　　（１）世界遺産登録推進国際シンポジウム 2013 について
　　（２）市民団体について
　　（３）来年度の取組について

　○平成 25 年 7 月 29 日（都内）
　　協議内容
　　（１）平成 26 年度教育遺産世界遺産登録推進協議会事業計画・予算（案）について
　　（２）教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウムの開催について
　　（３）今年度の追加事業（案）について

　○平成 25 年 7 月 29 日（都内）※岡山県備前市含む
　　協議内容
　　（１）世界遺産登録に向けた取組の現況と今後の進め方等について

　○平成 25 年 8 月 30 日（都内）　
　　協議内容
　　（１）教育遺産世界遺産登録推進国際シンポジウムの開催について
　　（２）今年度の事業の進め方（案）について
　　（３）平成 26 年度事業計画・ 予算（案）について

日  程 内　　　　　容

平成 25 年 5 月   7 日 幹事会開催

5 月 21 日 協議会会議・第１回国際シンポジウム実行委員会開催

6 月 11 日 専門部会Ｂ会議・事務連絡会議開催

7 月   5 日 第１回日田市世界遺産登録推進講演会開催（講師：長澤　孝三氏）

7 月 29 日 専門部会Ａ会議・事務連絡会議開催

8 月   9 日 第１回日田市世界遺産登録検討委員会開催

8 月 29 日 文化庁との意見交換会開催

8 月 30 日 事務連絡会議開催

10 月   6 日 足利市にて国際シンポジウム開催

10 月 13 日 専門部会Ａ会議開催

平成 26 年 1 月 25 日 専門部会Ｃ会議開催

2 月   9 日 第２回日田市世界遺産登録検討委員会開催

2 月 23 日 第２回日田市世界遺産登録推進講演会開催（講師：大石　学氏・後藤　宗俊氏）

3 月 26 日 第２回国際シンポジウム実行委員会開催

　日田市においては、次年度日田市で開催を予定している国際シンポジウムの内容について、検討委員から意見をいた
だいた。また、連携している茨城県水戸市、栃木県足利市との間においては、協議会会議のほか、有識者による専門部
会や事務連絡会議を重ねた。

４ ． 経 過
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2013. 	4.  	1	常設展示（～ 6.11）
                                                 咸宜園教育研究センター
　　　	4.	10	「咸宜園研修」（東明中学校 1 年生）
　　　　　　   史跡咸宜園跡・咸宜園教育研究センター
　　　	5.	27	第 1 回咸宜園教育研究センター運営委員会
　    　　　　　　　　　　　  咸宜園教育研究センター
　　　	6.	13	企画展「廣瀬淡窓旧宅と咸宜園」（～ 7.30）
　　　　　　　　　　　　　  咸宜園教育研究センター
          	６.	27	名誉館長講座（年 8 回）（～ 10.17）
　　　　　　　　　　　　　   咸宜園教育研究センター
　　　	7. 	5	咸宜園平成門下生講座（年 5 回）
　　　　　　　　　（～ 2.23）パトリア日田小ホール他
　　　	7.	24	第 13 回「立志の道を歩こう」（山鹿市主催）
　　　　　　　　　　　　　   　　　　　史跡咸宜園跡
　       	8.	  1	常設展示（～ 10.29）
                                                 咸宜園教育研究センター
           	8.	 8	第１回咸宜園教育研究センター専門委員会
　　　　　　　　　                 咸宜園教育研究センター
　　　8.10 ～ 11 夏休みは、咸宜園で学ぼう！
　　　　　　　　　　　　咸宜園教育研究センター他   

	10.	31	 定期講座（年 5 回）（～ 12.15）
　　　　　　　　　　　　　  パトリア日田スタジオ１
	11.	 1	 特別展「九州の私塾と教育」（～ 12.15）
　　　　　　　　　　　　　   咸宜園教育研究センター
	12.	16	 常設展示（～ 2.14）　   咸宜園教育研究センター
	 1.	17	 第 2 回咸宜園教育研究センター運営委員会
　    　　　　　　　　             咸宜園教育研究センター
 	2.	 9	 第 2 回咸宜園教育研究センター専門委員会　
                                                 咸宜園教育研究センター
	 2.	18	 企画展「咸宜園とその門下生たち
                         －第９代塾主 諌山 菽村－」（～ 3.31）
                 　　　　　　　　　咸宜園教育研究センター
	 2.	18	 淡窓先生に学ぶ～学校の取組み～
　　　　　　　　パトリア日田（ギャラリー）（～ 3.1）
	 2.	23	 咸宜園教育顕彰事業（「咸宜園の日」）
　　　　　　　　　　　　　パトリア日田（小ホール）

月 H25 年度 市内小中学校 その他団体 一般・個人

4 1,524 名 0 団体  　0 名 14 団体  686 名 838 名

5 1,451 名 1 団体    47 名 14 団体  352 名 1,052 名

6 1,303 名 1 団体　97 名 20 団体  536 名 670 名

7 1,108 名 0 団体　  0 名 13 団体  293 名 815 名

8 1,315 名 1 団体  　2 名 17 団体  397 名 916 名

9 1,583 名 0 団体　  0 名 27 団体  586 名 997 名

10 2,054 名 4 団体 232 名 29 団体  681 名 1,141 名

11 2,715 名 11 団体 456 名 50 団体  810 名 1,449 名

12 927 名 3 団体   88 名 15 団体  279 名 560 名

1 876 名 8 団体 361 名 5 団体    91 名 424 名

2 1,051 名 6 団体 186 名 11 団体  276 名 589 名

3 2,251 名 3 団体 142 名 21 団体  699 名 1,410 名

計 18,158 名 38 団体 1,611 名 236 団体 5,686 名 10,861 名

※上記の他、パトリアでの開催事業（記念事業の講演会やシンポジウム、定期講座等）
　の参加人数は約 1,200 名を数える。
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 ４． 職員名簿
咸宜園教育研究センター

世界遺産推進室

 １．咸宜園教育研究センター運営委員会委員名簿
任期：平成 24 年 6 月 1 日から 2 年間

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者
 

文化団体

まちづくり   

生涯教育

行政関係

大 神 信 證 日田市文化財保護審議会副会長
後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授
廣 瀬 貞 雄 公益財団法人廣瀬資料館理事長
佐 藤 誠一郎 淡窓会代表

三 宅 多加子 日田書道協会
武 内 眞 司 社団法人日田市観光協会理事

武 内 正 英
（一財）日田市公民館運営事業
団公民館館長会会長、咸宜公民
館館長

合 原 多賀雄 日田市教育委員会教育長

職 名 氏 名
名 誉 館 長 後 藤 宗 俊

（平成 25 年 4 月 1 日現在）

職 名 氏 名
所 　 　 長 池 田 寿 生
係 　 　 長 工 藤 聖 二
副  主  幹 吉 田 博 嗣
主 　 　 任 原 田 弘 徳
主 　 　 任 溝 田 直 己
研  究  員 深 町 浩一郎

（平成 25 年 4 月 1 日現在）

 ２．咸宜園教育研究センター専門委員会委員名簿

任期：平成 24 年 6 月 1 日から 2 年間

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者

海 原 　 徹 京都大学名誉教授
大 野 雅 之
後 藤 宗 俊

大分県立先哲史料館主幹研究員
別府大学名誉教授

鈴　木　理　恵 広島大学大学院敎授
高 橋 昌 彦 福岡大学人文学部教授
豊 田 寛 三 別府大学学長
中 島 三 夫 日田市文化財保護員

（50 音順）

 ３. 世界遺産登録検討委員会委員名簿
任期：平成 24 年 5 月 25 日から 2 年間

選出資格 氏 名 所 属

学識経験者

吾 妻 重 二 関西大学教授
海 原 　 徹 京都大学名誉教授
江 面 嗣 人 岡山理科大学教授
後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授
豊 田 寛 三 別府大学学長

（50 音順）

職 名 氏 名
室 　 　 長 池 田 寿 生
係 　 　 長 工 藤 聖 二
副  主  幹 吉 田 博 嗣
主 　 　 任 原 田 弘 徳
主 　 　 任
主 　 　 事

溝 田 直 己
坂 本 裕 也

主 　 　 事 廣 末 雅 代
（平成 25 年 4 月 1 日現在）
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明治 30 年
明治 46 年

大正 5 年
大正 8 年
昭和 7 年
昭和 23 年
昭和 30 年
平成 2 年

平成 4 年

平成 5 年

平成 6 年

平成 7 年

平成 9 年

平成 15 年

平成 17 年

平成 19 年

平成 20 年

平成 21 年

平成 22 年

平成 23 年

平成 24 年

平成 25 年

平成 26 年

（1897）
（1913）

（1916）
（1919）
（1932）
（1948）
（1955）
（1990）

（1992）

（1993）

（1994）

（1995）

（1997）

（2003）

（2005）

（2007）

（2008）

（2009）

（2010）

（2011）

（2012）

（2013）

（2014）

9 月

7 月

11 月
3 月

2 月

3 月

1 月

3 月

1 月

11 月

9 月

1 月

3 月

10 月

12 月
10 月

11 月

3 月

8 月

11 月

2 月

3 月

10 月

２月

咸宜園閉塾
淡窓先生頌徳祭

（生誕 130 年祭）開催
淡窓図書館建設
休道の詩碑建立

「咸宜園跡」が国指定史跡に指定
「広瀬淡窓墓」が国指定史跡に指定
淡窓百年祭（100 回忌）の開催

『第 3 次日田市総合計画』で咸宜園
跡の保存整備を計画
史跡咸宜園跡保存整備構想検討委
員会発足
史跡咸宜園跡保存整備構想の策定

秋風庵等保存修理事業実施
　　　　　　　　（～平成 8 年）
史跡咸宜園跡内秋風庵等保存修理
委員会発足　　　（～平成 12 年度）
遠思楼復元修理事業
　　　　　　　　（～平成 12 年度）
史跡咸宜園跡保存整備委員会発足
　　　　　　　　（～平成 25 年度）
史跡咸宜園跡保存整備実施設計
淡窓先生 150 年祭（150 回忌）開
催
史跡咸宜園ガイダンス棟実施設計
後の咸宜園教育研究センターの基
本設計となる
咸宜園教育研究センター建設（国
土交通省所管のまちづくり交付金
事業を導入）　（～平成 22 年 3 月）

咸宜園教育研究センター運営検
討会議開催
咸宜園教育研究センター運営検
討会議開催
咸宜園教育研究センター運営検
討会議開催
咸宜園教育研究センター開館
記念式典、記念事業実施

「咸宜園門下生子孫の集い」開催
　（日田市制 70 周年記念事業）
咸宜園平成門下生之会発足
平成 23 年度特別展

「近世の私塾－西日本を中心とし
て－」開催
開館一周年記念事業「私塾フォー
ラム」開催
第 1 回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
廣瀬旭荘没後 150 年記念事業（特
別展・講演会・鼎談）実施
教育遺産世界遺産登録推進協議
会発足・世界遺産登録推進国際
シンポジウム開催（水戸市）
第 2 回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施
国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」（国
史跡「廣瀬淡窓墓」の追加指定
及び指定名称の変更）
世界遺産登録推進国際シンポジ
ウム開催（足利市）
第 3 回咸宜園教育顕彰事業（「咸
宜園の日」）実施

咸宜園教育研究センター及び史跡咸宜園跡位置図
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①咸宜園、廣瀬淡窓、門下生等に関する研究調査並
　びに関係資料の収集、整理及び保管
②上記①の研究や調査成果の展示公開、情報発信等
　による活用
③咸宜園に関する体験学習、講座、講演会等による
　普及啓発
④史跡咸宜園跡の公開

①咸宜園教育研究センター
　名誉館長（非常勤）
　所　長

②世界遺産推進室
　室　長

Ⅱ.  施 設 の 概 要 ・ 組 織

（1）設 置 目 的

（2）設置年月日

（3）設 置 場 所
（4）設置の概要

①構造・規模

②開 館 時 間
③休 館 日

④主要な施設

　咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関係資
料の収集、公開等を行うことにより、その理解を深め、
宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や文化
の向上に寄与する。

平成 22 年 4 月 1 日
（平成 22 年 10 月 2 日開館）
日田市淡窓 2 丁目 2 番 18 号
公開展示室・研修室・研究室を備え
た「史跡咸宜園跡」のガイダンス施設。

木造平屋造　建物延べ面積
約 373㎡（専有面積）
午前 9 時から午後 5 時
・水曜日
 （水曜日が国民の祝日または振替休日
   に当るときはその翌日）
・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

◇公開展示室　（約 108㎡）
　　常設展示
　　企画展示
　　特別展示
◇研修室　（約 73㎡）
　咸宜園入門ぼっくすの体験や各種研修に利用

（5）主 な 業 務

（6） 組 　 　 織

◇研究室（約 61㎡）
　図書コーナーやパソコン閲覧コーナーを設け、廣
瀬淡窓や咸宜園のことなどについて、自由に調べる
ことが可能。ただし、図書の貸し出しは行わない
◇収蔵庫（約 44㎡）

係　長　1
副主幹　1
主　任　2
研究員　１
臨時職員　3
　（内、学芸員資格者 3）　

係　長　1
副主幹　1
主　任　2
主　事　2（兼任）
　（内、学芸員資格者 4）　

咸宜園教育研究センター平面図
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（1）開 館 時 間 （2）交 　 　 通

■公開展示室：午前 9 時から午後 5 時

■研　修　室：午前 9 時から午後 5 時

■研　究　室：午前 9 時から午後 5 時

　（入館時間は、午後 9 時から午後 4 時 30 分）

■休館日：・水曜日（水曜日が国民の祝日または振替

　　　　　　　　　　休日に当るときはその翌日）

・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

■ JR 久大本線：「日田駅」下車徒歩約 10 分

■高速バス	 ：「市役所前」下車徒歩約 7 分

■車	 ：大分自動車道「日田 IC」から約 5 分

　　　　　　   ・専用駐車場には 10 台駐車可能

　　　　　　   ・乗降場は大型バス 3 台まで乗降可能
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平成 22 年 3 月 24 日
条例第 9 号

し、教育委員会が特別の事情があると認めるときは、
損害賠償義務の全部又は一部を免除することができ
る。

（研修室の利用の許可）
第 8 条　研修室の利用（体験学習の利用を除く。以下

同じ。）をしようとする者は、あらかじめ、教育委員
会の許可を受けなければならない。許可を受けた事項
を変更しようとするときも、同様とする。

2　教育委員会は、前項の許可をするに当たっては、管
理上必要な条件を付することができる。

（利用許可の制限）
第 9 条　教育委員会は、その利用が次の各号のいずれ

かに該当すると認めるときは、研修室の利用の許可（以
下「利用許可」という。）をしないことができる。
（1）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあ

るとき。
（2）　研修室の建物、設備、展示物等を汚損し、損

傷し、又は滅失するおそれがあるとき。
（3）　その他研修室の管理上支障があるとき。

（利用許可の取消し等）
第 10 条　教育委員会は、利用許可を受けた者（以下「利

用者」という。）が次の各号のいずれかに該当すると
認めるときは、利用許可を取り消し、又は研修室の利
用を停止し、若しくは制限することができる。

（1）　利用許可の条件に違反したとき。
（2）　偽りその他不正な手段により利用許可を受けた

ことが明らかになったとき。
（3）　この条例又はこの条例に基づく教育委員会規則

の規定に違反したとき。
（4）　その他研修室の管理上支障があるとき。

2　教育委員会は、前項の規定による利用許可の取消し
等によって利用者が損害を受けても、その賠償の責め
を負わないものとする。

（目的外利用又は権利譲渡の禁止）
第 11 条　利用者は、研修室を利用許可を受けた目的以

外に利用し、又はその利用する権利を他の者に譲渡し、
若しくは転貸してはならない。

（使用料）
第 12 条　利用者は、別表に定める額を使用料として前

納しなければならない。ただし、教育委員会が特別の
事情があると認めるときは、使用料を後納することが
できる。

（使用料の減免）
第 13 条　教育委員会は、前条の規定にかかわらず、次

の各号のいずれかに該当するときは、使用料を減額し、
又は免除することができる。

（1）　市及び市の執行機関が市の行政上のために利用
するとき。

（2）　市長又は教育委員会が特に必要と認める者が第

（設置）
第 1 条　咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関

係資料の収集、公開等を行うことにより、その理解を
深め、宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や
文化の向上に寄与することを目的として咸宜園教育研
究センター（以下「センター」という。）を設置する。

（名称及び位置）
第 2 条　センターの名称及び位置は、次のとおりとする。
名称　咸宜園教育研究センター
位置　日田市淡窓 2 丁目 2 番 18 号

（業務）
第 3 条　センターの業務は、次のとおりとする。
（1）　咸宜園、廣瀬淡窓、門下生等に関する研究並び

に関係資料の調査、収集、整理及び保管
（2）　前号の研究や調査成果の展示公開、情報発信等

による活用
（3）　咸宜園に関する体験学習、講座、講演会等によ

る普及啓発
（4）　史跡咸宜園跡の公開
（5）　前各号に掲げるもののほか、センターの運営に

関する事務のうち、教育委員会が必要と認める業
務

（開館時間及び休館日）
第 4 条　センターの開館時間は、午前 9 時から午後 5

時まで（入館時間については、午前 9 時から午後 4
時 30 分まで）とする。ただし、教育委員会が必要と
認めるときは、開館時間を変更することができる。

2　センターの休館日は、次のとおりとする。ただし、
教育委員会が必要と認めるときは、休館日を変更し、
又は臨時に休館日を定めることができる。

（1）　水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭
和 23 年法律第 178 号）に規定する休日に当たる
ときは、当該休日以後の直近の休日でない日）

（2）　12 月 29 日から翌年 1 月 3 日まで
（入館料）
第 5 条　センターの入館料は、無料とする。

（入館の制限）
第 6 条　教育委員会は、センターの入館者が次の各号の

いずれかに該当すると認めるときは、入館を拒み、又
は退館を命ずることができる。

（1）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがある
とき。

（2）　センターの建物、設備、展示物等を汚損し、損
傷し、又は滅失するおそれがあるとき。

（3）　その他センターの管理上支障があるとき。
（原状回復義務又は損害賠償）
第 7 条　故意又は過失によりセンターの建物、設備、展

示物等を損傷又は滅失した者は、直ちにこれを原状に
復し、又はその損害を賠償しなければならない。ただ



 2.　咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例施行規則　抄録
平成 22 年 3 月 25 日

教委規則第 2 号
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咸宜園資料貸出し許可書（様式第 14 号）を貸出し申
請者に交付するものとする。

（撮影、複写等の許可）
第 13 条　収蔵品等の資料を学術上の調査研究等の目的

で撮影し、若しくは複写し、出版物等への掲載をしよ
うとする者又は模写、模造等をしようとする者（以下

「撮影等申請者」という。）は、咸宜園資料撮影等許可
申請書（様式第 15 号）を教育委員会に提出しなけれ
ばならない。

2　教育委員会は、前項の規定による撮影等を許可した
ときは、咸宜園資料撮影等許可書（様式第 16 号）を
撮影等申請者に交付するものとする。

（運営委員会の所掌事務）
第 14 条　条例第 15 条に規定する咸宜園教育研究セン

ター運営委員会（以下「運営委員会」という。）は、
教育委員会の諮問に応じ、条例第 3 条各号に掲げる業
務に関する事項について審議し、及びこれらの事項に
ついて教育委員会に建議する。

（利用申請）
第 2 条　条例第 8 条第 1 項の許可を受けようとする者（以

下「申請者」という。）は、咸宜園教育研究センター
研修室利用許可申請書（様式第 1 号。以下「利用許可
申請書」という。）を教育委員会に提出しなければな
らない。

（寄贈及び寄託）
第 11 条　センターは、咸宜園に関係する資料の寄贈及

び寄託を受けることができる。
2　前項の資料の所有者は、センターに当該資料を寄贈

し、又は寄託しようとするときは、資料名、数量等を
明記した寄贈・寄託申込書（様式第 8 号）を教育委員
会に提出しなければならない。

（資料の館外貸出し）
第 12 条　収蔵品等の資料は、館外貸出しを行わないも

のとする。ただし、教育委員会が、博物館、図書館、
学校等において学術上の調査研究又は教育普及の目的
で使用され、かつ、取扱い上安全性が確保されると認
めるときは、この限りでない。

2　前項の館外貸出しを受けようとする者（以下「貸出
し申請者」という。）は、咸宜園資料貸出し許可申請
書（様式第 13 号）を教育委員会に提出しなければな
らない。

3　教育委員会は、前項の館外貸出しを許可したときは、

1 条に規定する設置目的に沿って利用するとき。
（使用料の不還付）
第 14 条　既に納入された使用料は、還付しない。ただし、

次の各号のいずれかに該当する事由に基づいて利用を
中止したときは、既納の使用料の全部又は一部を還付
することができる。

（1）　研修室の管理上必要があるため、その利用許可
を取り消したとき。

（2）　利用者が自己の都合により 2 日前に利用許可の
取消しを申し出たとき。

（3）　災害その他やむを得ない事情により利用するこ
とができなくなったとき。

（咸宜園教育研究センター運営委員会の設置）
第 15 条　センターの適正かつ効果的な運営を図るため、

咸宜園教育研究センター運営委員会（以下「運営委員
会」という。）を置く。

2　運営委員会の所掌事務、組織その他必要な事項は、
教育委員会規則で定める。

（委任）
第 16 条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委

員会規則で定める。

附　則
（施行期日）
1　この条例は、公布の日から起算して 7 月を超えない

範囲内において教育委員会規則で定める日から施行す
る。ただし、第 15 条及び次項の規定並びに附則第 3
項の改正は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。

（平成 22 年教委規則第 11 号で平成 22 年 10 月 2 日か
ら施行）

（準備行為）
2　教育委員会は、施行の日前においても、この条例に

規定する事務の実施について必要な準備行為をするこ
とができる。

（日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正）

3　日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁
償に関する条例（昭和 31 年条例第 167 号）の一部を
次のように改正する。

〔次のよう〕略

別表（第 12 条関係）
区分 単位 金額 備　　　考

研修室 1 時間
につき 320 円

1　常設電灯以外の電気を利
用するときは、1 回につき
410 円を加算する。

2　冷暖房を利用するときは、
1 時間につき 200 円を加算
する。

　備考　1 日の利用時間は、原則として 3 時間を限度とする。
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